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まえがき

対象読者

本書は，HP OpenVMSオペレーティング・システムを使用するすべてのユーザを対
象に書かれています。本書には，すべての DCL (DIGITAL Command Language)コ
マンドおよびレキシカル関数の説明が含まれています。コマンドに制限事項がある場
合，または特定の特権が必要な場合は，そのように記述されています。

本書は，読者が『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』の内容を理解していることを
前提にしています。

本書の構成

本書は，各コマンドおよびレキシカル関数の詳細な説明で構成されています。各コマ
ンドはアルファベット順に並んでおり，各ページの一番上にはコマンド名が記述され
ています。レキシカル関数は，「レキシカル関数」 (JOBコマンドの説明の後)内に
まとめてあります。それぞれの関数は，その中でアルファベット順に並んでいます。

『OpenVMS DCLディクショナリ』のハードコピー・マニュアルは上巻/下巻の 2分
冊で構成されています。上巻には， AからMで始まるコマンド (レキシカル関数を含
みます)の説明が記述されています。下巻には，Nから Zで始まるコマンドの説明が
記述されています。

廃止されたDCLコマンド，およびそれに代わるコマンドを，本書の付録 A (ハードコ
ピー・マニュアルの場合は下巻に含まれる)に示します。

言語コンパイラやその他のOpenVMSオプションのソフトウェア製品のコマンドは，
本書には含まれていません。これらのコマンドについては，製品とともに提供される
ドキュメントを参照してください。

関連資料

OpenVMSオペレーティング・システムの概要，およびDCLの使用方法について
は，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』を参照してください。『OpenVMSユー
ザーズ・マニュアル』は，初心者や会話型コンピュータ・システムの経験が少ないユ
ーザを対象にしています。
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『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』は，DCLコマンド言語の概要を説明しま
す。また，DCLコマンドやレキシカル関数を使用したコマンド・プロシージャを作
成する際の自習書としても使用できます。

各ユーティリティについての詳細は，それぞれのユーティリティのマニュアルを参照
してください。それぞれのユーティリティのマニュアルには，ユーティリティを起動
するDCLコマンド，ユーティリティ起動中に使用できるコマンド，および参照情報
が記述されています。『OpenVMS DCLディクショナリ』は，各ユーティリティの
簡単な説明とフォーマットについてのみ説明しています。

メッセージについての詳細は，オンラインのHelp Messageユーティリティを参照し
てください。

HP OpenVMS製品およびサービスについての追加情報は，弊社のWebサイトにアク
セスしてください。URLは次のとおりです。

http://www.hp.com/jp/openvms

または

http://www.hp.com/go/openvms

本書で使用する表記法

本書では，次の表記法を使用しています。

表記法 意味

Ctrl/x Ctrl/xという表記は， Ctrlキーを押しながら別のキーまたはポインテ
ィング・デバイス・ボタンを押すことを示します。

PF1 x PF1 xという表記は， PF1に定義されたキーを押してから，別のキー
またはポインティング・デバイス・ボタンを押すことを示します。

Return 例の中で，キー名が四角で囲まれている場合には，キーボード上でその
キーを押すことを示します。テキストの中では，キー名は四角で囲まれ
ていません。

HTML形式のドキュメントでは，キー名は四角ではなく，括弧で囲ま
れています。

... 例の中の水平方向の反復記号は，次のいずれかを示します。

• 文中のオプションの引数が省略されている。

• 前出の 1つまたは複数の項目を繰り返すことができる。

• パラメータや値などの情報をさらに入力できる。
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表記法 意味

.

.

.

垂直方向の反復記号は，コードの例やコマンド形式の中の項目が省略さ
れていることを示します。このように項目が省略されるのは，その項目
が説明している内容にとって重要ではないからです。

( ) コマンドの形式の説明において，括弧は，複数のオプションを選択した
場合に，選択したオプションを括弧で囲まなければならないことを示し
ています。

[ ] コマンドの形式の説明において，大括弧で囲まれた要素は任意のオプシ
ョンです。オプションをすべて選択しても，いずれか 1つを選択して
も，あるいは 1つも選択しなくても構いません。ただし， OpenVMS
ファイル指定のディレクトリ名の構文や，割り当て文の部分文字列指定
の構文の中では，大括弧に囲まれた要素は省略できません。

[ | ] コマンド形式の説明では，括弧内の要素を分けている垂直棒線はオプシ
ョンを 1つまたは複数選択するか，または何も選択しないことを意味
します。

{ } コマンドの形式の説明において，中括弧で囲まれた要素は必須オプショ
ンです。いずれか 1つのオプションを指定しなければなりません。

太字 太字のテキストは，新しい用語，引数，属性，条件を示しています。

italic text イタリック体のテキストは，重要な情報を示します。また，シス
テム・メッセージ (たとえば内部エラーnumber)，コマンド・ライ
ン (たとえば/PRODUCER=name)，コマンド・パラメータ (たとえ
ばdevice-name)などの変数を示す場合にも使用されます。

UPPERCASE
TEXT

英大文字のテキストは，コマンド，ルーチン名，ファイル名，ファイル
保護コード名，システム特権の短縮形を示します。

Monospace type モノスペース・タイプの文字は，コード例および会話型の画面表示を示
します。

Cプログラミング言語では，テキスト中のモノスペース・タイプの文字
は，キーワード，別々にコンパイルされた外部関数およびファイルの名
前，構文の要約，または例に示される変数または識別子への参照などを
示します。

– コマンド形式の記述の最後，コマンド・ライン，コード・ラインにおい
て，ハイフンは，要求に対する引数がその後の行に続くことを示しま
す。

数字 特に明記しない限り，本文中の数字はすべて 10進数です。 10進数以
外 (2進数， 8進数， 16進数)は，その旨を明記してあります。
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! (コメント区切り文字)

! (コメント区切り文字)

コマンド行で，この記号の後はすべてコメントであり，コマンドの一部として処理さ
れないことを示します。

フォーマット

!

例

1. $ !
$ WRITE SYS$OUTPUT "hello" ! This command should output "hello".
hello
$ FOO = " " ! This command defines FOO as a blank.
$ FOO WRITE SYS$OUTPUT "hello" ! This command should output "hello".
hello
$ FOO = "!" ! This command defines FOO as a !.
$ FOO WRITE SYS$OUTPUT "hello" ! This command should be ignored.
$
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= (割り当て文)

= (割り当て文)

文字列または整数値に対するシンボル名を定義します。

フォーマット

シンボル名 =[=] 式

シンボル名[ビット位置,サイズ] =[=] 置換式

注意

DCLコマンド名としてすでに使用されているシンボル名を割り当てないでく
ださい。 IF， THEN， ELSE，およびGOTOのようなシンボル割り当ては，
コマンド・プロシージャの実行を妨げる可能性がありますので，行わないで
ください。

パラメータ

シンボル名
シンボル名に対して， 1文字から 255文字までの文字列を定義します。シンボル名に
は，DEC補助文字 (DEC MCS)文字セットの英数字，アンダースコア( _ )，またはド
ル記号( $ )を含めることができます。ただし，シンボル名は英字 (大文字と小文字は同
じとみなします)，アンダースコア，またはドル記号から始めなければなりません。
割り当て文に等号を 1つ( = )指定すると，シンボル名を現在のコマンド・レベルのロ
ーカル・シンボル・テーブルに登録します。割り当て文に等号 2つ (= =)を指定する
と，シンボル名をグローバル・シンボル・テーブルに登録します。

式
割り当て文の右辺に値を指定します。このパラメータは文字列，整数値，シンボル
名，レキシカル関数，またはこれらの要素の組み合わせで構成できます。式に含まれ
る各構成要素を評価し，結果をシンボルに割り当てます。リテラル文字列は，すべて
二重引用符( ‘‘ ’’ )で囲まなければなりません。シンボルを含む式を指定した場合には，
シンボルの値を使用して式を評価します。

式を評価した結果は，文字列値または符合付きの整数値になります。式を評価した結
果が文字列になる場合には，そのシンボルに文字列値を割り当てます。式を評価した
結果が整数値の場合には，シンボルに整数値を割り当てます。整数値が 4バイトのバ
ッファに収まり切らない場合でも，エラー・メッセージは出力されません。

式中の演算子の概略と，式の指定方法についての詳細，および式の評価方法について
の詳細は，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』を参照してください。
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DCLは， 1024バイトのバッファを使用して割り当て文を記憶し式を評価します。シ
ンボル名，式，および式の計算の長さは 1024バイトを超えることはできません。

[ビット位置,サイズ]

シンボル名の現在の 32ビットの値に， 2進数値としての式の値を挿入することを指
定します。この種の割り当て文は，シンボル名の現在の値を評価した後で，指定した
ビット数を置換式の結果と置き換えます。ビット位置は，ビット 0を基準とした相対
位置であり，置き換えを実行する先頭の位置を指定します。置き換えるシンボルが整
数の場合には，ビット位置は 32より小さい値でなければなりません。またビット位
置とサイズの合計も 32以下でなければなりません。

置き換えるシンボルが文字列の場合には，ビット位置は 6152より小さい値でなけれ
ばなりません。各文字は 8ビットを使って表現するため， 768文字目までならどの文
字列からでも，置き換えを開始できます ( 768文字目は， 6144というビット位置か
ら始まります)。ビット位置とサイズの合計は， 6152以下でなければなりません。

サイズとは，置き換えるビット数です。 32より大きいサイズを指定すると，DCLは
サイズを 32に切り捨てます。

かぎ括弧は，必ず指定しなければなりません。シンボル名とかぎ括弧の間に，空白を
入れることはできません。ビット位置とサイズの値は，整数式として指定します。

置換式
変更するシンボルを置き換えるために使用する，値を指定します。置換式は，整数式
として使用します。

変更するシンボルが整数の場合には，置換式は，シンボルに割り当てられた値と置き
換えられるビット・パターンを定義します。変更するシンボルが文字列の場合には，
置換式の結果は，文字列の指定されたビットを置き換えるビット・パターンを定義し
ます。変更しているシンボルが未定義の場合には，置換式の結果は空文字列を置き換
えます。

説明

割り当て文を使用してシンボルを定義すると，コマンド言語を拡張することができま
す。会話型コマンド・レベルでは，シンボルを使用してコマンド，またはコマンド行
の同義語を定義できます。コマンド・プロシージャ・ファイルでは，シンボルを使用
して条件式に変数を代入することができます。

定義できるシンボルの最大数は，以下により決まります。

• 現在のプロセスでシンボル・テーブルおよびラベルを含めるためにコマンド・イ
ンタプリタが使用できる領域のサイズ

領域のサイズは，各プロセスごとにシステム・パラメータ CLISYMTBLで決まり
ます。

DCLI–3



= (割り当て文)

• シンボル名のサイズとその値

コマンド・インタプリタは，シンボル名とその値に対して領域を割り当てます。
また，各シンボルには数バイト多めに割り当てられます。

例

1. $ LIST == "DIRECTORY"

この割り当て文は， DCLコマンドDIRECTORYに対するグローバル・シンボル
定義として，ユーザ定義同義語 LISTを定義します。

2. $ COUNT = 0
$ LOOP:
$ COUNT = COUNT + 1
$ IF P’COUNT’ .EQS. "" THEN EXIT
$ APPEND/NEW &P’COUNT’ SAVE.ALL
$ DELETE &P’COUNT’;*
$ IF COUNT .LT. 8 THEN GOTO LOOP
$ EXIT

このコマンド・プロシージャ COPYDEL.COMは，パラメータとして指定したフ
ァイルを SAVE.ALLというファイルに追加しています。追加後に，追加したファ
イルを削除します。 8個までファイル名が使用でき，各々シンボル P1， P2，...
に割り当てられます。

このコマンド・プロシージャはカウンタを使用して参照され，ループ内では，空
文字列かどうかを IF文で検査してから処理を行っています。この IF文では，シ
ンボル COUNTの値が文字 Pに結合され，ループの 1回目では P1を， 2回名で
は P2を，というように各々検査されます。 P’COUNT’の評価後に， P1や P2等
に相当するファイル名の置換が IFコマンドのコンテキストの中で自動的に行われ
ます。

APPENDやDELETEコマンドは，入力パラメータとしてファイル指定を必要と
するので，自動的な置換を行いません。&P’COUNT’のアンパサンド (&)は，こ
れらのコマンドでシンボル置換を強制的に行います。これらのコマンドがループ
内で最初に検索された時には， COUNTはその現在の値に置換されます。コマン
ドの実行時には，アンパサンドで別の置換を行います。つまり，最初のファイル
指定が P1で置換され， 2番目のファイル指定は P2で置換されます。

このコマンド・プロシージャを起動するには，次のコマンドを使用します。

$ @COPYDEL ALAMO.TXT BEST.DOC

ファイル ALAMO.TXTと BEST.DOCは，それぞれ SAVE.ALLに追加された後に
削除されます。
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3. $ A = 25
$ CODE = 4 + F$INTEGER("6") - A
$ SHOW SYMBOL CODE
CODE = -15 HEX = FFFFFFF1 Octal = 1777761

この例は， 2つの割り当て文を含んでいます。最初の割り当て文は， 25という値
をシンボル Aに割り当てます。 2番目の割り当て文は，整数 (4)，レキシカル関
数 (F$INTEGER(6))，およびシンボル Aを含む式を評価します。式の結果である
–15が，シンボル CODEに割り当てられます。

4. $ FILENAME = "JOBSEARCH" - "JOB"
$ FILETYPE = ".OBJ"
$ FILESPEC = FILENAME + FILETYPE
$ TYPE ’FILESPEC’

最初のコマンドでは，シンボル FILENAMEに‘‘SEARCH’’を割り当てます。文
字列‘‘SEARCH’’は，式で実行された文字列削除演算の結果です。 2番目のコマ
ンドでシンボル FILETYPEに‘‘.OBJ’’を割り当て， 3番目のコマンドでシンボル
FILENAMEと FILETYPEを足して， FILESPECを作成しています。

シンボル FILENAMEと FILETYPEの値が連結されているので， FILESPECに
は文字列‘‘SEARCH.OBJ’’が割り当てられます。そしてシンボル FILESPECは，
TYPEコマンドのパラメータとして使用されます。一重引用符( ’ ’ )で，シンボル
FILESPECをその値である SEARCH.OBJに展開するように指定しています。そ
のため， TYPEコマンドでファイル SEARCH.OBJをタイプします。

5. $ BELL[0,32] = %X07
$ SHOW SYMBOL BELL
BELL = ""

この例では，シンボル BELLを算術置換文で作成しています。シンボル BELLは
未定義であったため，空文字列に 16進数の 7が挿入されます。この値は ASCII
コードでは，ターミナルのベルを鳴らすコードです。 SHOW SYMBOL BELLコ
マンドを実行すると，ターミナルのベルが鳴ります。

シンボル BELLに整数値が定義済みであった場合には， BELLを表示すると，そ
の新しい値が表示されます。

6. $ $=34
%DCL-W-NOCOMD, no command on line - reenter with alphabetic first
character
$ $$=34
$ SHOW SYMBOL $$
%DCL-W-UNDSYM, undefined symbol - check validity and spelling
$ SHOW SYMBOL $
$ = 34 Hex = 00000022 Octal = 00000000042

ドル記号( $ )で始まるシンボルを使う場合，DCLが最初のドル記号を捨ててしま
うので，ドル記号を 2つ続けて( $$ )使用してください。
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7. $ COUNT = 0
$ LOOP:
$ COUNT = COUNT + 1
$ IF P’COUNT’ .EQS. "" THEN EXIT
$ APPEND/NEW &P’COUNT’ SAVE.ALL
$ DELETE &P’COUNT’;*
$ IF COUNT .LT. 16 THEN GOTO LOOP
$ EXIT

このコマンド・プロシージャ COPYDEL.COMは，パラメータとして指定された
ファイルを SAVE.ALLという名前のファイルに追加します。ファイルを追加した
後，コマンド・プロシージャはそのファイルを削除します。最大 16のファイル名
をコマンド・プロシージャに渡すことができます。ファイル名はシンボル P1，
P2などに割り当てられます。これは，DCL_CTLFLAGSのビット 3が 1に設定
されている場合のみ適用されます。

このコマンド・プロシージャは，渡されるパラメータをカウンターを使用して識
別します。コマンド・プロシージャは，ループ内で IFコマンドを使用して現在の
パラメータの値がヌル文字かどうかをチェックします。 IFコマンドを処理する
際，シンボル COUNTの現在値が文字 Pと連結されます。最初にループを処理し
たときには， IFコマンドは P1をテストします。 2回目にループを処理したとき
は P2をテストします。以降も同様に処理を行います。 PCOUNTを評価した後，
P1， P2などに対応するファイル名の置き換えが自動的に行なわれます。

APPENDコマンドやDELETEコマンドでは入力パラメータとしてファイル指定
が必要で，自動的な置き換えは行なわれません。 P‘COUNT’表現の前のアンパサ
ンド (&)により適切なシンボル置換が指示されています。ループ内でこれらのコ
マンドが最初に処理されるときに， COUNTは現在の値で置き換えられます。そ
の後にコマンドを実行する際は，アンパサンドによってさらに置換が行なわれま
す。つまり，最初のファイル指定は P1で置換され， 2つ目のファイル指定は P2
で置換されます。

このプロシージャの実行は次のように行います。

$ @COPYDEL ALAMO.TXT BEST.DOC

ファイル ALAMO.TXTおよび BEST.DOCが連結され SAVE.ALLに保管された
後，それぞれの入力ファイルが削除されます。
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:= (文字列割り当て文)

文字列値に対してシンボル名を定義します。

フォーマット

シンボル名 :=[=] 文字列

シンボル名[オフセット,サイズ] :=[=] 置換文字列

注意

DCLコマンド名としてすでに使用されているシンボル名を割り当てないで
ください。 IF， THEN， ELSE，およびGOTOのようなシンボルの割り当て
は，コマンド・プロシージャの実行を妨げる可能性がありますので，行わな
いでください。

パラメータ

シンボル名
シンボル名に対して， 1文字から 255文字までの文字列を定義します。シンボル名に
は，DEC補助文字 (DEC MCS)文字セットの英数字，アンダースコア( _ )，またはド
ル記号( $ )を含めることができます。ただし，シンボル名は英字 (大文字と小文字は同
じとみなします)，アンダースコア，またはドル記号から始めなければなりません。
割り当て文に等号を 1つ( = )指定すると，シンボル名を現在のコマンド・レベルのロ
ーカル・シンボル・テーブルに登録します。割り当て文に等号 2つ (= =)を指定する
と，シンボル名をグローバル・シンボル・テーブルに登録します。

文字列
シンボルに割り当てられる文字列値を指定します。この文字列には，英数字または
特殊文字を含めることができます。DCLは，文字列割り当て文を記憶するために，
1024バイトのバッファを使用します。したがって，シンボル名，文字列，および文
字列内に含まれるシンボル置換の長さは， 1024文字以下でなければなりません。

文字列割り当て文( := )では，文字列リテラルを引用符( ‘‘ ’’ )で囲む必要はありません。
この場合には，文字列値は自動的に大文字に変換されます。また，文字列の前後のス
ペースやタブは削除され，文字の間の複数のスペースやタブは 1つのスペースに変換
されます。

大文字への変換をしないようにしたり，または文字列に含まれる必要なスペースとタ
ブをそのまま保存するには，文字列を二重引用符で囲まなければなりません。文字列
の内部で二重引用符を使用する場合には，文字列全体を二重引用符で囲み，さらに文
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字列の中で二重引用符を指定する場所に二重引用符を 2つ指定します。次の例を参照
してください。

$ TEST := "this is a ""test"" string"
$ SHOW SYMBOL TEST
TEST = "this is a "test" string"

この例では，スペース，小文字，および二重引用符は，シンボル定義の中にそのまま
保存されます。

シンボル割り当てを複数行に継続するには，継続文字としてハイフン( - )を使用しま
す。次の例を参照してください。

$ LONG_STRING := THIS_SYMBOL_ASSIGNMENT_IS_A_VERY_LONG-
_$ _SYMBOL_STRING

文字列割り当て文を使って，空文字列をシンボルに割り当てるためには，割り当て文
の右辺に文字列を指定しないようにします。次の例を参照してください。

$ NULL :=

文字列は，文字列リテラルとして指定するか，または文字列リテラルに評価されるシ
ンボルかレキシカル関数として指定します。シンボルやレキシカル関数を使用する場
合には，シンボル置換を要求するために一重引用符( ’ ’ )で囲みます。シンボル置換に
ついての詳細は，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』を参照してください。

また，フォーリン・コマンドを定義するために，文字列割り当て文を使用することも
できます。フォーリン・コマンドについての詳細は『OpenVMSユーザーズ・マニュ
アル』を参照してください。

[オフセット,サイズ]

シンボル値の一部が置換文字によって上書きされることを指定します。この形式の
文字列割り当て文は，シンボルに割り当てられている値を求め，その値の一部 (オフ
セットとサイズによって定義されている部分)を置換文字列と置き換えます。この場
合，かぎ括弧は必ず必要であり，シンボル名と左側のかぎ括弧の間には，スペースを
指定できません。

オフセットは，シンボル名の文字列値の先頭を基準にして，置換される最初の文字の
相対位置を指定します。オフセットの値は 0から始まります。

コマンドに指定したオフセットが，変更される文字列に含まれる最後の文字のオフセ
ットより大きい場合には，文字列の最後と追加される置換文字列のオフセットの間
に，スペースが挿入されます。指定できるオフセットの最大値は， 768です。

サイズは，置換される文字数を指定します。サイズの値は 1から始まります。
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オフセットとサイズは，整数式として指定します。整数式についての詳細は
『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』を参照してください。サイズとオフセッ
トを加算した値は， 769より小さくなければなりません。

置換文字列
変更される文字列を上書きするために使用される文字列を指定します。置換文字列が
サイズ引数より短い場合には，指定されたサイズと等しくなるように，置換文字列の
右側に空白が挿入されます。その後で，置換文字列を使って，シンボル名に割り当て
られた文字列が上書きされます。置換文字列がサイズ引数より長い場合には，置換文
字列の右側の部分が指定されたサイズまで切り捨てられます。

置換文字列は，文字列リテラルとして指定するか，または文字列リテラルに評価され
るシンボルやレキシカル関数として指定することができます。シンボルやレキシカル
関数を使用する場合には，シンボル置換を要求するために，一重引用符( ’ ’ )で囲まな
ければなりません。シンボル置換についての詳細は『OpenVMSユーザーズ・マニュ
アル』を参照してください。

例

1. $ TIME := SHOW TIME
$ TIME
14-DEC-2001 11:55:44

この例では， TIMEというシンボルが， SHOW TIMEというコマンド文字列と
等しいと定義されます。この場合，シンボル名がコマンド文字列の最初の単語と
して指定されているため，コマンド・インタプリタは自動的にシンボル名を文字
列値と置き換え， SHOW TIMEコマンドを実行します。

2. $ STAT := $DKA1:[TEDESCO]STAT
$ STAT

この例では， STATをフォーリン・コマンドとして定義する方法が示されていま
す。 STATというシンボルは，ドル記号で始まってその後にファイル指定が続く
文字列に等しいものとして定義されています。コマンド・インタプリタは，ファ
イル指定が実行可能なイメージのファイル指定であること，つまり，ファイル・
タイプが.EXEのファイルであると仮定します。

この後 STATとタイプすると，コマンド・インタプリタはイメージを実行しま
す。
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3. $ A = "this is a big space."
$ SHOW SYMBOL A

A = "this is a big space."
$ B := ’A’
$ SHOW SYMBOL B

B = "THIS IS A BIG SPACE."

この例では，割り当て文と文字列割り当て文が比較されています。シンボル Aは
割り当て文を使って定義されているため，小文字や複数のスペースはそのまま保
存されます。シンボル Bは文字列割り当て文を使って定義されています。一重引
用符( ’ ’ )が必要な点に注意してください。一重引用符を使用しないと， Bという
シンボル名はリテラル文字列 Aに等しいものとして定義されてしまいます。文字
列割り当て文を使用すると，シンボル Aの値がシンボル Bに割り当てられる際
に，文字は大文字に変換され，複数のスペースは 1つのスペースに変換されてし
まいます。

4. $ FILE_NAME := MYFILE
$ FILE_NAME[0,2]:= OL
$ SHOW SYMBOL FILE_NAME

FILE_NAME = "OLFILE"

この例では，シンボル FILE_NAMEに割り当てられた文字列の最初の 2文字を，
文字列OLに変更する置換式が示されています。オフセット 0は文字列の最初の
文字を指定し，サイズ指定の 2は，文字列の長さを指定しています。

5. $ FILE_NAME := MYFILE
$ FILE_TYPE := .TST
$ FILE_NAME[F$LENGTH(FILE_NAME),4] := ’FILE_TYPE’
$ SHOW SYMBOL FILE_NAME

FILE_NAME = "MYFILE.TST"

この例では，シンボル FILE_NAMEに文字列MYFILEを，シンボル FILE_
TYPEに文字列.TSTを各々代入しています。 3番目の割り当て文では，レキシカ
ル関数 F$LENGTHを用いて，上書きを始めるオフセット値を特定しています。
シンボル FILE_TYPEは，置換文字列（.TST）を参照するために用いられます。
シンボルの展開を要求するために，一重引用符( ’ ’ )を指定しています。

レキシカル関数 F$LENGTHは，シンボル FILE_NAMEの文字列の長さを返
します。この値は，オフセットとして使用されます。シンボル FILE_TYPEの
文字列の 4文字を， FILE_NAMEの文字列の最後に追加しています。シンボル
FILE_NAMEの結果は，文字列MYFILE.TSTになります。
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@ (プロシージャの実行)

コマンド・プロシージャを実行します。または，コマンド・インタプリタに対して，
特定のファイルまたは装置からコマンド入力を読み込むよう要求します。

フォーマット

@ ファイル指定 [パラメータ[,...]]

パラメータ

ファイル指定
前のコマンドに対する入力が読み込まれる装置またはファイル，あるいは実行される
コマンド・プロシージャを指定します。省略時のファイル・タイプは.COMです。ア
スタリスク( * )やパーセント記号( % )などのワイルドカード文字を，ファイル指定で使
用することはできません。

パラメータ[,...]

コマンド・プロシージャに渡される 1つから 8つの省略可能なパラメータを指定しま
す。これらのパラメータには，文字列値を入力した順に (P1, P2, ... P8)の 8つのシン
ボルが割り当てられます。

DCL_CTLFLAGSのビット 3を 1に設定すると， 1から 16のオプション・パラメー
タをコマンド・プロシージャに渡すことができます。シンボル (P1, P2, ... P16)に
は，入力した順に文字列値が割り当てられます。DCL_CTLFLAGSのビット 3をク
リアすると，省略時のパラメータ (すなわち P1, P2, ... P8)が設定されます。

シンボルは，指定されたコマンド・プロシージャの内部でのみ有効です。各パラメー
タは， 1つまたは複数の空白で区切ります。空パラメータを指定するには，連続する
2つの引用符( "" )を使用します。パラメータには，英数字または特殊文字を含む文字
列値を指定することができます。ただし次の制約があります。

• コマンド・インタプリタは英字を大文字に変換し，各パラメータの区切り文字に
空白を使用します。空白や小文字を含むパラメータを渡すには，パラメータを引
用符で囲む必要があります。

• 最初のパラメータがスラッシュ( / )から始まる場合には，パラメータを引用
符( ‘‘ ’’ )で囲まなければなりません。

• リテラルとしての引用符や空白を含むパラメータを渡すには，文字列全体を二重
引用符で囲み，文字列の中で連続する 2つの二重引用符を指定します。たとえ
ば，コマンド・プロシージャ TEST.COMが次のコマンド行を含んでいたとしま
す。
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$ WRITE SYS$OUTPUT P1

この時，DCLプロンプト( $ )に対して次のコマンドを入力します。

$ @TEST "Never say ""quit"""

TEST.COMというプロシージャを実行すると，パラメータ P1には次の文字列が
割り当てられます。

Never say "quit"

文字列に引用符が含まれており，空白が含まれていない場合には，引用符は文字
列の中でそのまま保存され，引用符で囲まれた英字は小文字のまま保存されま
す。たとえば，DCLプロンプトに対して次のコマンドを入力します。

$ @TEST abc"def"ghi

TEST.COMというプロシージャを実行すると，パラメータ P1には次の文字列が
割り当てられます。

ABC"def"GHI

シンボルをパラメータとして使用する場合には，シンボル置換を実行するためにシン
ボルを一重引用符( ’ ’ )で囲む必要があります。次の例を参照してください。

$ NAME = "JOHNSON"
$ @INFO ’NAME’

一重引用符を使用すると，‘‘JOHNSON’’という値がNAMEというシンボルと置き換
えられます。したがって，‘‘JOHNSON’’というパラメータが， P1として INFO.COM
に渡されます。

説明

@コマンドは，以下を含むコマンド・プロシージャを実行する際に使用します。

• DCLコマンド行，またはデータ，あるいはその両方

• 特定のコマンド行に対する修飾子，またはパラメータ，あるいはその両方

コマンド，またはデータ，あるいはその両方を含むコマンド・プロシージャを実行
するには，コマンド行の最初に@コマンドを入力し，その次にコマンド・プロシージ
ャ・ファイルの名前を指定します。コマンド・プロシージャにはDCLコマンド，お
よび現在実行中のコマンドまたはプログラムへの入力データを含めることができま
す。コマンド・プロシージャ内のすべてのDCLコマンドは，ドル記号( $ )で始めなけ
ればなりません。コマンド行がハイフン( - )により継続している場合は，その継続行は
ドル記号から始まらなくても構いません。
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コマンド・プロシージャ中で，行の最初にドル記号がなく，継続行でもないコマンド
行は，現在実行中のコマンドまたはプログラムへの入力データとして扱われます。
DECKコマンドを使用すると，データのレコード位置にドル記号があることを指定で
きます。

コマンド・プロシージャ内に，他のコマンド・プロシージャを実行する@コマンドを
含めることもできます。トップ・レベルのコマンド・プロシージャも含め，最大で 32
回までコマンド・プロシージャをネストさせることができます。 SUBMITコマンド
を使用する，またはシステム・カード・リーダにコマンド・プロシージャを含むカー
ド・デックを置くことにより，コマンド・プロシージャをバッチ・ジョブとしてキュ
ーに登録することもできます。

特定のコマンド行に対する修飾子，またはパラメータ，あるいはその両方を含むコマ
ンド・プロシージャを実行するには，通常，コマンド行で修飾子またはパラメータを
指定する位置に@コマンドを置きます。次に，修飾子またはパラメータを含むコマン
ド・プロシージャ・ファイル名を指定します。

コマンド・プロシージャ・ファイルがコマンドに対するパラメータで始まる場合
は，@コマンドの前に空白が必要です。次の例を参照してください。

$ CREATE TEST.COM
TIME
[Ctrl/Z]
$ SHOW @TEST

14-DEC-2001 17:20:26

反対に，コマンド・プロシージャ・ファイルがコマンドに対する修飾子で始まる場合
は，@コマンドの前に空白を入れてはいけません。

$ CREATE TEST_2.COM
/SIZE
[Ctrl/Z]
$ DIR@TEST_2

Directory WORK$:[SCHEDULE]

JANUARY.TXT;8 14-DEC-2001 15:47:45.57
FEBRUARY.TXT;7 14-DEC-2001 15:43:16.20
MARCH.TXT;6 14-DEC-2001 11:11:45.74

.

.

.
Total of 11 files.

コマンド・プロシージャ・ファイルにパラメータ，修飾子，あるいはその両方が含ま
れている場合は，コマンド行をドル記号で始めてはいけません。@ファイル指定に続
くコマンド行のデータは，プロシージャに対するパラメータとして扱われます。
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修飾子

/OUTPUT=ファイル指定
コマンド・プロシージャの出力を書き込むファイル名を指定します。省略時の設定で
は，出力は現在の SYS$OUTPUT装置に書き込まれます。省略時の出力ファイル・
タイプは.LISです。アスタリスク( * )およびパーセント記号( % )ワイルドカード文
字を，ファイル指定で使用することはできません。システムからの応答とエラー・
メッセージは，指定したファイルと SYS$COMMANDの両方に書き込まれます。
/OUTPUT修飾子を指定する場合は，コマンド・プロシージャのファイル指定のすぐ
あとに修飾子を指定しなければなりません。そのように指定しないと，/OUTPUT修
飾子はコマンド・プロシージャに渡されるパラメータとして解釈されます。

SYS$OUTPUTの定義を変更すれば，コマンド・プロシージャからの出力先を変更す
ることができます。コマンド・プロシージャの 1行目として次のコマンドを指定する
と，出力は指定したファイルに送られます。

$ DEFINE SYS$OUTPUT ファイル指定

このプロシージャが終了すると， SYS$OUTPUTはもとの等価文字列に戻されます。
この方法では，コマンド・プロシージャを実行するときに/OUTPUT修飾子を使用し
た場合と同じ結果になります。

例

1. $ CREATE DOFOR.COM
$ ON WARNING THEN EXIT
$ IF P1.EQS."" THEN INQUIRE P1 FILE
$ FORTRAN/LIST ’P1’
$ LINK ’P1’
$ RUN ’P1’
$ PRINT ’P1’
[Ctrl/Z]
$ @DOFOR AVERAGE

この例では，DOFOR.COMというコマンド・プロシージャが示されています。
このコマンド・プロシージャは，プログラムをコンパイルし，リンクし，実行す
るために，それぞれ FORTRANコマンド， LINKコマンド，および RUNコマン
ドを実行します。ONコマンドはコマンドの実行結果が警告状態やエラー状態で
ある場合には，プロシージャの実行を継続しないことを要求しています。

DOFOR.COMを実行するときに， FORTRANプログラムのファイル指定をパラ
メータ P1として渡すことができます。プロシージャを実行するときに P1の値を
指定しなかった場合には， INQUIREコマンドがターミナルにプロンプト・メッ
セージを表示し，そのプロンプトに対して入力した値が，シンボル P1に割り当て
られます。この例では，ファイル名 AVERAGEが P1に割り当てられています。
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FORTRANコマンド， LINKコマンド， RUNコマンド，および PRINTコマン
ドには，それぞれ省略時のファイル・タイプが設定されているため，ファイル・
タイプは含まれていません。

2. $ @MASTER/OUTPUT=MASTER.LOG

このコマンドは，MASTER.COMという名前のプロシージャを実行します。出力
はすべてMASTER.LOGファイルに書き込まれます。

3. $ CREATE FILES.COM
*.FOR, *.OBJ
[Ctrl/Z]
$ DIRECTORY @FILES

この例は FILES.COMコマンド・プロシージャを示しています。このファイルに
は，DCLコマンド行へのパラメータが含まれています。ファイル全体がDCLに
より，コマンド入力として処理されます。このプロシージャをDIRECTORYコマ
ンドの後で実行して，現在の省略時のディレクトリ内の FORTRANソース・ファ
イルとオブジェクト・ファイルの一覧を表示させています。

4. $ CREATE QUALIFIERS.COM
/DEBUG/SYMBOL_TABLE/MAP/FULL/CROSS_REFERENCE
[Ctrl/Z]
$ LINK SYNAPSE@QUALIFIERS

この例では， LINKコマンドに対する修飾子を含んでいるQUALIFIERS.COM
というコマンド・プロシージャが示されています。 LINKコマンドを入力する時
に，リンクするファイルのファイル指定のすぐ後に，コマンド・プロシージャを
指定します。この時，ファイル指定と@コマンドの間には空白を入れてはいけませ
ん。

5. $ CREATE SUBPROCES.COM
$ RUN ’P1’ -
/BUFFER_LIMIT=1024 -
/FILE_LIMIT=4 -
/PAGE_FILES=256 -
/QUEUE_LIMIT=2 -
/SUBPROCESS_LIMIT=2 -
’P2’ ’P3’ ’P4’ ’P5’ ’P6’ ’P7’ ’P8’

[Ctrl/Z]
$ @SUBPROCES LIBRA /PROCESS_NAME=LIBRA

この例は， SUBPROCES.COMというコマンド・プロシージャを示しています。
このプロシージャは，イメージを実行するためのサブプロセスを生成する RUNコ
マンドを実行し，また，サブプロセス生成のためのクォータを定義する修飾子を
含んでいます。実行するイメージ名は，パラメータ P1で渡されます。パラメータ
P2から P8は，追加する修飾子を指定するために使用できます。

この例では， P1に LIBRAというファイル名が割り当てられます。これがサブプ
ロセスで実行するイメージの名前です。 P2には/PROCESS_NAME=LIBRAとい
う修飾子が割り当てられます。これが RUNコマンドに追加される修飾子です。
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@ (プロシージャの実行)

6. $ CREATE EDOC.COM
$ ASSIGN SYS$COMMAND: SYS$INPUT
$ NEXT:
$ INQUIRE NAME "File name"
$ IF NAME.EQS."" THEN EXIT
$ EDIT/TPU ’NAME’.DOC
$ GOTO NEXT
[Ctrl/Z]
$ @EDOC

この EDOC.COMというプロシージャは， EVEエディタを起動します。編集セッ
ション終了時に，ラベルNEXTでプロシージャはループします。各ループにおい
て，編集するファイル名を要求します。省略時のファイル・タイプは.DOCです。
INQUIREコマンドへの応答に空行が入力されると， EXITコマンドでプロシー
ジャが終了します。

ASSIGNコマンドで，プロシージャ実行中に SYS$INPUTの等価名を変更してい
ます。この変更により， EVEエディタがコマンド・プロシージャ・ファイルでは
なく，ターミナルから入力データを読むことができます。 SYS$INPUTが変更さ
れない場合には，省略時の入力データ・ストリームはコマンド・プロシージャ・
ファイルになります。コマンド・プロシージャ終了時に， SYS$INPUTは解除さ
れ元の設定に戻ります。

7. ! PEOPLE.DAT
! A set of data with embedded key qualifiers for the SORT command.
!
! Usage: SORT@PEOPLE.DAT
!
/KEY=(POS:10,SIZE:10) sys$input people.out
Fred Flintstone 555-1234
Barney Rubble 555-2244
Wilma Flintstone 555-1234
Betty Rubble 555-2244
George Slate 555-8911
Dino Dinosaur 555-1234
$!
$ purge people.out
$ type people.out

ソートされた名簿を PEOPLE.OUTファイルに作成し，それを表示します。この
例では，DCLコマンドの中間で "@"を使用した場合に，DCLがそのファイル全
体をコマンド入力として処理することを示します。

8. $ CREATE SUBPROCES.COM
$ RUN ’P1’ -

/BUFFER_LIMIT=1024 -
/FILE_LIMIT=4 -
/PAGE_FILES=256 -
/QUEUE_LIMIT=2 -
/SUBPROCESS_LIMIT=2 -
’P2’ ’P3’ ’P4’ ’P5’ ’P6’ ’P7’ ’P8’ ’P9’
’P10’ ’P11’ ’P12’ ’P13’ ’P14’ ’P15’ ’P16’
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@ (プロシージャの実行)

[Ctrl/Z]
$ @SUBPROCES LIBRA /PROCESS_NAME=LIBRA

この例のコマンド・プロシージャ SUBPROCES.COMは，イメージを実行するた
めのサブプロセスを生成する RUNコマンドを実行し，また，サブプロセス生成の
ためのクォータを定義する修飾子を含んでいます。実行するイメージ名は，パラ
メータ P1で渡されます。パラメータ P2から P16は，追加する修飾子を指定する
ために使用できます。これはDCL_CTLFAGSのビット 3が 1に設定されている
場合に適用されます。

この例では， P1に LIBRAというファイル名が割り当てられます。これがサブプ
ロセスで実行するイメージの名前です。 P2には/PROCESS_NAME=LIBRAとい
う修飾子が割り当てられます。これが RUNコマンドに追加される修飾子です。
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ACCOUNTING

Accountingユーティリティを起動します。 Accountingユーティリティはリソースの
使用に関するレポートを作成します。

Accountingユーティリティについての詳細は，『OpenVMSシステム管理ユーティ
リティ・リファレンス・マニュアル』あるいはオンライン・ヘルプを参照してくださ
い。

フォーマット

ACCOUNTING [ファイル指定[,...]]

DCLI–18



ALLOCATE

ALLOCATE

装置の割り当てを解除するまで，またはそのプロセスを終了するまで，装置へ排他的
にアクセスすることができます。オプションで，装置に論理名をつけることができま
す。

読み込み (R)，書き込み (W)，または制御アクセス権が必要です。

フォーマット

ALLOCATE 装置名[:][,...] [論理名[:]]

パラメータ

装置名[:][,...]

物理装置名，または物理装置名に変換される論理名を指定します。装置名は汎用名で
も構いません。コントローラまたはユニット番号が指定されていない場合，指定した
部分を満たすすべての装置が割り当てられます。複数の装置を指定した場合は，最初
の使用可能な装置が割り当てられます。

論理名[:]

1から 255文字までの文字列を指定します。文字列に空白を含めたい場合は，文字列
全体を一重引用符( ’ ’ )で囲みます。最後のコロン( : )は使用されません。ここで指定し
た論理名は，プロセス論理名になります。論理名を明示的に削除するまで，またはこ
のプロセスを終了するまで，論理名は有効です。

修飾子

/GENERIC
/NOGENERIC (省略時の設定)

最初のパラメータが，装置名ではなく装置型であることを示します。装置型の例とし
ては RX50， RD52， TK50， RC25， RCF25， RL02が挙げられます。指定した名
前と型を持つ，最初のまだ割り当てられていない装置を占有します。

/[NO]GENERIC修飾子は， ALLOCATEコマンドの装置名パラメータの前に指定し
ます。たとえばDCLプロンプト ($)に対して次のコマンドを実行すると， RK07装置
を占有できます。

$ ALLOCATE/GENERIC RK07 DISK
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/GENERIC修飾子で指定できる装置型の一部を，次の表に示します。どの装置が使用
できるかは，現在使用しているOpenVMSのバージョンに対応した SPDをご覧くだ
さい。

装置の種類

ディスク装置

EF51 EF52 EF53 EF54 EF58

ESE20 ESE25 ESE52 ESE56 ESE58

EZ31 EZ31L EZ32 EZ32L EZ33

EZ33L EZ34 EZ35 EZ51 EZ52

EZ53 EZ54 EZ56R EZ58 HSZ10

HSZ15 HSZ20 HSZ40 ML11 RA60

RA70 RA71 RA72 RA73 RA80

RA81 RA82 RA90 RA92 RAH72

RB02 RB80 RC25 RCF25 RD26

RD31 RD32 RD33 RD51 RD52

RD53 RD54 RF30 RF31 RF31F

RF32 RF35 RF36 RF37 RF70

RF71 RF72 RF73 RF74 RF75

RFF31 RFH31 RFH32 RFH35 RFH72

RFH73 RK06 RK07 RL01 RL02

RM03 RM05 RM80 RP04 RP05

RP06 RP07 RP07HT RX01 RX02

RX04 RX18 RX23 RX23S RX26

RX33 RX33S RX35 RX50 RZ01

RZ13 RZ14 RZ15 RZ16 RZ17

RZ18 RZ22 RZ23 RZ23L RZ24

RZ24L RZ25 RZ25L RZ26 RZ26B

RZ26L RZ26M RZ27 RZ27B RZ27L

RZ28 RZ28B RZ28L RZ29 RZ29B

RZ31 RZ34L RZ35 RZ35L RZ36

RZ36L RZ37 RZ38 RZ55 RZ55L

RZ56 RZ56L RZ57 RZ57I RZ57L

RZ58 RZ59 RZ72 RZ73 RZ73B

RZ74 RZ74B RZ75 RZ75B RZF01

コンパクト・ディスク装置

RRD40 RRD40S RRD42 RRD43 RRD44

RRD50 RV20 RV60 RV80 RW504

RW510 RW514 RW516 RWZ01 RWZ21

RWZ31 RWZ51 RWZ52 RWZ53 RWZ54
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装置の種類

テープ装置

TA78 TA79 TA81 TA85 TA86

TA87 TA90 TA90E TA91 TAD85

TAPE9 TD34 TD44 TE16 TF30

TF70 TF85 TF86 TK50 TK50S

TK60 TK70 TK70L TKZ09 TKZ60

TL810 TL820 TLZ04 TLZ06 TLZ07

TLZ6 TLZ7 TM32 TS11 TSZ05

TSZ07 TSZ08 TU45 TU56 TU58

TU77 TU78 TU80 TU81 TZ30

TZ30S TZ85 TZ857 TZ86 TZ865

TZ867 TZ87 TZ875 TZ877 TZ88

TZ885 TZ887 TZ89 TZ895 TZ897

TZK10 TZK11 TZX0

/LOG (省略時の設定)
/NOLOG

装置の名前が割り当てられたことを示すメッセージを表示します。他の装置に割り当
てられている論理名を別の装置に割り当てようとすると，論理名が指す装置が変更さ
れることを示すメッセージが表示されます。

例

1. $ ALLOCATE DMB2:
%DCL-I-ALLOC, _DMB2: allocated

この例で ALLOCATEコマンドは，コントローラ Bユニット 2である， RK06
/RK07ディスク・ドライブの占有を要求しています。システムの応答は，装置の
占有が成功したことを示しています。

2. $ ALLOCATE MT,MF: TAPE:
%DCL-I-ALLOC, _MTB2: allocated
.
.
.
$ SHOW LOGICAL TAPE:
TAPE: = _MTB2: (process)
$ DEALLOCATE TAPE:
$ DEASSIGN TAPE:

この例の ALLOCATEコマンドは，MTまたはMFで始まる名前のテープ装置の
占有と，それに論理名 TAPEを割り当てるよう要求しています。 ALLOCATEコ
マンドはMTで名前が始まる使用可能なテープ装置を探し，占有した装置名とと
もに応答します。MTで名前が始まるテープ装置がない場合， ALLOCATEコマ
ンドはMFで名前が始まるテープ装置を探します。これ以降，ユーザのプログラ
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ムまたはコマンド文字列中の装置 TAPEへの参照は，装置名MTB2に変換されま
す。

このテープ装置が必要なくなったら，DEALLOCATEコマンドを使用して割り当
てを解除し，DEASSIGNコマンドを使用して論理名を削除します。 ALLOCATE
コマンドではコロンをつけて論理名 TAPEを指定しましたが，論理名テーブルの
エントリにはコロンは含まれていません。

3. $ ALLOCATE/GENERIC RL02 WORK
%DCL-I-ALLOC, _DLA1: allocated
%DCL-I-SUPERSEDE, previous value of WORK has been superseded

この例の ALLOCATEコマンドは，すべての RL02ディスク装置の占有と，それ
に論理名WORKを割り当てるよう要求しています。終了メッセージは，占有した
装置を表示し，論理名WORKの割り当てが変更されたことを示します。

4. $ ALLOCATE $TAPE1
%DCL-I-ALLOC, _MUA0: allocated

この例の ALLOCATEコマンドは，論理名$TAPE1に関連付けられているテープ
装置MUA0を占有します。

5. $ ALLOCATE /GENERIC RX50 ACCOUNTS

この例の ALLOCATEコマンドは，最初の使用可能なディスケット・ドライブを
占有し，それにプロセス論理名 ACCOUNTSを割り当てます。
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ANALYZE/AUDIT

Audit Analysisユーティリティを起動します。このユーティリティは，機密保護監査
ログ・ファイル，または機密保護アーカイブ・ファイルから，情報を選択的に抽出し
表示します。

Audit Analysisユーティリティについての詳細は，『OpenVMSシステム管理ユーテ
ィリティ・リファレンス・マニュアル』あるいはオンライン・ヘルプを参照してくだ
さい。

フォーマット

ANALYZE/AUDIT [ファイル指定]
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ANALYZE/CRASH_DUMP

システム・ダンプ・アナライザ (SDA)・ユーティリティを起動します。このユーティ
リティは，システム・ダンプ・ファイルを分析します。/CRASH_DUMP修飾子は必
須です。

Alphaシステムにおけるシステム・ダンプ・アナライザ・ユーティリティについての
詳細は，『HP OpenVMS System Analysis Tools Manual』あるいはオンライン・ヘ
ルプを参照してください。

フォーマット

ANALYZE/CRASH_DUMP ファイル指定

説明

システム・ダンプ・アナライザ (SDA)・ユーティリティを起動します。このユーティ
リティは，システム・ダンプ・ファイルを分析します。/CRASH_DUMP修飾子は必
須です。

OpenVMS Alphaシステム
ANALYZE/CRASH_DUMPコマンドはプロセス・ダンプにも使用できます。ただ
し，プロセス・ダンプには，ダンプ内のすべての情報にアクセスできる ANALYZE
/PROCESSコマンドの方が適しています。

DCLI–24



ANALYZE/DISK_STRUCTURE

ANALYZE/DISK_STRUCTURE

Analyze/Disk_Structureユーティリティを起動します。このユーティリティは，次の
操作を行います。

• Files–11オンディスク構造レベル 1，レベル 2，およびレベル 5ディスク・ボリュ
ームの，可読性と有効性をチェックします。

• エラーと整合性を報告します。

/DISK_STRUCTURE修飾子は必須です。

Analyze/Disk_Structureユーティリティについての詳細は，『OpenVMSシステム管
理ユーティリティ・リファレンス・マニュアル』あるいはオンライン・ヘルプを参照
してください。

フォーマット

ANALYZE/DISK_STRUCTURE 装置名:[/qualifier]
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ANALYZE/ERROR_LOG/ELV (Alpha/Integrityのみ)

1つあるいは複数のエラー・ログ・ファイルを選択して内容を報告する Error Log
Viewer (ELV)を起動します。このユーティリティはOpenVMS Version 7.3以降が稼
動しているシステム上で書き込まれたエラー・ログを扱う場合に最も便利なツールで
す。 Error Log Viewerについての詳細は，『OpenVMSシステム管理ユーティリテ
ィ・リファレンス・マニュアル』またはオンライン・ヘルプを参照してください。

OpenVMS Version 7.2*システムで書き込まれたエラー・ログに関しては，
DECeventユーティリティを起動するDIAGNOSEコマンドを使用する必要があ
ります。DECeventはサポートされなくなりましたが，必要なユーザは，ソフトウェ
アと関連マニュアルを次の FreewareのWebサイトからダウンロードできます。

http://h71000.www7.hp.com/openvms/freeware/

OpenVMS Version 7.2よりも前のバージョンで書き込まれたエラー・ログに関して
は， ANALYZE/ERROR_LOGコマンドを使用します。このコマンドは， Error Log
Report Formatter (ERF)を起動します。 ERFのマニュアルは，次の Freewareの
Webサイトにあります。

http://h71000.www7.hp.com/openvms/freeware/

フォーマット

ANALYZE/ERROR_LOG/ELV [コマンド]
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ANALYZE/IMAGE

OpenVMS Alphaシステムの実行可能イメージ・ファイルや共用可能イメージ・ファ
イルと，OpenVMS Integrityサーバ・システムの ELF (Executable and Linkable
Format)イメージ・ファイルや共用可能イメージ・ファイルの内容を分析し，ファイ
ル中のエラーを見つけます。分析には， Integrityサーバおよび Alphaシステム上で
変換されたイメージも含まれます。/IMAGE修飾子は必須です。

イメージ・ファイルに関する一般的な情報については，『OpenVMS Linker Utility
Manual』のリンカの説明を参照してください。オブジェクト・ファイルの内容を分
析する場合は， ANALYZE/OBJECTコマンドを使用します。

フォーマット

ANALYZE/IMAGE ファイル指定[,...]

パラメータ

ファイル指定[,...]

分析したいイメージ・ファイル名を 1つまたは複数指定します。少なくとも 1つは
ファイル名を指定しなければなりません。複数のファイル名を指定する場合は，フ
ァイル名をコンマ( , )またはプラス記号( + )で区切ります。省略時のファイル・タイプ
は.EXEです。

ファイル指定でアスタリスク( * )およびパーセント記号 (%)ワイルドカード文字を使
用することができます。

説明

ANALYZE/IMAGEコマンドは，OpenVMS Alphaシステムの実行可能イメージ・フ
ァイルや共用可能イメージ・ファイル，およびOpenVMS Integrityサーバ・システ
ムの ELF (Executable and Linkable Format)イメージ・ファイルや共用イメージ・
ファイルの構成要素の説明を提供します。また，イメージ・ファイルの主な部分の構
造が正しいかどうか確認します。ただし， ANALYZE/IMAGEコマンドでエラーが検
出されなくても，プログラムの実行時にエラーが発生する可能性はあります。

OpenVMS Integrityサーバ・システムでは， ANALYZE/IMAGEコマンドは，ヘッ
ダ情報を調べることで，自動的に Integrityと Alphaのイメージを区別します。
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複数のエラーが検出された場合は，最も重大なレベルの最初のエラーが返されます。
たとえば警告 (A)と 2つのエラー (Bおよび C)が検出された場合は，イメージ終了状
態として最初のエラー (B)が返されます。イメージ終了状態は，イメージ終了時に
DCLシンボル$STATUSに置かれます。

注意

Integrityのイメージとオブジェクトでは， Analyzeユーティリティは，分析
対象のファイルがイメージ・ファイルなのかオブジェクト・ファイルなの
かを判断します。 ELFイメージ・ファイル対して ANALYZE/OJBECTコマ
ンドを使用することもできますが， ELFイメージ・ファイルには ANALYZE
/IMAGEを使用し， ELFオブジェクト・ファイルには ANALYZE/OJBECTを
使用するようにしてください。

ANALYZE/IMAGEの出力を解析する際には， ELFイメージの出力形式が変わ
る可能性がある点に注意してください。

ANALYZEを修飾子なしで使用すると，省略時の設定は/OBJECTとなります。した
がって，この省略時の設定を使用して出力ファイル中のイメージを分析すると，ユー
ティリティはそれを正しく「オブジェクト・ファイルの分析」として判断します。

OpenVMS Alphaバージョンの ANALYZE/IMAGEでは，自プラットフォーム以外の
すべてのイメージを分析できるわけではありません。

Integrityプラットフォーム上で Integrityイメージを分析する場合でも， ANALYZE
/IMAGEは Alphaだけで有効な修飾子を受け付けますが，そのような修飾子は無視さ
れます。

プラットフォームに依存して， ANALYZE/IMAGEコマンドは，メタ情報 (たとえ
ば， ELF， EIHD， IHDなど)を調べることで， Integrityイメージと Alphaイメー
ジを区別します。

ANALYZE/IMAGEコマンドを実行すると，イメージファイルに関する次に示す情報
が分かります。

• イメージのアーキテクチャと種別— OpenVMSのプラットフォームと，イメージ
が実行可能であるか，共用可能であるか

• イメージ名—イメージまたは共用可能イメージの名前

• イメージの識別情報—リンク操作で指定した識別情報

• 作成リンカの識別情報—イメージを生成したリンカ

• リンク日付と時刻—リンク操作の日付と時刻

• イメージ変換アドレス—イメージ実行時に制御を渡すアドレス

• イメージ・バージョン—イメージの更新レベル (メジャー IDおよびマイナー ID)

• イメージ・シンボル・ベクタの位置およびサイズ (Alphaおよび Integrityのみ)
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• 必要な共用可能イメージのリスト—共用可能イメージの依存関係

• デバッガ・シンボル・テーブル (DST)の位置—イメージ・ファイル中のDSTの
位置。/DEBUGまたは/TRACEBACKコマンド修飾子でリンクされている実行可
能イメージ中でのみ，DST情報が得られます (Alphaのみ)。

• デバッグ情報とトレースバック情報の位置と解釈方法—データの情報と形式が格
納されているセクション (DWARF) (Integrityのみ)

• グローバル・シンボル・テーブル (GST)の位置—イメージ・ファイル中のGST
の位置。共用可能イメージ・ファイル中でのみ，GST情報が得られます (Alpha
のみ)。

• グローバル・シンボル・テーブル (.symtab)の位置—イメージ・ファイル中の
GSTの位置。共用可能イメージ・ファイル中でのみ，GST情報が得られます
(Integrityのみ)。

• パッチ情報—イメージがパッチされている (再コンパイル，または再アセンブル
および再リンクなしに変更されている)かどうか。パッチされている場合は，実際
のパッチ・コードが表示されます (Alphaのみ)。

• イメージ・セクション記述子 (ISD) —属性に基づいてOpenVMS Clusterシステ
ムにグループ化されたイメージ・バイナリ部分。 ISDは，イメージのアドレス領
域を初期化する時に，イメージ・アクティベータが必要とする情報を含んでいま
す。たとえば， ISDは ISDが共用可能であるかどうか， ISDが読み込み可能また
は書き込み可能であるかどうか， ISDが基底または位置独立であるかどうか，お
よび割り当てられるメモリ量などの情報が含まれています。

• 内部テーブルの要約—イメージに含まれるプログラム・セグメントとセクション
の一覧 (Integrityのみ)

• フィックスアップ・ベクタ—共用可能イメージ参照が位置独立であることを保証
するために，イメージ・アクティベータが必要とする情報 (Alphaのみ)。

• フィックスアップ情報—共用可能イメージの参照の位置独立性を保障するため
に，イメージ・アクティベータが必要とする情報 (Integrityのみ)

• システム・バージョン・カテゴリ—エグゼクティブ (Integrityおよび Alphaのシ
ステム共用可能イメージ)に対してリンクされたイメージについて，イメージが最
初にリンクされた時のシステム・バージョン・カテゴリの値，および現在実行中
のシステムの値を表示します。イメージは最後にリンクされたので，これらの値
を使用するとシステムの変更が分かります。

ANALYZE/IMAGEコマンドには，コマンド修飾子と位置修飾子があります。 Alpha
のイメージでの省略時の設定では，位置修飾子 (たとえば/GSTや/HEADER)を指定
しないと，イメージ全体が分析されます。位置修飾子を指定すると， (いつも有効な)
/HEADER修飾子を除いた他のすべての位置修飾子，およびユーザが明示的に要求し
たすべての修飾子を，分析から除外します。
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ELFイメージを分析する際の省略時の動作は， Alphaのイメージを分析する際の動
作とは異なります。 ELFイメージの場合，主要な ELFテーブルの要約が表示されま
す。この情報を使用して，分析するセグメントまたはセクション (あるいはその両方)
を選択することができます。エラーを見つけるには，すべてのセクションとセグメン
トを選択して，イメージ全体を分析します。

修飾子

/FIXUP_SECTION (Alphaのみ)

位置修飾子

イメージのフィックスアップ・セクション中のすべての情報を分析することを指定し
ます。

ANALYZE/IMAGEコマンドの後に/FIXUP_SECTION修飾子を指定すると，パラメ
ータ・リスト中の各イメージ・ファイルのフィックスアップ・セクションが分析され
ます。

ファイル指定の後に/FIX_SECTION修飾子を指定すると，そのイメージ・ファイル
のフィックス・セクションのみが分析されます。

/FLAGVALUES=(キーワード[,...]) (Integrityのみ)

ELFモジュールのいくつかのフィールドは，ビット・フラグになっています。可能な
場合，これらのビット・フラグ値が調べられ，個別に表示されます。省略時には， 1
(オン)に設定されているフラグ値だけが表示されます。

キーワードは以下のとおりです。

キーワード 説明

ON キーワード ONを指定すると，値が 1のフラグがすべて表示されます。

OFF キーワード OFFを指定すると，値が 0のフラグがすべて表示されます。

ALL キーワード ALLを指定すると，すべてのフラグが表示されます。これに
対しキーワード ONと OFFは，各フラグ・ビットの値を示します。

/GST (Alphaのみ)

位置修飾子

すべてのグローバル・テブル・レコードを分析することを指定します。この修飾子
は，共用可能イメージに対してのみ有効です。

ANALYZE/IMAGEコマンドの後に/GST修飾子を指定すると，パラメータ・リスト
中の各イメージ・ファイルのグローバル・シンボル・テーブルが分析されます。

ファイル指定の後に/GST修飾子を指定すると，そのファイルのグローバル・シンボ
ル・テーブルのみが分析されます。
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/HEADER (Alphaのみ)

位置修飾子

すべてのヘッダ・アイテムおよびセクション記述子を分析することを指定します。

/INTERACTIVE
/NOINTERACTIVE (省略時の設定)

分析を会話型で行うかどうかを指定します。会話型モードでは，各アイテムを分析す
るたびに画面に結果が表示され，継続するかどうか質問が表示されます。

/MODULE [=(モジュール名[,...]) ] (Integrityのみ)

指定したモジュールに対するデバッグ情報やトレースバック情報だけを出力しま
す。/SECTIONS修飾子にキーワード ALL，DEBUG，または TRACEを指定して，
デバッグ情報やトレースバック情報を要求する必要があります。デバッグ情報やトレ
ースバック情報を選択して出力する場合は，さらにモジュール名も指定することがで
きます。

モジュール名を指定しないと，指定可能なモジュールに関するデバッグ・メタ情報ま
たはトレースバック・メタ情報だけが出力されます。その場合，それ以外のデバッグ
選択またはトレースバック選択は無効になります。

注意

この修飾子は， ANALYZE/IMAGEだけで有効です。 ANALYZE/OBJECTでは
Integrityイメージの情報も出力できますが，/MODULE修飾子は指定できませ
ん。

/OUTPUT=ファイル指定
イメージを分析した結果を格納する出力ファイルを指定します。アスタリスク (*)や
パーセント記号 (%)ワイルドカード文字を，ファイル指定に使用することはできませ
ん。ファイル・タイプを指定しファイル名を省略した場合は，省略時の設定によりフ
ァイル名は ANALYZEになります。省略時のファイル・タイプは.ANLです。この修
飾子を省略した場合は，分析結果は現在の SYS$OUTPUT装置に出力されます。
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/PAGE_BREAK=キーワード (Integrityのみ)

レポート・ファイルにページ・ブレーク (改ページ)を入れるかどうかと，入れる位置
を指定します。この修飾子は，/OUTPUTを使用してレポート・ファイルを出力する
場合にだけ有用です。/INTERACTIVEを指定して会話型の分析を行う場合には無視
されます。

キーワードは以下のとおりです。

キーワード 説明

NONE ページ・ブレークなしのレポートを作成します。

PRINTABLE_
REPORT

ページ・ブレークを含む印刷可能なレポートをリスティング・ファイルと
して作成します。ページごとの行数は，プリンタ・ページの省略時の行数
になります。この動作は，修飾子を指定しない場合の ANALYZE_IMAGE
の省略時の動作です。

SEPARATE_
INFORMATION

セクション情報ごとにページ・ブレークを挿入します。

/SECTIONS [=(キーワード[,...])] (Integrityのみ)

表示対象の個々のプログラム・セクションまたはセクション種別を選択します。

注意

この修飾子とキーワードは，表示対象セクションのリストに含めるものを指
定することしかできません。この修飾子を否定の目的で使用したり，除外リ
ストを指定するのに使用することはできません。値を指定しない場合，省略
時のキーワードは HEADERSです。

キーワードは以下のとおりです。

キーワード 説明

ALL モジュール内の全セクションの詳細な分析結果を表示する。この
キーワードを指定すると，大量の出力が生成されることがある点
に注意すること。

CODE 種別が SHT_PROGBITSで，実行可能フラグ (セクション・ヘッ
ダ内の SHDR$M_SHF_EXECINSTR)が設定されているすべての
セクションの全内容を表示する。セクション・データは機械語命
令として表示される。
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キーワード 説明

DEBUG
[=(接尾辞[,...])]

デバッグ情報を含むセクションを分析して表示する。

さらに，デバッグ・セクション名の接尾辞のリストを使用して，
DEBUG情報を選択的に出力することができる。デバッグ・セク
ション名は，要約テーブル中に ".debug_suffix"として表示され
る。接尾辞は以下のものが指定できる。

• ABBREV—DEBUGの短縮形の出力

• ARANGES—DEBUGのアドレス・ルックアップ・テーブル
の出力

• FRAME—アンワインド用の DEBUGフレーム・ディスクリ
プタの出力

• INFO—DEBUGシンボルの出力

• LINE—DEBUGソース・ライン情報の出力

• PUBNAMES—DEBUG名前ルックアップ・テーブルの出力

• PUBTYPES—DEBUGタイプ・ルックアップ・テーブルの出
力

EXTENSIONS 種別が SHT_IA64_EXTのセクションを分析して表示する。デー
タは 16進形式で表示される。

GROUP 種別が SHT_GROUPのセクションを分析して表示する。この種
別のセクションは，そのグループに属する各セクションのセクシ
ョン番号のリストからなる。

HEADERS 省略時のキーワード。 ELFヘッダとセクション・ヘッダの詳細が
表示される。

LINKAGES 種別が SHT_VMS_LINKAGESのセクションを分析して表示す
る。データはリンケージ・ディスクリプタのリストとして表示さ
れる。

NOBITS 種別が SHT_NOBITSのセクションを分析して表示する。この種
別のセクションに関連付けられたモジュール・データはない。

NOTE 種別が SHT_NOTEのセクションを分析して表示する。このセク
ションのデータは，フォーマットされた OpenVMSノート・エン
トリのリストとして表示される。

NULL 種別が PT_NULLのセクションをすべて表示する。この種別のセ
グメントについては，データは表示されない。

NUMBERS=
(番号[,...])

以下のように個別のセクションを表示する。

• 選択されたセクションは，ヘッダと内容が詳しく表示され
る。セクション番号がモジュール内に存在しない場合は，情
報メッセージが表示される。

• 1つ以上の番号を指定することができる。

• セクション番号は， 10進， 8進 (%O接頭辞を使用)，または
16進 (%X接頭辞を使用)で指定可能。

STRTAB 種別が SHT_STRTABのセクションを分析して表示する。このセ
クション・データは，文字列テーブルとして表示される。
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キーワード 説明

SYMTAB 種別が SHT_SYMTABのセクションを表示する。このセクション
のデータは，シンボル・テーブルとして表示される。

SYMBOL_VECTOR この種別のセクションは，共用可能イメージ・ファイルにだけ現
れる。存在する場合，動的なセグメント DT_VMS_SYMVECタ
グと同じデータを指す。

TRACE
[=(接尾辞[,...])]

トレースバック情報を含むセクションを分析して表示する。

さらに，トレース・セクション名の接尾辞のリストを使用して，
TRACE情報を選択的に出力できる。トレース・セクション名
は，要約テーブル中に ".trace_suffix"として表示される。接尾辞
は以下のものが指定できる。さらに，デバッグ・セクションとト
レースバック・セクションで共通のセクション ".debug_line"が 1
つあるため，以下のように接尾辞 "line"も指定できる。

• ABBREV—TRACEの短縮形の出力

• ARANGES—TRACEのアドレス・ルックアップ・テーブルの
出力

• INFO—TRACEシンボルの出力

• LINE—TRACEソース・ライン情報の出力

UNWIND 種別が SHT_IA64_UNWINDのセクションを分析して表示する。
この種別のセクションには，それぞれ種別が SHT_PROGBITSの
アンワインド情報セクションが関連付けられており，このセクシ
ョンも表示される。

/SEGMENTS [=(キーワード[,...])] (Integrityのみ)

個別のプログラム・セグメントまたは指定した種別のプログラム・セグメントを選択
して表示します。

注意

この修飾子とキーワードは，表示対象セグメントのリストに含めるものを指
定することしかできません。この修飾子を否定の目的で使用したり，除外リ
ストを指定するのに使用することはできません。値を指定しない場合の省略
時のキーワードは HEADERSです。

キーワードは以下のとおりです。

キーワード 説明

ALL すべてのプログラム・セグメントの情報を分析して表示する。出力が大
量になることがある点に注意すること。

CODE すべての実行可能セグメント (セグメント・ヘッダでPHDR$M_PF_Xビ
ットが設定されているセグメント)を分析して表示する。セグメント・デ
ータは，機械語命令として表示される。

DYNAMIC 種別が PT_DYNAMICのセグメントを分析して表示する。

EXTENSIONS 種別が IA_64_ARCHEXTのセグメントを分析して表示する。
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キーワード 説明

HEADERS 省略時のキーワード。 ELFヘッダおよびセグメント・ヘッダの詳細を分
析して表示する。

LOAD 種別が PT_LOADのセグメントを分析して表示する。セグメント・ヘッ
ダが，このセグメントが実行可能セグメントであることを示す (セグメン
ト・ヘッダで PHDR$M_PF_Xビットが設定されている)場合は，内容は
機械語命令として表示される。そうでない場合は，内容が 16進データと
してフォーマットされる。

NULL 種別が PT_NULLのセグメントを分析して表示する。この種別のセグメ
ントについては，データは表示されない。

NUMBERS=
(番号[,...])

以下のように，個別のセグメントを分析して表示する。

• 選択されたセグメントは，ヘッダと内容が詳しく表示される。セクシ
ョン番号がモジュール内に存在しない場合は，情報メッセージが表示
される。

• 1つ以上の番号を指定することができる。

• セグメント番号は， 10進， 8進 (%O接頭辞を使用)，または 16進
(%X接頭辞を使用)で指定する。

/SELECT=(キーワード[,...])

特定のイメージ・ファイルまたはオブジェクト・ファイルの情報を収集し，選択され
たキーワード項目を指定された順序で表示します。

Analyzeは，/SELECT修飾子で選択可能なすべての情報に対してDCLシンボルを作
成します。シンボル名は，接頭辞 ANALYZE$と，格納されている情報を示す名前か
らなります。シンボルの値は選択した情報であり，通常は SYS$OUTPUTに出力され
ます。実際には，出力される情報はすべて各シンボルにそのまま入ります。選択しな
かった情報については，対応するシンボルに空文字列が入ります。

キーワードは次のとおりです。

キーワード 説明

ARCHITECTURE アーキテクチャ情報を DCLシンボル
ANALYZE$ARCHITECTUREに書き込む。ファイルが
OpenVMS Integrityのイメージ・ファイルである場合は，
"OpenVMS IA64"を戻す。ファイルが OpenVMS Alphaのイメ
ージ・ファイルである場合には "OpenVMS Alpha"を戻す。

BUILD_
IDENTIFICATION

構築識別情報を DCLシンボル ANALYZE$BUILD_
IDENTIFICATIONに書き込む。 OpenVMS Integrityおよ
び Alphaのイメージ・ファイルでは，イメージ・ファイルに格
納されているイメージ構築識別を二重引用符で囲んで戻す。

FILE_TYPE ファイル・タイプ情報を DCLシンボル ANALYZE$FILE_
TYPEに書き込む。ファイルが OpenVMS Integrityまたは
Alphaのイメージ・ファイルの場合， "Image"を戻す。
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キーワード 説明

IDENTIFICATION
[=キーワード]

キーワードは次のとおり。

• IMAGE (省略時の設定) —イメージ識別情報を DCLシンボ
ル ANALYZE$IDENTIFICATIONに書き込む。イメージ・
ファイルに格納されているイメージ識別を二重引用符で囲ん
で戻す。それ以外の場合は "Unknown"を戻す。

• LINKER —リンカ識別情報を DCLシンボル
ANALYZE$LINKER_IDENTIFICATIONに書き込む。
イメージをリンクするために使用するリンカの識別を戻す。

IMAGE_TYPE イメージ種別情報を DCLシンボル ANALYZE$IMAGE_TYPE
に書き込む。ファイルが共用可能イメージ・ファイルである場
合には "Shareable"を戻す。ファイルが OpenVMS Integrityま
たは OpenVMS Alphaの実行可能 (共用可能でない)イメージ・
ファイルである場合には "Executable"を戻す。

LINK_TIME リンク時刻情報を DCLシンボル ANALYZE$LINK_TIMEに書
き込む。イメージ・ファイルに格納されているイメージ・リン
ク時刻を二重引用符で囲んで戻す。

NAME イメージ名を DCLシンボル ANALYZE$NAMEに書き込む。イ
メージ・ファイルの場合は，イメージ・ヘッダに格納されてい
るイメージ名を二重引用符で囲んで戻す。

VERSION_NUMBERS
(Alpha/Integrityのみ)

イメージがシステム・ベース・イメージおよびシステム・コン
ポーネントに依存している場合は， ANALYZEはイメージから
得たバージョン番号を DCLシンボルに書き込む。シンボル名
にはコンポーネント名が付けられる。シンボルの値にはマイナ
ー・バージョン番号とメジャー・バージョン番号が含まれる。
イメージが， ANALYZEが動作しているプラットフォームと同
じプラットフォーム用なら，動作中のシステムから得たバージ
ョン番号も書き込まれ比較される。

注意

Analyzeユーティリティは，複数のファイルを処理することが可能です。し
かし， DCLシンボルは一組しかないため，シンボルには最後に分析したファ
イルの情報だけが入ります。エラーが起きると，シンボルの値は未定義とな
ります。まず Analyzeのエラーを確認し，その後シンボルを使用してくださ
い。

例

1. $ ANALYZE/IMAGE LINEDT

この例の ANALYZE/IMAGEコマンドは説明を作成し，イメージ LINEDT.EXE
のエラー分析を行います。出力は，現在の SYS$OUTPUT装置に送られます。
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2. $ ANALYZE/IMAGE/OUTPUT=LIALPHEX/FIXUP_SECTION/PATCH_TEXT
LINEDT, ALPRIN (Alpha のみ)

この例の ANALYZE/IMAGEコマンドは説明を作成し，また，ファイル
LIALPHEX.ANL内の LINEDT.EXEと ALPRIN.EXEのフィックスアップ・
セクションおよびパッチ・レコード・テキストのエラー分析を作成します。出力
は， LIALPHEX.ANLファイルに送付されます。

3. $ ANALYZE/IMAGE/SELECT=(ARCH,FILE,NAME,IDENT,BUILD,LINK) *.EXE
DISK:[DIRECTORY]ALPHA.EXE;1
OpenVMS Alpha
Image
"MAIL"
"V1.06"
"XBCA-0080070002"
19-MAR-2008 11:17:50.76

この例は， Alphaシステムでの実行ファイル ALPHA.EXEについて要求された情
報を表示しています。

4. $ ANALYZE/IMAGE/SELECT=(ARCHITECTURE,IDENT,NAME) HELLO 1

USER:[JOE]HELLO.EXE;1
OpenVMS IA64
"V1.0"
"HELLO"
$
$ SHOW SYMBOL ANALYZE$*
ANALYZE$ARCHITECTURE = "OpenVMS IA64"
ANALYZE$BUILD_IDENTIFICATION = ""
ANALYZE$FILE_TYPE = ""
ANALYZE$IDENTIFICATION = ""V1.0""
ANALYZE$IMAGE_TYPE = ""
ANALYZE$LINKER_IDENTIFICATION = ""
ANALYZE$LINK_TIME = ""
ANALYZE$NAME = ""HELLO""

$
$ ANALYZE/IMAGE/SELECT=(IDENT=(IMAGE,LINKER),IMAGE,LINK) HELLO 2
USER:[JOE]HELLO.EXE;1
"V1.0"
"Linker I01-54"
Executable
7-JUN-2004 11:47:08.10
$
$ SHOW SYMBOL ANALYZE$*
ANALYZE$ARCHITECTURE = ""
ANALYZE$BUILD_IDENTIFICATION = ""
ANALYZE$FILE_TYPE = ""
ANALYZE$IDENTIFICATION = ""V1.0""
ANALYZE$IMAGE_TYPE = "Executable"
ANALYZE$LINKER_IDENTIFICATION = ""Linker I01-54""
ANALYZE$LINK_TIME = " 7-JUN-2004 11:47:08.10"
ANALYZE$NAME = ""
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$
$ ANALYZE/IMAGE/SELECT=FILE HELLO.* 3
USER:[JOE]HELLO.C;1
%ANALYZE-E-ILLFIL, Illegal file format encountered
USER:[JOE]HELLO.EXE;1
Image
USER:[JOE]HELLO.MAP;1
%ANALYZE-E-ILLFIL, Illegal file format encountered
USER:[JOE]HELLO.OBJ;1
Object
$
$ SHOW SYMBOL ANALYZE$*
ANALYZE$ARCHITECTURE = ""
ANALYZE$BUILD_IDENTIFICATION = ""
ANALYZE$FILE_TYPE = "Object"
ANALYZE$IDENTIFICATION = ""
ANALYZE$IMAGE_TYPE = ""
ANALYZE$LINKER_IDENTIFICATION = ""
ANALYZE$LINK_TIME = ""
ANALYZE$NAME =

$

この Integrityの例では，実行可能ファイルHELLO.EXEについて要求された情
報が表示されています。以下の説明は，例の中の各 ANALYZE/IMAGEコマンド
行の右端にある番号に対応しています。

1 選択した情報だけがDCLシンボルに設定されます。シンボル内の情報は，
SYS$OUTPUTに出力される情報と同じであり，引用符付きの文字列が出力さ
れる場合には，引用符付きの文字列がシンボルに設定されます。

2 新しいリンカ識別を選ぶ場合には， IDENTとキーワード・リストを使用する
必要があります。

3 ワイルドカードを使用すると，分析対象のファイルにエラー (たとえば，ファ
イル形式不正エラーなど)があっても， Analyzeは停止しません。DCLシン
ボルには，最後に分析したファイルの情報だけが入ります。
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ANALYZE/MEDIA

Bad Block Locatorユーティリティを起動します。このユーティリティはブロックで
アドレス指定できる装置を分析し，データを格納できないブロック位置を記録しま
す。

Bad Block Locatorユーティリティについての詳細は，『OpenVMS Bad Block
Locator Utility Manual』 (ドキュメンテーション CD-ROMに用意されています)，
あるいはオンライン・ヘルプを参照してください。

フォーマット

ANALYZE/MEDIA 装置
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ANALYZE/OBJECT

OpenVMS Alphaシステムのオブジェクト・ファイルと，OpenVMS Integrityシス
テムの ELF (Executable and Linkable Format)オブジェクト・ファイルの内容を分
析し，エラーを検出します。/OBJECT修飾子は必須です。

オブジェクト・ファイルについての一般的な情報は，『OpenVMS Linker Utility
Manual』のリンカの説明を参照してください。イメージ・ファイルの内容を分析す
る場合は， ANALYZE/IMAGEコマンドを使用してください。

フォーマット

ANALYZE/OBJECT ファイル指定[,...]

パラメータ

ファイル指定[,...]

分析したいオブジェクト・ファイル，またはオブジェクト・モジュール・ライブラリ
(省略時のファイル・タイプは.OBJ)を指定します。複数のファイル名を指定する場合
は，ファイル名をコンマ( , )またはプラス記号( + )で区切ります。ファイル指定でアス
タリスク( * )およびパーセント記号 (%)ワイルドカード文字を使用することができま
す。

説明

ANALYZE/OBJECTコマンドは， 1つまたは複数のファイルに含まれている， 1つ
または複数のオブジェクト・モジュールの内容を記述します。また，部分的なエラー
分析を行うこともできます。オブジェクト・モジュールのすべてのレコードが，その
内容，形式，指定順序において， Integrityまたは Alphaのオブジェクト言語に準拠
しているかどうか分析します。

OpenVMS Integrityシステムでは，オブジェクト・モジュール・ヘッダの形式を調
べることにより ANALYZE/OBJECTコマンドは， Integrityと Alphaのオブジェク
トを自動的に区別します。

ANALYZE/OBJECTコマンドは，コンパイラ，デバッガや，オペレーティング・シ
ステムのオブジェクト・モジュールを扱うその他のソフトウェアのプログラマ向け
です。 ANALYZE/OBJECTコマンドは，オブジェクト・モジュールにより生成され
た ELFオブジェクト形式 (Integrity)またはオブジェクト言語レコード (Alpha)を，
Linkerユーティリティが受け入れることができるかチェックし，ファイル中のエラー
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を検出します。また，オブジェクト・ファイルまたはオブジェクト・モジュール・ラ
イブラリ中のレコードの説明を提供します。リンカ，および Alphaのオブジェクト言
語についての詳細は，『OpenVMS Linker Utility Manual』を参照してください。
Integrityオブジェクト形式の情報は，今後のリリースで提供されます。

注意

Integrityのイメージとオブジェクトでは， Analyzeユーティリティは，分析
対象のファイルがイメージ・ファイルなのかオブジェクト・ファイルなのか
を判断します。 ELFオブジェクト・ファイル対して ANALYZE/IMAGGEコマ
ンドを使用することもできますが， ELFイメージ・ファイルには ANALYZE
/IMAGEを使用し， ELFオブジェクト・ファイルには ANALYZE/OJBECTを
使用するようにしてください。

OpenVMS Alphaバージョンの ANALYZE/OBJECTでは，自プラットフォー
ム以外のすべてのオブジェクト (たとえば， Alpha上での Integrityオブジェク
ト)を分析できるわけではありません。

ELFオブジェクトに対する ANALYZE/OBJECTの出力形式は変更される可能
性があります。また， ELFオブジェクトを分析するときの省略時の動作は，
Alphaのオブジェクトを分析するときの動作とは異なります。 ELFオブジェ
クトでは，主要な ELFテーブルの要約が表示されます。この情報を使用し
て，詳しく分析するセクションを選択することができます。エラーを見つけ
るには，すべてのセクションを選択して，イメージ全体を分析する必要があ
ります。

Integrityプラットフォーム上で Integrityオブジェクトを分析する場合でも，
ANALYZE/OBJECTは Alphaだけで有効な修飾子を受け付けますが，そのよ
うな修飾子は無視されます。

ANALYZE/OBJECTコマンドは，最初のレコードから最後のレコードまで，順番に
オブジェクト・モジュールを分析します。各レコードのフィールドは，最初のフィ
ールドから最後のフィールドまで，順番に分析されます。オブジェクト・モジュー
ルの分析が終わったら，各種レコードの内容と形式と，OpenVMS Integrityまたは
OpenVMS Alphaオブジェクト言語で記述される各種レコードの必須な内容と形式を
比較します。分析出力に診断メッセージが含まれている場合は，こうして比較するこ
とが特に重要です。

ANALYZE/OBJECTは，オブジェクト・モジュールの以下の情報を表示します。

• モジュールのアーキテクチャと種別

• モジュール名

• モジュールのバージョン

• モジュール作成日と時刻

• 言語プロセッサの作成者
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オブジェクト・モジュールのリンクは，オブジェクト・モジュールの分析とは異な
り，オブジェクトの内容は解釈されません。その代わり，メタ情報の整合性だけがチ
ェックされます。その結果，分析した時にエラーがなくても，リンクした時にエラー
が発生する可能性はあります。特に Alphaオブジェクトに対しては，分析時には次の
項目をチェックしません。

• TIRコマンドのデータ引数の形式が正しいかどうか。

• ‘‘Store Data’’ TIRコマンドが，有効なアドレス・リミットに格納しているか。

そのため，分析時にはエラーがなかったオブジェクト・モジュールも，リンク時にチ
ェックする必要があります。

エラーが検出された場合は，最も重大なレベルの最初のエラーが返されます。たとえ
ば警告 (A)と 2つのエラー (Bおよび C)が検出された場合は，イメージ終了状態とし
て最初のエラー (B)が返されます。イメージ終了状態は，イメージ終了時にDCLシ
ンボル$STATUSに置かれます。

ANALYZE/OBJECTコマンドは，位置修飾子を使用します。位置修飾子とは，コマ
ンド行で指定される位置により機能が異なる修飾子です。コマンド行ですべての入力
ファイルより前に位置修飾子を指定すると，その修飾子はすべての入力ファイルに影
響を与えます。たとえば次のコマンドは，ファイル A， B，および Cのグローバル・
シンボル・ディレクトリ・レコードを分析するように指定しています。

$ ANALYZE/OBJECT/GSD A,B,C

反対に，パラメータ・リスト中の 1つのファイルに対して位置修飾子が指定された場
合は，その修飾子はそのファイルにのみ影響を与えます。たとえば次のコマンドは，
ファイル B(だけ)のグローバル・シンボル・ディレクトリ・レコードを分析するよう
指定しています。

$ ANALYZE/OBJECT A,B/GSD,C

Alphaのオブジェクトでは，一般に，オブジェクト・モジュールのすべてのレコー
ドが分析されます。ただし，/DBG，/EOM，/GSD，/LNK，/MHD，/TBT，また
は/TIR修飾子が指定された場合は，修飾子により識別されるレコード・タイプのみが
分析されます。その他のレコード・タイプはすべて無視されます。

省略時の設定では (適切な修飾子を使用して明示的に分析に制限を指定しない限り)，
すべてのレコード・タイプが分析されます。

注意

Alphaのオブジェクトでは，どのような修飾子を指定しても，モジュールの終
端 (EOM)レコードとモジュール・ヘッダ (MHD)・レコードは分析されます。

Integrityオブジェクトでは，どのような修飾子を指定しても， ELFヘッダ，
セクション・ヘッダ・テーブル，ノート・セクションが常に分析されます。
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修飾子

/DISASSEMBLE (Integrityのみ)

位置修飾子

種別が SHT_PROGBITSで，実行可能フラグ (セクション・ヘッダ内の SHDR$M_
SHF_EXECINSTR)が設定されているすべてのセクションを表示します。セクション
データは機械語命令として表示され，ラベルや分岐ターゲットなどはシンボル化され
ます。シンボル化には，シンボル・テーブル中のすべてのローカル・シンボルとグロ
ーバル・シンボルが使用されます。出力は，コンパイラが生成する機械語のリストと
同様になります。

注意

この修飾子は，オブジェクトに対してだけ指定可能です。 Integrityイメージ
に含まれているシンボルは，グローバル・シンボルだけです。さらに，この
修飾子で生成される出力は， ANALYZE/OBJECT/SECTIONS=CODEの出力
とは異なります。後者でも同じセクションの機械語が出力されますが，シン
ボル化は行われません。

/DBG (Alphaのみ)

位置修飾子

すべてのデバッガ情報レコードを分析することを指定します。パラメータ・リスト
中のすべてのファイルのデバッガ情報を分析したい場合は，/OBJECT修飾子の直後
に/DBG修飾子を指定します。選択的にデバッガ情報を分析したい場合は，デバッガ
情報を分析したいファイルを指定した直後に/DBG修飾子を指定します。

/EOM (Alphaのみ)

位置修飾子

MHDレコード， EOMレコード，およびコマンドで明示的に指定したレコードだけ
を分析することを指定します。パラメータ・リスト中のすべてのファイルにこれを適
用させたい場合は，/OBJECT修飾子の直後に/EOM修飾子を指定します。

/EOM修飾子を選択的に指定したい場合は，適用させたいファイルを指定した直後
に/EOM修飾子を指定します。

注意

モジュールの終端レコードは， EOMまたは EOMWレコードになることがで
きます。詳細は『OpenVMS Linker Utility Manual』を参照してください。

/FLAGVALUES=(キーワード[,...]) (Integrityのみ)

ELFモジュール内のいくつかのフィールドは，ビット・フラグになっています。可能
な場合，これらのビット・フラグ値が調べられ，個別に表示されます。省略時には，
1 (オン)が設定されているフラグ値だけが表示されます。
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キーワードは以下のとおりです。

キーワード 説明

ON 値が 1のすべてのフラグが表示されます。

OFF 値が 0のすべてのフラグが表示されます。

ALL すべてのフラグ値が表示されます。これに対しキーワード ONと OFF
は，各フラグ・ビットの値を示します。

/GSD (Alphaのみ)

位置修飾子

すべてのグローバル・シンボル・ディレクトリ (GSD)・レコードを分析することを指
定します。

パラメータ・リスト中の各ファイルの GSDレコードを分析したい場合は，/OBJECT
修飾子の直後に/GSD修飾子を指定します。

選択的にGSDレコードを分析したい場合は，GSDレコードを分析したいファイルを
指定した直後に/GSD修飾子を指定します。

/INCLUDE [=(モジュール[,...])]

指定したファイルがオブジェクト・モジュール・ライブラリの場合は，この修飾子を
使用して，分析のためライブラリ内の選択したオブジェクト・モジュールをリストし
ます。リストを省略したりアスタリスク( * )を指定したりすると，すべてのモジュー
ルが分析されます。モジュールを 1つだけ指定する場合は，括弧を省略できます。

/INTERACTIVE
/NOINTERACTIVE (省略時の設定)

分析を会話型で行うかどうかを指定します。会話型モードでは，各アイテムを分析す
るたびに画面に結果が表示され，継続するかどうか質問が表示されます。

/LNK (Alphaのみ)

位置修飾子

すべてのリンク・オプション指定 (LNK)レコードを分析することを指定します。

パラメータ・リスト中の各ファイルの LNKレコードを分析したい場合は，/OBJECT
修飾子の直後に/LNK修飾子を指定します。

選択的に LNKレコードを分析したい場合は， LNKレコードを分析したいファイル
を指定した直後に/LNK修飾子を指定します。

/MHD (Alphaのみ)

位置修飾子

MHDレコード， EOMレコード，およびコマンドで明示的に指定したレコードだけ
を分析することを指定します。パラメータ・リスト中のすべてのファイルにこれを適
用させたい場合は，/OBJECT修飾子の直後に/MHD修飾子を指定します。
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/MHD修飾子を選択的に指定したい場合は，適用させたいファイルを指定した直後
に/MHD修飾子を指定します。

/OUTPUT [=ファイル指定]

オブジェクトの分析を格納する出力ファイルを指定します。省略時の設定では
SYS$OUTPUT装置に出力されます。ファイル・タイプを指定しファイル名を省略し
た場合は，省略時の設定によりファイル名は ANALYZEになります。省略時のファイ
ル・タイプは.ANLです。

アスタリスク (*)やパーセント記号 (%)ワイルドカード文字を，ファイル指定に使用
することはできません。

/PAGE_BREAK=キーワード (Integrityのみ)

レポート・ファイルにページ・ブレーク (改ページ)を入れるかどうかと，入れる位置
を指定します。この修飾子は，/OUTPUTを使用してレポート・ファイルを出力する
場合にだけ有用です。/INTERACTIVEを指定して会話型の分析を行う場合には無視
されます。

キーワードは以下のとおりです。

キーワード 説明

NONE ページ・ブレークなしのレポートを作成します。

PRINTABLE_
REPORT

ページ・ブレークを含む印刷可能なレポートをリスティング・ファイル
として作成します。ページごとの行数は，プリンタ・ページの省略時の
行数になります。この動作は，修飾子を指定しない場合の ANALYZE_
OBJECTの省略時の動作です。

SEPARATE_
INFORMATION

セクション情報ごとにページ・ブレークを挿入します。

/SECTIONS [=(キーワード[,...])] (Integrityのみ)

表示対象の個々のプログラム・セクションまたはセクション種別を選択します。

注意

この修飾子とキーワードは，表示するセクションのリストに含めるものを指
定することしかできません。この修飾子を否定の目的で使用したり，除外リ
ストを指定するのに使用することはできません。値を指定しない場合の省略
時のキーワードは HEADERSです。

キーワードは以下のとおりです。

キーワード 説明

ALL モジュール内の全セクションの詳細な分析結果を表示す
る。このキーワードを指定すると，大量の出力が生成さ
れることがある点に注意すること。

DCLI–45



ANALYZE/OBJECT

キーワード 説明

CODE 種別が SHT_PROGBITSで，実行可能フラグ (セクショ
ン・ヘッダ内の SHDR$M_SHF_EXECINSTR)が設定さ
れているセクションをすべて表示する。セクション・デ
ータは，機械語命令として表示される。

DEBUG
[=(接尾辞[,...])]

デバッグ情報を含むセクションを分析して表示する。

さらに，デバッグ・セクション名接尾辞のリストを使用
して， DEBUG情報を選択的に出力することができる。
デバッグ・セクション名は，要約テーブル中に ".debug_
suffix"として表示される。接尾辞は以下のものが指定で
きる。

• ABBREV—DEBUGの短縮形の出力

• ARANGES—DEBUGのアドレス・ルックアップ・
テーブルの出力

• FRAME—アンワインド用の DEBUGフレーム・デ
ィスクリプタの出力

• INFO—DEBUGシンボルの出力

• LINE—DEBUGソース・ライン情報の出力

• PUBNAMES—DEBUG名前ルックアップ・テーブ
ルの出力

• PUBTYPES—DEBUGタイプ・ルックアップ・テー
ブルの出力

EXTENSIONS 種別が SHT_IA64_EXTのセクションを分析して表示す
る。データは 16進形式で表示される。

GROUP 種別が SHT_GROUPのセクションを分析して表示す
る。この種別のセクションは，そのグループに属するセ
クションのセクション番号のリストからなる。

HEADERS 省略時のキーワード。 ELFヘッダおよびセクション・ヘ
ッダの詳細を表示する。

LINKAGES 種別が SHT_VMS_LINKAGESのセクションを分析して
表示する。データはリンケージ・ディスクリプタのリス
トとして表示される。

NOBITS 種別が SHT_NOBITSのセクションを分析して表示す
る。この種別のセクションに関連付けられたモジュー
ル・データはない。

NOTE 種別が SHT_NOTEのセクションを分析して表示す
る。このセクション・データは，フォーマットされた
OpenVMSノート・エントリのリストとして表示され
る。

NULL 種別が PT_NULLのセクションをすべて表示する。この
種別のセグメントについては，データは表示されない。
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キーワード 説明

NUMBERS= (番号[,...]) 以下のように個別のセクションを表示する。

• 選択されたセクションは，ヘッダと内容が詳しく表示
される。セクション番号がモジュール内に存在しない
場合は，情報メッセージが表示される。

• 1つ以上の番号を指定することができる。

• セクション番号は， 10進， 8進 (%O接頭辞を使
用)，または 16進 (%X接頭辞を使用)で指定可能。

PROGBITS アンワインド・セクション以外の，種別が SHT_
PROGBITSのセクションをすべて表示する。

種別が SHT_PROGBITSのセクションに対するフォーマ
ット方法は，セクション・ヘッダの EXECINSTRフラグ
(SHDR$M_SHF_EXECINSTR)によって変わる。このビ
ットが立っている場合は，セクション・データは機械語
命令として表示される。ビットが立っていない場合は，
16進データとして表示される。

アンワインド・セクションは，/SECTIONS=UNWIND
を指定した場合に表示される。

RELOCATIONS 種別が SHT_RELAのセクションを分析して表示する。
このセクションのデータは，再配置エントリのテーブル
として表示される。

STRTAB 種別が SHT_STRTABのテーブルを分析して表示する。
このセクションのデータは，文字列テーブルとして表示
される。

SYMTAB 種別が SHT_SYMTABのセクションを表示する。このセ
クション・データは，シンボル・テーブルとして表示さ
れる。

TRACE
[=(接尾辞[,...])]

トレースバック情報を含むセクションを分析して表示す
る。

さらに，トレース・セクション名の接尾辞のリストを使
用して， TRACE情報を選択的に出力できる。トレー
ス・セクション名は，要約テーブル中に ".trace_suffix"と
して表示される。接尾辞は以下のものが指定できる。さ
らに，デバッグ・セクションとトレースバック・セクシ
ョンで共通のセクション ".debug_line"が 1つあるため，
以下のように接尾辞 "line"も指定できる。

• ABBREV—TRACEの短縮形の出力

• ARANGES—TRACEのアドレス・ルックアップ・テ
ーブルの出力

• INFO—TRACEシンボルの出力

• LINE—TRACEソース・ライン情報の出力

UNWIND 種別が SHT_IA64_UNWINDのセクションを分析して
表示する。この種別のセクションには，種別が SHT_
PROGBITSのアンワインド情報セクションが関連付けら
れている。関連付けられたセクションも表示される。
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/SELECT=(キーワード[,...])

特定のオブジェクト・ファイルの情報を収集し，選択したキーワード項目を指定され
た順序で表示します。

注意

/SELECT修飾子はオブジェクト・ファイルにもイメージ・ファイルにも使
用でき，同じキーワードを使って選択することができます。しかし，リン
クの日付や時刻など，いくつかの情報はオブジェクトには存在しません。
このため，いくつかのキーワードについては， Analyzeユーティリティは
"Unknown"を戻します。次の表には，キーワード (オブジェクト・ファイルで
有用なもの)と戻り値だけを挙げます。

Analyzeは，/SELECT修飾子を使って選択可能なすべての情報に対し，DCLシンボ
ルを作成します。シンボル名は，接頭辞 ANALYZE$と，格納されている情報を示す
名前からなります。シンボルの値は選択した情報であり，通常は SYS$OUTPUTに出
力されます。実際には，出力される情報はすべて各シンボルにそのまま入ります。選
択しなかった情報については，対応するシンボルに空文字列が入ります。

キーワードは次のとおりです。

キーワード 説明

ARCHITECTURE アーキテクチャ情報を DCLシンボル
ANALYZE$ARCHITECTUREに書き込む。ファイルが
OpenVMS Integrityのオブジェクト・ファイルである場合
は， "OpenVMS IA64"を戻す。ファイルが OpenVMS Alphaの
オブジェクト・ファイルである場合は， "OpenVMS Alpha"を
戻す。

FILE_TYPE ファイル・タイプ情報を DCLシンボルANALYZE$FILE_TYPE
に書き込む。ファイルが OpenVMS Integrityまたは Alphaの
オブジェクト・ファイルである場合は， "Object"を戻す。

/TBT (Alphaのみ)

位置修飾子

すべてのモジュール・トレースバック (TBT)・レコードを分析することを指定しま
す。

パラメータ・リスト中の各ファイルの TBTレコードを分析したい場合は，/OBJECT
修飾子の直後に/TBT修飾子を指定します。

選択的に TBTレコードを分析したい場合は， TBTレコードを分析したいファイルを
指定した直後に/TBT修飾子を指定します。

/TIR (Alphaのみ)

位置修飾子

すべてのテキスト情報および再配置 (TIR)レコードを分析することを指定します。
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パラメータ・リスト中の各ファイルの TIRレコードを分析したい場合は，/OBJECT
修飾子の直後に/TIR修飾子を指定します。

選択的に TIRレコードを分析したい場合は， TIRレコードを分析したいファイルを
指定した直後に/TIR修飾子を指定します。

例

1. $ ANALYZE/OBJECT/INTERACTIVE LINEDT

この例で ANALYZE/OBJECTコマンドは説明を作成し，オブジェクト・ファイル
LINEDT.OBJを部分的にエラー分析します。/INTERACTIVE修飾子が指定され
ているので，出力はターミナルに送られます。各アイテムを分析するたびに結果
は画面に表示され，継続するかどうか質問が表示されます。

2. $ ANALYZE/OBJECT/OUTPUT=LIOBJ/DBG LINEDT (Alpha のみ)

この例で ANALYZE/OBJECTコマンドは，ファイル LINEDT.OBJのデバッガ
情報レコードだけを分析します。出力は，ファイル LIOBJ.ANLに書き込まれま
す。

3. $ ANALYZE/OBJECT/SELECT=(ARCH,FILE) *.OBJ
DISK:[DIRECTORY]ALPHA.OBJ;1
OpenVMS ALPHA
Object

この例は，オブジェクト・ファイル ALPHA.OBJについて要求された情報を表示
しています。
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ANALYZE/PROCESS_DUMP

OpenVMSデバッガを起動して，イメージの実行に失敗した時に作成されたプロセ
ス・ダンプ・ファイルを分析します。ダンプ・ファイルを作成する場合は， RUNま
たは SET PROCESSコマンドに/DUMP修飾子を指定します。

Alphaシステムでは，DUMP/PROCESSコマンドを使用することによって，プロセ
スを強制的にダンプすることもできます。

ANALYZE/PROCESS_DUMPコマンドは， Alphaイメージのプロセス・ダンプ・フ
ァイルを表示するためにOpenVMSデバッガを起動します。 (DEBUGコマンドに関
する情報を含め)デバッガについての詳細は，『HP OpenVMSデバッガ説明書』を参
照してください。

ダンプ・ファイルに対して読み込み (R)アクセス権が必要です。

フォーマット

ANALYZE/PROCESS_DUMP ダンプ・ファイル

パラメータ

ダンプ・ファイル
デバッガで分析するダンプ・ファイルを指定します。

説明

ANALYZE/PROCESS_DUMPコマンドは，実行時に失敗したイメージのダンプ・フ
ァイルを調べます。OpenVMS Debuggerが自動的に起動されます。プロセスのダン
プ・ファイルを作成するためには，イメージを起動する時に RUNコマンドに/DUMP
修飾子を指定するか，またはイメージを起動する前に SET PROCESS/DUMPコマン
ドを指定する必要があります。 Alphaシステムでは，DUMP/PROCESSコマンドを
使用できます。

OpenVMS Alphaシステムの場合
この項は，バージョン 7.2またはそれ以前の Alphaシステムに適用されます。

注意

ダンプを作成したシステムで，プロセス・ダンプを分析してください。異な
るシステムにダンプ・ファイルを移動させると，正しく分析できない可能性
があります。
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ダンプ・イメージをロードできても，構成が異なるために， ANALYZE
/PROCESS_DUMPコマンドの実行に失敗することがあります。たとえば，
オペレーティング・システムのバージョンが異なっていても分析はされます
が，その結果は保証されません。

この他に， P1空間内の制御領域の構成，ダンプ時に実行中のプロセス，および
ANALYZE/PROCESS_DUMPコマンドを実行するプロセスに関しての制限事項があ
ります。各プロセスのためのユーザ・スタックの基底位置は，割り当てられた空間の
サイズにより異なり，プロセスに互換性があるかどうかを決めます。ダンプを分析す
るために割り当てられた空間のサイズは，ダンプを作成したプロセスに割り当てられ
た空間のサイズより小さくなければなりません。オペレーティング・システムのバー
ジョンは同じでも，異なるシステムでダンプを分析する場合は，割り当てられた空間
のサイズに影響を与える 1つまたは複数のシステム・パラメータを変更して，割り当
てられた空間のサイズを小さくすることができます。

システム・パラメータ IMGIOCNTは，動的に変更することができます。その他のシ
ステム・パラメータを適用させるためには，リブートする必要があります。

バージョン 7.2またはそれ以前の Alphaシステムでは，システム・パラメー
タ IMGREG_PAGESの割り当てサイズで問題が発生する場合があります。
DECwindowsを使用していないシステムで生成されたダンプをDECwindowsを使用
しているシステムで確認する場合， P1メッセージが表示されます。DECwindows
は， IMGREG_PAGESが少なくとも 2000ページであることを必要とし，これは
1200から 1400ページよりも大きな値になっています。

場合によっては，OpenVMS Debuggerでダンプしたイメージを分析できないこと
があります。たとえばダンプしたイメージの PCが無効なアドレスに設定された場
合，またはダンプしたイメージのスタックが不良プロセス記述子により破損した場合
は，Delta Debugger (DELTA)を使用してダンプを分析しなければなりません。デ
バッガとしてDELTAを使用するには， Installユーティリティを起動してイメージ
SYS$LIBRARY:DELTAをインストールする必要があります。 Installユーティリテ
ィについての詳細は，『OpenVMSシステム管理ユーティリティ・リファレンス・マ
ニュアル』を参照してください。

以下の内容は，バージョン 7.3またはそれ以降のOpenVMS Alphaシステムに適用さ
れます。

これで，ダンプが生成されたシステム以外のシステム上でダンプ・ファイルを分析で
きるようになります。ただし，ベース・イメージのリンクの日付と時刻が等しくない
場合には，ダンプが生成されたシステムからファイル SYS$BASE_IMAGE.EXEをコ
ピーし，これを論理名 SDA$READ_DIRでポイントする必要があります。次に例を
示します。
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$ COPY other_node::SYS$LOADABLE_IMAGES:SYS$BASE_IMAGE.EXE my_disk$:[my_dir]
$ DEFINE/USER SDA$READ_DIR my_disk$:[my_dir],SYS$SYSROOT:[SYS$LDR],SYS$SYSROOT:[SYSLIB]
$ ANALYZE/PROCESS_DUMP mycrash.dmp

ダンプが生成されたシステム以外のシステムで，スレッド化されたプロセス・ダ
ンプを分析する場合には，ダンプが生成されたシステム上の PTHREAD$RTLと
PTHREAD$DBGSHR (DECthreadデバッグ・アシスタント)もコピーし，ポイント
しなければならないことがあります。次に例を示します。

$ COPY other_node::SYS$LOADABLE_IMAGES:SYS$BASE_IMAGE.EXE my_disk$:[my_dir]
$ COPY other_node::SYS$SHARE:PTHREAD$RTL.EXE my_disk$:[my_dir]
$ COPY other_node::SYS$SHARE:PTHREAD$DBGSHR.EXE my_disk$:[my_dir]
$ DEFINE/USER SDA$READ_DIR my_disk$:[my_dir],SYS$SYSROOT:[SYS$LDR],SYS$SYSROOT:[SYSLIB]
$ DEFINE/USER PTHREAD$RTL my_disk$:[my_dir]PTHREAD$RTL.EXE
$ DEFINE/USER PTHREAD$DBGSHR my_disk$:[my_dir]PTHREAD$DBGSHR.EXE
$ ANALYZE/PROCESS_DUMP mycrash.dmp

デバッガでプロセス・ダンプを分析できない場合には， System Dump Analyzer
(SDA)ユーティリティを使用してください。詳細は，オンライン・へルプの
ANALYZE /CRASHコマンドを参照してください。次に例を示します。

$ ANALYZE/CRASH mycrash.dmp

OpenVMS (TM) Alpha system dump analyzer
...analyzing a compressed process dump...

Dump taken on 19-OCT-1999 12:03:40.95
SDA> ..
.
.

修飾子

/FULL

Alphaシステム上で，デバッガ・コマンド SHOW IMAGE， SHOW THREAD
/ALL，および SHOW CALLによって表示される情報を表示します。

/IMAGE_PATH[=ディレクトリ指定]ダンプ・ファイル
/NOIMAGE_PATH

Alphaシステム上で，デバッガがデバッガ・シンボル・テーブル (DST)ファイルを探
すために使用する検索パスを指定します。以前のデバッガと同様に，デバッガは保存
済みのプロセス・イメージ・リストからイメージ・リストを構築します。イメージを
設定すると (メイン・イメージが自動的に設定されます)，デバッガはそのイメージを
オープンしてDSTファイルを探そうと試みます。

/IMAGE_PATH=ディレクトリ指定修飾子を指定すると，デバッガは指定されたディ
レクトリの中でDSTファイルを探します。デバッガはまずディレクトリ指定をディ
レクトリ検索リストの論理名として変換しようと試みます。これに失敗すると，デバ
ッガはディレクトリ指定をディレクトリ指定として解釈し，そのディレクトリの中で
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対応する.DSFまたは.EXEファイルを探します。.DSFファイルの方が.EXEファイ
ルよりも優先されます。.DSFまたは.EXEファイルの名前はイメージと一致していな
ければなりません。

/IMAGE_PATH=ディレクトリ指定修飾子を指定しなかった場合，デバッガはま
ずダンプ・ファイルを含んでいるディレクトリの中でDSTファイルを探します。
これに失敗すると，デバッガはディレクトリ SYS$SHAREを，次にディレクトリ
SYS$MESSAGEを探します。デバッガがイメージのDSTファイルを見つけられな
かった場合，デバッガが利用できるシンボリック情報はグローバルおよびユニバーサ
ル・シンボル名に限定されます。

バージョン 7.3とそれ以降のデバッガは，ダンプ・ファイルのイメージ指定とDSTフ
ァイルのリンクの日付と時刻が一致しているかどうかをチェックし，一致していなけ
れば警告を発します。

ダンプ・ファイル・パラメータは，分析するプロセス・ダンプ・ファイルの名前で
す。プロセス・ダンプ・ファイルのファイル・タイプは.DMPでなければならず，
DSTファイル・タイプは.DSFまたは.EXEでなければならないことに注意してくだ
さい。

制限事項

論理名を使用してイメージの検索をリダイレクトしたり，/IMAGE_PATH修
飾子を同時に使用することはできません。/IMAGE_PATH修飾子を使用す
る場合は，元の場所にないすべてのイメージが，このパスで検索できると
ころに置かれている必要があります。個別のイメージ論理名 ("DEFINE SH
SYS$LOGIN:SH.EXE"の中の "SH"など)は処理されません。

また，コンマで区切られたディレクトリ・リストは処理されないので，
/IMAGE_PATH修飾子にディレクトリ検索パスを直接入力することはできま
せん。ただし，ディレクトリ検索パスに変換される論理名を指定することは
できます。

例

1. $ ANALYZE/PROCESS/FULL WECRASH.DMP

OpenVMS Alpha Debug64 Version X7.3-010
%SYSTEM-F-IMGDMP, dynamic image dump signal at PC=001D0F8CB280099C, PS=001D0028
break on unhandled exception preceding WECRASH\th_run\%LINE 26412 in THREAD 8
%DEBUG-W-UNAOPNSRC, unable to open source file DSKD$:[IMGDMP]WECRASH.C;11
-RMS-F-DEV, error in device name or inappropriate device type for operation
26412: Source line not available
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image name set base address end address
CMA$TIS_SHR no 000000007B8CA000 000000007B8D7FFF

CODE0 FFFFFFFF80500000 FFFFFFFF805033FF
DATA1 000000007B8CA000 000000007B8CB3FF
DATA2 000000007B8CC000 000000007B8D13FF
DATA3 000000007B8D2000 000000007B8D21FF
DATA4 000000007B8D4000 000000007B8D41FF
DATA5 000000007B8D6000 000000007B8D63FF

DECC$SHR no 000000007BE7A000 000000007BF0DFFF
CODE0 FFFFFFFF8055C000 FFFFFFFF806C9DFF
DATA1 000000007BE7A000 000000007BEACFFF
DATA2 000000007BEBA000 000000007BEC2DFF
DATA3 000000007BECA000 000000007BED77FF
DATA4 000000007BEDA000 000000007BEDA9FF
DATA5 000000007BEEA000 000000007BEEA1FF
DATA6 000000007BEFA000 000000007BEFE7FF
DATA7 000000007BF0A000 000000007BF0D1FF

DPML$SHR no 000000007BB92000 000000007BBD1FFF
CODE0 FFFFFFFF80504000 FFFFFFFF8055B5FF
DATA1 000000007BB92000 000000007BBAC1FF
DATA2 000000007BBAE000 000000007BBBDBFF
DATA3 000000007BBBE000 000000007BBBE1FF
DATA4 000000007BBC0000 000000007BBCC9FF
DATA5 000000007BBCE000 000000007BBCE3FF
DATA6 000000007BBD0000 000000007BBD07FF

LIBOTS no 000000007B5AA000 000000007B5B1FFF
DATA1 000000007B5AA000 000000007B5AC5FF
DATA2 000000007B5AE000 000000007B5AFBFF
DATA3 000000007B5B0000 000000007B5B01FF

LIBRTL no 000000007B558000 000000007B5A9FFF
CODE0 FFFFFFFF8041C000 FFFFFFFF804BD7FF
DATA1 000000007B558000 000000007B5669FF
DATA2 000000007B568000 000000007B5697FF
DATA3 000000007B578000 000000007B5845FF
DATA4 000000007B588000 000000007B5881FF
DATA5 000000007B598000 000000007B59A5FF
DATA6 000000007B5A8000 000000007B5A99FF

PTHREAD$RTL no 000000007BBD2000 000000007BC27FFF
DATA0 000000007BBD2000 000000007BBDA1FF
DATA1 000000007BBDC000 000000007BBDF3FF
DATA2 000000007BBE0000 000000007BBE2FFF
DATA3 000000007BBE4000 000000007BC1E1FF
DATA4 000000007BC20000 000000007BC20BFF
DATA5 000000007BC22000 000000007BC247FF
DATA6 000000007BC26000 000000007BC275FF

*WECRASH yes 0000000000010000 00000000000403FF

total images: 7
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Thread Name State Substate Policy Pri
------ ------------------------- --------------- ----------- ------------ ---

1 default thread blocked join 2 SCHED_OTHER 11
2 thread 0: counting ready VP 0 SCHED_OTHER 11
3 thread 1: dumping ready VP 0 SCHED_OTHER 11
4 thread 2 blocked delay SCHED_OTHER 11
5 thread 3 blocked delay SCHED_OTHER 11
6 thread 4 blocked delay SCHED_OTHER 11
7 thread 5: counting ready VP 0 SCHED_OTHER 11
8 thread 6: dumping running SCHED_OTHER 11
9 thread 7 blocked delay SCHED_OTHER 11
10 thread 8 blocked delay SCHED_OTHER 11
11 thread 9 blocked delay SCHED_OTHER 11

module name routine name line rel PC abs PC
*WECRASH th_run 26411 0000000000000244 0000000000030244
SHARE$PTHREAD$RTL_DATA0 000000000001F15C 000000007BC0315C
SHARE$PTHREAD$RTL_DATA0 000000000000F494 000000007BBF3494

0000000000000000 0000000000000000
----- the above looks like a null frame in the same scope as the frame below
SHARE$PTHREAD$RTL_DATA0 ? ?

DBG>
DBG> set source/latest sys$disk:[]
DBG> examine/source .pc-4
module WECRASH
26411: lib$signal(SS$_IMGDMP);
DBG>

この例は， Alphaシステムで /FULL修飾子の使用による，マルチスレッド・プ
ロセス・ダンプ上の ANALYZE/PROCESSコマンドの出力を示しています。
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ANALYZE/RMS_FILE

Analyze/RMS_Fileユーティリティを起動します。このユーティリティを使用する
と，OpenVMS RMSファイルの内部構造を検査し分析することができます。/RMS_
FILE修飾子は必須です。

Analyze/RMS_Fileユーティリティについての詳細は，『OpenVMS Record
Management Utilities Reference Manual』あるいはオンライン・ヘルプを参照
してください。

フォーマット

ANALYZE/RMS_FILE ファイル指定[,...]
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ANALYZE/SSLOG (Alpha/Integrityのみ)

SSLOG.DATファイルを分析します。このファイルにはシステム・サービスのログ・
データが格納されています。/SSLOG修飾子は必須です。

詳細は，オンライン・ヘルプの ANALYZE/SSLOG，または『HP OpenVMS System
Analysis Tools Manual』のシステム・サービス・ログに関する章を参照してくださ
い。

フォーマット

ANALYZE/SSLOG [修飾子] [ファイル指定]
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ANALYZE/SYSTEM

システム・ダンプ・アナライザ・ユーティリティを起動します。このユーティリティ
は，実行中のシステムを分析します。/SYSTEM修飾子は必須です。

Alphaシステムおよび Integrityシステムにおけるシステム・ダンプ・アナライ
ザ・ユーティリティについての詳細は，『HP OpenVMS System Analysis Tools
Manual』またはオンライン・ヘルプを参照してください。

フォーマット

ANALYZE/SYSTEM
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APPEND

指定された出力ファイルに， 1つまたは複数の指定された入力ファイルの内容を追加
します。

フォーマット

APPEND 入力ファイル[,...] 出力ファイル

パラメータ

入力ファイル[,...]

追加する 1つ，または複数の入力ファイルの名前を指定します。入力ファイルは，す
べて指定された順に，出力ファイルの最後に追加されます。複数の入力ファイルを指
定する場合には，コンマ( , )またはプラス記号( + )で区切ります (コンマとプラス記号
は，同じ意味に解釈されます)。

入力ファイルには，ワイルドカード文字 (*と%)を使用することができます。

出力ファイル
入力ファイルが追加されるファイルの名前を指定します。

少なくとも 1つの出力ファイルを指定しなければなりません。装置やディレクトリ
を指定しなかった場合には， APPENDコマンドは，現在の省略時の装置およびディ
レクトリを使用します。省略したファイル指定要素に対しては， APPENDコマンド
は，入力ファイルの対応する要素を使用します。

出力ファイルの指定時にアスタリスク・ワイルドカード文字( * )を使用すると，
APPENDコマンドは，指定した入力ファイルの対応する要素を使用します。複数の
入力ファイルを追加している場合には，最初の入力ファイルの対応する要素を使用し
ます。

説明

APPENDコマンドの構文と機能は， COPYコマンドの構文と機能に似ています。通
常， APPENDコマンドは， 1つまたは複数のファイルの内容を既存のファイルの最
後に追加します。この時，バージョン番号は増えません。/NEW_VERSION修飾子を
指定すると，その名前を持つファイルが存在しない場合は，新しい出力ファイルが作
成されます。
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DECwindows複合ドキュメントに APPENDコマンドを使用する場合には，特に注意
してください。詳細は『Guide to OpenVMS File Applications』を参照してくださ
い。

修飾子

/ALLOCATION=ブロック数
出力ファイルの初期占有サイズを， 1ブロック 512バイトのブロック数で設定しま
す。/ALLOCATION修飾子が指定されていない場合や，/ALLOCATION修飾子にブ
ロック数を指定しない場合には，出力ファイルの初期占有サイズは，入力ファイルの
サイズによって決定されます。

占有サイズは，/NEW_VERSION修飾子が指定され，新しいファイルが実際に作成さ
れる場合にだけ適用されます。

/BACKUP

/BEFOREまたは/SINCE修飾子を適用する時刻属性を指定します。この修飾子を指
定すると，最新のバックアップの日時をもとにファイルを選択します。この修飾子は
他の時刻属性を指定する修飾子，/CREATED，/EXPIRED，および/MODIFIED修飾
子とは同時に指定できません。これら 4つの修飾子のいずれも指定しない場合には，
省略時の設定として/CREATED修飾子が使用されます。

/BEFORE[=時刻]

指定された時刻以前の時刻属性を持つファイルを選択します。絶対時刻，または絶対
時刻とデルタ時間の組み合わせを指定します。また， BOOT， LOGIN， TODAY (省
略時の設定)， TOMORROW，および YESTERDAYというキーワードも指定できま
す。適用する時刻属性は，/BACKUP，/CREATED (省略時の設定)，/EXPIRED，ま
たは/MODIFIED修飾子のいずれかで指定します。

時刻指定の詳細は，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』，またはオンライン・ヘ
ルプのトピックDateを参照してください。

/BLOCK_SIZE=n

COPYが使用する省略時のブロック・サイズ (124)を指定変更します。 1～ 127の範
囲の値を指定することができます。

/BY_OWNER[=利用者識別コード]

ファイル所有者の利用者識別コード (UIC)が，指定された所有者UICと一致する場
合にだけ，そのファイルを選択します。/BY_OWNER修飾子だけを指定し，UICを
省略した場合には，現在のプロセスのUICが使用されます。

UICを指定する場合には，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』に説明されている
標準的なUIC形式を使用します。
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/CONFIRM
/NOCONFIRM (省略時の設定)

ファイルに対する各 APPEND操作の実行を確認するために，操作の前に確認を要求
します。システムがプロンプトを表示したら，次のいずれかの応答を入力します。

YES NO QUIT

TRUE FALSE Ctrl/Z

1 0 ALL

Return

応答には，大文字と小文字を任意に組み合わせて使用することができます。単語に
よる応答は， 1文字以上 (たとえば， TRUEの場合は T， TR，または TRU)に短
縮することができます。肯定応答は， YES， TRUE， 1です。否定応答は，NO，
FALSE， 0， Returnです。QUITと Ctrl/Zは，その時点でコマンドの処理を停止す
る時に使用します。 ALLを応答すると，コマンドは処理を継続しますが，プロンプ
トは表示されなくなります。上記に示されていない応答を入力すると，DCLはエラ
ー・メッセージを出力し，同じプロンプトがもう一度表示されます。

/CONTIGUOUS
/NOCONTIGUOUS

出力ファイルが物理的に連続したディスク・ブロックを使用するかどうかを指定しま
す。何も指定されていない場合には， APPENDコマンドは，対応する入力ファイル
と同じ属性で出力ファイルを作成し，十分な連続領域が無くてもエラー・メッセージ
は表示しません。この修飾子は，/NEW_VERSION修飾子とともに使用します。

入力ファイルが連続している場合には，連続した領域に出力ファイルを作成しようと
しますが，連続した出力ファイルを作成するための十分な領域がない場合でもエラー
は報告しません。属性の異なる複数の入力ファイルを追加する場合には，出力ファイ
ルは，連続したファイルになることも非連続のファイルになることもあります。確実
に連続した領域に出力ファイルを作成したい場合は，/CONTIGUOUS修飾子を使用
する必要があります。

/CREATED (省略時の設定)

/BEFOREまたは/SINCE修飾子を適用する時刻属性を指定します。この修飾子を指
定すると，作成日時をもとにファイルを選択します。この修飾子は他の時刻属性を指
定する修飾子，/BACKUP，/EXPIRED，および/MODIFIED修飾子とは同時に指定
できません。これら 4つの修飾子のいずれも指定しない場合には，省略時の設定とし
て/CREATED修飾子が使用されます。

/EXCLUDE=(ファイル指定[,...])

指定されているファイル (1つまたは複数)と一致するファイルを， APPEND操作か
ら除外することを指定します。ファイル指定にはディレクトリを含むことはできます
が，装置を含むことはできません。ファイル指定の中で，ワイルドカード文字 (*と%)
を使用することができますが，相対バージョン番号を指定して特定のバージョンを除
外することはできません。 1つのファイルだけを指定する場合には，括弧を省略でき
ます。
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/EXPIRED

/BEFOREまたは/SINCE修飾子を適用する時刻属性を指定します。この修飾子
を指定すると，満了日時をもとにファイルを選択します (満了日は， SET FILE
/EXPIRATION_DATEコマンドで設定します)。この修飾子は他の時刻属性を指定す
る修飾子，/BACKUP，/CREATED，および/MODIFIED修飾子とは同時に指定で
きません。これら 4つの修飾子のいずれも指定しない場合には，省略時の設定とし
て/CREATED修飾子が使用されます。

/EXTENSION=ブロック数
ファイルを拡張するたびに，出力ファイルに追加されるブロック数を指定します。
/EXTENSION修飾子を指定すると，/NEW_VERSION修飾子も指定されていると解
釈されるため，/NEW_VERSION修飾子を指定する必要はありません。この修飾子
は，/NEW_VERSION修飾子と同時に指定します。

拡張サイズは，新しいファイルが実際に作成される場合にだけ使用されます。

/LOG
/NOLOG (省略時の設定)

APPENDコマンドが，追加される各ファイルのファイル指定を表示するかどうかを
制御します。/LOG修飾子を使用した場合には， APPENDコマンドは，各追加操作
を実行した後で，追加されたブロック数またはレコード数と，入力ファイルと出力フ
ァイルのファイル名を表示します。

/MODIFIED

/BEFOREまたは/SINCE修飾子を適用する時刻属性を指定します。この修飾子を指
定すると，最新の変更日時をもとにファイルを選択します。この修飾子は他の時刻属
性を指定する修飾子，/BACKUP，/CREATED，および/EXPIRED修飾子とは同時に
指定できません。これら 4つの修飾子のいずれも指定しない場合には，省略時の設定
として/CREATED修飾子が使用されます。

/NEW_VERSION
/NONEW_VERSION (省略時の設定)

指定した出力ファイルが存在しない場合に， APPENDコマンドが，新しい出力ファ
イルを作成するかどうかを制御します。省略時の設定では，指定した出力ファイルは
既存のファイルでなければなりません。指定した出力ファイルが存在しない場合に
は，新しい出力ファイルを作成するために/NEW_VERSION修飾子を使用します。出
力ファイルが存在する場合には，/NEW_VERSION修飾子は無視され，入力ファイル
はその出力ファイルに追加されます。

/PROTECTION=(所有区分[:アクセス][,...])

出力ファイルに対して適用される保護を定義します。

• 所有区分は，システム (S)，所有者 (O)，グループ (G)またはワールド (W)から指
定します。

• アクセス・コードは，読み込み (R)，書込み (W)，実行 (E)または削除 (D)から指
定します。
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出力ファイルが存在する場合には，省略時の保護属性 (指定されていない保護属性を
含む)は，そのファイルの現在の保護設定から適用され，新しい出力ファイルが作成
される場合には，現在の省略時の保護設定が使用されます。この修飾子は，/NEW_
VERSION修飾子と同時に指定します。

保護コード指定についての詳細は，『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイド』
を参照してください。

/READ_CHECK
/NOREAD_CHECK (省略時の設定)

すべてのレコードが正しく読み込まれたかどうか確認するために，入力ファイルの各
レコードを 2回ずつ読み込むことを， APPENDコマンドに指定します。

/SINCE[=時刻]

指定された時刻以降の時刻属性を持つファイルを選択します。絶対時刻，または絶
対時刻とデルタ時間の組み合わせを指定します。また， BOOT， JOB_LOGIN，
LOGIN， TODAY (省略時の設定)， TOMORROW，および YESTERDAYというキ
ーワードも指定できます。適用する時刻属性は，/BACKUP，/CREATED (省略時の
設定)，/EXPIRED，または/MODIFIED修飾子のいずれかで指定します。

時刻指定の詳細は，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』，またはオンライン・ヘ
ルプのトピックDateを参照してください。

/WRITE_CHECK
/NOWRITE_CHECK (省略時の設定)

各レコードが正しく追加され，出力ファイルからそのレコードが正しく読み込めるこ
とを確認するために，レコードが書き出された後，そのレコードを読み込むことを
APPENDコマンドに指定します。

例

1. $ APPEND TEST3.DAT TESTALL.DAT

この APPENDコマンドは，省略時のディスクおよびディレクトリにある
TEST3.DATというファイルの内容を，同様に省略時のディスクおよびディレク
トリにある TESTALL.DATというファイルに追加します。

2. $ APPEND/NEW_VERSION/LOG *.TXT MEM.SUM
%APPEND-I-CREATED, USE$:[MAL]MEM.SUM;1 created
%APPEND-S-COPIED, USE$:[MAL]A.TXT;2 copied to USE$:[MAL]MEM.SUM;1 (1 block)
%APPEND-S-APPENDED, USE$:[MAL]B.TXT;3 appended to USE$:[MAL]MEM.SUM;1 (3 records)
%APPEND-S-APPENDED, USE$:[MAL]G.TXT;7 appended to USE$:[MAL]MEM.SUM;1 (51 records)

APPENDコマンドは，.TXTファイル・タイプのすべてのファイルを，
MEM.SUMという名前のファイルに追加します。/LOG修飾子は，追加され
た各入力ファイルの指定の表示を要求します。MEM.SUMファイルが存在しない
場合は， APPENDコマンドは出力されるとおりに作成します。出力に示されるブ
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ロックまたはレコード数は，ターゲット・ファイルの合計ではなく，ソース・フ
ァイルを参照します。

3. $ APPEND/LOG A.DAT, B.MEM C.*
%APPEND-S-APPENDED, USE$:[MAL]A.DAT;4 appended to USE$:[MAL]C.DAT;4 (2 records)
%APPEND-S-APPENDED, USE$:[MAL]B.MEM;5 appended to USE$:[MAL]C.DAT;4 (29 records)

APPENDコマンドは，ファイル A.DATおよび B.MEMを，すでに存在している
C.DATファイルに追加します。

4. $ APPEND/LOG A.* B.*
%APPEND-S-APPENDED, USE$:[MAL]A.DAT;5 appended to USE$:[MAL]B.DAT;1 (5 records)
%APPEND-S-APPENDED, USE$:[MAL]A.DOC;2 appended to USE$:[MAL]B.DAT;1 (1 record)

入力ファイル指定と出力ファイル指定は，ともにファイル・タイプ・フィールド
にワイルドカードが使用されています。 APPENDコマンドは，ファイル名 Aの
各ファイルを，ファイル名として既存のファイルに追加します。最初の入力ファ
イルのファイル・タイプによって，出力ファイル・タイプが決まります。

5. $ APPEND BOSTON"BILL_BESTON YANKEE"::DEMO1.DAT, DEMO2.DAT
$ _To: DALLAS::DISK1:[MODEL.TEST]TEST.DAT

この APPENDコマンドは，リモート・ノード BOSTON上のファイル
DEMO1.DATとDEMO2.DATを，リモート・ノードDALLAS上のファイル
TEST.DATに追加します。
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ASSIGN

論理名を作成し，指定された論理名に 1つまたは複数の等価文字列を割り当てます。
既に定義されている論理名を指定した場合には，古い等価名は新しい等価名で置き換
えられます。

フォーマット

ASSIGN 等価名[,...] 論理名[:]

パラメータ

等価名[,...]

1文字から 255文字までの文字列を指定します。等価名は通常，ファイル名や装置
名，他の論理名であり，特定の論理名テーブル内の論理名に割り当てられます。文字
列に大文字の英数字，ドル記号 ($)，またはアンダースコア文字 (_)以外の文字が含ま
れている場合には，文字列を二重引用符 (" ")で囲む必要があります。等価文字列に二
重引用符が含まれている場合には， 2つの連続した二重引用符 ("")を指定します。 1
つの論理名に複数の等価名を指定すると，サーチ・リストが生成されます。 1つの論
理名は，最大 128個までの等価名を持つことができます。

ファイル指定として使用される等価名を指定する場合には，等価名がファイル指定と
してそのまま使用されるときに必要となる句読点（コロン (:)，かぎ括弧 ([ ])，ピリオ
ド (.)）を含む必要があります。したがって，装置名を等価名として指定する場合に
は，装置名の最後にコロンを指定しなければなりません。

ASSIGNコマンドを使用すると，同じ論理名を複数の等価名に与えることができま
す。 1つの論理名に対して複数の等価名を指定する場合には，サーチ・リストが生
成されます。サーチ・リストについての詳細は，『OpenVMSユーザーズ・マニュア
ル』を参照してください。

論理名[:]

論理名文字列を指定します。論理名文字列には， 1文字から 255文字までを含むこと
ができます。指定した論理名テーブル内の等価名を表すのに論理名を選択することが
できます。

論理名に大文字の英数字，ドル記号，アンダースコア以外の文字が含まれている場合
には，論理名を二重引用符で囲まなければなりません。論理名に二重引用符が含まれ
る場合には，論理名全体を二重引用符で囲み，二重引用符が必要な位置に連続した 2
つの二重引用符を指定します。論理名の最後にコロンを指定した場合，その名前を論
理名テーブルに登録する前に，システムがコロンを削除します。 (この点はDEFINE
コマンドと異なります。DEFINEコマンドでは，コロンはそのまま保存されます。)
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プロセス・ディレクトリ論理名テーブル (LNM$PROCESS_DIRECTORY)またはシ
ステム・ディレクトリ論理名テーブル (LNM$SYSTEM_DIRECTORY)に登録される
論理名は， 1文字から 31文字の長さでなければなりません。この長さには，ドル記
号やアンダースコア文字も含みます。プロセス・ディレクトリまたはシステム・ディ
レクトリに登録する論理名が，論理名テーブル名に変換される場合には，名前の中の
英文字はすべて大文字である必要があります。省略時の設定では，論理名はプロセス
論理名テーブルに登録されます。

論理名に英数字，ドル記号およびアンダースコア文字以外の文字を含める場合には，
名前を二重引用符で囲みます。論理名に二重引用符を含める場合には，名前を二重引
用符で囲み，二重引用符の必要な部分に 2つの連続した二重引用符を置きます。論理
名を二重引用符で囲むと，英字の大文字と小文字の区別は保持されます。

説明

ASSIGNコマンドは， 1つまたは複数の等価名を表わす論理名を定義して，論理名テ
ーブルにエントリを作成します。等価名は，装置名，他の論理名，ファイル指定，ま
たはその他の任意の文字列です。

論理名を格納したい論理名テーブルを指定するには，/PROCESS，/JOB，
/GROUP，/SYSTEM，または/TABLE修飾子を使用します。複数の修飾子を指
定した場合は，最後に指定した修飾子だけが有効です。テーブルを指定しない場合
は，省略時の設定により/TABLE=LNM$PROCESS (または/PROCESS)に格納され
ます。

作成する論理名のアクセス・モードを指定するには，/USER_MODE，
/SUPERVISOR_MODE，または/EXECUTIVE_MODE修飾子を使用します。複
数の修飾子を指定した場合は，最後に指定した修飾子だけが有効です。アクセス・モ
ードを指定しない場合は，スーパバイザ・モード名が作成されます。論理名は，その
論理名を格納しているテーブルと同じモードかまたは外側のモードで作成できます
(ユーザ・モードが一番外側のモードで，エグゼクティブ・モードが一番内側のモード
です)。

名前ごとにアクセス・モードが異なっていれば，同じ論理名テーブルに同じ名前を
持つ複数の論理名を格納することができます (ただし，テーブル内の既存の論理名が
NO_ALIAS属性を持つ場合は，このテーブルで同じ名前を使用して外側のモードの
論理名を作成できません)。

既存の論理名と同じテーブルで同じモードの同じ名前を持つ論理名を作成すると，新
しい論理名で既存の論理名が置き換えられます。
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DEFINEコマンドを使用して，論理名を作成することもできます。テーブルから論理
名を削除するには，DEASSIGNコマンドを使用します。

注意

SYS$SYSTEM:内の実行可能イメージのファイル名と同じ論理名は割り当て
ないでください。このような論理名を使用すると，そのイメージを起動でき
なくなります。

論理名の作成と使用の方法については，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』を参
照してください。

修飾子

/CLUSTER_SYSTEM

この修飾子を使用するためには， SYSTEMアカウントでログインするか， SYSNAM

(システム論理名)特権または SYSPRV (システム)特権を持っている必要があります。

LNM$SYSCLUSTERテーブルにクラスタ・ワイド論理名を割り当てます。

/EXECUTIVE_MODE

SYSNAM（システム論理名）特権が必要です。

指定されたテーブルにエグゼクティブ・モードの論理名を作成します。
/EXECUTIVE_MODE修飾子を指定しても SYSNAM特権が与えられていない場
合には， ASSIGNコマンドはその修飾子を無視して，スーパバイザ・モードの論理
名を作成します。論理名のモードは，登録する論理名テーブルのモードと同じか，ま
たはより低いモードでなければなりません。

/GROUP

SYSPRV（システム特権）またはGRPNAM（グループ論理名）特権が必要です。

論理名をグループ論理名テーブルに登録します。UIC (利用者識別コード)のグループ
番号が等しい他のユーザは，その論理名をアクセスすることができます。/GROUP修
飾子は/TABLE=LNM$GROUPの同意語です。

/JOB

論理名をジョブ単位の論理名テーブルに登録します。論理名を作成しているプロセス
と同じジョブの階層構造に含まれるプロセスはすべて，その論理名をアクセスするこ
とができます。/JOB修飾子は/TABLE=LNM$JOBの同意語です。

/LOG (省略時の設定)
/NOLOG

既存の名前を置換する論理名を定義するときに，メッセージが表示されるかどうかを
制御します。
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/NAME_ATTRIBUTES[=(キーワード[,...])]

論理名の属性を指定します。省略時の設定では，属性は何も設定されません。属性と
して，次のキーワードを指定することができます。

CONFINE SPAWNコマンドでサブプロセスを作成した時，論理がサブプロセスにコ
ピーされないことを指定します。このキーワードは，利用者固有のテーブ
ルに論理名を作成する場合にだけ，意味を持ちます。

NO_ALIAS より低い特権の（外側の）アクセス・モードでは，このテーブルに同じ名
前の論理名を作成できないことを指定します。同じ名前を持つ他の論理名
が，このテーブルより低い特権のアクセス・モードで既に存在する場合に
は，その論理名は削除されます。

キーワードを 1つだけしか指定しない場合には，括弧を省略することができます。指
定した属性だけが設定されます。

/PROCESS (省略時の設定)

論理名をプロセス論理名テーブルに登録します。/PROCESS修飾子は
/TABLE=LNM$PROCESSの同意語です。

/SUPERVISOR_MODE (省略時の設定)

スーパバイザ・モードの論理名を，指定されたテーブルに作成します。

/SYSTEM

SYSNAM（システム論理名）または SYSPRV（システム特権）特権が必要です。

論理名をシステム論理名テーブルに登録します。システムのすべてのユ
ーザが，その論理名をアクセスすることができます。/SYSTEM修飾子は
/TABLE=LNM$SYSTEMの同意語です。

/TABLE=テーブル名
共用可能な論理名テーブルの名前を指定する場合には，そのテーブルに対して書き込
み（W）アクセス権が必要です。

論理名が登録される論理名テーブルの名前を指定します。/TABLE修飾子を使用すれ
ば，ユーザが定義した論理名テーブル (CREATE/NAME_TABLEコマンドによって
作成されるテーブル)や，プロセス論理名テーブル，ジョブ論理名テーブル，グルー
プ論理名テーブル，システム論理名テーブルのいずれも指定することができ，あるい
はプロセス論理名ディレクトリ・テーブルまたはシステム論理名ディレクトリ・テー
ブルを指定することもできます。

複数の等価名を持つ論理名を使ってテーブル名を指定すると，その論理名は最初に検
出されたテーブルに登録されます。たとえば， ASSIGN/TABLE=LNM$FILE_
DEVを指定した時， LNM$FILE_DEVは LNM$PROCESSと LNM$JOB，
LNM$GROUP， LNM$SYSTEMに等しいと定義されているので，この場合に
は，論理名が LNM$PROCESSに登録されます。

/TABLE修飾子を明示的に指定しなかった場合には，省略時の設定として，
/TABLE=LNM$PROCESSが使用されます。
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/TRANSLATION_ATTRIBUTES[=(キーワード[,...])]

等価名修飾子

論理名を等価文字列に変換する際の， 1つまたは複数の属性を指定します。変換属性
に対しては，次のキーワードを指定できます。

CONCEALED 等価文字列が隠し装置名であることを指定します。

隠し装置名が定義されると，装置を参照するメッセージの中で，等価文字
列ではなく論理名が表示されます。 CONCEALED属性を指定した場合，
等価文字列は物理装置名でなければなりません。

TERMINAL 等価文字列の反復変換を行わないことを指定します。したがって，論理名
変換は現在の等価文字列で終了します。

キーワードを 1つだけしか指定しない場合には，括弧を省略することができます。指
定した属性だけが設定されます。

同じ論理名に対して複数の異なる等価文字列を指定する場合は，各等価文字列に対し
て異なる変換属性を指定できます。

/USER_MODE

ユーザ・モードの論理名を，指定のテーブルに作成します。

プロセス論理名テーブルに作成されたユーザ・モード論理名は，ただ 1つのイメージ
の実行のためにだけ使用されます。すなわち，ユーザ・モードの論理名は，そのプロ
セス内で実行されるイメージが終了した時に（つまり，イメージを実行するDCLコ
マンドやユーザ・プログラムが実行を終了した後に）論理名テーブルから削除されま
す。また，ユーザ・モードの論理名は，コマンド・プロシージャを起動した時や終了
した時にも自動的に削除されます。

例

1. $ ASSIGN $DISK1:[CREMERS.MEMOS] MEMOSD

この ASSIGNコマンドは，ファイル指定の一部
分$DISK1:[CREMERS.MEMOS]を論理名MEMOSDに割り当てます。

2. $ ASSIGN/USER_MODE $DISK1:[FODDY.MEMOS]WATER.TXT TM1

この ASSIGNコマンドは，論理名 TM1にファイル指定を割り当てています。イ
メージの実行後に，この論理名は自動的に削除されます。

3. $ ASSIGN XXX1:[HEROLD] ED
$ PRINT ED:TEST.DAT
Job 274 entered on queue SYS$PRINT

この ASSIGNコマンドは， EDという論理名を， XXX1というディスクの
［HEROLD］というディレクトリ名に割り当てます。この後， EDという論理名
を参照すると，この論理名が指定されたディスクおよびディレクトリとして使用
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されます。 PRINTコマンドは， XXX1:[HEROLD]TEST.DATというファイルを
印刷するジョブを，システム・プリンタのキューに登録します。

4. $ ASSIGN YYY2: TEMP:
$ SHOW LOGICAL TEMP

"TEMP" = "YYY2:" (LNM$PROCESS_TABLE)
$ DEASSIGN TEMP

この ASSIGNコマンドは， TEMPという論理名を YYY2という装置に割り当
てます。 TEMPは，スーパバイザ・モードで作成され，プロセス論理名テーブ
ルに登録されます。 SHOW LOGICALコマンドは，論理名の割り当てが実行さ
れたかどうかを確認します。この ASSIGNコマンドでは， TEMPという論理名
の最後にコロンが指定されていますが，コマンド・インタプリタは論理名テー
ブルにその論理名を登録する前に，コロンを削除します。したがって，この後
のDEASSIGNコマンドでは， TEMPだけを指定し，コロンは省略することが
できます。 SHOW LOGICALコマンドでは，コロンを省略 (たとえば， SHOW
LOGICAL TEMP)しなければなりません。

5. $ MOUNT TTT1: MASTER TAPE
$ ASSIGN TAPE:NAMES.DAT PAYROLL
$ RUN PAYROLL

.

.

.

この例では，装置 TTT1:にマウントされたボリューム (ラベル名MASTER)に論
理名 TAPEをMOUNTコマンドで割り当てています。 ASSIGNコマンドで，論
理装置 TAPE上のファイルNAMES.DATに論理名 PAYROLLを割り当てていま
す。したがって，プログラムが論理名 PAYROOLで参照するOPEN要求を出す
と，ボリューム・ラベル名MASTERというテープ上のファイルNAMES.DATが
オープンされます。

6. $ CREATE/NAME_TABLE TABLE1
$ ASSIGN/TABLE=LNM$PROCESS_DIRECTORY TABLE1,-
_$ LNM$PROCESS,LNM$JOB,LNM$GROUP,LNM$SYSTEM LNM$FILE_DEV
$ ASSIGN/TABLE=TABLE1 -
_$ /TRANSLATION_ATTRIBUTES=CONCEALED DKA1: WORK_DISK

この例の CREATE/NAME_TABLEコマンドは，プロセス固有の論理名テーブル
TABLE1を作成します。

最初の ASSIGNコマンドは，ファイル指定や装置名の論理名変換の際に TABLE1
が最初に検索されるようにしています（これは， TABLE1が論理名 LNM$FILE_
DEVの等価文字列の最初の項目であり， LNM$FILE_DEVが装置名やファイル
指定を変換する際の論理名テーブル検索の省略時の順序を決めるものだからで
す）。
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2番目の ASSIGNコマンドは，WORK_DISKという論理名を DKA1という物理
装置に割り当て，その論理名を TABLE1に登録します。この論理名は，隠し属性
を持っています。したがって，システム・メッセージには，WORK_DISKという
論理名が表示されます。

7. $ ASSIGN/TABLE=LNM$PROCESS/TABLE=LNM$GROUP DKA0: SYSFILES
$ SHOW LOGICAL SYSFILES
"SYSFILES" = "DKA0:" (LNM$GROUP_000240)

この ASSIGNコマンドには，矛盾する修飾子が含まれています。このような場合
には，最後に指定された修飾子を使用します。したがって， SHOW LOGICALコ
マンドからの応答は，論理名がグループ論理名テーブルに登録されたことを示し
ています。

8. $ ASSIGN/TABLE=LNM$GROUP ’F$TRNLNM("SYS$COMMAND")’ TERMINAL
%DCL-I-SUPERSEDE, previous value of TERMINAL has been superseded

この例の ASSIGNコマンドは，レキシカル関数 F$TRNLNMを用いて論理名
SYS$COMMANDを変換し，その結果を論理名 TERMINALの等価名として使っ
ています。 ASSIGNコマンドからのメッセージは，論理名 TERMINALのエント
リが既にグループ論理名テーブルに存在していたため，以前のものが新しいエン
トリに置き換えられたことを示しています。

このコマンドを LOGIN.COMファイルで使用すれば，各ターミナル・セッション
開始時に論理名 TERMINALが再定義されます。現在のプロセスやそのサブプロ
セスでは，論理名 TERMINALを使用して現在の端末にメッセージを出力できま
す。

9. $ ASSIGN DALLAS::DMA1: DATA

論理名DATAにリモート・ノードDALLAS上の装置DMA1を割り当てていま
す。これ以降の論理名DATAの参照は，リモート・ノード上のディスクに対する
ものとなります。

10. $ CREATE AVERAGE.COM
$ ASSIGN/USER_MODE SYS$COMMAND: SYS$INPUT
$ EDIT/EDT AVERAGE.FOR
$ FORTRAN AVERAGE
$ LINK AVERAGE
$ RUN AVERAGE
87
80
90
9999
$ EXIT

Ctrl/Z

$ @AVERAGE.COM

CREATEコマンドでコマンド・プロシージャ AVERAGE.COMを作成していま
す。
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コマンド・プロシージャ内の ASSIGNコマンドは，/USER_MODE修飾子で一時
的に SYS$INPUTの値を変更しています。 EDTエディタが起動されると，ター
ミナルから入力を受け取ります。このようにして，プログラム AVRAGE.FORを
会話形式で作成または変更できます。

EDTを終了すると，ユーザ・モードの SYS$INPUTは削除され，元の値（コマ
ンド・プロシージャによって与えられた入力ストリーム）に戻ります。したがっ
て，プログラム AVERAGEはコマンド・プロシージャ内から入力を受け取ること
になります。
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ASSIGN/MERGE

1つのキューからすべてのジョブを削除し，そのジョブを他の既存のキューに登録し
ます。実行中のジョブに対しては影響しません。

両方のキューに対する管理 (M)権が必要です。

フォーマット

ASSIGN/MERGE ターゲット・キュー[:] ソース・キュー[:]

パラメータ

ターゲット・キュー[:]

ジョブを登録するキューの名前を指定します。

ソース・キュー[:]

ジョブが削除されるキューの名前を指定します。

説明

ASSIGN/MERGEコマンドは，あるキューから待ち状態のジョブを削除して，別のキ
ューに登録します。このコマンドは，ターゲット・キューおよびソース・キュー内の
実行中のジョブには影響しません。ソース・キューで現在実行中のジョブは，そのキ
ューで実行を終了します。このコマンドは，バッチ・キューにも使用できますが，一
般にプリント・キューに使用します。

ASSIGN/MERGEコマンドは，特にライン・プリンタの動作が不調な場合に便利
です。 ASSIGN/MERGEコマンドを入力すると，既存のジョブを別の印刷装置に
変更できます。ジョブの損失または中断なしにマージ操作を実行するには， STOP
/QUEUE/NEXTコマンドでソース・キューを停止させます。次に， STOP/QUEUE
/REQUEUEコマンドを入力して，ソース・キューに入っている現在のジョブをター
ゲット・キューに移動します (STOP/QUEUE/REQUEUEコマンドでジョブを移動で
きなかった場合は， STOP/QUEUE/RESETコマンドを使用してキューの制御を回復
してください)。 STOPコマンドを入力してから， ASSIGN/MERGEコマンドを入力
してください。
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例

1. $ STOP/QUEUE/NEXT LPB0
$ STOP/QUEUE/REQUEUE=LPA0 LPB0
$ ASSIGN/MERGE LPA0 LPB0

この例では， STOP/QUEUE/NEXTコマンドは，キュー LPB0上で別のジョブが
実行されるのを防ぎます。 STOP/QUEUE/REQUEUEコマンドは， LPB0上で
実行中のジョブをキュー LPA0に登録し直します。 ASSIGN/MERGEコマンド
は， LPB0プリンタ・キューから残りのジョブを削除し，それらを LPA0プリン
タ・キューに登録します。
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ASSIGN/QUEUE

論理キューを単一の実行キューに割り当てます (リダイレクトしま
す)。ASSIGN/QUEUEコマンドは，プリンタ・キューまたはターミナル・キュー
に対してだけ使用できます。

両方のキューに対する管理 (M)権が必要です。

フォーマット

ASSIGN/QUEUE キュー名[:] 論理キュー名[:]

パラメータ

キュー名[:]

実行キューの名前を指定します。論理キュー，総称キュー，バッチ・キューの指定は
できません。

論理キュー名[:]

論理キューの名前を指定します。

説明

ASSIGN/QUEUEコマンドは，論理キューと実行キューの間に， 1対 1対応を設定し
ます。論理キューに登録されたジョブは，印刷するために，常に指定された実行キュ
ーに登録されます。

ASSIGN/QUEUEコマンドを入力すると，論理キューは実行できません。

論理キューを初期化したら， ASSIGN/QUEUEコマンドを使用して論理キューを既
存の実行キューと対応付けてください。論理キューを設定するには，次の手順に従っ
てください。

1. INITIALIZE/QUEUEコマンドで，論理キューを初期化します (/START修飾子は
使用しないでください)。

2. 既存の実行キューに論理キュー名を割り当てます。

3. START/QUEUEコマンドで，論理キューを開始します。

論理キューに対して START/QUEUEコマンドを入力すると，ジョブを処理するため
に論理キューに送ることができます。
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例

1. $ INITIALIZE/QUEUE/DEFAULT=FLAG=ONE/START LPA0
$ INITIALIZE/QUEUE TEST_QUEUE
$ ASSIGN/QUEUE LPA0 TEST_QUEUE
$ START/QUEUE TEST_QUEUE

この例では，まず， LPA0というプリンタ・キューが初期化され開始されます。
LPA0キューは，各ジョブに先立ってフラグ・ページが印刷されるように設定され
ます。 2番目の INITIALIZE/QUEUEコマンドは， TEST_QUEUEという論理
キューを作成します。 ASSIGN/QUEUEコマンドは，プリンタ・キュー LPA0に
論理キュー TEST_QUEUEを割り当てます。 START/QUEUEコマンドは，その
論理キューを開始します。

2. $ INITIALIZE/QUEUE/START LPB0

この例では， ASSIGN/QUEUEコマンドは必要ありません。初期化されている
のは，論理キューではなく，プリンタ・キューであるためです。 LPB0はライ
ン・プリンタの名前です。 INITIALIZE/QUEUE/STARTコマンドを入力したあ
とは， LPB0に印刷ジョブをキュー登録することができます。
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ATTACH

現在処理中のプロセスから，指定したプロセスへ制御を移します (元のプロセスは，
この後ハイバネートします)。

使用している端末にメールボックスが対応づけられている場合は， ATTACHおよび
SPAWNコマンドは使用できません。

フォーマット

ATTACH [プロセス名]

パラメータ

プロセス名
制御を移す親プロセス，またはサブプロセスの名前を指定します。ここで指定する
プロセスは既に存在し，現在処理中のジョブの一部で，現在処理中のプロセスと同
じ入力ストリームを共有していなければなりません。ただし現在のプロセス，また
は/NOWAIT修飾子を使用して作成したサブプロセスは指定できません。

プロセス名は， 1から 15文字の英数字で指定します。指定したプロセスに接続でき
ない場合は，エラー・メッセージが表示されます。

プロセス名パラメータは，/IDENTIFICATION修飾子と同時に指定できません。

説明

ATTACHコマンドを使用すると，入力ストリームを別のプロセスに接続できます。
また， 1つのサブプロセスから別のサブプロセス，または親プロセスに制御を移すこ
とができます。

ATTACHコマンドを入力すると，親プロセス，または‘‘アタッチ元’’プロセスはハイ
バネート状態になり，入力ストリームは指定した‘‘アタッチ先’’プロセスに接続されま
す。 ATTACHコマンドを使用すると，同一ジョブ内のサブプロセス (SPAWN/WAIT
または別の ATTACHコマンドによりハイバネート状態になっている)に，制御を移す
ことができます。現在処理中のプロセス，現在処理中のジョブの一部ではないプロセ
ス，存在しないプロセスに制御を移すことはできません。これらのプロセスに制御を
移そうとすると，エラー・メッセージが表示されます。
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また SPAWN/WAITコマンドと ATTACHコマンドを使用すると，作成したサブプロ
セスを終了しなくても親プロセスに制御を戻すことができます。詳細は， SPAWNコ
マンドの説明を参照してください。

修飾子

/IDENTIFICATION=pid

端末制御を移すプロセスのプロセス ID(PID)を指定します。先行の 0は省略できま
す。/IDENTIFICATION修飾子は，プロセス名と同時に指定できません。

/IDENTIFICATION修飾子を省略した場合は，プロセス名を指定しなければなりま
せん。

例

1. $ ATTACH JONES_2

この例で ATTACHコマンドは，端末制御をサブプロセス JONES_2に移していま
す。

2. $ ATTACH/IDENTIFICATION=30019

この例で ATTACHコマンドは，現在処理中のプロセスから， PIDが 30019であ
るプロセスに制御を移します。 /IDENTIFICATION修飾子が指定されているの
で， プロセス名は省略されています。
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BACKUP

Backupユーティリティ (BACKUP)を起動し，次のいずれかのバックアップ操作を行
います。

• ディスク・ファイルのコピーを作成する。

• ディスクまたは磁気テープ上に， BACKUPにより作成されたファイル中のデー
タとしてディスク・ファイルを保存 (セーブ)する (BACKUPにより作成されたフ
ァイルをセーブ・セットと呼ぶ)。

• BACKUPセーブ・セットからディスク・ファイルを回復 (リストア)する。

• BACKUPセーブ・セットに保存されているディスク・ファイルまたはファイル
を，他のディスク・フィルと比較する。

• BACKUPセーブ・セットに保存されているファイルに関する情報を出力装置また
はファイルに表示する。

BACKUPを使用してシステム・ディスクをバックアップすることはできません。シ
ステム・ディスクはブートストラップを使用しなければなりません。

BACKUPおよびシステム・ディスクのバックアップについての詳細は，
『OpenVMSシステム管理者マニュアル』および『OpenVMSシステム管理ユー
ティリティ・リファレンス・マニュアル』あるいはオンライン・ヘルプを参照してく
ださい。

フォーマット

BACKUP 入力指定 出力指定
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CALL

コマンド・プロシージャ内でラベルを付けられたサブルーチンへ制御を移します。

フォーマット

CALL ラベル [パラメータ [...]]

パラメータ

ラベル
コマンド行の最初に現われる， 1～ 255桁の英数字からなるラベル名です。ラベルに
ブランクを含めることはできません。 CALLコマンドが実行されるとき，指定された
ラベルに後続するコマンドへ制御が移ります。

ラベルは，現在のコマンド・プロシージャの CALL文の前に，あるいは後に置くこ
とができます。コマンド・プロシージャ内のラベルは，コロン (:)で終了してくださ
い。サブルーチンのラベルは一意でなければなりません。

より内側のプロシージャ・レベルのラベルは，外側のプロシージャレベルからはアク
セスできません。次の例を参照してください。

$CALL B
$A: SUBROUTINE
$ B: SUBROUTINE
$ ENDSUBROUTINE
$ENDSUBROUTINE

この例では，サブルーチン A内のラベル Bは，サブルーチン Aより外側ではアクセ
スできません。

パラメータ [...]

コマンド・プロシージャに渡す 1つから 8つのパラメータを指定します。空パラメー
タは連続する 2つの引用符（" "）を用いて指定します。これらのパラメータは，文字
列値を入力した順に， P1， P2，..., P8と 8つまでのシンボルに割り当てられます。
シンボルは，指定されたコマンド・プロシージャの内部だけで有効です。各パラメー
タは， 1つまたは複数のスペースで区切ります。

DCL_CTLFLAGSのビット 3を 1に設定すると， 1から 16のオプション・パラメー
タをコマンド・プロシージャに渡すことができます。空パラメータを指定するには，
連続する 2つの引用符( "" )を使用します。パラメータにより，シンボル (P1, P2, ...
P16)に文字列値が入力した順に割り当てられます。このシンボルは，指定されたコマ
ンド・プロシージャの内部でのみ有効です。各パラメータは， 1つまたは複数の空白
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で区切ります。DCL_CTLFLAGSのビット 3をクリアすると，省略時のパラメータ
(すなわち P1, P2, ... P8)が設定されます。

パラメータは，英数字または特殊文字を含む文字列値として指定することができます
が，次の制約があります。

• コマンド・インタプリタは英字を大文字に変換し，各パラメータを区切るために
スペースを使用します。したがって，スペースや小文字を含むパラメータを渡す
ためには，パラメータを引用符( ‘‘ ’’ )で囲む必要があります

• 最初のパラメータがスラッシュ文字( / )から始まる場合には，パラメータを二重引
用符で囲まなければなりません。

• リテラルとしての引用符，およびスペースを含むパラメータを渡すには，文字列
全体を二重引用符で囲み，文字列の中に連続する 2つの二重引用符を指定しま
す。次の例を参照してください。

$ CALL SUB1 "Never say ""quit"""

制御が SUB1に移るとき，パラメータ P1には次の文字列が割り当てられます。

Never say "quit"

文字列に引用符が含まれており，スペースが含まれていない場合には，引用符は
そのまま保存され，引用符で囲まれた英字は小文字のまま保存されます。次の例
を参照してください。

$ CALL SUB2 abc"def"ghi

制御が SUB2に移るとき，パラメータ P1には次の文字列を割り当てられます。

ABCdefGHI

シンボルをパラメータとして使用する場合には，シンボル置換を実行するために，シ
ンボルを一重引用符( ’ ’ )で囲む必要があります。次の例を参照してください。

$ NAME = "JOHNSON"
$ CALL INFO ’NAME’

一重引用符を使用すると，シンボル ’NAME’が値 "JOHNSON"に置き換えられます。
したがって， "JOHNSON"というパラメータが P1として，サブルーチン INFOに渡
されます。

説明

CALLコマンドは，コマンド・プロシージャ内でラベルを付けられたサブルーチンへ
制御を移します。 CALLコマンドは@ (プロシージャ実行)コマンドに同様に，新しい
プロシージャ・レベルを作成します。 CALLコマンドを使用する利点は，プロシー
ジャを処理するためにファイルをオープンしたりクローズする必要がないことです。
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また，複数のプロシージャは複数のファイルではなく 1つのファイル中にあるので，
CALLコマンドを使用するとプロシージャの管理が簡単です。

CALLコマンドを使用してサブルーチンに制御を移すと，新しいプロシージャ・レベ
ルが作成され，指定された引数の値が P1から P8までのシンボルに割り当てられま
す。DCL_CTLFLAGSのビット 3が 1に設定されている場合， CALLコマンドを使
用して制御をサブルーチンへ移すことができます。この際，新しいプロシージャ・
レベルが作成され，提供された引数がシンボル P1から P16に割り当てられます。
EXITコマンドが実行されるまで，サブルーチンでの実行が続きます。 EXITコマン
ドが実行されると，制御は CALLコマンドの次のコマンド行に移ります。

プロシージャは，最大で 32レベルまでネストさせることができます。この中には，
コマンド・プロシージャの任意の組み合わせやサブルーチンの呼び出しを含めること
ができます。ネストしたサブルーチン構造内で定義されたローカル・シンボルやラベ
ルは，@コマンドでルーチンを起動した場合と同様に扱われます。つまり，ラベルは
それを定義したサブルーチン・レベルでのみ有効です。

より外側のレベルで定義されたローカル・シンボルは，それより内部のネスト・レベ
ルのサブルーチンでは使用できます。つまり，ローカル・シンボルの読み込みはでき
ますが書き込みはできません。より外側のサブルーチン・レベルでローカルなシンボ
ルに値を割り当てると，現在のサブルーチン・レベルに新しいシンボルが作成されま
す。この時，より外側のプロシージャ・レベルのシンボルは変更されません。

SUBROUTINEおよび ENDSUBROUTINEコマンドは，サブルーチンの開始およ
び終了を定義します。サブルーチンへのエントリ・ポイントを定義するラベルは，
SUBROUTINEコマンドの直前または同一コマンド行上で指定しなければなりませ
ん。

1つのサブルーチンには， 1つのエントリ・ポイントしか含めることができません。
サブルーチンは，最初の実行可能文 SUBROUTINEコマンドで開始しなければなり
ません。プロシージャ内で EXITコマンドを指定しないと， ENDSUBROUTINEコ
マンドが EXITコマンドと同じ処置を行います。

SUBROUTINEコマンドは，実行されるコンテキストに依存する 2つの異なる処
理を行います。 CALLコマンドの結果として SUBROUTINEコマンドを実行す
る場合は，新しいプロシージャ・レベルを開始し， CALLコマンドで指定したよ
うに P1から P8までのパラメータを定義し，サブルーチンの実行を開始します。
DCL_CTLFRAGSのビット 3が 1に設定されている場合， CALLコマンドでパラメ
ータを最大 P16まで定義することが可能になります。 CALLコマンドを使用せずに
起動されたプロシージャの実行フローで SUBROUTINE動詞が検出された場合は，
SUBROUTINE以降のすべてのコマンドは，対応する ENDSUBROUTINEコマンド
が検出されるコマンドまでスキップされます。
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注意

SUBROUTINEおよび ENDSUBROUTINEコマンドは， 3文字以下に短縮す
ることはできません。

修飾子

/OUTPUT=ファイル指定
すべての出力を，指定したファイルまたは装置に書き込みます。省略時設定では，
出力は現在の SYS$OUTPUTという論理装置に送られ，出力ファイル・タイプ
は.LISです。システムからの応答とエラー・メッセージは，指定したファイルと
SYS$COMMANDの両方に書き込まれます。/OUTPUTを指定する場合には，修飾子
は CALLコマンドのすぐあとに指定しなければなりません。出力ファイル指定には，
ワイルド・カード文字は使用できません。

コマンド・プロシージャからの出力先を変更するには， SYS$OUTPUTの定義を変更
することもできます。コマンド・プロシージャの 1行目として次のコマンドを指定す
ると，出力は指定したファイルに送られます。

$ DEFINE SYS$OUTPUT filespec

このプロシージャが終了すると， SYS$OUTPUTは元の等価文字列に戻されます。こ
の方法を使うと，コマンド・プロシージャの実行時に/OUTPUT修飾子を使用した場
合と同じ結果になります。

例

1.
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$
$! CALL.COM
$
$! Define subroutine SUB1
$!
$ SUB1: SUBROUTINE

.

.

.
$ CALL SUB2 !Invoke SUB2 from within SUB1

.

.

.
$ @FILE !Invoke another procedure command file

.

.

.
$ EXIT
$ ENDSUBROUTINE !End of SUB1 definition
$!
$! Define subroutine SUB2
$!
$ SUB2: SUBROUTINE

.

.

.
$ EXIT
$ ENDSUBROUTINE !End of SUB2 definition
$!
$! Start of main routine. At this point, both SUB1 and SUB2
$! have been defined but none of the previous commands have
$! been executed.
$!
$ START:
$ CALL/OUTPUT=NAMES.LOG SUB1 "THIS IS P1"

.

.

.
$ CALL SUB2 "THIS IS P1" "THIS IS P2"

.

.

.
$ EXIT !Exit this command procedure file

このコマンド・プロシージャは，ラベルの付いたサブルーチンへ制御を移すため
の CALLコマンドの使い方を示しています。この例は，サブルーチンあるいは別
のコマンド・ファイルを，サブルーチンとして呼べることを示します。

CALLコマンドは，出力ファイルをNAMES.LOGとして，サブルーチン SUB1
を起動します。また，他のユーザにファイルへの書き込みアクセスを認めます。
サブルーチン SUB2は SUB1に呼ばれます。プロシージャは SUB2を実行し，次
にコマンド・プロシージャ FILE.COMを起動するために@ (プロシージャ実行）
コマンドを用います。
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SUB1のコマンドがすべて実行されると，メイン・プロシージャの CALLコマン
ドは次に SUB2を呼び出します。 SUB2が実行されるまで，プロシージャは継続
します。
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CANCEL

RUNコマンドまたは$SCHDWKシステム・サービスでスケジューリングされたウェ
イクアップ要求を含め，指定したプロセスに対するウェイクアップ要求を取り消しま
す。

次のいずれか 1つが必要です。

• プロセスの所有権

• 所有権はないが同一グループ内のプロセスに対してスケジューリングされたウェ
イクアップ要求を取り消すためのGROUP特権

• システム上のすべてのプロセスに対してスケジューリングされたウェイクアップ
要求を取り消すためのWORLD特権

フォーマット

CANCEL [[ノード名::]プロセス名]

パラメータ

ノード名::

指定のプロセスが実行されているノードの名前を指定します。

現在のプロセスとは異なるOpenVMS Clusterシステム上のノード名を指定すること
はできません。

プロセス名
ウェイクアップ要求を取り消したいプロセスの名前を指定します。プロセス名には，
15文字までの英数字を使用できます。

ここで指定するプロセスは，現在のプロセスと同一グループ内のプロセスでなければ
なりません。

説明

CANCELコマンドは，指定したプロセスに対してスケジューリングされたウェイク
アップ要求を取り消します。

CANCELコマンドは，指定したプロセスを削除することはありません。 CANCEL
コマンドを発行した時に，そのプロセスでイメージを実行している場合は，イメージ
の実行終了後，そのプロセスは終了するのではなく，ハイバネートします。
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ウェイクアップ要求が取り消されたハイバネートしているプロセスを削除するには，
STOPコマンドを使用します。 SHOW PROCESSコマンドで/SUBPROCESS修飾子
を指定すると，サブプロセスが削除されたかどうか確認できます。

ローカル・プロセス名は，リモート・プロセス名と似ています。そのため
ATHENS::SMITHと指定すると，システムは，ノード ATHENSのプロセス SMITH
をチェックする前に，ローカル・ノードでプロセス ATHENS::SMITHをチェックし
ます。

/IDENTIFICATION=pid修飾子を使用して，プロセス名を指定することもできま
す。/IDENTIFICATION修飾子とともにプロセス名パラメータを使用すると，修飾
子がパラメータを上書きします。プロセス名パラメータも/IDENTIFICATION修飾
子も指定しないと， CANCELコマンドは現在のプロセス (つまり CANCELコマンド
を発行するプロセス)に対してスケジューリングされているウェイクアップ要求を取
り消します。

修飾子

/IDENTIFICATION=pid

プロセス識別番号 (PID)でプロセスを識別します。 PIDの先頭の 0は省略できます。

例

1. $ CANCEL CALENDAR

この例で CANCELコマンドは，プロセス名が CALENDARであるプロセスに対
するウェイクアップ要求を取り消します。 STOPコマンドで削除されるまで，
CALENDARプロセスはハイバネートします。

2. $ RUN/SCHEDULE=14:00 STATUS
%RUN-S-PROC_ID, identification of created process is 0013012A

.

.

.
$ CANCEL/IDENTIFICATION=13012A

この例で RUNコマンドは，イメージ STATUSを実行するプロセスを作成しま
す。このプロセスはハイバネートし， 14:00に実行を開始するようスケジューリ
ングされています。このプロセスが STATUSを実行する前に， CANCELコマン
ドはウェイクアップ要求を取り消しています。
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3. $ RUN/PROCESS_NAME=LIBRA/INTERVAL=1:00 LIBRA
%RUN-S-PROC_ID, identification of created process is 00130027

.

.

.
$ CANCEL LIBRA
$ STOP LIBRA

この例の RUNコマンドは， LIBRAという名前のサブプロセスを作成して，イメ
ージ LIBRA.EXEを 1時間に 1回実行します。

次に CANCELコマンドでウェイクアップ要求を取り消します。このプロセスは，
STOPコマンドによって削除されるまで，ハイバネート状態で存在し続けます。
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CHECKSUM

CHECKSUMコマンドは，OpenVMSファイルに対するチェックサムを計算す
るためのユーティリティを実行します。チェックサムの結果は，DCLシンボル
CHECKSUM$CHECKSUMで参照できます。

フォーマット

CHECKSUM ファイル指定

パラメータ

ファイル指定
チェックサムを計算するファイルの名前を指定します。ファイルの指定では，アスタ
リスク( * )とパーセント記号 (%)のワイルドカードが使用できます。

説明

CHECKSUMユーティリティは，OpenVMSのファイルに対して，ファイル，イメ
ージ，オブジェクトのチェックサムを計算します。ファイル・チェックサムの場合
は，使用するアルゴリズムによって，ファイルの内部レコード構造に従うかどうかが
決まります。イメージまたはオブジェクトのチェックサムの場合は，ユーティリティ
は常にイメージまたはオブジェクトの構造に従います。

修飾子/FILE，/IMAGE，および/OBJECTにより，どの種類のチェックサムを計算
するかが決まります。修飾子ごとに省略時のファイル・タイプ (.DAT，.EXE，また
は.OBJ)が決まり，表示される情報量も決まります。省略時の設定である/FILEで
は，ファイルのレコード構造に従った XORのファイル・チェックサムとなります。
省略時のファイル・タイプは.DATとなり， SYS$OUTPUTには情報は何も出力され
ません。

ファイル・チェックサムの場合， CHECKSUMがどのアルゴリズムを使用して計算
を実行するか指定できます。省略時の設定では， Alphaの XORによるレコード・ベ
ースのアルゴリズムが使用されます。代わりに， CRCアルゴリズムまたはMD5ア
ルゴリズムを選択することもでき，どちらもファイル全体の内容を使用してチェック
サムが計算されます。 CRCアルゴリズムは， ELF-64ファイルで使用されるアルゴ
リズムと同じで， PKZIPなどの一般的な圧縮ツールでも使用されています (つまり，
ZIPファイル中のファイル・チェックサムは， CHECKSUMユーティリティによっ
て得られたチェックサムと比較することができます)。MD5アルゴリズムはMD5ダ
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イジェストであり，MD5.EXEやmd5sumのような，パブリック・ドメインのツー
ルを使用して取得できます。

イメージのチェックサムは， Alphaプラットフォームと Integrityプラットフォーム
で異なります。オブジェクトのチェックサムは Integrityプラットフォームだけで利
用できます。プラットフォーム修飾子/ALPHA，/I64，または/VAXを使用して，ネ
イティブでないイメージまたはオブジェクトのチェックサムを計算することができま
す。

ELF-64イメージとオブジェクトのチェックサムでは， CHECKSUMはすべて
CRC-32アルゴリズムを使用します。 CRCは， AUTODIN II， Ethernet， FDDI
CRCとも呼ばれ，VAX CRC命令の一部として文書化されています。イメージまたは
オブジェクトのチェックサムは，OpenVMS Integrityのオブジェクト・ファイルと
イメージ・ファイルで使用される ELF-64のデータ構造に従います。これらのチェッ
クサムでは，不変のデータだけが計算で使用されます。タイムスタンプやバージョン
といった可変データは，計算から除外されます。これは，異なるコンパイルおよびリ
ンク操作の結果を比較するためです。

Alphaのイメージでは， CHECKSUMは XORアルゴリズムを使用します。イメージ
のチェックサムは Alphaおよび VAXのイメージ構造に従い，不変のデータだけが計
算で使用されます。タイムスタンプなどの可変データは計算から除外されます。これ
は，異なるリンク操作の結果を比較するためです。 Alphaシステムと VAXシステム
では，オブジェクトの不変データに基づいてオブジェクト・ファイルのチェックサム
を計算することはできません。

修飾子

/ALGORITHM=オプション
/ALGORITHM=XOR (省略時の設定)

ファイル・チェックサムで使用するアルゴリズムを選択します。省略時の設定はレ
コード内のデータに対する XORアルゴリズムで，OpenVMS Alphaシステムおよ
び VAXシステムの以前の Checksumユーティリティで使用されていたものと同じで
す。オプションには以下のものがあります。

• CRC — ファイル内の全バイトに対する CRC-32アルゴリズム (レコード構造が
あっても無視される)。このアルゴリズムは， AUTODIN II， Ethernet， FDDI
CRCとも呼ばれる。

• MD5 — Ronald L. Rivestにより公開されたMD5ダイジェスト (RFC 1321)で，
ファイル内の全バイトが対象となる (レコード構造があっても無視される)。

• XOR — ファイルのレコード構造に従った，全データに対する XORアルゴリズ
ム。
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/ALPHA

Alphaタイプのチェックサムを計算します。 I64システムで/IMAGE修飾子とともに
指定した場合にだけ有効です (つまり， Integrityシステム上で Alphaイメージのチェ
ックサムを計算する場合です)。この修飾子は Alphaプラットフォームでは省略時の
設定です。

/FILE (省略時の設定)

ファイル・チェックサムを計算します。

省略時の設定では， XORアルゴリズム (/ALGORITHM=XOR)を使用してチェッ
クサムが計算されます。/FILE修飾子では，省略時のファイル・タイプは.DATと
なります。省略時の設定では，符号なし 10進数のチェックサム値がDCLシンボル
CHECKSUM$CHECKSUMに格納され，画面には出力されません。/SHOW=DATA
を指定すると，指定した入力ファイルの完全なファイル名と，符号なし 10進数値の
ファイル・チェックサムが出力されます。

プラットフォーム修飾子/ALPHA，/I64，または/VAXは，ファイル・チェックサムの
結果には影響しません。しかし，/ALPHAまたは/VAXを指定すると，/SHOW修飾
子は指定できません。これは， Alphaシステムの元の Checksumユーティリティで
は，これらの修飾子が使用できなかったためです。

/I64

I64タイプのチェックサムを計算します。 Alphaシステム上で/IMAGEまたは
/OBJECTとともに使用した場合にだけ有用です (つまり， Alphaシステム上で
Integrityイメージまたはオブジェクトのチェックサムを計算する場合です)。/I64修
飾子は， Inntegrityプラットフォームでは省略時の設定です。

/IMAGE

イメージの全バイトのチェックサムを計算します。イメージ・バイトだけをチェック
サムに含めるため，イメージ構造に従って計算されます。リンカのバージョンやリン
ク日付といった可変データは除外されます。

Integrityイメージの場合 (つまり Integrity形式のファイル)， CRCチェックサムが
計算され，以下の内容を含む追加情報も SYS$OUTPUTに出力されます。

• 完全なファイル名とイメージ・セグメントに対するチェックサム

• ヘッダのチェックサムとイメージ全体のチェックサム

出力値は 16進数表記で表示されます。DCLシンボル CHECKSUM$CHECKSUM
にも，結果が 16進表記で格納されます。

Alphaおよび VAXイメージでは， XORチェックサムが計算され，以下に示す追加情
報が SYS$OUTPUTに出力されます。

• 完全なファイル名とイメージ・セクションに対するチェックサム

• ヘッダのチェックサムとイメージ全体のチェックサム
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チェックサム値は 16進表記で出力されます。しかし，DCLシンボル
CHECKSUM$CHECKSUMに格納される結果は，符号なしの 10進表記です。

注意

Alphaおよび VAXのイメージでは， DCLシンボル
CHECKSUM$CHECKSUMのチェックサム値が 10進になっており，以
前のチェックサム・ツールとの互換性が保たれています。

/IMAGE修飾子を指定すると，省略時のファイル・タイプは.EXEとなります。
Integrityイメージでは，この修飾子を指定すると，/SHOW修飾子に対するキーワー
ド値HEADERSと SEGMENTSが，特に指定しなくても有効になります。

/OBJECT

すべての Integrityオブジェクト・バイトの CRCチェックサムを計算します。

/OBJECT修飾子では， ELF-64オブジェクト構造に従って，オブジェクト・バイト
だけがチェックサムの対象となります。言語プロセッサのバージョンや生成日といっ
た可変データは除外されます。

以下の内容を含む追加情報が SYS$OUTPUTに出力されます。

• 指定された入力ファイルの完全なファイル名

• 各オブジェクト・セクション，ヘッダ，オブジェクト全体に対するチェックサム

出力されるチェックサム値は， 16進表記です。DCLシンボル
CHECKSUM$CHECKSUMに格納される結果も， 16進表記です。

/OBJECT修飾子では，省略時のファイル・タイプは.OBJとなります。また，
/SHOW修飾子に対するキーワード値HEADERSと SECTIONSが，特に指定しなく
ても有効になります。

Alphaプラットフォームでは，/I64修飾子と同時に使用した場合にだけ有効です。

/OUTPUT[=ファイル指定]
/NOOUTPUT

/OUTPUT修飾子は，コマンドの出力をどこに送るかを制御します。/NOOUTPUT
修飾子を指定すると，出力は行われません。

/OUTPUTおよびファイル指定 (/OUTPUT=ファイル指定)を指定すると，出力は現在
の出力装置 SYS$OUTPUTではなく，指定されたファイルに書き込まれます。この修
飾子を指定しないか，ファイルを指定せずに/OUTPUT修飾子を指定した場合は，出
力は SYS$OUTPUTに送られます。

/OUTPUT修飾子を使用しても，結果 (つまり，DCLシンボル
CHECKSUM$CHECKSUM)には影響しません。
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/SHOW=(オプション[,...])

どのチェックサムと追加情報を装置に出力するかを制御します。

この修飾子に対するオプションは以下のとおりです。

• ALL — 該当するオプションをすべて設定するが，以下の制限がある。

– ファイル・チェックサムの場合，DATAキーワードだけが指定可能

– イメージのチェックサムの場合，すべてのキーワードが指定可能

– オブジェクトのチェックサムでは， SEGMENTキーワードは指定不可

• DATA — 完全なファイル名とファイル・チェックサムを出力する。互換性のた
め，このオプションは/FILEで使用可能。

• EXCLUDED — イメージまたはオブジェクトのチェックサムから除外されたデー
タをフォーマットする。

• HEADERS — すべての Integrityヘッダのチェックサムを出力する。このオプシ
ョンは，/IMAGEと/OBJECTでは省略時の設定である。

• SECTIONS — すべての ELF-64セクションのチェックサムを出力する。このオ
プションは，/OBJECTでは省略時の設定である。

• SEGMENTS — すべての ELF-64プログラム・セグメントのチェックサムを出力
する。このオプションは，/IMAGEでは省略時の設定である。

/VAX

VAXタイプのチェックサムを計算します。 Integrityまたは Alphaシステムで，
/IMAGEを使用し，非 VAXシステム上での VAXイメージのチェックサムを計算する
場合にだけ有用です。

例

1.

CHECKSUM/IMAGEコマンドの出力は， Integrityプラットフォームと Alpha
プラットフォームで異なる結果となります。イメージの構造が違うため，チェッ
クサムに対する名前が変わります。

• Alphaのチェックサムでは，セクション番号は BLISS定数%D’1’として出力
されるのに対し， Integrityのチェックサムは 10進数として出力される。

• Alphaのチェックサムでは，チェックサムは BLISS定数%X’6C5404CB’とし
て出力されるのに対し， IntegrityのチェックサムはDCLスタイルの 16進数
で出力される。

• AlphaのDCLシンボルは符号なしの 10進数値であるのに対し， Integrityの
DCLシンボルは 16進数値である。

Alphaシステムでの例
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2. $ CHECKSUM/IMAGE HELLO.EXE

file DISK$USER:[JOE]HELLO.EXE;10
image section %D’1’ checksum is %X’6C5404CB’
image section %D’2’ checksum is %X’E29D6A3A’
image section %D’3’ checksum is %X’114B0786’
image header checksum is %X’00000204’
checksum of all image sections is %X’9F826977’

$ SHOW SYMBOL CHECKSUM$CHECKSUM

CHECKSUM$CHECKSUM = "2676124023"

Integrityシステムでの例

3. $ CHECKSUM/IMAGE FOOBAR.EXE

File DISK$USER:[JOE]FOOBAR.EXE;3
Checksum program segment 0: %X18E293D7
Checksum program segment 1: %XEFBCE000
Checksum program segment 2: %XA6D02DD5
Checksum program segment 3: %X30130E3E
Checksum dynamic segment %X0F704080
Elf header checksum: %X7A6AC80F
Elf program header checksum: %XBF6B41D8
Elf section header checksum: %X6C770CF6
Elf (object/image) checksum: %X2EEE7726

$ SHOW SYMBOL CHECKSUM$CHECKSUM

CHECKSUM$CHECKSUM = "2EEE7726"
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CLOSE

OPENコマンドによりオープンされているファイルをクローズし，関連する論理名を
解除します。

フォーマット

CLOSE 論理名[:]

パラメータ

論理名[:]

OPENコマンドによりファイルがオープンされた時に，そのファイルに割り当てられ
た論理名を指定します。

説明

コマンド・レベルでの読み込みまたは書き込みのためにオープンされているファイル
は， CLOSEコマンドで終了するまで，またはそのプロセスが終了するまで，オープ
ンされています。ファイルをオープンしたコマンド・プロシージャが，オープンした
ファイルをクローズせずに終了すると，ファイルはオープンなままです。コマンド・
インタプリタが自動的にそのファイルをクローズさせることはありません。

修飾子

/DISPOSITION=オプション
ファイルをクローズするときにどのような操作を実行するかを指定します。オプショ
ンは，次のとおりです。

DELETE ファイルを削除する。

KEEP (default) ファイルを保存する。

PRINT ファイルをプリントする。

SUBMIT ファイルをキューに登録する。

/ERROR=ラベル
ファイルをクローズする時にエラーが発生した場合に，制御を移すコマンド・プロシ
ージャ内のラベルを指定します。ONコマンドに指定されている動作よりも優先され
ます。エラーが発生した時に，指定したラベルに正しく制御が渡されると，グローバ
ル・シンボル$STATUSにエラーの種類を示すコードが設定されます。
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/LOG (省略時の設定)
/NOLOG

DCLでオープンされていないファイルをクローズしようとすると，警告メッセージを
生成します。/ERROR修飾子を指定した場合には，/LOG修飾子は無効になります。
DCLでファイルがオープンされていない場合には，エラー分岐が実行され，メッセー
ジは表示されません。

例

1. $ OPEN/READ INPUT_FILE TEST.DAT
$ READ_LOOP:
$ READ/END_OF_FILE=NO_MORE INPUT_FILE DATA_LINE

.

.

.
$ GOTO READ_LOOP
$ NO_MORE:
$ CLOSE INPUT_FILE

OPENコマンドは， TEST.DATというファイルをオープンし，そのファイルに
INPUT_FILEという論理名を割り当てます。 READコマンドの/END_OF_FILE
修飾子は，ファイルの最後に到達したときに，コマンド・インタプリタがNO_
MOREというラベルの行に制御を渡すことを要求しています。 CLOSEコマンド
は，入力ファイルをクローズします。

2. $ @READFILE
Ctrl/Y

$ STOP
$ SHOW LOGICAL/PROCESS

.

.

.
"INFILE" = "_DB1"
"OUTFILE" = "_DB1"

$ CLOSE INFILE
$ CLOSE OUTFILE

CTRL/Yは， READFILE.COMというコマンド・プロシージャの実行に割り込み
をかけます。そのあと， STOPコマンドが，プロシージャを停止します。 SHOW
LOGICAL/PROCESSコマンドは，プロセス論理名テーブルに現在登録されてい
る名前を表示します。このコマンドで表示される名前には， READFILE.COM
プロシージャの中で，OPENコマンドによって割り当てられた INFILEと
OUTFILEという論理名も含まれています。

CLOSEコマンドは，これらのファイルをクローズし，論理名の割り当てを解除し
ます。
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CONNECT

ユーザが使用している物理端末を，他のプロセスに接続されている仮想端末に接続し
ます。

ユーザは，自分の利用者識別コード (UIC)を持つプロセスに接続している仮想端末に
接続しなければなりません。他の物理端末がその仮想端末に接続することはできませ
ん。

フォーマット

CONNECT 仮想端末名

パラメータ

仮想端末名
ユーザが接続する仮想端末の名前を指定します。仮想端末名は，文字 VTAで始まり
ます。プロセスに接続されている仮想端末の名前を確認するには， SHOW USERS
コマンドを使用します。

説明

サブプロセスを作成する SPAWNコマンドや，サブプロセスに接続する ATTACHコ
マンドとは異なり， CONNECTコマンドは別のプロセスに接続します。

通信回線を使用しているシステムにログインしている場合， CONNECTコマンドは
便利です。回線上にノイズがありキャリア・シグナルを失った場合，ユーザのプロセ
スは終了しません。再度ログインした後に元のプロセスに再接続し， 2つ目のプロセ
スからログアウトすることができます。

CONNECTコマンドを使用するためには，OpenVMS Alphaシステム上で System
Managerユーティリティ (SYSMAN)で仮想端末機能が許可されていなければなりま
せん。

利用者が使用しているシステムで仮想端末機能が許可されている場合は， SET
TERMINAL/DISCONNECT/PERMANENTコマンドを使用して，特定の物理端末の
仮想端末属性を許可することができます。この属性を許可すると，ある利用者がその
物理端末にログインする時に仮想端末が作成されます。物理端末は仮想端末に接続さ
れ，仮想端末はプロセスに接続されます。
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新しい仮想端末に対しては，まず TTY_DEFCHAR2システム・パラメータの
TT2$V_DISCONNECTビットを設定し，システムを再ブートする必要があります。
ttdriverを使用して仮想装置 VTA0を作成すると，これらの処理が行われます。次の
例を参照してください。 Alphaシステムの場合は，次のように入力します。

$ RUN SYS$SYSTEM:SYSMAN
SYSMAN> IO CONNECT/NOADAPTER/DRIVER=SYS$LOADABLE_IMAGES:SYS$TTDRIVER VTA0:

/NOLOGOUT修飾子を指定していない場合は，物理端末と仮想端末との接続が切断
されると，ユーザは現在のプロセスからログアウトしてしまいます (またこのプロセ
スで実行中のイメージは停止します)。

/NOLOGOUT修飾子を指定していると，プロセスは仮想端末に接続されたままで
す。このプロセスでイメージを実行している場合は，プロセスが端末からの入力を必
要とする，または端末に書き込みを行おうとするまで，イメージは引き続き実行され
ます。プロセスが端末からの入力を必要とする時，または端末に書き込みを行おうと
する時は，物理端末が仮想端末に再接続するまで，プロセスは待ち状態になります。

仮想端末を使用していなくても，仮想端末に接続することができます。ただし現
在のプロセスをログアウトするためには， CONNECTコマンドに/LOGOUT修飾
子を指定しなければなりません。仮想端末から他の仮想端末に接続する場合は，
/NOLOGOUT修飾子を指定すると，現在のプロセスも残すことができます。

修飾子

/CONTINUE
/NOCONTINUE (省略時の設定)

他のプロセスに接続する直前に，現在のプロセスで CONTINUEコマンドを実行する
かどうかを制御します。この修飾子を指定すると，他のプロセスに接続した後も，割
り込みをかけられたイメージの処理が続行されます。

/CONTINUE修飾子を/LOGOUT修飾子と同時に指定することはできません。

/LOGOUT (省略時の設定)
/NOLOGOUT

仮想端末を使用して他のプロセスに接続する時に，現在のプロセスをログアウトしま
す。

仮想端末に接続していないプロセスから CONNECTコマンドを実行する場合は，
/LOGOUT修飾子を指定しなければなりません。/LOGOUT修飾子を指定しないと，
DCLはエラー・メッセージを表示します。

/LOGOUT修飾子を/CONTINUE修飾子と同時に指定することはできません。
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例

1. $ RUN AVERAGE
Ctrl/Y

$ CONNECT/CONTINUE VTA72

RUNコマンドを使用して，イメージ AVERAGE.EXEを実行します。この
RUNコマンドは，仮想端末に接続されている端末から発行しています。次に
Ctrl/Yを押して，イメージに割り込みをかけます。その後 CONNECTコマンド
に/CONTINUE修飾子を指定します。これにより CONTINUEコマンドが発行さ
れ，イメージの実行が継続され，ユーザは他の仮想端末に接続します。ユーザは
後で元のプロセスに再度接続することができます。

2. $ SHOW USERS/FULL
OpenVMS User Processes at 21-JUL-2009 14:11:56.91

Total number of users = 51, number of processes = 158

Username Node Process Name PID Terminal
KIDDER BUKETT KIDDER 29A0015E FTA3:
KIDDER BUKETT _FTA4: 29A0015F FTA4:
KIDDER RACEY1 KIDDER 05800062 FTA5:
KIDDER RACEY1 DECW$MWM 0580005D MBA44: Disconnected
KIDDER RACEY1 DECW$SESSION 05800059
KIDDER RACEY1 VUE$KIDDER_2 0580005E (subprocess of 05800059)
KIDDER RACEY1 VUE$KIDDER_3 0580005F MBA51: Disconnected
KIDDER RACEY1 VUE$KIDDER_4 05800060 MBA53: Disconnected
SMITH BUKETT SMITH 29A002C1 FTA7:
SMITH BUKETT SMITH_1 29A006C2 (subprocess of 29A002C1)
SMITH BUKETT SMITH_2 29A00244 (subprocess of 29A002C1)
SMITH HAMLET SMITH 24800126 FTA6:
SMITH HAMLET DECW$BANNER 24800155 (subprocess of 24800126)
SMITH HAMLET DECW$MWM 2480011F MBA170: Disconnected
SMITH HAMLET DECW$SESSION 2480011D FTA5:
.
.
.

$ CONNECT VTA273
SMITH logged out at 22-DEC-2001 14:12:04.53

$

この例は，キャリア・シグナルを失った後，元のプロセスに再度接続する方法を
示しています。まず再度ログインして新しいプロセスを作成します。ログインし
たら， SHOW USERS/FULLコマンドを実行して，元のプロセスの仮想端末名を
確認します。次に CONNECTコマンドを実行して，元のプロセスに関連づけられ
ている仮想端末に接続します。特に修飾子を指定していないので， CONNECTコ
マンドを発行したプロセスは，ログアウトします。

元のプロセスに再度接続したら，キャリア・シグナルを失った時に実行していた
イメージの実行を続けます。この例では，接続が切断された時，ユーザ SMITH
は会話型レベルでした。
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CONTINUE

Ctrl/Yまたは Ctrl/Cを押すことにより割り込まれたDCLコマンド，プログラム，コ
マンド・プロシージャの実行を再開します。他のイメージやコマンド・プロシージャ
を起動した後では，再開できません。

フォーマット

CONTINUE

説明

CONTINUEコマンドを使用すると， Ctrl/Yまたは Ctrl/Cを押して中断させたイ
メージ処理，あるいはコマンド・プロシージャを再開できます。別のイメージを実
行するコマンドを入力した場合，またはコマンド・プロシージャを起動した場合に
は，イメージの実行を再開できません。ただし，別のイメージを実行しないコマンド
の後には， CONTINUEを使用できます。これらのコマンドのリストについては，
『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』を参照してください。

CONTINUEコマンドは，「C」 1文字に短縮できます。

CONTINUEコマンドは，コマンド・プロシージャで， IFコマンドまたはONコ
マンドのターゲット・コマンドとして使用できます。 CONTINUEコマンドは，
GOTOコマンドのターゲット・ラベルの後で使用しても，ターゲット・コマンドにな
ります。

例

1. $ RUN MYPROGRAM_A
Ctrl/Y

$ SHOW TIME
14-DEC-2001 13:40:12

$ CONTINUE

RUNコマンドは，MYPROGRAM_Aというプログラムを実行します。プロ
グラム実行中に CTRL/Yを押すと，イメージに割り込みがかけられます。
SHOW TIMEコマンドで，現在の日付と時刻を表示しています。このあとの
CONTINUEコマンドは，MYPROGRAM_Aというイメージの実行を再開しま
す。
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2. $ ON SEVERE_ERROR THEN CONTINUE

このコマンド・プロシージャ文は，コマンドやプログラムの実行により警告状
態，エラー状態，重大なエラー状態を示す値が戻された場合でも，プロシージャ
の実行を継続することをコマンド・インタプリタに指示します。このON文は，
エラーまたは重大なエラーが発生した際にはプロシージャを終了するという省略
時の動作を無効にします。
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CONVERT

Convertユーティリティを起動します。このユーティリティはあるファイルのレコー
ドを別のファイルにコピーし，入力ファイルの編成や形式を出力ファイルの編成や形
式に変更します。

Convertユーティリティについての詳細は，『OpenVMS Record Management
Utilities Reference Manual』あるいはオンライン・ヘルプを参照してください。

フォーマット

CONVERT 入力ファイル指定[,...] 出力ファイル指定
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CONVERT/DOCUMENT

CDAにサポートされている変更可能な入力ファイルを，変更可能なまたは最終的な
形式の出力ファイルに変換します。

注意

DECwindows Motif for OpenVMSがシステムにインストールされている時の
み，このコマンドを使用することができます。

フォーマット

CONVERT/DOCUMENT 入力ファイル指定 出力ファイル指定

パラメータ

入力ファイル指定
変換する入力ファイル名を指定します。省略時のファイル・タイプは.DDIFです。

出力ファイル指定
出力ファイル名を指定します。省略時のファイル・タイプは.DDIFです。

説明

CONVERT/DOCUMENTコマンドを使用すると，文書の形式を変換することができ
ます。入力ファイル (そのファイルを読むためのアプリケーションと互換性のない形
式のファイル)と出力ファイル (別の形式で作成されるファイル)の，名前と形式を指
定します。

入力ファイル形式のための入力コンバータが存在し，出力ファイル形式のための出力
コンバータが存在している場合は，入力ファイルのファイル形式を別のファイル形式
に変換することができます。省略時の設定の入力ファイルおよび出力ファイルの形式
は，DDIF (DIGITAL Document Interchange Format)です。DDIFは，テキスト，
グラフィック，イメージなどを含めることができる複合文書の格納および変換のため
の標準形式です。

他のいくつかのコンバータと同様にDDIF入力コンバータおよびDDIF出力コンバ
ータは， CDA Base Services for DECwindows Motif for OpenVMSといっしょに
インストールされます。入力ファイル形式を他の出力ファイル形式に変換するとき
に，変更を最小限に抑えるようなオプションを指定できるコンバータもあります。
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CONVERT/DOCUMENTコマンドに/OPTIONS修飾子を指定する前に，必要なオプ
ションを書いたオプション・ファイルを作成しておきます。

すべてのコンバータは，メッセージ・ログ・オプションをサポートしています。変換
中の情報メッセージおよびエラー・メッセージは，ユーザが指定したファイルに書き
込まれます。

修飾子

/FORMAT=形式名
入力ファイルまたは出力ファイルをコード化する形式を指定します。省略時の入力フ
ァイルおよび出力ファイルの形式はDDIFです。

CDA Base Services for DECwindows Motif for OpenVMSとともに提供される入力
コンバータ，およびサポートされるファイル形式の省略時のファイル・タイプを，次
に示します。

入力形式 ファイル・タイプ

DDIF .DDIF

DTIF .DTIF

TEXT .TXT

CDA Base Services for DECwindows Motif for OpenVMSとともに提供される出力
コンバータ，およびサポートされるファイル形式の省略時のファイル・タイプを，次
に示します。

出力形式 ファイル・タイプ

DDIF .DDIF

DTIF .DTIF

TEXT .TXT

PS .PS

ANALYSIS .CDA$ANALYSIS

弊社が提供する CDA Converter Libraryは，いくつかの文書，グラフィック，イメ
ージ，データ・テーブル入力コンバータ，およびデータ・テーブル出力コンバータを
提供しています。ソフトウェア・ベンダも， CDAに準拠したアプリケーションやコ
ンバータを提供しています。システムで使用できるコンバータについては，システム
管理者に相談してください。
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分析出力コンバータ
分析出力コンバータは，入力ファイルの中間表現の分析を行います。分析出力ファイ
ルには，指定したオブジェクトと入力ファイルに格納された値が含まれます。アプリ
ケーション・プログラマは，デバッグのために分析出力ファイルを使用することがで
きます。

アプリケーションのエンド・ユーザは分析出力ファイルを使用して，複数のサブファ
イルへの参照やリンクを入力ファイルに含めるかどうか，決めることができます。各
サブファイルは，ネットワークを介して別々にコピーされなければなりません。これ
は，入力ファイルをネットワークを介して転送しても，サブファイルは自動的には転
送されないためです。

分析出力ファイルで，文字列‘‘ERF_’’という文字列を検索することができます。入力フ
ァイルであるDDIF複合文書とリンクしたイメージ・ファイル‘‘griffin.img’’で，文字
列‘‘ERF_’’を検索した例を次に示します。

ERF_LABEL ISO LATIN1 "griffin.img" ! Char. string.
ERF_LABEL TYPE RMS_LABEL TYPE "$RMS:
ERF_CONTROL COPY_REFERENCE ! Integer = 1

分析出力ファイルは，プログラマが使用することを仮定しています。入力ファイル中
のコード化された情報を変更することは前提としておらず，ファイルの内容を調べる
ことを前提としています。上記の例では，分析出力ファイル中の，リンクされたファ
イルへの参照を検索する方法を示しています。

DDIF入力コンバータ
DDIF入力コンバータは，DDIF入力ファイルを，指定した出力ファイル形式に引き
続き変換される中間表現に変換します。データのマッピング，変換に関する制限事
項，外部ファイル参照，およびDDIF入力コンバータに関連した文書構文エラーにつ
いては以下を参照してください。

• データのマッピング

DDIF入力ファイルの情報を，中間表現に直接マップします。

• 変換に関する制限事項

中間表現に変換する時，DDIF入力ファイルの情報が消失することはありませ
ん。

ただしDDIF入力ファイルで，DDIF入力コンバータが理解するバージョンより
新しいバージョンのDDIF文法を使用している場合は，新文法で示される要素は
消失します。

• 外部ファイル参照

DDIF入力ファイル中の外部ファイル参照はすべて，中間表現に変換されます。

出力コンバータが要求すればコンバータ・カーネルは外部参照を解決できます
が，DDIF入力コンバータは外部参照を解決を試みません。
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• 文書構文エラー

DDIF入力ファイルに文書構文エラーがあると，回復不可能な入力処理エラーが
発生します。DDIF入力コンバータが文書構文エラーを検出すると，変換処理は
停止され，それ以降入力処理は行われません。

DDIF出力コンバータ
DDIF出力コンバータは，入力ファイルの中間表現からDDIF出力ファイルを作成し
ます。データのマッピング，およびDDIF出力コンバータに関連する変換の制限事項
を，次に示します。

• データのマッピング

入力ファイルの中間表現中の情報を，DDIF出力ファイルに直接マップします。

• 変換に関する制限事項

DDIF出力ファイルに変換する時，入力ファイルの中間表現の情報が消失するこ
とはありません。

DTIF入力コンバータ
DTIF入力コンバータは，DTIF入力ファイルを，指定した出力ファイル形式に引き
続き変換される中間表現に変換します。データのマッピング，変換に関する制限事
項，外部ファイル参照，およびDTIF入力コンバータに関連した文書構文エラーにつ
いては以下を参照してください。

• データのマッピング

DTIF入力ファイルの情報を，中間表現に直接マップします。

• 変換に関する制限事項

中間表現に変換する時，DTIF入力ファイルの情報が消失することはありませ
ん。

ただしDTIF入力ファイルで，DTIFフロント・エンドが理解するバージョンよ
り新しいバージョンのDTIF文法を使用している場合は，新文法で示される要素
は消失します。

• 外部ファイル参照

DTIF入力ファイル中の外部ファイル参照はすべて，中間表現に変換されます。

DTIF入力コンバータは，外部参照の解決を試みません。

• 文書構文エラー

DTIF入力ファイルに文書構文エラーがあると，回復不可能な入力処理エラーが発
生します。DTIF入力コンバータが文書構文エラーを検出すると，変換処理は停
止され，それ以降入力処理は行われません。

DCLI–106



CONVERT/DOCUMENT

DTIF出力コンバータ
DTIF出力コンバータは，入力ファイルの中間表現からDTIF出力ファイルを作成し
ます。データのマッピング，および DTIF出力コンバータに関連する変換の制限事項
を，次に示します。

• データのマッピング

入力ファイルの中間表現中の情報を，DTIF出力ファイルに直接マップします。

• 変換に関する制限事項

DTIF出力ファイルに変換する時，入力ファイルの中間表現の情報が消失すること
はありません。

• 外部ファイル参照

DTIF出力コンバータは，入力ファイルの中間表現に格納されている外部ファイル
参照を変換しますが，外部参照の解決は試みません。

テキスト入力コンバータ
テキスト入力コンバータは，テキスト (ISO Latin1)入力ファイルを，指定した出力フ
ァイル形式に引き続き変換される中間表現に変換します。データのマッピング，変換
に関する制限事項，外部ファイル参照，テキスト入力コンバータに関連した文書構文
エラーについては以下を参照してください。

• データのマッピング

テキスト入力ファイルの情報を，中間表現に直接マップします。ライン・ブレー
クとフォーム・フィードは，DDIF指示文にマップされます。 1行の空白行，ま
たは連続した複数の空白行は，段落の終端を示すものと解釈されます。

キャラクタ・セル端末または端末エミュレータで，DEC MCSファイルとしてテ
キスト入力ファイルを入力すると，次のように変換されます。

変換前の文字 変換後の文字

Concurrency sign 分音符

大文字の Oと Eの合字 乗算記号

分音符の付いた大文字の Y 鋭アクセントの付いた大文字の Y

小文字の oと eの合字 除算記号

分音符の付いた小文字の y 鋭アクセントの付いた Y

• 変換に関する制限事項

中間表現に変換する時，テキスト入力ファイルの情報が消失することはありませ
ん。これは，テキスト・ファイルには構造情報が入っていないからです。

印刷不可能な文字はすべて，空白文字に変換されます。たとえば ANSIエスケー
プ文字は，空白文字に変換され解釈を試みません。

• 外部ファイル参照

テキスト・ファイルには，外部ファイル参照は含まれていません。
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• 文書構文エラー

テキスト・ファイルには構文がないため，テキスト入力コンバータにより構文エ
ラーが報告されることはありません。

テキスト出力コンバータ
テキスト出力コンバータは，入力ファイルの中間表現からテキスト出力ファイルを作
成します。データのマッピング，およびテキスト出力コンバータに関連する変換の制
限事項を，次に示します。

• データのマッピング

入力ファイルの中間表現の中のすべての Latin1テキストは，テキスト出力ファイ
ルに変換されます。

入力ファイルをテキスト出力ファイルに変換する場合は，テキスト出力ファイル
にはテキスト，およびライン・フィード，ページ・ブレーク，タブなどの最小限
のフォーマッティングしか入れられないことに注意してください。テキスト出力
コンバータは， (出力ファイルがさらに変換される可能性を考慮して)フォーマッ
ティング情報を保持します。ページングは最も近いキャラクタ・セル (行，カラ
ム)位置に変換されます。

• 変換に関する制限事項

テキスト出力ファイルに変換される時に，入力ファイルの中間表現の中のすべて
のグラフィック，イメージ，およびテキスト属性は消失します。

モノスペース・フォントが使用されているので，レイアウトを保持するために上
書きが行われ，テキストが消失する可能性があります。文書のフォーマット情報
に指定したページ幅よりも，指定したページ幅が狭い場合は，行が切り捨てられ
る可能性もあります。OVERRIDE_FORMAT処理オプションを使用すれば，こ
のようなことは起こりません。それは，OVERRIDE_FORMAT処理オプション
を指定すると，文書のフォーマット情報は無視されるからです。

PostScript出力コンバータ
PostScript出力コンバータは，入力ファイルの中間表現から PostScript出力ファイル
を作成します。データのマッピング，および PostScript出力コンバータに関連する変
換の制限事項を，次に示します。

• データのマッピング

入力ファイルの中間表現中の情報を， PostScript出力ファイルに直接マップしま
す。

• 変換に関する制限事項

PostScript出力ファイルに変換する時，入力ファイルの中間表現の情報が消失す
ることはありません。

DCLI–108



CONVERT/DOCUMENT

/MESSAGE_FILE=ファイル指定
/NOMESSAGE_FILE (省略時の設定)

文書変換に関するメッセージを記録します。入力コンバータおよび出力コンバー
タからのメッセージは，ファイル指定に指定したファイルに出力されます。ファイ
ル指定を行わないと，メッセージは SYS$ERRORに出力されます。省略時の設定
は/NOMESSAGE_FILEです。

/OPTIONS=オプション・ファイル名
変換時に，入力ファイルと出力ファイルに適用させたい処理オプションを含むテキ
スト・ファイルを指定します。オプション・ファイルの省略時のファイル・タイプ
は/CDA$OPTIONSです。

オプション・ファイルの作成
CONVERT/DOCUMENTコマンドで/OPTIONS修飾子を指定する前に，オプショ
ン・ファイルを作成しておきます。オプション・ファイルは，オペレーティング・シ
ステム上でファイル・タイプが省略時のファイル・タイプ.CDA$OPTIONSであるテ
キスト・ファイルです。

オプション・ファイルには，入力ファイル形式と出力ファイル形式に適用させるすべ
ての処理オプションを指定します。処理オプションを指定すると，入力ファイルを形
式の異なる出力ファイルに変換する時に，最小限の変更に抑えることができます。

オプション・ファイルは必須ではありません。ファイルを変換する時，省略時の処理
オプションは自動的に適用されます。ただし省略時以外の設定を使用する場合は，オ
プション・ファイルが必要です。

オプション・ファイルを作成するときは，以下のガイドラインに従ってください。

• オプション・ファイルの各行は，入力形式または出力形式に対するキーワードで
始めなければなりません。その後に空白やタブ (複数可)，またはスラッシュ( / )を
続けます。

DDIFやDTIFのように，いくつかのファイル形式では，入力コンバータと出力コ
ンバータがあります。形式キーワードで_INPUTや_OUTPUTを指定すると，処理
オプションを入力形式にのみ，または出力形式にのみ適用させるよう制限するこ
とができます。

• 同一入力形式または同一出力形式に対して複数のオプションがある場合は，各行
には処理オプションを 1つだけ指定してください。

• 処理オプションを指定するには，大文字の英字，小文字の英字，数字 (0～ 9)，ド
ル記号( $ )，およびアンダースコア( _ )を使用します。

• 処理オプションに対して指定された値の前に， 1つまたは複数の空白やタブを入
れます。

オプション・ファイルのエントリ例を次に示します。

PS PAPER_HEIGHT 10
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この例では形式キーワードの_OUTPUTは必須ではありません。これは， PostScript
は出力形式でのみ使用可能だからです。省略時の設定では， PAPER_HIGHTの値は
インチ単位で指定します。

オプション・ファイルに，特定の変換のためのコンバータに適用されないオプション
を含めると，これらのオプションは無視されます。

入力形式または出力形式で無効なオプション，あるいはオプションで無効な値を指定
すると，エラー・メッセージが返されます。処理オプションに適用される制限事項
を，次の節に示します。

分析出力での処理オプション
分析出力コンバータは，次のオプションをサポートします。

• COMMENT DEFAULT_VALUES

省略時の値により生成された行の先頭に，コメント文字( ! )を挿入します。コメン
ト文字は，対応する集合体括弧や配列括弧の前にも挿入されます。

• COMMENT INHERITED_VALUES

継承した値により生成される行の先頭に，コメント文字( ! )を挿入します。コメン
ト文字は，対応する集合体括弧や配列括弧の前にも挿入されます。

• TRANSLATE_BYTE_STRINGS

省略時の設定を変更します。 BYTE STRING型のデータの場合，バイト文字列中
のすべての文字が印刷可能な文字 (16進値で 20～ 7E)であれば，分析出力は 16
進数を変換した値を表示しません。 TRANSLATE_BYTE_STRINGSオプション
を指定すると，この機能が変更されます。

• IMAGE_DATA

省略時の設定を変更します。DDIF$_IDU_PLANE_DATA (ビットマップのイメ
ージ)のバイト文字列データの場合，以前は分析出力は 16進数を変換した値と
ASCIIを変換した値を表示しました。これらはどちらも，多くのユーザにとって
特定の値ではありませんでした。新しいバージョンでは，どちらの表示も次のコ
メントと置き換えられます。

! *** Bit-mapped data not displayed here ***

16進数での表示を行う場合は， IMAGE_DATAオプションを指定します。このオ
プションを指定すると， ASCIIに変換されません。

• INHERITANCE

属性継承を有効にして，分析が表示されます。継承属性は，出力中で‘‘[Inherited
value.]’’というマークが付けられます。このオプションを指定すると，外部参照は
メインの文書にインポートされます。
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テキスト出力での処理オプション
テキスト出力コンバータは，次のオプションをサポートします。

• ASCII_FALLBACK [ON,OFF]

テキスト出力コンバータが，テキストを 7ビットの ASCIIで出力することを指定
します。文字のフォールバック表現は， ASCII標準に記述されています。このオ
プションを指定しないと，省略時の設定により OFFが使用されます。値を指定せ
ずにこのオプションを指定すると，省略時の設定によりONが使用されます。

• CONTENT_MESSAGES [ON,OFF]

テキスト出力コンバータが，入力ファイルの中間表現中でテキストではない要素
を検出するたびに，メッセージを出力ファイルに書き込むことを指定します。こ
のオプションを指定しないと，省略時の設定によりOFFが使用されます。値を
指定せずにこのオプションを指定すると，省略時の設定によりONが使用されま
す。

• HEIGHT値

テキスト出力ファイルでの， 1ページあたりの最大行数を指定します。 0を指
定すると， 1ページあたりの行数は，文書で指定した行数と同じになります。
OVERRIDE_FORMATとともに指定する，または文書にページ・サイズが指定さ
れていないと，このオプションで指定した値を使用して，フォーマッティングし
ます。省略時の設定の値は 66です。

• OVERRIDE_FORMAT [ON,OFF]

HEIGHTおよびWIDTH処理オプションで指定したページのサイズにテキストを
フォーマッティングできるように，文書に含まれているフォーマッティグ情報を
無視するかどうかを指定します。このオプションを指定しないと，省略時の設定
によりOFFが使用されます。値を指定せずにこのオプションを指定すると，省略
時の設定によりONが使用されます。

• SOFT_DIRECTIVES [ON,OFF]

テキスト出力ファイルを作成する時に，文書に含まれているソフト指示文に従う
かどうかを指定します。このオプションを指定しないと，省略時の設定により
OFFが使用されます。値を指定せずにこのオプションを指定すると，省略時の設
定によりONが使用されます。

• WIDTH値

テキスト出力ファイルでの， 1ページあたりの最大カラム数を指定します。 0を
指定すると， 1ページあたりのカラム数は，文書で指定したカラム数と同じにな
ります。OVERRIDE_FORMATとともに指定する，または文書にページ・サイ
ズが指定されていないと，このオプションで指定した値を使用してフォーマッテ
ィングします。ここで指定した値を超えるテキストは，切り捨てられます。省略
時の値は 80です。
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PostScript出力コンバータでの処理オプション
PostScript出力コンバータは，次のオプションをサポートします。

• PAPER_SIZEサイズ

PostScript出力ファイルをフォーマッティングする時に使用される，用紙のサイ
ズを指定します。サイズ引数で有効な値を次に示します。

キーワード サイズ

A0 841 x 1189ミリ (33.13 x 46.85インチ)

A1 594 x 841ミリ (23.40 x 33.13インチ)

A2 420 x 594ミリ (16.55 x 23.40インチ)

A3 297 x 420ミリ (11.70 x 16.55インチ)

A4 210 x 297ミリ (8.27 x 11.70インチ)

A 8.5 x 11インチ (216 x 279ミリメートル)

B 11 x 17インチ (279 x 432ミリメートル)

C 17 x 22インチ (432 x 559ミリメートル)

D 22 x 34インチ (559 x 864ミリメートル)

E 34 x 44インチ (864 x 1118ミリメートル)

LEDGER 11 x 17インチ (279 x 432ミリメートル)

LEGAL 8.5 x 14インチ (216 x 356ミリメートル)

LETTER 8.5 x 11インチ (216 x 279ミリメートル)

LP 13.7 x 11インチ (348 x 279ミリメートル)

VT 8 x 5インチ (203 x 127ミリメートル)

省略時の設定の用紙サイズは A(8.5 x 11インチ)です。

• PAPER_HEIGHT高さ

あらかじめ定義されている値以外の，用紙のサイズを指定します。省略時の設定
の用紙の高さは 11インチです。

• PAPER_WIDTH幅

あらかじめ定義されている値以外の，用紙のサイズを指定します。省略時の設定
の用紙の幅は 8.5インチです。

• PAPER_TOP_MARGIN上マージン

用紙の上部のマージン幅を指定します。省略時の設定は 0.25インチです。

• PAPER_BOTTOM_MARGIN下マージン

用紙の下部のマージン幅を指定します。省略時の設定は 0.25インチです。

• PAPER_LEFT_MARGIN左マージン

用紙の左のマージン幅を指定します。省略時の設定は 0.25インチです。

• PAPER_RIGHT_MARGIN右マージン

用紙の右のマージン幅を指定します。省略時の設定は 0.25インチです。
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• PAPER_ORIENTATION方向

出力された PostScriptファイルで使用される用紙の方向を指定します。方向引数
で有効な値を次に示します。

キーワード 説明

PORTRAIT 縦向き。用紙の長い方の辺が，垂直軸と並行になる向き。

LANDSCAPE 横向き。用紙の長い方の辺が，水平軸と並行になる向き。

省略時の設定は PORTRAITです。

• EIGHT_BIT_OUTPUT [ON,OFF]

PostScript出力コンバータに， 8ビットで出力するかどうかを指定します。省略
時の値はONです。

• LAYOUT [ON,OFF]

DDIF文書で指定されたレイアウトで処理するかどうかを指定します。省略時の
値はONです。

• OUTPUT_BUFFER_SIZE出力バッファ・サイズ

出力バッファのサイズを指定します。 64から 256までの値を指定しなければなり
ません。省略時の値は 132です。

• PAGE_WRAP [ON,OFF]

下マージンを越えたテキストを，改ページするかどうかを指定します。省略時の
値はONです。

• SOFT_DIRECTIVES [ON,OFF]

出力を編集するために，DDIFファイルのソフト指示文を処理するかどうかを指
定します (ソフト指示文は改行，改ページ，タブなどの編集コマンドを指定しま
す)。 PostScript出力コンバータがソフト指示文を処理すると，省略時の値はON
です。

• WORD_WRAP [ON,OFF]

右マージンを越えるテキストのラッピングを行うかどうかを指定します。省略時
の値はONです。OFFを指定すると，テキストは右マージンを越えてしまいま
す。

ドメイン・コンバータ
入力コンバータのある， CDAをサポートする表ファイル形式に適用させる処理オプ
ションを含む，オプション・ファイルを作成できます。表ファイル形式の例として
は，データ・テーブルやスプレッドシートがあります。

表入力ファイルを文書出力ファイルに変換するには， DTIF_TO_DDIF形式名を使用
し，次に処理オプションを指定します。特定の表入力ファイル形式や文書出力ファイ
ル形式への処理オプションに加えて，DTIF_TO_DDIF処理オプションを指定しま
す。
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レポートや他の文書に表のテキスト表現を入れられるように，表入力ファイルを文書
出力ファイルに変換したい場合もあります。だたし表入力ファイルを文書出力ファイ
ルに変換すると，セル・ボーダ，ヘッダ，グリッド行，すべての式，およびフォン
ト・タイプが消失することに注意してください。

ドメイン・コンバータは，次のオプションをサポートします。

• COLUMN_TITLE

カラム属性のカラム・タイトルを，カラムの上中央に表示します。

• CURRENT_DATE

現在の日付と時刻を，ページの左下の隅に表示します。これらは，文書に省略時
で設定されている形式に従って表示されます。

• DOCUMENT_DATE

文書ヘッダにある文書の日付と時刻を，ページの左上の隅に表示します。これら
は，文書に省略時で設定されている形式に従って表示されます。

• DOCUMENT_TITLE

文書ヘッダの文書タイトルを，各ページの上中央に表示します。

• PAGE_NUMBER

現在のページ番号を，ページの右上の隅に表示します。

• PAPER_SIZEサイズ

PostScript出力ファイルをフォーマッティングする時に使用する，用紙のサイズ
を指定します。サイズ引数で有効な値を次に示します。

キーワード サイズ

A0 841 x 1189ミリ (33.13 x 46.85インチ)

A1 594 x 841ミリ (23.40 x 33.13インチ)

A2 420 x 594ミリ (16.55 x 23.40インチ)

A3 297 x 420ミリ (11.70 x 16.55インチ)

A4 210 x 297ミリ (8.27 x 11.70インチ)

A5 148 x 210ミリ (5.83 x 8.27インチ)

A 8.5 x 11インチ (216 x 279ミリ)

B 11 x 17インチ (279 x 432ミリ)

B4 250 x 353ミリ (9.84 x 13.90インチ)

B5 176 x 250ミリ (6.93 x 9.84インチ)

C 17 x 22インチ (432 x 559ミリ)

C4 229 x 324ミリ (9.01 x 12.76インチ)

C5 162 x 229ミリ (6.38 x 9.02インチ)

D 22 x 34インチ (559 x 864ミリ)

DL 110 x 220ミリ (4.33 x 8.66インチ)
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キーワード サイズ

E 34 x 44インチ (864 x 1118ミリ)

10x13_ENVELOPE 13 x 254ミリ (15600 x 10インチ)

9x12_ENVELOPE 12 x 229ミリ (14400 x 9インチ)

BUSINESS_
ENVELOPE

9.5 x 105ミリ (11400 x 4.13インチ)

EXECUTIVE 10 x 191ミリ (12000 x 7.5インチ)

LEDGER 11 x 17インチ (279 x 432ミリ)

LEGAL 8.5 x 14インチ (216 x 356ミリ)

LETTER 8.5 x 11インチ (216 x 279ミリ)

LP 13.7 x 11インチ (348 x 279ミリ)

VT 8 x 5インチ (203 x 127ミリ)

用紙サイズ A(8.5 x 11インチ)が省略時の設定です。

• PAPER_HEIGHT高さ

あらかじめ定義されている値以外の，用紙のサイズを指定します。省略時の設定
の用紙の高さは 11インチです。

• PAPER_WIDTH 幅

あらかじめ定義されている値以外の，用紙のサイズを指定します。省略時の設定
の用紙の幅は 8.5インチです。

• PAPER_TOP_MARGIN 上マージン

用紙の上部のマージン幅を指定します。省略時の設定は 0.25インチです。

• PAPER_BOTTOM_MARGIN 下マージン

用紙の下部のマージン幅を指定します。省略時の設定は 0.25インチです。

• PAPER_LEFT_MARGIN 左マージン

用紙の左のマージン幅を指定します。省略時の設定は 0.25インチです。

• PAPER_RIGHT_MARGIN 右マージン

用紙の右のマージン幅を指定します。省略時の設定は 0.25インチです。

• PAPER_ORIENTATION 方向

出力された PostScriptファイルで使用される用紙の方向を指定します。方向引数
で有効な値を次に示します。

キーワード 説明

PORTRAIT 縦向き。用紙の長い方の辺が，垂直軸と並行になる向き。

LANDSCAPE 横向き。用紙の長い方の辺が，水平軸と並行になる向き。

省略時の設定は PORTRAITです。
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例

1. $ CONVERT/DOCUMENT/OPTIONS=MY_OPTIONS.CDA$OPTIONS -
_$MY_INPUT.DTIF/FORMAT=DTIF MY_OUTPUT.DDIF/FORMAT=DDIF

このコマンドはMY_INPUT.DTIFという名前でDTIF形式の入力ファイルを，
MY_OUTPUT.DDIFという名前でDDIF形式の出力ファイルに変換します。オプ
ション・ファイルMY_OPTIONS.CDA$OPTIONSも指定しています。
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CONVERT/RECLAIM

Convert/Reclaimユーティリティを起動します。このユーティリティは，新しいレコ
ードを Prolog 3索引ファイルに書き込めるように， Prolog 3索引ファイルの空バケ
ットを使用できるようにします。/RECLAIM修飾子は必須です。

Convert/Reclaimユーティリティについての詳細は，『OpenVMS Record
Management Utilities Reference Manual』あるいはオンライン・ヘルプを参照
してください。

フォーマット

CONVERT/RECLAIM ファイル指定
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COPY

1つまたは複数の既存のファイルから新しいファイルを作成します。 COPYコマンド
によって，次の操作が実行できます。

• 1つの入力ファイルを 1つの出力ファイルにコピーする。

• 複数の入力ファイルを 1つのファイルに連結する。

• 複数の入力ファイルを複数の出力ファイルにコピーする。

フォーマット

COPY 入力ファイル指定[,...] 出力ファイル指定

パラメータ

入力ファイル指定[,...]

コピーする， 1つまたは複数の既存ファイルの名前を指定します。ワイルドカード文
字（*と%）を使用することができます。装置やディレクトリを指定しない場合には，
現在の装置とディレクトリが使用されます。複数の入力ファイルを指定する場合に
は，各ファイル指定をコンマ (,)またはプラス記号 (+)で区切らなければなりません。

出力ファイル指定
入力ファイルがコピーされる，出力ファイルの名前を指定します。

出力ファイル指定には，少くとも 1つのファイル指定フィールドを指定しなければな
りません。装置またはディレクトリを指定していない場合には，現在の省略時の装置
とディレクトリが使用されます。他のフィールド (ファイル名，ファイル・タイプ，
バージョン番号)を省略した場合には， COPYコマンドは入力ファイル指定の対応す
るフィールドの値を使用します。複数の入力ファイルが指定されている場合には，一
般に，最初の入力ファイルの各フィールドを使用します。

ファイル名，ファイル・タイプ，バージョン番号のうちの 2つに，アスタリスク・ワ
イルドカード文字 (*)を使用することができます。その場合，入力ファイルの対応す
るフィールドによって出力ファイルの名前が決まります。

説明

COPYコマンドは， 1つまたは複数の既存ファイルから，新しいファイルを作成しま
す。装置とディレクトリを指定しない場合は，現在の省略時の装置とディレクトリが
使用されます。 COPYコマンドには，次の機能があります。
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• 入力ファイルを出力ファイルにコピーする。

• 2つ以上の入力ファイルを 1つの出力ファイルに連結する。

• 入力ファイルのグループを出力ファイルのグループにコピーする。

COPYコマンドは，省略時の設定では， 1つの出力ファイルを作成します。複数の入
力ファイルを指定した場合には，最初の入力ファイルが出力ファイルにコピーされ，
2番目以降の入力ファイルが出力ファイルの最後に追加されます。出力ファイル指定
フィールドを省略したり，フィールドにアスタリスク( * )ワイルドカード文字を使用
すると，最初または唯一の入力ファイルの対応するフィールドを使用して出力ファイ
ルに名前が付けられます。

最大レコード長を持つ複数の入力ファイルを指定すると，出力ファイルには最初の入
力ファイルの最大レコード長が与えられます。以降の入力ファイルに出力ファイルの
最大レコード長より長いレコードがあると， COPYコマンドは矛盾したファイル属性
を示すメッセージを発行して，次のファイルのコピーを開始します。

複数の出力ファイルを作成するには，以下の少なくとも 1つを使用して複数の入力フ
ァイルを指定します。

• 出力ディレクトリ指定，ファイル名，ファイル・タイプ，またはバージョン番号
フィールドで，アスタリスク( * )ワイルドカード文字を使用する。

• 出力ファイル指定として，ノード名，装置名，またはディレクトリ指定だけを使
用する。

• /NOCONCATENATE修飾子

COPYコマンドで複数の出力ファイルを作成する場合には，出力ファイル名には各入
力ファイルから対応するフィールドが使用されます。また，出力ファイル指定でア
スタリスク( * )ワイルドカード文字を使用すると，複数の出力ファイルを作成できま
す。次に例を示します。

$ COPY A.A;1, B.B;1 *.C

この COPYコマンドは，現在の省略時ディレクトリに， A.C;1および B.C;1とい
うファイルを作成します。複数の入力ファイルと出力ファイルを指定する場合に
は，/LOG修飾子を使用すると，ファイルが正しくコピーされたことを確認できま
す。

DECwindows複合ドキュメントに COPYコマンドを使用する場合には，特に注意し
てください。詳細は『Guide to OpenVMS File Applications』を参照してください。

バージョン番号
入力ファイルと出力ファイルのバージョン番号を指定しない場合， (省略時の設定に
より)出力ファイルには次のいずれかのバージョン番号が付けられます。

• 入力ファイルのバージョン番号
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• 同じファイル名とファイル・タイプを持つ既存ファイルの最大バージョン番号に 1
を足したバージョン番号

アスタリスク( * )ワイルドカード文字で出力ファイルのバージョン番号を指定する
と，出力ファイルのバージョン番号として，対応する入力ファイルのバージョン番号
が使用されます。

出力ファイルのバージョン番号を明示的に指定すると，出力ファイル指定にはその番
号が使用されます。指定したバージョン番号より大きいバージョンの出力ファイルが
存在する場合は，警告メッセージが表示されファイルがコピーされます。同じバージ
ョンの出力ファイルが存在する場合は，メッセージが表示され，入力ファイルはコピ
ーされません。

ファイル保護と作成日/更新日
出力ファイル名のいずれかの部分を明示的に指定した場合， COPYコマンドでは出力
ファイルを新しいファイルと見なします。新しいファイルの作成日は，現在の時刻と
日付にセットされます。

1つまたは複数のアスタリスク( * )とパーセント記号( % )ワイルドカード文字で出力フ
ァイルを指定すると，入力ファイルの作成日が使用されます。

COPYコマンドでは，常に出力ファイルの更新日が現在の時刻と日付に設定されま
す。バックアップ日は， 0に設定されます。ファイル・システムによって，出力フ
ァイルに新しい満了日が割り当てられます (保持が許可されていると満了日が設定さ
れ，許可されていないと 0に設定されます)。

出力ファイルの保護とアクセス制御リスト (ACL)は，次のパラメータによって次の順
序で決定されます。

• 出力ファイルの既存バージョンの保護

• 出力ディレクトリの省略時の保護と ACL

• プロセスの省略時のファイル保護

(BACKUPコマンドは，入力ファイルの作成日，更新日，ファイル保護を使用するこ
とに注意してください。)

出力ファイルの保護を変更するには，/PROTECTION修飾子を使用します。

通常，出力ファイルの所有者は，出力ファイルの作成者と同じです。ただし，拡張特
権を持つ利用者が出力ファイルを作成する場合，所有者は，親ディレクトリまたは，
存在する場合は出力ファイルの前バージョンの所有者になります。

拡張特権は，次のいずれかです。

• SYSPRV (システム特権)または BYPASS

• システム利用者識別コード (UIC)
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• 親ディレクトリ (または出力ファイルの前バージョン)の所有者が，新しい出力フ
ァイルと同じグループに属する場合は，GRPPRV (グループ特権)

• 親ディレクトリ (または出力ファイルの前バージョン)の所有者を表す識別子 (リソ
ース属性を伴う)

ディレクトリ・ファイルのコピー
ディレクトリ・ファイルをコピーすると，指定したディレクトリ名の新しい空のディ
レクトリが作成されます。指定したディレクトリのファイルは，新しいディレクトリ
にコピーされません。ディレクトリ・ファイルのコピーの例については，「例」を参
照してください。

修飾子

/ALLOCATION=ブロック数
出力ファイルの初期占有サイズを， 1ブロック 512バイトとして，指定のブロック数
に設定します。/ALLOCATION修飾子を指定しない場合や，ブロック数を指定しない
場合には，出力ファイルの初期占有サイズは，コピーされる入力ファイルのサイズに
よって決定されます。

/BACKUP

/BEFOREまたは/SINCE修飾子を適用する時刻属性を指定します。この修飾子を指
定すると，最新のバックアップの日時をもとにファイルを選択します。この修飾子は
他の時刻属性を指定する修飾子，/CREATED，/EXPIRED，および/MODIFIED修飾
子とは同時に指定できません。これら 4つの修飾子のいずれも指定しない場合には，
省略時の設定として/CREATED修飾子が使用されます。

/BEFORE[=時刻]

指定された時刻以前の時刻属性を持つファイルを選択します。絶対時刻，または絶対
時刻とデルタ時間の組み合わせを指定します。また， BOOT， LOGIN， TODAY(省
略時の設定)， TOMORROW，および YESTERDAYというキーワードも指定できま
す。適用する時刻属性は，/BACKUP，/CREATED(省略時の設定)，/EXPIRED，ま
たは/MODIFIED修飾子のいずれかで指定します。

時刻指定の詳細は，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』，またはオンライン・ヘ
ルプのトピックDateを参照してください。

/BLOCK_SIZE=n

COPYが使用する省略時のブロック・サイズ (124)を変更します。 1～ 127の範囲の
値を指定することができます。

/BY_OWNER[=uic]

ファイルの利用者識別コード (UIC)が指定した所有者UICと一致するファイルを選
択します。/BY_OWNER修飾子だけを指定しUICを省略した場合には，現在のプロ
セスのUICであると解釈されます。
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UICを指定する場合には，『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイド』に説明さ
れている標準的なUIC形式を使用します。

/CONCATENATE (省略時の設定)
/NOCONCATENATE

出力ファイル指定のフィールドにワイルドカード文字が使用されていない場合に，す
べての入力ファイルから 1つの出力ファイルを作成します。/NOCONCATENATE修
飾子を指定すると，複数の出力ファイルを作成します。入力ファイル指定にワイルド
カード文字を指定した場合には，すべての入力ファイルを連結した， 1つの出力ファ
イルが作成されます。

Files–11オンディスク構造レベル 2およびレベル 5のディスク上のファイルは，アル
ファベット順にファイルを連結されます。ファイル・バージョン・フィールドにワイ
ルドカード文字を指定した場合には，ファイルはバージョン番号の大きい順にコピー
されます。Files–11オンディスク構造レベル 1ディスク上のファイルは，ランダムな
順序で連結されます。

/CONFIRM
/NOCONFIRM (省略時の設定)

各コピー操作の前にそのファイルのコピーの実行について確認を求めるかどうかを制
御します。確認に対する応答は次のいずれかです。

YES NO QUIT

TRUE FALSE Ctrl/Z

1 0 ALL

Return

応答として単語を入力する場合には，大文字と小文字を任意に組み合わせることがで
きます。単語による応答は，曖昧にならない範囲で短縮できます (たとえば， TRUE
は， T， TR，または TRU)。肯定応答は， YES， TRUE，および 1です。否定応答
はNO， FALSE， 0， Returnです。QUITまたは Ctrl/Zは，その時点でコマンドの
処理を停止することを示します。 ALLと応答すると，コマンドは処理を継続します
が，その後プロンプトは表示されなくなります。上記のリストに含まれていない応答
をタイプすると，DCLがエラー・メッセージを出力し，プロンプトが再表示されま
す。

/CONTIGUOUS
/NOCONTIGUOUS

ファイルが連続する物理ディスク・ブロックを使用するかどうかを指定します。省略
時の設定では， COPYコマンドは，対応する入力ファイルと同じ属性の出力ファイル
を作成します。また，省略時設定では，連続したディスク・ブロックが十分にない場
合でも，エラーを報告しません。属性の異なる複数の入力ファイルをコピーする場合
には，出力ファイルは連続した領域にコピーされるとは限りません。確実に連続した
領域にファイルをコピーするためには，/CONTIGUOUS修飾子を使用します。
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ファイルをテープに，またはテープからコピーする場合には，/CONTIGUOUS修飾
子は無効です。これは，テープ上のファイル・サイズは，ディスクにコピーされるま
で判断することができないためです。テープからファイルをコピーする時に，そのフ
ァイルを連続した領域にコピーしたい場合には， COPYコマンドを 2度使用します。
つまり，ファイルをテープからコピーするための COPYコマンドと，連続したファイ
ルを作成するための COPYコマンドです。

/CREATED (省略時の設定)

/BEFOREまたは/SINCE修飾子を適用する時刻属性を指定します。この修飾子を指
定すると，作成日時をもとにファイルを選択します。この修飾子は他の時刻属性を指
定する修飾子，/BACKUP，/EXPIRED，および/MODIFIED修飾子とは同時に指定
できません。これら 4つの修飾子のいずれも指定しない場合には，省略時の設定とし
て/CREATED修飾子が使用されます。

/EXCLUDE=(ファイル指定[,...])

指定したファイルに一致するファイルを，コピー操作から除外することを指定しま
す。ファイル指定にディレクトリを含むことは可能ですが，装置を含むことはできま
せん。ファイル指定にはワイルドカード文字 (*と%)が使用できます。しかし特定バ
ージョンを除外するために相対バージョン番号を使用することはできません。 1つの
ファイルだけを指定する場合には，括弧は省略できます。

/EXPIRED

/BEFOREまたは/SINCE修飾子を適用する時刻属性を指定します。この修飾子
を指定すると，満了日時をもとにファイルを選択します (満了日は， SET FILE
/EXPIRATION_DATEコマンドで設定します)。この修飾子は他の時刻属性を指定す
る修飾子，/BACKUP，/CREATED，および/MODIFIED修飾子とは同時に指定で
きません。これら 4つの修飾子のいずれも指定しない場合には，省略時の設定とし
て/CREATED修飾子が使用されます。

/EXTENSION=n

ファイルが拡張される際に出力ファイルに追加されるブロックの数を指定します。
/EXTENSION修飾子を指定しない場合には，出力ファイルの省略時の拡張属性は，
対応する入力ファイルの拡張属性によって決定されます。

/LOG
/NOLOG (省略時の設定)

COPYコマンドが，コピーされた各ファイルのファイル情報を表示するかどうかを制
御します。

/LOG修飾子を指定すると COPYコマンドは，各コピー操作を実行するたびに次の情
報を表示します:

• 入力ファイルと出力ファイルのファイル指定

• コピーされたブロック数またはレコード数（コピーがブロック単位かレコード単
位かによる）

• 作成された新しいファイルの総数
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/MODIFIED

/BEFOREまたは/SINCE修飾子を適用する時刻属性を指定します。この修飾子を指
定すると，最新の変更日時をもとにファイルを選択します。この修飾子は他の時刻属
性を指定する修飾子，/BACKUP，/CREATED，および/EXPIRED修飾子とは同時に
指定できません。これら 4つの修飾子のいずれも指定しない場合には，省略時の設定
として/CREATED修飾子が使用されます。

/OVERLAY
/NOOVERLAY (省略時の設定)

ファイルに新しい領域を割り当てるのではなく，入力ファイルのデータを既存の出力
ファイルにコピーして，既存のデータを上書きすることを要求します。ディスク上の
ファイルの物理的な位置は変更されません。ただし， RMS索引順編成ファイルと相
対編成ファイルでは，出力ファイルに入力ファイルよりも少ないブロックしか割り当
てられていない場合には， EMS-E-EOFエラーでコピーは失敗します。

ファイル構造を持たない装置に出力ファイルが書き込まれる場合には，/OVERLAY
修飾子は無視されます。

/PROTECTION=(所有区分[:アクセス・コード][,...])

出力ファイルに対して適用される保護を定義します。

• 所有区分パラメータは，システム (S)，所有者 (O)，グループ (G)またはワールド
(W)から指定します。

• アクセス・コード・パラメータは，読み込み (R)，書込み (W)，実行 (E)または削
除 (D)から指定します。

出力ファイルが存在する場合には，指定されていない保護属性は，そのファイルの現
在の保護設定から適用されます。出力ファイルが存在しない場合には，現在の省略時
の保護設定が使用されます。

保護コードの指定についての詳細は，『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイ
ド』を参照してください。

/READ_CHECK
/NOREAD_CHECK (省略時の設定)

入力ファイルが正しく読み取られたことを確認するために，入力ファイルの各レコー
ドを 2回ずつ読み取ります。

/REPLACE
/NOREPLACE (省略時の設定)

出力ファイルと同じファイル指定のファイルが既に存在する場合には，既存のファイ
ルが削除されることを要求します。 COPYコマンドは，出力ファイルに対して新しい
領域を割り当てます。一般に，/REPLACE修飾子を使用する場合には，ファイル指
定にバージョン番号まで指定します。省略時設定では，同じファイル指定のファイル
がすでに存在する場合には， COPYコマンドはバージョン番号が 1だけ大きな新しい
バージョンのファイルを作成します。/NOREPLACE修飾子が指定されている場合に
は，同じバージョン番号のファイルが存在すると，エラーとなります。
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/SINCE[=時刻]

指定された時刻以降の時刻属性を持つファイルを選択します。絶対時刻，または絶
対時刻とデルタ時間の組み合わせを指定します。また， BOOT， JOB_LOGIN，
LOGIN， TODAY (省略時の設定)， TOMORROW，および YESTERDAYというキ
ーワードも指定できます。適用する時刻属性は，/BACKUP，/CREATED (省略時の
設定)，/EXPIRED，または/MODIFIED修飾子のいずれかで指定します。

時刻指の詳細は，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』，またはオンライン・ヘル
プのトピックDateを参照してください。

/STYLE=キーワード
表示するファイル名の書式を指定します。

この修飾子のキーワードは CONDENSEDおよび EXPANDEDです。意味は次の表
のとおりです。

キーワード 説明

CONDENSED
(省略時の設定)

ファイル名を 255文字長の文字列に適合するように表示します。この
場合，ファイル指定には DIDあるいは FID短縮形が含まれることがあ
ります。

EXPANDED ファイル名をディスクに格納されているとおりに表示します。この場
合，ファイル指定には DIDあるいは FID短縮形は含まれません。

キーワード CONDENSEDと EXPANDEDを同時に指定することはできません。こ
の修飾子は，確認が要求された場合に，出力メッセージに表示されるファイル名の書
式を指定します。

EXPANDEDキーワードが指定されていない場合，ファイル・エラーは
CONDENSEDファイル指定で表示されます。

詳細は『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』を参照してください。

/SYMLINK=キーワード
/NOSYMLINK (省略時の設定)

入力ファイルがシンボリック・リンクの場合，シンボリック・リンクが参照している
ファイルがコピーされます。

/SYMLINK修飾子は，シンボリック・リンクについてはそれ自身をコピーするよう
に指示します。

コマンドで指定したファイル名がシンボリック・リンクの場合，コマンドはその
シンボリック・リンクに対して動作します。この修飾子に対して有効なキーワード
は，[NO]WILDCARDおよび[NO]ELLIPSISです。これらのキーワードの説明は以
下のとおりです。
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キーワード 説明

NOWILDCARD ディレクトリのワイルドカード検索時にシンボリック・リンクが無効に
なることを指定します。

WILDCARD ディレクトリのワイルドカード検索時にシンボリック・リンクが有効に
なることを指定します。

NNOELLIPSIS 反復記号を除き，ワイルドカード・フィールドでシンボリック・リンク
が一致することを指定します。

ELLIPSIS WILDCARDと同じ。

/TRUNCATE (省略時の設定)
/NOTRUNCATE

COPYコマンドが，コピー時に出力ファイルをファイルの終端 (EOF)で切り捨てるか
どうかを制御します。この操作は順編成ファイルにのみ使用できます。

省略時の設定では，出力ファイルのサイズは入力ファイルの実際のサイズで決定され
ます。/NOTRUNCATEを指定すると，出力ファイルのサイズは入力ファイルの占有
サイズで決定されます。

/VOLUME=n

出力ファイルを，マルチボリューム・セットの指定の相対ボリューム番号に配置しま
す。省略時設定では，ファイルは，マルチボリューム・セットの任意の位置に作成さ
れます。

/WRITE_CHECK
/NOWRITE_CHECK (省略時の設定)

出力ファイルの各レコードを書き込んだ後に読み込み，レコードが正しくコピーされ
たこと，およびそのファイルが正しく読み込めることを確認します。

注意

TK50テープ・ドライブのように，ハードウェア装置の中には，そのハードウ
ェア機能の一部としてデータの一貫性をチェックするものがあります。その
ような装置では，/WRITE_CHECKを使用する必要はありません。どの装置が
自動書き込みチェックを提供しているかについては，使用しているハードウ
ェアのドキュメントを参照してください。

例

1. $ COPY TEST.DAT NEWTEST.DAT

この COPYコマンドは，省略時のディスクおよびディレクトリの TEST.DATとい
うファイルの内容を，同じディスクおよび同じディレクトリのNEWTEST.DAT
という名前のファイルにコピーします。NEWTEST.DATという名前のファイル
がすでに存在する場合には，新しいバージョンを作成します。
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2. $ COPY ALPHA.TXT TMP
$ COPY ALPHA.TXT .TMP

最初の COPYコマンドは， ALPHA.TXTというファイルを TMP.TXTという名
前のファイルにコピーします。 COPYコマンドは，出力ファイルのファイル・
タイプとして入力ファイルのものを使用します。 2番目の COPYコマンドは，
ALPHA.TMPという名前のファイルを作成します。この COPYコマンドでは，入
力ファイルの名前を出力ファイルのファイル名として使用します。

3. $ COPY/LOG TEST.DAT NEW.DAT;1/REPLACE
%COPY-I-REPLACED, DKA0:[MAL]NEW.DAT;1 being replaced
%COPY-S-COPIED, DKA0:[MAL]TEST.DAT;1 copied to DKA0:[MAL]NEW.DAT;1 (1 block)

この例では/REPLACE修飾子を指定して，出力ファイルの既存のバージョンと新
しいファイルを置き換えるよう COPYコマンドに要求しています。 COPYコマ
ンドからの最初のメッセージは，既存のファイルを置き換えたことを示していま
す。出力ファイルのバージョン番号は，明示的に指定しなければなりません。明
示的に指定しないと COPYコマンドは，ファイルNEW.DATの新しいバージョン
を作成します。

4. $ COPY *.COM [MALCOLM.TESTFILES]

この例の COPYコマンドは，現在の省略時のディレクトリ内で，ファイ
ル・タイプが.COMであるファイルの最新バージョンを，サブディレクト
リ[MALCOLM.TESTFILES]にコピーします。

5. $ COPY/LOG *.TXT *.OLD
%COPY-S-COPIED, DKA0:[MAL]A.TXT;2 copied to DKA0:[MAL]A.OLD;2 (1 block)
%COPY-S-COPIED, DKA0:[MAL]B.TXT;2 copied to DKA0:[MAL]B.OLD;2 (1 block)
%COPY-S-COPIED, DKA0:[MAL]G.TXT;2 copied to DKA0:[MAL]G.OLD;2 (4 blocks)
%COPY-S-NEWFILES, 3 files created

この例の COPYコマンドは，ファイル・タイプが.TXTであるファイルの最新バ
ージョンを，新しいファイルにコピーします。新しいファイルのファイル名は，
既存のファイルのファイル名と同じです。ただしファイル・タイプは.OLDです。
COPYコマンドからの最後のメッセージは，新たに 3つのファイルが作成された
ことを示しています。

6. $ COPY/LOG A.DAT,B.MEM C.*
%COPY-S-COPIED, DKA0:[MAL]A.DAT;5 copied to DKA0:[MAL]C.DAT;11 (1 block)
%COPY-S-COPIED, DKA0:[MAL]B.MEM;2 copied to DKA0:[MAL]C.MEM;24 (58 records)
%COPY-S-NEWFILES, 2 files created

2つの入力ファイル指定はコンマで区切られています。出力ファイル指定のアスタ
リスク (*)ワイルドカード文字は， 2つの出力ファイルを作成することを指定して
います。各コピー操作において COPYコマンドは，入力ファイルのファイル・タ
イプを使用して，出力ファイルのファイル・タイプを決めます。
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7. $ COPY/LOG *.TXT TXT.SAV
%COPY-S-COPIED, DKA0:[MAL]A.TXT;2 copied to DKA0:[MAL]TXT.SAV;1 (1 block)
%COPY-S-APPENDED, DKA0:[MAL]B.TXT;2 appended to DKA0:[MAL]TXT.SAV;1 (3 records)
%COPY-S-APPENDED, DKA0:[MAL]G.TXT;2 appended to DKA0:[MAL]TXT.SAV;1 (51 records)
%COPY-S-NEWFILES, 1 file created

この例の COPYコマンドは，ファイル・タイプが.TXTであるすべてのファイル
の最新バージョンを， TXT.SAVという 1つのファイルにコピーします。最初の入
力ファイルがコピーされた後， COPYコマンドは，他の入力ファイルはその出力
ファイルに追加されることを示すメッセージを表示します。

この例で/NOCONCATENATE修飾子を使用すると， COPYコマンドは各入力フ
ァイルに対して 1つずつ TXT.SAVを作成します。各 TXT.SAVファイルは，バー
ジョン番号が異なります。

8. $ COPY MASTER.DOC DKA1:[BACKUP]

この例の COPYコマンドは，ファイルMASTER.DOCの最新バージョンを装置
DKA1にコピーします。ディレクトリ[BACKUP]にMASTER.DOCという名前
のファイルがない場合は， COPYコマンドは入力ファイルのバージョン番号を
出力ファイルに割り当てます。このコマンドを実行するためには，装置DKA1上
の[BACKUP]ディレクトリへの書き込み (W)アクセス権が必要です。

9. $ COPY SAMPLE.EXE DALLAS::DISK2:[000,000]SAMPLE.EXE/CONTIGUOUS

この例の COPYコマンドは，ローカル・ノードにあるファイル SAMPLE.EXE
を，リモート・ノードDALLAS上の SAMPLE.EXEにコピーします。
/CONCATENATE修飾子が指定されているので，出力ファイルは物理的に連
続したディスク領域に作成されます。このコマンドを実行するためには，リモー
ト・ノードDALLASの装置DISK2への書き込み (W)アクセス権が必要です。

10. $ COPY *.* PRTLND::*.*

この COPYコマンドは，ローカル・ノードのユーザ・ディレクトリ内にあるすべ
てのファイルを， PRTLNDというリモート・ノードにコピーします。新しいファ
イルには，入力ファイルと同じ名前が与えられます。このコマンドが正しく機能
するには， PRTLNDというリモート・ノードの省略時のディレクトリに対して，
書き込み (W)アクセス権が必要です。

11. $ COPY BOSTON::DISK2:TEST.DAT;5
_To: DALLAS"SAM SECReturn"::DISK0:[MODEL.TEST]TEST.DAT/ALLOCATION=50

この COPYコマンドは，ノード BOSTONのDISK2という装置の TEST.DAT;5
というファイルをDALLASというリモート・ノードの TEST.DATという名前の
新しいファイルにコピーします。/ALLOCATION修飾子は，ノードDALLASの
TEST.DATという新しいファイルに対して，最初に 50ブロックを割り当てます。
リモート・ディレクトリにアクセスするために， "SAM SECReturn"というアク
セス制御文字列を使用しています。
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12. $ MOUNT TAPED1: VOL025 TAPE:
$ COPY TAPE:*.* *

この例でMOUNTコマンドは，ラベルが VOL025であるボリュームを，磁気テー
プ装置 TAPED1にマウントし，その装置に論理名 TAPEを割り当てるよう指定し
ています。

COPYコマンドは，入力ファイル指定に論理名 TAPEを使用して，磁気テープ上
のすべてのファイルを，現在の省略時のディスクおよびディレクトリ上にコピー
するよう要求しています。コピーされたファイルはすべて，ファイル名とファイ
ル・タイプを保持します。

13. $ ALLOCATE CR:
_CR1: ALLOCATED

$ COPY CR1: CARDS.DAT
$ DEALLOCATE CR1:

この例の ALLOCATEコマンドは，排他的なカード・リーダの使用を要求してい
ます。 ALLOCATEコマンドからの応答は，カード・リーダ CR1の装置名を示し
ています。

カード・リーダを占有したら，カードのデックをリーダに入れ，入力ファイルと
してカード・リーダを指定して COPYコマンドを入力できます。 COPYコマンド
はカードをファイル CARDS.DATに読み込みます。カード・デックの終端 (EOF)
は， EOFカード (12-11-0-1-6-7-8-9 overpunch)により示されていなければなりま
せん。

DEALLOCATEコマンドは，カード・リーダを解放します。

14. $ COPY [SMITH]MONKEY.DIR [JONES]
$ COPY [SMITH.MONKEY]*.* [JONES.MONKEY]*.*

この例では， COPYコマンドを用いて，[JONES]MONKEY.DIRディレクトリ・
ファイルとして登録される新しい空のディレクトリ[JONES.MONKEY]を作成し
ます。 COPYコマンドで[JONES]MONKEY.DIRディレクトリ・ファイルを作成
したら，[JONES.MONKEY]ディレクトリ上にファイルをコピーあるいは作成で
きます。

例中の 2番目の COPYコマンドは，[SMITH.MONKEY]ディレクトリか
ら[JONES.MONKEY]ディレクトリにファイルをコピーします。

15. $ COPY [SMITH]CATS.DIR [SMITH]DOGS.DIR

この例では， COPYコマンドを用いて，新しい空のファイル[SMITH]DOGS.DIR
を作成します。[SMITH]CATS.DIRファイルと同じ属性を持つディレクトリ・フ
ァイルを作成するには，この COPYコマンドを使用してください。この例のコマ
ンドは，次のコマンドを入力するのと同じ効果があります。

$ CREATE/DIRECTORY [SMITH.DOGS]
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16. $ COPY [SMITH]TIGER.DIR [SMITH.ANIMALS]
$ COPY [SMITH.TIGER]*.* [SMITH.ANIMALS.TIGER]*.*
$ DELETE [SMITH.TIGER]*.*;*
$ SET SECURITY/PROTECTION=(WORLD:DELETE) TIGER.DIR
$ DELETE TIGER.DIR;

この例ではまず， COPYコマンドを用いて新しい空のディレクトリ・フ
ァイル[SMITH.ANIMALS]TIGER.DIRを作成します。続くコマンドで
は，[SMITH.TIGER]ディレクトリから[SMITH.ANIMALS.TIGER]ディレク
トリへファイルをコピーし，さらに元の TIGER.DIRディレクトリを削除しま
す。 TIGER.DIRはディレクトリ・ファイルなので，これを削除する前に，保護
コードのDELETEを設定しておかなければなりません。
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COPY/FTP

FTPユーティリティを起動して， TCP/IP接続経由で異なるファイル・システムを持
つホスト間でファイルを転送します。

フォーマット

COPY/FTP 入力ファイル指定 出力ファイル指定

パラメータ

入力ファイル指定
既存のファイル (コピー元ファイル)の名前を指定します。

出力ファイル指定
出力ファイル (コピー先ファイル)の名前を指定します。

説明

COPY/FTPコマンドは，ファイル転送プロトコル (FTP)を使用して，リモート・ノ
ードからファイルをコピーします。このコマンドが提供するサービスは， FTPのア
ーキテクチャに基づく機能のサブセットです (提供される FTPプログラムの使用法に
ついては，ベンダのマニュアルを参照してください)。

OpenVMS間の転送

両方のマシンがOpenVMS構造化転送をサポートしている場合，/BINARY，
/ASCII，および/FDL修飾子は無視されます。協調動作するOpenVMS FTPの
クライアントとサーバは，正しいOpenVMS属性を使用して自動的にファイ
ルを転送します。

COPY/FTPでは，一般にリモート・ファイル指定でアスタリスク・ワイルドカード文
字( * )がサポートされています。

修飾子

/ANONYMOUS

単一または複数のノードに匿名アクセスします。/ANONYMOUSは，省略時
のリモート・アクセスです。リモート・ノードに対するパスワードの形式
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は，"user@fullyqualifiednodename"でなければなりません。

/ASCII

ASCIIファイル (テキスト・ファイル)を識別するために使用します。/ASCIIは，省
略時の設定です。

/BINARY

バイナリ・ファイルを識別するのに使用します。

/FDL

この修飾子はオプションです。 FDL(ファイル定義言語)ファイルを伴った対話を行
います。ローカルなOpenVMSシステムにファイルがコピーされる時は，リモート
FDLファイルが検索され，解釈されます。ファイルがローカルなOpenVMSシステ
ムの外にコピーされる時は，要求されたファイルに加え， FDLファイルが作成さ
れ，コピーされます。/FDLが指定されてもベンダのアプリケーションがサポートし
ていない場合は，警告メッセージが出力される可能性があります。

/LOG

ファイルが転送された際に， SYS$OUTPUTにメッセージを表示します。

/NOSTRUVMS

STRU OpenVMS転送の試行を明示的に無効にするために使用します。そうでない場
合，サーバによっては試行時にすぐに停止する可能性があります。

/PASSIVE=オプション
FTPクライアントとサーバのどちらがデータ接続を開始するかを制御します。この修
飾子を指定しなかった場合は， Internet Protocolに応じた値が使用されます。 IPv4
の場合はOFF， IPv6の場合はONが使用されます。

/PASSIVEオプションは，次の表のとおりです。

オプション 説明

OFF FTPサーバがデータ接続を開始します。

ON (省略時の値) FTPクライアントがデータ接続を開始します。

これは， FTPクライアントとサーバ間にファイアウォールがあるため
にサーバからの接続ができない場合に使用されます。

ONが省略時の値となるのは，/PASSIVEが指定された場合のみです。

この修飾子が機能するためには，基盤となる TCP/IPネットワーク製品がこの修飾子
を認識し， FTPパッシブをサポートしている必要があります。

/PASSIVE修飾子は FTP PASVコマンドと等価です。

/VERBOSE
/NOVERBOSE

すべてのメッセージ (バナー・メッセージを含む)が端末に表示されるかどうかを指定
します。省略時の設定では，メッセージは表示されません。
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例

1. $ COPY/FTP/FDL/ANON rms_indexed_file.idx -
remotehst5::"/public/rms.idx.file"

この例では， TCP/IP接続を介して，OpenVMS RMSファイル rms_indexed_
file.idxから remotehst5上のリモート・ファイル public/rms.idx.fileへ転送を行
います。リモート・ノードへのアクセスは匿名で行われ， FLDファイルが作成さ
れ， rms_indexed_file.idxとともにコピーされます。

2. $ COPY/FTP/VERBOSE sys$login:login.com -
xdelta.zko.dec.com"username password"::sys$login:login.tmp

この例では， TCP/IP接続を介して，OpenVMS RMSファイル
sys$login:login.comからリモート・ファイル sys$login:login.tmpへ，リモー
ト・システムのユーザ名とパスワードを指定して転送を行います。

3. $ COPY/FTP/LOG RESULTS.LOG -
_To: grad.uq.edu.au"JONES BYRONBAY"::DKA200$:[JONES.DATA]

この例では， COPY/FTPコマンドで RESULTS.LOGファイルを，uq.edu.auイン
ターネット・ドメイン内にあるgradノード上のユーザ・アカウント JONESとパ
スワード BYRONBAYを指定してDKA200$:[JONES.DATA]RESULTS.LOGへ
転送を行います。
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COPY/RCP

RCPユーティリティを起動して， TCP/IP接続経由で，ホスト間でファイルをコピー
します。

フォーマット

COPY/RCP 入力ファイル指定 出力ファイル指定

パラメータ

入力ファイル指定
既存のファイル (コピー元ファイル)の名前を指定します。

出力ファイル指定
出力ファイル (コピー先ファイル)の名前を指定します。

説明

COPY/RCPコマンドは， RCPユーティリティを使用して，リモート・ホストとの間
で 1つまたは複数のファイル (またはディレクトリ階層)をコピーします。

TCP/IP用のOpenVMS DCLコマンドは，DECnetネットワーク接続用のDCLコマ
ンドと同じリモート・ファイル指定書式をサポートしています。一部のファイル・ト
ランザクション・アプリケーションのインプリメントでは，コピー元ファイルとコピ
ー先ファイルがともにリモートのファイル指定であるファイル転送がサポートされて
います。

完全なリモート・ファイル指定形式は，次のとおりです。

node"username password account"::filename.ext

ファイルがOpenVMS以外のシステムに存在する場合，ファイル名を二重引用符で囲
みます。たとえば，U32という Tru64 UNIXノード上の/usr/users/user/Ordersとい
うファイルにアクセスするには，次のように指定します。

U32"user password"::"/usr/users/user/Orders"

UNIX®システムは，大文字と小文字を区別するファイル指定をサポートしているこ
とに注意してください。
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修飾子

/AUTHENTICATE

リモート・ノードへのアクセスを確保するのにKerberous認証が利用されることを指
定します。

/LOG

ファイルが転送されたときに， SYS$OUTPUTにメッセージを表示します。

/PRESERVE

ファイルの保護コードを保持します。

/RECURSIVE

ザブディレクトリのコピーを要求します。

/TRUNCATE=USERNAME

ユーザ名を 8文字で切り捨てます。

/USERNAME=ユーザ名
リモート・ユーザ名を指定する省略可能な修飾子です。省略時の操作では，ローカル
端末のユーザ名と同じユーザ名を用いて，リモート・システムにログインします。こ
のコマンドは, /USERNAMEの値として引用符に囲まれたパラメータをサポートしま
す。

例

1. $ COPY/RCP local_file.c remotehst4"Smith smpw"::rem_file.c

この例では， TCP/IP接続を介して， local_file.cをリモート・ホスト remotehst4
上の rem_file.cへコピーします。
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COPY/RECORDABLE_MEDIA

COPY/RECORDABLE_MEDIA (CDDVD)ユーティリティを使用すると，オプショ
ンの光ディスク・ドライブを使用してOpenVMSシステム上で CDおよびDVDメデ
ィアを作成することができます。

CDDVDは， ISO/IEC 10149 Mode 1 (2048バイト・ブロック,データ)で記録され
たシングルセッションの光ディスク・メディアを作成します。 CDDVDは， CD-R
(CD Recordable)， CD-RW (CD Rewritable)，DVD+R (DVD Recordable)および
DVD+RW (DVD Rewritable)などのメディア・フォーマットをサポートします。正
しく記録するためには，使用する光ディスク・ドライブが上記のいずれかのフォーマ
ットに対応している必要があります。また，対応する記録メディアがドライブにロー
ドされている必要があります。

COPY/RECORDABLE_MEDIAコマンドは，入力として指定されたディスク・イ
メージ・ファイルあるいはマスターデバイスをオープンし，その内容を指定された
CD-R， CD-RW，DVD+RあるいはDVD+RWのいずれかのメディア・フォーマット
で記録します。

フォーマット

COPY/RECORDABLE_MEDIA ソース・デバイス名 ターゲット・デバイス名

パラメータ

ソース・デバイス名
コピーする元データのパスを指定します。

記録先メディアにコピーするディスク・イメージを含むディスク・ファイルの名前，
あるいは記録するディスク・ボリューム・マスターを含む入力デバイスのデバイス名
を指定します。

OpenVMSシステムでは，通常は Logical Disk (LD) Utility LDAu:デバイスとなり
ます。

ターゲット・デバイス名
記録先メディアがロードされているデバイスのデバイス名を指定します。

通常は， ATAPI (DQcu:)， SCSI (DKcu:)，あるいはUSB (DNcu:)の名前の CD-R
/RWあるいはDVD+R/RWドライブです。
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説明

COPY/RECORDABLE_MEDIAコマンドは，指定された入力ディスク・イメージ・
ファイルあるいは入力デバイスの内容全体を，指定された CDあるいはDVDドライ
ブにロードされたメディアに記録します。

出力メディア・フォーマットは自動的に識別され，ユーティリティは，特定のターゲ
ット・デバイスとロードされている出力メディアに適した記録設定を自動的に構成し
ます。

メディアの容量を超えて記録することはできません。このため，対象メディアの容量
に適したサイズの入力ディスク・イメージあるいはマスターを選択する必要がありま
す。入力データ・ソースは，光メディアのセクターサイズの倍数に等しくなければな
りません。つまり，入力データのサイズは 4ブロック (2048バイト)単位にそろえる
必要があります。

記録処理は，入力ボリュームの構造あるいはマスターに使用される入力ファイル・デ
ータには依存せず，指定された入力マスターのブロック・レベルの内容に基づいて行
なわれます。

修飾子

/BELL

要求された記録操作が正常に完了したらシグナルを鳴らします。

/FORMAT[=keyword]
/NOFORMAT (省略時の修飾子)

/FORMAT修飾子は， RW (書き換え可能)メディアのフォーマットあるいは再フォー
マットを要求します。この修飾子は，書き換え可能ブランク・メディアへの書き込
み，あるいは記録済みの書き換え可能メディアの書き換えの際に必要になります。

ターゲット・メディアのフォーマットができない場合，このコマンド修飾子は無視さ
れます。

特に指定がない場合，記録先のメディアで利用できる最も速いフォーマット方式に対
応するキーワードが自動的に選択されます。

/FORMAT修飾子に使用できるキーワードは下記のとおりです。
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キーワード 説明

WAIT DVD+RWに対して使用します。/FORMAT修飾子のデフォルトの動作
ではフォーマット処理の完了を待ちません。これは，通常は完了を待つ
必要はなく，処理も遅くなるためです。

WAITを選択すると，全体のフォーマットが同期的に実行され，完了し
てから書き込み処理が始まります。

省略時の動作は下記のとおりです。

• 非同期的な処理

• バックグラウンドでフォーマット処理

• メディアのフォーマットと記録処理を同時に実行

ERASE CD-RWに対して使用します。

/FORMAT修飾子のデフォルト動作では，クイック消去を実行します。
完全消去は通常は必要なく，また処理に時間がかかります。

ERASEを選択すると， CD-RW書き換え可能ディスク全体がフォーマ
ット処理の一部として消去されます。この消去処理は，書き込み処理が
始まる前に完了します。

省略時の動作はクイック消去です。

/LOG (省略時の修飾子)
/NOLOG

/LOG修飾子は，基本的なデバイス情報と記録操作の進捗を示します。ユーティリテ
ィからの通常出力を無効にするには/NOLOGを使用してください。

/SPEED

低速度あるいは低品質の CD記録メディアを使用する場合，書き込みを正常終了させ
るためには/SPEED修飾子が必要になる場合があります。たとえば， CDドライブ自
身の定格速度よりも低い記録速度を選択しなければならない可能性があります。

厳密には， CDドライブとそのドライブにロードする CD記録メディアの両方が対応
している記録速度を選択する必要があります。

デバイス速度を指定するために/SPEED修飾子で使用可能なキーワードは下記のとお
りです。

• 1X

• 2X

• 4X

• 8X

• 16X

• 32X

• MAXIMUM
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CDDVDユーティリティは，要求された速度を元に，デバイスがサポートする速度か
ら適当な値を選択します (最小速度， 1X，あるいは最大速度を含め，すべてのデバイ
スがすべての速度をサポートする訳ではありません)。省略時の速度は，そのデバイス
がサポートする最大速度です。DVD+R/RWドライブは，メディア上に符号化されて
いる情報をもとに最大記録速度を選択します。

この修飾子は，以下のような状況に該当する場合にのみ必要となります。

• 書き込み中にに互換性の問題あるいは記録エラーが報告されて記録処理が失敗し
た場合

• 使用する CDメディアの定格記録速度が，ドライブの省略時の書き込み設定より
も低い場合

• CDDVDアプリケーション，プロセッサ，あるいはシステム I/Oの性能上の制約
がある場合

CDドライブは，ドライブにロードされたメディアでサポートされる速度よりも速い
速度を選択することができます。しかし，そのドライブの記録能力に適したメディア
を選択することをお勧めします。つまり， CDメディアの記録速度の制限は越えない
ように速度を指定してください。ドライブがサポートする速度よりも速いメディアを
選択してもドライブの処理が早くなる訳ではなく，遅いメディアに対して速い速度を
選択すると記録エラーやメディアのデータ破損の原因になります。

書き込み中に処理が失敗した場合，追記型 (write-once)メディアの場合は破棄し，よ
り遅い記録速度で試してください (書き換え可能メディアの場合は，再フォーマット
して使用することができます)。

/VERIFY

記録操作の後に出力メディアの内容と入力ソースの内容を比較することを指定しま
す。データの不一致を検出した場合，エラーが表示されます。

/WRITE (省略時の修飾子)
/NOWRITE

対象メディアに記録することなく，システムおよびデバイスの I/Oスループットとコ
マンド構文をテストすることができます。

対象デバイスがハードウェア機能として書き込みテストをサポートする場合，
/NOWRITEでメディアへの書き込みを無効にしてもすべての I/O操作が通常どおり
実行されます。

/WRITEが省略時の値であるため，/NOWRITE修飾子を指定しないと対象となる光
ディスク・メディアへの書き込みが発生する点にご注意ください。
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例

1. $ COPY/RECORDABLE_MEDIA/FORMAT LDA1 DQA1
HP OpenVMS CD-R/RW and DVD+R/RW Utility V1.0-0
Copyright 1976, 2006 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

Output device vendor: HP
Output device product name: DVD Writer 740b
Commencing media format operation
Formatting may require up to an hour
Output medium format: DVD+RW
Input data being read from: LDA1:
Input data size: 1200000 blocks

Starting operation at: 15:28:16

16 sectors written

30000 sectors written; estimated completion in 00:06:52; at 15:35:55
37000 sectors written; estimated completion in 00:06:54; at 15:36:07
46000 sectors written; estimated completion in 00:06:36; at 15:36:03
57000 sectors written; estimated completion in 00:06:08; at 15:35:51
71000 sectors written; estimated completion in 00:06:00; at 15:36:04
88000 sectors written; estimated completion in 00:05:26; at 15:35:56
110000 sectors written; estimated completion in 00:04:55; at 15:35:58
137000 sectors written; estimated completion in 00:04:12; at 15:35:56
171000 sectors written; estimated completion in 00:03:14; at 15:35:48
213000 sectors written; estimated completion in 00:02:10; at 15:35:48
266000 sectors written; estimated completion in 00:00:54; at 15:35:50
300000 sectors written; operation completed
Operation completed at: 15:35:47
Elapsed time for operation: 00:07:30
Synchronizing with output device cache
Processing completed

この例では， LDA1:デバイスの内容をデバイスDQA1:にロードされたDVD+RWメ
ディアに記録する例を示しています。
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CREATE

順編成ディスク・ファイル，または順編成ファイルを作成します。

フォーマット

CREATE ファイル指定[,...]

パラメータ

ファイル指定[,...]

作成する 1つまたは複数の入力ファイルの名前を指定します。ワイルドカード文字は
使用できません。ファイル名，またはファイル・タイプを省略しても CREATEコマ
ンドからは省略時の設定は与えられないため，ファイル名やファイル・タイプは，空
文字列になります。既存のファイル名を指定した場合には，新しいバージョンが作成
されます。

説明

CREATEコマンドは，新しい順編成ディスク・ファイルを作成します。会話型モー
ドでは，コマンド行の入力後に入力する行は，新しく作成されるファイルのレコード
になります。ファイル入力を終了するには， Ctrl/Zを押します。

コマンド・プロシージャ・ファイルから CREATEコマンドを入力する場合，システ
ムは，レコードの最初の位置がドル記号( $ )になるまで，コマンド・プロシージャ・
ファイル以降のすべてのレコードを新しいファイルに読み込みます。ファイル入力
は，レコードの最初の位置がドル記号になるか，コマンド・プロシージャの終了とと
もに終了します。

CREATEコマンドで既存のファイル指定を使用すると，新しく作成されるファイル
のバージョン番号は，同じ指定を持つ既存ファイルより大きいバージョン番号になり
ます。

CREATEコマンドを使用して論理名サーチ・リストにファイルを作成すると，ファ
イルは論理名変換で生成された最初のディレクトリだけに作成されます。

通常，出力ファイルの所有者は，出力ファイルの作成者と同じです。ただし，拡張特
権を持つ利用者が出力ファイルを作成すると，所有者は親ディレクトリの，または出
力ファイルの前バージョンの所有者になります。
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拡張特権には，次の特権が含まれます。

• SYSPRV (システム特権)または BYPASS

• システム利用者識別コード (UIC)

• GRPPRV (グループ特権)。親ディレクトリ (または出力ファイルの前バージョン)
の所有者が新しい出力ファイルの作成者と同じグループに属する場合

• 親ディレクトリ (または出力ファイルの前バージョン)の所有者を表す識別子 (リソ
ース属性付き)

修飾子

/LOG (省略時の設定)
/NOLOG

コマンド実行として作成される新しい各ファイルのファイル指定を表示します。

/OWNER_UIC=uic

自分の UICと異なる UICを指定するためには， SYSPRV（システム特権）特権が必
要です。

作成するファイルの所有者の利用者識別コード (UIC)を指定します。UICは，
『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』に説明されている，標準的なUIC形式を使用
して指定します。

/PROTECTION=(所有区分[:アクセス・コード][,...])

ファイルに適用される保護を定義します。

• 所有区分は，システム (S)，所有者 (O)，グループ (G)またはワールド (W)から指
定します。

• アクセス・コードは，読み込み (R)，書込み (W)，実行 (E)，または削除 (D)から
指定します。

各アクセス・カテゴリの値を指定しない場合や，/PROTECTION修飾子を省略する
と， CREATEコマンドは，指定されていない各カテゴリごとに以下の保護を適用し
ます。

ファイルが既に存在している 適用される保護

Yes 既存ファイルの保護

No 現在の省略時の保護

注意

アクセスを指定しないでファイルを作成しようとすると，そのファイルには
システムの省略時の RMS保護値が適用されます。アクセスを指定しないファ
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イルを作成するには， SET SECURITY/PROTECTIONコマンドを使用してく
ださい。

保護コードの指定についての詳細は，『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイ
ド』を参照してください。

/SYMLINK="テキスト"

指定したテキスト (囲んでいる引用符なし)に対するシンボリック・リンクが作成さ
れます。作成されたシンボリック・リンクがその後ファイル名の処理中に検出される
と，シンボリック・リンクの内容が読み取られ， POSIXパス名の指定として扱われ
ます。シンボリック・リンクでは，最新のバージョンのみが有効です。

パス指定がスラッシュで始まる絶対パス名の場合， RMSは最初のフィールドを論理
名として解釈しようとします。

/VOLUME=n

各ファイルが，マルチボリューム・セットの指定された相対ボリューム番号に作成さ
れます。省略時の設定では，ファイルは，マルチボリューム・セットの任意の場所に
作成されます。

例

1. $ CREATE MEET.TXT
John, Residents in the apartment complex will hold their annual
meeting this evening. We hope to see you there, Regards, Elwood

Ctrl/Z

省略時のディレクトリにテキスト・ファイルMEET.TXTを作成します。このテキ
スト・ファイルには， Ctrl/Zが入力されるまでの行が入っています。

2. $ CREATE A.DAT, B.DAT
Input line one for A.DAT...
Input line two for A.DAT...

.

.

.

Ctrl/Z

Input line one for B.DAT...
Input line two for B.DAT...

.

.

.

Ctrl/Z

$

ターミナルから CREATEコマンドを入力した後では，システムは CTRL/Zによっ
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て最初の入力を終了するまで， A.DATという順編成ファイルに入力行を読み込み
ます。次の入力データは， B.DATという 2番目のファイルに入力されます。この
場合も， CTRL/Zにより入力は終了します。

3. $ FILE = F$SEARCH("MEET.TXT")
$ IF FILE .EQS. ""
$ THEN CREATE MEET.TXT

John, Residents in the apartment complex will hold their annual
meeting this evening. We hope to see you there, Regards, Elwood

$ ELSE TYPE MEET.TXT
$ ENDIF
$ EXIT

この例では，省略時のディスクとディレクトリにファイルMEET.TXTがある
かどうか検索します。ファイルが存在しなければ， CREATEコマンドを使って
MEET.TXTというファイルを作成します。

4. $ SET DEFAULT DKA500:[TEST]
$ SET PROCESS /CASE=CASE_LOOKUP=SENSITIVE /PARSE_STYLE=EXTENDED
$ CREATE COEfile.txt

Ctrl/Z

$ CREATE COEFILE.TXT
Ctrl/Z

$ CREATE CoEfIlE.txt
Ctrl/Z

$ DIRECTORY

Directory DKA500:[TEST]

CoEfIlE.txt;1
COEFILE.TXT;1
COEfile.txt;1

この例では，DKA500はODS-5ディスクです。プロセスを CASE_
LOOKUP=SENSITIVEに設定し，大文字大文字小文字の区別が異なるだけ
で名前は同じ複数のファイルを作成すると，DCLは 2つ目以降のファイルを新し
いファイルとして処理し，この例のようにリストします。

DCLI–144



CREATE/DIRECTORY

CREATE/DIRECTORY

1つまたは複数の，新しいディレクトリまたはサブディレクトリを作成します。
/DIRECTORY修飾子は省略できません。

第 1レベル・ディレクトリを作成する場合は，マスタ・ファイル・ディレクトリ
(MFD)への書き込み (W)アクセス権が必要です。システム・ボリュームでは，一般に
SYSTEMユーザか， SYSPRV特権または BYPASS特権を持つユーザのみがMFDへ
の書込みアクセス権を持っています。

サブディレクトリを作成しようとするディレクトリへの書込み (W)アクセス権が必要
です。

フォーマット

CREATE/DIRECTORY ディレクトリ指定[,...]

パラメータ

ディレクトリ指定[,...]

作成する 1つまたは複数のディレクトリ，あるいはサブディレクトリの名前を指定し
ます。装置名 (およびコロン[:])を指定することもできます。省略時の設定は，現在の
省略時のディレクトリです。ワイルドカード文字は使用できません。サブディレク
トリを作成する場合には，ディレクトリ・レベルの各名前をピリオド (.)で区切りま
す。

1つの CREATE/DIRECTORYコマンドで，一連のネスティングしたサブディレクト
リを作成できます。たとえば，コマンドの入力時には[a.b]も[a]も存在しない場合で
も，[a.b.c]というサブディレクトリを作成することが可能です。各サブディレクトリ
は，最上位レベルから順に下位レベルへ作成されます。

説明

CREATE/DIRECTORYコマンドは，新規にディレクトリとザブディレクトリを作
成します。新しい第 1レベルのディレクトリを作成するには，特殊な特権が必要
です (上記の制限を参照)。一般に各利用者は，そのディレクトリにザブディレクト
リを作成するための特権は持っています。ディレクトリ間を移動するには， SET
DEFAULTコマンドを使用します。
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修飾子

/ALLOCATION=n

指定したディレクトリに割り当てる初期ブロック数を指定します。省略時の設定で
は，割り当ては 1ブロックです。

この修飾子は，MAIL.DIR;1などの大きなディレクトリを作成するのに便利です。後
に必要となる，ディレクトリの動的拡張をしなくて済むため性能が向上します。

この修飾子はFiles–11 ODS-1，ODS-3，ODS-4ボリュームには適用されません。

/LOG
/NOLOG (省略時の設定)

CREATE/DIRECTORYコマンドが各ディレクトリを作成したあと，作られた各ディ
レクトリを表示するか否かを制御します。

/OWNER_UIC=オプション
自分以外のユーザ識別コード (UIC)を指定するには， SYSPRV（システム特権）特権
が必要です。

作成されているディレクトリを所有する利用者識別コード (UIC)を指定します。省略
時の設定は，作成者のUICです。UICの指定位置にキーワード PARENTを指定す
ると，一段上の親ディレクトリのUICがコピーされます。特権を持ったユーザがサ
ブディレクトリを作成する場合，省略時の設定では，親ディレクトリ (トップ・レベ
ルディレクトリの場合はMFD)の所有者がそのディレクトリの所有者となります。
ディレクトリの作成時に/OWNER_UIC修飾子を指定しない場合には，このコマンド
は，次に示すように所有者を割り当てます。

• 英数字形式またはサブディレクトリ形式でディレクトリ名を指定する場合には，
省略時の所有者は作成者のUICとなります (UICの省略時の値が，親ディレクト
リのUICになるような特権を作成者が持つ場合を除きます)。

• UIC形式でディレクトリ名を指定する場合には，省略時の所有者はディレクトリ
名に指定されているUICとなります。

UICは，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』に説明されている標準的なUIC形
式を使用して指定してください。

/PROTECTION=(所有区分[:アクセス・コード][,...])

ディレクトリに適用される保護を定義します。

• 所有区分は，システム (S)，所有者 (O),グループ (G)またはワールド (W)から指定
します。

• アクセス・コードは，読み込み (R),書込み (W),実行 (E)，または削除 (D)から指
定します。
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省略時の保護は，親ディレクトリ (一段上のディレクトリ，またはトップ・レベル・
ディレクトリのマスタ・ディレクトリ)の保護から削除 (D)アクセスを除いたもので
す。

第 1レベル・ディレクトリを作成している場合には，その 1つ上のレベルのディレ
クトリは，MFDです (MFDの保護は， INITIALIZEコマンドによって設定されま
す)。

保護コードの指定についての詳細は，『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイ
ド』を参照してください。

/VERSION_LIMIT=n

ディレクトリに存在できるファイルのバージョン数を指定します。ここで指定した制
限を超えると，最小バージョンが自動的に削除されます。/VERSION_LIMIT=0と指
定する場合には，バージョン・リミットは設定されません。指定できるバージョンの
最大数は， 32,767です。省略時の設定では，親ディレクトリ (1つ上のレベルのディ
レクトリ)に対して設定されているバージョン数が使用されます。

バージョン・リミットの設定を変更すると，新しいリミットは，設定が変更されたあ
とで作成されたファイルに対してだけ適用されます。変更する前に作成されたファイ
ルの新しいバージョンに対しては，前のバージョン・リミットが適用されます。

/VOLUME=n

ディレクトリ・ファイルを，マルチボリューム・セットの内の指定された相対ボリュ
ーム番号に書き込むことを要求します。/VOLUME修飾子を省略した場合には，ファ
イルは，マルチボリューム・セットの中の任意の場所に書き込まれます。

例

1. $ CREATE/DIRECTORY/VERSION_LIMIT=2 $DISK1:[ACCOUNTS.MEMOS]

この CREATE/DIRECTORYコマンドは，MEMOSというサブディレクトリ
を$DISK1という装置上の ACCOUNTSディレクトリに作成します。このディレ
クトリには， 2つを越えるバージョンのファイルは保持できません。

2. $CREATE/DIRECTORY/PROTECTION=(SYSTEM:RWED,OWNER:RWED,GROUP,WORLD) -
_$[KONSTANZ.SUB.HLP]

この CREATE/DIRECTORYコマンドは， VAX上で[KONSTANZ.SUB.HLP]と
いう名前のサブディレクトリを作成します。このディレクトリの保護は，シス
テムと所有者には，読み込み (R)，書き込み (W)，実行 (E)，削除 (D)を許します
が，グループおよびびワールドには，すべてのアクセスを禁じています。
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3. $ CREATE/DIRECTORY DISK2:[GOLDSTEIN]

この CREATE/DIRECTORYコマンドは，[GOLDSTEIN]というディレクトリを
DISK2という装置上に作成します。第 1レベル・ディレクトリを作成するために
は，特別の特権が必要です。

4. $ CREATE/DIRECTORY [HOFFMAN.SUB]
$ SET DEFAULT [HOFFMAN.SUB]

この CREATE/DIRECTORYコマンドは，[HOFFMAN.SUB]という名前のサブデ
ィレクトリを作成します。このディレクトリ・ファイルは，[HOFFMAN]という
名前のディレクトリに登録されます。 SET DEFAULT [HOFFMAN.SUB]コマン
ドは，現在の省略時のディレクトリをこのサブディレクトリに変更します。した
がって，このあと作成されるファイルはすべて，[HOFFMAN.SUB]に登録されま
す。

5. $ CREATE/DIRECTORY [BOAEN.SUB1.SUB2.SUB3]

この例では，トップ・レベル・ディレクトリ[BOAEN]と， 3つのサブディレクト
リ ([BOAEN.SUB1]，[BOAEN.SUB1.SUB2]と[BOAEN.SUB1.SUB2.SUB3])を
作成しています。
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CREATE/FDL

FDLファイルの指定を使用して新しい空のデータ・ファイルを作成するために，
Create/FDLユーティリティ (CREATE/FDL)を起動します。/FDL修飾子は省略でき
ません。

Create/FDLユーティリティについての詳細は，『OpenVMS Record Management
Utilities Reference Manual』あるいはオンライン・ヘルプを参照してください。

フォーマット

CREATE/FDL=FDLファイル指定[ファイル指定]
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CREATE/MAILBOX (Alpha/Integrityのみ)

MBAnという名前の仮想メールボックスを作成し，それに入出力チャネル番号を割り
当てます。/MAILBOX修飾子は必須です。

注意

以下の特権が必要です。

• TMPMBX (一時的メールボックス) :一時的メールボックス (省略時の設定)
を作成するために必要

• CMEXEC (エグゼクティブ・モードへの変更) :一時的メールボックスを作
成するために必要 (省略時の設定)。注意:この要件は一時的なものなので，
将来のリリースでは削除されます。

• PRMMBX (パーマネント・メールボックス) :パーマネント・メールボック
スを作成するために必要 (/PERMANENT修飾子を使用した場合)

• SYSNAM (システム論理名) :システム論理名テーブルにメールボックスに
対する論理名を作成するために必要。

• GRPNAM (グループ論理名) :グループ論理名テーブルにメールボックスに
対する論理名を作成するために必要。

メールボックスを削除するには，DELETE/MAILBOXコマンドを使用します。

フォーマット

CREATE/MAILBOX 論理名

パラメータ

論理名
新しいメールボックスに対する論理名を指定します。システムによりメールボックス
が作成され，論理名がそのメールボックスを指すように設定されます。

説明

CREATE/MAILBOXコマンドは仮想メールボックスを作成します。
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修飾子

/BUFFER_SIZE=n

システムの動的メモリのバイト数を指定します。このメモリは，メールボックスにメ
ッセージを送る際のバッファとして使用されます。/BUFFER_SIZEを指定しないか
0を指定した場合，オペレーティング・システムは省略時の設定値としてシステム・
パラメータDEFMBXBUFQUOの値を使用します。

/LOG
/NOLOG (省略時の設定)

新たに作成したメールボックスの名前を表示します。

/MESSAGE_SIZE=n

メールボックスに送信可能なメッセージの最大サイズをバイト単位で指定しま
す。最大値は 65535です。/MESSAGE_SIZEを指定しないか 0を指定した場合
は，オペレーティング・システムは省略時の設定値としてシステム・パラメータ
DEFMBXMXMSGの値を使用します。

/PERMANENT

メールボックスがパーマネント・メールボックスであることを指定します。省略時の
設定では，メールボックスは一時的メールボックスです。

/PROTECTION=(所有者[:アクセス][,...])

メールボックスに対する保護を指定します。

• 所有者パラメータには， system ( S )， owner ( O )， group ( G )，world ( W )を指
定します。

• アクセスパラメータには，読み込み( R )，書き込み( W )，論理入出力( L )，物理入
出力( P )を指定します。

保護を指定しない場合，メールボックス・テンプレートが使用されます。

詳しい保護コードの指定方法については，『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガ
イド』を参照してください。

/TEMPORARY (省略時の設定)

メールボックスが一時的メールボックスであることを指定します。/PERMANENTを
指定しない限り，省略時の設定は一時的メールボックスです。

例

1.
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$CREATE/MAILBOX/PERMANENT/MESSAGE_SIZE=512/LOG MY_MAILBOX
%CREATE-I-CREATED, MBA38: created
$SHOW DEVICE MBA38/FULL
Device MBA38:, device type local memory mailbox, is online,

record-oriented device, shareable, mailbox device.

Error count 0 Operations completed 0
Owner process "" Owner UIC [SYSTEM]
Owner process ID 00000000 Dev Prot S:RWPL,O:RWPL,G:RWPL,W:RWPL
Reference count 0 Default buffer size 512

この例では，MY_MAILBOXという論理名を使用してパーマネント・メールボッ
クスを作成しています。 SHOW DEVICEコマンドにより，メールボックスの属
性がすべて表示されます。
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CREATE/NAME_TABLE

新しい論理名テーブルを作成します。/NAME_TABLE修飾子は省略できません。

フォーマット

CREATE/NAME_TABLE テーブル名

パラメータ

テーブル名
作成する論理名テーブルの名前を指定します。テーブル名は 1文字から 31文字まで
の長さで，使用できる文字は，英数字，ドル記号 ($)，およびアンダースコア (_)で
す。テーブル名は大文字でなくてはなりません。小文字を使用した名前を指定する
と，すべて大文字に変換されます。このテーブル名は，プロセス・ディレクトリ論理
名テーブル (LNM$PROCESS_DIRECTORY)とシステム・ディレクトリ論理名テー
ブル (LNM$SYSTEM_DIRECTORY)のどちらかに，論理名として登録されます。

説明

CREATE/NAME_TABLEコマンドは新しい論理名テーブルを作成します。そ
のテーブルがプロセス固有のものであれば，テーブル名は LNM$PROCESS_
DIRECTORYディレクトリ・テーブルに格納されます。共有可能なのもである場合
には， LNM$SYSTEM_DIRECTORYディレクトリ・テーブルに格納されます。

すべての新テーブルは親テーブルを持ち，親テーブルによって新テーブルがプロセス
固有のものか共有可能なものかが決まります。プロセス固有のテーブルを作成するに
は，/PARENT_TABLE修飾子を使用してプロセス固有テーブル (プロセス・ディレク
トリ・テーブル)の名前を指定します。共有可能なテーブルを作成するには，親テー
ブルを共有可能テーブルとして指定します。

親テーブルを明示的に指定しない場合には， CREATE/NAME_TABLEコマンドは，
親テーブルが LNM$PROCESS_DIRECTORYであるプロセス固有テーブルを作成し
ます。つまり，テーブル名はプロセス・ディレクトリに入れられます。

すべてのテーブルにはサイズ・クォータがあります。このクォータは，テーブルの潜
在的な成長を押さえるか，またはテーブルのサイズが仮想的には無制限であることを
示すことがあります。/QUOTA修飾子についての記述で，クォータの指定方法が説明
されています。
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作成するテーブルのアクセス・モードの指定には，/USER_MODE，
/SUPERVISOR_MODE，または/EXECUTIVE_MODE修飾子を使用します。こ
れらの修飾子を 1つ以上指定した場合には，最後に指定した修飾子だけが有効です。
アクセス・モードを指定しない場合には，スーパバイザ・モードのテーブルが作成さ
れます。

論理名テーブルの削除には，DEASSIGNコマンドを使用します。この時，削除する
テーブルの名前を指定し，/TABLE修飾子にテーブルの名前が入れられたディレクト
リ・テーブルを指定します。

論理名テーブルについての詳細は，『OpenVMSシステム管理者マニュアル』を参照
してください。

修飾子

/ATTRIBUTES[=(キーワード[,...])]

論理名テーブルの属性を指定します。キーワードを 1つだけ指定する場合には，括弧
を省略できます。/ATTRIBUTES修飾子を指定しない場合には，属性は設定されませ
ん。

属性に対しては，次のキーワードを指定できます。

CONFINE テーブルに含まれているテーブル名と論理名が，生成されたサブプロセス
にコピーされないことを指定します。このキーワードは，プロセス固有の
論理名テーブルを作成している場合にだけ使用できます。 CONFINE属
性を持つテーブルが作成されると，そのテーブルに登録される名前はすべ
て， CONFINE属性を持ちます。

NO_ALIAS より特権の低いアクセス・モードでは，現在のディレクトリに同じ名前
（論理名または論理名テーブルの名前）を登録できないことを指定しま
す。 NO_ALIAS属性を指定しなければ，そのテーブルには，より特権の
低いアクセス・モードを持つ同じ名前を，「別名」としてつけることがで
きます。 NO_ALIAS属性を持つテーブルの作成時に，同じモード，また
はより特権の低いモードで，同じ名前がその論理名ディレクトリ・テーブ
ルにすでに存在する場合には，この属性によって，この名前は削除されま
す。
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SUPERSEDE 既存のテーブルと同じ名前，同じアクセス・モード，および同じディレク
トリ・テーブルの新しいテーブルを指定する場合には，既存のテーブルを
削除し，新しいテーブルを作成することを指定します。同じ名前のテーブ
ルがすでに存在するかどうかとは無関係に，新しいテーブルは必ず作成さ
れます（SUPERSEDE属性を指定しない場合には，既存のテーブルが存
在すれば，新しいテーブルは作成されません）。この属性は，クラスタ・
ワイド論理名テーブル以外のすべてのタイプの論理名テーブルに適用され
ます。

SUPERSEDEを指定したかどうかに関わらず，次の条件が適用されま
す。

• 既存のクラスタ・ワイド論理名テーブルと同じ名前およびアクセス・
モードの，新しいクラスタ・ワイド論理名テーブルは，既存のテーブ
ルを削除するまでは作成できません。

• 既存のローカル論理名テーブルと同じ名前およびアクセス・モード
の，新しいクラスタ・ワイド論理名テーブルを指定した場合，新しい
クラスタ・ワイド論理名テーブルが作成され，ローカル・テーブルと
その論理名は削除されます。

/LOG修飾子を指定した場合や，/LOG修飾子に対する省略時の設定を使用
した場合には，結果を示すメッセージが表示されます。

/EXECUTIVE_MODE

SYSNAM（システム理論名）特権が必要です。

エグゼクティブ・モードの論理名テーブルを作成します。エグゼクティブ・モードの
論理名テーブル作成時に SYSNAM特権を持たない場合には，スーパバイザ・モード
の論理名テーブルが作成されます。

/LOG (省略時の設定)
/NOLOG

SUPERSEDE属性が指定されている場合や，同じテーブルがすでに存在していても
SUPERSEDE属性が指定されていない場合に，コマンドの結果を示す情報メッセー
ジを表示するかどうかを制御します。省略時の設定は/LOGで，つまり情報メッセー
ジが表示されます。

/PARENT_TABLE=テーブル
親テーブルに対する作成 (C)アクセス権とシステム・ディレクトリへの書き込み (W)

アクセス権か，または SYSPRV特権が必要です。

親テーブルの名前を指定します。親テーブルは，作成するテーブルが固有のものなの
か共有可能なものなのかを決定します。親テーブルを指定しない場合には，省略時の
テーブルとして LNM$PROCESS_DIRECTORYが使用されます。共用可能テーブル
の親テーブルは， LNM$SYSTEM_DIRECTORYです。親テーブルは，作成するテ
ーブルと同じかそれよりも高いアクセス・モードでなければなりません。

/PROTECTION=(所有区分[:アクセス・コード][,...])

共有可能テーブルに適用される保護を定義します。

• 所有区分は，システム (S)，所有者 (O)，グループ (G)またはワールド (W)から指
定します。
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• アクセス・コードは，読み込み (R)，書込み (W)，作成 (C)または削除 (D)から指
定します。

保護コードの指定についての詳細は，『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイ
ド』を参照してください。

/PROTECTION修飾子は，共有可能論理名テーブルに対してだけ適用されます。プ
ロセス固有の論理名テーブルには，適用されません。

/QUOTA=バイト数
論理名テーブルの上限サイズをバイト数で指定します。新しいテーブルに登録される
各論理名のサイズは，この上限値から計算されます。新しいテーブルのクォータは，
親テーブルのクオータ・ホルダから静的に減算されます。親テーブルのクォータ・ホ
ルダは，テーブル階層を上向きにたどった際に出会う最初の論理名テーブルであり，
クォータの明示値とクォータ・ホルダを持っています。/QUOTA修飾子を指定しない
場合や，/QUOTA=0を指定する場合には，親テーブルのクォータ・ホルダが作成する
テーブルのクォータ・ホルダとなり，新しいテーブルに論理名が登録されるたびに，
動的に領域が減らされます。論理名からは空白文字が取り除かれます。/QUOTA修飾
子を指定しない場合や，/QUOTA=0を指定する場合には，テーブルは無制限のクォー
タを持ちます。

/SUPERVISOR_MODE (省略時の設定)

スーパバイザ・モードの論理名テーブルを作成します。モードを指定しない場合に
は，スーパバイザ・モードの論理名テーブルが作成されます。

/USER_MODE

ユーザ・モードの論理名テーブルを作成します。モードを指定しない場合には，スー
パバイザ・モードの論理名テーブルが作成されます。

注意

コマンド・プロシージャを起動し終了すると，ユーザ・モード論理名は自動
的に削除されます。

例

1. $ CREATE/NAME_TABLE TEST_TAB
$ SHOW LOGICAL TEST_TAB
%SHOW-S-NOTRAN, no translation for logical name TEST_TAB
$ SHOW LOGICAL/TABLE=LNM$PROCESS_DIRECTORY TEST_TAB

この CREATE/NAME_TABLEコマンドは， TEST_TABという新しいテーブルを
作成します。何も指定されていないので，テーブル名は省略時の設定によって，
プロセス・ディレクトリに登録されます。最初の SHOW LOGICALコマンドは
省略時の設定によって，プロセス・ディレクトリ・テーブルを検索しないため，
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TEST_TABという名前を見つけることができません。したがって，プロセス・デ
ィレクトリを検索するために/TABLE修飾子を使用します。

2. $ CREATE/NAME_TABLE/ATTRIBUTES=CONFINE EXTRA
$ DEFINE/TABLE=EXTRA MYDISK DISK4:
$ DEFINE/TABLE=LNM$PROCESS_DIRECTORY LNM$FILE_DEV -
_$ EXTRA, LNM$PROCESS, LNM$JOB, LNM$GROUP, LNM$SYSTEM
$ TYPE MYDISK:[COHEN]EXAMPLE1.LIS

この例は， EXTRAという新しい論理名テーブルを CONFINE属性で作成して
います。 EXTRAテーブルとその中の論理名は，サブプロセスに引き継がれませ
ん。

次に，論理名MYDISKがテーブル EXTRAに登録されています。MYDISKをフ
ァイル指定に使用するには，テーブル EXTRAが RMSによるファイル解析時に検
索されなければなりません。このため， EXTRAを等価名の 1つとして持つプロ
セス固有の論理名 LNM$FILE_DEVを定義しています (システムは，装置とファ
イル指定の論理名展開に LNM$FILE_DEVを検索すべきテーブルへのポインタと
して使用し，プロセス固有の LNM$FILE_DEVが定義されていれば，システムの
それに優先して使用します)。 LNM$FILE_DEVの定義後は， EXTRA，プロセ
ス・テーブル，ジョブ・テーブル，グループ・テーブル，システム・テーブルの
順に検索され，MYDISKをDISK4に展開される等価名としてファイル指定に使
用できます。
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CREATE/TERMINAL

他のターミナル・タイプをエミュレートするウィンドウを作成します。

注意

現在は， DECtermウィンドウのみがサポートされています。

フォーマット

CREATE/TERMINAL [コマンド文字列]

パラメータ

コマンド文字列
作成するサブプロセスのコンテキストで実行されるコマンド文字列を指定しま
す。/DETACHまたは/NOPROCESSと同時に指定することはできません。 CREATE
/TERMINALコマンドは， SPAWNコマンドと同様に使用できます。

説明

CREATE/TERMINALコマンドは現在のプロセスのサブプロセスを作成します。サブ
プロセスの作成時には，プロセス永久ファイルやイメージ，またはプロシージャ・コ
ンテキストは親プロセスからはコピーされません。サブプロセスは，コマンド・レベ
ル 0 (現在のプロンプトのDCLレベル)にセットされます。

/PROCESS修飾子を指定しない場合，サブプロセスの名前は，親プロセスと同じ名前
に一意の数字を加えたものになります。たとえば，親プロセスの名前が SMITHであ
る場合には，サブプロセスの名前は SMITH_1や SMITH_2等になります。

サブプロセスでは親プロセスの LOGIN.COMは実行されません。これは，サブ
プロセスの初期化を速く行うために，コンテキストが別々にコピーされるためで
す。/WAIT修飾子が指定されると，サブプロセスが終了し ATTACHコマンドを使用
することで親プロセスに制御が戻るまで，親プロセスはハイバネート状態になりま
す。

サブプロセスを終了し親プロセスに戻るには， LOGOUTコマンドを使用します。
ATTACHコマンドを使用して，親プロセスを含むサブプロセス階層構造内の他のプ
ロセスに制御を移すことができます (SHOW PROCESS/SUBPROCESSコマンドを
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使用すると，サブプロセス階層構造内のプロセスが表示され，現在のプロセスが示さ
れます)。

注意

サブプロセス階層構造は CREATE/TERMINALコマンドを使用して確立され
るので，階層構造内のプロセスを終了する場合には注意しなければなりませ
ん。プロセスの終了時には，階層構造のその時点より下に位置するすべての
サブプロセスが自動的に終了します。たとえば， SPAWN/NOWAIT CREATE
/TERMINALコマンドは， DECtermウィンドウが作成されるとすぐに終了す
るサブプロセスを生成します。このプロセスが終了すると， DECtermウィ
ンドウは消去されます。したがって，代わりに SPAWN/NOWAIT CREATE
/TERMINAL/WAITコマンドを使用すればプロセスを継続できます。

CREATE/TERMINALコマンドの修飾子は，コマンドの動詞のすぐ後に指定しなけれ
ばなりません。コマンド文字列パラメータは最後の修飾子の後に指定し，コマンド行
の最後まで続けます。

修飾子

/APPLICATION_KEYPAD

作成するターミナル・ウィンドウを APPLICATION_KEYPAD属性に設定しま
す。/APPLICATION_KEYPADと/NUMERIC_KEYPAD修飾子のどちらも指定され
ない場合は，親プロセスの設定が引き継がれます (/NUMERIC_KEYPADも参照して
ください)。

/BIG_FONT

作成するターミナル・ウィンドウの初期化時に， (リソース・ファイルに指定さ
れたように)ビッグ・フォントを選択するように指定します。/BIG_FONT修飾子
を/LITTLE_FONT修飾子と同時に指定するとエラーになります。どちらの修飾子も
指定されない場合は，初期フォントはビッグ・フォントになります。

/BROADCAST
/NOBROADCAST

作成するターミナル・ウィンドウのブロード・キャスト・メッセージを有効にするか
どうかを指定します。省略時の設定は，親プロセスの設定を引き継ぎます。

/CARRIAGE_CONTROL
/NOCARRIAGE_CONTROL

キャリッジ・リターンとライン・フィード文字を，サブプロセスのプロンプト文
字列の出力前に出力するかどうかを指定します。省略時の設定では， CREATE
/TERMINALコマンドは親プロセスの設定をコピーします。/CARRIAGE_
CONTROL修飾子は，/NODETACH修飾子の指定時にのみ使用できます。
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/CLI=CLIファイル指定
/NOCLI

サブプロセスで使用するコマンド言語インタプリタ (CLI)を指定します。省略時の
CLIは，親プロセスと同じです (SYSUAFに定義されています)。/CLI修飾子を指定
した場合は，親プロセスの属性がサブプロセスにコピーされます。指定する CLIは，
SYS$SYSTEM:に置かれファイル・タイプが.EXEであるものでなければなりませ
ん。この修飾子は，/NODETACH修飾子の指定時にのみ使用できます。

/CONTROLLER=ファイル指定
ターミナル・ウィンドウ・コントロール・イメージの名前を指定します。この名前を
指定することで，基本製品でサポートされていない言語の制御等を行うコントローラ
とウィンドウを関係付けることができます。DECtermウィンドウに対する省略時の
設定は， SYS$SYSTEM:DECW$TERMINAL.EXEです。また，装置およびディレ
クトリの省略時設定は SYS$SYSTEMであり，省略時のファイル・タイプは.EXEで
す。

注意

$PARSEが返すファイル名の "name"フィールドを基に，メイ
ル・ボックスの論理名を決定します。たとえば， "name"フィ
ールドが DECW$TERMINALの場合，メイル・ボックス論理名
は，DECW$TERMINAL_MAILBOX_node::0.0になります。また，旧バー
ジョンとの互換性のために，DECW$DECTERM_MAILBOX_host::0.0も同じ
メイル・ボックスを指すように定義されます。

/DEFINE_LOGICAL=({論理名, TABLE=テーブル名} [,...])

作成する仮想ターミナルの名前を指す論理名を指定します。リスト形式で，論理名，
または TABLE=に続いて論理名テーブルを指定します。論理名テーブルを指定した場
合は，以降指定される論理名がそのテーブルに登録されます。省略時の設定は，プロ
セス論理名テーブルです。

/DETACH
/NODETACH (省略時の設定)

独立プロセスを作成するかサブプロセスを作成するかを指定します。/DETACH修飾
子を使用する (独立プロセスを作成する)場合は，コマンド文字列パラメータを指定で
きません。

/DISPLAY=ディスプレイ名
ターミナル・ウィンドウが作成されるディスプレイ名を指定します。このパラメータ
が省略された場合には，論理名DECW$DISPLAYが使用されます。

/ESCAPE
/NOESCAPE

作成するターミナル・ウィンドウの ESCAPE（エスケープ文字）属性の設定または
解除を行います。省略時には，親プロセスの設定を引き継ぎます。
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/FALLBACK
/NOFALLBACK

作成するターミナル・ウィンドウの FALLBACK (フォール・バック文字)属性の設定
または解除を行います。省略時には，親プロセスの設定を引き継ぎます。

/HOSTSYNC (省略時の設定)
/NOHOSTSYNC

作成するターミナル・ウィンドウのHOSTSYNC (ホスト同期)属性の設定または解除
を行います。省略時には，親プロセスの設定を引き継ぎます。

/INPUT=ファイル指定
新プロセスで SYS$INPUTの代わりに使用する入力ファイルまたは装置を指定
します。省略時設定では，作成されるターミナル・ウィンドウが使用されます。
/DETACHと同時に指定しても，指定しなくても使用できます。

/INSERT

作成するターミナル・ウィンドウの行編集機能の省略時設定を，挿入モードにしま
す。/INSERTも/OVERSTRIKE修飾子も指定されない場合は，親プロセスの設定が
引き継がれます (/OVERSTRIKEも参照してください)。

/KEYPAD (省略時の設定)
/NOKEYPAD

親プロセスのキーパッド定義とキーパッド状態を引き継ぐかどうかを指定します。
/NODETACH修飾子を指定した場合でのみ有効です。

/LINE_EDITING
/NOLINE_EDITING

作成するターミナル・ウィンドウの行編集機能を有効にします。省略時の設定では，
親プロセスの設定が引き継がれます。

/LITTLE_FONT

作成するターミナル・ウィンドウの初期化時に， (リソース・ファイルに指定され
たように)リトル・フォントを選択するように指定します。/LITTLE_FONT修飾子
を/BIG_FONT修飾子と同時に指定するとエラーになります。どちらの修飾子も指定
されない場合は，初期フォントはビッグ・フォントになります。

/LOGGED_IN (省略時の設定)
/NOLOGGED_IN

ユーザ名とパスワードを聞く (/NOLOGGED_IN)か，あるいは自動ログインをする
(/LOGGED_IN)かを指定します。/DETACH修飾子とともにのみ使用できます。

/LOGICAL_NAMES (省略時の設定)
/NOLOGICAL_NAMES

作成するターミナル・ウィンドウが，親プロセスの論理名を引き継ぐかどうかを指定
します。/NODETACH修飾子とともにのみ使用できます。
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/NOTIFY
/NONOTIFY (省略時の設定)

作成するターミナル・ウィンドウの終了時に，親プロセスに対してブロードキャス
ト・メッセージを送って通知するかどうかを指定します。/NODETACH修飾子とと
もにのみ使用できます。

/NUMERIC_KEYPAD

作成するターミナル・ウィンドウをNUMERIC_KEYPAD(数字キーパッド)ターミナ
ル属性に設定します。/NUMERIC_KEYPADも/APPLICATION_KEYPAD修飾子も
指定されない時は，親プロセスの設定が引き継がれます (/APPLICATION_KEYPAD
も参照してください)。

/OVERSTRIKE

作成するターミナル・ウィンドウの行編集機能の省略時設定を，上書きモードにしま
す。/INSERTも/OVERSTRIKE修飾子も指定されない場合は，親プロセスの設定が
引き継がれます (/INSERTも参照してください)。

/PASTHRU
/NOPASTHRU

作成するターミナル・ウィンドウの PASTHRUターミナル属性を設定または解除し
ます。省略時には，親プロセスの設定が引き継がれます。

/PROCESS (省略時の設定)
/PROCESS=プロセス名
/NOPROCESS

作成されるプロセスまたはサブプロセスのプロセス名を指定します。/NOPROCESS
修飾子を指定すると，プロセスなしでウィンドウが作成されます。

プロセス名を指定せずに/PROCESS修飾子を指定すると，親プロセス名に一意の数字
を付けた名前が付けられます。省略時のプロセス名は，ユーザ名_nの形式です。既存
のプロセス名を指定した場合には，エラーになります。この修飾子は，/DETACHあ
るいは/NODETACH修飾子とともに指定します。

/PROMPT=プロンプト
作成するターミナル・ウィンドウのプロンプト文字列を指定します。/NODETACH
修飾子とともにのみ使用できます。

/READSYNC
/NOREADSYNC

作成するターミナル・ウィンドウの READSYNCターミナル属性を設定または解除し
ます。省略時には，親プロセスの設定が引き継がれます。

/RESOURCE_FILE=ファイル指定
作成するターミナル・ウィンドウが，省略時設定
のDECW$USER_DEFAULTS:DECW$TERMINAL_DEFAULT.DATの代わりに
使用する，リソース・ファイルを指定します。
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/SYMBOLS (省略時の設定)
/NOSYMBOLS

サブプロセスが親プロセスのDCLシンボルを引き継ぐかどうかを指定します。
/NODETACH修飾子とともにのみ指定できます。

/TABLE=コマンド・テーブル
サブプロセスが代わりに使用するコマンド・テーブル名を指定します。/NODETACH
修飾子とともにのみ指定できます。

/TTSYNC
/NOTTSYNC

作成するターミナル・ウィンドウの TTSYNCターミナル属性を設定または解除しま
す。省略時には，親プロセスの設定が引き継がれます。

/TYPE_AHEAD
/NOTYPE_AHEAD

作成するターミナル・ウィンドウの TYPE_AHEADターミナル属性を設定または解
除します。省略時には，親プロセスの設定が引き継がれます。

/WAIT
/NOWAIT (省略時の設定)

別のDCLコマンド入力前に，サブプロセスの終了を待つかどうかを指定します。
/NOWAIT修飾子を指定すれば，サブプロセスの終了を待たずに次のコマンドを実行
できます。/NODETACH修飾子とともにのみ指定できます。

/WINDOW_ATTRIBUTES=(パラメータ[,...])

作成するターミナル・ウィンドウの初期属性を指定します。リソース・ファイルから
読み込まれるウィンドウ属性の省略時設定値に優先します。次のパラメータを指定で
きます。

パラメータ 説明

BACKGROUND 背景色

FOREGROUND 前景色

WIDTH このパラメータは使われません。 COLUMNSを使用してください。

HEIGHT このパラメータは使われません。 ROWSを使用してください。

X_POSITION X位置（ピクセル単位）

Y_POSITION Y位置（ピクセル単位）

ROWS ウィンドウの，文字セル単位での行数。

COLUMNS ウィンドウの，文字セル単位での桁数。

INITIAL_STATE ウィンドウの初期状態。 ICONまたはWINDOW。

TITLE ウィンドウのタイトル文字列

ICON_NAME ウィンドウのアイコン名

FONT 使用するフォント名。/LITTLE_FONT修飾子を指定するか/LITTLE_
FONTも/BIG_FONT修飾子も指定しない場合は，リソース・ファイ
ルに設定されているリトル・フォント名に優先します。その他の場合
は，ビッグ・フォント名に優先します。フォント名は，論理名でも，完
全なフォント・セット内のベース・フォントでも構いません。
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例

1. $ CREATE/TERMINAL=DECTERM/DETACH -
_$ /DISPLAY=MYNODE::0 -
_$ /WINDOW_ATTRIBUTES=( -
_$ ROWS=36, -
_$ COLUMNS=80, -
_$ TITLE="REMOTE TERMINAL", -
_$ ICON_NAME="REMOTE TERMINAL" )

この例では，ノードMYNODE::上にDECtermウィンドウ内に独立プロセス
を作成しています。ウィンドウは 36行 80桁で，そのタイトルとアイコン名は
"Remote terminal"に設定されています。

2. $ CREATE/TERMINAL=DECTERM -
$_ /NOPROCESS -
$_ /DEFINE_LOGICAL=(TABLE=LNM$GROUP,DBG$INPUT,DBG$OUTPUT)

この例では，プロセス名を指定せずにDECtermを作成しています。独立プロセ
スのデバッグのため論理名DBG$INPUT, DBG$OUTPUTをグループ論理名テー
ブルに定義しています (これにはGROUP特権が必要です)。
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DEALLOCATE

占有している装置を，他のプロセスで使用できるようにします (ただしその装置に対
応付けられている論理名の解除は行いません)。DEALLOCATEコマンドは，使用中
の装置は占有を解除しません。

フォーマット

DEALLOCATE 装置名[:]

パラメータ

装置名[:]

占有を解除する装置の名前を指定します。ここで指定する装置名は，使用中でなけれ
ば，物理装置名でも論理名でも構いません。物理装置名を指定する場合，省略時のコ
ントローラは A，省略時のユニットは 0です。このパラメータは/ALL修飾子と同時
に指定できません。

修飾子

/ALL

ユーザのプロセスで現在占有している装置のうち，使用中でないすべての装置の占有
を解除します。この修飾子は，装置名パラメータと同時に指定できません。

例

1. $ DEALLOCATE DMB1:

この例のDEALLOCATEコマンドは，コントローラ BのRK06/RK07装置のユニ
ット 1の占有を解除します。

2. $ ALLOCATE MT: TAPE
%DCL-I-ALLOC, _MTB1: allocated

.

.

.
$ DEALLOCATE TAPE:

この例の ALLOCATEコマンドは，すべての磁気テープ・ドライブを占有し，そ
れに論理名 TAPEを割り当てるよう要求しています。 ALLOCATEコマンドの応
答は，装置MTB1の占有に成功したことを示しています。DEALLOCATEコマ
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ンドは，論理名 TAPEを指定してそのテープ・ドライブの占有を解除することを
指定しています。

3. $ DEALLOCATE/ALL

この例のDEALLOCATEコマンドは，占有中のすべての装置の占有を解除しま
す。
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DEASSIGN

ALLOCATEコマンド， ASSIGNコマンド，DEFINEコマンド，またはMOUNTコ
マンドによって設定された論理名の割り当てを解除します。また，DEASSIGNコマ
ンドは， CREATE/NAME_TABLEコマンドで作成された論理名テーブルを削除しま
す。

フォーマット

DEASSIGN [論理名[:]]

パラメータ

論理名[:]

割り当てを解除する論理名を指定します。論理名は， 1文字から 255文字までの長さ
です。論理名に英数字，ドル記号 ($)，あるいはアンダースコア (_)以外の文字が含ま
れている場合には，引用符 (" ")で囲みます。/ALL修飾子を使用する場合を除き，論
理名パラメータは必ず指定します。

論理名パラメータの最後にコロン (:)を指定しても，コマンド・インタプリタはそ
のコロンを無視します ( ASSIGNコマンドおよび ALLOCATEコマンドは，コロン
が指定されている場合でも論理名を論理名テーブルに登録するときに，論理名から
そのコロンを削除します)。論理名の末尾にコロンが 1つ以上含まれる場合には，
DEASSIGNの論理名パラメータにコロンを 1つ余計に付ける必要があります (たとえ
ば，論理名 FILE:の割り当てを解除するには，DEASSIGN FILE::と入力します)。

論理名テーブルを削除するには，論理名パラメータとしてテーブル名を指定します。
またそのテーブル名が登録されている論理名ディレクトリ・テーブルを指定するため
に，/TABLE修飾子を使用します。

説明

DEASSIGNコマンドは， ALLOCATE， ASSIGN，DEFINE，またはMOUNTコ
マンドのいずれかで行った論理名の割り当てを解除します。また，DEASSIGNコマ
ンドは， CREATE/NAME_TABLEコマンドで作成した論理名テーブルを削除しま
す。DEASSIGNで/ALL修飾子を使用すると，指定したテーブルのすべての論理名
の割り当てを解除できます。テーブルを指定しないで/ALL修飾子を使用すると， (コ
マンド・インタプリタで作成された名前を除いて)プロセス・テーブル内のすべての
名前の割り当てが解除されます。つまり，指定したアクセス・モードまたは外側のア
クセス・モードで入力されたすべての名前の割り当てが解除されます。
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論理名の割り当てを解除したい論理名テーブルを指定するには，/PROCESS，
/JOB，/GROUP，/SYSTEM，または/TABLE修飾子を使用します。複数の修飾子を
指定した場合は，最後に指定した修飾子だけが有効です。指定した論理名のエントリ
が複数の論理名テーブルに存在する場合，コマンド行に指定した最後の論理名テーブ
ルだけから名前が削除されます。論理名テーブルを指定しない場合，省略時の設定
は/TABLE=LNM$PROCESS修飾子です。

共有可能論理名を削除するには，論理名テーブルに対する書き込み (W)アクセス権が
必要です。共有可能論理名テーブルを削除するには，親テーブルに対する書き込み
(W)アクセス権と，対象とする論理名テーブルに対する削除 (D)アクセス権が必要で
す。

割り当てを解除したい論理名のアクセス・モードを指定するには，/USER_MODE，
/SUPERVISOR_MODE，または/EXECUTIVE_MODE修飾子を使用します。複数の
修飾子を指定した場合は，最後に指定した修飾子だけが有効です。モードを指定しな
いと，スーパバイザ・モード名が削除されます。論理名の割り当てを解除すると，同
じ論理名テーブル内に外側のアクセス・モードで作成された同じ名前も削除されま
す。

エグゼクティブ・モード論理名の割り当てを解除するには， SYSNAM (システム論理
名)特権が必要です。

SYSMAN特権を持たないで/EXECUTIVE_MODE修飾子を指定すると，修飾子は無
視され，スーパバイザ・モード論理名の割り当てが解除されます。

システムからログアウトすると，すべてのプロセス・プライベート論理名と論理名テ
ーブルが削除されます。イメージを終了すると，プロセス論理名テーブル内の利用者
モード・エントリの割り当てが解除されます。システムからログオフすると，ジョ
ブ・テーブル内の論理名とジョブ・テーブル自体が削除されます。

他のすべての共有可能論理名テーブル内の名前は，利用者モード名，スーパバイザモ
ード名，エグゼクティブ・モード名のいずれであっても，明示的に割り当てが解除さ
れるまで残っています。共有可能論理名テーブル内の名前を削除するには，そのテー
ブルに対する書き込み (W)アクセス権が必要です。

論理名テーブルを削除すると，テーブル内のすべての論理名も削除されます。子孫テ
ーブルも削除されます。共有可能論理名テーブルを削除するには，そのテーブルに対
する削除 (D)アクセス権が必要です。

修飾子

/ALL

指定した論理名テーブルと同じアクセス・モード，またはそれより外側の (特権の低
い)アクセス・モードで登録された，すべての論理名が削除されることを指定しま
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す。論理名テーブルを指定しない場合には，省略時の値として，プロセス・テーブル
である LNM$PROCESSが使用されます。/ALLを指定する場合には，論理名パラメ
ータは入力できません。

/CLUSTER_SYSTEM

クラスタ・ワイドの論理名の割り当てを解除するには， SYSTEMアカウントでログ
インするか，あるいは SYSNAM (システム論理名)ないし SYSPRV (システム)特権を
持っている必要があります。

LNM$SYSCLUSTERテーブルに登録されている論理名の割り当てを解除します。

/EXECUTIVE_MODE

エグゼクティブ・モードの論理名の割り当てを解除するためには， SYSNAM（シス
テム論理名）特権が必要です。

指定したアクセス・モード，またはそれより外側の (特権の低い)アクセス・モードで
登録された，エントリだけが削除されることを指定します。エグゼクティブ・モード
に対する SYSNAM特権を持たない場合には，スーパバイザ・モードの論理名の割り
当てを解除します。

/GROUP

グループ論理名テーブルからエントリを削除するためには， GRPNAM（グループ論
理名）または SYSPRV特権が必要です。

指定した論理名が，グループ論理名テーブルに登録されていることを示します。
/GROUP修飾子は，/TABLE=LNM$GROUP修飾子の同意語です。

/JOB

指定した論理名が，ジョブ論理名テーブルに登録されていることを示します。/JOB
修飾子は，/TABLE=LNM$JOB修飾子の同意語です。論理名テーブルを明示的に指
定しない場合には，省略時の設定として/PROCESS修飾子が使用されます。

ログイン時にシステムが作成するジョブ論理名，たとえば， SYS$LOGIN，
SYS$LOGIN_DEVICE，および SYS$SCRATCHなどの割り当ては，解除して
はいけません。ただし，これらの論理名に対して，ユーザ自身が新しい等価名を割り
当てている場合 (つまり，より特権の低いアクセス・モードで新しい論理名を作成し
ている場合)には，明示的に作成した論理名の割り当てを解除することが可能です。

/LOG (省略時の設定)
/NOLOG

/NOLOGは，省略時の設定の/LOGを無効にし，指定された論理名が見つからな
かった場合に返される致命的なエラーの出力を抑制します。/NOLOGを指定する
と，$STATUSには Fatalではなく Successが設定され，エラー・メッセージは出力
されません。

/PROCESS (省略時の設定)

指定した論理名が，プロセス論理名テーブルに登録されていることを示します。
/PROCESS修飾子は/TABLE=LNM$PROCESS修飾子と同意語です。
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コマンド・インタプリタが作成した論理名，たとえば SYS$INPUT，
SYS$OUTPUT，および SYS$ERRORなどの割り当ては，解除することができ
ません。ただし，これらの論理名に対して新しい等価名を割り当てている場合 (つま
り，より特権の低いアクセス・モードで新しい論理名を作成している場合)には，明
示的に作成した論理名の割り当てを解除することが可能です。

/SUPERVISOR_MODE (省略時の設定)

指定の論理名テーブルに登録されている論理名のうち，スーパバイザ・モードで作成
された論理名を削除します。/SUPERVISOR_MODE修飾子を指定すると，ユーザ・
モードの同じ名前の論理名の割り当ても解除されます。

/SYSTEM

指定した論理名が，システム論理名テーブルに登録されていることを示します。
/SYSTEM修飾子は，/TABLE=LNM$SYSTEM修飾子の同意語です。

/TABLE=テーブル名
削除する論理名が含まれている論理名テーブルの名前を指定します。省略時の設定
は LNM$PROCESSです。プロセス・テーブル，ジョブ・テーブル，グループ・
テーブル，システム・テーブル，あるいはディレクトリ・テーブルの 1つ，または
利用者定義テーブルの名前を指定することができます (プロセス，ジョブ，グルー
プ，システムの各論理名テーブルは，それぞれ LNM$PROCESS， LNM$JOB，
LNM$GROUP， LNM$SYSTEMという論理名で指定しなければなりません)。

/TABLE修飾子を使用すれば，論理名テーブルを削除することもできます。プロセス
に固有なテーブルを削除するためには，次のように指定します。

$ DEASSIGN/TABLE=LNM$PROCESS_DIRECTORY テーブル名

共有可能テーブルを削除するためには，次のように指定します。

$ DEASSIGN/TABLE=LNM$SYSTEM_DIRECTORY テーブル名

共有可能な論理名テーブルを削除するためには，そのテーブルに対して削除 (D)アク
セスが可能であるか，または共有可能テーブルの名前が登録されているディレクト
リ・テーブルに対して書き込み (W)アクセスが可能でなければなりません。

/TABLE修飾子を指定しない場合には，省略時の設定として
/TABLE=LNM$PROCESS修飾子が使用されます。

/USER_MODE

ユーザ・モードで作成されたプロセス論理名テーブルの論理名を削除します。
/USER_MODE修飾子を指定する場合，DEASSGINコマンドは，ユーザ・モードの
論理名の割り当てのみを解除します。また，ユーザ・モード論理名は，コマンド・プ
ロシージャの起動および終了時にも，自動的に削除されます。
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例

1. $ DEASSIGN MEMO

この例では，プロセス論理名MEMOの割り当てを解除しています。

2. $ DEASSIGN/ALL

この例では，ユーザ・モードおよびスーパバイザ・モードで作成された論理
名の割り当てをすべて解除しています。ただし，コマンド・インタプリタによ
ってエグゼクティブ・モードでプロセス論理名テーブルに登録されている論理
名 (たとえば， SYS$INPUT， SYS$OUTPUT， SYS$ERROR， SYS$DISK，
SYS$COMMANDなど)は削除されません。

3. $ DEASSIGN/TABLE=LNM$PROCESS_DIRECTORY TAX

この例では，論理名テーブル TAXとその下層のテーブルを削除します。論理
名テーブルを削除するには，/TABLE=LNM$PROCESS_ DIRECTORYまた
は/TABLE=LNM$SYSTEM_DIRECTORY修飾子を指定しなければなりません。
これは，すべてのテーブル名はこれらのディレクトリに格納されているためで
す。

4. $ ASSIGN USER_DISK: COPY
$ SHOW LOGICAL COPY

"COPY" = "USER_DISK:" (LNM$PROCESS_TABLE)
$ DEASSIGN COPY

この ASSIGNコマンドは，論理名 COPYを装置USER_DISKと等価にし，プロ
セス論理名テーブルに置きます。DEASSIGNコマンドは，その論理名を削除し
ます。

5. $ DEFINE SWITCH: TEMP
$ DEASSIGN SWITCH::

この例では，DEFINEコマンドで論理名 SWITCH:をプロセス論理名テーブル
に登録しています。末尾のコロンは論理名の一部として保存されます。この論理
名を削除するには，DEASSIGNコマンドに 2つのコロンが必要です。これは，
DEASSIGNコマンドが末尾のコロンを 1つ削除してしまうため，論理名の文字を
一致させるのにコロンがもう 1つ必要となるからです。

6. $ ASSIGN/TABLE=LNM$GROUP DKA1: GROUP_DISK
$ DEASSIGN/PROCESS/GROUP GROUP_DISK

この例の ASSIGNコマンドは，論理名GROUP_DISKをグループ論理名テーブル
に登録します。DEASSIGNコマンドの修飾子は矛盾していますが，/GROUP修
飾子が後に指定されているため，論理名はちゃんと削除されます。
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7. $ ASSIGN DALLAS::USER_DISK: DATA
.
.
.

$ DEASSIGN DATA

この ASSIGNコマンドは，DALLASというリモート・ノードのUSER_DISKと
いう装置指定に対して，DATAという論理名を割り当てます。この後，DATAと
いう論理名を参照すると，DALLASというリモート・ノードのUSER_DISKと
いうディスクが参照されます。DEASSIGNコマンドは，このDATAという論理
名の割り当てを解除します。
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DEASSIGN/QUEUE

プリンタ・キューまたはターミナル・キューに割り当てられている論理キューの割り
当てを解除し，その論理キューを停止します。DEASSIGN/QUEUEコマンドは，バ
ッチ・キューには使用できません。

キューに対する管理 (M)アクセス権が必要です。

フォーマット

DEASSIGN/QUEUE 論理キュー名[:]

パラメータ

論理キュー名[:]

割り当てを解除する論理キューの名前を指定します。

説明

DEASSIGN/QUEUEコマンドを入力すると，論理キュー内のジョブは， ASSIGN
/QUEUEコマンドでキューを別のプリント・キューまたは装置に再割り当てされるま
で，待ち状態になります。

例

1. $ ASSIGN/QUEUE LPA0 ASTER
.
.
.

$ DEASSIGN/QUEUE ASTER
$ ASSIGN/MERGE LPB0 ASTER

この例の ASSIGN/QUEUEコマンドは， ASTERという論理キューを LPA0と
いうプリンタ・キューに割り当てます。その後，DEASSIGN/QUEUEコマンド
で，この論理キューの割り当てを解除します。 ASSIGN/MERGEコマンドは，
ASTERにキュー登録されているジョブを，プリンタ・キュー LPB0に再割り当て
します。
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DEBUG

OpenVMS Debuggerを起動します。

OpenVMS Debuggerについての詳細は『HP OpenVMSデバッガ説明書』を参照し
てください。

DCLレベルからデバッガ・コマンドのヘルプを参照したい場合は，次のコマンドを入
力します。

$ HELP/LIBRARY=SYS$HELP:DBG$HELP DEBUG

フォーマット

DEBUG

ヒープ・アナライザ

ヒープ・アナライザは，メモリの使用状況をリアルタイムに図示します。この機能に
より，頻繁すぎる割り当て，大きすぎるメモリ・ブロック，フラグメンテーション，
あるいはメモリ・リークなど，アプリケーション中の非効率的なメモリの使い方を素
早く判別することができます。

デバッガからのヒープ・アナライザの実行についての詳細は，『HP OpenVMSデバ
ッガ説明書』を参照してください。

OpenVMS Integrityでは，スタンドアロン・ヒープ・アナライザは， START
HEAP_ANALYZERコマンドを使用して，保持デバッガから起動します (例を参照)。

OpenVMS Alphaでは，スタンドアロン・ヒープ・アナライザは， RUN/HEAPコマ
ンドを使用して，保持デバッガから起動します。

修飾子

/CLIENT

DEBUGクライアントのMotifインタフェースを起動します。クライアントから，サ
ーバによって表示されるネットワーク・バインディング文字列を使用して接続しま
す。サーバに最初に接続したクライアントは 1次クライアントであり，そのサーバに
接続できる 2次クライアントの数を制御します。
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/KEEP

保持デバッガ (Kept Debugger)を起動します。保持デバッガには， 1つのイメージを
何度もデバッグしたり，デバッガを終了せずに相異なる一連のイメージをデバッグし
たりできる Run/Rerun機能があります。

DEBUG/KEEPコマンドは，保持デバッガを起動する唯一の方法です。

/RESUME (省略時の設定)

デバッグしているプログラムの実行を Ctrl/Yで中断した後，非保持デバッガを再起動
します。 (この場合，中断されたプログラムは， LINKコマンドの/NOTRACEBACK
修飾子を指定してリンクされたものであってはなりません。)

Ctrl/Yでプログラムの中断をしていない場合は，DEBUG/RESUMEコマンドを実行
しても何も起こりません。

/SERVER [=([BINDING_INFO=ファイル指定] [,PROTOCOLS=(プロトコル[,...])])]

DEBUGサーバを起動します。DEBUGサーバには，同一ないしリモートの
OpenVMSノード上のクライアントからの，あるいはサポートされているMicrosoft®
Windows®プラットフォームが稼動する PCノードからの，最大 30までの同時接続が
可能です。

省略可能な BINDING_INFOキーワードを指定する場合は，サーバ・バインディング
識別文字列が書き込まれるファイル指定を指定します。このキーワードを指定しない
場合は，ファイルは作成されません。

省略可能な PROTOCOLSキーワードを指定する場合は，DEBUGサーバに接続する
ために有効とするネットワーク・プロトコルを指定します。指定されたプロトコルだ
けが有効となります。このキーワードを指定しない場合は，すべてのプロトコルが有
効となります。プロトコル引数には，次のキーワードのいずれか 1つあるいは複数を
指定することができます。

ALL
[NO]DECNET
[NO]TCP_IP
[NO]UDP

サーバに最初に接続したクライアントは 1次クライアントとなります。 1次クライア
ントの接続後に接続したクライアントは 2次クライアントとなります。 1次クライア
ントは，そのサーバに接続できる 2次クライアントの数を制御します。

サーバは，一連の RPCバインディング文字列を表示して，クライアントがサーバに
接続するために経由するポート番号を識別します。ポート番号は，識別文字列の最後
の角括弧 ([ ])の中に表示されます。

クライアントから接続する場合の最も簡単なポート識別文字は，サーバのノード名と
角括弧に囲まれたポート番号で構成されます。次の例はすべて正しいバインディング
識別文字列です。
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NODNAM[1234]
NCACN_IP_TCP:16.32.16.25[1112]
16.32.16.25[1112]
NCACN_DNET_NSP:63.1004[RPC20A020DD0001]

注意

デバッグ・サーバを起動するには，権利データベースに DBG$ENABLE_
SERVER識別子を持っている必要があります。デバッグ・サーバを使用する
場合は注意してください。一度デバッグ・サーバを起動すると，ネットワー
ク上の任意のクライアントがそのデバッグ・サーバに接続することができま
す。

システム管理者は，DBG$ENABLE_SERVER識別子を付与する前に，権利データベ
ースに対する書き込みアクセスを持つアカウントからDEBUG/SERVERコマンドを実
行してこの識別子を作成しなければなりません。システム管理者は一度だけこれを行
う必要があります。それ以降は， Authorizeユーティリティを起動して，権利データ
ベースのユーザ・アカウントにDBG$ENABLE_SERVER識別子を付与することがで
きます。

例

1. $ FORTRAN/DEBUG/NOOPTIMIZE WIDGET
$ LINK/DEBUG WIDGET
$ RUN WIDGET

[ Debugger Banner and Version ]

%DEBUG-I-INITIAL, language is FORTRAN, module set to WIDGET
DBG>

FORTRANコマンドと LINKコマンドの双方に/DEBUG修飾子を指定して，デバ
ッガ・シンボル・テーブル情報付きでプログラムWIDGET.FORをコンパイルし
ています。このプログラムは，デバッグ情報付きでコンパイルおよびリンクされ
ているため， RUNコマンドでプログラムが開始されると，イメージ・アクティ
ベータによってデバッガが自動的に起動されます。デバッガが起動された時点で
は，プログラム・コードはまだ実行されません。

2. $ FORTRAN/DEBUG/NOOPTIMIZE WIDGET
$ LINK/DEBUG WIDGET
$ RUN/NODEBUG WIDGET

NAME:
NAME:
NAME:
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^Y
$ DEBUG/RESUME

[ Debugger Banner and Version ]

%DEBUG-I-INITIAL, language is FORTRAN, module set to WIDGET
DBG>

FORTRANコマンドと LINKコマンドの双方に/DEBUG修飾子を指定して，デ
バッガ・シンボル・テーブル情報付きでプログラムWIDGET.FORをコンパイ
ルしています。 RUNコマンドでイメージWIDGET.EXEの実行を開始します
が，ループしてしまって制御不能です。 Ctrl/Yでプログラムに割り込みをかけ，
DEBUG/RESUMEコマンドで制御をデバッガに移します。

3. $ CC/DEBUG/NOOPTIMIZE ECHOARGS
$ LINK/DEBUG ECHOARGS
$ ECHO == "$ sys$disk:[]echoargs.exe"
$ DEBUG/KEEP

[ Debugger Banner and Version ]

DBG> RUN/COMMAND="ECHO"/ARGUMENTS="fa sol la mi"
%DEBUG-I-INITIAL, language is C, module set to ECHOARGS
%DEBUG-I-NOTATMAIN, type GO to get to start of main program
DBG>

.

.

.
DBG> RERUN/ARGUMENTS="fee fii foo fum"
%DEBUG-I-INITIAL, language is C, module set to ECHOARGS
%DEBUG-I-NOTATMAIN, type GO to get to start of main program
DBG>

.

.

.
DBG> RUN/ARGUMENTS="a b c" ECHOARGS
%DEBUG-I-INITIAL, language is C, module set to ECHOARGS
%DEBUG-I-NOTATMAIN, type GO to get to start of main program
DBG>

CCコマンドと LINKコマンドの双方に/DEBUG修飾子を指定して，デバッガ・
シンボル・テーブル情報付きでプログラム ECHOARGS.Cをコンパイルします。

シンボル定義コマンドで，デバッグ・セッション中に使用するフォーリン・コマ
ンドを定義します。

DEBUG/KEEPコマンドは，保持デバッガを起動します。

最初の RUNコマンドは，/COMMAND修飾子を使用してイメージ・ファイルを
起動するフォーリン・コマンドを指定し，/ARGUMENTS修飾子を使用して引数
の文字列を指定します。
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RERUNコマンドは同一イメージ・ファイルを再起動します。/ARGUMENTS修
飾子を使用して引数に新しい文字列を指定します。

2番目の RUNコマンドは新しいイメージ・ファイル，および新しい引数の文字列
を指定します。

Integrityシステムでは，保持デバッガからヒープ・アナライザを起動します。

4. $ debug/keep
DBG> run/heap 8queens

または，次のように入力します。

5. $ debug/keep
DBG> run 8queens
.
.
.
DBG> deactivate break/all
DBG> deactivate watch/all
DBG> deactivate trace/all
DBG> start heap_analyzer
DBG> activate break/all
DBG> activate watch/all
DBG> activate trace/all

この方法を使用するときは， START HEAP_ANALYZERコマンドでヒープ・ア
ナライザを起動する前に，すべてのウォッチポイント，ブレークポイント，およ
びトレースポイントを非アクティブ化しなければなりません。この処理により，
競合状態の発生を防止できます。ヒープ・アナライザを起動してから，ブレーク
ポイント，ウォッチポイント，およびトレース・ポイントを再度アクティブ化し
ます。

Alphaシステムでは，保持デバッガからヒープ・アナライザを起動します。

6. $ debug/keep
DBG> run/heap 8queens
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7. $ DEBUG/SERVER=(PROTOCOLS=(TCP_IP,DECNET))

%DEBUG-I-SPEAK: TCP/IP: YES, DECnet: YES, UDP: NO
%DEBUG-I-WATCH: Network Binding: ncacn_ip_tcp:16.32.16.25[1112]
%DEBUG-I-WATCH: Network Binding: ncacn_dnet_nsp:63.1004[RPC20A020DD0001]
%DEBUG-I-AWAIT: Ready for client connection...

DEBUG/SERVERコマンドは，ネットワーク・プロトコルの TCP/IPおよび
DECnetを指定して，デバッグ・サーバに接続します。バインディング文字列は
TEMP.TMPファイルに保存されることに注意してください。 TYPEコマンドを
使用して， TEMP.TMPの内容を表示することができます。
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DECK

コマンド，またはプログラムの入力ストリームの先頭を示します。

フォーマット

DECK

説明

DECKコマンドは，コマンドまたはプログラムの入力になるデータに印を付けます。
DECKコマンドを使用できるのは，入力データが必要なコマンドまたはプログラムを
実行する要求の後だけです。

コマンド・プロシージャでは，入力ストリーム内の任意のデータ・レコードの空白で
ない最初の文字がドル記号の場合，このコマンドが必要です。また，コマンド・プロ
シージャでは，DECKコマンドの前にドル記号を付けなければなりません。ドル記
号は，入力レコードの最初の文字位置 (カラム 1)になければなりません。

DECKコマンドは，単一データ・ストリームに対してだけファイルの終端 (EOF)指
示子を定義します。DECKコマンドを使用すると，ドル記号で始まるデータ・レコ
ードを入力ストリームに入れることができます。入力ストリームに 1つまたは複数の
データの集合を入れるには， DECKコマンドの後にそれぞれを EOF指示子で終了さ
せたデータの集合を続けます。

/DOLLARS修飾子で指定した EOF指示子が検出されると， EOF指示子は省略時の
設定，つまりドル記号で始まるレコードに再設定されます。現在のコマンド・レベル
の実際の EOF指示子が検出された場合も，省略時の設定が再設定されます。

修飾子

/DOLLARS[=文字列]

指定の 1～ 15文字の文字列をファイル終端 (EOF)指示子として設定します。入力デ
ータ中に$EODという文字列で始まるレコードが 1つ以上含まれている場合には，文
字列を指定しなければなりません。文字列に小文字や空白，あるいはタブが含まれる
場合には，引用符 (" ")で囲みます。/DOLLARS修飾子を指定しない場合や，文字列
を指定せずに/DOLLARS修飾子を指定する場合には，ファイルの終端 (EOF)を示す
ために EODコマンドを使用しなければなりません。
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注意

EODあるいはファイル指示子としてドル記号は使用できません。

例

1.

$ EOJ

$ PRINT SUMMARY.DAT入力ストリーム

$ EOD

$ 99.50

$ 86.42

$ DECK

$ RUN A

$ LINK A

$ FORTRAN A

プログラム A の

JRD−0783−GE

この例の Fortranおよび LINKコマンドは，プログラム Aをコンパイルしリンク
します。プログラム Aが実行されると，論理装置 SYS$INPUTからプログラム A
が読み込んだすべてのデータは，コマンド・ストリームから読み込まれたデータ
です。DECKコマンドは，入力ストリームのレコードの最初の文字位置 (カラム
1)にドル記号を入れられることを示しています。 EODコマンドは，データの終
端 (end-of-file)を示します。
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2.

$ EOJ

$ @TEST

%

$ PRINT RUNTEST.OUT

$ EOD

$ 99.50

$ DECK

$ RUN READFILE

OUTFILE
$ ASSIGN RUNTEST.OUT

INFILE
$ ASSIGN SYS$INPUT

$ DECK/DOLLARS="%"

$ CREATE TEST.COM

$ JOB HIGGINS

21

JRD−0784−GE

1

2

CREATE コマンドの入力ストリーム

プログラム READFILE の入力ストリーム

この例の CREATEコマンドは，入力ストリームに入力された行からコマンド・
プロシージャ・ファイル TEST.COMを作成します。DECL/DOLLARSコマンド
は，パーセント記号( % )が CREATEコマンドの EOF指示子であることを示して
います。これにより文字列$EODは入力レコードとして読み込まれ， RUNコマ
ンドに対する入力の終わりを示します。
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DECRYPT

ENCRYPTコマンドで暗号化されたファイルを復号化します。/KEY_ALGORITHM
修飾子で別のアルゴリズムを指定しない限り，DESが省略時のアルゴリズムとなり
ます。指定するキーはアルゴリズム (DESまたは AES)と一致しなければならず，暗
号化で使用されたキーと同じキーを復号化に使用しなければなりません (シンメトリ
ック・キー・アルゴリズム)。

フォーマット

DECRYPT 入力ファイル キー名 [修飾子]

パラメータ

入力ファイル
復号化するファイルのファイル名です。ワイルドカード文字を使用する場合は，ディ
レクトリ・ファイルや不正ブロックのあるファイルを含めないでください。

キー名
ENCRYPT /CREATE_KEYコマンドで，以前にキー格納テーブルへ格納されたキー
名です。

修飾子

/BACKUP[=時刻]

最新のバックアップ日付に従ってファイルを選択します。

この修飾子は，/BEFORE修飾子または /SINCE修飾子とともに使用した場合だけ意
味があります。また，/BACKUPは/EXPIREDや/MODIFIEDとともに使用しないで
ください。

時刻を省略すると， TODAYが使用されます。時刻指定の詳細は，『OpenVMSユー
ザーズ・マニュアル』を参照してください。

/BEFORE[=時刻]

作成時刻が，指定した時刻よりも前のファイルを選択します。

時刻を省略すると， TODAYが使用されます。時刻指定の詳細は，『OpenVMSユー
ザーズ・マニュアル』を参照してください。
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/BY_OWNER[=uic]
/NOBY_OWNER

指定した所有者UICを持つファイルを選択します。

uicを省略すると，現在のプロセスのUICが使用されます。UICの指定形式の詳細
は，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』を参照してください。

/CONFIRM
/NOCONFIRM

各ファイルの復号化を実行する前に確認を要求するかどうかを制御します。確認の内
容は次のとおりです。

応答 意味

YES ファイルを復号化します。

NOまたは Return ファイルを復号化しません (省略時の設定)。

QUITまたは Ctrl/Z このファイルとこれ以降のファイルを復号化しません。

ALL このファイルとこれ以降のすべてのファイルを復号化しま
す。

/DELETE
/NODELETE

省略時の設定: /NODELETE。

復号化操作が完了し，出力ファイルが書き込まれてクローズされた後に，入力ファイ
ルを削除するかどうかを制御します。

/ERASE
/NOERASE

入力ファイルを削除する前に，データ・セキュリティ・パターンを使用してファ
イルの内容を消去するかどうかを制御します。省略時の設定では，データが格納さ
れていた場所に対する，データ・セキュリティ・パターンでの上書きは行われませ
ん。/ERASE修飾子は，/DELETEとともに使用しなければなりません。

/EXCLUDE=ファイル指定
/NOEXCLUDE

指定したファイルを，復号化操作から除外します。ワイルドカード文字も使用できま
す。ファイル指定全体を入力する必要はありません。省略したフィールドには，入力
ファイルの指定が使用されます。

ディレクトリ・ファイルは暗号化されないため，指定する必要はありません。

/EXPIRED[=時刻]

満了日に従ってファイルを選択します。

この修飾子は，/BEFORE修飾子または /SINCE修飾子とともに使用した場合だけ意
味があります。また，/EXPIREDは/BACKUPや/MODIFIEDとともに使用しないで
ください。
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時刻を省略すると， TODAYが使用されます。時刻指定の詳細は，『OpenVMSユー
ザーズ・マニュアル』を参照してください。

/KEY_ALGORITHM=
�

DESCBC (省略時の設定)
AESmmmkkk

�

mmmは，モード CBC， ECB， CFB，またはOFBです。kkkは， 128， 192，また
は 256ビットです。 CBC (Cipher Block Chaining)と ECB (Electronic Code Book)
は 16バイト・ブロック・モードであり，暗号化時に必要に応じて，ブロックが 16バ
イトになるようにパディングされます。パディングは，復号化の際に削除されます。
CFB (Cipher Feedback)とOFB (Output Feedback)は， 8ビットの文字ストリー
ム・モード・エミュレーションであり，データ通信や，パディングが不要な場合に役
立ちます。/KEY_ALGORITHM=AESは， AESCBC128という指定の簡略形です。

暗号化されたファイル内でランダムなキーと初期化ベクタを保護するためのアルゴリ
ズムです。省略時の設定 (DESCBC)でない場合は，ファイルを暗号化し，キーを作
成するときに使用したアルゴリズムと同じアルゴリズム (AESまたはDES)を指定し
ます。

/MODIFIED[=時刻]

最後にファイルが変更された日付に従ってファイルを選択します。

この修飾子は，/BEFORE修飾子または /SINCE修飾子とともに使用した場合だけ意
味があります。また，/MODIFIEDは/BACKUPや/EXPIREDとともに使用しないで
ください。

時刻を省略すると， TODAYが使用されます。時刻指定の詳細は，『OpenVMSユー
ザーズ・マニュアル』を参照してください。

/OUTPUT=ファイル指定
復号化操作の，代替出力ファイルの名前です。

省略時の設定では，復号化された各入力ファイルは，入力ファイルと同じ名前で 1つ
高いバージョンとして，別の出力ファイルに書き込まれます。/OUTPUT修飾子を使
用すると，ファイル指定の各フィールドを省略時の設定とは異なる内容にすることが
できます。ファイル指定全体を指定する必要はありません。省略したフィールドに対
しては，入力ファイル指定のフィールドが使用されます。

/SHOW=(キーワード・リスト)

復号化操作の以下の情報が SYS$COMMANDに表示されるかどうかを制御します。

キーワード 意味

FILES 入力ファイルおよび出力ファイルの名前を SYS$COMMANDに
表示します。
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キーワード 意味

STATISTICS 暗号化ストリームの統計情報を表示します。

• 処理したバイト数

• 処理した内部レコード数

• 暗号化アルゴリズムで使用した CPU時間

/SINCE[=時刻]

作成日が，指定した時刻よりも前のファイルを選択します。

時刻を省略すると， TODAYが使用されます。時刻指定の詳細は，『OpenVMSユー
ザーズ・マニュアル』を参照してください。

/STATISTICS

/SHOWと同じです。ただし，/SHOWはファイルと統計情報のどちらかだけを表示
するようにカスタマイズできますが，/STATISTICSは両方を表示します。

例

1. $ DECRYPT BOSTON MYKEY

BOSTONというファイルを，DESキーMYKEYとDESCBCアルゴリズムを使
用して復号化します。

2. $ DECRYPT CHIGAGO.ENC KEY2 /KEY=AESECB256 /OUT=CHICAGO.DEC

CHICAGO.ENCというファイルを， AESキーKEY2と AESECB256アルゴリ
ズムを使用して復号化し，復号化された出力ファイルを CHICAGO.DECとい
う，オリジナルのプレーン・テキスト・ファイルの名前に変更します。
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DEFINE

論理名に等価名を対応させます。

フォーマット

DEFINE 論理名 等価名[,...]

パラメータ

論理名
論理名文字列を指定します。論理名文字列には， 1文字から 255文字までを含むこと
ができます。次の規則が適用されます。

• 論理名が，プロセスまたはシステムの論理名ディレクトリ・テーブル
(LNM$SYSTEM_DIRECTORYおよび LNM$PROCESS_DIRECTORY)に入
力された場合，論理名は 1文字から 31文字までの英数字 (ドル記号( $ )とアンダー
スコア( _ )文字を含む)だけで構成されます。論理名が論理名テーブル名に変換さ
れる場合は，名前の中の英文字はすべて大文字である必要があります。

• 論理名の最後にコロン (:)を指定した場合，DEFINEコマンドは，そのコロンを
論理名の一部として保存します。 (この点は， ASSIGNコマンドと異なっていま
す。 ASSIGNコマンドでは，論理名テーブルに名前を登録する前に，コロンが削
除されます。)省略時の設定では，論理名はプロセス論理名テーブルに登録されま
す。

• 文字列に英数字，ドル記号，またはアンダースコア以外の文字が含まれている場
合には，その文字列を引用符 (" ")で囲みます。論理名に引用符が含まれる場合に
は，論理名全体を引用符で囲み，論理名の中で引用符 (")が必要な位置に連続する
2つの二重引用符 ("")を指定します。論理名を引用符で囲む場合には，英字の大文
字と小文字の区別もそのまま保存されます。

等価名[,...]

1文字から 255文字までの文字列を指定します。

• 文字列に英数字，ドル記号，またはアンダースコア以外の文字が含まれる場合に
は，文字列全体を引用符で囲まなければなりません。等価文字列に引用符が含ま
れる場合には，文字列全体を引用符で囲み，引用符 (")が必要な位置に連続する 2
つの二重引用符 ("")を指定します。 2つ以上の等価名を指定すれば，サーチ・リ
ストを作成できます。 1つの論理名は，最大 128個までの等価名を持つことがで
きます。
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• ファイル指定として使用される等価名を指定する場合には，その等価名が直接使
用されるときに必要となる区切り文字 (コロン，かぎ括弧，ピリオド)も含まなけ
ればなりません。したがって，等価名として装置名を指定する場合には，等価名
の最後にコロンを指定します。

DEFINEコマンドでは，同じ論理名を複数の等価名に割り当てることができます。た
とえば，同じ論理名を使用して異なるディスクの異なるディレクトリを，アクセスす
ることができ，また異なるディレクトリの異なるファイルをアクセスできます。

説明

DEFINEコマンドは， 1つまたは複数の等価名を表わす論理名を定義して，論理名
テーブル内のエントリを作成します。等価名には，装置名，別の論理名，ファイル指
定，または他の文字列を使用できます。

論理名の使用を，特定のプロセス，特定のジョブ，特定のグループに制限することが
できます。また，論理名をシステム全体あるいはOpenVMS Clusterシステム全体で
使用することもできます。これは，論理名が作成されるテーブルに依存します。テー
ブルを指定するには，/PROCESS，/JOB，/GROUP，/SYSTEM，/TABLEの修飾子
のいずれかを使用します。

最初の 4つの修飾子は，それぞれプロセス，ジョブ，グループ，システムの論理名テ
ーブルを表わしています。/TABLE修飾子は，任意のタイプのテーブルを指定するた
めに使用されます。/TABLE修飾子は，クラスタ全体の論理名テーブルを指定する場
合に使用される唯一のものです。

/PROCESS，/JOB，/GROUP，/SYSTEM，/TABLEの修飾子の複数を指定した場合
は，最後に指定した修飾子だけが有効となります。これらの修飾子のいずれも指定し
ない場合は，論理名はユーザのプロセス論理名テーブルに追加されます。

作成する論理名のアクセス・モードを指定するには，/USER_MODE，
/SUPERVISOR_MODE，または/EXECUTIVE_MODE修飾子を使用します。複
数の修飾子を指定した場合は，最後に指定した修飾子だけが有効です。アクセス・モ
ードを指定しないと，スーパバイザ・モード名が作成されます。名前を入れるテーブ
ルと同じモードまたは外側のモードで，論理名を作成できます (利用者モードが一番
外側のモードで，エグゼクティブ・モードが一番内側のモードです)。

それぞれの論理名のアクセス・モードが異なる限り，同じ論理名テーブルに同じ名前
を持つ複数の論理名をいれることができます (ただし，テーブル内の既存の論理名が
NO_ALIAS属性を持つ場合は，このテーブルで同じ名前を使用して外側のモードの
論理名を作成できません)。

既存の名前と同じモードで，同じテーブルに同じ名前を持つ論理名を作成すると，新
しい論理名で既存の論理名が置き換えられます。
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ASSIGNコマンドを使用して，論理名を作成することもできます。テーブルから論理
名を削除するには，DEASSIGNコマンドを使用します。

注意

SYS$SYSTEM:内の実行可能イメージのファイル名と同じ論理名を割り当て
ないでください。そのイメージが起動できなくなります。

等価名を指定しない (すなわちインデックスを指定しない)で論理名を作成する場合
は，$CRELNMシステム・サービスを使用します。

等価名としてODS-5ファイル名を指定する場合は，『OpenVMSシステム管理者マ
ニュアル (上巻)』を参照してください。

アプリケーションでの使用を除く，論理名および論理名テーブルについての完全
な説明については，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』を参照してください。
アプリケーションでの論理名の使用については，『HP OpenVMS Programming
Concepts Manual』を参照してください。クラスタ全体の論理名の管理については，
『OpenVMS Clusterシステム』を参照してください。また，論理名の変換に使用さ
れるレキシカル関数 F$TRNLNMについての本書の説明も参照してください。

修飾子

/CLUSTER_SYSTEM

この修飾子を使用するためには， SYSTEMアカウントでログインするか， SYSNAM

(システム論理名)または SYSPRV (システム)特権を持っている必要があります。

LNM$SYSCLUSTERテーブルにクラスタ・ワイド論理名を定義します。

/EXECUTIVE_MODE

エグゼクティブ・モードの論理名を作成するためには， SYSNAM（システム論理
名）特権が必要です。

指定したテーブルに，エグゼクティブ・モードの論理名を作成します。

/EXECUTIVE_MODE修飾子を指定しても， SYSNAM特権を持たない場合には，
DEFINEコマンドはその修飾子を無視し，スーパバイザ・モードの論理名を作成しま
す。論理名のアクセス・モードは，論理名を登録するテーブルのモードと同じか，そ
れより低いものでなければなりません。

/GROUP

グループ論理名テーブルに論理名を登録するためには，GRPNAM（グループ論理
名）特権または SYSNAM（システム論理名）特権が必要です。
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論理名をグループ論理名テーブルに登録します。登録者のUIC (利用者識別コード)の
グループ番号が同じである他の利用者は，この論理名をアクセスできます。/GROUP
修飾子は，/TABLE=LNM$GROUP修飾子の同意語です。

/JOB

論理名を，ジョブ論理名テーブルに登録します。この論理名を作成したプロセス
と同じジョブ階層構造に含まれるプロセスはすべて，この論理名をアクセスできま
す。/JOB修飾子は，/TABLE=LNM$JOB修飾子の同意語です。

/LOG (省略時の設定)
/NOLOG

既存の名前を無効にする論理名の定義時に，メッセージを表示するか否かを制御しま
す。

/NAME_ATTRIBUTES[=(キーワード[,...])]

論理名に対して，属性を指定します。省略時の設定では，属性は設定されません。属
性に対して指定できるキーワードは，次のとおりです。

CONFINE 論理名が， SPAWNコマンドによって生成されたサブプロセスにコピーさ
れないことを指定します。このキーワードは，プロセス固有のテーブルに
論理名を作成する場合にだけ意味を持ちます。

CONFINE属性は，論理名が登録される論理名テーブルの属性からも与え
られます。論理名テーブルが "CONFINE"属性を持つ場合には，そのテー
ブルに含まれる論理名もすべて "CONFINE"属性を持ちます。

NO_ALIAS より低い特権の（外側の）アクセス・モードでは，同じ名前の論理名をこ
のテーブルに登録できないことを指定します。同じ名前を持つ他の論理名
が，より低い特権のアクセス・モードで，このテーブルにすでに登録され
ている場合には，その名前は削除されます。

キーワードを 1つしか指定しない場合には，括弧を省略できます。また，指定した属
性だけが設定されます。

/PROCESS (省略時の設定)

論理名を，プロセス論理名テーブルに登録します。/PROCESS修飾子は，
/TABLE=LNM$PROCESS修飾子の同意語です。

/SUPERVISOR_MODE (省略時の設定)

指定したテーブルに，スーパバイザ・モードの論理名を作成します。論理名のアクセ
ス・モードは，論理名を登録するテーブルのモードと同じか，それより低いものでな
ければなりません。

/SYSTEM

システム論理名テーブルに名前を登録するためには，書き込み (W)アクセス権または
SYSNAM（システム論理名）特権が必要です。

論理名をシステム論理名テーブルに登録します。システム上のすべてのユーザが，こ
の論理名をアクセスできます。/SYSTEM修飾子は，/TABLE=LNM$SYSTEM修飾
子の同意語です。
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/TABLE=テーブル名
共有可能な論理名テーブルの名前を指定するには，テーブルへの書き込み (W)アクセ
ス権が必要です。

論理名を登録する論理名テーブルの名前を指定します。/TABLE修飾子を使用すれ
ば，利用者定義論理名テーブル (CREATE/NAME_TABLEコマンドによって作成さ
れたもの)を指定できます。また，プロセス論理名テーブル，ジョブ論理名テーブ
ル，グループ論理名テーブル，システム論理名テーブル，クラスタ論理名テーブル
と，プロセスまたはシステムの論理名ディレクトリ・テーブルを指定できます。

複数の等価文字列が与えられている論理名を使用して，テーブル名を指定する場合
には，論理名は最初に検出されたテーブルに登録されます。たとえば，DEFINE
/TABLE=LNM$FILE_DEVを指定し， LNM$FILE_DEVが LNM$PROCESS，
LNM$JOB， LNM$GROUP，および LNM$SYSTEMと等しいと定義されている場
合には，その論理名は LNM$PROCESSに登録されます。

省略時の設定では，/TABLE=LNM$PROCESSが使用されます。

/TRANSLATION_ATTRIBUTES[=(キーワード[,...])]

等価名修飾子。

論理名の等価文字列に， 1つまたは複数の属性を指定します。変換属性に対して指定
できるキーワードは，次のとおりです。

CONCEALED 等価文字列が隠し装置名であることを示します。隠し装置名を定義した場
合，システムは，その装置を参照するメッセージの中で，等価文字列では
なく，論理名を表示します。

TERMINAL 等価文字列が，反復変換されないことを示します。したがって，論理名変
換は，現在の等価文字列の変換で終了しなければなりません。

キーワードを 1つしか指定しない場合には，括弧を省略できます。また，指定した属
性だけが設定されます。

1つの論理名に対して複数の等価文字列が存在する場合，各等価文字列は，それぞれ
異なる変換属性を持つことができます。

/USER_MODE

指定したテーブルに，ユーザ・モードの論理名を作成します。

プロセス論理名テーブルに作成されたユーザ・モードの論理名は，ただ 1つのイメー
ジの実行のためだけに使用されます。たとえば，ユーザ・モードの論理名を作成すれ
ば，コマンド・プロシージャ内で実行されるイメージに SYS$INPUTを再定義させる
こともできます。ユーザ・モードの論理名は，そのプロセス内で実行されるイメージ
が終了した時に (つまり，イメージを実行するDCLコマンドやユーザー・プログラム
が実行を終了した後に)，プロセス論理名テーブルから削除されます。また，ユーザ・
モードの論理名は，コマンド・プロシージャを起動した時や終了した時にも自動的に
削除されます。
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例

1. $ DEFINE/USER_MODE TM1 $DISK1:[ACCOUNTS.MEMOS]WATER.TXT

この例では，DEFINEコマンドで TM1をファイル指定に等価なものとして定義
しています。次のイメージ実行後に，論理名 TM1は自動的に削除されます。

2. $ DEFINE CHARLIE XXX1:[CHARLES]
$ PRINT CHARLIE:TEST.DAT
Job 274 entered on queue SYS$PRINT

この例では，DEFINEで論理名 CHARLIEを，ディスク XXX1のディレ
クトリ名[CHARLES]に関連付けています。 PRINTコマンドは，ファイル
XXX1:[CHARLES]TEST.DATのコピーをシステム・プリンタのキューに登録し
ます。

3. $ DEFINE PROCESS_NAME LIBRA
$ RUN WAKE

このDEFINEコマンドは， PROCESS_NAMEという論理名をプロセス論理名テ
ーブルに登録し， LIBRAという等価名に割り当てます。この論理名は，スーパバ
イザ・モードで作成されます。WAKEというプログラムは， PROCESS_NAME
という論理名を変換し， LIBRAという名前のプロセスに対して特殊な動作を実行
します。

4. $ DEFINE TEMP: XXX1:
.
.
.

$ DEASSIGN TEMP::

このDEFINEコマンドは， TEMP:という論理名に XXX1:という等価文字列を
割り当て，この論理名をプロセス論理名テーブルに登録します。コロンは，論
理名の一部として扱われます。DEASSIGNコマンドは，論理名を削除します。
DEASSIGNコマンドでは，この論理名を指定するために 2つのコロンが必要で
す。 1つのコロンが，DEASSIGNコマンドによって削除されるためです。した
がって，もう 1つのコロンは論理名の一部として処理されます。

5. $ DEFINE PORTLAND PRTLND::YYY0:[DECNET.DEMO.COM]

このDEFINEコマンドは， PRTLND::YYY0:[DECNET.DEMO.COM］という等
価文字列を使用して，プロセス論理名テーブルに PORTLANDという論理名を登
録します。その後の論理名 PORTLANDの参照では，指定されたノード，ディス
ク，サブディレクトリが参照されます。

6. $ DEFINE LOCAL "BOSTON""JAY_SABLE JKS""::"

このDEFINEコマンドは， BOSTON"JAY_SABLE JKS"::というリモート・ノ
ード等価名を使用して，プロセス論理名テーブルに LOCALという論理名を登録
します。現在のノードでのDCLコマンド文字列処理に関する規則に従って， 3組
の引用符を使用しています。引用符によって，等価名に含まれるアクセス制御情
報が 1組の引用符で囲まれるようにしています。
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7. $ DEFINE MYDISK XXX0:[MYDIR], YYY0:[TESTDIR]

この例では，論理名MYDISKを XXX0:[MYDIR]と YYY0:[TESTDIR]のサーチ・
リストとして，プロセス論理名テーブルに登録しています。

8. $ DEFINE/TABLE=LNM$CLUSTER_TABLE FIRENZE FIRENZE::FIESOLE:[ETRUSCAN]

この例では，DEFINEコマンドが FIRENZEをディレクトリ指定
FIRENZE::FIESOLE:[ETRUSCAN]に対応させ，新しい論理名 (FIRENZE)
およびその等価文字列 (FIRENZE::FIESOLE:[ETRUSCAN])を省略時のクラスタ
全体のテーブルに置きます。新しい論理名は，クラスタ内のすべてのノードに自
動的に伝達されます。

9. $ CREATE/NAME_TABLE TABLE1
$ DEFINE/TABLE=LNM$PROCESS_DIRECTORY LNM$FILE_DEV -
_$ TABLE1,LNM$PROCESS,LNM$JOB,LNM$GROUP,LNM$SYSTEM
$ DEFINE/TABLE=TABLE1 -
_$ /TRANSLATION_ATTRIBUTES=CONCEALED WORK_DISK DKA1:

この例では， CREATE/NAME_TABLEコマンドはプロセス固有の論理名テーブ
ル TABLE1を作成しています。

最初のDEFINEコマンドは，装置やファイル指定の論理名変換の際に
TABLE1が最初に検索されるようにしています（なぜなら， TABLE1が論理
名 LNM$FILE_DEVの等価文字列の最初の項目であり， LNM$FILE_DEVは装
置やファイル指定が変換される際の論理名テーブル検索の省略時の順序を決める
ものだからです）。

次のDEFINEコマンドは，論理名WORK_DISKを物理装置DKA1の等価名とし
て TABLE1に登録しています。論理名WORK_DISKは，隠し装置名の属性を与
えられているので，システム・メッセージにもそのまま変換されずに表示されま
す。

10. $ CREATE/NAME_TABLE SPECIAL
$ DEFINE/TABLE=LNM$PROCESS_DIRECTORY LNM$FILE_DEV -
_$ SPECIAL,LNM$PROCESS,LNM$JOB,LNM$GROUP,LNM$SYSTEM
$ DEFINE/TABLE=LNM$PROCESS_DIRECTORY TAB SPECIAL
$ DEFINE/TABLE=TAB REPORT [CHELSEA]STORES
$ SHOW LOGICAL/TABLE=SPECIAL REPORT
"REPORT" = "[CHELSEA]STORES" (SPECIAL)

この例では， CREATE/NAME_TABLEコマンドで SPECIALという論理
名テーブルを作成しています。このテーブルは，プロセス・ディレクトリ
LNM$PROCESS_DIRECTORYに登録されます。

最初のDEFINEコマンドは，装置やファイル指定の論理名変換の際に SPECIAL
が最初に検索されるようにしています（なぜなら， SPECIALが論理名
LNM$FILE_DEVの等価文字列の最初の項目であり， LNM$FILE_DEVは
装置やファイル指定が変換される際の論理名テーブル検索の省略時の順序を決
めるものだからです）。論理名 LNM$FILE_DEVは，プロセス・ディレクトリ
LNM$PROCESS_DIRECTORYに登録されています。
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次のDEFINEコマンドで，論理名 TABを新たに定義しています。 TABは，論理
名テーブルを示す SPECIALという文字列に変換されます。 TABは反復変換によ
って論理名テーブルになるため，プロセス・ディレクトリに登録しなければなり
ません。

次に，論理名 REPORTが，論理名テーブル TABに登録されています。 TABは
テーブル SPECIALに変換されるため，論理名 REPORTはテーブル SPECIAL
に登録されます。 SHOW LOGICALコマンドで，論理名 REPORTがテーブル
SPECIALに登録されたことを確認することができます。

TABは，別のテーブルを指すように再定義することができます。したがって，
TABをテーブル名として利用する複数のプログラムを走らせる場合に，論理名を
登録したり参照したりする実際のテーブルを変えることができます。
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DEFINE/CHARACTERISTIC

キュー特性に数値を割り当てます。/CHARACTERISTIC修飾子は省略できません。
特性にすでに値が割り当てられている場合にその特性の割り当てを変更するには，そ
の既存の特性を削除し，定義し直さなければなりません。

OPER（オペレータ）特権が必要です。

注意

1つの番号に対して複数の特性名を定義することはできません。

フォーマット

DEFINE/CHARACTERISTIC 特性 特性番号

パラメータ

特性名
定義する特性に名前を割り当てます。特性名は，既存の特性名であるか，または新し
い特性を定義する 1～ 31文字の文字列です。文字列には，英字の大文字と小文字，
数字，ドル記号 ($)，およびアンダースコア (_)が使用できます。ただし，少なくとも
1文字は英字でなければなりません。各番号に対し特性名を 1つだけ定義することが
できます。

特性番号
定義する特性に 0～ 127の範囲の番号を割り当てます。

説明

システム管理者またはオペレータは，DEFINE/CHARACTERISTICコマンドを使用
して，システムのキューの特定の特性に名前と番号を割り当てます。特性は，環境に
対して意味を持つ印刷ジョブまたはバッチ・ジョブの任意の属性を参照できます。特
性の名前と番号は任意ですが，その特性に対して一意でなければなりません。

注意

V6.0より前のバージョンのOpenVMSは， DEFINE/CHARACTERISTICコマ
ンドを使用すると，複数の特性名を 1つの番号に定義できました。ただし，
この機能はサポートされていませんでした。
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DEFINE/CHARACTERISTICコマンドでは，複数の特性名を 1つの番号に定
義できなくなりました。ただし，キューの構成によって単一の番号に複数の
特性名を定義する必要がある場合，論理名を定義することで同じ結果を得る
ことができます。たとえば，次のようなコマンドを入力できます。

$ DEFINE/CHARACTERISTIC SECOND_FLOOR 2
$ DEFINE/SYSTEM/EXECUTIVE_MODE SALES_FLOOR SECOND_FLOOR
$ DEFINE/SYSTEM/EXECUTIVE_MODE SALES_DEPT SECOND_FLOOR

この例では，特性名 SECOND_FLOORが，特性番号 2に割り当てられま
す。次に，論理名 SALES_FLOORと SALES_DEPTが，特性名 SECOND_
FLOORと等価であると定義されます。その結果，論理名 SALES_FLOORと
SALES_DEPTが，それぞれで特性名 SECOND_FLOORと特性番号 2と等価
になります。これらの論理名は，任意の/CHARACTERISTIC=属性名修飾子に
対して，属性名の値として指定できます。

OpenVMS Cluster環境では，論理名が必要なすべてのノードで，論理名を定
義しなければなりません。

特性を定義すると，印刷ジョブまたはバッチ・ジョブ，および実行キューに対応付け
ることができます。ジョブに特性を指定する場合についての詳細は， PRINTおよび
SUBMITコマンドの/CHARACTERISTICS修飾子の説明を参照してください。

現在システムに定義されている特性を調べるには， SHOW QUEUE
/CHARACTERISTICSコマンドを使用します。特定のキューに指定されている
特性を調べるには， SHOW QUEUE/FULLコマンドを使用します。キューに特性を
対応付ける場合についての詳細は， INITIALIZE/QUEUE， SET QUEUE，および
START/QUEUEコマンドの/CHARACTERISTICS修飾子の説明を参照してくださ
い。

DELETE/CHARACTERISTICコマンドは，定義済みの特性を削除します。

キュー特性を指定する場合についての詳細は，『OpenVMSシステム管理者マニュア
ル』を参照してください。

例

1. $ DEFINE/CHARACTERISTIC REDINK 3

この例のDEFINE/CHARACTERISTICコマンドは，番号 3を値とする特性
REDINKを定義しています。コマンド PRINT/CHARACTERISTICS=REDINK
(または PRINT/CHARACTERISTICS=3)を入力した場合，そのジョブは，プリ
ンタ・キューに REDINKまたは 3の特性があると設定されていれば印刷されま
す。
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DEFINE/FORM

プリント・フォーム名に番号と属性を割り当てます。/FORM修飾子は省略できませ
ん。フォームの名前または番号を変更するには，いったん削除してから定義し直さな
ければなりません。DEFINE/FORMのいずれかの修飾子に対する値は，フォーム名
とフォーム番号とが同じであれば，新しい値を指定するDEFINE/FORMコマンドで
変更できます。

OPER（オペレータ）特権が必要です。

フォーマット

DEFINE/FORM フォーム名 フォーム番号

パラメータ

フォーム名
定義するフォームに名前を割り当てます。フォーム名は，既存のフォーム・タイプ
の名前であるか，または新しいフォーム・タイプを定義する 1～ 31文字の文字列
です。文字列には，英字の大文字と小文字，数字，ドル記号 ($)，およびアンダース
コア (_)を含むことができます。ただし，少なくとも 1字は英字でなければなりませ
ん。

フォーム番号
定義するフォームに 0～ 9999の範囲の番号を割り当てます。システムのブートスト
ラップ時に自動的に定義されるDEFAULTフォームには，番号 0が割り当てられま
す。

説明

システム管理者または，オペレータは，DEFINE/FORMコマンドを使用して，プリ
ンタ・キューまたは端末キューで使用するために，用紙の種類と印刷領域に名前と番
号を割り当てます。新しいキュー・ファイルを作成した場合，システムは，フォーム
番号が 0で，すべて属性が省略時の設定になっているDEFAULTフォームを定義しま
す。

一部のDEFINE/FORM修飾子は，印刷領域を指定します。/MARGIN修飾子と
/WIDTH修飾子の LEFTオプションと RIGHTオプションは， 1行当り文字数を決定
します。/MARGIN修飾子と/WIDTH修飾子の RIGHTオプションを使用すると，テ
キスト行を折り返す位置を指定できます (ただし，テキストを埋めるため，またはフ
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ォーマッティグのために，/MARGIN修飾子と/WIDTH修飾子の LEFTオプションと
RIGHTオプションを使用することはできません)。

DEFINE/FORMコマンドを使用して，異なる用紙の種類を指定することもできま
す。/DESCRIPTION修飾子を使用すると，フォーム名をより完全に記述できます。

フォームを定義すると，プリント・ジョブおよび出力実行キューと対応付けることが
できます。ジョブにフォームを指定する場合についての詳細は， PRINT/FORMコマ
ンドの説明を参照してください。

システムに定義されているフォームを調べるには， SHOW QUEUE/FORMコマ
ンドを使用します。特定のキューに現在マウントされているフォームと，そのキ
ューの省略時のフォームとして指定されているフォームを調べるには， SHOW
QUEUE/FULLコマンドを使用します。キューにフォームを対応付ける場合について
の詳細は， INITIALIZE/QUEUE， SET QUEUE，および START/QUEUEコマン
ドの/DEFAULTおよび/FORM_MOUNTED修飾子の説明を参照してください。

プリント・ジョブを制御するためにフォームを使用する方法についての詳細は，
『OpenVMSシステム管理者マニュアル』を参照してください。

修飾子

/DESCRIPTION=文字列
最大 255文字の文字列を指定します。この文字列はフォームに関する情報をオペレー
タに提供するために使用されます。省略時の文字列は，指定されたフォーム名です。

ここで指定される文字列は，フォーム・タイプを詳しく定義するために使用します。
たとえば， LETTER1， LETTER2，および LETTER3というフォーム名を定義して
いる場合には, /DESCRIPTION修飾子を使用することで LETTER1は標準的なレタ
ー用紙 (8.5× 11インチ)であり， LETTER2は小さなレター用紙 (6× 9インチ)であ
り， LETTER3は社長個人用のレター用紙であることを，利用者およびオペレータに
知らせることができます。

英小文字，空白，または他の非英数字を含む文字列は，二重引用符 (" ")で囲みます。

/LENGTH=n

フォームのページの物理的な長さを行数で指定します。省略時のページ長は 66行で
す。これは，ページ長が 11インチで， 1インチに 6行印字される標準的なページを
想定したものです。パラメータ nは， 1以上 255以下の正の整数でなければなりませ
ん。

プリント・シンビオントは，装置のページの長さをこのフォームの長さに等しく設定
します。これは，機械的な改ページ (フォーム・フィード)機能のない装置のために改
行の数を計算するのに用いられます。
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/MARGIN=(オプション[,...])

BOTTOM， LEFT， RIGHT，および TOPという 4つの余白オプションの中から，
1つまたは複数を指定します。

BOTTOM=n 版面の下端と物理的ページ（用紙）の下端の間の空白行の行数を指定しま
す。 nの値は， 0以上/LENGTH修飾子の値以下でなければなりません。
省略時の値は 6で，これは一般に下余白が 1インチであることを意味しま
す。

LEFT=n 左端の印字位置と版面の間の余白の桁数を指定します。 nの値は， 0以
上/WIDTH修飾子の値以下でなければなりません。省略時の値は 0で，
これはプリンタの許す範囲で用紙の左端から版面が始まることを意味しま
す。

RIGHT=n /WIDTH修飾子の値と版面の間の余白の桁数を指定します。 nの値は， 0
以上/WIDTH修飾子の値以下でなければなりません。 RIGHTオプション
の値を決める際には，/WIDTHの値から左に向かって数えます。省略時の
値は 0で，これは版面が右に/WIDTHの値まで及ぶことを意味します。

TOP=n 物理的なページの上端と版面の上端の間の空白行の行数を指定します。 n
の値は， 0以上/LENGTH修飾子の値以下でなければなりません。省略時
の値は 0で，これは一般に上余白がないことを意味します。

/PAGE_SETUP=(モジュール[,...])
/NOPAGE_SETUP (省略時の設定)

各ページの前に，装置を設定する 1つまたは複数のモジュールを指定します。モジュ
ールは，装置制御ライブラリに登録されていなければなりません。フォームがマウン
トされている間は，システムは各ページを印刷する前に，装置制御ライブラリから指
定されたモジュールを取り出し，そのモジュールをプリンタにコピーします。

/SETUP=(モジュール[,...])

各ファイルの印刷開始時に装置を適切にセット・アップする， 1つまたは複数のモジ
ュールを指定します。モジュールは，装置制御ライブラリに登録されているもので
す。フォームがマウントされている間は，システムは各ファイルを印刷する前に，装
置制御ライブラリから指定されたモジュールを取りだし，そのモジュールをプリンタ
にコピーします。

装置制御モジュールについての詳細は，『OpenVMSシステム管理者マニュアル』の
キュー設定に関する章を参照してください。

/SHEET_FEED
/NOSHEET_FEED (省略時の設定)

各物理ページの最後で，プリント・ジョブを一時停止し，新しい用紙を挿入できるよ
うにすることを指定します。

/STOCK=文字列
フォームに対応づける用紙ストックの種類を指定します。文字列パラメータは， 1～
31文字の長さの文字列で，ドル記号，アンダースコア，およびすべての英数字を含む
ことができます。/STOCK修飾子を指定する場合には，フォームに対応づけるストッ
クの名前を指定しなければなりません。/STOCK修飾子を指定しない場合には，スト
ック名はフォーム名と同じになります。
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どのような文字列でも指定できますが，同じストックを使用するフォームを複数
作成する場合には，同じ種類の用紙を参照するDEFINE/FORMコマンドのすべて
で/STOCKに同一の文字列を指定してください。

相異なる書式オプションのために多数のフォームを定義する場合には，各フォームに
同じストック・タイプを指定します。それらのフォームのいずれかを要求するジョブ
は，同じキューで印刷されることになります。フォームに対応づけられたストック文
字列は，どのジョブやキューからも参照されていない場合にのみ変更することができ
ます。

/TRUNCATE (省略時の設定)
/NOTRUNCATE

現在の行の長さ (/WIDTHおよび/MARGIN=RIGHT修飾子によって指定される)を越
える文字を切り捨てます。/TRUNCATE修飾子を/WRAP修飾子と同時に指定するこ
とはできません。/NOTRUNCATEと/NOWRAPの両方を指定した場合には，プリン
タは 1行にできるだけ多くの文字を印字します。この修飾子の組み合わせは，ある種
のグラフィックス出力には有用です。

/WIDTH=n

用紙の物理的な幅を桁数ないし文字位置で指定します。パラメータ nは 0～ 65,535
の整数で，省略時の値は 132です。

この値を越える行は，/WRAP修飾子が有効であれば次の行に折り返され，
/TRUNCATE修飾子が有効であれば切り捨てられます。 (/NOTRUNCATE修飾
子と/NOWRAP修飾子の両方が有効な場合には，各行が可能な位置まで印刷されま
す。)

行の折り返し (ラップ)の位置を決める際には，/MARGIN=RIGHT修飾子が/WIDTH
修飾子に優先されます。

/WRAP
/NOWRAP (省略時の設定)

現在の行の長さ (/WIDTHおよび/MARGIN=RIGHT修飾子によって指定される)より
も長い行を，次の行にラップ (折り返し)します。/WRAP修飾子を/TRUNCATE修飾
子と同時に指定することはできません。/NOWRAPと/NOTRUNCATEの両方を指定
した場合には，プリンタは 1行にできるだけ多くの文字を印字します。この修飾子の
組み合わせは，ある種のグラフィックス出力には有用です。

例

1. $ DEFINE/FORM /MARGIN=(TOP=6,LEFT=10) CENTER 3

この例では，DEFINE/FORMコマンドは、上余白 6行で左余白 10桁のフォーム
CENTERを定義しています。下余白 (6行)と右余白 (0桁)は，省略時設定のまま
です。フォームには番号 3がに割り当てられます。
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DEFINE/KEY

等価文字列および属性の集合を，ターミナル・キーボードのキーに割り当てます。

フォーマット

DEFINE/KEY キー名 等価文字列

パラメータ

キー名
定義するキーの名前を指定します。 VT52ターミナルの定義可能なキーは，すべて数
値キーパッドにあります。 VT100シリーズのターミナルでは，数値キーパッドのす
べてのキーと右および左矢印キーを定義できます。また， LK201キーボードを備え
たターミナルでは，以下の 3種類のキーを定義できます。

• 数値キーパッドのキー

• 編集キーパッドのキー (上矢印と下矢印キーを除く)

• キーボードの一番上のファンクション・キー (F1から F5キーを除く)

次に示す表には，最初の列にキー名が示されています。残りの 3列は，キー定義が可
能な相異なる 3種類のターミナルについてキーボード上のキー表示を示したもので
す。

キー名 LK201
VT100
シリーズ VT52

PF1 PF1 PF1 [青色]

PF2 PF2 PF2 [赤色]

PF3 PF3 PF3 [灰色]

PF4 PF4 PF4 - -

KP0, KP1, ..., KP9 0, 1, ..., 9 0, 1, ..., 9 0, 1, ..., 9

Period . . .

Comma , , (なし)

Minus - - (なし)

Enter Enter ENTER ENTER

Left � � �

Right � � �

Find (E1) Find — —

Insert Here (E2) Insert Here — —

DCLI–201



DEFINE/KEY

キー名 LK201
VT100
シリーズ VT52

Remove (E3) Remove — —

Select (E4) Select — —

Prev Screen (E5) Prev Screen — —

Next Screen (E6) Next Screen — —

Help Help — —

Do Do — —

F6, F7, ..., F20 F6, F7, ..., F20 — —

定義可能なキーの中には，常に定義できるキーがあります。また，KP0からKP9
までのキーや， Period， CommaおよびMinusのように，定義できるように前も
って設定しなければならないキーもあります。これらのキーを使用する場合には，
前もって， SET TERMINAL/APPLICATIONコマンド，または SET TERMINAL
/NONUMERICコマンドを入力しなければなりません。

LK201キーボードでは，上および下矢印キーと， F1から F5までのキーを定義する
ことはできません。右および左矢印キーと， F6から F14までのキーは，コマンド行
の編集のために予約されています。これらのキーを定義するには，あらかじめ SET
TERMINAL/NOLINE_EDITINGコマンドを入力しなくてはなりません。また，
Ctrl/Vを押せば F7から F14のキーを使用可能にすることができます。 F6は Ctrl/V
で使用可能にはならないので注意してください。

等価文字列
キーを押した時に処理される文字列を指定します。文字列にスペースや小文字が含ま
れる場合には，引用符 (" ")で囲みます。

説明

DEFINE/KEYコマンドを使用すると，特定の端末のキーに定義を割り当てることが
できます。端末には， VT52， VT100シリーズ，および LK201キーボードの端末が
あります。

これらの端末のキーパッドにあるキーを定義するには，まず SET TERMINAL
/APPLICATIONまたは SET TERMINAL/NONUMERICコマンドを入力します。こ
のように端末を設定した場合，システムはキーパッド・キーからのキーストロークを
異なる方法で解釈します。たとえば， SET TERMINAL/NONUMERICが有効にな
っていると，キーパッドの 1キーを押してもシステムに文字‘‘1’’は送信されません。

等価文字列定義には，各種の情報を入れることができます。通常，等価文字列定義
は，DCLコマンドで構成します。たとえば， 0キーに SHOW TIMEコマンドを割り
当てることができます。 0を押すと，システムは，現在の日付と時刻を表示します。
他の定義は，コマンド行に追加するテキスト文字列で構成することができます。テキ
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スト文字列を挿入するようにキーを定義する場合，文字列を挿入した後にさらにデー
タを入力できるように /NOTERMINATE修飾子を使用します。

多くの場合，エコー機能を使用したいことがあります。省略時の設定は，/ECHOで
す。/ECHOが設定されている場合，キーを押すたびに画面にそのキーの定義が表示
されます。

/STATE修飾子を使用すると，端末で使用できるキー定義の数を増やすことができま
す。定義ごとに対応する状態が異なる限り，同じキーに任意の数の定義を割り当てる
ことができます。状態の名前には，任意の英数字，ドル記号，およびアンダスコアを
使用することができます。状態に対応する定義の種類を記憶しやすいように，できる
だけ覚えやすく入力しやすい状態名を作成してください。たとえば， SETSHOWと
いう状態を作成できます。この状態のキー定義は，各種のDCL SETおよび SHOW
コマンドを参照できます。 EDTエディタに慣れている場合は，状態をGOLDとして
定義できます。次に，/IF_STATE修飾子を使用して，GOLDとして定義されたキー
と組み合わせて使用するキーに異なる定義を割り当てることができます。

SET KEYコマンドは，キーパッド状態を変更します。キーの定義と状態を表示する
には， SHOW KEYコマンドを使用します。

修飾子

/ECHO (省略時の設定)
/NOECHO

キーを押した後，等価文字列が画面に表示されるかどうかを指定します。/NOECHO
修飾子を/NOTERMINATE修飾子とともに使用することはできません。

/ERASE
/NOERASE (省略時の設定)

キーを押し，等価文字列がスクリーンに表示される際，同じコマンド行にすでに入力
されていた文字列が消去されるかどうかを指定します。

/IF_STATE=(状態名,...)
/NOIF_STATE

1つまたは複数の状態を指定します。その状態の中の 1つは，キー定義に対して有
効でなければなりません。/NOIF_STATE修飾子は，/IF_STATE=現在の状態の指定
と同じ意味です。状態名は英数字文字列です。状態は，/SET_STATE修飾子または
SET KEYコマンドによって設定されます。状態名を 1つしか指定しない場合には，
括弧を省略できます。複数の状態名を指定することにより，指定したすべての状態で
同じ機能を持つキーを定義できます。

/LOCK_STATE
/NOLOCK_STATE (省略時の設定)

/SET_STATE修飾子によって設定した状態を，他の状態に明示的に変更されるまで有
効のままにすることを指定します (省略時の設定では，/SET_STATE修飾子は，次に
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押された定義可能キーに対してか，あるいは次に入力された読み込み終了キーに対し
てのみ有効です)。 /LOCK_STATE修飾子は，/SET_STATE修飾子がともに指定され
ている場合にだけ使用できます。

/LOG (省略時の設定)
/NOLOG

キー定義が正しく作成されたことを示すメッセージが表示されるかどうかを制御しま
す。

/SET_STATE=状態名
/NOSET_STATE (省略時の設定)

キーが押された時，指定された状態名が設定されます (省略時の設定では，キーが押
された時に現在のロック状態はリセットされます)。キー定義にこの修飾子を指定しな
い場合には， SET KEYコマンドを使用して現在の状態を変更することができます。
状態名は，任意の英数字の文字列です。状態を，引用符で囲んだ文字列として指定し
ます。

/TERMINATE
/NOTERMINATE (省略時の設定)

キーを押した時に，現在の等価文字列が即時処理されるかどうかを指定します (文字
列を入力し， Returnを押すのと同等です)。省略時の設定では，キー定義が処理され
る前に，他のキーを押すことができます。これにより，コマンド行の中や，プロンプ
トの後，あるいは入力しているテキスト中にテキストを挿入するキー定義を作成する
ことができます。

例

1. $ DEFINE/KEY PF3 "SHOW TIME" /TERMINATE
%DCL-I-DEFKEY, DEFAULT key PF3 has been defined
$ PF3

$ SHOW TIME
14-DEC-2001 14:43:59

このDEFINE/KEYコマンドは，キーパッドの PF3キーを， SHOW TIMEコマ
ンドを実行するキーとして定義します。DEFAULTは省略時の状態を表わしてい
ます。

2. $ DEFINE/KEY PF1 "SHOW " /SET_STATE=GOLD/NOTERMINATE/ECHO
%DCL-I-DEFKEY, DEFAULT key PF1 has been defined
$ DEFINE/KEY PF1 " DEFAULT" /TERMINATE/IF_STATE=GOLD/ECHO
%DCL-I-DEFKEY, GOLD key PF1 has been defined
$ PF1

$ PF1

$ SHOW DEFAULT
DISK1:[JOHN.TEST]

最初のDEFINE/KEYコマンドは， PF1キーが SHOWという文字列である
と定義しています。後続のキーに対して，状態がGOLDに設定されます。
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/NOTERMINATE修飾子は，キーが押されたときに文字列を処理しないように
システムに指示を与えます。 2番目のDEFINE/KEYコマンドは，キーパッドが
GOLD状態の時の PF1キーの等価文字列を定義します。キーパッドがGOLD状
態の場合に PF1を押すと，このコマンド行での読み込み操作が終了します。

PF1キーを 2回押すと，システムは SHOW DEFAULTコマンドを表示し，この
コマンドを処理します。

この例の 2行目のDEFAULTという単語は， PF1キーがすでに省略時の状態
で定義されていることを示しています。 2番目のDEFINE/KEYコマンドの
DEFAULTという単語の前のスペースに注意してください。このスペースが省略
されていると，システムは，DEFAULTを SHOWコマンドに対するキーワード
として認識できません。

3. $ SET KEY/STATE=ONE
%DCL-I-SETKEY, keypad state has been set to ONE
$ DEFINE/KEY PF1 "ONE"
%DCL-I-DEFKEY, ONE key PF1 has been defined
$ DEFINE/KEY/IF_STATE=ONE PF1 "ONE"
%DCL-I-DEFKEY, ONE key PF1 has been defined

この例は， PF1キーを，状態がONEである場合に "ONE"として定義する 2つの
方法を示しています。

キー定義の望ましい方法は， 2番目のDEFINE/KEYコマンドです。この方法で
は，キー定義のコマンドに状態を指定することで，エラーの発生する可能性を無
くしています。
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DELETE

大容量記憶ディスク・ボリュームから， 1つまたは複数のファイルを削除します。

ファイルに対する削除 (D)アクセス権と，親ディレクトリに対する書き込み (W)アク
セス権が必要です。

フォーマット

DELETE ファイル指定[,...]

パラメータ

ファイル指定[,...]

大容量記憶ディスク・ボリュームから削除する 1つ以上のファイルの名前を指定しま
す。最初のファイル指定には，ディレクトリ指定 (省略可)に加えて，ファイル名，フ
ァイル・タイプ，バージョン番号を明示的に含めなければなりません。 2番目以降の
ファイル指定では，バージョン番号のみが必須です。この場合，省略されたフィール
ドには先行するファイル指定のフィールドが適用されます。ファイル指定のどのフィ
ールドにも，ワイルドカード文字 (*と%)が使用できます。

ディレクトリや装置名を省略する場合には，現在の省略時の装置および省略時のディ
レクトリが使用されます。

セミコロン (;)の後にファイル・バージョン番号が指定されていない場合や，バージ
ョン番号が 0の場合，あるいはファイル指定のバージョン番号に 1つまたは複数のス
ペースが含まれている場合には，ファイルの最新バージョンが削除されます。

入力ファイル指定パラメータがシンボリック・リンクの場合，シンボリック・リンク
自体が削除されます。

複数のファイルを削除するためには，ファイル指定を，コンマ (,)，またはプラス記号
(+)で区切ります。

説明

DELETEコマンドは， 1つまたは複数のファイルを，マス・ストレージ・ディス
ク・ボリュームから削除します。このコマンドは，ファイルに対する削除 (D)アクセ
ス権と，親ディレクトリに対する書き込み (W)アクセス権が必要です。

DCLI–206



DELETE

修飾子

/BACKUP

/BEFOREまたは/SINCE修飾子を適用する時刻属性を指定します。この修飾子を指
定すると，最新のバックアップの日時をもとにファイルを選択します。この修飾子は
他の時刻属性を指定する修飾子，/CREATED，/EXPIRED，および/MODIFIED修飾
子とは同時に指定できません。これら 4つの修飾子のいずれも指定しない場合には，
省略時の設定として/CREATED修飾子が使用されます。

注意

この修飾子を DELETE/TREEコマンドで使用するとエラーが発生します。

/BEFORE[=時刻]

指定された時刻以前の時刻属性を持つファイルを選択します。絶対時刻，または絶対
時刻とデルタ時間の組み合わせを指定します。また， BOOT， LOGIN， TODAY (省
略時の設定)， TOMORROW，および YESTERDAYというキーワードも指定できま
す。適用する時刻属性は，/BACKUP，/CREATED (省略時の設定)，/EXPIRED，ま
たは/MODIFIED修飾子のいずれかで指定します。

時刻指定の詳細は，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』，またはオンライン・ヘ
ルプのトピックDateを参照してください。

注意

この修飾子を DELETE/TREEコマンドで使用するとエラーが発生します。

/BY_OWNER[=uic]

ファイルの所有者の利用者識別コード (UIC)が，指定した所有者UICと一致する場
合に，ファイルを選択します。/BY_OWNER修飾子だけが指定されており，UIC
が省略されている場合には，現在のプロセスのUICが省略時の値として使用されま
す。

UICは，『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイド』に説明されている標準的な
UIC形式で指定します。

注意

この修飾子を DELETE/TREEコマンドで使用するとエラーが発生します。

/CONFIRM
/NOCONFIRM (省略時の設定)

各ファイルの削除操作の前に，そのファイルの削除について確認を求めるかどうかを
制御します。確認に対する応答は次のいずれかです。
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YES NO QUIT

TRUE FALSE Ctrl/Z

1 0 ALL

Return

単語で応答する場合には，大文字と小文字を任意に組み合わせることができます。
また単語による応答は， 1文字または複数の文字に短縮できます (たとえば， TRUE
は T， TR，または TRUに省略できます)が，短縮しても一意でなければなりませ
ん。肯定応答は， YES， TRUE，および 1です。否定応答は，NO， FALSE， 0，
Returnです。QUITと入力するか Ctrl/Zを押した場合は，その時点でコマンドの処
理が停止します。 ALLと応答した場合には，コマンドは処理は継続しますが，その
後プロンプトは表示されなくなります。上記のリストに示されていない応答を入力す
ると，エラー・メッセージが表示され，プロンプトが再表示されます。

注意

この修飾子を DELETE/TREEコマンドで使用するとエラーが発生します。

/CREATED (省略時の設定)

/BEFOREまたは/SINCE修飾子を適用する時刻属性を指定します。この修飾子を指
定すると，作成日時をもとにファイルを選択します。この修飾子は他の時刻属性を指
定する修飾子，/BACKUP，/EXPIRED，および/MODIFIED修飾子とは同時に指定
できません。これら 4つの修飾子のいずれも指定しない場合には，省略時の設定とし
て/CREATED修飾子が使用されます。

注意

この修飾子を DELETE/TREEコマンドで使用するとエラーが発生します。

/ERASE
/NOERASE (省略時の設定)

ファイルを削除すると，そのファイルが記憶されていた領域は，将来使用するために
システムに戻されます。新しいデータがもう一度書き込まれるまで，その位置に記憶
されていたデータは，まだシステムに存在したまま残ります。/ERASE修飾子を使用
すると，データが記憶されていた場所にシステムが指定したパターンが上書きされる
ため，データはシステムから完全に消去されます。

/EXCLUDE=(ファイル指定[,...])

指定のファイルを削除操作から除外します。ファイル指定にディレクトリを含めるこ
とはできますが，装置を含めることはできません。ファイル指定ではワイルドカード
文字 (*と%)が使用できます。ただし，相対バージョン番号を使って特定のバージョ
ンを除外することはできません。ファイルを 1つしか指定しない場合には，括弧は省
略できます。
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注意

この修飾子を DELETE/TREEコマンドで使用するとエラーが発生します。

/EXPIRED

/BEFOREまたは/SINCE修飾子を適用する時刻属性を指定します。この修飾子
を指定すると，満了日時をもとにファイルを選択します (満了日は， SET FILE
/EXPIRATION_DATEコマンドで設定します)。この修飾子は他の時刻属性を指定す
る修飾子，/BACKUP，/CREATED，および/MODIFIED修飾子とは同時に指定で
きません。これら 4つの修飾子のいずれも指定しない場合には，省略時の設定とし
て/CREATED修飾子が使用されます。

注意

この修飾子を DELETE/TREEコマンドで使用するとエラーが発生します。

/GRAND_TOTAL (Alpha/Integrityのみ)

削除されたファイルの数，およびブロック数 (またはバイト数)の合計を表示します。
結果は，現在の省略時の設定に応じて，ブロック単位またはバイト単位で表示され
ます。現在の省略時の設定を表示するには， SHOW PROCESS/UNITSを使用しま
す。省略時の設定を変更するには，DCLコマンド SET PROCESS/UNITS=BYTES
または SET PROCESS/UNITS=BLOCKSを実行します。

/IGNORE=INTERLOCK (Alpha/Integrityのみ)

書き込みアクセスしたファイルを削除用としてマークできます。これによってファイ
ル名エントリが削除され，最後のユーザによってファイルが閉じられたときにファイ
ルが削除されます。

/LOG
/NOLOG (省略時の設定)

削除した後で，各ファイルのファイル指定をDELETEコマンドが表示するかどうか
を制御します。

/MODIFIED

/BEFOREまたは/SINCE修飾子を適用する時刻属性を指定します。この修飾子を指
定すると，最新の変更日時をもとにファイルを選択します。この修飾子は他の時刻属
性を指定する修飾子，/BACKUP，/CREATED，および/EXPIRED修飾子とは同時に
指定できません。これら 4つの修飾子のいずれも指定しない場合には，省略時の設定
として/CREATED修飾子が使用されます。

注意

この修飾子を DELETE/TREEコマンドで使用するとエラーが発生します。
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/SINCE[=時刻]

指定された時刻以降の時刻属性を持つファイルを選択します。絶対時刻，または絶
対時刻とデルタ時間の組み合わせを指定します。また， BOOT， JOB_LOGIN，
LOGIN， TODAY (省略時の設定)， TOMORROW，および YESTERDAYというキ
ーワードも指定できます。適用する時刻属性は，/BACKUP，/CREATED (省略時の
設定)，/EXPIRED，または/MODIFIED修飾子のいずれかで指定します。

時刻指定の詳細は，『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイド』，またはオンラ
イン・ヘルプのトピックDateを参照してください。

注意

この修飾子を DELETE/TREEコマンドで使用するとエラーが発生します。

/STYLE=キーワード
ファイル削除中に表示するファイル名の書式を指定します。

この修飾子のキーワードは CONDENSEDおよび EXPANDEDです。意味は次の表
のとおりです。

キーワード 説明

CONDENSED
(省略時の設定)

ファイル名を 255文字長の文字列に適合するように表示します。この
場合，ファイル指定には DIDあるいは FID短縮形が含まれることがあ
ります。

EXPANDED ファイル名をディスクに格納されているとおりに表示します。この場
合，ファイル指定には DIDあるいは FID短縮形は含まれません。

キーワード CONDENSEDと EXPANDEDを同時に指定することはできません。こ
の修飾子は，確認が要求された場合に，出力メッセージに表示されるファイル名の書
式を指定します。

EXPANDEDキーワードが指定されていない場合，ファイル・エラーは
CONDENSEDファイル指定で表示されます。

詳細は『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』を参照してください。

/SYMLINK=キーワード
この修飾子に対して有効なキーワードは，[NO]WILDCARDおよび[NO]ELLIPSIS
です。これらのキーワードの説明は以下のとおりです。

キーワード 説明

WILDCARD ディレクトリのワイルドカード検索時にシンボリック・リンクが有効に
なることを指定します。

NOWILDCARD ディレクトリのワイルドカード検索時にシンボリック・リンクが無効に
なることを指定します。
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キーワード 説明

ELLIPSIS WILDCARDと同じ。

NNOELLIPSIS 反復記号を除き，ワイルドカード・フィールドでシンボリック・リンク
が一致することを指定します。

DELETEコマンドで指定したファイルがシンボリック・リンクの場合，そのシンボ
リック・リンク自体に対してコマンドが実行されます。

注意

この修飾子を DELETE/TREEコマンドで使用するとエラーが発生します。

/TREE

回帰的に親ディレクトリを除くすべてのファイルおよびサブディレクトリを削除しま
す。

/TREE修飾子と同時に指定できるのは以下の修飾子のみです。

/ERASE /GRAND_TOTAL /IGNORE /LOG

/STYLE

例

1. $ DELETE COMMON.SUM;2

このDELETEコマンドは，現在の省略時のディスクおよびディレクトリから，
COMMON.SUM;2というファイルを削除します。

2. $ DELETE *.OLD;*

このDELETEコマンドは，ファイル・タイプがOLDであるすべてのファイル
の，すべてのバージョンを，省略時のディスク・ディレクトリから削除します。

3. $ DELETE ALPHA.TXT;*, BETA;*, GAMMA;*

この例は，ファイル ALPHA.TXT， BETA.TXTとGAMMA.TXTの全バージョン
を削除します。ファイル・タイプは，最初のファイルのものが一時的な省略時の
設定として使用されますが，バージョン番号は必ず指定しなければなりません (こ
こではワイルドカードとして指定されています)。
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4. $ DELETE /BEFORE=15-APR/LOG *.DAT;*
%DELETE-I-FILDEL, DISK2:[MAIN]ASSIGN.DAT;1 deleted (5 block)
%DELETE-I-FILDEL, DISK2:[MAIN]BATCHAVE.DAT;3 deleted (4 blocks)
%DELETE-I-FILDEL, DISK2:[MAIN]BATCHAVE.DAT;2 deleted (4 blocks)
%DELETE-I-FILDEL, DISK2:[MAIN]BATCHAVE.DAT;1 deleted (4 blocks)
%DELETE-I-FILDEL, DISK2:[MAIN]CANCEL.DAT;1 deleted (2 blocks)
%DELETE-I-FILDEL, DISK2:[MAIN]DEFINE.DAT;1 deleted (3 blocks)
%DELETE-I-FILDEL, DISK2:[MAIN]EXIT.DAT;1 deleted (1 block)
%DELETE-I-TOTAL, 7 files deleted (23 blocks)

この例では，ファイル・タイプがDATで，今年の 4月 15日より以前に作成もし
くは更新された，全ファイルの全バージョンを削除しています。/LOG修飾子を指
定すれば，ファイル名だけでなく，削除されたファイルの総数も表示されます。

5. $ DELETE A.B;

このDELETEコマンドは，ファイル A.Bの最新バージョンを削除します。

6. $ DELETE/CONFIRM/SINCE=TODAY [MEIER.TESTFILES]*.OBJ;*
DISK0:[MEIER.TESTFILES]AVERAG.OBJ;1, delete? [N]:Y
DISK0:[MEIER.TESTFILES]SCANLINE.OBJ;4, delete? [N]:N
DISK0:[MEIER.TESTFILES]SCANLINE.OBJ;3, delete? [N]:N
DISK0:[MEIER.TESTFILES]SCANLINE.OBJ;2, delete? [N]:N
DISK0:[MEIER.TESTFILES]WEATHER.OBJ;3, delete? [N]:Y

このDELETEコマンドは，[MEIER.TESTFILES]というサブディレクトリに含
まれる，ファイル・タイプが.OBJであるファイルのすべてのバージョンを調べ，
その中で今日作成または変更されたファイルを見つけます。各ファイルを削除す
る前に，そのファイルを削除するかどうかを確認するプロンプトを表示します。
省略時の応答であるNが，かぎ括弧に囲まれて示されます。

7. $ DIRECTORY [.SUBTEST]
%DIRECT-W-NOFILES, no files found
$ SET SECURITY/PROTECTION=(OWNER:DELETE) SUBTEST.DIR
$ DELETE SUBTEST.DIR;1

ディレクトリ・ファイル SUBTEST.DIRの削除前に，DIRECTORYコマンド
でディレクトリ下にファイルがないことを確認しています。 SET SECURITY
/PROTECTIONコマンドでディレクトリ・ファイルの保護を再定義し，削除可能
にしています。その後，DELETEコマンドで削除しています。

8. $ DELETE DALLAS"THOMAS SECRET"::DISK0:[000,000]DECODE.LIS;1

このDELETEコマンドは，リモート・ノードDALLASの，装置DISK0上
の[000,000]というディレクトリから，ファイルDECODE.LIS;1を削除します。
リモート・ノード名の後に，ユーザ名とパスワードが指定されています。
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9. $ DELETE NODE12::"DISK1:DEAL.BIG"
$ DELETE NODE12::DISK1:DEAL.BIG;

この 2つのDELETEコマンドは，ともにリモート・ノードNODE12上の装置
DISK1のファイルDEAL.BIGを削除します。DELETEコマンドはそのファイル
指定にバージョン番号を必要としますが，バージョン番号をサポートしないノー
ド上にファイルがあるため (NODE12は，RT–11ノードです)，ファイル指定を二
重引用符で囲む (" ")かセミコロン (;)だけを指定します。

10. $ DELETE/GRAND_TOTAL *.txt;*
%DELETE-I-TOTAL, 61 files deleted (274KB)

この例の出力では， 61個のファイル，合計 274KBが削除されたことが表示
されています。プロセスは現在，ファイル・サイズをバイト単位で表示するよ
うに設定されています。ブロック単位で表示するように変更するには， SET
PROCESS/UNITS=BLOCKSコマンドを使用します。

11. $ DELETE/TREE $5$DKA100:[HOOPS...]*.*;*/LOG
%DELETE-I-FILDEL, $5$DKA100:[HOOPS]SMG_HP.EXE;2 deleted (32 blocks)
%DELETE-I-FILDEL, $5$DKA100:[HOOPS]TESTMSG.exe;4 deleted (32 blocks)
%DELETE-I-FILDEL, $5$DKA100:[HOOPS.DTM.EXAMPLES]TERMTABLE.TXT;1 deleted (16 blocks)
%DELETE-I-FILDEL, $5$DKA100:[HOOPS.DTM]EXAMPLES.DIR;1 deleted (16 blocks)
%DELETE-I-FILDEL, $5$DKA100:[HOOPS]DTM.DIR;1 deleted (16 blocks)
%DELETE-I-TOTAL, 5 files deleted (112 blocks)
$

DELETE/TREEコマンドは，親ディレクトリを除くすべてのファイルおよびサブ
ディレクトリを回帰的に削除します。
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DELETE/BITMAP (Alpha/Integrityのみ)

このコマンドを使用すると，システム管理者は，アクティブなビットマップを削除し
て，メモリ・リソースを開放することができます。ミニコピー・ビットマップを削除
すると，仮想ユニットの以前のメンバは，完全なコピー操作でしか追加できなくなり
ます。ビットマップの詳細は，『Volume Shadowing for OpenVMS説明書』を参照
してください。

装置の所有権，または VOLPRO (ボリューム保護)特権が必要です。

フォーマット

DELETE/BITMAP n[,n,...]

パラメータ

n[,n,...]

削除するビットマップのビットマップ IDを， 1つ以上指定します。

修飾子

/LOG
/NOLOG (省略時の設定)

削除の際に，各ビットマップの IDを表示するかどうかを指定します。

例

1. $ SHOW DEVICE /BITMAP DSA12

Device BitMap Size Percent Type of Master Active
Name ID (Bytes) Populated Bitmap Node
DSA12: 00020007 8364 0% Minimerge NODE1 Yes

00040008 8364 0% Minimerge NODE2 Yes

$ DELETE/BITMAP 00020007

この例では， SHOW DEVICEコマンドの出力で 2つのビットマップが表示され
ています。DELETEコマンドでは， IDが 00020007のビットマップを削除して
います。
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DELETE/CHARACTERISTIC

以前にDEFINE/CHARACTERISTICコマンドによって設定されたキュー特性の定義
を削除します。/CHARACTERISTIC修飾子は省略できません。

OPER (オペレータ)特権が必要です。

フォーマット

DELETE/CHARACTERISTIC 特性名

パラメータ

特性名
削除する特性の名前を指定します。

説明

DELETE/CHARACTERISTICコマンドは，システム属性テーブルから属性を削除し
ます。

属性の名前または番号を変更するには，その属性を一度削除して再定義する必要があ
ります。

修飾子

/LOG
/NOLOG (省略時の設定)

各特性名を削除時に表示するかどうか制御します。
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例

1. $ DEFINE/CHARACTERISTIC BLUE 7
.
.
.

$ DELETE/CHARACTERISTIC BLUE
$ DEFINE/CHARACTERISTIC BLUE_INK 7

この例では，DEFINE/CHARACTERISTICコマンドは，プリンタの青インクを
意味する特性 BLUEを番号 7に設定しています。この特性名を BLUE_INKに変
更するため，まずDELETE/CHARACTERISTICコマンドを入力し，それから
DEFINE/CHARACTERISTICコマンドで特性 BLUE_INKに特性番号 7を割り
当てます。
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DELETE/ENTRY

キューから， 1つまたは複数のプリント・ジョブまたはバッチ・ジョブを削除しま
す。/ENTRY修飾子は省略できません。

キューに対する管理 (M)アクセス権，または指定ジョブに対する削除 (D)アクセス権
が必要です。

フォーマット

DELETE/ENTRY=(エントリ番号[,...]) [キュー名[:]]

パラメータ

エントリ番号[,...]

キューから削除するジョブのエントリ番号 (またはエントリ番号のリスト)を指定しま
す。エントリ番号を 1つしか指定しない場合には，括弧を省略できます。キュー名を
省略した場合は，複数のキューからエントリを削除できます。

プリントおよびバッチ・ジョブには，システムで一意のエントリ番号が与えられま
す。 PRINTや SUBMITコマンドは，省略時の設定では，ジョブが正常にキューに
登録された場合にエントリ番号を表示し，ローカル・シンボル$ENTRYを最新のジ
ョブのエントリ番号に設定します。ジョブのエントリ番号を確認するには， SHOW
ENTRYまたは SHOW QUEUEコマンドを使用します。

キュー名[:]

ジョブが存在するキューの名前を指定します。キュー名には，ジョブが登録されたキ
ュー，またはジョブが実行されているキューを指定できます。キュー名は省略可能で
すが，指定された場合には，エントリが指定キューにあるかどうかが削除前にチェッ
クされます。

説明

DELETE/ENTRYコマンドは，キューから 1つまたは複数のジョブを削除します。
DELETE/ENTRYコマンドでキュー名と複数のエントリ番号を指定する場合，すべて
のジョブが同じキューに入っている必要があります。

ジョブは，現在実行中であっても他の状態であっても，削除できます。たとえば
DELETE/ENTRYは，保留状態や待ち状態のジョブを削除できます。
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修飾子

/LOG
/NOLOG (省略時の設定)

削除するバッチまたはプリント・ジョブのエントリ番号を表示するかどうかを制御し
ます。

例

1. $ PRINT/HOLD ALPHA.TXT
Job ALPHA (queue SYS$PRINT, entry 110) holding

.

.

.
$ DELETE/ENTRY=110 SYS$PRINT

この PRINTコマンドは， ALPHA.TXTというファイルを印刷するジョブを，保
留状態でキューに登録します。このジョブの実行は， SET ENTRY/RELEASE
コマンドが入力されるまで延期されます。システムは，ジョブ名，エントリ番
号，ジョブが登録されたキュー名，および状態を表示します。その後， DELETE
/ENTRYコマンドでキュー SYS$PRINTからそのエントリを削除することを指定
しています。

2. $ SUBMIT/AFTER=18:00 WEATHER
Job WEATHER (queue SYS$BATCH, entry 203) holding until 14-DEC-2001
18:00
$ SUBMIT/HOLD/PARAMETERS=SCANLINE DOFOR
Job DOFOR (queue SYS$BATCH, entry 210) holding

.

.

.
$ DELETE/ENTRY=(203,210)/LOG
%DELETE-W-SEARCHFAIL, error searching for 203
-JBC-E-NOSUCHENT, no such entry
%DELETE-I-DELETED, entry 210 aborting or deleted

SUBMITコマンドは，コマンド・プロシージャWEATHER.COMと
DOFOR.COMをバッチ・キューに登録しています。WEATHER.COMは，
午後 6:00以降に実行されるように，DOFOR.COMは， SET ENTRY/RELAESE
コマンドを入力するまで実行されないように保留状態で，それぞれ登録していま
す。その後，DELETE/ENTRY/LOGコマンドで両方のエントリをキューから削
除しています。エントリが削除されたことを示すメッセージが表示されます。

DELETE/ENTRY/LOGコマンドが入力される前に，ジョブWEATHER (エント
リ 203 )は終了していたため，このエントリは既に存在していません。キューにエ
ントリがないことを示すメッセージが表示されています。一方，ジョブDOFOR
(エントリ 210 )は，DELETE/ENTRY/LOGコマンドの入力時には保留状態であ
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ったため，このエントリはキューから削除され，そのことを示すメッセージが表
示されています。

3. $ PRINT CHAPTER8.MEM
Job CHAPTER8 (queue SYS$PRINT, entry 25) pending on queue
SYS$PRINT

.

.

.
$ SHOW QUEUE SYS$PRINT
Printer queue SYS$PRINT, on PARROT::PARROT$LPA0,
mounted form DEFAULT

Entry Jobname Username Status
----- ------- -------- ------

24 CHAPTER7 SMITH Pending
25 CHAPTER8 SMITH Pending

$ DELETE/ENTRY=25

この PRINTコマンドは，ファイル CHAPTER8.MEMを印刷するジョブをプリン
タ・キュー SYS$PRINTに登録しています。後になって，ユーザー SMITHは，
印刷する前にそのファイルを再度編集する必要が出てきました。 SMITHは，
SHOW QUEUEコマンドを使って，そのジョブがまだ実行されていないこと，
そのジョブのエントリ番号が 25であることを確認します。それからDELETE
/ENTRYコマンドを入力し，そのジョブをキューから削除します。
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DELETE/FORM

以前にDEFINE/FORMコマンドで設定された（プリンタ・キューまたはターミナ
ル・キューの）フォームを削除します。/FORM修飾子は省略できません。

OPER（オペレータ）特権が必要です。

フォーマット

DELETE/FORM フォーム名

パラメータ

フォーム名
削除するフォームの名前を指定します。

説明

DELETE/FORMコマンドは，システム・フォーム・テーブルからフォーム定義を削
除します。フォームを削除する場合には，フォームでマウントされたキュー内のフォ
ーム，またはそのフォームを要求するジョブでマウントされたキュー内のフォームに
対する，未解決の参照があってはいけません。フォームのすべての参照を調べるに
は， SHOW QUEUE/FULLコマンドを使用します。

フォームの名前または番号を変更するには，フォームを削除して再定義しなければな
りません。フォームの名前と番号を変更しない限り，異なる値で DEFINE/FORMコ
マンドを再入力すると，任意のDEFINE/FORM修飾子の値を修正することができま
す。

修飾子

/LOG
/NOLOG (省略時の設定)

各フォームの削除後にその名前を表示するかどうかを制御します。
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例

1. $ DELETE/FORM CENTER

このDELETE/FORMコマンドは，フォーム CENTERを削除しています。

2. $ DEFINE/FORM -
_$ /DESCRIPTION="letter size continuous form paper" CFLET 7

.

.

.
$ DELETE/FORM CFLET
$ DEFINE/FORM -
_$ /DESCRIPTION="letter size continuous form paper" LETTER_CONT 7

このDEFINE/FORMコマンドは， 8.5× 11インチの連続用紙を意味するよう
に，フォーム CFLETを 7番に定義しています。その後，フォーム名を変更する
ために，フォーム CFLETを削除してから， LETTER_CONTという新しいフォ
ームを定義しています。
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DELETE/INTRUSION_RECORD

侵入データベースからエントリを削除します。

CMKRNL（カーネルへのモード変更）と SECURITY特権が必要です。

フォーマット

DELETE/INTRUSION_RECORD 侵入元

パラメータ

侵入元
ログインしようとする装置またはリモート・システムの名前を指定します。侵入元の
名前は，たとえば大文字と小文字を区別したり，DCLの構文規則に抵触したりする
などの，他のオペレーティング・システム・ドメインの形式で表現することができま
す。そのような場合には，侵入元パラメータは引用符で囲まなければなりません。

説明

侵入データベースからエントリを削除するには，DELETE/INTRUSION_RECORD
コマンドを使用します。たとえば，ユーザHAMMERが期限切れのパスワードを使用
して端末 TTA24に何度もログインしようとすると， SHOW INTRUSIONコマンド
は次のエントリを表示します。

Intrusion Type Count Expiration Source

TERM_USER INTRUDER 9 10:29:39.16 TTA24:HAMMER

ログイン失敗の上限に到達しているため，端末はシステムからロックアウトされま
す。ユーザHAMMERがシステム管理者に連絡し，ログイン失敗の原因がパスワード
の期限切れであることが確認できれば，DELETE/INTRUSIONコマンドを使用して
侵入データベースからレコードを削除することができます。

修飾子

/NODE=(ノード名[,...])

指定されたノードに関連するノード情報を削除します。指定されたノードがノード情
報リストにしかないノードである場合，その侵入レコードも削除されます。
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例

1. $ DELETE/INTRUSION_RECORD TTC2:

このDELETE/INTRUSION_RECORDコマンドは， TTC2への侵入の試みによ
って作成されたすべての侵入レコードを削除します。正当なユーザは誰もログイ
ンに失敗しないため，ユーザ名は指定されていません。

2. $ DELETE/INTRUSION_RECORD "AV34C2/LC-2-10":FORGETFUL

この例では，侵入元はターミナル・サーバに接続されたローカル・ターミナルで
す。侵入データベースから記録を削除するには，ターミナル・ポート名を引用符
で囲みます。これにより，オペレーティング・システムは，スラッシュ (/)が修飾
子ではなく外来の文字であることを認識します。

3. $ DELETE/INTRUSION_RECORD NODE1::HAMMER

このコマンドは，ノードNODE1のユーザHAMMERについて生成されたすべて
の侵入エントリを削除します。

4. $ DELETE/INTRUSION_RECORD/NODE=(CAPPY,INDI)
$ SHOW INTRUSION
NETWORK SUSPECT 2 26-JUL-2001 08:51:25.66 BARNEY::HAMMER

Node: TSAVO Count: 2

このコマンドは，ノード CAPPYおよびノード INDIに関する侵入エントリを削除
します。

5. $ DELETE/INTRUSION_RECORD/NODE=FOOBAR
$ SHOW INTRUSION
NETWORK SUSPECT 2 26-JUL-2001 08:51:25.66 BARNEY::HAMMER

Node: TSAVO Count: 2

このコマンドは，ノード FOOBARに関する侵入エントリを削除します。

6. $ DELETE/INTRUSION_RECORD/NODE=TSAVO
$ SHOW INTRUSION
%SHOW-F-NOINTRUDERS, no intrusion records match specification

このコマンドは，ノード TSAVOに関する侵入エントリを削除しようと試みてい
ますが，このノードに関する侵入レコードはありませんでした。
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DELETE/KEY

DEFINE/KEYコマンドによって設定されたキー定義を削除します。/KEY修飾子は
省略できません。

フォーマット

DELETE/KEY [キー名]

パラメータ

キー名
定義を削除するキーの名前を指定します。このパラメータは，/ALL修飾子と同時に
指定することはできません。

修飾子

/ALL

指定された状態のすべてのキー定義が削除されることを指定します。省略時には，現
在の状態のすべてのキー定義が削除されます。/ALL修飾子を使用した場合には，キ
ー名は指定できません。/STATE修飾子を使用すれば， 1つまたは複数の状態を指定
できます。

/LOG (省略時の設定)
/NOLOG

指定されたキー定義が削除されたことを示すメッセージが，表示されるかどうかを制
御します。

/STATE=(状態名[,...])
/NOSTATE (省略時の設定)

どの状態のキー定義を削除するかを，状態名で指定します。省略時には，現在の状態
のキー定義が削除されます。状態名を 1つしか指定しない場合には，括弧を省略でき
ます。状態名は，任意の英数字文列です。
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例

1. $ DELETE/KEY/ALL
%DCL-I-DELKEY, DEFAULT key PF1 has been deleted
%DCL-I-DELKEY, DEFAULT key PF2 has been deleted
%DCL-I-DELKEY, DEFAULT key PF3 has been deleted
%DCL-I-DELKEY, DEFAULT key PF4 has been deleted
$

この例では，状態DEFAULTにおいて PF1から PF4までのキーがすでに定義さ
れているものとします。このDELETE/KEYコマンドは，現在の状態（この場合
はDEFAULT状態）におけるすべてのキー定義を削除しています。

2. $ DEFINE/KEY PF3 "SHOW TIME" /TERMINATE
%DCL-I-DEFKEY, DEFAULT key PF3 has been defined
$ PF3

$ SHOW TIME
14-DEC-2001 14:43:59
.
.
.

$ DELETE/KEY PF3
%DCL-I-DELKEY, DEFAULT key PF3 has been deleted
$ PF3

$

このDEFINE/KEYコマンドは，キーパッドの PF3キーに SHOW TIMEコマン
ドを定義しています。その後で，DELETE/KEYコマンドの使用により， PF3キ
ーに対する定義を削除します。したがって，この後 PF3キーを押しても，システ
ム・プロンプトが表示されるだけです。
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DELETE/MAILBOX (Alpha/Integrityのみ)

指定されたメールボックスを削除します。

PRMMBX (パーマネント・メールボックス)特権が必要です。

フォーマット

DELETE/MAILBOX 名前

パラメータ

名前
削除するメールボックス装置の名前 (MBAn)，またはメールボックスを指す論理名を
指定します。

修飾子

/LOG
/NOLOG (省略時の設定)

メールボックスに削除マークを付けたときに通知を表示します。

例

1. $SHOW LOGICAL MY_MBX
"MY_MBX" = "MBA37:" (LNM$SYSTEM_TABLE)

$SHOW DEVICE MBA37

Device Device Error
Name Status Count
MBA37: Online 0
$DELETE/MAILBOX/LOG MBA37
%DELETE-I-MBXDEL, Mailbox MBA37 has been marked for deletion
$SHOW DEV MBA37
%SYSTEM-W-NOSUCHDEV, no such device available

この例は，論理名MY_MBXが指しているメールボックスMBA37の，削除前後
の状況を示しています。
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DELETE/QUEUE

INITIALIZE/QUEUEコマンドで作成されたプリント・キューまたはバッチ・キュー
と，そのキュー内のすべてのジョブを削除します。/QUEUE修飾子は省略できませ
ん。

キューに対する管理 (M)アクセス権が必要です。

フォーマット

DELETE/QUEUE キュー名[:]

パラメータ

キュー名[:]

削除されるキューの名前を指定します。

説明

キューを削除するには，次の手順に従ってください。

1. STOP/QUEUE/NEXTコマンドを使用して，指定されたキューを停止します。

STOP/QUEUE/NEXTコマンドは，すべての実行中のジョブが終了してから，指
定されたキューを停止させます。すべての実行中のジョブが終了するまで待って
ください。

2. 指定されたキューの未解決の参照がないことを確認します。

汎用キューが，指定されたキューをターゲットとする実行キューを参照する場合
は，ターゲットとする実行キューのリストから指定されたキューを削除しなけれ
ばなりません。

論理キューが，指定されたキューを参照する場合は，論理キューの割り当てを解
除しなければなりません。

指定されたキューが汎用キューである場合，当初汎用キューに入れられ，そのタ
ーゲットとするキューにまだ存在しているジョブは，指定されたキューの参照に
含まれます。指定されたキューを削除する前に，当初指定されたキューに受け渡
され，現在そのターゲットとするキューで実行されているジョブを削除するか，
またはこれらのジョブが終了するまで待たなければなりません。
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3. 指定されたキューから別のキューにジョブを移動するには， SET ENTRY
/REQUEUEまたは ASSIGN/MERGEコマンドを使用します。指定されたキュー
を削除した場合，そのキューに残っているすべてのジョブも削除されます。

4. DELETE/QUEUEコマンドを入力します。

修飾子

/LOG
/NOLOG (省略時の設定)

指定されたキューが削除されたことを示すメッセージが，表示されるかどうかを制御
します。

例

1. $ INITIALIZE/QUEUE/DEFAULT=FLAG/START/ON=LPA0 LPA0_QUEUE
.
.
.

$ STOP/QUEUE/NEXT LPA0_QUEUE
$ DELETE/QUEUE LPA0_QUEUE

最初のコマンドは， LPA0_QUEUEというプリンタ・キューを初期化し，始動
させます。 STOP/QUEUE/NEXTコマンドは，キューを停止します。DELETE
/QUEUEコマンドは，キューを削除します。
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DELETE/QUEUE/MANAGER

1ノードまたはOpenVMS Clusterシステムからキュー・マネージャを削除します。
削除するキュー・マネージャが管理しているキューおよびジョブはすべて削除されま
す。最初にキュー・マネージャを止めなければなりません。/NAME_OF_MANAGER
修飾子は省略できません。

OPER (オペレータ)および SYSNAM (システム論理名)特権が必要です。

フォーマット

DELETE/QUEUE/MANAGER/NAME_OF_MANAGER=キュー・マネージャ名

パラメータ

なし

説明

キュー・マネージャを削除するには，次の手順に従ってください。

1. STOP/QUEUE/MANAGER/CLUSTER/NAME_OF_MANAGER= キュー・マネ
ージャ名コマンドを使用して，指定されたキュー・マネージャを停止します。

2. キュー・マネージャの名前を指定して，DELETE/QUEUE/MANAGER/NAME_
OF_MANAGERコマンドを入力します。

修飾子

/NAME_OF_MANAGER=文字列
削除するキュー・マネージャを指定します。/NAME_OF_MANAGER修飾子は省略
できません。キュー・マネージャ名として，最大 31文字の文字列，または論理名が
指定できます。
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例

1. $ DELETE/QUEUE/MANAGER/NAME_OF_MANAGER=BATCH_MANAGER

このDELETE/QUEUE/MANAGER/NAME_OF_MANAGERコマンドは，キュ
ー・マネージャ BATCH_MANAGERを削除します。これは，キュー・データベ
ースの共有マスタ・ファイルから指定のキュー・マネージャへの参照をすべて削
除し， BATCH_MANAGERのデータベースに関係づけられたキューおよびジャ
ーナル・ファイルを削除します。
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DELETE/SYMBOL

ローカル・シンボル・テーブル，またはグローバル・シンボル・テーブルから， 1つ
またはすべてのシンボル定義を削除します。/SYMBOL修飾子は省略できません。

フォーマット

DELETE/SYMBOL [シンボル名]

パラメータ

シンボル名
削除するシンボルの名前を指定します。/ALL修飾子が指定されていない限り，シン
ボル名パラメータは必ず指定しなければなりません。シンボル名パラメータを指定す
る場合には，/ALL修飾子は指定できません。シンボル名は， 1文字から 255文字ま
での長さです。省略時の設定では，DELETE/SYMBOLコマンドは，シンボルが現
在のコマンド・プロシージャのローカル・シンボル・テーブルに登録されていると仮
定します。

説明

DELETE/SYMBOLコマンドは，シンボル・テーブルからシンボル定義を削除しま
す。グローバル・シンボル・テーブルもローカル・シンボル・テーブルも指定しない
と，ローカル・シンボル・テーブルからシンボルが削除されます。/GLOBAL修飾子
と/LOCAL修飾子の両方を指定した場合は，最後に指定した修飾子だけが有効になり
ます。/SYMBOL修飾子は，必ずDELETEコマンドの直後に指定しなければなりま
せん。

修飾子

/ALL

指定されたシンボル・テーブルの，すべてのシンボル名が削除されることを指定しま
す。/LOCALまたは/GLOBAL修飾子を指定しない場合には，現在のコマンド・レベ
ルで定義された，すべてのシンボルが削除されます。/ALL修飾子を指定する場合に
は，シンボル名パラメータは指定できません。

/GLOBAL

シンボル名が，現在のプロセスのグローバル・シンボル・テーブルから削除されるこ
とを指定します。
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/LOCAL (省略時の設定)

シンボル名が，現在のプロセスのローカル・シンボル・テーブルから削除されること
を指定します。

/LOG
/NOLOG (省略時の設定)

削除された各シンボルを示す，情報メッセージが表示されるか否かを制御します。

例

1. $ DELETE/SYMBOL/ALL

このDELETE/SYMBOLコマンドは，現在のコマンド・レベルのすべてのシンボ
ル定義を削除します。

2. $ DELETE/SYMBOL/LOG KUDOS
%DCL-I-DELSYM, LOCAL symbol KUDOS has been deleted

このDELETE/SYMBOLコマンドは，現在のプロセスのローカル・シンボル・テ
ーブルから，シンボルKUDOSを削除します，さらに，/LOG修飾子が指定され
ているため，削除されたシンボルを示す情報メッセージが表示されます。

3. $ DELETE/SYMBOL/GLOBAL PDEL

このDELETE/SYMBOLコマンドは，現在のプロセスのグローバル・シンボル・
テーブルから， PDELという名前のシンボルを削除します。
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DEPOSIT

仮想メモリ中の指定した位置の内容を置換し，新しい内容を表示します。

DEPOSITコマンドと同時に EXAMINEコマンドを使用すると，会話型でプログ
ラムをデバッグすることができます。DCLコマンドのDEPOSITコマンドは，
OpenVMS DebuggerのDEPOSITコマンドに似ています。

内容を変更したい仮想メモリ位置へのユーザ・モード読み込み (R)権および書き込み
(W)アクセス権が必要です。

フォーマット

DEPOSIT 位置=データ[,...]

パラメータ

位置
内容を変更したい仮想メモリ中の仮想アドレスの開始点，または仮想アドレスの範囲
(2番目に指定するアドレスは，最初に指定したアドレスより大きくなければなりませ
ん)を指定します。ここでは整数値，シンボル名，レキシカル関数，またはこれらの
任意の組み合わせを含む，有効な整数式を指定します。基数修飾子は，アドレスを解
釈する基数を決めます。省略時の設定は 16進形式です。シンボル名は常に，それが
定義された基数で解釈されます。基数演算子%X，%D，または%Oは，位置の前に指
定できます。 16進値は数字 (または前に%Xをつけた数字)で始めなければなりませ
ん。

ここで指定する位置は，プロセスで現在実行中のイメージの，仮想アドレス領域内で
なければなりません。

DEPOSITおよび EXAMINEコマンドは，現在のメモリ位置へのポインタを保守し
ます。DEPOSITコマンドはこのポインタを，修正した最後のバイトの次のバイトに
設定します。後続の EXAMINEおよびDEPOSITコマンドでピリオド( . )を使用する
と，このポインタを参照することができます。DEPOSITコマンドを使用して指定
したデータを格納できない場合は，ポインタは変更しません。 EXAMINEコマンド
は，ポインタの値を変更しません。

データ[,...]

指定した位置に格納するデータを指定します。省略時の設定では，データは 16進形
式で指定されているとみなします。あとで 2進形式に変換したり，指定した位置に書
き込むことができます。
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複数のデータを指定する場合は，各データをコンマ( , )で区切ります。DEPOSITコマ
ンドは，指定されたアドレスから連続的な位置にデータを書き込みます。

ASCII以外のデータを格納する場合は，有効な整数式を使用して複数のデータ項目を
指定することができます。

ASCIIデータを格納する場合は，データ項目は 1つしか指定できません。等号の右に
あるすべての文字は，文字列であるとみなされます。これらの文字は大文字に変換さ
れ，空白は圧縮されます。

説明

DEPOSITコマンドの実行が終了すると，データが格納された仮想メモリアドレス
と，その位置の新しい内容が表示されます。次の例を参照してください。

address: contents

現在のアクセス・モードで，指定したアドレスの読み込みはできても書き込みができ
ない場合，DEPOSITコマンドはその位置の元の内容を表示します。指定したアドレ
スからの読み込みも書き込みもできない場合は，DEPOSITコマンドはデータ・フィ
ールドにアスタリスク( * )を表示します。DEPOSITコマンドは，その位置 (修正した
最後のバイトの次のバイト)にポインタを設定します。

数値のリストを指定すると，アクセス違反が発生する前に，いくつかの値は正常に格
納されます。 ASCIIデータを格納している間にアクセス違反が発生すると，何も格納
されません。

基数修飾子: DEPOSITまたは EXAMINEコマンドで，コマンド・インタプリタが数
値リテラルを解釈する基数です。省略時の基数は， 16進です。この場合，コマンド
行に指定されたすべての数値リテラルは， 16進数であるとみなされます。コマンド
行で基数修飾子を変更すると，その基数が，後続の EXAMINEおよびDEPOSITコ
マンドの省略時の基数になります。これは，他の修飾子でその設定を変更するまで続
きます。次の例を参照してください。

$ DEPOSIT/DECIMAL 900=256
00000384: 256

DEPOSITコマンドは，位置 900と値 256の両方を， 10進数として解釈していま
す。後続のすべてのDEPOSITおよび EXAMINEコマンドは，アドレスやデータに
指定した数字を 10進数とみなします。DEPOSITコマンドは，常にアドレス位置を
16進数で表示することに注意してください。

= (割り当て文)コマンドで定義されたシンボル値は，常にそれが定義された基数で解
釈されます。
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格納位置または格納データとして指定する 16進数値は，数字 (0～ 9)で始めなければ
なりません。数字 (0～ 9)で始めないとコマンド・インタプリタは，シンボル名が入
力されたとみなし，シンボルを置換しようとします。

DEPOSITコマンドを入力する時に基数演算子%X，%D，または%Oを使用すると，
現在の省略時の設定を変更することができます。次の例を参照してください。

$ DEPOSIT/DECIMAL %X900=10

このコマンドは， 16進数 900として指定した位置を， 10進数値 10として格納しま
す。

長さ修飾子: DEPOSITコマンドの，省略時の長さの単位はロングワードです。デー
タ値のリストを指定した場合，データは指定した位置から始まる連続したロングワ
ードに格納されます。コマンド行で長さ修飾子を変更すると，その長さが，後続の
EXAMINEおよびDEPOSITコマンドの省略時の長さになります。これは，他の修飾
子でその設定を変更するまで続きます。

ASCII値を格納する場合，長さ修飾子は無視されます。

修飾子の位置に関する制限事項: DEPOSITコマンドは，式を算術的に分析します。
そのため，前にスラッシュ( / )が必要な修飾子は，正確に解釈されるためには，コマン
ド名の直後に指定しなければなりません。

修飾子

/ASCII

指定したデータが ASCIIであることを示します。

データ項目は 1つだけ指定できます。等号( = )の右にあるすべての文字は，文字列で
あるとみなされます。引用符( ‘‘ ’’ )で囲まないと，メモリに書き込まれる前にこれらの
文字は，すべて大文字に変換され複数の空白は 1つ空白に圧縮されます。

DEPOSITコマンドは，仮想メモリに格納する前に，データを 2進形式に変換しま
す。/ASCIIが指定されている場合，または省略時の設定が ASCIIモードの場合，ユ
ーザが指定した位置は 16進形式であるとみなされます。

/BYTE

一度に 1バイトずつデータを格納するよう要求します。

/DECIMAL

データが 10進形式であることを示します。DEPOSITコマンドは，仮想メモリに格
納する前に，データを 2進形式に変換します。

DCLI–235



DEPOSIT

/HEXADECIMAL

データが 16進形式であることを示します。DEPOSITコマンドは，仮想メモリに格
納する前に，データを 2進形式に変換します。

/LONGWORD

一度に 1ロングワードずつデータを格納するよう要求します。

/OCTAL

データが 8進形式であることを示します。DEPOSITコマンドは，仮想メモリに格納
する前に，データを 2進形式に変換します。

/WORD

一度に 1ワードずつデータを格納するよう要求します。

例

1. $ RUN MYPROG
.
.
.

Ctrl/Y

$ EXAMINE %D2145876444
7FE779DC: 0000000000
$ DEPOSIT .=17
7FE779DC: 0000000017
$ CONTINUE

RUNコマンドで，イメージMYPROG.EXEを実行します。次に Ctrl/Yを押し
てプログラムを中断します。/HEXADECIMALおよび/LONGWORD修飾子の
省略時の設定が有効であるとみなされ，DEPOSITコマンドは仮想メモリ位置
2145876444にロングワード値 17(10進数で 23)を格納します。

EXAMINEコマンドは，現在のメモリ位置 (ここでは仮想アドレス 2145876444 )
にポインタを設定しているので，DEPOSITコマンドでピリオド( . )を使用して，
この位置を参照することができます。

CONTINUEコマンドで，イメージの実行を再開させます。

2. $ DEPOSIT/ASCII 2C00=FILE: NAME: TYPE:
00002C00: FILE: NAME: TYPE:...

この例でDEPOSITコマンドは， 16進形式で位置 2C00に文字データを格納し，
修正した後でこの位置の内容を表示します。現在の省略時の長さはロングワード
なので，DEPOSITコマンドからの応答は，完全なロングワードを表示します。
反復記号( ... )は，最後のロングワード・データの後にDEPOSITコマンドによっ
て変更されない情報が残されていることを示します。
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3. $ EXAMINE 9C0 ! Look at Hex location 9C0
000009C0: 8C037DB3
$ DEPOSIT .=0 ! Deposit longword of 0
000009C0: 00000000
$ DEPOSIT/BYTE .=1 ! Put 1 byte at next location
000009C4: 01
$ DEPOSIT .+2=55 ! Deposit 55 next
000009C7: 55
$ DEPOSIT/LONG .=0C,0D,0E ! Deposit longwords
000009C8: 0000000C 0000000D 0000000E

上記の例の一連のDEPOSITコマンドは，DEPOSITコマンドが現在の位置ポイ
ンタをどのように変更するかを示しています。/BYTE修飾子を指定した後は，デ
ータはすべてバイト単位で格納され表示されます。これは/LONGWORD修飾子に
よってシステムの省略時の設定が復元されるまで続きます。

4. $ BASE=%X200 ! Define a base address
$ LIST=BASE+%X40 ! Define offset from base
$ DEPOSIT/DECIMAL LIST=1,22,333,4444
00000240: 00000001 00000022 00000333 00004444
$ EXAMINE/HEX LIST:LIST+0C ! Display results in hex
00000240: 00000001 00000016 0000014D 0000115C

割り当て文は，基底アドレスを 16進数で定義しています。また， 16進数で指定
した基底アドレスからのオフセットの位置に名前を与えています。DEPOSITコ
マンドは値のリストを読み込み，指定した位置から各値をロングワードに格納し
ます。 EXAMINEコマンドは，これらの値を 16進数で表示するよう要求してい
ます。
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DIFFERENCES

2つのディスク・ファイルの内容を比較し，一致しないレコードのリストを表示しま
す。

フォーマット

DIFFERENCES 第 1入力ファイル指定 [第 2入力ファイル指定]

パラメータ

第 1入力ファイル指定
比較する最初のファイルを指定します。ファイル指定には，ファイル名とファイル・
タイプとが含まれなければなりません。ワイルドカード文字は使用できません。

第 2入力ファイル指定
比較する 2番目のファイルを指定します。各フィールドの省略時の値は，第 1入力フ
ァイル指定の対応するフィールドです。ワイルドカード文字は使用できません。

第 2ファイルを指定しない場合には，DIFFERENCESコマンドは，第 1ファイルの
1つ前のバージョンを使用します。

説明

2つのファイルが同じかどうか，また異なる場合どのように異なるかを判定するに
は，DIFFERENCESコマンドを使用します。DIFFERENCESコマンドは，指定さ
れた 2つのファイルをレコードごとに比較し，異なる場合は差をリストする出力ファ
イルを生成します。

DIFFERENCESコマンドの修飾子は，次のように機能別に分類できます。

• DIFFERENCESコマンドにレコードごとのデータを無視するように要求する修飾
子

/COMMENT_DELIMITERS
/IGNORE

これらの修飾子を使用すると，コメントを表す文字を定義したり，ファイルを比
較する場合に無視する文字または文字のクラスを指定したりすることができま
す。たとえば，DIFFERENCESコマンドに，余分な空白行や行の中の余分なス
ペースを無視させることができます。
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省略時の設定では，DIFFERENCESコマンドは，各レコード内のすべての文字
を比較します。

• 違いの一覧に含まれる情報の書式を制御する修飾子

/CHANGE_BAR
/IGNORE
/MERGED
/MODE
/PARALLEL
/SEPARATED
/SLP
/WIDTH

省略時の設定では，比較するファイルに存在する違いがマージされます。 2つの
ファイルの一致しない各レコードがリストされてから，一致する次のレコードが
リストされます。

省略時の設定では，リストされるレコードごとに行番号が示され，無視するよう
に指定されたすべての文字を除去したレコードがリストされます。

修飾子を組み合せて指定すると，複数の書式で比較をリストする出力を要求でき
ます。 SLP出力は，他のすべての出力の種類とは互換性がないことに注意してく
ださい。パラレル出力を生成できるのは， ASCIIモードだけです。

• 比較の範囲を制御する修飾子

/MATCH
/MAXIMUM_DIFFERENCES
/WINDOW

省略時の設定では，マスター入力ファイル内のすべてのレコードが読み込まれ，
更新入力ファイル内の一致するレコードが探されます。 2つの入力ファイルの一
致の検出は，一致が見つかるか， 2つのファイルの最後に到達するまで続きま
す。 2つのファイルのセクションが一致すると見なされるのは，各ファイルの連
続した 3つのレコードが同じと判定される場合だけです。

省略時の設定では，DIFFERENCESコマンドの出力は，現在の SYS$OUTPUT装
置に書き出されます。出力を別のファイルまたは装置に書き出すには，/OUTPUT修
飾子を使用します。

DIFFERENCESコマンドは，終了状態で終了します。比較の結果は，次の重大度で
示されます。

SUCCESS ファイルは同じです。

INFORMATIONAL ファイルは異なります。

WARNING DIFFERENCESの利用者指定最大数を超えました。

ERROR 仮想メモリの不足のため，比較を完了できません。

SUCCESS以外のすべての重大度は， 2つの入力ファイルが異なることを表します。
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修飾子

/CHANGE_BAR[=([変更バー文字][,[NO]NUMBER])]

指定された文字を使用して違いをマークします。/CHANGE_BAR修飾子が表示す
る出力は，/CHANGE_BAR修飾子を指定した位置により異なります。以下の例で
は，/CHANGE_BAR修飾子の位置による結果について説明します。

次の例では，最新バージョンのinput.fileを、前のバージョンと異なる行の先頭にシャ
ープ記号( # )を付けて表示します。

$ DIFFERENCES input.file/CHANGE_BAR=#

次の例では，input.file;2を，input.file;1と異なる行の先頭にシャープ記号( # )を付けて
表示します。

$ DIFFERENCES input.file;1 input.file;2 /CHANGE_BAR=#

次の例では，input.file;1を，input.file;2と異なる行の先頭にシャープ記号( # )を付けて
表示します。

$ DIFFERENCES input.file;1/CHANGE_BAR=# input.file;2

次の例では，input.file;1を，input.file;2と異なる行の先頭にパーセント記号( % )を付け
て表示し，input.file;1を，input.file;2と異なる行の先頭にシャープ記号( # )を付けて表
示します。

$ DIFFERENCES input.file;1/CHANGE_BAR=% input.file;2/CHANGE_BAR=#

• 変更バー文字を指定しないと， ASCII出力モードでは，省略時の設定の変更バー
文字は感嘆符( ! )です。

• 16進出力モードおよび 8進出力モード (詳細は/MODE修飾子を参照)では，変更
バー文字は無視されます。そのかわりにレコードの見出しに「***CHANGE***」
という文字列が表示されます。キーワードNONUMBERを指定すると，リストに
行番号は表示されません。

• NUMBERまたはNONUMBERの指定により，変更バー・リストに行番号を
付けるかどうかを制御できます。どちらも指定しない場合には，省略時の値
は/[NO]NUMBERコマンド修飾子により決まります。

• オプションを 1つだけ指定する場合，括弧は省略できます。

• 変更バー文字として感嘆符( ! )を指定する場合には，/CHANGE_
BAR=(‘‘!’’,NUMBER)のように，引用符で囲む必要があります。

/COMMENT_DELIMITER[=(区切り文字[,...])]

1行のうち，指定のコメント区切り文字以降の文字を無視します。
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1文字だけ指定する場合は，括弧は省略できます。引用符で囲んでいない小文字は，
自動的に大文字に変換されます。英数字以外の文字 (たとえば !や，)は，引用符で囲
まなければなりません。複数文字のコメント文字は使用できません。文字自体，また
は次に示すキーワードのいずれか 1つをタイプすることにより，最大 32のコメント
文字を指定できます。一意に認識できれば，キーワードは 2文字までに短縮できます
(1文字だと，区切り文字であると認識されます)。

キーワード 文字

COLON コロン( : )

COMMA コンマ( , )

EXCLAMATION 感嘆符( ! )

FORM_FEED フォーム・フィード

LEFT 左かぎかっこ( [ )

RIGHT 右かぎかっこ( ] )

SEMI_COLON セミコロン( ; )

SLASH スラッシュ( / )

SPACE スペース

TAB 水平タブ

/COMMENT_DELIMITER修飾子を指定すると，/IGNORE=COMMENTS修飾子も
暗黙に含まれます。

ある文字の大文字と小文字のどちらも区切り文字として使用する場合には，その文
字を 2回指定し， 1回は大文字で，もう 1回は小文字で指定します。/COMMENT_
DELIMITER修飾子にコメント文字もキーワードも指定しないと，DIFFERENCES
コマンドはファイル・タイプにより省略時の設定のコメント文字を想定します。ある
ファイル・タイプ (.COBおよび.FOR)では，行の 1桁目にある場合のみ，省略時の設
定のコメント文字は有効な区切り文字とみなされます。

ファイル・タイプと，省略時の設定のコメント文字を次の表に示します。

ファイル・タイプ 省略時の設定のコメント文字

.B2S, .B32, .BAS, .BLI !

.CBL, .CMD !および;

.COB 1桁目の*または/

.COM, .COR !

.FOR 任意の位置の !，および 1桁目の C， D， c， d

.HLP !

.MAC, .MAR ;

.R32, .REQ !

/EXACT

/PAGE=SAVEおよび/SEARCH修飾子とともに使用し，正確に一致する文字列検索
を指定します。この場合，検索文字列は二重引用符( ‘‘’’ )で囲まなければなりません。
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/SEARCH修飾子を指定せずに/EXACT修飾子を指定した場合は， Find(E1)キーを
押すと厳密一致検索が有効になります。

/HIGHLIGHT[=キーワード]

/PAGE=SAVEおよび/SEARCH修飾子とともに指定し，一致した検索文字列の強調
表示方法を指定します。一致した検索文字列があった場合は，行全体が強調されま
す。キーワードには BOLD， BLINK， REVERSE，およびUNDERLINEを指定で
きます。省略時の設定は BOLDです。

/IGNORE=(オプション[,...])

比較するときに，指定した文字，文字列，またはレコードを無視することを指定しま
す。/IGNORE修飾子は，比較レコードが入力ファイルに記憶されている形と同じよ
うにリスト・ファイルに出力されるのか，指定した文字を無視して編集されたレコー
ドとして出力されるのかも制御します。キーワードを 1つだけ指定する場合は，括弧
は省略できます。キーワード・パラメータは，文字またはキーワードを参照します。
最初のキーワードは， (無視する文字があれば)比較の際に無視する文字を決め， 2番
目のキーワードは無視した文字を出力に含めるかどうかを決めます。/IGNORE修飾
子のオプションとして指定できるキーワードを次に示します。

キーワード 無視される項目

BLANK_LINES データ行に挟まれたブランク行

CASE 比較されるテキストの大文字小文字

COMMENTS コメント区切り文字の後に続くデータ（/COMMENT_
DELIMITER修飾子を使用して， 1つまたは複数のコメン
ト区切り文字を指定します）。

FORM_FEEDS フォーム・フィード文字

HEADER[=n] ファイルの中の，レコードの先頭文字がフォーム・フィー
ドであるレコード以降のnレコードを，ヘッダ・レコードと
して定義します。最初のレコードにフォーム・フィードし
か含まれていない場合は，最初のレコードは無視されませ
ん。nはヘッダ・サイズを表し，省略時の値は 2です。フォ
ーム・フィード 1つだけからなるレコードはnにカウントさ
れません。

SPACING データ行の内部に含まれる複数のスペース，またはタブ。

TRAILING_SPACES データ行の最後のスペース文字およびタブ文字

WHITE_SPACE すべてのスペースまたはタブ文字。

キーワード 出力で無視される項目の状態

EDITED 無視された文字は出力レコードには含まれない。

EXACT 無視された文字も出力レコードに含まれる。

PRETTY 出力レコードが書式化される。

各データ行に対して，まず COMMENTS， FORM_FEEDS，HEADER，および
SPACINGがチェックされ，その後 TRAILING_SPACESと BLANK_LINESが
チェックされます。したがって， COMMENTS， TRAILING_SPACES，および
BLANK_LINESを無視するように指示すると，コメントの前にスペースがいくつか
含まれるレコードやコメントだけからなる行は無視されます。
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省略時の設定では，DIFFERENCESコマンドは，各ファイルのすべての文字を比較
し，すべての相違点を報告します。また，無視された文字をすべて削除した状態で，
出力ファイルにレコードを出力します。

/PARALLEL修飾子を指定した場合は，出力の書式化が常に実行されます。次の表
は，変換される文字に対応する出力を示しています。

文字 書式化された出力

タブ (Ctrl/I) 1個から 8個のスペース

Return (Ctrl/M) <CR>

ライン・フィード (Ctrl/J) <LF>

垂直タブ (Ctrl/K) <VT>

フォーム・フィード (Ctrl/L) <FF>

他の非印字文字 . (ピリオド)

/MATCH=サイズ
相違点が検出されてからデータが一致していると判断されるまでに要するレコードの
数を指定します。省略時の設定では， DIFFERENCESは一致しないレコードを検出
したあと，一致するレコードを 3つ連続して検出してはじめて，そのファイルが再び
一致したと判断します。この省略時の一致サイズ 3を変更するには/MATCH修飾子を
使用します。

相違点の検出後の入力ファイル間のセクションの対応づけが正しくないと感じられる
場合には，/MATCHの値を大きくします。

/MAXIMUM_DIFFERENCES=n

一致しないレコードが指定された数だけ検出されると，DIFFERENCESが終了する
ことを指定します。

一致しないレコードの数は，セクションごとに相違するレコードの最大数を求め，そ
れらを加算することによって判断されます。

DIFFERENCESは，指定した一致しないレコードの最大数に到達すると，その最大
数に到達する前に検出したレコードだけを出力します。また 1つのリスト形式だけを
出力し，警告メッセージを表示します。

省略時の設定では，一致しないレコードの最大数は設定されていません (指定された
入力ファイルに含まれるすべてのレコードが比較されます)。

/MERGED[=n]

相違点のリストの出力において，一致しないレコード群のあとに指定の数の一致する
レコードをマージするよう指定します。パラメータ nの値は，/MATCH修飾子で指
定した数以下でなければなりません。省略時の設定では，一致しないレコードの各
集合のあとに，一致するレコードが， 1つマージされたリストが作成されます (つま
り，/MEGED=1 )。/MERGED，/SEPAREATED，/PARALLELのいずれの修飾子も
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指定されなければ，出力結果には，一致しないレコードの後に一致するレコードが 1
つマージされます。

省略時の nの値を変更する場合や，他のタイプの出力にマージされたリストを含める
場合には，/MERGED修飾子を使用します。

/MODE=(基数[,...])

出力の書式を指定します。 ASCII (省略時の設定)，HEXADECIMAL，または
OCTALのキーワードを指定することにより， 1つまたは複数の基数モードによる出
力を要求することができます。キーワードは短縮しても構いません。キーワードを 1
つだけ指定する場合には，括弧は省略できます。

省略時の設定では，DIFFERENCESは出力を ASCIIモードで作成します。複数の基
数を指定すると，出力リストには，それぞれの基数モードによるファイルの比較結果
が含まれます。複数の基数モードを指定する場合にはそれらをコンマで区切ります。

/PARALLEL修飾子または/SLP修飾子を指定すると/MODE修飾子は無視されます。

/NUMBER (省略時の設定)
/NONUMBER

出力リストに行番号を含めるかどうかを制御します。

/OUTPUT[=ファイル指定]

相違点のリストが書き込まれる出力ファイルを指定します。省略時の設定では，出力
は現在の SYS$OUTPUT装置に書き込まれます。ファイル指定パラメータを指定しな
い場合には，第 1入力ファイル指定のファイルタイプを .DIFに変えたものを出力フ
ァイルとします。ファイル指定にワイルドカード文字は使用できません。

/OUTPUT修飾子を指定する場合には，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』に説
明されているように，出力ファイル指定に適用される省略時の値を制御することがで
きます。出力ファイルの省略時のファイル・タイプは.DIFです。

/PAGE[=キーワード]
/NOPAGE (省略時の設定)

コマンド出力の画面表示の方法を制御します。

/PAGE修飾子には次のキーワードが指定できます。

CLEAR_SCREEN ページ・モードで表示（毎回画面を消去する）

SCROLL スクロール・モードで表示（毎回画面を消去しない）

SAVE[=n] nページ分の履歴を保持する（前ページに戻ること等が可能）

/PAGE=SAVE修飾子を使用すると，最大 5画面 (最大 255カラムまで)分の履歴を保
存できます。画面移動には次のキーを使用します。
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キー・シーケンス 意味

キー・シーケンス 意味

Up arrow key, Ctrl/B 1行スクロール・アップ

Down arrow key 1行スクロール・ダウン

Left arrow key 1カラム左シフト

Right arrow key 1カラム右シフト

Find (E1) 文字列検索を起動

Insert Here (E2) 半画面右シフト

Remove (E3) 半画面左シフト

Select (E4) 80/132カラム切り替え

Prev Screen (E5) 前ページに移動

Next Screen (E6),
Return, Enter, Space

次ページに移動

F10, Ctrl/Z 終了 (ユーティリティによっては異なることがあります)。

Help (F15) ヘルプ・テキストを表示

Do (F16) 最新 (現在)の画面と (履歴内で)最古画面の切り替え

Ctrl/W 再表示

/PAGE修飾子は/OUTPUT修飾子と同時には指定できません。

/PARALLEL[=n]

相違点のあるレコードを横に並べてリストします。パラメータ nの値は，一致しない
レコードのあとに出力すべき一致するレコードの数を指定します。この値は， 0以
上，かつ/MATCH修飾子で指定された数以下の 10進数でなければなりません。

省略時の設定では，一致しないレコードのあとにはレコードはリストされません。マ
ージされた相違点だけがリストされます。

/SEARCH="文字列 "

/PAGE=SAVE修飾子とともに指定して，表示される情報内で検索したい文字列を指
定します。スペース文字等を含む場合は，検索文字列は引用符で囲まなければなりま
せん。

情報が表示されている時に Find(E1)キーを押すと，検索文字列を動的に変更するこ
とができます。この場合は，引用符は必要ありません。

/SEPARATED[=MASTER， REVISION]

相違点を含むレコードを，指定された一方のファイルだけから順番にリストします。
第 1入力ファイルから相違点をリストするには，キーワードMASTERを指定しま
す。相違点を第 2入力ファイルからリストするには，キーワード REVISIONを指定
します。

省略時の設定では，DIFFERENCESは，相違点のマージされたリストだけを作成し
ます。
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/SLP

DIFFERENCESが， SLPエディタへの入力に適した出力ファイルを作成することを
指定します。/SLP修飾子を指定する場合には，/MERGED修飾子，/PARALLEL修
飾子，/SEPARATED修飾子および/CHANGE_BAR修飾子という出力ファイル修飾
子は指定できません。

SLP修飾子によって作成される出力ファイルは，第 1入力ファイルを更新するため
に， SLPへの入力として使用できます (第 1入力ファイルを第 2入力ファイルと一致
するように変更できます)。

/SLPだけを指定し，/OUTPUT修飾子を指定しない場合には，DIFFERENCES
は，第 1入力ファイルと同じファイル名でファイル・タイプがDIFであるファイル
に，出力ファイルを書き込みます。

/WIDTH=n

出力リストの 1行の幅を桁数で指定します。省略時の設定では 132桁です。出力がタ
ーミナルに送られる場合は/WIDTH修飾子は無視され，ターミナルの行の幅が使用さ
れます。

ターミナルの 1行の幅を変更するには， SET TERMINALコマンドを使用します。

/WINDOW=サイズ
一致しないレコードを示す前に，サイズ・パラメータで指定された数のレコードを検
索します。省略時の設定では，一致しないレコードをリストする前に両方の入力ファ
イルを最後まで検索します。

ウィンドウ・サイズは，相違点をもつセクションの最小サイズで，これのために
DIFFERENCESコマンドが 2つの入力ファイル間の同期を失うことがあります。

/WRAP
/NOWRAP (省略時の設定)

/PAGE=SAVE修飾子とともに指定して， 1行の桁数を画面の幅に制限し，画面幅よ
り長い行は次の行に折り返します。

/NOWRAP修飾子を指定した場合，画面の幅より長くても行が折り返されることはあ
りませんが，画面をはみだした部分は/PAGE=SAVE修飾子の横スクロール機能を使
えば見ることができます。

例

1.
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$ DIFFERENCES EXAMPLE.TXT
************
File DISK1:[CHRIS.TEXT]EXAMPLE.TXT;2

1 DEMONSTRATION
2 OF V7.3 DIFFERENCES
3 UTILITY

******
File DISK1:[CHRIS.TEXT]EXAMPLE.TXT;1

1 DEMONSTRETION
2 OF VMS DIFFERENCES
3 UTILITY

************
Number of difference sections found: 1
Number of difference records found: 2
DIFFERENCES/ IGNORE=()/MERGED=1-

DISK1:[CHRIS.TEXT]EXAMPLE.TXT;2-
DISK1:[CHRIS.TEXT]EXAMPLE.TXT;1

このDIFFERENCESコマンドは，現在の省略時のディレクトリの
EXAMPLE.TXTというファイルの， 2つの最新バージョンの内容を比較しま
す。DIFFERENCESは，各レコードのすべての文字を比較し，その結果をター
ミナルに表示します。

2. $ DIFFERENCES/PARALLEL/WIDTH=80/COMMENT_DELIMITER="V" EXAMPLE.TXT
-------------------------------------------------------------------------------
File DISK1:[CHRIS.TEXT]EXAMPLE.TXT;2 | File DISK1:[CHRIS.TEXT]EXAMPLE.TXT;1
------------------- 1 ------------------------------------- 1 -----------------
DEMONSTRATION | DEMONSTRETION
-------------------------------------------------------------------------------
Number of difference sections found: 1
Number of difference records found: 1
DIFFERENCES/IGNORE=(COMMENTS)/COMMENT_DELIMITER=("V")/WIDTH=80/PARALLEL-

DISK1:[CHRIS.TEXT]EXAMPLE.TXT;2-
DISK1:[CHRIS.TEXT]EXAMPLE.TXT;1

上記の例と同様にファイルを比較します。ただし，行の最初に‘‘V’’のつくすべての
文字列は無視されます。また，違いのパラレル・リストを 80桁で表示します。

3.
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$ DIFFERENCES/WIDTH=80/MODE=(HEX,ASCII) EXAMPLE.TXT/CHANGE_BAR
************
File DISK1:[CHRIS.TEXT]EXAMPLE.TXT;2

1 ! DEMONSTRATION
2 ! OF V7.3 DIFFERENCES
3 UTILITY

************
************
File DISK1:[CHRIS.TEXT]EXAMPLE.TXT;2
RECORD NUMBER 1 (00000001) LENGTH 14 (0000000E) ***CHANGE***

204E 4F495441 5254534E 4F4D4544 DEMONSTRATION .. 000000
RECORD NUMBER 2 (00000002) LENGTH 19 (00000013) ***CHANGE***
4E455245 46464944 20302E33 5620464F OF V7.3 DIFFEREN 000000

534543 CES............. 000010
RECORD NUMBER 3 (00000003) LENGTH 7 (00000007)

595449 4C495455 UTILITY......... 000000
************
Number of difference sections found: 1
Number of difference records found: 2
DIFFERENCES /WIDTH=80/MODE=(HEX,ASCII)

DISK1:[CHRIS.TEXT]EXAMPLE.TXT;2/CHANGE_BAR-
DISK1:[CHRIS.TEXT]EXAMPLE.TXT;1

例 1と同様にファイルを比較します。ただし，違いを 16進形式と ASCII形式で
リストします。また，省略時の設定の変更バーを出力で使用するよう指定してい
ます。 16進形式での省略時の設定の変更バーは，***CHANGE***です。 ASCII
形式での省略時の設定の変更バーは，感嘆符です。

4. $ DIFFERENCES/OUTPUT BOSTON::DISK2:TEST.DAT OMAHA::DISK1:[PGM]TEST.DAT

このDIFFERENCESコマンドは，リモート・ノードにある 2つのファイル
を比較し違いを表示します。第 1ファイルは，リモート・ノード BOSTONに
ある TEST.DATです。第 2ファイルは，リモート・ノードOMAHAにある
TEST.DATです。出力ファイルはDISK1:[PGM]TEST.DIFです。
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DIRECTORY

ファイルのリスト，またはファイルやファイル・グループに関する情報を表示しま
す。

名前を指定してファイルを検索するには，実行 (E)アクセス権が必要です。ファイル
を読み出したりリストしたりする場合，あるいはワイルドカード文字を含むファイル
名を指定してファイルを検索する場合には，読み込み (R)アクセス権が必要です。

フォーマット

DIRECTORY [ファイル指定[,...]]

DIRECTORY/FTP ディレクトリ指定

パラメータ

ファイル指定[,...]

表示する 1つまたは複数のファイルを指定します。ファイル指定の構文によって，ど
のファイルが表示されるかが，次のように決定されます。

• ファイル指定を入力しない場合には，DIRECTORYコマンドは，現在の省略時
のディレクトリに含まれるファイルの，すべてのバージョンのリストを表示しま
す。

• 装置名だけを指定する場合には，DIRECTORYコマンドは，省略時のディレクト
リ指定を使用します。

• ファイル指定にファイル名，ファイル・タイプ，バージョン番号が含まれない場
合には常に，指定したディレクトリに含まれる，すべてのファイルのすべてのバ
ージョンのリストが表示されます。

• ファイル指定にファイル名またはファイル・タイプの少なくともどちらかが含ま
れ，バージョン番号が含まれない場合には，DIRECTORYコマンドはすべてのバ
ージョンのリストを表示します。

• ファイル指定にファイル名だけが含まれる場合には，DIRECTORYコマンドは，
ファイル・タイプやバージョン番号とは無関係に，現在の省略時のディレクトリ
の中で，その名前を持つすべてのファイルのリストを表示します。

• ファイル指定にファイル・タイプだけが含まれる場合には，DIRECTORYコマン
ドは，ファイル名やバージョン番号と無関係に，現在の省略時のディレクトリの
中で，そのファイル・タイプを持つ，すべてのファイルのリストを表示します。
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ファイル指定のディレクトリ，ファイル名，ファイル・タイプ，またはバージョン番
号には，アスタリスク (*)およびパーセント記号 (%)のワイルドカード文字が使用で
きます。この時には，条件を満たすすべてのファイルが表示されます。複数のファイ
ルを指定する場合には，各ファイルをコンマ (,)またはプラス記号 (+)で区切ります。

ディレクトリ指定
標準のDECnetリモート・ファイル指定を行います。UNIXシステムのように大文
字と小文字の区別をつける場合や外部文字情報を保存するには，また，装置あるいは
ディレクトリ指定は，二重引用符で囲まれたファイル指定を行ってください。詳細
は，/FTP修飾子の説明を参照してください。

説明

DIRECTORYコマンドは，ディレクトリに入っているファイルをリストします。修
飾子を使用すると，ファイル名とともに追加情報が表示されます。

DIRECTORYコマンドの出力は，特定の書式修飾子とその省略時の設定に依存しま
す。修飾子には，/COLUMNS，/DATE，/FULL，/OWNER，/PROTECTION，およ
び/SIZEがあります。ただし，ファイルは常にアルファベット順にリストされ，最高
バージョンが最初にリストされます。

修飾子とその機能を学習する際には，組み合わせて動作する修飾子と，一方が他方を
上書きする修飾子に注意してください。たとえば，/FULL修飾子を指定すると，シス
テムは複数のカラムにすべての情報を表示できません。したがって，/COLUMNS修
飾子と/FULL修飾子を同時に指定すると，要求したカラム数は無視されます。

また，実行時ライブラリに提供されている国際日時書式ルーチンを使用して，システ
ムに定義されている他の言語と書式を選択することもできます。『OpenVMS RTL
Library (LIB$) Manual』を参照してください。

修飾子

/ACL

各ファイルのアクセス制御リスト (ACL)が，表示されるかどうかを制御します。指定
がなければ，DIRECTORYコマンドはファイルごとに ACLを表示しません。隠しオ
プションを付けて作成されたアクセス制御エントリ (ACE)は， SECURITY特権が有
効になっている場合にのみ表示されます。/ACL修飾子は，/COLUMNS修飾子に優
先します。

詳細は，『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイド』を参照してください。
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/BACKUP

/BEFOREまたは/SINCE修飾子を適用する時刻属性を指定します。この修飾子を指
定すると，最新のバックアップの日時をもとにファイルを選択します。この修飾子は
他の時刻属性を指定する修飾子，/CREATED，/EXPIRED，および/MODIFIED修飾
子とは同時に指定できません。これら 4つの修飾子のいずれも指定しない場合には，
省略時の設定として/CREATED修飾子が使用されます。

/BEFORE[=時刻]

指定された時刻以前の時刻属性を持つファイルを選択します。絶対時刻，または絶対
時刻とデルタ時間の組み合わせを指定します。また， BOOT， LOGIN， TODAY (省
略時の設定)， TOMORROW，および YESTERDAYというキーワードも指定できま
す。適用する時刻属性は，/BACKUP，/CREATED (省略時の設定)，/EXPIRED，ま
たは/MODIFIED修飾子のいずれかで指定します。

時刻指定の詳細は，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』，またはオンライン・ヘ
ルプのトピックDateを参照してください。

/BRIEF (省略時の設定)

各ファイルのファイル名，タイプおよびバージョン番号だけを出力することを指
定します。この簡略形式では，ファイルは各行の左から右に，アルファベット順で
バージョン番号の大きい順に出力されます。/ACL，/DATE，/FILE_ID，/FULL，
/NOHEADING，/OWNER，/PROTECTION，/SECURITY，および/SIZE修飾子を
使用して，簡略形式の表示を拡張することができます。

/BY_OWNER[=uic]

ファイル所有者の利用者識別コード (UIC)が，指定した所有者UICと一致するファ
イルだけを選択します。/BY_OWNER修飾子だけを指定しUICを省略すると，現在
のプロセスのUICが省略時の値として使用されます。

UICは，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』に説明されている標準的なUIC形
式で指定します。

詳細は，『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイド』を参照してください。

/CACHING_ATTRIBUTE

選択したファイルのキャッシング属性を表示します。

/COLUMNS=n

簡略表示のカラム数を指定します。省略時の設定では，カラム数は 4です。必要
な数だけカラムを要求できますが，/WIDTH修飾子の値によって制限されます。
/COLUMNS修飾子は，/ACL修飾子や/FULL修飾子，/SECURITY修飾子とともに
使用することはできません。

実際に表示されるカラム数は，各カラムに対して指定した情報の量と/WIDTH修飾子
で指定した表示値により決定されます。システムは，/COLUMNS修飾子に対して指
定したカラム数とは無関係に，省略時の値の範囲内または指定された表示幅の範囲内
で表示できるだけのカラムを表示します。
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複数のカラムを指定し，各カラムに追加情報を表示することを要求した場合にだけ，
DIRECTORYコマンドは長いファイル名を途中で切り捨てます。省略時のファイル
名サイズは 19文字です。この省略時の値を変更するためには，/WIDTH修飾子を使
用します。ファイル名が途中で切り捨てられる場合には，システムはファイル名フィ
ールド・サイズより 1文字だけ少ない文字数でファイル名を表示し，最後の位置に縦
線を挿入します。たとえば，ファイル名が SHOW_QUEUE_CHARACTERISTICS
であり，各カラムにファイル名とサイズの両方を表示することをDIRECTORYコ
マンドに対して要求した場合には，そのファイルは "SHOW_QUEUE_CHARACT |
120"として表示されます。

/CREATED (省略時の設定)

/BEFOREまたは/SINCE修飾子を適用する時刻属性を指定します。この修飾子を指
定すると，作成日時をもとにファイルを選択します。この修飾子は他の時刻属性を指
定する修飾子，/BACKUP，/EXPIRED，および/MODIFIED修飾子とは同時に指定
できません。これら 4つの修飾子のいずれも指定しない場合には，省略時の設定とし
て/CREATED修飾子が使用されます。

/DATE[=オプション]
/NODATE (省略時の設定)

指定したファイルごとに，作成日，最終変更日，満了日，バックアップ日，有効日，
あるいは記録日を表示することを指定します。この修飾子を省略すると，/NODATE
修飾子が使用されます。/DATE修飾子だけを指定し，オプションを省略すると，作成
日が表示されます。次のオプションが指定できます。

オプション 説明

ACCESSED 最終アクセス日を表示する。

詳細は『Guide to OpenVMS File Applications』を参照。

ALL CREATED（作成日），MODIFIED（最終変更日）， EXPIRED（満
了日）， BACKUP（バックアップ日）， EFFECTIVE（有効日），
RECORDING（記録日）という順序で，すべての日付を表示する。

ATTRIBUTES 属性の最終変更日を表示する。

詳細は『Guide to OpenVMS File Applications』を参照。

BACKUP 各ファイルの最新のバックアップ日を表示する。

CREATED 各ファイルの作成日を表示する。

DATA_
MODIFIED

データの最終変更日を表示する。

詳細は『Guide to OpenVMS File Applications』を参照。

EFFECTIVE ファイルの内容が正しい有効日を表示する (ISO 9660)。

EXPIRED 各ファイルの満了日を表示する。

MODIFIED ファイルが最後に変更された日を表示する。

RECORDING 記憶媒体上の記録日を表示する (ISO 9660)。

/EXACT

/PAGE=SAVEおよび/SEARCH修飾子とともに使用し，大文字と小文字を区別した
文字列検索を指定します。この場合，検索文字列は二重引用符で囲まなければなりま
せん。
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/SEARCH修飾子を指定せずに/EXACT修飾子を指定した場合， "Findキー " (E1)を
押すと文字列検索が有効になります。

/EXCLUDE=(ファイル指定[,...])

指定したファイルを，DIRECTORYコマンドの操作から除外することを指示しま
す。ファイル指定にディレクトリを含めることはできますが，装置名を含めることは
できません。

ファイル指定には，ワイルドカード文字 (*と%)を使用できますが，特定のバージョ
ンを除外するために相対バージョン番号を指定することはできません。

1つのファイルしか指定しない場合には，括弧を省略できます。

/EXPIRED

/BEFOREまたは/SINCE修飾子を適用する時刻属性を指定します。この修飾子
を指定すると，満了日時をもとにファイルを選択します (満了日は， SET FILE
/EXPIRATION_DATEコマンドで設定します)。この修飾子は他の時刻属性を指定す
る修飾子，/BACKUP，/CREATED，および/MODIFIED修飾子とは同時に指定で
きません。これら 4つの修飾子のいずれも指定しない場合には，省略時の設定とし
て/CREATED修飾子が使用されます。

/FILE_ID

ファイル識別番号 (FID)を表示するかどうかを制御します。省略時には，
DIRECTORYコマンドは，/FULL修飾子が指定された場合を除き， FIDを表示
しません。

/FTP

FTPユーティリティの directory (dirあるいは ls)操作を実行します。DIRECTORY
/FTPコマンドは， FTPユーティリティを介して TCP/IP接続を利用し，指定のリモ
ート・ディレクトリの内容のリストをローカル・ホストへ出力します。書式は次のと
おりです。

$ DIR/FTP nodename"username password"::directory_pathname

ディレクトリ・パス名を省略した場合，ユーザのホーム・ディレクトリの内容が表示
されます。ノード名だけを入力した場合は， ANONYMOUSディレクトリの内容が
表示されます。

/FULL

ファイルごとに，次の項目を表示します。

ファイル名
ファイル・タイプ
バージョン番号
ファイル識別番号 (FID)
使用されているブロック数
割り当てられているブロック数
ファイル所有者の利用者識別コード (UIC)
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作成日
最新の変更日とリビジョン番号
満了日
最新のバックアップ日
使用の有効日
メディア上への記録日
ファイル編成
シェルブ状態
キャッシング属性
ファイル属性
レコード形式
レコード属性
RMS属性
ジャーナル情報
ファイル保護
アクセス制御リスト (ACL)
クライアント属性
セマンティクス・タグ値 (適用されている場合)

/GRAND_TOTAL

指定されたすべてのファイルおよびディレクトリの総数のみを表示します。ディレク
トリごとの総ファイル数も個々のファイル情報も表示されません。 (ディレクトリご
とのファイル数の表示については/TRAILING修飾子を参照してください。)

/HEADING
/NOHEADING

装置とディレクトリ指定からなる見出し行の表示を制御します。省略時の出力形
式には，この見出し行が含まれています。/NOHEADINGを指定すると，表示は
1カラム形式になり，各ファイル名に装置名およびディレクトリ名が付加されま
す。/NOHEADING修飾子は/COLUMNS修飾子に優先します。

コマンド・プロシージャの中で，完全なファイル指定のリストを作成するような場
合には，/NOHEADING修飾子と /NOTRAILING修飾子を同時に指定すると便利で
す。

/HIGHLIGHT[=キーワード]

/PAGE=SAVEおよび/SEARCH修飾子とともに使用し，一致した検索文字列の強調
表示方法を指定します。一致した検索文字列があった場合は，行全体が強調されま
す。キーワードには， BOLD， BLINK， REVERSE，およびUNDERLINEを指定
できます。省略時の設定は BOLDです。

/MODIFIED

/BEFOREまたは/SINCE修飾子を適用する時刻属性を指定します。この修飾子を指
定すると，最新の変更日時をもとにファイルを選択します。この修飾子は他の時刻属
性を指定する修飾子，/BACKUP，/CREATED，および/EXPIRED修飾子とは同時に
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指定できません。これら 4つの修飾子のいずれも指定しない場合には，省略時の設定
として/CREATED修飾子が使用されます。

/OUTPUT[=ファイル指定]
/NOOUTPUT

コマンドの出力の送り先を制御します。省略時には，出力は，現在の SYS$OUTPUT
装置に送られます。ワイルドカード文字は使用できません。

/OUTPUT修飾子に部分的なファイル指定 (たとえば/OUTPUT=[KIER])を入力する
と，DIRECTORYが省略時のファイル名となり，.LISが省略時のファイル・タイプ
になります。/NOOUTPUTを指定すると，何も出力されません。

出力が，表示するディレクトリと同じディレクトリ下のファイルに書かれる場合，出
力ファイルもディレクトリ・リストに表示されます。

/OWNER
/NOOWNER (省略時の設定)

ファイルの所有者の利用者識別コード (UIC)が表示されるかどうかを制御します。

所有者フィールドの省略時のサイズは 20文字です。ファイル所有者のUICがこの
長さを超える場合には，情報の一部が切り捨てられます。このフィールドのサイズ
は/WIDTH=OWNERを指定し，OWNERフィールドの幅を与えることによって変更
できます。詳細は/WIDTH修飾子の説明を参照してください。

/PAGE[=キーワード]
/NOPAGE (省略時の設定)

コマンド出力の画面表示の方法を制御します。

/PAGE修飾子には次のキーワードが指定できます。

CLEAR_SCREEN ページモードで表示（毎回画面を消去する）

SCROLL スクロールモードで表示（毎回画面を消去しない）

SAVE[=n] nページ分の履歴を保持する（前ページに戻ること等が可能）

/PAGE=SAVE修飾子を指定すると最大 5画面（最大 255カラムまで）分の履歴を保
存できます。画面移動には以下のキーを使用します。

キー・シーケンス 説明

Up arrow key, Ctrl/B 1行スクロールアップ

Down arrow key 1行スクロールダウン

Left arrow key 1カラム左シフト

Right arrow key 1カラム右シフト

Find (E1) 文字列検索を起動

Insert Here (E2) 半画面右シフト

Remove (E3) 半画面左シフト

Select (E4) 80/132カラム切替え
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キー・シーケンス 説明

Prev Screen (E5) 前ページに移動

Next Screen (E6),
Return, Enter, Space

次ページに移動

F10, Ctrl/Z 終了（ユーティリティによっては異なる）

Help (F15) ヘルプ・テキストを表示

Do (F16) 最新（現在）画面と（履歴内で）最古画面の切り替え

Ctrl/W 再表示

/PAGE修飾子は/OUTPUT修飾子とは同時に使用できません。

/PRINTER

/OUTPUT修飾子で指定された名前のファイルに表示内容を格納し，それを印刷キュ
ー SYS$PRINTに登録します。/OUTPUT修飾子が指定されていなければ，出力は
DIRECTORY.LISという名前の一時ファイルに送られます。この一時ファイルは印刷
キューに登録され，その後削除されます。

/PROTECTION
/NOPROTECTION (省略時の設定)

各ファイルのファイル保護が，表示されるかどうかを制御します。

/SEARCH="文字列 "

/PAGE=SAVE修飾子とともに使用し，表示される情報内で検索したい文字列を指定
します。文字列にスペース文字等を入れたい場合は，検索文字列は二重引用符で囲ま
なければなりません。

情報が表示されている時に Find (E1)キーを押すと，検索文字列を動的に変更するこ
とができます。この場合は，引用符は必要ありません。

/SECURITY

ファイルの機密保護に関する情報が表示されるかどうかを制御します。/SECURITY
修飾子を使用した場合，/ACL修飾子，/OWNER修飾子，および/PROTECTION修
飾子の 3つをすべて指定した時と同じ情報が表示されます。隠しオプションを付けて
作成されたアクセス制御エントリ (ACE)は， SECURITY特権が有効になっている場
合にのみ表示されます。

詳細は，『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイド』を参照してください。

/SELECT=(キーワード[,...])

表示するファイルを選択します。キーワードは以下のいずれかです。

ACL
NOACL

ACLの設定されている (NOACLキーワードの場合は設定さ
れていない)ファイルを選択します。
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CACHING_ATTRIBUTE=(オ
プション[,...])

指定したキャッシング属性のあるファイルを表示します。有
効なオプションは次のとおりです。

NO_CACHING
WRITETHROUGH

FILE=(オプション[,...]) ファイル指定の一部を表示します。/SELECTE=FILEは明
示的または黙示的なオプションの指定によって特定の部分を
非表示にするのに使います。指定できるオプションは次のと
おりです。

[NO]NODE
[NO]DEVICE
[NO]DIRECTORY
[NO]NAME
[NO]TYPE
[NO]VERSION

/SELECT=FILEは/FULLと同時には指定できません。

ONLINE
NOONLINE

オンライン・ファイルまたはシェルブド・ファイルを選択し
ます。

PRESHELVED
NOPRESHELVED

プリシェルブド・ファイルまたは非プリシェルブド・ファイ
ルを選択します。

SHELVABLE
NOSHELVABLE

シェルブ可能なファイルまたはシェルブ不能なファイルを選
択します。

SIZE=(オプション[,...]) サイズに基づいてファイルを選択します。有効なオプション
は次のとおりです。

オプション 説明

MAXIMUM=n ブロック数が nより少ないファイル
を選択します。 nの省略時の値は，
1,073,741,823です。MINIMUM=nを
同時に指定すれば，サイズの範囲が指定
できます。

MINIMUM=n ブロック数が n以上のファイルを選
択します。 nの省略時の値は 0です。
MAXIMUM=nを同時に指定すれば，サ
イズの範囲が指定できます。

MINIMUM=n,
MAXIMUM=n

ブロック数がMAXIMUMと
MINIMUMで指定される範囲の内に
あるファイルを選択します。

UNUSED[=n] ファイルの使用済み領域とファイルの割
り当てサイズとの差が，ディスクのクラ
スタ・サイズを超えているファイルを選
択します。値を指定すると，その値を超
える未使用領域を持つファイルが選択さ
れます。

VERSION=(オプション[,オプ
ション]) (Alpha/Integrityの
み)

バージョン番号が，以下のオプションの一方または両方で指
定した範囲の内にあるファイルを選択します。

MINIMUM=数値
MAXIMUM=数値
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/SHELVED_STATE

ファイルがシェルブド，プリシェルブド，オンラインのいずれであるかを表示しま
す。

/SINCE[=時刻]

指定された時刻以降の時刻属性を持つファイルを選択します。絶対時刻，または絶
対時刻とデルタ時間の組み合わせを指定します。また， BOOT， JOB_LOGIN，
LOGIN， TODAY (省略時の設定)， TOMORROW，および YESTERDAYというキ
ーワードも指定できます。適用する時刻属性は，/BACKUP，/CREATED (省略時の
設定)，/EXPIRED，または/MODIFIED修飾子のいずれかで指定します。

時刻指定の詳細，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』，またはオンライン・ヘル
プのトピックDateを参照してください。

/SIZE[=オプション]
/NOSIZE (省略時の設定)

各ファイルのサイズをブロック数で表示します。オプション・パラメータを省略した
場合は，使用済みブロック数 (USED)が表示されます。指定できるオプションは，次
のとおりです。

ALL ファイル・サイズを，使用済みブロック数および割り当てブロック
数の両方で表示します。

ALLOCATION ファイル・サイズを割り当てブロック数で表示します。

UNITS[=オプション] ファイル・サイズ表示の際の単位を指定します。この場合， SET
PROCESS/UNITSで指定される現在の省略時の設定は使用されま
せん。

有効なオプションは， BLOCKS (ブロック数)および BYTES (バイ
ト数)です。

オプションを指定せずに UNITSだけを指定すると，省略時の設定
が使用されます。

USED ファイル・サイズを使用済みブロック数で表示します。

このフィールドの幅は，/WIDTH修飾子の SIZEキーワードに値を与えることにより
変更できます。

/STYLE=キーワード,[キーワード]

ディレクトリ内容を表示する場合に，表示するファイル名の書式を指定します。

この修飾子のキーワードは CONDENSEDおよび EXPANDEDです。意味は次の表
のとおりです。

キーワード 説明

CONDENSED
(省略時の設定)

ファイル名を 255文字以内に収まる長さの文字列にして表示します。
この場合，ファイル指定には DID短縮形や FID短縮形が含まれること
があります。

EXPANDED ファイル名をディスクに格納されているとおりに表示します。この場
合，ファイル名には DID短縮形や FID短縮形は含まれません。
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CONDENSEDと EXPANDEDの両方のキーワードを指定すると，ファイル指定は 2
列に表示されます。列のサイズは画面の幅に依存します。ファイル名は各列の内側で
折り返されます。

EXPANDEDキーワードが指定されていない場合，ファイル・エラーは
CONDENSEDファイル指定で表示されます。

詳細は『OpenVMSシステム管理者マニュアル (上巻)』を参照してください。

/SYMLINK=キーワード (省略時の設定)
/NOSYMLINK

入力ファイル指定パラメータがシンボリック・リンクの場合，シンボリック・リンク
自体のファイル属性が表示されます。ファイル属性を要求した場合は，ファイル名と
その内容の間に矢印を使用して，シンボリック・リンクの内容も表示されます (たと
えば， LINK.TXT -> FILE.TXT)。

/NOSYMLINK修飾子は，入力ファイル指定がシンボリック・リンクの場合，シンボ
リック・リンクが参照しているファイルのファイル属性を表示するように指示しま
す。表示される名前は，シンボリック・リンク自体の名前のままです。

この修飾子に対して有効なキーワードは，[NO]WILDCARD，[NO]ELLIPSIS，およ
び[NO]TARGETです。これらのキーワードの説明は以下のとおりです。

キーワード 説明

WILDCARD ディレクトリのワイルドカード検索時にシンボリック・リンクが有効に
なることを指定します。

NOWILDCARD ディレクトリのワイルドカード検索時にシンボリック・リンクが無効に
なることを指定します。

ELLIPSIS WILDCARDと同じ。

NNOELLIPSIS 反復記号を除き，ワイルドカード・フィールドでシンボリック・リンク
が一致することを指定します。

TARGET ファイル指定のターゲット・ファイルがシンボリック・リンクの場合，
リンク先のファイルが表示されます。

NOTARGET ファイル指定のターゲット・ファイルがシンボリック・リンクであって
も，そのターゲット・ファイルに対してコマンドが実行されます。

DIRECTORYコマンドで指定したファイルがシンボリック・リンクの場合，デフォ
ルトでは，コマンドはそのシンボリック・リンク自体に対して実行されます。

/TIME[=オプション]
/NOTIME (省略時の設定)

/DATE修飾子と同じです。指定されたファイルごとに，バックアップ日時，作
成日時，満了日時，または変更日時を表示します。省略時の設定は/NOTIMEで
す。/TIMEだけを指定し，オプションを省略すると，作成日時が表示されます。以下
のオプションが指定できます。
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オプション 説明

ALL CREATED（作成日）， EXPIRED（満了日）， BACKUP(バックアップ
日)，およびMODIFIED（最終変更日）を指定する。

BACKUP 各ファイルの最新のバックアップ日を表示する。

CREATED 各ファイルの作成日を表示する。

EFFECTIVE ファイルの内容が正しい有効日を表示する。

EXPIRED 各ファイルの満了日を表示する。

MODIFIED ファイルが最後に変更された日を表示する。

RECORDING 記憶媒体上の記録日を表示する。

/TOTAL

ディレクトリ名とファイルの総数だけを表示します。

省略時には，出力形式は/BRIEF修飾子によって決定されます。この場合には，総数
だけでなくファイル名，ファイル・タイプ，バージョン番号もすべて表示されます。

/TRAILING
/NOTRAILING

以下の要約情報を示す末尾行が表示されるかどうかを制御します。

• 表示されたファイルの総数

• ディレクトリごとの使用済みブロックの総数

• 割り当てブロックの総数

• ディレクトリの総数と，すべてのディレクトリにおける使用済みブロックまたは
割り当てブロックの総数 (複数のディレクトリが表示されている場合のみ)

省略時の出力形式には，この要約情報のほとんどが含まれます。どの要約情報が含ま
れるかは，/SIZE修飾子および/FULL修飾子の指定の有無によってより正確に決まり
ます。

/TRAILING修飾子が単独で使用されると，ディレクトリ内のファイルの数が表示さ
れます。/TRAILING修飾子が/SIZE修飾子とともに指定されると，ファイル数と (
/SIZE修飾子のオプションUSEDまたは ALLOCATIONに応じた)ブロック数が表示
されます。/TRAILING修飾子が/FULL修飾子とともに指定されると，ファイル数，
使用済みブロック数，割り当てブロック数が表示されます。複数のディレクトリがリ
ストされる場合には，要約情報にはディレクトリの総数，使用済みブロックの総数，
割り当てブロックの総数が含まれます。

/VERSIONS=n

選択された各ファイルの最新の nバージョンが表示されることを指定します。
/VERSIONS修飾子を省略した場合には，各ファイルのすべてのバージョンが表示さ
れます。指定できる値は， 1以上の値です。
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/WIDTH=(キーワード[,...])

表示の幅を規定します。キーワードを 1つだけしか指定しない場合には，括弧を省略
できます。次のキーワードを指定できます。

DISPLAY=n 表示の全体の幅を 1～ 256の範囲の整数で指定します。省略時の設定
は 0 (表示幅はターミナルの幅に設定される)です。表示幅がターミナ
ルの幅を越えている場合，情報は途中で切り捨てられます。

FILENAME=n ファイル名を表示するフィールドの幅を指定します。省略時は 19文字
です。ファイル名とともにそれ以外の情報も各カラムに表示されるよう
に要求すると，ファイル名がパラメータ nを超える場合には，その行
はファイル名フィールドの直後で折り返されます。 (/COLUMNS修飾
子を参照してください。)

OWNER=n 所有者を表示するフィールドの幅を指定します。省略時は 20文字で
す。所有者のユーザ識別コード (UIC)が所有者フィールドの長さを超
える場合には，情報は途中で切り捨てられます。

SIZE=n サイズを表示するフィールドの幅を指定します。省略時は，
OpenVMS V6.0より前のバージョンのシステムでは 6文字，
OpenVMS V6.0以降では 7文字です。ファイル・サイズがサイズ・フ
ィールドの長さを超える場合，そのフィールドにはアスタリスク列が表
示されます。

/WRAP
/NOWRAP (省略時の設定)

/PAGE=SAVE修飾子とともに使用し， 1行の長さを画面の幅に制限して，それより
長い行を次行に折り返します。

/NOWRAP修飾子を指定した場合，画面の幅より長い行は/PAGE=SAVE修飾子の横
スクロール機能を使って見ることができます。

例

1. $ DIRECTORY AVERAGE.*

Directory DISK$DOCUMENT:[SOUDER]

AVERAGE.EXE;6 AVERAGE.FOR;6 AVERAGE.LIS;4 AVERAGE.OBJ;12

Total of 4 files.

この例では，ファイル・タイプが何であるかにかかわらず，ファイル名が
AVERAGEであるファイルをすべて表示します。
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2. $ DIRECTORY/SIZE=USED/DATE=CREATED/VERSIONS=1/PROTECTION -
_$ AVERAGE

Directory DISK$DOCUMENT:[SLOUGH]

AVERAGE.EXE;6 6 19-DEC-2001 15:43:02.10 (RE,RE,RWED,RE)
AVERAGE.FOR;6 2 19-DEC-2001 10:29:53.37 (RE,RE,RWED,RE)
AVERAGE.LIS;4 5 19-DEC-2001 16:27:27.19 (RE,RE,RWED,RE)
AVERAGE.OBJ;6 2 19-DEC-2001 16:27:44.23 (RE,RE,RWED,RE)

Total of 4 files, 15 blocks.

この例では，現在の省略時のディレクトリにあるファイルのうち，ファイル名が
AVERAGEであるものすべてについて，その最新バージョンの使用済みブロック
数，作成日，およびファイル保護コードを表示します。

3. $ DIRECTORY/FULL DISK$GRIPS_2:[VMS.TV]DEMO.EXE

Directory DISK$GRIPS_2:[VMS.TV]

DEMO.EXE;1 File ID: (36,11,0)
Size: 390/390 Owner: [0,0]
Created: 12-NOV-2001 11:45:19.00
Revised: 14-DEC-2001 15:45:19.00 (34)
Expires: <None specified>
Backup: 28-NOV-2001 04:00:12.22
Effective: <None specified>
Recording: <None specified>
File organization: Sequential
Shelved state: Online
Caching attribute: Writethrough
File attributes: Allocation: 390, Extend: 0, Global buffer count: 0,

Version limit: 0, Backups disabled, Not shelvable
Record format: Fixed length 512 byte records
Record attributes: None
RMS attributes: None
Journaling enabled: None
File protection: System:RE, Owner:RE, Group:RE, World:RE
Access Cntrl List: None
Client attributes: None

Total of 1 file, 390/390 blocks.

この例は，DIRECTORY/FULLコマンドの表示内容を例示しています。

4. $ DIRECTORY/VERSIONS=1/COLUMNS=1 AVERAGE.*

このDIRECTORYコマンドは，現在の省略時のディレクトリにあるファイルのう
ち，ファイル名が AVERAGEであるものについて，それぞれの最新バージョンだ
けを表示します。出力は簡略形式で， 1カラムに制限されます。見出し行と要約
行も表示されます。
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5. $ DIRECTORY BLOCK%%%

このDIRECTORYコマンドは，省略時の装置およびディレクトリに含まれるファ
イルの中から，名前が BLOCKから始まり，その後に任意の 3文字が続くファイ
ルのすべてのバージョンとすべてのファイル・タイプを表示します。省略時の出
力形式は簡略形式であり， 4つのカラムが表示され，見出し行と要約行も表示さ
れます。

6. $ DIRECTORY/EXCLUDE=(AVER.DAT;*,AVER.EXE;*) [*...]AVER

このDIRECTORYコマンドは，省略時の装置のすべてのディレクトリおよびサブ
ディレクトリにあるファイルのうち，ファイル名が AVERであるものについて，
すべてのファイル・タイプおよびバージョンを表示します。ただし， AVER.DAT
と AVER.EXEとは除きます。

7. $ DIRECTORY/SIZE=ALL FRESNO::DISK1:[TAMBA]*.COM

このコマンドは，ノード FRESNOの装置DISK1上のディレクトリ TAMBAから
ファイル・タイプが COMであるすべてのファイルのすべてのバージョンを表示
します。各ファイルのサイズも使用済みブロック数および割り当てブロック数に
よって表示します。

8. $ DIRECTORY-
_$ /MODIFIED/SINCE=14-DEC-2001:01:30/SIZE=ALL/OWNER-
_$ /PROTECTION/OUTPUT=UPDATE/PRINTER [A*]

このコマンドは，省略時の装置上の名前が Aで始まるディレクトリから，更新日
時が 2004年 12月 14日午前 1時 30分以降であるファイルをすべて検索します。
出力には，すべてのバージョン，使用済みサイズと割り当てサイズ，最終更新日
時，所有者，保護コードが含まれます。出力はUPDATE.LISに書き出されます。
このファイルは，省略時のプリンタ・キューに自動的に登録された後，削除され
ます。

9. $ DIRECTORY/SHELVED_STATE

Directory MYDISK:[THOMPSON]

MYFILE.TXT;2 Online
NOT_SHELVED.TXT;1 Online
SHELVED.TXT Shelved

Total of 3 files.

この例では，省略時のディレクトリのすべてのファイルについて，シェルブド，
プリシェルブド，オンライン，リモートのどれであるかを表示しています。
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10. $ DIRECTORY *.PS

Directory MYDISK:[TEST]

REPORT.PS;1 1197

Total of 1 file, 1197 blocks.

$ DIRECTORY/SIZE=UNITS=BYTES *.PS

Directory $1$DKC600:[TEST]

REPORT.PS;1 598KB

Total of 1 file, 598KB

省略時の設定により，最初のDIRECTORYコマンドはファイル・サイズをブロッ
ク単位で表示しています。 2番目のDIRECTORYコマンドでは，ファイル・サイ
ズがバイト単位で表示されるよう指示しています。
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DISABLE AUTOSTART

特定のキュー・マネージャが管理するすべての自動起動キューに関して，ノードの自
動起動機能を禁止します。省略時にも/QUEUES修飾子が指定されたものと見なされ
ます。

OPER (オペレータ)特権が必要です。

自動起動キューについての詳細は，『OpenVMSシステム管理者マニュアル』のバッ
チ・キューおよびプリント・キューに関する章を参照してください。

フォーマット

DISABLE AUTOSTART[/QUEUES]

パラメータ

なし

説明

DISABLE AUTOSTART/QUEUESコマンドが入力されると，キュー・マネージャは
該当ノードで次の操作を行います。

• シャットダウンに備えて，キュー・マネージャが管理するすべての自動起動キュ
ーに‘‘停止待ち状態’’のマークをつけます。

• キュー・マネージャの自動起動キューがそのノードにフェイルオーバするのを抑
止します。

• 該当ノードのいずれかの自動起動キューで実行中のジョブが終了したとき，その
キューのフェイルオーバ・リストに自動起動の許可されているノードがあれば，
そのうちの次に利用可能なノードにキューをフェイルオーバさせます。 (自動起
動キューのフェイルオーバ・リストについては， INITIALIZE/QUEUEコマンド
の/AUTOSTART_ON修飾子を参照してください。)

そのノード上の，フェイルオーバ・リストのない自動起動キュー，または自動起動の
許可されているフェイルオーバ・ノードのない自動起動キューは，実行中のジョブが
終了すれば停止します。このように停止したキューの自動起動は有効なままです。該
当ノードまたはフェイルオーバできるノードに対して ENABLE AUTOSTARTコマ
ンドが入力されると，キュー・マネージャはそれら停止中の自動起動キューを再起動
させます。
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省略時の設定では，このコマンドは入力のなされたノードに対して作用します。
異なるノード上の自動起動を禁止するには/ON_NODE修飾子を使用します。 VAX
システムの省略時の設定では，このコマンドは，省略時のキュー・マネージャ
SYS$QUEUE_MANAGERによって管理されている自動起動キューに対して作用し
ます。そのノード別のキュー・マネージャが管理する自動起動キューを禁止するに
は，/NAME_OF_MANAGER修飾子を指定します。

ノードのシャットダウン・コマンド・プロシージャ SHUTDOWN.COMには，
DISABLE AUTOSTART/QUEUESコマンドが含まれています。自動起動キューを実
行しているノードで， SHUTDOWN.COMを使用せずにシャットダウンする場合に
は，まずDISABLE AUTOSTART/QUEUESコマンドを入力したほうがいいでしょ
う。

DISABLE AUTOSTART/QUEUESコマンドは，自動起動キューに対してのみ影響を
与えます。

修飾子

/NAME_OF_MANAGER=名前
禁止する自動起動キューを制御しているキュー・マネージャの名前を指定します。こ
の修飾子を使用すると，相異なるキューの集合に対して異なった自動起動機能の使い
方ができます。

/NAME_OF_MANAGER修飾子を省略すると，省略時のキュー・マネージャ名
SYS$QUEUE_MANAGERが使用されます。複数のキュー・マネージャについての
詳細は，『OpenVMSシステム管理者マニュアル』を参照してください。

/ON_NODE=ノード名
同一クラスタ・システム内のノードを指定します。この修飾子は，他のノードから指
定のノードの自動起動を禁止するのに使用します。

/QUEUES

キューの自動起動を禁止することを指定します。 (省略時にはこの修飾子が指定され
たものと見なされます。)

例

1. $ INITIALIZE/QUEUE/BATCH/START/AUTOSTART_ON=SATURN:: BATCH_1
$ ENABLE AUTOSTART/QUEUES

.

.

.
$ DISABLE AUTOSTART/QUEUES
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この例では INITIALIZE/QUEUEコマンドは，ノード SATURNで実行できる
自動起動キュー BATCH_1を作成します。/START修飾子は，キューの自動起動
を有効にします。 (ノード SATURN上で実行される) ENABLE AUTOSTART
/QUEUESコマンドは該当ノードの自動起動を許可します。これによりキュー (お
よび該当ノード上で有効な他の自動起動キュー)はジョブの実行を開始します。

(ノード SATURN上で実行される) DISABLE AUTOSTARTコマンドは該当ノー
ド上の自動起動キューを停止し，他のキューが該当ノードにフェイルオーバする
のを抑止します。

/NAME_OF_MANAGER修飾子が指定されていないので，これらのコマンドは省
略時のキュー・マネージャ SYS$QUEUE_MANAGERが管理するキューにのみ有
効です。

BATCH_1は 1つのノード上でのみ実行されるように設定されているため，こ
のキューは別のノードにフェイルオーバできず，停止します。ただし，この
キューの自動起動は有効なままであり，ノード SATURNに対して ENABLE
AUTOSTARTコマンドが入力されると起動します。 STOP/QUEUE/NEXTまた
は STOP/QUEUE/RESETコマンドで自動起動を無効にしない限り， BATCH_1
を再起動させるのに START/QUEUEコマンドは必要ありません。

2. $DISABLE AUTOSTART/QUEUES/ON_NODE=JADE

このDISABLE AUTOSTART/QUEUESコマンドは，クラスタ内のノード JADE
の自動起動を禁止します。このコマンドは，クラスタ内のどのノードからでも入
力できます。
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DISCONNECT

物理端末と仮想端末の間の接続を切断します。物理端末との接続が切断された後も，
仮想端末およびプロセスはシステムに残存します。

物理端末と仮想端末が接続していなければなりません。

フォーマット

DISCONNECT

パラメータ

なし

説明

DISCONNECTコマンドを使用して，仮想端末および対応するプロセスから物理端末
との接続を切断します。仮想端末とプロセスはシステム上に残るので， CONNECT
コマンドを使用して後でそのプロセスに再接続することができます (仮想端末，およ
び仮想端末への接続方法についての詳細は，ONNECTコマンドの説明を参照してく
ださい)。仮想端末と接続しているプロセスを終了するには， LOGOUTコマンドを使
用します。

仮想端末との接続を切断した後，物理端末を使用して再度ログインすることができま
す。

使用している物理端末が仮想端末に接続している時のみ，DISCONNECTコマンド
を使用できます。

修飾子

/CONTINUE
/NOCONTINUE (省略時の設定)

他のプロセスに接続する直前に，現在のプロセスで CONTINUEコマンドを実行する
かどうかを制御します。この修飾子を指定すると，プロセスが端末からの入力を必要
とするか，または端末に書き込みを行おうとするまで，接続を切断した後も割り込み
をかけられたイメージの実行を続けることができます。プロセスが端末からの入力を
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必要とする時，または端末に書き込みを行おうとする時は，物理端末が仮想端末に再
度接続するまで，プロセスは待ち状態になります。

例

1. $ DISCONNECT

このコマンドは物理端末と仮想端末との接続を切断しますが，プロセスをログア
ウトしません。接続を切断した後でも，物理端末を使用して再度ログインできま
す。

2. $ RUN PAYROLL
Ctrl/Y

$ DISCONNECT/CONTINUE

この例で RUNコマンドは，仮想端末に接続している物理端末から発行されてい
ます。イメージ PAYROLL.EXEに割り込みをかけられた後，DISCONNECTコ
マンドを使用して，プロセスをログアウトせずに物理端末と仮想端末の接続を
切断します。/CONTINUE修飾子を指定しているので，プロセスが端末からの
入力を必要とするか，または端末への書き込みを行おうとするまで，イメージ
PAYROLL.EXEの実行を続けることができます。プロセスが端末からの入力を必
要とする時，または端末に書き込みを行おうとする時は，物理端末が仮想端末に
再度接続するまで，プロセスは待ち状態になります。ただし，物理端末を使用し
て再度ログインし，他の操作を行うことができます。
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DISMOUNT

マウントしたディスク・ボリュームまたはテープ・ボリュームをクローズし，その装
置に対応する論理名を削除します。

グループおよびシステムのボリュームをディスマウントするには，GRPNAM (グルー
プ論理名)および SYSNAM (システム論理名)特権が必要です。

フォーマット

DISMOUNT 装置名[:]

パラメータ

装置名[:]

ボリュームを含む装置名を指定します。論理名または物理名で指定します。物理名を
指定した場合は，制御装置の省略時の設定は Aに，ユニットの省略時の設定は 0にな
ります。

現在装置にマウントされているボリュームが，ディスク・ボリューム・セットまたは
テープ・ボリューム・セットのメンバである場合は，/UNIT修飾子を指定しない限
り，そのセットのボリュームはすべてディスマウントされます。

説明

($DISMOUシステム・サービスを起動する) DISMOUNTコマンドは，Files–11構造
のボリュームがディスマウントされないようにする条件について調べます。この条件
は，次の 4つに分類できます。

• スワップ・ファイルとページ・ファイルがインストールされている

• イメージがインストールされている

• 装置がボリュームにスプールされている

• ユーザ・ファイル (上記の 3つに該当しないファイル)がオープンされている

これらの条件が 1つも満たされない場合，DISMOUNTコマンドは次の操作を実行し
ます。

• マウントされたボリュームのユーザ・リストからボリュームを削除し，そのボリ
ュームに対応する論理名 (割り当てられている場合)を削除し，マウント・カウン
トから減らします。
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• マウント・カウントを減らして 0になった場合，DISMOUNTコマンドは，その
ボリュームにディスマウントのマークをつけます。

ボリュームがアイドル状態になると，つまり，そのボリュームのファイルを
オープンしているユーザはいないとDISMOUNTコマンドが判断した後は，
DISMOUNTコマンドはFiles–11構造のボリュームにマークをつけて，すぐにデ
ィスマウントします。

• マウント・カウントを減らしても 0にならない場合， DISMOUNTコマンドは，
そのボリュームにディスマントのマークをつけません (これは，そのボリュームが
共用としてマウントされているからです)。この場合には，DISMOUNTコマンド
を発行しても，そのプロセウスはボリュームでアクセスできず，論理名が削除さ
れます。

• ボリュームをディスマウントした後，システムに非ページング・プールが返され
ます。/GROUPまたは/SYSTEM修飾子を使用してボリュームをマウントした場
合も，ページング・プールは返されます。

オープンされたファイル，またはボリュームがディスマウントできない他の条件が検
出されると，DISMOUNTコマンドはボリュームにディスマウントのマークをつけま
せん。その代わりに，ボリュームがディスマウントできないことを示すメッセージを
表示し，その後でディスマウントできない条件と各条件のインスタンス数を示すメッ
セージを表示します。

/OVERRIDE=CHECKS修飾子を指定すると，オープンされたファイルやその他の条
件に関係なく，ボリュームにマークをつけてディスマウントできます。たとえば，ボ
リュームにディスマウントのマークをつけると，新しいファイルはオープンできなく
なります。また，ファイル・システムのキャッシュもフラッシュされます。システム
をシャットダウンして，ファイル・システムのキャッシュをディスクに書き込まなけ
ればならない場合，この処理は特に重要になります。

ボリュームがFiles–11ボリューム・セットの一部であり，/UNIT修飾子を指定してい
ない場合，ボリューム・セット全体がディスマウントされます。

/SHARE修飾子を指定してボリュームをマウントした場合，そのボリュームをマウン
トしたユーザがそのボリュームをディスマウントする，またはログアウトするまで，
実際にはそのボリュームはディスマウントされません。ただし，DISMOUNTコマン
ドは，装置に対応する論理名を削除します。

ALLOCATEコマンドを使用して割り当てた装置は，DISMOUNTコマンドを使用し
てボリュームをディスマウントしても割り当てられたままです。装置がMOUNTコ
マンドで暗黙に割り当てられた場合は，DISMOUNTコマンドを使用してその割り当
てを解除します。

/GROUPまたは/SYSTEM修飾子を使用してマウントしたボリュームは，他のユーザ
が現在そのボリュームにアクセス中であってもディスマウントされます。グループお
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よびシステムのボリュームをディスマウントするには，それぞれGRPNAM特権と
SYSNAM特権が必要です。

修飾子

/ABORT

/GROUP修飾子も/SYSTEM修飾子も指定せずにマウントしたボリュームに対してこ
の修飾子を指定するには，ボリュームの所有権，または VOLPRO (ボリューム保護)

ユーザ特権が必要です。別のプロセスがプライベートにマウントしているボリューム
の場合には，さらに SHAREユーザ特権が必要です。

マウントしたユーザに関係なく，ディスマウントするボリュームを指定しま
す。/ABORT修飾子の主な目的は，マウント・チェックを終了することです。
DISMOUNT/ABORTコマンドは，未処理の入出力要求もすべて取り消します。ボリ
ュームが/SHARE修飾子を指定してマウントされていた場合，そのボリュームをマウ
ントしているすべてのユーザについてディスマウントが行われます。

/CLUSTER

複合アーキテクチャのOpenVMS Clusterシステムを介して，ボリュームをディスマ
ウントします。DISMOUNT/CLUSTERを指定すると，DISMOUNTコマンドは，
ローカル・ノードのFiles–11構造のボリュームのディスマウントを妨げるような，オ
ープンされたファイルやその他の条件がないかどうかを調べます。オープンされたフ
ァイルや他の条件が検出されなかった場合は，DISMOUNTコマンドはクラスタ内の
他のノードについて条件を調べます。DISMOUNTコマンドがいずれかのノードで条
件を検出した場合は，エラー・メッセージを表示して，エラーが発生した装置および
ノードを示し，その後でオープンされたファイルまたはその他の条件を示すエラー・
メッセージを表示します。

ローカル・ノードでボリュームを正常にディスマウントした後，DISMOUNTコマン
ドは既存のクラスタ環境内にある他のすべてのノードのボリュームをディスマウント
します。システムがクラスタのメンバでない場合は，/CLUSTER修飾子は作用しま
せん。

/FORCE_REMOVAL ddcu:

指定したシャドウ・セット・メンバをシャドウ・セットから除外します。

装置との接続が切断されたときに，シャドウ・セットのマウント・チェックが行われ
ている場合は，/FORCE_REMOVAL ddcu:を使用して，指定したシャドウ・セット・メン
バ (ddcu:)をただちにシャドウ・セットから除外することができます。この修飾子を
省略すると，その装置はマウント・チェックが完了するまでディスマウントされませ
ん。

この修飾子を/POLICY=MINICOPY (=OPTIONAL)修飾子と同時に使用することは
できません。
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指定される装置は，コマンドが発行されたノードにマウントされているシャドウ・セ
ットのメンバでなければなりません。

/OVERRIDE=CHECKS

Files–11構造のボリューム内でファイルがオープンされている場合でも，そのボリュ
ームにディスマウントのマークをつけます。DISMOUNT/OVERRIDE=CHECKSを
指定すると，DISMOUNTコマンドは，ディスマウントの妨げとなるオープン中のフ
ァイルやその他の条件を示すメッセージを表示し，続けて，ボリュームにディスマウ
ントのマークをつけたことを示すメッセージを表示します。

このコマンドは，装置上のオープンされたファイルをクローズしません。ファイルを
オープンしているすべてのプロセスがファイルを正しくクローズするまで，あるいは
それらのプロセスが完全に終了するまで，装置を正しくディスマウントすることはで
きません。

DISMOUNT/OVERRIDE=CHECKSコマンドを入力してからディスマウント操作が
完了するまでに，かなりの時間を要する場合があります。必ず，ディスマウントの完
了を待ってから，ボリュームを取り外してください (ディスマウントが完了したかど
うかは SHOW DEVICESコマンドで確認できます)。ボリュームのディスマウントの
最終処理はファイル・システムで行われ，実際のディスマウントができるには，その
前にそのボリューム上のファイルがすべてクローズされていなければならないことに
注意してください。また，ボリュームに関連づけられている既知ファイル・リストに
エントリが含まれている間は，ファイル・システムはそのボリュームをディスマウン
トすることができないことにも注意してください。

このコマンドを使用することにより，装置にはディスマウントのマークがつけられま
す。これにより，すでにオープンされているファイルがクローズされるまでの間に，
さらなるプロセスがその装置上のファイルをオープンするのを防ぎます。

/POLICY=[NO]MINICOPY[=(OPTIONAL)] (Alpha/Integrityのみ)

シャドウイング・ミニコピー機能の設定と使用を制御します。

ビットマップを作成するには， LOG_IO (論理 I/O)特権が必要です。

MINICOPYキーワードの正確な意味は，次のようにDISMOUNTコマンドのコンテ
キストに依存します。

1. マルチメンバ・シャドウ・セットからの 1つのメンバのディスマウントである場
合には，シャドウ・セットへのすべての書き込みを追跡するための書き込みビッ
トマップが作成されます。この書き込みビットマップは，削除されたメンバを後
からミニコピーを使ってシャドウ・セットに戻すときに使用できます。

書き込みビットマップを作成することができず，キーワードOPTIONALが指定
されていなければ，ディスマウントは失敗し，メンバは削除されません。

/POLICY修飾子を省略するか，/POLICY=NOMINICOPYを指定した場合には，
ビットマップは作成されません。
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2. クラスタ内のシャドウ・セットの最後のディスマウントである場合には，シャド
ウ・セットで将来ミニコピー操作ができるかどうかが確認されます。

シャドウ・セットが 1つのメンバしか持っていないか，またはマージ状態にあ
り，OPTIONALが指定されていない場合には，ディスマウントは失敗します。

NOMINICOPYとMINICOPYのどちらも指定しなければ，
MINICOPY=OPTIONALと同じ意味になり，セットはそれ以前のチェック
とは関係なくディスマウントされます。

詳細情報については『Volume Shadowing for OpenVMS説明書』を参照してくだ
さい。

/UNIT

指定した装置のボリューム・セットから，ボリュームを 1つだけディスマウントしま
す。省略時の設定では，セット内のボリュームをすべてディスマウントします。

注意

ボリューム・セットのルート・ボリュームにはマスタ・ファイル・ディレク
トリ (MFD)があるので，ディスマウントしないでください。MFDにアクセ
スできない場合は，ボリューム・セット内のファイルにアクセスできないこ
とがあります。

/UNLOAD
/NOUNLOAD

ボリュームがマウントされている装置を，物理的にアンロードするかどうかを決
定します。/UNLOADまたは/NOUNLOAD修飾子を指定せずにDISMOUNTコ
マンドを指定した場合は，MOUNTコマンドで指定した修飾子 (/UNLOADまた
は/NOUNLOAD)により，ボリュームを物理的にアンロードするかどうかが決まりま
す。

例

1. $ MOUNT MTA0: PAYVOL TAPE
.
.
.

$ DISMOUNT TAPE

この例でMOUNTコマンドは， PAYVOLというボリューム IDを持つテープを装
置MTA0:にマウントし，その装置に論理名 TAPEを割り当てます。省略時の設定
では，ボリュームは共用可能ではありません。

DISMOUNTコマンドはボリュームへのアクセスを解放し，装置の割り当てを解
除して，論理名 TAPEを削除します。
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2. $ MOUNT/SHARE DKA3: DOC_FILES
.
.
.

$ DISMOUNT DKA3:

この例では，MOUNTコマンドはDOC_FILESというラベルのボリュームを装
置DKA3にマウントしています。他のユーザもMOUNTコマンドを実行すれば
その装置にアクセスできます。DISMOUNTコマンドは，それを発行したプロセ
スに，その装置へのアクセスができないようにします。他のユーザのプロセスで
は，そのボリュームはマウントされたままになっているため，アクセスを続ける
ことができます。

3. $ DISMOUNT/NOUNLOAD DMA2:

この例では，/NOUNLOAD修飾子は指定されているため，DISMOUNTコマン
ドはディスマウントしたボリュームをレディ状態のままにします。

4. $ MOUNT/BIND=PAYROLL DMA1:,DMA2: PAYROLL01,PAYROLL02
.
.
.

$ DISMOUNT/UNIT DMA2:

この例では，MOUNTコマンドは 2つのボリュームをボリューム・セット
PAYROLLとしてマウントしています。DISMOUNTコマンドは， PAYROLL2
だけをディスマウントし， PAYROLL01はアクセス可能なままにします。ボリュ
ーム・セットのマスタ・ファイル・ディレクトリ (MFD)はルート・ボリュームに
あるため，ボリューム・セットのルート・ボリューム (この場合は PAYROLL1)を
ディスマウントしてはならないことに注意してください。

5. $ DISMOUNT $10$DJA100
%DISM-W-CANNOTDMT, $10$DJA100: cannot be dismounted
%DISM-W-INSWPGFIL, 4 swap or page files installed on volume
%DISM-W-SPOOLEDEV, 3 devices spooled to volume
%DISM-W-INSTIMAGE, 7 images installed on volume
%DISM-W-USERFILES, 6 user files open on volume

この例では， DISMOUNTコマンドは装置$10$DJA100のディスマウントを妨げ
ているオープン・ファイルやその他の条件を表示しています。

6. $ DISMOUNT/CLUSTER $10$DJA100
%DISM-W-RMTDMTFAIL, $10$DJA100: failed to dismount on node SALT
%DISM-W-FILESOPEN, volume has files open on remote node
%DISM-W-RMTDMTFAIL, $10$DJA100: failed to dismount on node PEPPER
%DISM-W-FILESOPEN, volume has files open on remote node
%DISM-W-CANNOTDMT, $10$DJA100: cannot be dismounted

この例では， DISMOUNTコマンドは，装置$10$DJA100のディスマウントに関
してノード SALTおよび PEPPERでエラーが発生したことを示すメッセージと，
そのボリューム上にオープン中のファイルがあることを示すメッセージとを表示
しています。
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DUMP

ファイルやディレクトリ，あるいはディスク・ボリューム，磁気テープ・ボリュー
ム， CD-ROMボリュームの内容を， 10進数， 16進数，もしくは 8進数の形式で，
または ASCIIで，あるいは書式整形したデータ構造によって表示します。このコマン
ドはプロセス・ダンプの生成に使用することもできます。

フォーマット

DUMP ファイル指定[,...]

パラメータ

ファイル指定[,...]

ダンプするファイルまたは装置名を指定します。

指定した装置がディスクでもテープでもネットワーク装置でもない場合，あるいは装
置が/FOREIGN修飾子を指定してマウントされている場合，ファイル指定は装置名だ
けを含むものでなければなりません。

指定の装置が，/FOREIGN修飾子を指定せずにマウントされたネットワーク装置か
ディスク装置，またはテープ装置である場合，ファイル指定にはワイルドカード文
字( *と% )が使用できます。

Files–11 C/D形式の規格は，マウントされているボリューム，およびフォーリン・マ
ウントされているボリュームでインプリメントされています。

説明

省略時の設定では，DUMPコマンドは ASCII文字と 16進ロングワードの両方で出
力を編集します。基数修飾子 (/OCTAL，/DECIMAL，/HEXADECIMAL)，または長
さ修飾子 (/BYTE，/WORD，/LONGWORD)を使用すると，別の形式を指定できま
す。

ファイルのダンプ
入力媒体が，/FOREIGN修飾子を指定せずにマウントしたネットワーク装置，ディス
ク装置，またはテープ装置である場合，DUMPコマンドはファイルに作用します。
ファイルは，レコード単位またはブロック単位でダンプできます。ワイルドカード文
字のアスタリスク( * )とパーセント記号 (%)を指定して，処理する複数のファイルを
選択することもできます。
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ボリュームのダンプ
入力媒体がディスク装置でもテープ装置でもない場合，または/FOREIGN修飾子を指
定してマウントされている場合，DUMPコマンドは，非ファイル構造 (NFS)媒体と
しての入力装置に作用します。ディスク装置は， 512バイトの論理ブロックごとにダ
ンプされます。その他の装置は，物理ブロックごとにダンプされます。入力媒体の再
位置付けは行われません。そのため， 1つのDUMPコマンドでテープの連続したブ
ロックをダンプすることができます。

LOG_IO(論理入出力)特権を持っている場合には，Files–11構造のボリュームのどの
ブロックでもダンプできます。たとえば，/BLOCKS修飾子を使用して，システム・
ディスクの 100番ブロックをダンプできます。

プロセスのダンプ
/PROCESS修飾子を使用すると，DUMPコマンドは，プロセス・ダンプ・ファイル
の作成を試みます。

ダンプの読み込み
ASCII形式では，読み込みは左から右に行われます。 16進表現， 10進表現，および
8進表現では，読み込みは右から左に行われます。

修飾子の数値指定
/BLOCKS，/RECORDS，および/NUMBER修飾子の数値は 10進数で指定するか，
または 16進数， 8進数， 10進数を表すためにそれぞれの先頭に%X，%O，%Dを付
けて指定します。たとえば， 10進数の値 24を指定する有効な方法を次に示します。

24
%X18
%O30
%D24

修飾子

/ALLOCATED

ファイルに割り当てられたすべてのブロックをダンプに含めます。省略時の設定で
は，ファイルの終端[EOF]に続くブロックはダンプに含まれません。

入力が/FOREIGN修飾子を指定しないでマウントされているディスクの場合に
は，/ALLOCATE修飾子を指定できます。/ALLOCATE修飾子と/RECORDS修飾子
は，同時に指定できません。

/BLOCKS[=(オプション[,...])]

指定された 1つまたは複数のブロックを，一度に 1ブロックずつダンプします。ネッ
トワーク装置を除くすべての装置では，これが省略時の動作です。
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ブロック番号は，ファイルの先頭を基準にした整数値を指定します。通常，ブロック
には 1から始まる番号が付いています。ディスク装置が/FOREIGN修飾子を使用し
てマウントされている場合は，ブロックには 0から始まる番号が付けられます。次の
オプションのいずれかを指定して，ダンプするブロックの範囲を選択します。

START:n ダンプする最初のブロックの番号を指定します。省略時の設定は，最初の
ブロックです。

END:n ダンプする最後のブロックの番号を指定します。省略時の設定は，最
後のブロック，またはファイルの終端 (EOF)ブロックです。これは，
/ALLOCATE修飾子を指定したかどうかによって決まります。

COUNT:n ダンプするブロック数を指定します。 COUNTオプションは， ENDオ
プションの代わりに使用できます。両方を同時に指定することはできませ
ん。

オプションを 1つだけ指定する場合は，括弧を省略できます。

/BLOCKS修飾子と/RECORDS修飾子を同時に指定することはできません。

Files–11構造のボリュームの任意のブロックをダンプするには，/BLOCKS修飾子を
使用します。この操作を行うためには， LOG-IO(論理入出力)特権が必要です。

/BYTE

ダンプをバイト単位で書式整形します。/BYTE，/LONGWORD，および/WORD修
飾子を同時に指定することはできません。省略時の形式は，ロングワードです。

/DECIMAL

ファイルを 10進数でダンプします。/DECIMAL，/HEXADECIMAL (省略時の設
定)，および/OCTAL修飾子を同時に指定することはできません。

/DESCRIPTOR[=(オプション[,...])]

指定の ISO 9660ボリューム記述子を書式整形してダンプします。/NOFORMATTED
が指定されている場合には，ブロック単位で書式整形します。

指定できる記述子オプションを次に示します。

BOOT:n n番目の Boot Recordを検索します。

PVD:n n番目の Primary Volume Descriptorを検索します。

SVD:n n番目の Supplementary Volume Descriptorを検索します。

VPD:n n番目の Volume Partition Descriptorを検索します。

VDST:n n番目の Volume Descriptor Set Terminatorを検索します。

オプションを 1つだけ指定する場合は，括弧を省略できます。

ISO 9660記述子は，ボリュームの最初からの位置で指定します。特に指定しない限
り，省略時の値は 1です。 ISO 9660ボリュームは，指定した記述子を探し書式整形
して出力するために，ボリューム記述子セット・シーケンスの最初から最後まで順番
に検索されます。

DCLI–278



DUMP

/DIRECTORY

Files–11オンディスク構造レベル 1， 2，ないし 5のディレクトリ・レコードか，ま
たは ISO 9660ないしHigh Sierraのディレクトリ・レコードについて，指定のファ
イルのデータ・ブロックを書式整形したオンディスク構造としてダンプします。

/EXACT

/PAGE=SAVE修飾子と/SEARCH修飾子とともに使用し，正確に一致した文字列を
検索することを指定します。この場合，検索文字列は二重引用符( ‘‘ ’’ )で囲まなければ
なりません。

/SEARCH修飾子を指定せずに/EXACT修飾子を指定した場合は， Find (E1)キーを
押したときに正確一致検索モードになります。

/FILE_HEADER

有効なFiles–11ヘッダの各データ・ブロックを，選択した基数と長さの形式ではな
く，Files–11ヘッダ形式でダンプします。

/FORMATTED (省略時の設定)
/NOFORMATTED

Files–11形式でファイル・ヘッダをダンプします。/NOFORMATTED修飾子は， 8
進形式でファイル・ヘッダをダンプします。/HEADER修飾子を指定した場合，この
修飾子は便利です。

/HEADER

ファイル・ヘッダとアクセス制御リスト (ACL)をダンプします。ファイル・ヘッ
ダだけをダンプするには，/BLOCK=(COUNT:0)も指定します。/HEADER修飾子
は，/FOREIGN修飾子を使用してマウントされた装置に対しては無効です。

表示形式を変更するには，/FORMATTED修飾子を使用します。

/FILE_HEADER修飾子とともに/HEADER修飾子を指定すると，解釈された形式
でFiles–11ファイル・ヘッダを出力できます。

省略時の設定では，ファイル・ヘッダは表示されません。

/HEXADECIMAL (省略時の設定)

ファイルを 16進数でダンプします。/DECIMAL，/HEXADECIMAL (省略時の設
定)，および/OCTAL修飾子は同時に指定できません。

/HIGHLIGHT[=キーワード]

/PAGE=SAVE修飾子および/SEARCH修飾子とともに使用し，一致した検索文字列
の強調表示方法を指定します。一致した検索文字列があった場合は，行全体が強調表
示されます。キーワードには BOLD， BLINK， REVERSE，UNDERLINEが指定
できます。省略時の設定は BOLDです。
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/IDENTIFIER=ファイル識別番号
指定したボリュームから，ファイル識別番号 (FID)によって選択されたファイルをダ
ンプします。詳細は，DIRECTORYコマンドの/FILE_ID修飾子を参照してくださ
い。

/LONGWORD (省略時の設定)

ダンプをロングワード単位で書式整形します。/BYTE，/LONGWORD，および
/WORD修飾子を同時に指定することはできません。

/MEDIA_FORMAT=キーワード
ダンプするデータ構造の形式を指定します。キーワードは以下のいずれかでなければ
なりません。

CDROM ISO 9660メディア形式を指定します。これは，/MEDIA_
FORMAT修飾子を指定しなかった場合の省略時の形式です。

CDROM_HS High Sierraメディア形式を指定します。

/NUMBER[=n]

出力行へのバイト・オフセットの割り当て方法を指定します。/NUMBER修飾子
を指定すると，バイト・オフセットはnから始まり，ダンプ中継続的に増加しま
す。/NUMBER修飾子を省略すると，最初のバイト・オフセットはゼロになります。
省略時の設定では，各ブロックまたはレコードの先頭で，バイト・オフセットはゼロ
に再設定されます。

/OCTAL

ファイルを 8進数でダンプします。/DECIMAL，/HEXADECIMAL (省略時の設
定)，および/OCTAL修飾子を同時に指定することはできません。

/OUTPUT[=ファイル指定]

ダンプ用の出力ファイルを指定します。ファイルを指定しないと，省略時の設定
により，ダンプするファイルのファイル名とファイル・タイプ.DMPが指定されま
す。/OUTPUT修飾子を指定しない場合は，ダンプは SYS$OUTPUTに出力されま
す。/OUTPUTおよび/PRINTER修飾子は同時に指定できません。

/PAGE[=キーワード]
/NOPAGE (省略時の設定)

コマンド出力の画面表示の方法を制御します。

/PAGE修飾子には以下のキーワードが指定できます。

CLEAR_SCREEN 各ページが表示される前に，画面を消去します。

SCROLL 情報を一度に 1行ずつ表示します。

SAVE[=n] 情報の画面を移動できるようにします。nは，格納するページ数で
す。

/PAGE=SAVE修飾子を使用すると，画面上の情報の間を移動できます。
/PAGE=SAVE修飾子では，最大 255カラムの情報を 5画面まで格納できます。
/PAGE=SAVE修飾子を使用する場合には，次のキーを使用して情報間を移動できま
す。
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キー 説明

Up arrow key, Ctrl/B 1行上にスクロールします。

Down arrow key 1行下にスクロールします。

Left arrow key 1つ左にスクロールします。

Right arrow key 1つ右にスクロールします。

Find (E1) 情報が表示された時に探す文字列を指定します。

Insert Here (E2) 半画面右にスクロールします。

Remove (E3) 半画面左にスクロールします。

Select (E4) 80カラム・モードと 132カラム・モードを切り替えます。

Prev Screen (E5) 1つ前のページの情報を表示します。

Next Screen (E6),
Return, Enter, Space

次のページの情報を表示します。

F10, Ctrl/Z 終了します (設定が異なるユーティリティもあります)。

Help (F15) ユーティリティのヘルプ・テキストを表示します。

Do (F16) 最も古いページと最新のページの表示を切り替えます。

Ctrl/W 再表示します。

/PAGE修飾子は/OUTPUT修飾子と同時には指定できません。

/PATH_TABLE

ISO 9660パス・テーブル形式でデータ・ブロックをダンプします。

/PRINTER

ダンプするファイルと同じファイル名でファイル・タイプが.DMPであるファイルに
出力し，それを SYS$PRINTキューに登録します。/PRINTER修飾子を指定しなけ
れば，ダンプは SYS$OUTPUTに出力されます。ワイルドカード文字( *と% )は使用
できません。/OUTPUT修飾子と/PRINTER修飾子は同時には指定できません。

/PROCESS

プロセス・ダンプの作成を試みます。

/RECORDS[=(オプション[,...])]

ファイルを， 1度に 1ブロックずつではなく， 1度に 1レコードずつダンプします
(省略時の設定では，ネットワーク装置を除くすべての装置で， 1度に 1ブロックずつ
ダンプします)。

各レコードには， 1から始まる番号が付けられます。

次のいずれかのオプションを指定して，ダンプするレコードの範囲を選択します。

START:n ダンプする最初のレコードの番号を指定します。省略時の設定は，最初の
レコードです。

END:n ダンプする最後のレコードの番号を指定します。省略時の設定は，最後の
レコードです。
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COUNT:n ダンプするレコードの数を指定します。 COUNTオプションは， ENDオ
プションの代わりに使用できます。両方を同時に指定することはできませ
ん。

オプションを 1つだけ指定する場合は，括弧を省略できます。

/RECORDS修飾子を指定する場合は，/ALLOCATED修飾子や/BLOCKS修飾子は指
定できません。

/SEARCH="文字列 "

/PAGE=SAVE修飾子とともに使用し，表示される情報の中で検索する文字列を指定
します。文字列にスペース文字が含まれる場合には，二重引用符で囲む必要がありま
す。

情報の表示中に Findキー (E1)を押すと，検索文字列を動的に変更することができま
す。この場合，二重引用符は必要ありません。

/STYLE=キーワード
ファイル・ダンプ中に表示するファイル名の書式を指定します。

指定できるキーワードは CONDENSEDおよび EXPANDEDです。これらの意味は
次のとおりです。

キーワード 説明

CONDENSED
(省略時の設定)

ファイル名を 255文字以内の文字列になるように表示します。この場
合，ファイル指定には DIDまたは FID短縮形が含まれることがありま
す。

EXPANDED ファイル名をディスクに格納されているとおりに表示します。この場
合，ファイル指定には DIDまたは FID短縮形は含まれません。

キーワード CONDENSEDと EXPANDEDを同時に指定することはできません。こ
の修飾子は，出力ヘッダに表示されるファイル名の書式を指定します。

EXPANDEDキーワードが指定されていない場合，ファイル・エラーは
CONDENSEDファイル指定で表示されます。

詳細は『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』を参照してください。

/SYMLINK=キーワード
/NOSYMLINK (省略時の設定)

入力ファイルがシンボリック・リンクの場合，シンボリック・リンクが参照している
ファイルがダンプされます。

/SYMLINK修飾子は，シンボリック・リンク自体をダンプするように指示します。

この修飾子に対して有効なキーワードは，[NO]WILDCARD，[NO]ELLIPSIS，およ
び[NO]TARGETです。これらのキーワードの説明は以下のとおりです。
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キーワード 説明

NOWILDCARD ディレクトリのワイルドカード検索時にシンボリック・リンクが無効に
なることを指定します。

WILDCARD ディレクトリのワイルドカード検索時にシンボリック・リンクが有効に
なることを指定します。

NNOELLIPSIS 反復記号を除き，ワイルドカード・フィールドでシンボリック・リンク
が一致することを指定します。

ELLIPSIS WILDCARDと同じ。

TARGET ファイル指定のターゲット・ファイルがシンボリック・リンクの場合，
リンク先のファイルが対象になります。

NOTARGET ファイル指定のターゲット・ファイルがシンボリック・リンクであって
も，そのターゲット・ファイルに対してコマンドが実行されます。

DUMPコマンドで指定したファイルがシンボリック・リンクの場合，デフォルトで
は，コマンドはそのシンボリック・リンクのターゲットに対して実行されます。

/VALIDATE_HEADER

Files–11の/DIRECTORYレコードを検証します。

/WIDTH=n

ダンプ出力を 80桁または 132桁で書式整形します。nには 80または 132を指定しま
す。

/WORD

ダンプをワード単位で書式整形します。/BYTE，/LONGWORD，および/WORD 修
飾子を同時に指定することはできません。

/WRAP
/NOWRAP (省略時の設定)

/PAGE=SAVE修飾子とともに使用し， 1行の桁数を画面の幅に制限して，それより
長い行を次の行へ折り返します。

/NOWRAP修飾子を指定した場合，画面の幅より長い行は，/PAGE=SAVE修飾子の
横スクロール機能を使って見ることができます。

例

1.
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$ DUMP TEST.DAT
Dump of file DISK0:[MOORE]TEST.DAT;1 on 14-DEC-2001 15:43:26.08
File ID (3134,818,2) End of file block 1 / Allocated 3
Virtual block number 1 (00000001), 512 (0200) bytes
706D6173 20612073 69207369 68540033 3.This is a samp 000000
73752065 62206F74 20656C69 6620656C le file to be us 000010
61786520 504D5544 2061206E 69206465 ed in a DUMP exa 000020
00000000 00000000 0000002E 656C706D mple............ 000030
00000000 00000000 00000000 00000000 ................ 000040
00000000 00000000 00000000 00000000 ................ 000050
00000000 00000000 00000000 00000000 ................ 000060

.

.

.
00000000 00000000 00000000 00000000 ................ 0001E0
00000000 00000000 00000000 00000000 ................ 0001F0

このDUMPコマンドは， TEST.DATの内容を 16進ロングワード形式および
ASCIIで，ファイルの先頭ブロックから表示しています。
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2. $ DUMP TEST.DAT/OCTAL/BYTE
Dump of file DISK0:[SCHELL]TEST.DAT;1 on 14-DEC-2001 15:45:33.58
File ID (74931,2,1) End of file block 1 / Allocated 3
Virtual block number 1 (00000001), 512 (0200) bytes
151 040 163 151 150 124 000 063 3.This i 000000
160 155 141 163 040 141 040 163 s a samp 000010
040 145 154 151 146 040 145 154 le file 000020
163 165 040 145 142 040 157 164 to be us 000030
040 141 040 156 151 040 144 145 ed in a 000040
141 170 145 040 120 115 125 104 DUMP exa 000050
377 377 000 056 145 154 160 155 mple.... 000060
000 000 000 000 000 000 000 000 ........ 000070
000 000 000 000 000 000 000 000 ........ 000100
000 000 000 000 000 000 000 000 ........ 000110

.

.

.
000 000 000 000 000 000 000 000 ........ 000760
000 000 000 000 000 000 000 000 ........ 000770

このDUMPコマンドは，ファイル TEST.DATのイメージを，バイト単位の 8進
数および ASCII文字で，先頭ブロックから表示しています。

3. $ DUMP NODE3::DISK2:[STATISTICS]RUN1.DAT

このコマンド行では，リモート・ノードNODE3にあるファイル RUN1.DATを
ダンプします。省略時のDUMP書式が使用されます。

4. $ DUMP/HEADER/BLOCK=COUNT=0 SYS$SYSTEM:DATASHARE.EXE

Dump of file SYS$SYSTEM:DATASHARE.EXE on 12-NOV-2001 16:06:46.75
File ID (16706,59,0) End of file block 410 / Allocated 411

File Header

Header area
Identification area offset: 40
Map area offset: 100
Access control area offset: 255
Reserved area offset: 255
Extension segment number: 0
Structure level and version: 2, 1
File identification: (16706,59,0)
Extension file identification: (0,0,0)
VAX RMS attributes

Record type: Fixed
File organization: Sequential
Record attributes: <none specified>
Record size: 512
Highest block: 411
End of file block: 410
End of file byte: 414
Bucket size: 0
Fixed control area size: 0
Maximum record size: 512
Default extension size: 0
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Global buffer count: 0
Directory version limit: 0

File characteristics: Contiguous best try
Caching attribute: Writethrough
Map area words in use: 3
Access mode: 0
File owner UIC: [1,4]
File protection: S:RWED, O:RWED, G:RE, W:
Back link file identification: (7149,80,0)
Journal control flags: <none specified>
Active recovery units: None
Highest block written: 411
Client attributes: None

Identification area
File name: DATASHARE.EXE
Revision number: 1
Creation date: 12-AUG-2001 14:06:49.84
Revision date: 12-AUG-2001 14:06:53.20
Expiration date: <none specified>
Backup date: <none specified>

Map area
Retrieval pointers

Count: 411 LBN: 1297155

Checksum: 30710

この例のDUMPコマンドは，指定のファイルのファイル・ヘッダをダンプしてい
ます。このファイルはFiles–11 ODS-2媒体に記録されているため，ファイル・ヘ
ッダはFiles–11ファイル・ヘッダ形式で表示されています。Files–11ヘッダに埋め
込まれているのは，VAX RMS属性ブロックです。

5. $ DUMP/HEADER/BLOCK=COUNT=0 DISK$GRIPS_2:[000000]AAREADME.TXT;
Dump of file DISK$GRIPS_2:[000000]AAREADME.TXT;1 on 15-DEC-2001
10:07:29.70

File ID (4,6,0) End of file block 29 / Allocated 29

ISO 9660 File Header

Length of Directory Record: 48
Extended Attribute Length: 1
Location of Extent (LSB/MSB): 312/312
Data Length of File Section (LSB/MSB): 14640/14640
Recording Date and Time 10-DEC-2001 16:22:30 GMT(0)
File Flags RECORD, PROTECTION
Interleave File Unit size: 0
Interleave Gap size: 0
Volume Sequence # of extent (LSB/MSB): 1/1
File Identifier Field Length: 14
File Identifier: AAREADME.TXT;1
System Use

5458542E 454D4441 45524141 0E010000 01000018 001E1610 100B5930 39000000
...90Y..............AAREADME.TXT 000000

00313B
;1.............................. 000020
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Extended Attribute record
Owner Identification (LSB/MSB): 7/7
Group Identification (LSB/MSB): 246/246
Access permission for classes of users S:R, O:R, G:RE, W:RE
File Creation Date/Time: 5-OCT-2001 14:17:49.29 GMT(0)
File Modification Date/Time: 6-NOV-2001 16:22:30.96 GMT(0)
File Expiration Date/Time: 00-00-0000 00:00:00.00 GMT(0)
File Effective Date/Time: 00-00-0000 00:00:00.00 GMT(0)
Record Format Fixed
Record Attributes CRLF
Record Length (LSB/MSB): 80/80
System Identifier:
System Use
Extended Attribute Version: 1
Escape Sequence record length: 0
Application Use Length (LSB/MSB): 0/0
Application Use

VAX RMS attributes
Record type: Fixed
File organization: Sequential
Record attributes: Implied carriage control
Record size: 80
Highest block: 29
End of file block: 29
End of file byte: 304
Bucket size: 0
Fixed control area size: 0
Maximum record size: 80
Default extension size: 0
Global buffer count: 0
Directory version limit: 0

このDUMP/HEADERコマンドは，指定のファイルのファイル・ヘッダをダンプ
しています。このファイルは ISO 9660媒体に記録されているため，フィル・ヘッ
ダは ISO 9660ファイル・ヘッダ形式で表示されています。また，このファイルに
はオプションの ISO 9660拡張属性レコードも含まれているため，それも表示され
ています。最後に，DUMP/HEADERの要求どおり，VAX RMS属性が表示され
ています。
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EDIT/ACL

オブジェクトのアクセス制御リスト (ACL)を作成または変更するために，アクセス制
御リスト・エディタ（ACLエディタ）を起動します。これには/ACL修飾子が必要で
す。

ACLエディタについの詳細は，『OpenVMSシステム管理ユーティリティ・リファレ
ンス・マニュアル』または『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイド』またはオ
ンライン・ヘルプを参照してください。

フォーマット

EDIT/ACL オブジェクト指定
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EDIT/EDT

EDT会話型テキスト・エディタを起動します。/EDT修飾子は必須です。

EDTコマンドの情報は， Ctrl/Zを押しながら EDTコマンド・プロンプトでHELP
と入力することによって EDT内から使用できます。キーパッド・ヘルプは，コマン
ド・ヘルプの他に， PF2を押すことによっても使用できます。 EDTコマンドおよび
修飾子の情報を含む， EDTコマンドの説明については，『OpenVMSユーザーズ・
マニュアル』を参照してください。

フォーマット

EDIT/EDT ファイル指定

パラメータ

ファイル指定
EDTエディタを使用して作成，または編集するファイルを指定します。指定したファ
イルが存在しない場合には， EDTがそのファイルを作成します。

EDTエディタがファイルを作成する場合，そのファイルに，省略時のファイル・タイ
プは与えられません。したがって，ファイル・タイプは，指定しない場合には空文字
列になります。ファイルは，Files–11構造のボリューム上のディスク・ファイルでな
ければなりません。

ファイル指定の中で，ワイルドカード文字は使用できません。

説明

EDTは，テキスト・ファイルを作成または編集します。 EDTを使用すると，キーパ
ッド，行，非キーパッドという 3つのモードで，テキストを入力または編集できま
す。キーパッドによる編集は，画面用であり， VT300シリーズ， VT200シリーズ，
VT100端末，および VT52端末で使用できます。画面指向エディタを使用すると，一
度に数行のテキストを参照し，カーソルをテキストの任意の方向に移動できます。行
編集は，すべての端末で動作します。実際に， VT300シリーズ， VT200シリーズ，
VT1000，または VT52以外の端末では， EDTでは行編集しか使用できません。番号
が付いた行の編集に慣れている場合は，行編集の方が使いやすいことがあります。非
キーパッド・モードは， VT300シリーズ， VT200シリーズ， VT100端末，および
VT52端末で使用できるコマンド指向の画面エディタです。行モードおよび非キーパ
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ッド・モードを使用して，キーパッド・モードで使用するキーを再定義することがで
きます。

EDTの起動時の省略時の設定は，行モードです。既存のファイルを編集する場合，
EDTはファイルの第 1行の行番号とテキストを表示します。新しいファイルを作成
する場合， EDTは次のメッセージを表示します。

Input file does not exist
[EOB]

いずれの場合でも，次に EDTは行モードプロンプト (アスタリスク( * ) )を表示しま
す。

EDTエディタについての詳細は，『OpenVMS EDT Reference Manual』 (ドキュメ
ンテーション CD-ROMに用意されています)を参照してください。

修飾子

/COMMAND[=ファイル指定]
/NOCOMMAND

スタート・アップ・コマンド・ファイルを使用するかどうかを指定します。
/COMMAND修飾子に続けて，等号 (=)とコマンド・ファイルを指定します。コ
マンド・ファイルの省略時のファイル・タイプは， EDTです。ファイル指定にワイ
ルドカード文字は使用できません。

次のコマンド行は，MEMO.DATという名前のファイルを編集するために EDTを起
動し， XEDTINI.EDTという名前のスタート・アップ・コマンド・ファイルを使用
するよう指定しています。

$ EDIT/COMMAND=XEDTINI.EDT MEMO.DAT

"/COMMAND=コマンド・ファイル "修飾子を指定しない場合には， EDTは
EDTSYSという論理名の定義を調べます。 EDTSYSが定義されていない場合に
は，システム全体で使用される SYS$LIBRARY:EDTSYS.EDTというスタートア
ップ・コマンド・ファイルを使用します。このファイルが存在しない場合には，
EDTINIという論理名の定義を調べます。 EDTINIが定義されていない場合には，
省略時のディレクトリから EDTINI.EDTという名前のファイルを探します。これら
のファイルがどれも存在しない場合には，省略時の状態で編集セッションを開始しま
す。

EDTに，システム全体のスタートアップ・コマンド・ファイルも省略時のディ
レクトリの EDTINI.EDTファイルも処理させないようにするには，次のように
/NOCOMMAND修飾子を使用します。

$ EDIT/EDT/NOCOMMAND MEMO.DAT
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/CREATE (省略時の設定)
/NOCREATE

指定した入力ファイルが存在しない時に， EDTが新しいファイルを作成するかどう
かを制御します。

通常，要求されたファイル名が指定のディレクトリにない場合， EDTは入力ファイ
ル指定に一致する新しいファイルを作成します。 EDTのコマンド行で/NOCREATE
修飾子を使用し，かつ存在しないファイルを指定すると， EDTは以下のようにエラ
ー・メッセージを表示し，DCLコマンド・レベルに戻ります。

$ EDIT/EDT/NOCREATE NEWFILE.DAT
Input file does not exist
$

/JOURNAL[=ジャーナル・ファイル]
/NOJOURNAL

編集セッションをジャーナル・ファイルに保存するかどうかを制御します。ジャーナ
ル・ファイルには，編集セッション中に入力されたキーストロークが記録されます。
ジャーナル・ファイルの省略時のファイル名は，入力ファイルの名前と同じです。省
略時のファイル・タイプは JOUです。/JOURNAL修飾子を使用すれば，異なったフ
ァイル指定をジャーナル・ファイルに与えることができます。

次のコマンド行は，MEMO.DATという名前のファイルを編集するために EDTを起
動し，ジャーナル・ファイルとして SAVE.JOUという名前を指定しています。

$ EDIT/EDT/JOURNAL=SAVE MEMO.DAT

他のディレクトリのファイルを編集している時に，ジャーナル・ファイルをそのディ
レクトリに作成する場合には，/JOURNAL修飾子に，そのディレクトリ名を含むフ
ァイル指定をしなければなりません。そうしない場合， EDTはジャーナル・ファイ
ルを省略時のディレクトリに作成します。

ジャーナル・ファイルの作成されるディレクトリには，書き込みアクセスが許可され
ていなければなりません。

EDTが編集セッションの記録を保存しないようにする場合には，次のように，コマン
ド行に/NOJOURNAL修飾子を指定します。

$ EDIT/EDT/NOJOURNAL MEMO.DAT

いったんジャーナル・ファイルを作成すれば， EDT/RECOVERコマンドによってジ
ャーナル・ファイルに含まれているコマンドを実行することができます。ファイル指
定にワイルドカード文字を使用することはできません。

/OUTPUT=出力ファイル
/NOOUTPUT

編集セッションの終了時に出力ファイルを作成するかどうかを指定します。出力ファ
イルの省略時のファイル指定は入力ファイルのファイル指定と同じです。出力ファイ
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ルに入力ファイルと異なるファイル指定を与える場合に，/OUTPUT修飾子を使用し
ます。

次のコマンド行は，MEMO.DATという名前のファイルを編集するために EDTを起
動し，この編集セッションで作成される出力ファイルに，OUTMEM.DATという名
前を与えます。

$ EDIT/EDT/OUTPUT=OUTMEM.DAT MEMO.DAT

次の例に示すように，他のディレクトリにファイルを作成する場合には，出力ファイ
ル指定の一部としてディレクトリ情報を含むことができます。

$ EDIT/EDT/OUTPUT=[BARRETT.MAIL]MEMO.DAT MEMO.DAT

/NOOUTPUT修飾子は，出力ファイルが作成されないようにします。ただし，ジャ
ーナル・ファイルの作成には影響を与えません。出力ファイルを作成しない場合に
は，次のように/NOOUTPUTを使用します。

$ EDIT/EDT/NOOUTPUT MEMO.DAT

システムが一時的に停止しても，ジャーナル・ファイルは保存されたままである
ため，編集セッションを再現することができます。編集セッションを保存するに
は，/NOOUTPUTを指定した場合であっても，セッションを終了する前にライン・
モード・コマンドWRITEを使ってテキストを外部ファイルに書き出します。

ファイル指定にワイルドカード文字は使用できません。

/READ_ONLY
/NOREAD_ONLY (省略時の設定)

EDTに，ジャーナル・ファイルの保存と出力ファイルの作成をさせるかどうかを指
定します。/NOREAD_ONLY修飾子を指定すると， EDTはジャーナル・ファイルを
保存し，ライン・モード・コマンド EXITを処理する際に出力ファイルを作成しま
す。/READ_ONLY修飾子の使用は，/NOJOURNAL修飾子と/NOOUTPUT修飾子
の両方を指定するのと同じ効果があります。

次のコマンド行は， CALENDAR.DATという名前のファイルを編集するために EDT
を起動しますが，ジャーナル・ファイルも出力ファイルも作成しません。

$ EDIT/EDT/READ_ONLY CALENDAR.DAT

ファイル内を検索するだけで，変更するつもりがない場合には，/READ_ONLY修飾
子を使用します。途中でそのファイルを変更する必要が生じた場合には，ライン・モ
ード・コマンドWRITEを使って変更結果を保存します。ただし，その場合はジャー
ナル・ファイルが作成されません。
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/RECOVER
/NORECOVER (省略時の設定)

編集セッションの開始時に， EDTにジャーナル・ファイルを読み取らせるかどうか
を指定します。

/RECOVER修飾子を指定すると， EDTは適切なジャーナル・ファイルを読み取り，
そこに含まれるコマンドをすべて処理します。この場合の適切な構文は，次のとおり
です。

$ EDIT/EDT/RECOVER MEMO.DAT

ジャーナル・ファイルのファイル・タイプが JOUでない場合や，ファイル名が入
力ファイルの名前と同じでない場合には，次の例に示すように，/JOURNAL修飾子
と/RECOVER修飾子の両方を指定しなければなりません。

$ EDIT/EDT/RECOVER/JOURNAL=SAVE.XXX MEMO.DAT

/NORECOVER修飾子は EDTの省略時の設定であるため，コマンド行にこの修飾子
を指定する必要はありません。

例

1. $ EDIT/EDT/OUTPUT=NEWFILE.TXT OLDFILE.TXT
1 This is the first line of the file OLDFILE.TXT.

*

この EDITコマンドは，OLDFILE.TXTというファイルを編集するために，
EDTエディタを起動します。この時， EDTは論理名 EDTSYSの定義を探しま
す。 EDTSYSが定義されていなければ， EDTはシステムのスタート・アップ・
コマンド・ファイル SYS$LIBRARY:EDTSYS.EDTを処理します。このファイル
が存在しなければ， EDTは論理名 EDTINIの定義を探します。 EDTINIが定義
されていなければ，省略時のディレクトリから EDTINI.EDTという名前のファイ
ルを探します。これらのファイルがいずれも存在しなければ， EDTは省略時の状
態で編集セッションを開始します。セッションが終了すると，編集されたファイ
ルはNEWFILE.TXTという名前になります。

2. $ EDIT/EDT/RECOVER OLDFILE.TXT

この EDITコマンドは， EDTエディタを起動し，前回の編集セッション中に起き
た異常終了から回復します。 EDTは，ファイルOLDFILE.TXTをオープンし，
ジャーナル・ファイルOLDFILE.JOUを処理します。ジャーナル・ファイルが処
理されてしまえば，対話型編集が再開できます。
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EDIT/FDL

File Definition Language (FDL)ファイルの作成と変更のために， Edit/FDLユーテ
ィリティ (EDIT/FDL)を起動します。/FDL修飾子は必須です。

Edit/FDLユーティリティについての詳細は，『OpenVMS Record Management
Utilities Reference Manual』またはオンライン・ヘルプを参照してください。

フォーマット

EDIT/FDL ファイル指定
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EDIT/SUM

SUMSLPバッチ型エディタを起動して， 1つの入力ファイルを複数のファイルのエ
ディタ・コマンドで更新します。

SUMSLPユーティリティについての詳細は，『OpenVMS SUMSLP Utility
Manual』 (ドキュメンテーション CD-ROMに用意されています)，またはオンラ
イン・ヘルプを参照してください。

フォーマット

EDIT/SUM 入力ファイル
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EDIT/TECO

TECO会話型テキスト・エディタを起動します。

フォーマット

EDIT/TECO [ファイル指定]

EDIT/TECO/EXECUTE=コマンド・ファイル [引数]

パラメータ

ファイル指定
TECOエディタを使用して作成または編集するファイルを指定します。ファイルが存
在しない場合には，/NOCREATE修飾子を指定していない限り， TECOによって作
成されます。ファイル指定にワイルドカード文字は使用できません。

ファイル指定なしに/MEMORY修飾子を指定する (省略時の設定)と， TECOは論理
名 TEC$MEMORYで示されるファイルを編集します。 TEC$MEMORYが等価文
字列を持たない場合，あるいは/NOMEMORY修飾子が指定されている場合には，
TECOはコマンド・モードに入り，既存ファイルの編集を行いません。

/MEMORY修飾子とファイル指定の両方を指定すると，そのファイル指定は，論理名
TEC$MEMORYと同様に扱われます。

引数
/EXECUTE修飾子の説明を参照してください。

説明

TECOエディタは，テキスト・ファイルを作成または編集します。 TECOの使用
方法についての詳細は，『Standard TECO Text Editer and Corrector for the VAX,

PDP–11, PDP-10, and PDP-8』マニュアルを参照してください。このマニュアルは，
下記のOpenVMSドキュメント・サイトで参照できます。

上記のURLの左ナビゲーション・メニューで，‘‘Archived documents’’をクリックし
てください。
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修飾子

/COMMAND[=ファイル名]
/NOCOMMAND

スタートアップ・コマンド・ファイルを使用するか否かを制御します。/COMMAND
修飾子の後には，等号 (=)を使用して，コマンド・ファイルのファイル指定を与える
ことができます。コマンド・ファイルの省略時のファイル・タイプは TECです。

スタートアップ・コマンド・ファイル XTECOINI.TECを使って，ファイル
MEMO.DATを編集するには，次のコマンドを入力します。

$ EDIT/TECO/COMMAND=XTECOINI.TEC MEMO.DAT

/COMMAND修飾子を指定しなかった場合，あるいはコマンド・ファイルを指定せず
に/COMMAND修飾子を指定した場合には， TECOは TEC$INIT論理名の定義を検
索します。 TEC$INITが定義されていなければ，スタートアップ・コマンドは実行
されません。

論理名 TEC$INITには， TECOコマンド文字列か，あるいはドル記号 ($)に続く
ファイル指定を定義できます。論理名 TEC$INITが TECOコマンド文字列であれ
ばそのまま実行され，ドル記号に続くファイル指定であれば，そのファイルの内容
が TECOコマンドとして実行されます。詳細は『Standard TECO Text Editer and

Corrector for the VAX, PDP–11, PDP-10, and PDP-8』マニュアルを参照してくださ
い。このマニュアルは，下記のOpenVMSドキュメント・サイトで参照できます。

上記のURLの左ナビゲーション・メニューで，‘‘Archived documents’’をクリックし
てください。

スタートアップ・コマンド・ファイルを実行しないようにするには，次の例に示すよ
うに，/NOCOMMAND修飾子を使用します。

$ EDIT/TECO/NOCOMMAND MEMO.DAT

スタートアップ・コマンド・ファイルのファイル指定には，ワイルドカード文字は使
用できません。

/CREATE (省略時の設定)
/NOCREATE

指定された入力ファイルが存在しない場合に，新しいファイルを作成します。
/MEMORY修飾子が指定され，かつ入力ファイルが指定されなかった時には，論理名
TEC$MEMORYに指定されたファイルが作成されます。通常は， TECOは，指定さ
れたディレクトリの中に要求されたファイル名が見つからないと，入力ファイル指定
に一致する新しいファイルを作成します。 TECOコマンド行に/NOCREATE修飾子
を指定し，かつ存在しないファイルを指定した場合， TECOはエラー・メッセージを
表示して，DCLコマンド・レベルに戻ります。/CREATEおよび/NOCREATE修飾
子は，/EXECUTE修飾子と同時に指定することはできません。
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/EXECUTE=コマンド・ファイル[引数]

TECOを起動し，コマンド・ファイルに記述されている TECOマクロを実行しま
す。引数は，マクロの実行開始時に，テキスト・バッファに置かれます。空白文字
および特殊文字は引用符 (" ")で囲まなければなりません。 TECOマクロについての
詳細は，『Standard TECO Text Editer and Corrector for the VAX, PDP–11, PDP-10,

and PDP-8』マニュアルを参照してください。このマニュアルは，下記のOpenVMS
ドキュメント・サイトで参照できます。

上記のURLの左ナビゲーション・メニューで，‘‘Archived documents’’をクリックし
てください。

/EXECUTE修飾子は，/CREATEおよび/MEMORY修飾子と同時に指定することは
できません。

/MEMORY (省略時の設定)
/NOMEMORY

EDIT/TECOコマンドに対するファイル指定を省略したときに，最後に TECOで編集
したファイル ( TEC$MEMORY論理名で示される)が編集対象ファイルとなるように
指定します。

/OUTPUT=出力ファイル
/NOOUTPUT (省略時の設定)

編集セッション終了時の出力ファイルの命名法を制御します。省略時の設定では，
出力ファイルは入力ファイルと同じ名前になりますが，バージョン番号は 1つ大
きくなります。出力ファイルに入力ファイルと異なるファイル指定を与えるには，
/OUTPUT修飾子を使用してください。

次のコマンド行は， TECOを起動してファイルMEMO.DATを編集し，結果を出力
ファイルOUTMEMO.DATに書き出します。

$ EDIT/TECO/OUTPUT=OUTMEM.DAT MEMO.DAT

次のように出力ファイル指定にディレクトリ指定を含めれば，出力を別のディレクト
リに送ることができます。

$ EDIT/TECO/OUTPUT=[BARRRET.MAIL]MEMO.DAT MEMO.DAT

出力ファイルのファイル指定には，ワイルドカード文字は使用できません。

/READ_ONLY
/NOREAD_ONLY (省略時の設定)

出力ファイルを作成するかどうかを制御します。省略時の設定では，出力ファイル
が作成されます。/READ_ONLY修飾子を指定すると，出力ファイルは作成されませ
ん。
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例

1. $ EDIT/TECO/OUTPUT=NEWFILE.TXT OLDFILE.TXT

この EDITコマンドは， TECOエディタを起動して，ファイルOLDFILE.TXTを
編集します。 TECOは論理名 TEC$INITの定義を検索します。 TEC$INITが定
義されていないと， TECOは，コマンド・ファイルを使用せずに編集セッション
を開始します。セッションの終了時に，編集されたファイルにNEWFILE.TXTと
いう名前が付けられます。

2. $ EDIT/TECO/EXECUTE=FIND_DUPS "TEMP, ARGS, BLANK"

この例では，/EXECUTE修飾子により，ファイル FIND_DUPS.TECに記述さ
れている TECOマクロが実行されます。その際，引き数文字列 "TEMP, ARGS,
BLANK"が，テキスト・バッファに置かれます。
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EDIT/TPU

DECテキスト処理ユーティリティ (DEC Text Processing Utility [DECTPU])を起
動します。省略時の設定では， EVE (拡張可能多機能エディタ[Extensible Versatile
Editor] )エディタを起動します。DECTPUは，テキスト・エディタおよびその外の
アプリケーション作成のための，構造化プログラミング言語およびその他の構成要素
を提供します。

EVEを使用した編集についての詳細は，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』また
はオンライン・ヘルプを参照してください。

フォーマット

EDIT/TPU [入力ファイル]
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ENCRYPT

ファイルを暗号化します。/KEY_ALGORITHM修飾子と/DATA_ALGORITHM修飾
子で指定されない限り，省略時の設定で， CBC (Cipher Block Chaining)モードの
DES (Data Encryption Standard) アルゴリズムで暗号化されます。このコマンドを
入力する前に，ENCRYPT /CREATE_KEYコマンドでキーを作成してください。指
定するキーは，アルゴリズム (DESまたは AES)と一致していなければなりません。

フォーマット

ENCRYPT 入力ファイル キー名 [修飾子]

パラメータ

入力ファイル
暗号化するファイルのファイル名です。ワイルドカード文字を使用する場合は，ディ
レクトリ・ファイルや不正ブロックのあるファイルを含めないでください。

キー名
ENCRYPT /CREATE_KEYコマンドで，以前にキー格納テーブルへ格納されたキー
名です。

修飾子

/BACKUP[=時刻]

最新のバックアップ日付に従ってファイルを選択します。

この修飾子は，/BEFORE修飾子または /SINCE修飾子とともに使用した場合だけ意
味があります。また，/BACKUPは/EXPIREDや/MODIFIEDとともに使用しないで
ください。

時刻を省略すると， TODAYが使用されます。時刻指定の詳細は，『OpenVMSユー
ザーズ・マニュアル』を参照してください。

/BEFORE[=時刻]

作成時刻が，指定した時刻よりも前のファイルを選択します。

時刻を省略すると， TODAYが使用されます。時刻指定の詳細は，『OpenVMSユー
ザーズ・マニュアル』を参照してください。
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/BY_OWNER[=uic]
/NOBY_OWNER

指定した所有者UICを持つファイルを選択します。

uicを省略すると，現在のプロセスのUICが使用されます。UICの指定形式の詳細
は，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』を参照してください。

/COMPRESS
/NOCOMPRESS

省略可能。省略時の設定: /NOCOMPRESS。

ファイルを暗号化する前にデータを圧縮するかどうかを制御します。

/CONFIRM
/NOCONFIRM

各ファイルの暗号化を実行する前に確認を要求するかどうかを制御します。確認の内
容は次のとおりです。

応答 意味

YES ファイルを暗号化します。

NOまたは Return ファイルを暗号化しません (省略時の設定)。

QUITまたは Ctrl/Z このファイルとこれ以降のファイルを暗号化しません。

ALL このファイルとこれ以降のすべてのファイルを暗号化しま
す。

/DATA_ALGORITHM=
�

DESCBC (省略時の設定)
AESmmmkkk

�

mmmは，モード CBC， ECB， CFB，またはOFBです。kkkは， 128， 192，また
は 256ビットです。 CBC (Cipher Block Chaining)と ECB (Electronic Code Book)
は 16バイト・ブロック・モードであり，暗号化時に必要に応じて，ブロックが 16バ
イトになるようにパディングされます。パディングは，復号化の際に削除されます。
CFB (Cipher Feedback)とOFB (Output Feedback)は， 8ビットの文字ストリー
ム・モード・エミュレーションであり，データ通信や，パディングが不要な場合に役
立ちます。

/DATA_ALGORITM=AESは， AESCBC128という指定の簡略形です。

ファイル・データの暗号化を実行するために，データ・アルゴリズムと，ランダムに
生成されたキーが使用されます。 AESアルゴリズムを指定する場合は，/KEY修飾子
と/DATA=AESmmmkkk修飾子の両方を指定し， AESで作成されたキーを使用しま
す。

/DELETE
/NODELETE

暗号化操作が完了し，出力ファイルが書き込まれてクローズされた後に，入力ファイ
ルを削除するかどうかを制御します。省略時の設定では，入力ファイルは削除されま
せん。
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/ERASE
/NOERASE

入力ファイルを削除する前に，データ・セキュリティ・パターンを使用してファ
イルの内容を消去するかどうかを制御します。省略時の設定では，データが格納さ
れていた場所に対する，データ・セキュリティ・パターンでの上書きは行われませ
ん。/ERASE修飾子は，/DELETEとともに使用しなければなりません。

/EXCLUDE=ファイル指定
/NOEXCLUDE

指定したファイルを，暗号化操作から除外します。ワイルドカード文字も使用できま
す。ファイル指定全体を入力する必要はありません。省略したフィールドには，入力
ファイルの指定が使用されます。

ディレクトリ・ファイルは暗号化されないため，指定する必要はありません。

/EXPIRED[=時刻]

満了日に従ってファイルを選択します。

この修飾子は，/BEFORE修飾子または /SINCE修飾子とともに使用した場合だけ意
味があります。また，/EXPIREDは/BACKUPや/MODIFIEDとともに使用しないで
ください。

時刻を省略すると， TODAYが使用されます。時刻指定の詳細は，『OpenVMSユー
ザーズ・マニュアル』を参照してください。

/KEY_ALGORITHM=
�

DESCBC (省略時の設定)
AESmmmkkk

�

mmmは，モード CBC， ECB， CFB，またはOFBです。kkkは， 128， 192，また
は 256ビットです。/KEY_ALGORITHM=AESは， AESCBC128という指定の簡略
形です。

コマンドは，このキー・アルゴリズムと指定されたキーを使用して，ランダムに生成
されたデータ暗号化キーと，ファイル内に保存されている初期化ベクタを暗号化しま
す。

AESアルゴリズムを指定する場合は，/KEY修飾子と/DATA修飾子の両方を指定し，
AESで作成されたキーを使用してください。

/MODIFIED[=時刻]

最後にファイルが変更された日付に従ってファイルを選択します。

この修飾子は，/BEFORE修飾子または /SINCE修飾子とともに使用した場合だけ意
味があります。また，/MODIFIEDは/BACKUPや/EXPIREDとともに使用しないで
ください。

時刻を省略すると， TODAYが使用されます。時刻指定の詳細は，『OpenVMSユー
ザーズ・マニュアル』を参照してください。
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/OUTPUT=ファイル指定
暗号化操作の，代替出力ファイルの名前です。省略時の設定では，暗号化された各入
力ファイルは，入力ファイルと同じ名前で最大のバージョンよりも 1つ高いバージョ
ンとして，別の出力ファイルに書き込まれます。/OUTPUT修飾子を使用すると，フ
ァイル指定の各フィールドを省略時の設定とは異なる内容にすることができます。フ
ァイル指定全体を指定する必要はありません。省略したフィールドに対しては，入力
ファイル指定のフィールドが使用されます。

/SHOW=キーワード・リスト
暗号化操作の以下の情報が SYS$COMMANDに表示されるかどうかを制御します。

キーワード 意味

FILES 入力ファイルおよび出力ファイルの名前を SYS$COMMANDに
表示します。

STATISTICS 暗号化ストリームの統計情報を表示します。

• 処理したバイト数

• 処理した内部レコード数

• 暗号化アルゴリズムで使用した CPU時間

/SINCE[=時刻]

作成日が，指定した時刻よりも前のファイルを選択します。

時刻を省略すると， TODAYが使用されます。時刻指定の詳細は，『OpenVMSユー
ザーズ・マニュアル』を参照してください。

/STATISTICS

/SHOWと同じです。ただし，/SHOWはファイルと統計情報のどちらかだけを表示
するようにカスタマイズできますが，/STATISTICSは両方を表示します。

/VERSION

システム上で実行されている Encryption for OpenVMSソフトウェアのバージョン番
号を表示します。

例

1. $ ENCRYPT TROY MYKEY

TROYというファイルをキーMYKEYを使用して暗号化します。
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2. $ ENCRYPT NEWFILE.TXT MONET/KEY_ALGORITHM=AESCBC128/DATA_ALGORITHM=AESCBC128

NEWFILE.TXTファイルを， AESCBC128アルゴリズムを使用して， AES
キーMONETで暗号化します。オリジナルのファイルの新しいバージョン
NEWFILE.TXT;n+1 (暗号化済ファイル)が作成されます。オリジナルのファイル
名を残し，暗号化された出力ファイルの名前を変更するには，/OUTPUT=ファイ
ル指定 修飾子を使用します。

DCLI–305



ENCRYPT /AUTHENTICATE

ENCRYPT /AUTHENTICATE

DESアルゴリズムのMAC (Message Authenticate Code)値を 1つ以上のファイ
ルと対応付け，プレーン・テキスト・ファイルや暗号化テキスト・ファイルが変更
されていないかチェックします。各ファイルのMACをデータベースに格納するに
は，/UPDATE修飾子を追加して使用します。ファイル・データの一貫性と，セキュ
リティ属性を続いてテストするには，/AUTHENTICATE修飾子だけを使用します。
既存のMACのアップデートやチェックを行う前に，DESキーを作成しなければな
りません。ファイルのMAC操作では， AESアルゴリズムはサポートされていませ
ん。

フォーマット

ENCRYPT /AUTHENTICATE ファイル指定 キー名 [修飾子]

パラメータ

ファイル指定
認証を行うファイルのファイル名です。/MULTIPLE_FILES修飾子で動作を変更す
ることができます。

キー名
ENCRYPT /CREATE_KEYコマンドで，以前にキー格納テーブルへ保存されたキー
名です。

修飾子

/BACKUP[=時刻]

最新のバックアップの日付に従ってファイルを選択します。

この修飾子は，/BEFORE修飾子または /SINCE修飾子とともに使用した場合だけ意
味があります。また，/BACKUPは/EXPIREDや/MODIFIEDとともに使用しないで
ください。

時刻を省略すると， TODAYが使用されます。時刻指定の詳細は，『OpenVMSユー
ザーズ・マニュアル』を参照してください。

/BEFORE=時刻
作成時刻が，指定した時刻よりも前のファイルを選択します。
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時刻を省略すると， TODAYが使用されます。時刻指定の詳細は，『OpenVMSユー
ザーズ・マニュアル』を参照してください。

/BY_OWNER[=uic]
/NOBY_OWNER

指定した所有者UICを持つファイルを選択します。

uicを省略すると，現在のプロセスのUICが使用されます。UICの指定形式の詳細
は，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』を参照してください。

/CONFIRM
/NOCONFIRM

各ファイルの認証を実行する前に確認を要求するかどうかを制御します。確認の内容
は次のとおりです。

応答 意味

YES ファイルの認証を行います。

NOまたは Return ファイルの認証を行いません (省略時の設定)。

QUITまたは Ctrl/Z このファイルとこれ以降のファイルの認証を行いません。

ALL このファイルとこれ以降のすべてのファイルの認証を行いま
す。

/DATABASE=ファイル指定
/NODATABASE

バイナリのMAC値を格納するファイルのファイル名です。

このファイルの内容を使用して，MACを生成します。ファイル名を指定しなかった
場合は，ファイル名 SYS$LOGIN:ENCRYPT$MAC.DATが使用されます。

/EXCLUDE=ファイル指定
/NOEXCLUDE

指定したファイルを，認証操作から除外します。ワイルドカード文字も使用できま
す。ファイル指定全体を入力する必要はありません。省略したフィールドには，入力
ファイルの指定が使用されます。

ディレクトリ・ファイルは暗号化されないため，指定する必要はありません。

/EXPIRED[=時刻]

満了日に従ってファイルを選択します。

この修飾子は，/BEFORE修飾子または /SINCE修飾子とともに使用した場合だけ意
味があります。また，/EXPIREDは/BACKUPや/MODIFIEDとともに使用しないで
ください。

時刻を省略すると， TODAYが使用されます。時刻指定の詳細は，『OpenVMSユー
ザーズ・マニュアル』を参照してください。

/LOG

認証操作の結果を表示します。
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/MODIFIED[=時刻]

最後にファイルが変更された日付に従ってファイルを選択します。

この修飾子は，/BEFORE修飾子または /SINCE修飾子とともに使用した場合だけ意
味があります。また，/MODIFIEDは/BACKUPや/EXPIREDとともに使用しないで
ください。

時刻を省略すると， TODAYが使用されます。時刻指定の詳細は，『OpenVMSユー
ザーズ・マニュアル』を参照してください。

/MULTIPLE_FILES

ファイル指定パラメータに，チェック対象のファイル名のリストが含まれていること
を示します。ファイル指定のファイルがオープンされ，各レコードが読み取られてフ
ァイル指定として扱われます。

/OUTPUT=ファイル指定
/NOOUTPUT

読み取り可能なMAC値を格納するファイルのファイル名です。これらのMAC値
は，セキュリティの設定とファイルの内容の両方を表します。ファイル名を指定しな
いと，省略時のファイル名 SYS$LOGIN:ENCRYPT$MAC.LISが使用されます。

/SECURITY=ファイル指定
/NOSECURITY

バイナリのMAC値を格納するファイルのファイル名です。ファイル名を指定しない
と，省略時のファイル名 ENCRYPT$SEC.DATが使用されます。

このファイルのセキュリティ設定 (所有者，保護設定，およびオプションの ACL)を
使用してMACを生成します。

/SINCE[=時刻]

作成日が，指定した時刻よりも前のファイルを選択します。

時刻を省略すると， TODAYが使用されます。時刻指定の詳細は，『OpenVMSユー
ザーズ・マニュアル』を参照してください。

/UPDATE
/NOUPDATE

新しいMAC値を， 1つ以上のファイルと関連付けます。

例

1. $ ENCRYPT /AUTHENTICATE NEWFILE HAMLET/CONFIRM

HAMLETというキーを使用して，ファイルNEWFILEにMACを対応付けま
す。このコマンドは，各ファイルの認証を行う前に確認の要求も表示します。
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2. $ ENCRYPT/AUTHENTICATE/UPDATE *.* MYKEY
%ENCRYPT-NEWDB, new authentication code database has been created
%ENCRYPT-NEWSECDB, new authentication security settings database has been created
%ENCRYPT-I-SUMMARY1, Summary: Files successfully authenticated: 0
%ENCRYPT-I-SUMMARY2, Files failing authentication: 0
%ENCRYPT-I-SUMMARY3, Files not in database: 73
%ENCRYPT-I-SECSUMM1, Summary: Security settings authenticated: 0
%ENCRYPT-I-SECSUMM2, Security settings failing authentication: 0
%ENCRYPT-I-SECSUMM3, Security settings not in database: 73

この例は，MYKEYというキーを使用して，現在のディレクトリ内に各ファイ
ルのMACを作成し， SYS$LOGIN:ENCRYPT$MAC.DATと ENCRYPT$SEC_
MAC.DATという 2つのデータベースに格納します。

3. $ ENCRYPT /AUTHENTICATE *.* MYKEY
%ENCRYPT-I-NOUPDATE, database will not be updated with new authentication codes
%ENCRYPT-I-SUMMARY1, Summary: Files successfully authenticated: 73
%ENCRYPT-I-SUMMARY2, Files failing authentication: 0
%ENCRYPT-I-SUMMARY3, Files not in database: 0
%ENCRYPT-I-SECSUMM1, Summary: Security settings authenticated: 73
%ENCRYPT-I-SECSUMM2, Secruity settings failing authentication: 0
%ENCRYPT-I-SECSUMM3, Security settings not in database: 0

この例は，新しいMACを作成して，各データベース内のMACと比較し，サマリ
に示されているようにファイル・データの完全性とセキュリティ属性をテストす
ることによって，例 3と同じファイルを認証します。
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ENCRYPT /CREATE_KEY

ファイルの暗号化と復号化に使用されるキー定義の名前と値を作成します。このキー
は，キーの値が暗号化されキー格納テーブル (論理名テーブル)に格納される際に使用
された名前を表す文字列です。/AES修飾子が指定されていなければ，DESキーは省
略時の設定で， PROCESS論理名テーブル内に作成されます。 AESは， 8バイトの
DESキーよりも長いキー長を必要とします。 AESは，暗号化または復号化で指定さ
れるアルゴリズムとキー・サイズに従って，最低でも 16， 24，または 32バイトを必
要とします。

フォーマット

ENCRYPT /CREATE_KEY キー名 キー値 [修飾子]

パラメータ

キー名
キー格納テーブル内で，暗号化キーが格納されている部分の名前です。以下の表記法
に従って文字列を指定します。

• 1～ 243文字の半角英数字。

• ドル記号とアンダスコアは有効。

• 大文字小文字を区別しない。

覚えやすいように，ユーザにとって意味のある名前を使用してください。

注意

ENCRYPT$で始まるキー名は，弊社用に予約されています。

キー値
暗号化キーの値を示す文字列です。以下のように， ASCIIテキスト，または 16進の
定数を指定します。

• ASCIIテキスト文字列 (省略時の設定)

最小の長さは， 8 (DES)，あるいは 16， 24，または 32 (それぞれ， AESの
128， 192， 256ビット)。

最大の長さは，約 240文字。

DESキーでは，文字列の大文字/小文字は区別されない。
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英数字以外の文字 (たとえば，空白文字)を使用する場合は，文字列を引用符 (
" " )で囲む。

• 16進の定数

/HEXADECIMAL修飾子を指定する。

有効な文字は， 0～ 9と， A～ F (ASCII文字で符号化された 16進ニブル)。

最小の長さは， 16文字 (DES)，あるいは 32， 48，または 64文字 (それぞ
れ， AESの 128， 192， 256ビット)。

値を引用符で囲んではならない。

修飾子

/AES

AESCBC128暗号化ルーチンで暗号化される， AESキーの生成を指定します。

/GROUP

グループ・キー格納テーブルにキー定義を保存します。

/HEXADECIMAL
/NOHEXADECIMAL

キーの値が 16進数であることを指定します。省略すると，キーの値は ASCIIテキス
ト文字列として解釈されます (キー値パラメータの説明を参照してください)。

/JOB

ジョブ・キー格納テーブルにキー定義を保存します。

/LOG

キーの作成に成功したことを確認します。

/PROCESS

プロセス・キー格納テーブルにキー定義を保存します。

/SYSTEM

システム・キー格納テーブルにキー定義を保存します。

例

1. $ ENCRYPT /CREATE_KEY HAMLET
_ Key value: "And you yourself shall keep the key of it"

この例は，HAMLETというDESキーを，"And you yourself shall keep the key
of it" という文字列値で定義します。
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2. $ ENCRYPT /CREATE_KEY /HEXADECIMAL ARCANE 2F4A98F46BBC11DC

この例は， ARCANEというDESキーを， 16進値 2F4A98F46BBC11DCで定義
します。

3. $ ENCRYPT /CREATE_KEY MYKEY "The 16 char. key" /LOG/AES

この例は，MYKEYという名前の AESキーを， AESxxx128が必要とする，最小
の長さ 16文字の "The 16 char. key"という文字列値で定義し，作成結果をログに
記録します。このキーは， (省略時の) PROCESS論理名テーブルに格納される前
に， AESで暗号化されます。
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4. $ SHOW LOGICAL ENC* /TABLE=ENCRYPT$KEY_STORE

LNM$PROCESS_TABLE

"ENCRYPT$KEY$MYKEY" = "e¢E.a-0S%M.....OSBo?¶i.}a0OL.n.Z"
= "AES"

LNM$JOB_8210B400

LNM$GROUP_000001

ENCRYPT$SYSTEM

この例は， ENCRYPT$KEY$MYKEYキーのように，キー名の前に
ENCRYPT$KEY$が付けられることを示しています。
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ENCRYPT /REMOVE_KEY

キー格納テーブルから，キー定義を削除します。特に指定しない限り， PROCESS論
理名テーブルが対象になります。

フォーマット

ENCRYPT /REMOVE_KEY キー名 [修飾子]

パラメータ

キー名
ENCRYPT /CREATE_KEYコマンドで，以前にキー格納テーブルに格納されたキー
名です。

修飾子

/AES

AESキーを削除するように指定します。一意のキー名とテーブルを指定すれば，削除
するにはそれだけで十分で，/AES修飾子は不要ですが，明確にするために含まれて
います。

/GROUP

グループ・キー格納テーブルからキー定義を削除します。

/JOB

ジョブ・キー格納テーブルからキー定義を削除します。

/PROCESS

プロセス・キー格納テーブルからキー定義を削除します。

/SYSTEM

システム・キー格納テーブルからキー定義を削除します。

例

1. $ ENCRYPT /REMOVE_KEY MYKey /AES

このコマンドは， AESキーであるMYKEYを削除します。
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ENABLE AUTOSTART

指定のキュー・マネージャが管理するすべての自動起動キューに関して，ノードの自
動起動機能を許可します。省略時にも/QUEUES修飾子が指定されたものと見なされ
ます。

OPER (オペレータ)特権が必要です。

自動起動キューについての詳細は，『OpenVMSシステム管理者マニュアル』のバッ
チ・キューおよびプリント・キューに関する章を参照してください。

フォーマット

ENABLE AUTOSTART[/QUEUES]

パラメータ

なし

説明

キューの自動起動を許可すると，キュー・マネージャは，ノード上で停止しているす
べての処理中の自動起動キューを自動的に起動させます。また，そのノードにフェイ
ルオーバしたすべての自動起動キューを自動的に起動させます。省略時の設定では，
ENABLE AUTOSTARTコマンドはコマンドを入力したノードに対して有効です。異
なるノード上の自動起動を許可するには，/ON_NODE修飾子を指定します。

省略時の設定では，このコマンドは省略時のキュー・マネージャ SYS$QUEUE_
MANAGERが管理する自動起動キューに対して有効です。異なるキュー・マネージ
ャが管理する自動起動キューの自動起動を許可するには，/NAME_OF_MANAGER
修飾子を使用します。

INITIALIZE/QUEUEコマンドに/START修飾子を指定して，または START
/QUEUEコマンドで自動起動キューを起動し， STOP/QUEUE/NEXTまたは STOP
/QUEUE/RESETコマンドで停止していない場合，自動起動キューは処理中です。

ノードをブートする時に， ENABLE AUTOSTARTコマンドを入力するまで自動起
動は禁止されています。たいていの場合は，利用者システム固有のスタートアップ・
コマンド・プロシージャ，またはキューのスタートアップ・コマンド・プロシージャ
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にこのコマンドを含めて，ノードをブートするたびに該当ノードの自動起動キューを
起動させます。

修飾子

/NAME_OF_MANAGER=名前
許可する自動起動キューを制御しているキュー・マネージャの名前を指定します。こ
の修飾子を使用すると，相異なるキューの集合に対して異なった自動起動機能の使い
方ができます。

/NAME_OF_MANAGER修飾子を省略すると，省略時のキュー・マネージャ名
SYS$QUEUE_MANAGERが使用されます。

複数のキュー・マネージャについての詳細は，『OpenVMSシステム管理者マニュア
ル』のキュー・マネージャに関する章を参照してください。

/ON_NODE=ノード名
同一クラスタ・システム内のノードを指定します。この修飾子は，他のノードから指
定のノードの自動起動を許可するのに使用します。

/QUEUES

キューの自動起動を許可することを指定します。 (省略時にはこの修飾子が指定され
たものと見なされます。)

例

1. $ INITIALIZE/QUEUE/BATCH/START-
_$ /AUTOSTART_ON=SATURN:: BATCH_1
$ ENABLE AUTOSTART/QUEUES

.

.

.
$ DISABLE AUTOSTART/QUEUES

この例では INITIALIZE/QUEUEコマンドは，ノード SATURNで実行できる
自動起動キュー BATCH_1を作成します。/START修飾子は，キューの自動起
動を有効にします。 (ノード SATURN上で実行される) ENABLE/AUTOSTART
/QUEUESコマンドは該当ノードの自動起動を許可します。これによりキュー (お
よび該当ノード上で有効な他の自動起動キュー)はジョブの実行を開始します。

(ノード SATURN上で実行される)DISABLE AUTOSTARTコマンドは該当ノー
ド上の自動起動キューを停止し，他のキューが該当ノードにフェイルオーバする
のを抑止します。
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/NAME_OF_MANAGER修飾子が指定されていないので，これらのコマンドは省
略時のキュー・マネージャ SYS$QUEUE_MANAGERが管理するキューにのみ有
効です。

BATCH_1は 1つのノード上でのみ実行するように設定されているため，こ
のキューは別のノードにフェイルオーバできず，停止します。ただし，この
キューの自動起動は有効なままであり，ノード SATURNに対して ENABLE
AUTOSTARTコマンドが入力されると起動します。 STOP/QUEUE/NEXTまた
は STOP/QUEUE/RESETコマンドで自動起動を無効にしない限り， BATCH_1
を再起動させるのに START/QUEUEコマンドは必要ありません。

2. $ INITIALIZE/QUEUE/BATCH/START-
_$ /AUTOSTART_ON=(NEPTUN::,SATURN::) BATCH_1
$ ENABLE AUTOSTART/QUEUES/ON_NODE=NEPTUN
$ ENABLE AUTOSTART/QUEUES/ON_NODE=SATURN

.

.

.
$ STOP/QUEUES/ON_NODE=NEPTUN

この例の INITIALIZE/QUEUEコマンドは，自動起動キュー BATCH_1を作成し
ます。/START修飾子は，キューの自動起動を有効にします。

最初の ENABLE AUTOSTART/QUEUESコマンドにより，ノードNEPTUN上
でキューの実行が開始されます。 2番目の ENABLE AUTOSTART/QUEUESコ
マンドはノード SATURNの自動起動を許可し， SATURN上で停止しているすべ
ての有効な自動起動キュー，および SATURNにフェイルオーバしたすべての自動
起動キューを起動させます。

この後，ノードNEPTUNをクラスタ・システムから削除する場合を考えてみま
す。 STOP/QUEUES/ON_NODEコマンドはノードNEPTUN上のすべてのキュ
ーを停止し，自動起動キュー BATCH_1はノード SATURNにフェイルオーバし
ます。このキューは自動起動機能が有効であり，ノード SATURNでは自動起動が
許可されているので， BATCH_1は SATURN上で自動的に起動します。

/NAME_OF_MANAGER修飾子が指定されていないので，このコマンドは省略時
のキュー・マネージャ SYS$QUEUE_MANAGERが管理するキューに対してのみ
有効です。
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ENDSUBROUTINE

コマンド・プロシージャ内のサブルーチンの終了を示します。

ENDSUBROUTINEコマンドについての詳細は， CALLコマンドの説明またはオン
ライン・ヘルプを参照してください。

フォーマット

ENDSUBROUTINE
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EOD

コマンドまたはプログラムが，会話型ターミナル以外の入力装置からデータを読み込
む場合に，データ・ストリームの終わりを示します。

フォーマット

$ EOD

説明

コマンド・プロシージャまたはバッチ・ジョブの EOD (end-of-deck)コマンドの機能
は，次のとおりです。

• ドル記号( $ )で始まる入力データ行を終了させます。DECKコマンドは，ドル記
号で始まる以降の行をコマンドでなくデータとして解釈することを示します。
EODコマンドは，データ行の最後を示します。

• コマンド・ストリームの中に，複数の入力ファイルが他のコマンドが介在しな
いで含まれている場合に，入力ファイルを終了させます。データを読み取るプ
ログラムまたはコマンドは， EODコマンドが読まれた時に，ファイルの終端
(end-of-file)条件を受け取ります。

EODコマンドの前には必ず，ドル記号を付けてください。ドル記号は，入力レコー
ドの最初の文字位置 (カラム 1)になければなりません。

例

1. $ CREATE WEATHER.COM
$ DECK
$ FORTRAN WEATHER
$ LINK WEATHER
$ RUN WEATHER
$ EOD
$ @WEATHER

このコマンド・プロシージャは，WEATHER.COMというコマンド・プロシージ
ャを作成します。DECKコマンドと EODコマンドによって囲まれている行が，
WEATHER.COMというファイルに書き込まれます。そのあと，コマンド・プロ
シージャはWEATHER.COMを実行します。
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2.

$ EOJ

$ PRINT TESTDATA.OUT

$ EOD

$ PASSWORD HENRY

$ JOB HIGGINS

$ RUN MYPROG

2 番目の入力
データ・ファイル

最初の入力
データ・ファイル

JRD−0785−GE

プログラムMUPROGには 2つの入力ファイルが必要です。これらのファイルは
論理装置 SYS$INPUTから読み込まれます。 EDOコマンドは 1つ目のデータ・
ファイルの終了と， 2つ目のデータ・ファイルの開始を示します。ドル記号で始
まる次の行 (この例では PRINTコマンド)は， 2つ目のデータ・ファイルの終了
を示します。
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EOJ

カード・リーダからキューに登録される，バッチ・ジョブの終わりを示します。

フォーマット

$ EOJ

説明

EOJ (end-of-job)コマンドは，カード・リーダ経由で登録されたバッチ・ジョブの終
わりを示します。 EOJカードは，必須ではありません。ただし，存在する場合，コ
マンド行の空白でない最初の文字は，ドル記号( $ )でなければなりません。 EOJコマ
ンドを他の文脈で発行すると，プロセスをログアウトします。 EOJコマンドには，
短縮形はありません。

EOJカードは， EOFカードと等価です。

例

1.

$ PASSWORD HENRY

$ EOJ

$ JOB HIGGINS

JRD−0786−GE

コマンド入力
ストリーム

JOBおよび PASSWORDコマンドは，カード・リーダ経由で登録されたバッチ・
ジョブの開始を示します。 EOJコマンドは，そのジョブの終わりを示します。
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EXAMINE

仮想メモリの内容を表示します。

内容を確認する仮想メモリの記憶位置へのユーザ・モード読み取り( R )アクセス権が
必要です。

フォーマット

EXAMINE 記憶位置[:記憶位置]

パラメータ

記憶位置[:記憶位置]

内容を確認する仮想アドレスまたは仮想アドレスの範囲 (最初に小さいアドレスを， 2
番目に大きいアドレスを指定)を指定します。アドレスの範囲を指定する場合には，
開始アドレスと終了アドレスをコロン( : )で区切ります。

記憶位置には算術演算子，論理演算子，または事前に割り当てられたシンボルを含む
任意の有効な計算式を指定できます。基数修飾子を使用して，アドレスを解釈するた
めの基数を決めます。省略時の設定は 16進数です。シンボル名は常に，それらが定
義されたときの基数で解釈されます。記憶位置の前には，基数演算子%X，%D，また
は%Oを付けることができます。 16進数は，数字 (または%X)で開始する必要があり
ます。

DEPOSITおよび EXAMINEコマンドは，現在のメモリ記憶位置のポインタを保持し
ます。 EXAMINEコマンドは， EXAMINEコマンドを指定したときに表示した最後
の記憶位置にこのポインタを設定します。 EXAMINEまたはDEPOSITコマンドに
ピリオド( . )を付けて実行すれば，この記憶位置を参照できます。

説明

EXAMINEコマンドは，仮想メモリの内容を表示します。アドレスは 16進形式で表
示され，内容は指定した基数で表示されます。次の例を参照してください。

address: contents

指定したアドレスにユーザ・モードでアクセスできない場合は，内容のフィールドに
4つのアスタリスク( * )が表示されます。
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基数修飾子: DEPOSITまたは EXAMINEコマンドの基数の省略時の設定によって，
コマンドによる数値リテラルの解釈方法が決まります。省略時の設定の基数は 16進
数値なので，コマンド行のすべての数値リテラルは， 16進数値であると仮定されま
す。 EXAMINEコマンドに基数修飾子を指定した場合は，別の修飾子によって上書
きされるまで，その基数が以降の EXAMINEコマンドおよびDEPOSITコマンドの
省略時の設定になります。次の例を参照してください。

$ EXAMINE/DECIMAL 900
00000384: 0554389621

EXAMINEコマンドは，記憶位置 900を 10進数として解釈し，その記憶位置の内
容を 10進数で表示します。以降のすべてのDEPOSITコマンドおよび EXAMINE
コマンドでは，アドレスやデータに入力される数を 10進数であると仮定します。
EXAMINEコマンドは常に，アドレス記憶位置を 16進数で表示する点に注意してく
ださい。

= (代入文)コマンドによって定義されたシンボルは常に，それらが定義されたときの
基数で解釈されます。

表示する記憶位置または格納するデータとして入力する 16進数値は，数字 (0～ 9)
で始まらなければなりません。数字 (0～ 9)以外で始めるとコマンド・インタプリタ
は，シンボル名を入力したか，またはシンボルの置換を行うものと仮定します。

現在の省略時の設定を変更するには， EXAMINEコマンドを入力する時に基数演算
子%X，%D，または%Oを使用します。次の例を参照してください。

$ EXAMINE/DECIMAL %X900
00000900: 321446536

このコマンドは， 16進数値の 900として指定された記憶位置にあるデータを 10進数
形式で表示することを要求しています。

長さ修飾子: EXAMINEコマンドの省略時の設定の長さの単位はロングワードです。
EXAMINEコマンドは，各ロングワードの間にブランクを入れて，一度に 1ロング
ワードずつデータを表示します。 EXAMINEコマンドで長さ修飾子を使用した場合
は，別の修飾子によって上書きされるまで，その長さが以降の EXAMINEコマンド
およびDEPOSITコマンドでの，メモリ記憶位置の省略時の設定の長さになります。

修飾子の配置に関する制約: EXAMINEコマンドは，算術的に式を解釈します。その
ため，コマンド名の直後に指定された場合のみ，修飾子は正しく解釈されます。

修飾子

/ASCII

指定した記憶位置のデータを ASCII形式で表示します。
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対応する ASCIIコードがない 2進値は，ピリオド( . )として表示されます。

/ASCII修飾子を指定した場合，または ASCIIモードが省略時の設定である場合は，
コマンド行で指定される数値リテラルの省略時の設定の基数として， 16進数が使用
されます。

/BYTE

指定された記憶位置にあるデータを一度に 1バイトずつ表示します。

/DECIMAL

指定された記憶位置の内容を 10進形式で表示します。

/HEXADECIMAL

指定された記憶位置の内容を 16進形式で表示します。

/LONGWORD

指定された記憶位置にあるデータを一度に 1ロングワードずつ表示します。

/OCTAL

指定された記憶位置の内容を 10進形式で表示します。

/WORD

指定された記憶位置にあるデータを一度に 1ワードずつ表示します。

例

1. $ RUN MYPROG
Ctrl/Y

$ EXAMINE 2678
0002678: 1F4C5026
$ CONTINUE

この例で RUNコマンドは，イメージMYPROG.EXEの実行を開始します。
MYPROGの実行中に Ctrl/Yを押して実行を中断します。 EXAMINEコマンドに
よって，仮想メモリ記憶位置 2678(16進値)の内容が表示されます。

2. $ BASE = %X1C00
$ READBUF = BASE + %X50
$ ENDBUF = BASE + %XA0
$ RUN TEST

Ctrl/Y

$ EXAMINE/ASCII READBUF:ENDBUF
00001C50: BEGINNING OF FILE MAPPED TO GLOBAL SECTION

.

.

.

この例では，プログラム TEST.EXEを実行する前に，プログラムの基底アドレス
ならびにラベル READBUFと ENDBUFのシンボリック名が定義されます。こ
れらのシンボリック名は，すべて基数演算子%Xを使用して 16進形式で表されま
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す。 READBUFおよび ENDBUFは，プログラムの基底アドレスからのオフセッ
トを定義しています。

プログラムの実行中に Ctrl/Yを押してプログラムを中断します。 EXAMINEコマ
ンドによって，指定されたメモリ記憶位置にあるすべてのデータが ASCII形式で
表示されます。
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EXCHANGE

Exchangeユーティリティ (EXCHANGE)を起動します。このユーティリティは，オ
ペレーティング・システムが通常認識できない形式で書き込まれた，大容量記憶ボリ
ュームを操作します。

EXCHANGEを使用すると，次の操作を行うことができます。

• フォーリン・ボリュームの作成

• ファイルをボリュームに転送，ボリュームからファイルを転送

• ボリュームのディレクトリの一覧作成

RT–11ディスクのようなブロック・アドレス指定可能な装置の場合， EXCHANGE
は，ファイル名の変更やファイルの削除などの操作も実行できます。 EXCHANGE
は，フォーリン・ボリュームのイメージであるFiles–11ファイルも操作できます。こ
れらのファイルは仮想装置と呼ばれます。

EXCHANGEについての詳細は，『OpenVMS Exchange Utility Manual』 (ドキュ
メンテーション CD-ROMに用意されています)，またはオンライン・ヘルプを参照し
てください。

フォーマット

EXCHANGE [サブコマンド] [ファイル指定] [ファイル指定]
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EXCHANGE/NETWORK

このコマンドを使用すると，OpenVMSオペレーティング・システムと，OpenVMS
のファイル編成をサポートしないオペレーティング・システムとの間でファイルを転
送できるようになります。転送は，OpenVMSシステムとOpenVMS以外のオペレ
ーティング・システムのノードを接続するDECnetネットワーク通信リンク上で行わ
れます。

DECnetサービスを使用すると， EXCHANGE/NETWORKコマンドで次の操作を行
うことができます。

• OpenVMSノードとOpenVMS以外のシステムのノード間でファイルを転送す
る。

• 入力ファイルのグループを出力ファイルのグループとして転送する。

• OpenVMS以外の 2つのノードが， EXCHANGE/NETWORKコマンドを実行す
るOpenVMSノードにDECnetで接続されている場合に，これらのノード間でフ
ァイルを転送する。

フォーマット

EXCHANGE/NETWORK 入力ファイル指定[,...] 出力ファイル指定

パラメータ

入力ファイル指定[,...]

転送したい既存のファイル名を指定します。ワイルドカード文字のアスタリス
ク( * )とパーセント記号( % )が使用できます。 2つ以上のファイルを指定する場合に
は，ファイル指定をコンマ( , )で区切ります。

出力ファイル指定
入力ファイルを転送する出力ファイル名を指定します。

出力ファイル指定には，フィールドを最低 1つ指定しなければなりません。装置また
はディレクトリを省略すると，現在の省略時の設定の装置およびディレクトリが使用
されます。その他に不明なフィールド (ファイル名，ファイル・タイプ，およびバー
ジョン番号)がある場合は， EXCHANGE/NETWORKコマンドによって，入力ファ
イル指定の対応するフィールドに置き換えられます。

EXCHANGE/NETWORKコマンドは，指定した各入力ファイルにつき新しい出力フ
ァイルを 1つ作成します。
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ファイル名，ファイル・タイプ，またはバージョン番号の代わりに，ワイルドカード
文字のアスタリスク( * )を使用できます。 EXCHANGE/NETWORKコマンドは，関
連する入力ファイルの対応するフィールドを使用して，出力ファイルをに名前を付け
ます。また，出力ファイル指定でワイルドカード文字のアスタリスク( * )を使用する
と， EXCHANGE/NETWORKで 2つ以上の出力ファイルを作成するよう指定するこ
とができます。次の例を参照してください。

$ EXCHANGE/NETWORK A.A,B.B MYPC::*.C

この EXCHANGE/NETWORKコマンドは，OpenVMS以外のターゲット・ノード
MYPCにファイル A.Cおよび B.Cを作成します。

ワイルドカード文字のアスタリスク( * )とパーセント記号( % )，およびバージョン番号
についての詳細は，次の「説明」を参照してください。

説明

EXCHANGE/NETWORKコマンドには，次の制限事項があります。

• ファイルが転送できるのは，ディスク装置間だけです。転送するファイルをディ
スク装置に永久的に格納しない場合は，このコマンドを実行する前にファイルを
ディスクに移動するか，またはコマンドが終了した後ディスクからファイルを取
り出す必要があります。

• リモート・システムには， 512バイトのブロック・サイズが必要です。ここで 1
バイトは 8ビット長です。

• ファイルを転送するノードは，DECnet Data Access Protocol (DAP)をサポート
していなければなりません。

OpenVMSレコード管理サービス (RMS)を使用すると，オペレーティング・システ
ムはOpenVMS RMSファイルのレコードにアクセスできます。どちらもOpenVMS
ノードである 2つのノード間でOpenVMS RMSファイルを転送するには，他のDCL
コマンド (COPY， APPEND， CONVERTなど)から適切なものを 1つ使用します。
これらのコマンドは， RMSファイル編成を認識して，ファイルの転送時に RMSレ
コード構造を保持するように設計されています。

OpenVMSノードとOpenVMS以外のノード間でファイルを転送するには，
EXCHANGE/NETWORKコマンドを使用します。このコマンドを使用すると，
ファイル編成の違いが原因で転送ができなかったり，予期しない結果になったりする
のを防ぐことができます。 COPYコマンドを使用した場合でも，コピーされたファイ
ルの内容や属性は確実に保持されますが， EXCHANGE/NETWORKコマンドにはそ
れ以上の利点があります。 EXCHANGE/NETWORKコマンドを使用すると，ファイ
ル転送時にレコード属性を明示的に制御でき，数種類のオペレーティング・システム
でファイルを使用可能にすることができます。
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EXCHANGE/NETWORKコマンドは，同じDECnetネットワークに接続された
OpenVMSノードとOpenVMS以外のノード間でファイルを転送します。OpenVMS
以外のシステムがOpenVMSファイル編成をサポートしていない場合でも，
EXCHANGE/NETWORKコマンドを使用すれば，転送時にファイルおよびレコー
ドの各属性を変更したり廃棄したりできます。ただし，ターゲット・システムが
OpenVMSノードである場合は，この節で後述するように，ファイル定義言語 (FDL)
ファイルを使用すれば，出力ファイルのファイル属性およびレコード属性を変更する
ことができます。 EXCHANGE/NETWORKコマンドには，多様な転送を正しく処理
できるように，いくつかの省略時の設定が用意されています。ただし，転送の種類に
よっては，両方のノードのファイル形式またはレコード形式の必要条件を知っている
必要もあります。

OpenVMSのファイル属性およびレコード属性
OpenVMS環境のすべての RMSファイルには，ファイル属性およびレコード属性を
示す，ファイル属性およびレコード属性と呼ばれる情報が含まれています。ファイル
属性には，ファイル編成，ファイルの保護，ファイル割り当て情報などの項目があり
ます。レコード属性には，レコード形式，レコード・サイズ，索引編成ファイルの
キー定義，キャリッジ制御情報などの項目があります。これらの属性が， OpenVMS
RMSファシリティが用いるデータ形式やアクセス方法を定義します。

OpenVMSファイル編成をサポートしないOpenVMS以外のオペレーティング・シ
ステムには，ファイルのファイル属性およびレコード属性を保存する機能がありませ
ん。ファイル属性およびレコード属性を保存または処理できないOpenVMS以外のシ
ステムにOpenVMSファイルを転送すると，これらの情報の大部分が廃棄されてしま
います。これらの属性をファイルから削除すると，OpenVMSシステムで再使用しな
ければならない場合に，そのファイルは元どおりの使い方はできません。

OpenVMSノードへのファイルの転送
OpenVMS以外のシステムからOpenVMSシステムにファイルを転送すると，ファ
イルは通常，省略時の設定のファイル属性およびレコード属性を持つと仮定されま
す。ただし，ファイル定義言語 (FDL)ファイルを使用して，ファイルの属性を指定
することもできます。また， CDAドキュメントを転送する場合には， EXCHANGE
/NETWORKコマンドの後に次のコマンドを入力します。

$ SET FILE/SEMANTICS=[ddif,dtif] ドキュメント名.doc

/FDL修飾子で FDLファイルを指定する場合には， FDLファイルが出力ファイルの
属性を決めます。OpenVMS以外のシステムからOpenVMSシステムにファイルを
転送し，互換性のあるファイル属性およびレコード属性を設定する時，この機能は便
利です。ただし， FDLファイルを使用する場合，必要な属性を決めるのはユーザで
す。

FDLファイルについての詳細は，『OpenVMS Record Management Utilities
Reference Manual』を参照してください。
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OpenVMS以外のノードへのファイルの転送
EXCHANGE/NETWORKコマンドは，OpenVMSファイル編成をサポートしない
OpenVMS以外のシステムへの転送を行う場合に，OpenVMSファイルに対応するフ
ァイル属性およびレコード属性を廃棄します。転送時のファイル属性およびレコード
属性の消失によって，ほとんどのアプリケーションで使用できない出力ファイルが作
成される可能性があります。

転送モードの選択
EXCHANGE/NETWORKコマンドには， AUTOMATIC， BLOCK， RECORD，お
よび CONVERTの， 4つの転送モード・オプションがあります。ほとんどのファイ
ル転送には， AUTOMATICが使用できます。 AUTOMATIC転送モード・オプショ
ンを使用すると，ブロック入出力またはレコード入出力のいずれかを使用して，ファ
イルを転送できます。入出力の選択は，入力ファイルのファイル編成とオペレーティ
ング・システムによります。

BLOCK転送モード・オプションを選択すると， EXCHANGE/NETWORKコマンド
は，ブロック入出力アクセス用に入力ファイルと出力ファイルの両方をオープンしま
す。これによって，入力ファイルは，ブロック単位で出力ファイルに転送されます。
実行可能なイメージを転送する場合には，この転送モードを使用します。また，この
モードは，ファイル内容を正確に保持しなければならない場合に使用すると便利で
す。これは，別のシステムで一時的にファイルを保存する場合や，共同で動作するア
プリケーションがシステムに存在する場合に必要となります。

RECORD転送モード・オプションを選択すると， EXCHANGE/NETWORKコマン
ドは，レコード入出力アクセス用に入力ファイルと出力ファイルの両方をオープンし
ます。これによって，入力ファイルは，逐次アクセスで出力ファイルに転送されま
す。この転送モードは主に，テキスト・ファイルを転送する場合に使用します。

CONVERT転送モード・オプションを選択すると， EXCHANGE/NETWORKコマ
ンドは， RECORDアクセス用に入力ファイルをオープンし， BLOCKアクセス用に
出力ファイルをオープンします。これによって，レコードは入力ファイルから読み込
まれ，ブロックにパックされてから，出力ファイルに書き込まれます。この転送モー
ドは主に，暗黙のキャリッジ制御なしでファイルを転送する場合に使用します。たと
えば，DIGITAL Standard Runoff (DSR)で作成したファイルをDECnet DOSシス
テムに転送するには， CONVERT転送モード・オプションを使用しなければなりま
せん。結果の出力ファイルをOpenVMSノードに返送するには， AUTOMATIC転送
モード・オプションを使用します。

ワイルドカード文字
ファイル指定には，ワイルドカード文字のアスタリスク( * )とパーセント記号( % )を使
用できます。また，その動作内容は，OpenVMSノードに対して他のOpenVMSシ
ステム・コマンドを使用した場合と同じです。

2つ以上の入力ファイルが指定されて，出力ファイル指定にワイルドカード文字のア
スタリスク( * )やパーセント記号( % )が指定されていない場合には，最初の入力ファイ
ルが出力ファイルにコピーされます。後続の各入力ファイルは転送された後，同じフ
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ァイル名でバージョン番号が大きい出力ファイル名になります。複数の入力ファイル
が， 1つの出力ファイルに連結されるわけではありません。また，バージョン番号を
サポートしないフォーリン・システムにファイルを転送する場合には，最後に指定し
た入力ファイルに対応する出力ファイルが 1つだけ作成されます。

複数の出力ファイルを作成するには，複数の入力ファイルを指定します。次のいずれ
かの方法を使用してください。

• 出力ファイル名，ファイル・タイプ，またはバージョン番号の各フィールドでワ
イルドカード文字のアスタリスク( * )を 1つ使用します。

• 出力ファイル指定として，ノード名，装置名，またはディレクトリ名だけを使用
します。

複数の出力ファイルを作成する場合， EXCHANGE/NETWORKコマンドは，対応す
る入力ファイルのフィールドを使用して，出力ファイルを指定します。

複数の入力ファイルと出力ファイルを指定する場合には，/LOG修飾子を使用する
と，意図したとおりにファイルがコピーされていることを確かめることができます。

バージョン番号
ターゲット・ノードのファイル形式でバージョン番号が使用できる場合には，次のガ
イドラインを参照してください。

入力ファイル，および出力ファイルのバージョン番号が指定されていない場合，
EXCHANGE/NETWORKコマンドは，出力ファイルに次のいずれかのバージョン番
号を割り当てます (省略時の設定)。

• 入力ファイルのバージョン番号

• 同じファイル名およびファイル・タイプを持つ既存のファイルの，最高のバージ
ョン番号より 1つ大きいバージョン番号

出力ファイルのバージョン番号をワイルドカード文字のアスタリスク( * )で指定した
場合， EXCHANGE/NETWORKコマンドは，対応する入力ファイルのバージョン番
号を，出力ファイルのバージョン番号として使用します。

出力ファイルのバージョン番号を明示的に指定した場合， EXCHANGE/NETWORK
コマンドは通常，出力ファイル指定にそのバージョン番号を使用します。ただし，同
じかまたはそれ以上のバージョンの出力ファイルが存在している場合には，警告メッ
セージが発行されずにファイルがコピーされて，バージョン番号は，現在ある最高の
バージョン番号より 1つ大きい値に設定されます。

ファイルの保護および作成日/更新日
出力ファイル名の一部が明示的に指定されている場合， EXCHANGE/NETWORK
コマンドは，出力ファイルを新しいファイルとして処理します。出力ノードが
OpenVMSシステムである場合，新しいファイルの作成日は，現在の日時に設定され
ます。ただし，出力ファイル指定が，ワイルドカード文字のアスタリスク( * )とパー
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セント記号( % ) のみで構成されている場合，出力ファイルは新しいファイルとして処
理されないため，出力ファイルの作成日は入力ファイルの作成日と同じになります。

出力ファイルの更新日は常に，現在の日時に設定されます。バックアップの日付はゼ
ロに設定されます。出力ファイルには，新しい満了日が割り当てられます。保持が許
可されている場合は，満了日はファイル・システムによって設定されます。保持が禁
止されている場合，満了日はゼロに設定されます。

ターゲット・ノードがOpenVMSノードである場合には，出力ファイルの保護および
アクセス制御リスト (ACL)は，次のパラメータによって以下の順序で決まります。

1. 出力ファイルの既存バージョンの保護

2. 出力ディレクトリの省略時の設定の保護および ACL

3. プロセスでの省略時の設定のファイルの保護

ACLの概要については，『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイド』を参照して
ください。

OpenVMSシステムでは，出力ファイルの所有者は通常，出力ファイルの作成者と同
じです。ただし，拡張された特権を持つユーザが出力ファイルを作成する場合，その
所有者は親ディレクトリの所有者か，または出力ファイルの前バージョンが存在する
場合にはその所有者になります。

拡張特権には，次のものがあります。

• SYSPRV(システム特権)または BYPASS

• システム利用者識別コード (UIC)

• GRPPRV (グループ特権)。親ディレクトリ (または出力ファイルの前バージョン)
の所有者が，新しい出力ファイルの作成者と同じグループに属する場合。

• 親ディレクトリ (または出力ファイルの前バージョン)の所有者を表す識別子 (リソ
ース属性を持つ)

修飾子

/BACKUP

/BEFOREまたは/SINCE修飾子を適用する時刻属性を指定します。この修飾子を指
定すると，最新のバックアップの日時をもとにファイルを選択します。この修飾子は
他の時刻属性を指定する修飾子，/CREATED，/EXPIRED，および/MODIFIED修飾
子とは同時に指定できません。これら 4つの修飾子のいずれも指定しない場合には，
省略時の設定として/CREATED修飾子が使用されます。
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/BEFORE[=時刻]

指定された時刻以前の時刻属性を持つファイルを選択します。絶対時刻，または絶対
時刻とデルタ時間の組み合わせを指定します。また， BOOT， LOGIN， TODAY (省
略時の設定)， TOMORROW，および YESTERDAYというキーワードも指定できま
す。適用する時刻属性は，/BACKUP，/CREATED (省略時の設定)，/EXPIRED，ま
たは/MODIFIED修飾子のいずれかで指定します。

時刻指定の詳細は，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』，またはオンライン・ヘ
ルプのトピックDateを参照してください。

/BY_OWNER[=uic]

指定した所有者UICと一致する所有者 (UIC)を持つファイルだけを選択します。省
略時のUIC (利用者識別コード)は，現在処理中のプロセスのUICです。

『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイド』の説明に従って，標準形式を使用し
てUICを指定します。

/CONFIRM
/NOCONFIRM (省略時の設定)

各ファイルを転送する前に，ファイルの転送について確認するよう要求するかどうか
を制御します。次の応答が有効です。

YES NO QUIT

TRUE FALSE Ctrl/Z

1 0 ALL

Return

応答には，大文字と小文字の任意の組み合わせが使用できます。一意に認識できれば
単語での応答を 1つまたは複数の文字に短縮しても構いません。たとえば， TRUEの
場合は T， TR，または TRUに短縮できます。肯定の応答は， YES， TRUE，また
は 1です。否定の応答は，NO， FALSE， 0を押して， Returnを押します。QUIT
を入力するか，または Ctrl/Zを押すと，その時点でコマンドの処理を終了することを
意味します。 ALLと応答すると，コマンドは処理を続けますが，プロンプトは再表
示されません。上記のリストにない応答を入力すると，DCLはエラー・メッセージ
を発行してプロンプトを再表示します。

/CREATED (省略時の設定)

/BEFOREまたは/SINCE修飾子を適用する時刻属性を指定します。この修飾子を指
定すると，作成日時をもとにファイルを選択します。この修飾子は他の時刻属性を指
定する修飾子，/BACKUP，/EXPIRED，および/MODIFIED修飾子とは同時に指定
できません。これら 4つの修飾子のいずれも指定しない場合には，省略時の設定とし
て/CREATED修飾子が使用されます。

/EXCLUDE=(ファイル指定[,...])

指定したファイルをファイル転送の操作から除外します。ファイル指定にディレクト
リは指定できますが，装置は指定できません。ファイル指定には，ワイルドカード文
字のアスタリスク( * )とパーセント記号( % )を使用できます。ただし，特定のバージョ
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ンを除外する場合には，相対的なバージョン番号は使用できません。 1ファイルだけ
を指定する場合は，括弧を省略できます。

/EXPIRED

/BEFOREまたは/SINCE修飾子を適用する時刻属性を指定します。この修飾子
を指定すると，満了日時をもとにファイルを選択します (満了日は， SET FILE
/EXPIRATION_DATEコマンドで設定します)。この修飾子は他の時刻属性を指定す
る修飾子，/BACKUP，/CREATED，および/MODIFIED修飾子とは同時に指定で
きません。これら 4つの修飾子のいずれも指定しない場合には，省略時の設定とし
て/CREATED修飾子が使用されます。

/FDL=FDLファイル指定
ファイル定義言語 (FDL)ファイルの記述を用いて，出力ファイルの属性を指定し
ます。出力ファイルに特別な属性を必要とする場合には，この修飾子を使用しま
す。 FDLファイルについての詳細は，『OpenVMS Record Management Utilities
Reference Manual』を参照してください。

/FDL修飾子を使用すると，転送モードを暗黙のうちにブロック単位にします。ただ
し，/TRANSFER_MODE修飾子で指定した転送モードが優先します。

/LOG
/NOLOG (省略時の設定)

EXCHANGE/NETWORKコマンドが，コピーされる各ファイルのファイル指定を表
示するかどうかを制御します。

/LOG修飾子を使用すると， EXCHANGE/NETWORKコマンドは各コピー操作につ
いて次の項目を表示します。

• 入力ファイルと出力ファイルのファイル指定

• コピーされるブロック数またはレコード数 (ファイルがブロック単位または逐次ア
クセスのいずれでコピーされるかにより異なる)

/MODIFIED

/BEFOREまたは/SINCE修飾子を適用する時刻属性を指定します。この修飾子を指
定すると，最新の変更日時をもとにファイルを選択します。この修飾子は他の時刻属
性を指定する修飾子，/BACKUP，/CREATED，および/EXPIRED修飾子とは同時に
指定できません。これら 4つの修飾子のいずれも指定しない場合には，省略時の設定
として/CREATED修飾子が使用されます。

/SINCE[=時刻]

指定された時刻以降の時刻属性を持つファイルを選択します。絶対時刻，または絶
対時刻とデルタ時間の組み合わせを指定します。また， BOOT， JOB_LOGIN，
LOGIN， TODAY (省略時の設定)， TOMORROW，および YESTERDAYというキ
ーワードも指定できます。適用する時刻属性は，/BACKUP，/CREATED (省略時の
設定)，/EXPIRED，または/MODIFIED修飾子のいずれかで指定します。
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時刻指定の詳細は，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』，またはオンライン・ヘ
ルプのトピックDateを参照してください。

/STYLE=キーワード
表示するファイル名の書式を指定します。

この修飾子のキーワードは CONDENSEDおよび EXPANDEDです。意味は次の表
のとおりです。

キーワード 説明

CONDENSED
(省略時の設定)

ファイル名を 255文字長の文字列に適合するように表示します。この
ファイル名の場合，ファイル指定に DIDあるいは FID短縮形を含むこ
とが可能です。

EXPANDED ファイル名をディスクに格納されているとおりに表示します。このフ
ァイル名の場合，ファイル指定に DIDあるいは FID短縮形は含みませ
ん。

キーワード CONDENSEDと EXPANDEDを同時に指定することはできません。こ
の修飾子は，確認が要求された場合に，出力メッセージに表示されるファイル名の書
式を指定します。

EXPANDEDキーワードが指定されていない場合，ファイル・エラーは
CONDENSEDファイル指定で表示されます。

詳細は『OpenVMSシステム管理者マニュアル (上巻)』を参照してください。

/SYMLINK=キーワード
この修飾子に対して有効なキーワードは，[NO]WILDCARDおよび[NO]ELLIPSIS
です。これらのキーワードの説明は以下のとおりです。

キーワード 説明

WILDCARD ディレクトリのワイルドカード検索時にシンボリック・リンクが有効に
なることを指定します。

NOWILDCARD ディレクトリのワイルドカード検索時にシンボリック・リンクが無効に
なることを指定します。

ELLIPSIS WILDCARDと同じ。

NNOELLIPSIS 反復記号を除き，ワイルドカード・フィールドでシンボリック・リンク
が一致することを指定します。

EXCHANG/NETWORKコマンドで指定したファイルがシンボリック・リンクの場
合，そのシンボリック・リンクのターゲットに対してコマンドが実行されます。

/TRANSFER_MODE=オプション
転送に使用する入出力方式を指定します。この修飾子は，すべてのファイル形式で使
用できます。次のオプションのいずれかを指定できます。
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オプション 機能

AUTOMATIC EXCHANGE/NETWORKコマンドが，適切な転送
モードを選択します。これが省略時の設定の転送モ
ードです。

BLOCK ブロック入出力用に入力ファイルと出力ファイルの
両方をオープンし，ファイルをブロック単位で転送
します。

CONVERT[=オプション[,...]] 入力ファイルからレコードを読み込み，ブロックに
パックして，ブロック・モードで出力ファイルに書
き込みます。次の表にリストしたオプションによっ
て，転送時にどのような付加情報が挿入されるかが
決まります。

RECORD レコード入出力用に入力ファイルと出力ファイルを
オープンして，ファイルを逐次アクセスで転送しま
す。ターゲット・システムは，レコード操作をサポ
ートしていなければなりません。また，入力ファイ
ルは，レコード入出力アクセスでオープンしなけれ
ばなりません。

CONVERT転送モードでは，次の 4つのオプションを使用して，レコードへの特別な
文字の挿入を制御できます。

オプション 機能

CARRIAGE_CONTROL 入力ファイルのキャリッジ制御情報が解釈され，実
際の文字に展開されて各レコードに書き込まれま
す。

COUNTED 各レコードのバイト長がレコードの先頭に書き込
まれます。この長さには，各レコードの FIXED_
CONTROL， CARRIAGE_CONTROL，および
RECORD_SEPARATORの情報のすべてが含まれま
す。

FIXED_CONTROL 固定長制御部レコード (VFC)情報を持つすべての可
変長が，データの一部として出力ファイルに書き込
まれます。 COUNTEDオプションが指定されてい
る場合には，この情報の前にレコード長情報が書き
込まれます。

RECORD_SEPARATOR= 区切り文字 各レコードに 1バイトまたは 2バイトのレコード区
切り文字が挿入されます。レコード区切り文字は，
レコード内の最後の文字です。区切り文字には，次
の 3つのいずれかを指定できます。

• CR:キャリッジ・リターンだけを指定します。

• LF:行送りだけを指定します。

• CRLF:キャリッジ・リターンと行送りを指定し
ます。

例

1.
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$ EXCHANGE/NETWORK VMS_FILE.DAT KUDOS::FOREIGN_SYS.DAT

この例で EXCHANGE/NETWORKコマンドは，現在の省略時の設定の装置お
よびディレクトリにある VMS_FILE.DATファイルを，OpenVMS以外のノー
ドKUDOS上の FOREIGN_SYS.DATファイルに転送します。/TRANSFER_
MODE修飾子が明示的に指定されなかったため， EXCHANGE/NETWORKコマ
ンドは自動的に，転送モードをブロック入出力またはレコード入出力のいずれか
に決めます。

2. $EXCHANGE/NETWORK/TRANSFER_MODE=BLOCK-
_$:KUDOS:FOREIGN_SYS.DAT VMS_FILE.DAT

この例で EXCHANGE/NETWORKコマンドは，OpenVMS以外のノード
KUDOSにある FOREIGN_SYS.DATファイルを，現在の省略時の設定の装置お
よびディレクトリにある VMS_FILE.DATファイルに転送します。転送モードと
して，ブロック入出力を指定します。

3. $ EXCHANGE/NETWORK/FDL=VMS_FILE_DEFINITION.FDL-
_$:KUDOS:REMOTE_FILE.TXT VMS_FILE.DAT

この例で EXCHANGE/NETWORKコマンドは，ノードKUDOSの REMOTE_
FILE.TXTファイルを VMS_FILE.DATファイルに転送します。出力ファイル
VMS_FILE.DATのファイル属性は，ファイル定義言語 (FDL)ソース・ファイ
ルの VMS_FILE_DEFINITION.FDLから取得されます。/FDL修飾子が指定さ
れ/TRANSFER_MODE修飾子が省略されているので，転送モードには，省略時
の設定であるブロック入出力を使用します。

FDLファイルの作成についての詳細は，『OpenVMS Record Management
Utilities Reference Manual』を参照してください。

4. $ EXCHANGE/NETWORK -
_$ /TRANSFER_MODE=CONVERT=(CARRIAGE_CONTROL,COUNTED, -
_$ RECORD_SEPARATOR=CRLF,FIXED_CONTROL) -
_$ PRINT_FILE.TXT KUDOS::*

この例で EXCHANGE/NETWORKコマンドは，現在の省略時の設定の装置およ
びディレクトリにある PRINT_FILE.TXTファイルを，OpenVMS以外のノード
KUDOSの PRINT_FILE.TXTファイルに転送します。/TRANSFER_MODE修
飾子に CONVERTオプションが指定されているため，入力ファイルは逐次アクセ
スで読み込まれ，その後の CONVERTオプションで指定されたように変更され
て，ブロック単位で出力ファイルに書き込まれます。出力ブロックとして，収容
できるだけの数のレコードがパックされます。

CONVERTオプション CARRIAGE_CONTROLが指定されているので，キャリ
ッジ制御情報は ASCII文字へ変換されます。また，接頭辞制御と接尾辞制御の使
用状況に応じて，キャリッジ制御情報をレコードの前に挿入するか，レコードの
後に追加するかを指定します。

CONVERTオプション FIXED_CONTROLは，任意の固定長制御部情報を，
ASCII文字に変換してレコードの先頭に挿入するように指定します。
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CONVERTオプション RECORD_SEPARATOR=CRLFは，指定した 2文字のキ
ャリッジ・リターンおよび行送りをレコードの終端に追加します。

CONVERTオプション COUNTEDは，レコードの全体の長さ (前の CONVERT
オプションのすべての実行結果が追加された後の長さ)をカウントしたり，結果を
レコードの先頭の 2バイトに挿入したりすることを指定します。
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EXIT

コマンド・プロシージャ，またはサブルーチンの処理を終了し，呼び出したコマン
ド・レベル (コマンド・プロシージャまたは会話型DCL )に制御を戻します。また，
ユーザが Ctrl/Yを入力した後，イメージを正常終了させます。

フォーマット

EXIT [状態コード]

パラメータ

状態コード
すでに用意されているグローバル・シンボル$STATUSに与える数値を定義します。
状態コードには整数，または整数値が求められる式を指定できます。この値は，外側
のコマンド・レベルからテストできます。ロングワード整数値の下位 3ビットは，予
約されているグローバル・シンボル$SEVERITYの値を変更します。

状態コードを指定する場合，DCLはコンディション・コードとして解釈します。値
が偶数の場合には，警告メッセージ，エラー・メッセージおよび重大なエラー・メッ
セージが作成されます。値が奇数の場合には，正常終了メッセージまたは情報メッセ
ージが作成されます。

状態コードを指定しない場合には，$STATUSの現在の値が保存されます。制御が外
側のコマンド・レベルに渡される場合には，$STATUSには最後に実行されたコマン
ドまたはプログラムの状態が設定されます。

説明

EXITおよび STOPコマンドは，ともにプロシージャの実行を終了させる方法を提供
します。 EXITコマンドは，現在のコマンド・プロシージャの実行を終了させ，呼び
出し側のコマンド・レベルに制御を戻します。 EXITコマンドをコマンド・レベル 0
で非会話型プロセス (バッチ・ジョブなど)から入力すると，プロセスは終了します。

STOPコマンドは，現在のコマンド・レベルにかかわらず，制御をコマンド・レベル
0に戻します。 STOPコマンドをコマンド・プロシージャまたは非会話型プロセス
(バッチ・ジョブなど)から実行すると，プロセスは終了します。
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DCLコマンド，ユーザ・プログラム，またはコマンド・プロシージャが終了する場合
と，コマンド・インタプリタは条件コード値をグローバル・シンボル$STATUSに保
存します。 EXITコマンドで明示的に$STATUSの値を設定しないと，コマンド・イ
ンタプリタは$STATUSの現在の値を使用してエラー状態を決定します。

$STATUSに含まれる状態値の下位 3ビットが，条件の重大度を表します。予約され
ているグローバル・シンボル$SEVERITYには，条件コードのこの部分が入ります。
重大度の値の範囲は，次のように0～ 4です。

値 重大度

0 警告

1 正常終了

2 エラー

3 情報

4 重大な (致命的な)エラー

正常終了および情報のコードは奇数の値，警告およびエラーのコードは偶数の値であ
ることに注意してください。

コマンド・プロシージャが終了し，制御が別のレベルに戻る場合には，コマンド・イ
ンタプリタが$STATUSの現在の値をテストします。$STATUSの値が偶数で，その
高位ビットが 0の場合は，コマンド・インタプリタは， (存在する場合は)その状態コ
ードに対応するシステム・メッセージを表示します。メッセージが存在しない場合
は，NOMSGメッセージが表示されます。高位ビットが 1の場合，メッセージは表
示されません。

DCLコマンドですでに表示された警告またはエラー状態の後でコマンド・プロシージ
ャが終了すると，コマンド・インタプリタは，$STATUSの高位ビットを 1にセット
します。残りのビットは変更されません。これによって，エラーの原因になったコマ
ンドも，コマンド・プロシージャも，エラー・メッセージを表示しなくなります。

Ctrl/Yでイメージを中断してから EXITコマンドを使用すると，現在実行中のイメー
ジが正常終了します。イメージに終了処理ルーチンが宣言されていた場合，終了処理
ルーチンに制御が移ります。これに対し， STOPコマンドは，終了処理ルーチンを実
行しません。このため，通常は STOPコマンドではなく EXITコマンドを使用してく
ださい。

例

1. $ EXIT 1

$STATUSと$SERVERITYに 1を設定して， 1つ外側のプロシージャ・レベルに
抜けます。
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2. $ ON WARNING THEN EXIT
$ FORTRAN ’P1’
$ LINK ’P1’
$ RUN ’P1’

EXITコマンドは，ONコマンドの条件成立時のコマンドとして使用されていま
す。このステートメントは，警告またはエラーがプロシージャ内のコマンドから
出されたときに，コマンド・プロシージャが必ず終了するようにします。

プロシージャは終了する前に，終了する原因となったコマンドまたはプログラム
の状態コードを設定します。

3. $ START:
$ IF (P1 .EQS. "TAPE") .OR. (P1 .EQS. "DISK") THEN GOTO ’P1’
$ INQUIRE P1 "Enter device (TAPE or DISK)"
$ GOTO START
$ TAPE: ! Process tape files

.

.

.
$ EXIT
$ DISK: ! Process disk files

.

.

.
$ EXIT

この例では，コマンド・プロシージャ内で，異なったコマンド・パスを終了させ
る方法を示しています。このコマンド・プロシージャの実行時には，パラメータ
に TAPEまたはDISKを指定します。 IFコマンドは論理ORを使用して，これら
の文字列が入力されたかテストします。結果が真であればGO TOコマンドは対応
するラベルに分岐します。 P1が TAPEでもDISKでもない場合は，正しいパラ
メータを入力するよう INQUIREコマンドが要求します。

ラベル TAPEおよびDISKに続くコマンドは，パスが異なっています。ラベル
DISKの前の EXITコマンドは，プロシージャが明示的にDISKに分岐した時の
み，ラベルDISK以降のコマンドが実行されることを保証しています。

プロシージャの終わりでは，自動適に EXITコマンドが実行されるので，最後の
EXITコマンドは必要ありません。しかし，このように明示的に使用することをお
すすめします。

4. $ IF P1. EQS. "" THEN -
INQUIRE P1 "Enter filespec (null to exit)"

$ IF P1 .EQS. "" THEN EXIT
$ PRINT ’P1’/AFTER=20:00/COPIES=50/FORMS=6

このコマンド・プロシージャは，パラメータがそのプロシージャに渡されたかど
うかをテストします。パラメータが渡されていない場合には，プロシージャは必
要なパラメータを要求するプロンプトを表示します。そのあと，パラメータ P1を
再びテストします。データを含まない行を指定するために，キャリッジ・リター
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ンを入力し，パラメータとして空文字列が与えられた場合には，プロシージャは
終了します。それ以外の場合には，入力パラメータとして P1の現在の値を使用し
て， PRINTコマンドを実行します。

5. $ IF P1 .EQS. "" THEN INQUIRE P1 "Code"
$ CODE = %X’P1’
$ EXIT CODE

この例は，システム・ステータス・コードからシステム・メッセージを得る 1つ
の方法を示しています。パラメータが 1つ必要で，入力しないと入力するよう要
求します。基数演算子%Xを付けてシンボル CODEに代入しています。そして，
EXITコマンドを実行します。たとえば次のように使用します。

$ @E 1C
%SYSTEM-F-EXQUOTA, exceeded quota

プロシージャ終了時には，$STATUSには%X1Cが代入され，この値は
EXQUOTAメッセージに評価されます。または，レキシカル関数 F$MESSAGE
を使用しても同様のことができます。

6. $ RUN MYPROG
Ctrl/Y

$ EXIT

この RUNコマンドは，MYPROG.EXEというイメージの実行を開始します。そ
のあと， CTRL/Yを使用して実行に割り込みがかけられています。 EXITコマン
ドはMYPROG.EXEを終了する前に，イメージによって宣言された終了ハンド
ラ・ルーチンを呼び出します。
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FONT

Alphaシステムで， ASCIIビットマップ分散フォーマット (BDF)をバイナリ・ポー
タブル・コンパイル・フォーマット (PCF)に変換します。DECwindowsサーバは，
PCFまたは SNFファイルを使用してフォントを表示します。 BDFファイルをバイ
ナリ・フォームに変換する際に，フォント・コンパイラは，フォントとコンパイル・
プロセスに関する統計情報を提供します。

フォント・コンパイラについての詳細は，OpenVMS DECwindowsのプログラミン
グに関するマニュアルまたはオンライン・ヘルプを参照してください。

フォーマット

FONT ファイル指定
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GOSUB

コマンド・プロシージャ・レベルを変更せずに，制御をコマンド・プロシージャ内の
ラベルが付けられたサブルーチンに渡します。

フォーマット

GOSUB ラベル

パラメータ

ラベル
コマンド行の最初の項目として， 1文字から 255文字までの英数字のラベルを指定し
ます。ラベルの中にブランクを含むことはできません。GOSUBコマンドの実行後，
制御は指定されたラベルのあとのコマンドに渡されます。

ラベルは，現在のコマンド・プロシージャの中で，GOSUBステートメントの前でも
あとでもかまいません。コマンド・プロシージャ内でラベルを使用する場合には，最
後にコロンを指定しなければなりません。ラベルが重複している場合，最も最近読ま
れたラベルへ飛びます。

説明

ラベルで指定されたサブルーチンへ制御を移すには，コマンド・プロシージャで
GOSUBコマンドを使用します。コマンド・ストリームをランダム・アクセス装置
(つまりディスク装置)から読み取っていないと，GOSUBコマンドは動作しません。

RETURNコマンドは，GOSUBサブルーチン・プロシージャを終了させ，GOSUB
文の呼び出しの次のコマンドへ制御を移します。 RETURNコマンドは，省略可能な
状態値を受け付けます。

GOSUBコマンドでは，新しいプロシージャ・レベルは生成されません。したがっ
て，これを‘‘ローカルの’’サブルーチン呼び出しと呼びます。現在のコマンド・プロシ
ージャ・レベルで定義されたラベルとローカル・シンボルは，GOSUBコマンドで呼
び出されたサブルーチンで使用できます。GOSUBコマンドは，プロシージャ・レベ
ル当り，最高 16レベルまでネストできます。

コマンド・インタプリタは，ラベルを検出すると，ラベル・テーブルにラベルを入れ
ます。このテーブルは，ローカル・シンボル・テーブルで使用できる領域から割り当
てられます。コマンド・インタプリタがすでにテーブルに存在しているラベルを検出
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すると，既存の定義が新しい定義で置き換えられます。したがって，重複ラベルを使
用すると，制御は常にDCLが最後に読み取ったラベルに移ります。次の規則が適用
されます。

• GOSUBコマンドの前と後に重複ラベルがある場合，制御はコマンドの前にある
ラベルに移ります。

• すべての重複ラベルがGOSUBコマンドより前にある場合，制御は，最新のラベ
ル，つまりGOSUBコマンドに最も近いラベルに移ります。

• すべての重複ラベルがGOSUBコマンドより後にある場合，制御は，GOSUBコ
マンドに最も近いラベルに移ります。

現在のコマンド・プロシージャにラベルが存在しない場合，プロシージャは続行でき
ないため，強制終了します。

ラベルに使用できる領域のサイズには，制限があることに注意してください。コマン
ド・プロシージャが多くのシンボルを使用し，多くのラベルがある場合，コマンド・
インタプリタのテーブル領域が不足し，エラー・メッセージが出ることがあります。

例

1. $!
$! GOSUB.COM
$!
$ SHOW TIME
$ GOSUB TEST1
$ WRITE SYS$OUTPUT "success completion"
$ EXIT
$!
$! TEST1 GOSUB definition
$!
$ TEST1:
$ WRITE SYS$OUTPUT "This is GOSUB level 1."
$ GOSUB TEST2
$ RETURN %X1
$!
$! TEST2 GOSUB definition
$!
$ TEST2:
$ WRITE SYS$OUTPUT "This is GOSUB level 2."
$ GOSUB TEST3
$ RETURN
$!
$! TEST3 GOSUB definition
$!
$ TEST3:
$ WRITE SYS$OUTPUT "This is GOSUB level 3."
$ RETURN
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このコマンド・プロシージャは，ラベルを付けられたサブルーチンへ制御を移す
ためのGOSUBコマンドの使い方を示します。GOSUBコマンドは TEST1にラ
ベルを付けたサブルーチンに制御を移動します。プロシージャは，サブルーチン
TEST1でコマンドを実行し，サブルーチン TEST2へ分岐します。その後，プロ
シージャは，サブルーチン TEST2でコマンドを実行し，サブルーチン TEST3
へ分岐します。それぞれのサブルーチンは RETURNコマンドによって終了しま
す。 TEST3が実行された後， RETURNコマンドはそれぞれの呼出しGOSUBス
テートメントに後続するコマンドラインへ制御を返します。この時点で，プロシ
ージャはうまく実行されています。
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GOTO

制御をコマンド・プロシージャ内のラベルが付けられたステートメントに渡します。

フォーマット

GOTO ラベル

パラメータ

ラベル
コマンド行の最初の項目として， 1文字から 255文字までの英数字のラベルを指定し
ます。ラベルの中にブランクを含むことはできません。GOTOコマンドの実行後，
制御は指定されたラベルのあとのコマンドに渡されます。

ラベルは，現在のコマンド・プロシージャの中で，GOTOステートメントの前でも
あとでもかまいません。コマンド・プロシージャ内でラベルを使用する場合には，最
後にコロンを指定しなければなりません。ラベルが重複している場合，最も最近読ま
れたラベルへ飛びます。

説明

プロシージャ内の次の行ではない行に制御を移すには，コマンド・プロシージャで
GOTOコマンドを使用します。ラベルは，現在のコマンド・プロシージャのGOTO
文の前でも後でも使用できます。コマンド・ストリームがランダム・アクセス装置
(つまりディスク装置)から読み取られていない場合，GOTOコマンドは動作しませ
ん。

GOTOコマンドのターゲット・ラベルが別の IF-THEN-ELSE構造内にある場合は，
エラー・メッセージ (DCL-W-USGOTO)が返されます。

コマンド・インタプリタは，ラベルを検出すると，ラベル・テーブルにラベルを入れ
ます。このテーブルは，ローカル・シンボル・テーブルで使用できる領域から割り当
てられます。コマンド・インタプリタがすでにテーブルに存在しているラベルを検出
すると，既存の定義が新しい定義で置き換えられます。したがって，重複ラベルを使
用すると，制御は常にDCLが最後に読み取ったラベルに移ります。次の規則が適用
されます。

• GOTOコマンドの前と後に重複ラベルがある場合，制御はコマンドの前にあるラ
ベルに移ります。
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• すべての重複ラベルがGOTOコマンドより前にある場合，制御は，最新のラベ
ル，つまりGOTOコマンドに最も近いラベルに移ります。

• すべての重複ラベルがGOTOコマンドより後にある場合，制御は，GOTOコマ
ンドに最も近いラベルに移ります。

現在のコマンド・プロシージャにラベルが存在しない場合，プロシージャは続行でき
ないので，強制終了します。

ラベルに使用できる領域のサイズには，制限があることに注意してください。コマン
ド・プロシージャが多くのシンボルを使用し，多くのラベルがある場合，コマンド・
インタプリタのテーブル領域が不足し，エラー・メッセージが出ることがあります。

例

1. $ IF P1 .EQS. "HELP" THEN GOTO TELL
$ IF P1 .EQS. "" THEN GOTO TELL

.

.

.
$ EXIT
$ TELL:
$ TYPE SYS$INPUT
To use this procedure, you must enter a value for P1.

.

.

.
$ EXIT

この例では， IFコマンドはプロシージャに渡された最初のパラメータを調べま
す。このパラメータがHELPという文字列の場合，あるいはパラメータが指定さ
れていない場合には，GOTOコマンドが実行され，制御は TELLというラベルの
行に移ります。それ以外の場合には，プロシージャは EXITコマンドが検出され
るまで実行を継続します。 TELLというラベルでは， TYPEコマンドがプロシー
ジャの使用方法を示す入力ストリームのデータを表示します。

2. $ ON ERROR THEN GOTO CHECK
.
.
.

$ EXIT
$ CHECK: ! Error handling routine

.

.

.
$ END:
$ EXIT

ONコマンドは，エラー処理ルーチンを設定します。そのあと，コマンド・プロシ
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ージャ内で実行されるコマンドあるいはプロシージャが，エラーまたは重大なエ
ラーを報告した場合には，GOTOコマンドは，制御を CHECKというラベルに移
します。
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HELP

HELPコマンドを実行すると，HELP機能が起動します。HELP機能は，コマンド
の形式や説明，パラメータ，修飾子，およびシステム・メッセージを含め，システム
の使用に関する情報を表示します。 Topic?というプロンプトに対して，次の指示がで
きます。

• 知りたいコマンドまたはトピックの名前をタイプします。

• HELPの使用方法についてより詳細な情報が欲しいときは， INSTRUCTIONS と
タイプします。

• 知りたいコマンドまたたトピックの名前がはっきり分からない場合は，HINTS
とタイプします。

• HELP/MESSAGEユーティリティについての知りたい場合は，HELP
/MESSAGEとタイプします。

• 一番最後に要求したテキストをもう一度見たい場合は，疑問符 (?)をタイプしま
す。

• HELP機能を終了させたい場合は， Returnを 1回または数回押してください。

すべてのトピック名は短縮することができます。一意にトピックを選択できない場合
は，あてはまるすべてのトピックが表示されます。

フォーマット

HELP [トピック[サブトピック...]]

パラメータ

トピック[サブトピック...]

ヘルプ・ライブラリの情報が必要なトピック，またはトピックとサブトピックを指定
します。

説明

ヘルプ・ライブラリ内の情報は，階層構造になっています。階層構造の各レベルは，
次のとおりです。
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1. なし—キーワードを指定しない場合には，HELPコマンドの説明，ルート・ライ
ブラリに含まれているトピックのリストが表示されます。リストに含まれる各項
目は，階層構造の第 1レベルのキーワードです。

2. トピック名—キーワードとしてトピック名を指定した場合は，ルート・ライブラ
リ，または他の使用可能な省略時のライブラリに含まれているトピックの説明が
表示されます。また，このトピックに関する追加情報を要求するためのキーワー
ドも表示されます。

3. トピック名とサブトピック—トピックのあとにサブトピックを指定した場合は，
指定したサブトピックの説明が表示されます。

4. 上記のいずれかの後の@ファイル指定—現在のルート・ライブラリと置き換え
るためにHELPライブラリを指定した場合は，指定されたトピックまたはサブ
トピックの説明を，指定されたライブラリから検索します。ファイル指定の形式
は，/LIBRARY修飾子に指定されるファイル指定と同じ形式です。しかし，指定
されたライブラリが使用可能な省略時のユーザ定義ライブラリである場合には，
ファイル指定は，省略時のライブラリの論理名変換の中で，それぞれ一意に識別
できる文字列まで省略できます。

OpenVMS上で最も簡単な形式でHELP機能を使用する方法は，ターミナルから
HELPコマンドを入力することです。HELPコマンドを入力すると，HELP機能は
ユーザのターミナルにトピックの一覧と Topic?というプロンプトを表示します。あ
るトピックに関する情報を表示したい場合は， Topic?プロンプトに対してトピック名
を入力します。システムは，そのトピックに関する情報を表示します。

トピックにサブトピックがある場合は，サブトピックの一覧と Subtopic?というプ
ロンプトが表示されます。あるサブトピックに関する情報を表示したい場合は，
Subtopic?プロンプトに対してサブトピック名を入力します。他のトピックの情報を
見たい場合は， Returnを押します。 Topic?プロンプトが表示されている時は，他の
トピックの情報を表示させることができます。HELP機能を終了しDCLレベルに戻
るには， Returnを押します。

キーワードの代わりにアスタリスク( * )を使用すると，HELPコマンドはアスタリス
クを指定したレベルで使用可能な，すべての情報を表示します。たとえば，HELP
COPY *と入力すると， COPY以下のすべてのサブトピックを表示します。

主キーワードのすぐ後に反復記号( ... )を使用すると，指定したトピックとそのトピッ
クのすべてのサブトピックに関する，すべての情報が表示されます。たとえばHELP
COPY...と指定すると， COPYというトピックに関する情報と， COPYの下のすべ
てのサブトピックに関する情報が表示されます。

アスタリスク (*)とパーセント記号 (%)ワイルドカード文字を，キーワードに指定す
ることはできません。
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修飾子

/EXACT

正確に一致する文字列を検索する場合，/PAGE=SAVEおよび/SEARCH修飾子とと
もに使用します。この時，検索文字列は引用符( ‘‘ ’’ )で囲まなければなりません。

/SEARCH修飾子を指定せずに/EXACT修飾子を指定した場合は， Findキー (E1)を
押して検索文字列を設定すると正確に一致する文字列を検索できます。

/HIGHLIGHT[=キーワード]

/PAGE=SAVEおよび/SEARCH修飾子とともに使用して，検索文字列が見つかった
時に強調表示する方法を指定します。文字列が見つかると，その行全体が強調表示さ
れます。キーワードには， BOLD， BLINK， REVERSE，UNDERLINEがあり，
省略時の設定は BOLDです。

/INSTRUCTIONS (省略時の設定)
/NOINSTRUCTIONS

(トピックが指定されていない場合)トピックの一覧とともに，HELPコマンドの説明
を表示します。省略時の設定では，HELP機能の説明と形式，およびトピックの一覧
が表示されます。/NOINSTRUCTIONS修飾子を指定すると，トピックの一覧だけが
表示されます。

/LIBLIST (省略時の設定)
/NOLIBLIST

使用できるすべてのヘルプ・ライブラリを表示します。

/LIBRARY=ファイル指定
/NOLIBRARY

省略時の設定のライブラリ SYS$HELP:HELPLIB.HLBの代わりに，代替のヘルプ・
ライブラリを使用することを指定します。ここで指定したヘルプ・ライブラリはメイ
ン (ルート)・ヘルプ・ライブラリとして使用され，省略時のユーザ定義のヘルプ・ラ
イブラリを検索する前に，このライブラリからHELP情報を検索します。

装置とディレクトリの指定を省略すると，省略時の値として SYS$HELPが使用され
ます。 SYS$HELPは，システム・ヘルプ・ライブラリの位置を示す論理名です。省
略時のファイル・タイプは.HLBです。

省略時のヘルプ・ライブラリを検索しないようにするには，/NOLIBRARY修飾子を
指定します。

/MESSAGE

システム・メッセージの説明を表示します。詳細は，HELP/MESSAGEコマンドの
説明を参照してください。
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/OUTPUT[=ファイル指定]
/NOOUTPUT

コマンドの出力を送る場所を制御します。省略時の設定では，出力は SYS$OUTPUT
に送られます。 SYS$OUTPUTは，現在のプロセスの省略時の設定の出力ストリーム
または装置です。

/OUTPUT修飾子で部分ファイル指定を行う (たとえば/OUTPUT=[JONES])と，省
略時のファイル名はHELP，省略時のファイル・タイプは.LISになります。アスタリ
スク( * )およびパーセント記号( % )ワイルドカード文字を使用することはできません。

/NOOUTPUT修飾子を指定すると，どこにも出力されません。

/PAGE[=キーワード]
/NOPAGE (省略時の設定)

コマンド出力の画面表示の方法を制御します。

/PAGE修飾子では次のキーワードを指定することができます。

CLEAR_SCREEN 各ページを表示する前に画面をクリアします。

SCROLL 一行ずつ情報を表示します。

SAVE[=n] 情報の表示を制御することができます。nは履歴を保持するページ
数です。

/PAGE=SAVE修飾子を指定すると，最大 5画面 (最大 255カラムまで)分の履歴を保
存できます。/PAGE=SAVE修飾子を使用すると，次のキーを使用して画面を移動す
ることができます。

キー 説明

Up arrow key, Ctrl/B 1行ずつスクロールアップ

Down arrow key 1行ずつスクロールダウン

Left arrow key 1カラム左シフト

Right arrow key 1カラム右シフト

Find (E1) 文字列検索を起動

Insert Here (E2) 半画面右シフト

Remove (E3) 半画面左シフト

Select (E4) 80/132カラム切り替え

Prev Screen (E5) 前ページに移動

Next Screen (E6),
Return, Enter, Space

次ページに移動

F10, Ctrl/Z 終了 (ユーティリティにより異なる場合があります)

Help (F15) ユーティリティ・ヘルプ・テキストを表示

Do (F16) 最新 (現在)画面と (履歴内で)最古画面の入れ替え

Ctrl/W 再表示

/PAGE修飾子と/OUTPUT修飾子を同時に指定することはできません。
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/PROMPT (省略時の設定)
/NOPROMPT

最初のHELP要求が処理された後，HELPが会話型モードのセッションを開始する
かどうかを制御します。/NOPROMPT修飾子を指定すると，要求した情報が表示さ
れた後，DCLコマンド・レベルに戻ります。

/PROMPT修飾子が有効な場合は，特定のヘルプ・トピックまたはサブトピックを指
定するよう要求する，プロンプト (4つのプロンプトのうちいずれか 1つ)が表示され
ます。ヘルプ情報の階層構造のレベルにより，異なるプロンプトが表示されます。次
のその 4つのプロンプトを示します。

1. Topic? —ルート・ライブラリはメイン・ライブラリであり，現在，特定のトピッ
クに関する情報を表示するためにHELPを調べていないことを示します。

2. [ライブラリ指定] Topic? —ルート・ライブラリは，メイン・ライブラリ以外のラ
イブラリです。現在，特定のトピックに関する情報を表示するためにHELPを調
べていないことを示します。

3. [キーワード] Subtopic? —ルート・ライブラリがメイン・ライブラリであり，
現在，特定のトピック (または)サブトピックに関する情報を表示するために，
HELPを調べていることを示します。

4. 上記の 2と 3の組み合わせ。

これらのプロンプトのいずれか 1つが表示されたら，次の表のいずれか 1つの応答を
入力します。

応答
現在のプロ
ンプト 動作

キーワード[...] 1,2 使用可能なすべてのライブラリから，指定したキーワー
ドを検索する。

3,4 現在のトピックおよびサブトピックの両方，またはどち
らかに関する追加のヘルプ・ライブラリから，指定した
キーワードを検索する。

@ファイル指定
キーワード[...]

1,2 上記と同じ。ただし@ファイル指定で指定したライブラ
リが，ルート・ライブラリである点が異なる。指定した
ライブラリが存在しない場合は， HELPは@ファイル指
定を普通のキーワードとして扱う。

ルート・ライブラリで使用できるトピックの一覧を表示
する。

3,4 上記と同じ。@ファイル指定を普通のキーワードとして
扱う。

ヘルプが存在する現在のトピック (またはサブトピック)
のサブトピックのリストを表示する。

Return 1 HELPを終了する。

2 ルート・ライブラリをメイン・ライブラリに変更する。

3,4 1つ上のレベルで，トピックまたはサブトピックを要求
するプロンプトを表示する。

Ctrl/Z 1,2,3,4 HELPを終了する。
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/SEARCH="文字列 "

/PAGE=SAVE修飾子とともに使用し，表示される情報内で検索したい文字列を指定
します。文字列中にスペース文字を入れたい場合は，検索文字列を二重引用符で囲ま
なければなりません。

情報が表示されている時に， Findキー (E1)を押して検索文字列を動的に変更するこ
とができます。この場合，二重引用符は必要ありません。

/USERLIBRARY=(レベル[,...])
/NOUSERLIBRARY

使用可能なライブラリで情報を検索するレベルを指定します。次のレベルを指定でき
ます。

PROCESS プロセス・レベルで定義したライブラリ

GROUP グループ・レベルで定義したライブラリ

SYSTEM システム・レベルで定義したライブラリ

ALL すべてのライブラリ (省略時の設定)

NONE ライブラリなし (/NOUSERLIBRARY修飾子を指定した場合と同じ)

使用可能なヘルプ・ライブラリは，論理名HLP$LIBRARY，HLP$LIBRARY_1，
HLP$LIBRARY_2...で定義されたライブラリです。各ライブラリは，この順序で検
索されます。つまりルート (現在の)ライブラリ，メイン・ライブラリ (ルート・ライ
ブラリと異なる場合)，プロセス・レベルで定義されたライブラリ，グループ・レベ
ルで定義されたライブラリ，システム・レベルで定義されたライブラリ，ルート・ラ
イブラリの順序です。検索した結果，指定したトピックを見つけられなかった場合に
は，ルート・ライブラリがもう一度検索され，コンテキストは，検索が開始されたル
ート・ライブラリに戻されます。省略時の設定は，/USERLIBRARY=ALLです。検
索のためのレベルを 1つしか指定しない場合は，括弧は省略できます。

/WRAP
/NOWRAP (省略時の設定)

/PAGE=SAVE修飾子とともに使用し，画面のカラム数を制限し，画面の幅を超える
行を改行することを指定します。

/NOWRAP修飾子を指定すると，画面の幅以上に行を続けます。/PAGE=SAVE修飾
子により提供されるスクロール機能 (右および左)を使用すれば，行すべてを読むこと
ができます。
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例

1. $ HELP
HELP

.

. (HELP message text and list of topics)

.
Topic?

この例では修飾子やパラメータを指定せずにHELPコマンドを入力しています。
ここではルート・ヘルプ・ライブラリ SYS$HELPLIB.HLBで使用できるヘル
プ・トピックが表示されます。

Topic?というプロンプトに対して，いずれか 1つのトピックを入力すると，
HELPはそのトピックに関する情報と，サブトピックが存在する場合にはそのリ
ストを表示します。 1つまたは複数のサブトピックが存在する場合は，サブトピ
ックを要求するプロンプトが表示されます。

Topic? ASSIGN
ASSIGN

.

. (HELP message text and subtopics)

.
ASSIGN Subtopic?

サブトピック名をタイプすると，HELPはそのサブトピックに関する情報を表示
します。次の例を参照してください。

ASSIGN Subtopic? Name
ASSIGN

Name
.
. (HELP message text and subtopics, if any)
.

ASSIGN Subtopic?

1つまたは複数のサブ・サブトピックが存在する場合は，HELPはサブ・サブト
ピックを要求するプロンプトを表示します。この例のようにサブ・サブトピック
が存在しない場合は，現在調べているトピックの，別のサブトピックの入力を要
求するプロンプトが表示されます。

疑問符( ? )タイプすると，現在のレベルのHELPメッセージとオプションが再表示
されます。 Returnを押すと，次のいずれかの操作が行われます。

• サブトピック・レベルの場合は，前のヘルプ・レベルに戻る。

• 第 1レベルの場合は，HELPを終了する。

Ctrl/Zを押すと，どのレベルでもHELPは終了します。
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2. $ HELP COPY...

このHELPコマンドを入力すると， COPYコマンド，および COPYコマンドの
パラメータや修飾子の説明が表示されます。反復記号( ... )は，トピック・レベルで
しか使用できない点に注意してください。サブトピック・レベルで使用すること
はできません。

3. $ HELP/NOPROMPT ASSIGN/GROUP
.
. (ASSIGN/GROUP HELP message)
.

$
$ HELP/NOPROMPT/PAGE EDIT *
.
. (HELP messages on all first-level EDIT subtopics)
.

$

2つのHELPコマンドは，特定のトピックに関する情報を要求しています。どち
らの場合も，HELPコマンドはユーザが要求したヘルプ・メッセージを表示し，
その後，DCLコマンド・レベルに制御を戻し，ドル記号プロンプト( $ )が表示さ
れます。

最初のコマンドは， ASSIGNコマンドの/GROUP修飾子に関する情報を要求して
います。 2番目の例のアスタリスク( * )は，ワイルドカード文字です。これは，す
べての EDITサブトピックに関する情報を要求しており，これらの情報は，アル
ファベット順に表示されます。/NOPROMPT修飾子を指定しているので，どちら
の場合もプロンプトは表示されません。 2つめのHELPコマンドでは/PAGE修飾
子を指定しているので，画面に情報が表示されると，そこで表示が一時止まりま
す。

4. $ HELP FILL
Sorry, no documentation on FILL
Additional information available:
.
. (list of first-level topics )
.
Topic? @EDTHELP FILL
FILL
.
. (FILL HELP message)
.
@EDTHELP Topic?

省略時のヘルプ・ライブラリに含まれていないトピックに関するヘルプ情報を要
求する場合いは，そのトピックを他のヘルプ・ライブラリから検索するよう，
HELPに指示を与えることができます。この例では，@EDTHELP FILLという
コマンドを入力することにより， EDTエディタ・コマンドである FILLに関する
情報を， SYS$HELP:EDTHELP.HLBというヘルプ・ライブラリから検索する
よう HELPに指示しています。HELPはメッセージを表示し，他の EDTエディ
タ・トピックを指定するよう要求するプロンプトを表示します。
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5. $ SET DEFAULT SYS$HELP
$ DEFINE HLP$LIBRARY EDTHELP
$ DEFINE HLP$LIBRARY_1 MAILHELP
$ DEFINE HLP$LIBRARY_2 BASIC
$ DEFINE HLP$LIBRARY_3 DISK2:[MALCOLM]FLIP
$ HELP REM

論理名を使用してライブラリを定義しておくと，指定したトピックをOpenVMS
ルート・ヘルプ・ライブラリで見つけられない場合，HELPは自動的にこ
れらのライブラリを検索します。この例では，省略時のルート・ライブラリ
SYS$HELP:HELPLIB.HLBに加え，これらのライブラリも検索するようHELP
に指示しています。

DEFINE文でユーザ定義のヘルプ・ライブラリに論理名を割り当てています。
HELPは，ルート・ライブラリを検索した後，これらのユーザ定義のヘルプ・
ライブラリを検索します。最初の 3つのエントリは，現在の省略時のディレク
トリにあるヘルプ・ライブラリです。省略時の設定では，HELPは，論理名
SYS$HELPで定義されるディレクトリ内のヘルプ・ライブラリを検索します。 4
つ目のエントリは，ディレクトリDISK2:[MALCOLM]内のヘルプ・ライブラリ
FLIP.HLBです。ヘルプ・ライブラリを定義するために使用する論理名は，連続
的に指定しなければならない点に注意してください。つまり，論理名の数字をス
キップさせることはできません。

この例ではHELPは，まずルート・ライブラリで REMを検索します。次に，
HLP$LIBRARY，HLP$LIBRARY_1，HLP$LIBRARY_2という順に検索しま
す。これは REMが見つかるまで，またはすべてのライブラリで見つけられなか
ったと分かるまで，検索を続けます。 BASIC.HLBライブラリで REMが見つか
った場合HELPは， REMに関する情報を表示し， BASIC.HLBライブラリ内の
サブトピックを指定するよう要求します。 BASIC.HLBライブラリにないトピッ
クを指定すると，HELPは，定義したヘルプ・ライブラリでそのトピックを検索
します。
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HELP/MESSAGE

システム・メッセージの説明を表示します。

フォーマット

HELP/MESSAGE [/修飾子[...]] [検索文字列]

パラメータ

検索文字列
メッセージ識別子，またはメッセージ・テキスト中の 1つまたは複数の単語を指定し
ます。省略時の設定では，HELP/MESSAGEは最後に実行したコマンドにより生成
されたメッセージ (つまり，現在 CLIシンボル$STATUSに格納されている値に関連
するメッセージ)の説明を表示します。

Help Messageユーティリティ (MSGHLP)は，次の規則に従って検索文字列を扱いま
す。

• 2文字以下の英数字文字は無視する。

• 単語は任意の順序で指定できる。

最初に一般的ではない単語を指定すると，検索にかかる時間を短縮することがで
きます。

• 非英数字文字は，検索時に無視される (ただしメッセージの前に付くパーセント記
号( % )およびハイフン( - )は例外)。そのためこれらの特殊文字を含み変数 (たとえ
ばファイル名)を削除したメッセージを，検索文字列に指定することができる。

指定したメッセージをHelp Messageがデータベースで見つけられなかった場合
は，先行の特殊文字，ファシリティ・コード，および重大度を削除し，もう 1回
コマンドを実行します。いくつかのメッセージは，ファシリティ固有のメッセー
ジではなく， "共有 "メッセージと記されています。

• Help Messageは，検索文字列に指定した文字で始まるすべての単語を検索しま
す。単語全体が一致する単語を検索する場合は，/WORD_MATCH=WHOLE_
WORD修飾子を指定します。
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説明

Help Messageユーティリティは，テキスト・ファイル中のメッセージの説明にア
クセスします。このテキスト・ファイルは，最新の『OpenVMS system messages
documentation』から派生したファイルです。またオプションで (ユーザが指定した
メッセージ・ドキュメントを含む)他のソース・ファイルから派生させることもでき
ます。省略時の設定ではHelp Messageは，最後に終了したコマンドに関する情報を
提供します。

1つまたは複数の指定したファシリティにより生成される，すべてのメッセージを抽
出することができます。この出力をファイルに書き込むと，ユーザ独自のメッセー
ジ・ドキュメントを作成し印刷することができます。

Help Messageデータベースにコメントまたはメッセージを追加する方法について
の詳細は，『OpenVMS System Messages: Companion Guide for Help Message
Users』を参照してください。

修飾子

/BRIEF

メッセージ・テキストだけを表示します。

/DELETE=ファイル名.MSGHLP

以下のファイルの 1つから指定した最初に見つかった.MSGHLPファイル内のすべて
のメッセージを削除します。

• /LIBRARY修飾子で指定された.MSGHLP$DATAファイル

• /LIBRARY修飾子で指定された検索順序内の，最初の.MSGHLP$DATAファイル

• 省略時の検索パスで最初の.MSGHLP$DATAファイル (論理名
MSGHLP$LIBRARYで定義されたファイル)

• SYS$HELP:MSGHLP$LIBRARY.MSGHLP$DATA (省略時の.MSGHLP$DATA
ファイル)

弊社が提供したデータベースからメッセージを削除するには，弊社が提供し
た.MSGHLP$DATAファイルに対する書き込みアクセス権が必要です。

注意

検索文字列を指定して.MSGHLPファイルを作成する場合は，出力され
る.MSGHLPファイルをチェックして，データベースから削除したくない意図
しないメッセージが，検索されなかったことを確認してください。このよう
なメッセージは，削除操作を行う前に.MSGHLPファイルの外で編集してくだ
さい。
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/EXTRACT=ファイル名.MSGHLP

データベースからメッセージを取り出し，編集可能な.MSGHLPファイルを作成し
ます。このファイルは，/INSERTおよび/DELETE操作の入力としても使用できま
す。/EXTRACT修飾子は，.MSGHLP$DATAファイル，/LIBRARY修飾子で指定さ
れる論理検索順序，または論理名MSGHLP$LIBRARYで定義される省略時の検索
順序から，データを取り出します。/EXTRACT修飾子を指定しない場合は，Help
Messageは省略時の標準的な形式で出力します (/OUTPUTを参照してください)。

/FACILITY=?
/FACILITY=(ファシリティ名[,...])
/FACILITY=ALL

データベース内で一致するかどうかが検索されるファシリティを指定します。

省略時のデータベースまたは/LIBRARYで指定されたデータベース内のすべてのファ
シリティのリストを出力するには，/FACILITY=?と入力します。

検索範囲を狭めるために， 1つまたは複数のファシリティ名を/FACILITYに指定し
ます (複数のファシリティを指定する場合には，コンマで区切り括弧で囲みます)。
Help Messageは，指定されたファシリティで生成されるメッセージの中で一致する
ものだけを出力します。

データベース内のすべてのファシリティのメッセージを出力するには，
/FACILITY=ALLを指定します。他のファシリティが暗黙的に指定されない限
り，/FACILITY=ALLが省略時の設定になります。これは，たとえば/STATUSを指
定したり，$STATUSという CLIシンボルの値を使用する場合などで，この場合には
特定のファシリティが自動的に指定されます。同様に，ファシリティ名を含んだメッ
セージのカット・アンド・ペーストは，/FACILITY修飾子の使用を無効にします。

/FACILITY修飾子の使用についての詳細は，『OpenVMS System Messages:
Companion Guide for Help Message Users』を参照してください。

/FULL (省略時の設定)

完全なメッセージの説明を出力します。メッセージ・テキスト，ファシリティ名，説
明，ユーザ処置，ユーザのコメントが表示されます。

/INSERT=ファイル名.MSGHLP
/INSERT=TT:

指定された.MSGHLPファイルで最初に見つかったファイル内の新しいまたは変更さ
れた情報で，以下のファイルのうち 1つを更新します。または，/INSERT=TT:が指
定された場合端末から入力されたデータを直接変更します。

• /LIBRARY修飾子で指定された.MSGHLP$DATAファイル

• /LIBRARY修飾子で指定された検索パス内の，最初の.MSGHLP$DATAファイル

• 省略時の検索パス内の最初の.MSGHLP$DATAファイル (論理名
MSGHLP$LIBRARYで定義されたファイル)
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• SYS$HELP:MSGHLP$LIBRARY.MSGHLP$DATA (省略時の.MSGHLP$DATA
ファイル)

弊社が提供する.MSGHLP$DATAファイルにデータを挿入するには，このファイルに
対する書き込みアクセス権が必要です。ユーザが指定したデータは，Help Message
の出力中で，変更バーが付けられます。

/LIBRARY=ディスク:[ディレクトリ]ファイル名.MSGHLP$DATA
/LIBRARY=ディスク:[ディレクトリ]
/LIBRARY=論理名
現在のコマンドに対するメッセージ・データベースに，特定の.MSGHLP$DATAファ
イル，指定ディレクトリ内の全.MSGHLP$DATAファイル，または論理名による特定
の検索パスを定義します。

大部分の操作では，省略時のデータ
ベースは SYS$HELP:MSGHLP$LIBRARY.MSGHLP$DATAであるか，論理名
MSGHLP$LIBRARYで定義された.MSGHLP$DATA ファイルの検索パスです。

/DELETEおよび/INSERT操作では，省略時のデータベースは，
SYS$HELP:MSGHLP$LIBRARY.MSGHLP$DATAであるか，論理名
MSGHLP$LIBRARYで定義された検索パスの最初のファイルです。

/OUTPUT=ファイル指定
指定したファイルに出力を書き込みます。省略時の設定では，Help Messageは
SYS$OUTPUTに出力します。これは通常，ターミナルです。/OUTPUT=ファイル
指定と/PAGEは同時に指定することはできません。

/PAGE (スクリーン表示の際の省略時の設定)
/NOPAGE

/PAGE修飾子を指定すると， 1度に 1画面分のターミナル出力を表示します。ページ
長は， SET TERMINAL/PAGEで指定した値よりも 1行だけ短い値に，自動的に設
定されます。/PAGEと/OUTPUT=ファイル指定は，同時に指定することはできませ
ん。

/SECTION_FILE=*
/SECTION_FILE=ファイル指定
Help Messageが，ファイル中のメッセージの$STATUS値を解釈できるよう，
メッセージ・セクション・ファイルを指定します。省略時のファイル指定は
SYS$MESSAGE:.EXEです。/SECTION_FILE=*を指定すると，OpenVMSが
提供するすべてのメッセージ・セクション・ファイルも自動的に含まれます。詳細は
『OpenVMS System Messages: Companion Guide for Help Message Users』を参
照してください。

注意

この修飾子を使用した結果は， SET MESSAGEコマンドによる結果とは関係
ありません。 Help MessageユーティリティとMessageユーティリティは，
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互いに影響を与えることはありません。結果を得るためには，各ユーティリ
ティをそれぞれコーディングしなければなりません。

/SORT
/NOSORT (省略時の設定)

出力をアクファベット順にソートします。ソートに失敗した場合は，/WORK_FILES
修飾子を使用して再試行してください。

/STATUS=状態コード
/STATUS=’シンボル ’
/STATUS=’$STATUS’ (省略時の設定)

指定した状態コードに相当するメッセージを出力します。状態コードは 10進数， 16
進数，またはアポストロフィで囲んだシンボルで指定します。先行する 0は省略でき
ますが， 16進数の前には "%X"を付けなければなりません。

HELP/MESSAGEコマンドに検索文字列が含まれない場合，Help Message
は$STATUSという CLIシンボルに相当するメッセージを，省略時の値として出
力します。つまり，Help Messageは，最後に実行したコマンドがどのように終了し
たかを示す情報を表示します。

/STATUS修飾子を指定した場合は，検索文字列や/FACILITY修飾子は指定できませ
ん。検索文字列を省略し，/STATUS=’$STATUS’という省略時設定を使用する場合
は，/FACILITYを指定することはできません。

/WORD_MATCH=INITIAL_SUBSTRING (省略時の設定)
/WORD_MATCH=WHOLE_WORD

/WORD_MATCH=INITIAL_SUBSTRINGは，検索文字列に指定した単語で始まる
すべての単語を検索します。検索文字列には，複数の単語を指定することができま
す。すべての単語が一致するメッセージだけが出力されます。この時，単語の順序に
は関係がありません。

/WORD_MATCH=WHOLE_WORDは，単語全体が一致するものを検索し，指定し
た単語を細かに検索します。たとえば， ACCに関する精密な検索は， ACCという文
字で始まる単語を持つ，多数の他のメッセージを表示します。

/WORK_FILES=nn
/WORK_FILES=0 (修飾子が省略された場合の省略時の設定)
/WORK_FILES=2 (値なしで修飾子が指定された場合の省略時の設定)

/SORT修飾子を指定した時，使用する作業ファイルを指定します。nnには， 0から
10の値を指定します。/SORT修飾子が指定されていない場合は，この修飾子は無視
されます。

DCLI–363



HELP/MESSAGE

例

1. $ SHOW DEVICE KUDOS
%SYSTEM-W-NOSUCHDEV, no such device available
$ HELP/MESSAGE

最初のコマンドはエラーになります。修飾子のない省略時のHELP/MESSAGEコ
マンドは，NOSUCHDEVという SYSTEMファシリティ・メッセージの説明を
表示します。

2. $ HELP/MESSAGE ACCVIO
$ HELP/MESSAGE/BRIEF ACCVIO
$ HELP/MESSAGE/FACILITY=SYSTEM ACCVIO
$ HELP/MESSAGE VIRTUAL ACCESS
$ HELP/MESSAGE/STATUS=12
$ HELP/MESSAGE/STATUS=%XC

これらのコマンドは， ACCVIOメッセージにアクセスし表示するためのいろいろ
な修飾子を，異なる形式で使用する方法を示しています。

3. $ HELP/MESSAGE/BRIEF ACC
$ HELP/MESSAGE/BRIEF/WORD_MATCH=WHOLE_WORD ACC

最初のコマンドでは，Help Messageは省略時の設定により‘‘ACC’’という文字列
で始まる多くの単語を検索します。/WORD_MATCH=WHOLE_WORD修飾子
を指定すると，単語だけに厳密に一致するよう検索処理を改良することができま
す。

4. $ HELP/MESSAGE/FACILITY=(BACKUP,SHARED)/SORT/OUTPUT=MESSAGES.TXT

このコマンドは， BACKUPファシリティから発行されるすべてのメッセージ
と，‘‘Shared by several facilities,’’と記載されているメッセージを選択し，アルフ
ァベット順に並べ，印刷可能なMESSAGES.TXTというファイルを出力します。

メッセージを選択し，それらをファイルに出力することによって，ユーザ独自の
変更したメッセージ・ドキュメントを作成，および印刷することができます。

5. $ HELP/MESSAGE/EXTRACT=BADMESSAGE.MSGHLP BADMESSAGE
$ HELP/MESSAGE/DELETE=BADMESSAGE.MSGHLP-
_$ /LIBRARY=SYS$LOGIN:MYMESSAGES.MSGHLP$DATA
$ CONVERT SYS$LOGIN:MYMESSAGES.MSGHLP$DATA-
_$ SYS$LOGIN:MYMESSAGES.MSGHLP$DATA
$ PURGE SYS$LOGIN:MYMESSAGES.MSGHLP$DATA
$ HELP/MESSAGE/INSERT=BADMESSAGE.MSGHLP

最初のコマンドは， BADMESSAGEという仮のメッセージを省略時のデータベ
ースから取り出し，それを BADMESSAGE.MSGHLPというファイルに出力しま
す。

2番目のコマンドは，/LIBRARY修飾子に指定した
MYMESSAGES.MSGHLP$DATAというファイルから， BADMESSAGEの
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説明を削除するために，この BADMESSAGE.MSGHLPというファイルを使用し
ています。

次の 2つのコマンドは，削除後にディスク領域を節約するために，ファイル
MYMESSAGES.MSGHLP$DATAファイルを圧縮しています。

最後のコマンドは，省略時の.MSGHLP$DATAファイルに BADMESSAGEメ
ッセージを挿入するために，ファイル BADMESSAGE.MSGHLPを使用してい
ます。ファイル BADMESSAGE>MSGHLPは，編集されている可能性がありま
す。

6. $ HELP/MESSAGE/EXTRACT=NOSNO.MSGHLP NOSNO
$ EDIT/EDT NOSNO.MSGHLP
1NOSNO, can’t ski; no snow
2XCSKI, XCSKI Program
3Your attempt to ski failed because there is no snow.
4Wait until there is snow and attempt the operation again.
5If you don’t want to wait, go to a location where there is
5snow and ski there.
5
5Or, try ice skating instead!
[EXIT]
$ HELP/MESSAGE/INSERT=NOSNO.MSGHLP

このコマンドは，弊社が提供する.MSGHLP$DATAファイルに書き込みアクセス
権を持つユーザが，弊社の提供しているメッセージにコメントを追加する様子を
示しています。

最初のコマンドは，NOSNOという仮のメッセージをファイル
NOSNO.MSGHLPに出力しています。 2番目のコマンドで，その.MSGHLP
ファイルを編集し，メッセージの最後にコメントを追加しています。各コメント
行には，それが空白行であっても，‘‘5’’という文字が最初に付けられています。
次のコマンドでNOSNO.MSGHLPを使用してデータベースを更新し，省略時
の.MSGHLP$DATAファイルに変更したメッセージを挿入しています。
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IF

式の値を評価し，次のように指定された構文に基づいて，コマンドを実行します。

• 評価が真の場合， THENキーワードに続く 1コマンド

• 条件が真の場合，$THENステートメントに続く複数のコマンド

• 条件が偽の場合，$ELSEステートメントに続く複数のコマンド

フォーマット

$ IF 式 THEN [$]コマンド

または

$ IF 式

$ THEN [コマンド]

コマンド

.

.

.

$ [ELSE] [コマンド]

コマンド

.

.

.

$ ENDIF

注意

DCLコマンド名としてすでに使用されているシンボル名を割り当てないでく
ださい。コマンド・プロシージャの実行を妨げる可能性がありますので， IF,
THEN, ELSEおよびGOTOのようなシンボルの割り当ては行わないでくださ
い。

パラメータ

式
実行されるテストを定義します。式は， 1つまたは複数の数値定数，文字列リテラ
ル，シンボル名，またはレキシカル関数から構成でき，各要素は論理演算子，算術演
算子，あるいは文字列演算子で区切ることができます。
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IFコマンドに指定する式は，そのコマンドが実行されるときに，自動的に評価されま
す。英字から始まる文字列で，引用符で囲まれていない文字列は，すべてシンボル名
またはレキシカル関数であると解釈され， IFコマンドは，その文字列を現在の値と
置き換えます。

IFコマンドに指定する式のシンボル置換は，反復置換ではありません。つまり，各シ
ンボルは 1回だけしか置き換えられません。しかし，反復置換が必要な場合には，シ
ンボル名の前に引用符，またはアンパサンドを指定します。

コマンド・インタプリタは， IFコマンドに未定義シンボルが含まれている場合，そ
のコマンドを実行しません。この場合，コマンド・インタプリタは，警告メッセージ
を表示し，プロシージャの次のコマンドを実行します。

演算子のまとめと式の指定方法についての詳細は，『OpenVMSユーザーズ・マニュ
アル』を参照してください。

コマンド
式の結果が真または偽の場合，実行する 1つまたは複数のコマンドを構文に従って指
定します。

説明

IFコマンドは，式の値をテストして式の結果が真の場合，指定されたコマンドを実行
します。結果が奇数整数値，文字 Y， y， T，または tで始まる文字列値，または奇
数の数値文字列値の場合，式は真になります。

結果が偶数整数値，文字 Y， y， T，または t以外で始まる文字列値，または偶数の
数値文字列値の場合，式は偽になります。

例

1. $ COUNT = 0
$ LOOP:
$ COUNT = COUNT + 1

.

.

.
$ IF COUNT .LE. 10 THEN GOTO LOOP
$ EXIT

この例は， COUNTというシンボル名と IFステートメントを使用して，コマン
ド・プロシージャ内でループを設定する方法を示しています。 IFステートメント
は COUNTの値を調べ， COUNTの値が 10より大きくなったときに， EXITコ
マンドを実行します。
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2. $ IF P1 .EQS. "" THEN GOTO DEFAULT
$ IF (P1 .EQS. "A") .OR. (P1 .EQS. "B") THEN GOTO ’P1’
$ WRITE SYS$OUTPUT "Unrecognized parameter option ’’P1’ "
$ EXIT
$ A: ! Process option a
.
.
.
$ EXIT
$ B: ! Process option b
.
.
.
$ EXIT
$ DEFAULT: ! Default processing
.
.
.
$ EXIT

この例は，パラメータが渡されたどうかを調べるコマンド・プロシージャです。
GOTOコマンドは，パラメータで指定されたラベルへ制御を移します。

プロシージャがパラメータで実行されると，プロシージャはそのパラメータを使
用して分岐先のラベルを決めます。次に例を示します。

@TESTCOM A

上記のプロシージャを実行した場合，ラベル Aへ分岐します。 EEXITコマンド
は，ラベル Bの手前でプロシージャを終了することに注意してください。

3. $ SET NOON
.
.
.
$ LINK CYGNUS,DRACO,SERVICE/LIBRARY
$ IF $STATUS
$ THEN
$ RUN CYGNUS
$ ELSE
$ WRITE SYS$OUTPUT "LINK FAILED"
$ ENDIF
$ EXIT

このコマンド・プロシージャは， SET NOONコマンドでエラー・チェックを無
効にしています。 LINKコマンド実行後， IFコマンドは予約済みのグローバル・
シンボル$STATUSの値をテストします。$STATUSの値が LINKコマンドの正常
終了を示す場合は，次にプログラム CYGNUSを実行します。 LINKコマンドが
エラー状態値を返した場合は，コマンド・プロシージャはメッセージを出力して
終了します。
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4. $ if 1 .eq. 1
$ then
$ if 2 .eq. 2
$ then
$ write sys$output "Hello!"
$ endif
$ endif

この例は，ネストした IF構造体を使用する方法を示しています。
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INITIALIZE

ディスクまたは磁気テープ・ボリュームをフォーマットしたり，ボリュームにラベル
を書き込んだりします。また，構造情報を持つシステム・ファイルを除き，ディスク
を空にします。ディスクの以前の内容はすべて失われます。

INITIALIZEコマンドの大部分の操作には， VOLPRO (ボリューム保護)特権が必要で
す。

フォーマット

INITIALIZE 装置名[:] ボリューム・ラベル

パラメータ

装置名[:]

初期化するボリュームを物理的にマウントする装置の名前を指定します。

この時点で装置を割り当てる必要はありません。ただし，初期化の前には割り当てる
ようにしてください。

ボリューム・ラベル
ボリュームでエンコードする IDを指定します。ディスク・ボリュームの場合は，
ANSI文字を 12文字まで指定できます。磁気テープ・ボリュームの場合は，英数字を
6つまで指定できます。文字は自動的に大文字に変換されます。ディスク・ボリュー
ム・ラベルは，英数字，ドル記号 ($)，アンダスコア (_)，およびハイフン (-)だけで構
成することをおすすめします。

磁気テープのボリューム・ラベルに ANSI a文字を使用するには，ボリューム名を二
重引用符( ‘‘ ’’ )で囲まなければなりません。 ANSI a文字についての詳細は，/LABEL
修飾子の説明を参照してください。

説明

OpenVMSオペレーティング・システムでのディスク・ボリュームのデフォルトの形
式は，Files–11オンディスク構造レベル 2と呼ばれています。磁気テープ・ボリュー
ムのデフォルトの形式は，磁気テープ・ラベルとファイル構造に関する情報交換用の
ANSI規格 Level 3 (ANSI X3.27-1978)に基づいています。

INITIALIZEコマンドを使用して，Files–11オンディスク構造レベル 1形式でディス
ク・ボリュームを初期化することもできます。
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ボリュームを初期化するには VOLPRO特権が必要です。ただし次のボリュームを初
期化する場合は， VOLPRO特権は必要ありません。

• 空のディスクまたは磁気テープ・ボリューム (つまり，何も書き込まれていないボ
リューム)。

• 現在の利用者識別コード (UIC)，またはUIC[0,0]によって所有されるディスク・
ボリューム。

• 初期化時に現在のUICから保護しなかったために，現在のUICによる書き込
み( W )アクセスが許可されている磁気テープ・ボリューム。

ボリュームを初期化してマウントした後に， SET SECURITYコマンドを使用してセ
キュリティ・プロファイルを変更できます。ディスク・ボリュームを初期化すると，
そのルート・ディレクトリ (000000.DIR;1)のキャッシング属性はライトスルーに設
定されます。つまり，省略時の設定では，ボリューム中に作成するすべてのファイル
とディレクトリが，ライトスルーのキャッシング属性を継承します。キャッシング属
性を変更するには， SET FILEコマンドを/CACHING_ATTRIBUTE修飾子を付けて
使用します。

磁気テープ・ボリュームを初期化する場合は常に， INITIALIZEコマンドはボリュー
ムに対して読み込みを行います。磁気テープが空の場合は，次のような回復不可能な
エラーを検出することがあります。

• ボリューム番号の誤りを示すエラー・メッセージ。

%INIT-F-VOLINV, volume is invalid

• 磁気テープの暴走。これは，前に書き込んだことがない，またはマシンの動作確
認に使用されていた新しい磁気テープで頻繁に発生します。磁気テープの暴走を
停止させる唯一の方法は，磁気テープ・ドライブをいったんオフラインにしてか
らオンラインに戻すことです。

上記のような回復不可能なエラーが発生した場合に，磁気テープを正常に初期化する
ためには， VOLPRO (ボリューム保護)特権を持つアカウントから，次の修飾子を指
定して INITIALIZEコマンドを各磁気テープに対して繰り返し実行します。

/OVERRIDE=(ACCESSIBILITY,EXPIRATION)

この修飾子を指定すると INITIALIZEコマンドは，磁気テープのラベルをチェックし
なくなります。

VOLPRO特権を持っている場合， INITIALIZEコマンドは所有権情報を読み込まず
にディスクを初期化します。 VOLPRO特権を持っていない場合は，ディスク・ボリ
ュームを初期化する前にその所有権を調べます。ディスクが空の場合，または形式が
誤っている場合は，回復不可能なドライブ・エラーが発生することがあります。空の
ディスクまたは誤った形式のディスクによって回復不可能なドライブ・エラーが発
生した場合は， VOLPRO特権を持つアカウントから，/DENSITY修飾子を指定して
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INITIALIZEコマンドを各磁気テープに対して実行すると，ディスクを正常に初期化
できます。

ほとんどの INITIALIZEコマンド修飾子には，入出力 (I/O)効率を最大にするパラメ
ータを指定できます。

修飾子

/ACCESSED=ディレクトリ数
Files–11オンディスク構造レベル 1 (ODS-1)ディスクにだけ有効です。

ディスク・ボリュームに対して，システム空間で作成できるディレクトリ数を 0～
255の範囲で指定します。省略時の設定の値は 3です。

/BADBLOCKS=(領域[,...])

ディスク・ボリュームに対して，ボリュームの不良領域を指定します。 INITIALIZE
コマンドは，この領域を割り当て済みとしてマークして，データを書き込めないよう
にします。

領域の指定に使用できる形式は，次のとおりです。

lbn[:数] 割り当て済みとしてマークする，最初のブロックの論理ブ
ロック番号 (LBN)，または，最初のブロックから数えたブ
ロック数 (省略可能)。

sec.trk.cyl[:数] 割り当て済みとしてマークする，最初のブロックのセク
タ，トラック，シリンダ，または，最初のブロックから数
えたブロック数 (省略可能)。

弊社が提供し，OpenVMSオペレーティング・システムでサポートしている媒体は，
ディスクと TU58カートリッジを除いて，すべて工場出荷時にフォーマットされてい
ますが，不良ブロック・データが含まれています。 Bad Block Locatorユーティリテ
ィ (BAD)または診断フォーマッタ EVRACを使用して，不良ブロック・データをリ
フレッシュしたり，不良ブロック・データをマークしたりできます (ただし，ディス
クと TU58カートリッジを除きます)。/BADBLOCKS修飾子は，ボリュームの不良
ブロック・データとして識別できない不良ブロックを指定する場合にだけ必要です。

DIGITAL Storage Architecture (DSA)ディスク (たとえば，UDA-50やHSC50制御
装置に接続されているディスク)では，不良ブロックが制御装置によって処理される
ため，ファイル・システムからは，論理的には不良ブロックは存在しないように見え
ます。

BADを実行する方法については，『OpenVMS Bad Block Locator Utility Manual』
(ドキュメンテーション CD-ROMに用意されています)を参照してください。
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/CLUSTER_SIZE=ブロック数
ディスク・ボリュームに対して，最小割り当て単位をブロック数で定義します。 1つ
のボリュームに指定できる最大のサイズは， 16380ブロック，またはそのボリュー
ム・サイズの 1/50のどちらか小さい方の値です。

Files–11オンディスク構造レベル 5ディスク (ODS-5)の場合，省略時のクラスタ・サ
イズは 16です。この場合最小の値は，次の式から計算できます。

(ブロック数で表わしたディスク・サイズ)/(65535× 4096)

端数は整数値に切り上げなければならず，省略時には，最も近い 16の倍数に切り上
げられます。

Files–11オンディスク構造レベル 2ディスク (ODS-2)の場合，クラスタ・サイズの省
略時の設定は，ディスク容量によって異なります。ディスク容量が 50,000ブロック
より小さいディスクでは，省略時の設定は 1です。ディスク容量が 50,000ブロック
より大きいディスクでは，省略時の設定は 16あるいは次の式によって求められる値
以上です。

(ブロック数で表わしたディスク・サイズ)/(255× 4096)

端数は整数値に切り上げなければならず，省略時には，最も近い 16の倍数に切り上
げられます。

注意

V7.2以降では， ODS-2の計算式で求められる値よりも小さな値をODS-2ボ
リュームのクラスタ・サイズに指定することができます。しかし，このボリ
ュームを V7.2よりも前のバージョンを稼動しているシステムでマウントしよ
うとした場合，次のエラーが表示されてマウントが中断します。

%MOUNT-F-FILESTRUCT, unsupported file structure level

ODS-2ディスクの初期化時に省略時の値を選択した場合，そのディスクは
OpenVMSの前のバージョンでマウントすることができます。

ODS-1ディスクの場合，クラスタ・サイズは常に 1にしなければなりません。

注意

/LIMITを指定し，/CLUSTER_SIZEの値を指定しない場合，/CLUSTER_
SIZE=16の値が使用されます。
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/DATA_CHECK[=(オプション[,...])]

ディスクでの読み込みと書き込みの操作をすべてチェックします。省略時の設定で
は，データ・チェックは行われません。次のオプションのいずれか，または両方を指
定します。

READ 読み込み操作をすべてチェックします。

WRITE 書き込み操作をすべてチェックします。/DATA_CHECK修飾子だけを指定した
場合の省略時の設定です。

ディスクの初期化時に指定したチェック方法に従いたくない場合は，MOUNTコマ
ンドで/DATA_CHECK修飾子を指定してボリュームをマウントします。

/DENSITY=記録密度
特定のテープとディスクのフォーマット密度の値を指定することができます。

磁気テープ・ボリュームでは，磁気テープに書き込む際の密度をビット/インチ (bpi)
で指定します。指定できる密度値は 800 bpi， 1600 bpi，または 6250 bpiです (ただ
し磁気テープ・ドライブがサポートしている必要があります)。

空の磁気テープに対して密度値を指定しなかった場合，システムはそのテープ・ドラ
イブで使用可能な最大値を省略時の密度として使用します。 6250 bpi， 1600 bpi，
および 800 bpiで動作するドライブでは，省略時の密度は 6250 bpiとなります。

以前に書き込みが行われた磁気テープに対して密度値を指定しなかった場合，システ
ムはボリューム上の最初のレコードの密度を使用します。そのレコードが異常なほど
短ければ，密度値の省略時の値は設定されません。

/DENSITY修飾子は，テープ装置 TFには適用できません。

指定できるテープ記録密度の値です。

キーワード 意味

DEFAULT 省略時の密度

800 NRZI 800 BPI

1600 PE 1600 BPI

6250 GRC 6250 BPI

3480 IBM 3480 HPC 39872 BPI

3490E IBM 3480圧縮

833 DLT TK50: 833 BPI

TK50 DLT TK50: 833 BPI

TK70 DLT TK70: 1250 BPI

6250 RV80 6250 BPI EQUIVALENT

注意:上記のキーワードは OpenVMS V7.2よりも前の TMSCP/TUDRIVERコードでのみ有効
です。この他のキーワードは Alphaのみでサポートされています。

TK85 DLT Tx85: 10625 BPI - Cmpt III - Alpha/Integrityのみ
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キーワード 意味

TK86 DLT Tx86: 10626 BPI - Cmpt III - Alpha/Integrityのみ

TK87 DLT Tx87: 62500 BPI - Cmpt III - Alpha/Integrityのみ

TK88 DLT Tx88: (Quantum 4000) - Cmpt IV - Alpha/Integrityのみ

TK89 DLT Tx89: (Quantum 7000) - Cmpt IV - Alpha/Integrityのみ

QIC すべての QIC装置は装置設定のみ - Alpha/Integrityのみ

8200 Exa-Byte 8200 - Alpha/Integrityのみ

8500 Exa-Byte 8500 - Alpha/Integrityのみ

DDS1 Digital Data Storage 1 - 2G - Alpha/Integrityのみ

DDS2 Digital Data Storage 2 - 4G - Alpha/Integrityのみ

DDS3 Digital Data Storage 3 - 8-10G - Alpha/Integrityのみ

DDS4 Digital Data Storage 4 - Alpha/Integrityのみ

AIT1 Sony Advanced Intelligent Tape 1 - Alpha/Integrityのみ

AIT2 Sony Advanced Intelligent Tape 2 - Alpha/Integrityのみ

AIT3 Sony Advanced Intelligent Tape 3 - Alpha/Integrityのみ

AIT4 Sony Advanced Intelligent Tape 4 - Alpha/Integrityのみ

DLT8000 DLT 8000 - Alpha/Integrityのみ

8900 Exabyte 8900 - Alpha/Integrityのみ

SDLT SuperDLT - Alpha/Integrityのみ

SDLT320 SuperDLT320 - Alpha/Integrityのみ

テープ密度のキーワードは短縮することはできません。

RXnnディスク・ドライブでディスクをフォーマットするには， INITIALIZE
/DENSITYコマンドを使用します。次のように記録密度を指定して，ディスクをフォ
ーマットします。

キーワード 意味

single RX01 - 8インチ

double RX02 - 8インチ

dd 倍密度: 720K - 3 1/2インチ

hd 高密度: 1.44MB - 3 1/2インチ

ed 拡張高密度: 2.88MB - 3 1/2インチ

ドライブで初期化するディスクに記録密度を指定しない場合は，そのボリュームが最
後にフォーマットされたときの密度のままになります。

注意

倍密度でフォーマットしたディスクは，単密度で再フォーマットしない限
り，VAX–11/780のコンソール・ブロック記憶装置 (RX01ドライブ)では読み
込みまたは書き込みができません。

RX33ディスクは， RX50ディスク・ドライブでは読み込みまたは書き込みが
できません。 RX50ディスクは， RX33ディスク・ドライブで読み込みと書
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き込みができます。しかし， RX33ディスク・ドライブでフォーマットはで
きません。

/DIRECTORIES=エントリ数
この修飾子の効果は，ディスク構造によって異なります。

• ODS-1については，/DIRECTORIESは指定されたディレクトリ・エントリ数用
のスペースを 000000.DIR (MFD)に確保します。

• ODS-2およびODS-5については，/DIRECTORIESはMFDの初期サイズを設定
します。指定された数を 16で除算して事前割り当てブロック数を生成します。続
いて完全なクラスタ数に切り上げられます。

エントリ数は， 16～ 16000の整数でなければなりません。省略時の設定の値は 16で
す。

/ERASE[=キーワード]
/NOERASE (省略時の設定)

セキュリティのためのデータの消去 (DSE)を行うかどうかを指定します。ディスク・
ボリュームの場合には，ボリューム属性に ERASE_ON_DELETEを設定するかどう
かも指定します。

/ERASE修飾子は，Files–11オンディスク構造レベル 2 (ODS-2)およびレベル 5
(ODS-5)ディスク・ボリュームおよび ANSI磁気テープ・ボリュームに使用でき，ハ
ードウェア消去機能をサポートする TU78やMSCP磁気テープなどに有効です。

テープ・ボリュームでは，/ERASEを指定すると，削除対象のデータに上書きするこ
とで物理的に破壊します。

ディスク・ボリュームでは，キーワードなしで/ERASEを指定すると以下のことを実
行します。

• ブロックを初期化する前に，ボリューム上の全ブロックに対して，システムで指
定された消去パターンを書き込むことで，セキュリティのためのデータの消去
(DSE)を行います。DSE操作にかかる時間はボリューム・サイズに依存します。

• ボリューム属性に ERASE_ON_DELETEを設定し，ボリューム上の各ファイル
が削除される際に，DSEによって消去されるようにします。

ディスク・ボリュームでは， 2つのオプション・キーワードを使用して，上記の動作
のどちらかだけを個別に指定することができます。

• /ERASE=INIT

ボリュームを初期化する前に，ボリューム上でセキュリティのためのデータの消
去 (DSE)操作を行いますが，ボリューム属性に ERASE_ON_DELETEを設定し
ません。この操作は，/ERASE=DELETEを指定した場合よりも長い時間がかか
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り， SET VOLUME/NOERASE_ON_DELETEを実行するのと同じことになりま
す。

• /ERASE=DELETE

ボリューム属性 ERASE_ON_DELETEを設定しますが，ディスクに対してDSE
操作は行いません。

どちらのキーワードも指定しないか，両方のキーワードを指定した場合は，両方の動
作が実行されます。すなわち，/ERASEは/ERASE=(INIT,DELETE)と同じことにな
ります。

/EXTENSION=ブロック数
ディスク・ボリュームに対して，ボリューム上のすべてのファイル用の省略時の設定
の拡張サイズとして使用するブロック数を指定します。更新時に，ファイルのサイ
ズがはじめの省略時の設定の割り当てより大きくなると，拡張サイズの省略時の設
定が使用されます。Files–11オンディスク構造レベル 2およびレベル 5ディスクの場
合，ブロック数パラメータの値には， 0～ 65,535の値を指定します。省略時の設定
の値は 5です。Files–11オンディスク構造レベル 1ディスクの場合，この値には 0～
255の値を指定します。

ファイルに対して異なる拡張サイズが設定されてなく，プロセスに対して SET
RMS_DEFAULTコマンドを使用して省略時の設定の拡張サイズが設定されていない
場合に限り，OpenVMSオペレーティング・システムは，省略時の設定のボリューム
拡張サイズを使用します。

/FILE_PROTECTION=コード
Files–11オンディスク構造レベル 1 (ODS-1)ディスクにのみ有効です。

ディスク・ボリュームに対して，ボリューム内のすべてのファイルに適用されるファ
イル保護の省略時の設定を定義します。

『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイド』に説明されている標準の構文規則に
従って，コードを指定します。属性を何も指定しない場合は，ファイル保護の現在の
省略時の設定が適用されます。

OpenVMSシステムでボリュームを使用している場合，この属性は使用されません
が，RSX–11Mシステムでは，属性を使用してプロセスによるボリュームの使用を制
御できます。OpenVMSシステムは常に，省略時の設定のファイルの保護を使用しま
す。省略時の設定のファイル保護を変更するには， SET PROTECTION/DEFAULT
コマンドを使用します。

/GPT (Integrityでの省略時の設定)
/NOGPT (Alphaでの省略時の設定)

Files–11オンディスク構造レベル 2 (ODS-2)およびレベル 5 (ODS-5)ディスクのみに
適用されます。
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注意

/GPTを指定すると，古いバージョンのOpenVMSが動作しているシステムで
は，ディスクをマウントできない場合があります。

/GPTを指定すると，システム・ファイル[000000]GPT.SYSが作成されます。
GPT.SYSには， Integrityコンソール・ソフトウェアが必要とするパーティショ
ン/ブート情報が格納されています (GPTはGUID Partition Tableの略で，GUIDは
Global Unique Identifierの略です)。

BACKUPユーティリティはGPT.SYSを認識し，保存/復元操作の際に，その内容を
保持します。

/NOGPTを指定すると，バージョン 8.2より前の VBNレイアウト
の[000000]INDEXF.SYSが使用されます。 VBNレイアウトの説明は，『Guide
to OpenVMS File Applications』およびKirby McCoy著の『VMS File System
Internals』 (ISBN 1-55558-056-4, 1990)を参照してください。

/GROUP

/NOSHARE修飾子とともに使用して，グループ・ボリュームを作成します。グルー
プ・ボリュームは，システム( S )，オーナ( O )，およびグループ( G )の各ユーザがアク
セスできます。保護は， (S:RWCD,O:RWCD,G:RWCD,W)です。

ボリューム所有者の利用者識別コード (UIC)は，ユーザのグループ番号とメンバ番号
0を省略時の設定にします。

/HEADERS=ヘッダ数
ディスク・ボリュームに対して，索引ファイル用に割り当てるファイル・ヘッダ
数を指定します。指定できる最小値および省略時の設定の値は 16です。最大値
は，/MAXIMUM_FILES修飾子を使用して設定する値です。ただし，/LIMITを指定
し，/HEADERSや/MAXIMUM_FILESには値を指定しなかった場合，以下の省略時
の設定が適用されます。

• /MAXIMUM_FILES: 16711679ファイル

• /HEADERS:現在の装置のMAXBLOCK (F$GETDVI項目コード)のサイズの 0.5
パーセント

たとえば 33GBのディスクでは，省略時に事前に割り当てられるヘッダ・ブロッ
ク数は，約 355000になります。

/HEADERSは，多くのファイルを作成した際，ファイル・ヘッダの領域の割り当て
の効率を上げるのに有用です。この修飾子を指定しない場合，ファイル・システム
は，ボリュームの新しいヘッダに必要なスペースを動的に割り当てます。

注意

/HEADER修飾子の省略時の設定の値は通常，ODS-2およびODS-5ディスク
には不十分です。性能を向上させて SYSTEM-F-HEADERFULLエラーを回避
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するには，ディスクにあるおおよそのファイル数を予想して，その値に設定
してください。ただし，この値を極端に多く見積もると，ディスク領域を浪
費する結果になります。

/HEADER修飾子は， INDEXF.SYSに最初に割り当てられるヘッダの領域の量を制
御します。ディスク上の各ファイルにはファイル・ヘッダが少なくとも 1つ必要で，
ヘッダはそれぞれ INDEXF.SYS内の 1つのブロックを占有します。多数のアクセス
制御リスト・エントリ (ACE)を持つファイル，または非常に細かく断片化されている
ファイルには， 2つ以上のヘッダを使用することもあります。

省略時の設定の値の 16は， INDEXF.SYSが拡張される前に，作成される 10未満の
ファイル用の空間を確保するためのものです。それを考慮した上で，ディスクに作成
するファイルの合計数を見積もって，この修飾子に指定してください。これによって
ディスク・アクセス性能が向上します。この値を多く見積もると，ディスク領域を浪
費する結果になります。この値は，ボリュームを再初期化しないと変更できません。

INDEXF.SYSを拡張できる回数は制限されています。ヘッダのマップ領域 (検索
ポインタが格納されている場所)がいっぱいになると，ファイルの作成は失敗し，
"SYSTEM-W-HEADERFULL"というメッセージが表示されます。

/HIGHWATER (省略時の設定)
/NOHIGHWATER

Files–11オンディスク構造レベル 2 (ODS-2)ディスクおよびレベル 5 (ODS-5)ディス
クにのみ適用されます。

ファイルのハイウォータ・マーク (FHM)のボリューム属性を設定します。これによ
って，まだ何も書き込まれていないデータについては，読み込みができないことを保
証します。磁気テープに対して，/NOHIGHWATER修飾子は指定できません。

/NOHIGHWATER修飾子は，ディスク・ボリュームの FHMを無効にします。

/HOMEBLOCKS=オプション
Files–11オンディスク構造レベル 2 (ODS-2)ディスクおよびレベル 5 (ODS-5)ディス
クにのみ適用されます。

ボリュームのホームブロック，およびホームブロックのコピーを，ディスク上のどこ
に置くかを指定します。オプションには，次のいずれか 1つを指定します。

• GEOMETRY

ディスク・ブロックの失敗に備えて，ホームブロックをディスク上の複数の位置
に置きます。位置は，ディスクの物理構造により異なります。

• FIXED (省略時の設定)
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ホームブロックを，ディスク上の複数の特定の位置に置きます。その位置は，デ
ィスクの物理構造とは関係ありません。そのため，接続しているコントローラの
タイプにより物理構造がさまざまに異なるディスクにも対応できます。

• CONTIGUOUS

ホームブロックを，ディスクの開始点から連続的に置きます。
/INDEX=BEGINNING修飾子と同時に指定すると，コンテナ・ファイル・
システムがディスク上の連続領域を最大にできるようになるため，たとえばデー
タベースのようなサイズの大きいファイルをそのまま 1つ保存できます。

/INDEX=位置
ボリュームのディレクトリ構造に関する索引ファイルの記憶位置を指定します。指定
できる位置は，次のとおりです。

BEGINNING ボリュームの先頭。

MIDDLE ボリュームの中間 (省略時の設定)。

END ボリュームの終わり。

BLOCK:n 論理ブロックの先頭をnで指定します。

/INTERCHANGE

磁気テープを，他ベンダーの環境でも使用することを指定します。/INTERCHANGE
修飾子は， ANSI VOL2ラベルを省略します。OpenVMS環境では， ANSI VOL2ラ
ベルにはOpenVMS固有のセキュリティ属性が含まれています。

/INTERCHANGE修飾子，磁気テープのラベリング，およびテープのインターチェ
ンジについての詳細は，『OpenVMSシステム管理者マニュアル (上巻)』を参照して
ください。

/LABEL=オプション
オプションで指定したように，磁気テープ・ボリューム・ラベルの特性を定義しま
す。指定できるオプションを次に示します。

• OWNER_IDENTIFIER:‘‘(14の ANSI文字)’’

ボリューム・ラベルの所有者識別子フィールドを指定できます。指定されるフィ
ールドには， 14文字までの ANSI文字を使用できます。

• VOLUME_ACCESSIBILITY:‘‘文字’’

ANSI磁気テープ上にあるOpenVMS ANSIボリューム・ラベル VOL 1の，ボリ
ューム・アクセス可能フィールドに書き込まれる文字を指定します。任意の有効
な ANSI a文字を指定できます。数字，大文字，および次の英数字以外の文字も
指定できます。

! " % ’ ( ) * + , - . / : ; < = > ?
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省略時の設定では，OpenVMSオペレーティング・システムは，次の方法でこの
フィールドをチェックするルーチンを提供します。

• 磁気テープが ANSI規格の Version 3に対応するバージョンのOpenVMSオペ
レーティング・システムで作成されている場合は， ASCIIスペース以外の文
字をすべて上書きする必要があります。

• 保護が指定されていて，磁気テープが Version 3以降の ANSI規格に対応して
いる場合は， ASCII 1以外の文字をすべて上書きする必要があります。

省略時の設定以外の任意の文字を指定する場合，磁気テープにアクセスするため
には， INITIALIZEおよびMOUNTコマンドに/OVERRIDE=ACCESSIBILITY
修飾子を指定しなければなりません。

/LIMIT[=n]

Files–11オンディスク構造レベル 2 (ODS-2)およびレベル 5 (ODS-5)ディスクのみに
適用されます。

ボリュームの拡張に伴い，ボリュームを初期化する必要があることを指定しま
す。nは，ボリュームの最大拡張可能数をブロック単位で定義します。値を指定しな
い場合は，最大拡張可能数が設定されます。

ボリュームの最大値は，/CLUSTER_SIZEに指定される値によって異なります。

/CLUSTER_SIZEに 8以上を指定 1TBの拡張が設定されます。

/CLUSTER_SIZEに 8未満を指定 拡張可能な上限として65535*4096*クラスタ値が設定さ
れます。これは，ビットマップの最大サイズが 65535ブ
ロックであるためです。

ボリュームの拡張についての詳細は，『Volume Shadowing for OpenVMS説明書』
を参照してください。

拡張可能な最小値は，次の値のうち最も大きい値です。

• /LIMITで指定された値

• 物理ディスクのサイズ

• 256ブロックの BITMAP.SYSファイルから得られるサイズ (1ブロックあたり
256× 4096ビットにディスクのクラスタ値を乗じた値)

可能な最小値より小さい値が入力されると，その値は最小値まで増加されます。この
値は， SHOW DEVICE/FULLコマンドの出力の中で「Expansion Size Limit (拡張
下限サイズ)」としてブロック単位で表示されます。

注意

/LIMITを指定し，以下のパラメータに対して明示的に値を設定しない場合，
これらのパラメータに対する省略時の設定は，以下のとおりです。

• /CLUSTER_SIZE: 16

• /MAXIMUM_FILES: 16711679ファイル

DCLI–381



INITIALIZE

• /HEADERS:現在の装置のMAXBLOCK (F$GETDVI項目コード)のサイズ
の 0.5パーセント

たとえば 33GBのディスクでは，省略時の指定で事前に割り当てられるヘ
ッダ・ブロック数は，約 355000になります。

/MAXIMUM_FILES=n

ボリュームが持つことのできるファイルの最大数を設定します。/MAXIMUM_FILES
修飾子は，省略時の設定の値を上書きします。省略時の設定の値は，次の式から計算
できます。

(ボリュームのブロック数)/((クラスタの要素の数 + 1) * 2)

注意

/LIMITを指定し，/MAXIMUM_FILESに対して値を設定しないと，省略時の設
定は 16711679ファイルになります。

ボリュームに指定できる最大サイズは，次の式から計算できます。

(ボリュームのブロック数)/(クラスタの要素の数 + 1)

最小値は 0です。最大値を変更するためには，ボリュームを再初期化する必要があり
ます。

注意

/MAXIMUM_FILES修飾子は，ボリューム上に新しいファイル・ヘッダ用のス
ペースを予約したり，作成したりしません。ファイル・システムは，新しい
ヘッダに必要なスペースを動的に割り当てます。

/MEDIA_FORMAT=[NO]COMPACTION

データの圧縮をサポートする装置で，データ・レコードの自動圧縮と自動ブロック化
を行うかどうかを制御します。データの圧縮とレコードのブロック化を行うと， 1つ
のテープ・カートリッジに格納できるデータ量が増えます。

あるカートリッジでデータの圧縮や非圧縮を選択すると，カートリッジ全体にその指
定が適用されます。

/OVERRIDE=(オプション[,...])

重ね書きされないように保護された磁気テープ・ボリュームのデータを無視するよう
に INITIALIZEコマンドに要求します。次のオプションの 1つまたは複数を指定でき
ます。
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ACCESSIBILITY 磁気テープ専用。初期化しようとしているボリュームの場合
に，このオプションは，ボリュームの Accessibilityフィールド
にある任意の文字を上書きします。このオプションの使用は，
インストールによって定義されます。つまり，各インストール
には，磁気テープ・ファイル・システムがこのフィールドの処
理に使うルーチンを指定するオプションがあります。省略時
の設定では， OpenVMSは，次の方法でこのフィールドをチ
ェックするルーチンを提供します。磁気テープが ANSI規格の
Version 3に対応するバージョンの OpenVMSで作成されてい
る場合は，このオプションを使用して， ASCIIスペース以外の
文字をすべて上書きする必要があります。保護が指定されてい
て，磁気テープが Version 3以降の ANSI規格に対応している
場合は，このオプションを使用して， ASCII 1以外の文字をす
べて上書きする必要があります。 ACCESSIBILITYオプション
を使用するには， VOLPRO特権を持っているか，またはそのボ
リュームの所有者でなければなりません。

EXPIRATION 磁気テープ専用。まだ満了日に達していないテープに書き込む
ことができます。ボリューム保護を上書きするには， VOLPRO
特権を持っているか，または INITIALIZEコマンドを実行して
いる UICが，そのボリュームに書き込まれている UICと一致
している必要があります。

OWNER_IDENTIFIER ボリューム・ラベルの所有者識別子フィールドの処理を上書き
できます。

オプションを 1つだけ指定する場合は，括弧を省略できます。

/PROTECTION修飾子を指定して初期化されたボリュームを再初期化するために
は， INITIALIZEコマンドを実行しているUICが，そのボリュームに書き込まれて
いるUICと一致しているか，または VOLPRO特権を持っている必要があります。

制御アクセス権を持っている場合は，/PROTECTIONを指定して，初期化されたボ
リュームを再初期化できます。

/OWNER_UIC=uic

ボリュームの所有者の利用者識別コード (UIC)を指定します。省略時の設定は，使用
しているユーザの省略時の設定のUICです。『OpenVMSシステム・セキュリティ・
ガイド』に説明されている標準のUIC形式に従って，UICを指定します。

磁気テープの場合は，磁気テープに保護が指定されないと，UICが書き込まれませ
ん。保護が指定されて所有者UICが指定されない場合は，現在実行中のUICにボリ
ュームの所有権が割り当てられます。

/PROTECTION=(所有権[:アクセス][,...])

ボリュームに指定した保護を適用します。

• 所有権パラメータには，システム( S )，オーナ( O )，グループ( G )，ワール
ド( W )のいずれか 1つを指定します。

• アクセスパラメータには，読み込み( R )，書き込み( W )，作成( C )，削除( D )のい
ずれかを指定します。
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省略時の設定は，ユーザの省略時の設定の保護です。/GROUP，/SHARE，およ
び/SYSTEM修飾子を使用して，ディスク・ボリュームの保護を設定することもでき
ます。

磁気テープの場合は，ボリューム・ラベルのOpenVMS固有の部分に保護コードが
書き込まれます。システムは，読み込み( R )と書き込み( W )のアクセス制約だけを適
用します。作成( C )および削除( D )のアクセスを指定しても無効です。さらに，シス
テムとオーナには，指定した保護コードにかかわらず，磁気テープに対する読み込
み( R )と書き込み( W )のアクセスが与えられます。

保護コードの指定についての詳細は，『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイ
ド』を参照してください。属性を指定しない場合は，現在の省略時の設定の保護が適
用されます。

ディスク・ボリューム全体に対する保護コードでは， E (実行)は作成を意味します。

/SHADOW=(device_name_1, device_name_2, device_name_3) label (Alpha/Integrity
のみ)

将来のシャドウ・セットの複数のメンバを初期化します。この方法で複数のメンバを
初期化しておくと，後でシャドウ・セットを作成するときにフル・コピーを行う必要
がなくなります。

INITIALIZEコマンドで/SHADOWおよび/ERASE修飾子を指定すると，以下の操作
が実行されます。

• 1回のコマンドで 6つまでの装置をフォーマットできます。フォーマット終了時
に，任意の 3つの装置を新しいホスト・ベースのシャドウ・セットのメンバとし
てマウントすることができます。

• 各ボリュームにラベルを書き込みます。

• システム・ファイルを除いたデバイスからのすべての情報を削除し，各デバイス
と同一のファイル構造情報は残します。ディスクの以前の内容はすべて失われま
す。

/ERASE修飾子の使用を強くお勧めします。/ERASE修飾子を使用することで，マー
ジ操作がかなり削減されます。ただし，/ERASEの使用には 2つの副作用があり，
ボリューム・シャドウイングを行う際には十分な検討が必要です。具体的には，
ERASEボリューム属性の設定と，/ERASEを使用してボリュームを初期化するため
の所要時間です。

/ERASEとともに/SHADOWを指定すると，ディスクが順次に消去されるため，コ
マンドの実行にかかる時間が 2倍または 3倍程度かかります。ディスクのサイズが
大きい場合には，複数のディスクに対して同時に INITIALIZE/ERASEコマンドを
(/SHADOWを使用せずに)実行してディスクを消去するようにしてください。これら
のコマンドがすべて実行されたら， INITIALIZE/SHADOWコマンドを (/ERASEを
使用せずに)実行してください。

DCLI–384



INITIALIZE

一度/ERASEおよび/SHADOWを使用して装置を初期化すると，これらの装置を最大
で 3つ，新しいホスト・ベースのシャドウ・セットのメンバとしてマウントできるよ
うになります。

既存のシャドウ・セットに追加するディスクを初期化するときは， INITIALIZE
/SHADOWコマンドを使用しないでください。これを使用しても何の利点もないから
です。

ボリューム・シャドウイングの詳細については，『Volume Shadowing for
OpenVMS説明書』を参照してください。

/SHARE (省略時の設定)
/NOSHARE

すべての複数のユーザ (システム，オーナ，グループ，ワールド)によって，すべての
種類のアクセスを許可します。/NOSHARE修飾子は， (/GROUP修飾子がともに指
定されていない限り)グループ，およびワールドのユーザのプロセスへのアクセスを
拒否します。

/SIZE=n

磁気ディスクに/SIZE=nを指定した場合，nは，論理ボリュームのサイズ，つまりフ
ァイル・システムのために使用可能な領域をブロック単位で指定します。このため，
ファイル・システムのサイズを物理ボリューム・サイズよりも小さくして，ディスク
を初期化することができます。これは，このディスクとサイズがより小さい物理ディ
スクとを使用してシャドウ・セットを作成する場合に有用です。nの値は， SHOW
DEVICE/FULLコマンドの出力の中で「Expansion Size Limit (拡張下限サイズ)」
としてブロック単位で表示されます。

DECramディスクの場合，/SIZEは，使用可能なメモリから割り当てられるディスク
(装置タイプDT$_RAM_DISK)のサイズを指定します。装置のサイズは，ディスクの
初期化の際に設定されます。

領域の割り当てを解除するには，/SIZE=0を指定します。DECramディスクのため
に割り当てられていたすべてのリソースは，システムに戻されます。

nは， V2.3よりも前のバージョンのDECramでは， 524,280ブロックを超えること
ができないことに注意してください。 Alphaシステムで動作しているDECram V2.3
では， 67,108,864ブロック (32GB)までをサポートします。

/STRUCTURE=レベル
ボリュームをフォーマットする場合に，Files–11オンディスク構造レベル 1，レベル
2 (省略時の設定)，レベル 5のいずれの形式を使用するかを指定します。

構造レベル 1では，修飾子/DATA_CHECKおよび/CLUSTER_SIZEについて互換性
がありません。構造レベル 1のディスクの省略時の設定の保護では，システム，オー
ナ，およびグループにはフル・アクセス，他のすべてのユーザには読み込み( R )アク
セスを許可します。
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AlphaシステムはODS-1のディスクをサポートしていないため， Alphaシステムで
1を指定すると，エラーが発生します。

/SYSTEM

システム UICまたは SYSPRV(システムに関する特権)特権が必要です。

システム・ボリュームを定義します。所有者UICの省略時の設定は，[1,1]です。省
略時の設定の保護では，システム・プロセスだけが最上位ディレクトリを作成できる
点を除いて，すべての所有権カテゴリにフル・アクセスを許可します。

/USER_NAME=名前
ボリュームに対応するユーザ名を指定します。ここで指定するユーザ名は 1～ 12文
字の英数字でなければなりません。省略時の設定は，使用しているユーザのユーザ名
です。

/VERIFIED
/NOVERIFIED

ディスクに不良ブロック・データがあるかどうかを指定します。/NOVERIFIED修
飾子を使用すると，ディスクの不良ブロック・データは無視されます。省略時の設定
は， 4096以上のブロックを持つディスクには/VERIFIED修飾子， 4096未満のブロ
ックを持つディスクには/NOVERIFIED修飾子です。

/VOLUME_CHARACTERISTICS=([[NO]HARDLINKS,] [[NO]ACCESS_DATES[=デル
タ時間]],[NO]SPECIAL_FILES)

Files–11オンディスク構造レベル 5 (ODS-5)ディスクのみに適用されます。

ODS-5ボリューム上でのハードリンクおよびアクセス日の自動更新を，可能または不
可能にします。

デルタ時間の省略時の設定は 1秒で， POSIXのst_atimeで必要とされる「EPOCH
からの経過秒数」時間インタフェースに準拠するよう選択された値です。サイトで
は，より値の大きいデルタ時間を選択して， 1秒単位の粒度が不要になった場合にも
オーバヘッドを削減できます。

NOACCESS_DATESオプションが影響を与えるのは，コマンドを実行したノードだ
けです。その他のノードは，次にボリュームがマウントされるまでは，この変化の影
響を受けません。

詳細は，『Guide to OpenVMS File Applications』を参照してください。

ボリューム属性[SPECIAL_FILESS]により，シンボリック・リンクを無効にするこ
とができます。これにより，現在の実装ですべてのプロセスに対してシンボリック・
リンクが有効になっているために発生するファイル・アクセスの失敗を低減すること
ができます。
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/WINDOWS=n

ファイル・ウィンドウに割り当てられるマッピング・ポインタ (ファイル内のデータ
へのアクセスに使用)の数を指定します。 7～ 80の整数の値を指定します。省略時の
設定の値は 7です。

例

1. $ INITIALIZE/USER_NAME=CPA $FLOPPY1 ACCOUNTS

$FLOPPY1のボリュームを初期化して，そのボリュームに ACCOUNTというラ
ベルをつけ，さらに CPAというユーザ名を指定します。

2. $ ALLOCATE DMA2: TEMP
_DMA2: ALLOCATED

$ INITIALIZE TEMP: BACK_UP_FILE
$ MOUNT TEMP: BACK_UP_FILE
%MOUNT-I-MOUNTED, BACK_UP_FILE mounted on _DMA2:
$ CREATE/DIRECTORY TEMP:[GOLDSTEIN]

この一連のコマンドは，RK06/RK07ボリュームを初期化する方法を示します。
まず装置が割り当てられて，他のユーザはアクセスできないようになります。次
に，ボリュームが装置に物理的にマウントされ， INITIALIZEコマンドによって
初期化されます。ボリュームが初期化された後，MOUNTコマンドによりファイ
ル構造が使用できるようになります。ボリュームにファイルを配置するには，そ
の前に CREATE/DIRECTORYコマンドを使用して，ディレクトリを作成しなけ
ればなりません。

3. $ ALLOCATE MT:
_MTB1: ALLOCATED

$ INITIALIZE MTB1: SOURCE
$ MOUNT MTB1: SOURCE
%MOUNT-I-MOUNTED, SOURCE mounted on _MTB1:
$ COPY *.FOR MTB1:
$ DIRECTORY MTB1:

.

.

.
$ DISMOUNT MTB1:

上記のコマンドは，磁気テープを初期化するのに必要な手順を示しています。ド
ライブを割り当てたら，そのドライブに磁気テープを挿入し， INITIALIZEコマ
ンドを使用してそこにラベル SOURCEを書き込みます。次に，MOUNTコマン
ドで磁気テープをマウントして，ファイルの書き込みができるようにします。

4. $ BACKUP filespec MUA0: ... /MEDIA_FORMAT=NOCOMPACTION-
_$/REWIND

この例では，圧縮とレコードのブロック化を禁止して， BACKUPテープを作成
します。
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5. $ INITIALIZE/ERASE/SHADOW=($4$DKA1300, $4$DKA1301) NONVOLATILE

$MOUN/SYS DSA42 /SHAD=( $4$DKA1300 , $4$DKA1301 ) NONVOLATILE
%MOUNT-I-MOUNTED, NONVOLATILE MOUNTED ON _DSA42:
%MOUNT-I-SHDWMEMSUCC, _$4$DKA1300: (WILD3) IS NOW A VALID MEMBER OF THE SHADOW SET
%MOUNT-I-SHDWMEMSUCC, _$4$DKA1301: (WILD4) IS NOW A VALID MEMBER OF THE SHADOW SET
$SHO DEV DSA42:

DEVICE DEVICE ERROR VOLUME FREE TRANS MNT
NAME STATUS COUNT LABEL BLOCKS COUNT CNT
DSA42: MOUNTED 0 NONVOLATILE 5799600 1 1
$4$DKA1300: (WILD3) SHADOWSETMEMBER 0 (MEMBER OF DSA42:)
$4$DKA1301: (WILD4) SHADOWSETMEMBER 0 (MEMBER OF DSA42:)

この例は， INITIALIZE/ERASE/SHADOWコマンドの正しい使い方を示してい
ます。同じ行で複数の装置を指定している点に注意してください。

DCLI–388



INITIALIZE/QUEUE

INITIALIZE/QUEUE

キューの作成または初期化を行います。このコマンドを使用してキューを作成し，名
前とオプションを割り当てます。バッチ・キューの作成には，/BATCH修飾子が必要
です。

キューの作成にはOPER (オペレータ)特権，キューの変更には管理 (M)アクセス権が
必要です。

フォーマット

INITIALIZE/QUEUE キュー名[:]

パラメータ

キュー名[:]

実行キューまたは汎用キューの名前を指定します。キュー名には， 1～ 31の文字列
を使用します。文字列には，大文字と小文字の英文字，数字，ドル記号( $ )，アンダ
スコア( _ )を使用できます。ただし，英文字を少なくとも 1つ含めなければなりませ
ん。

説明

キューを作成するか，または終了している既存のキューのオプションを変更するに
は， INITIALIZE/QUEUEコマンドを使用します。

システムまたはOpenVMS Clusterシステムをセットアップするときに，必要な
INITIALIZE/QUEUEコマンドを実行して，出力キューとバッチ・キューを作成しま
す。後から，必要に応じて INITIALIZE/QUEUEコマンドを使用して，キューを作
成して追加することができます。 INITIALIZE/QUEUEコマンドでキューを作成す
ると，キューについての情報がキュー・データベースに格納されます。

キューの作成と起動を同時に行う場合は， INITIALIZE/QUEUE/STARTコマン
ドを使用します。キューの作成だけを行い，別の時にそれを起動する場合は，
INITIALIZE/QUEUEコマンドだけを実行します。後から START/QUEUEコマンド
を入力すると，キュー起動できます。

INITIALIZE/QUEUE， START/QUEUE，および SET QUEUEコマンドによってキ
ュー・オプションを変更できます。キュー・オプションを変更すると，キュー・デー
タベース内のキューに関する情報が更新されます。
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INITIALIZEおよび STARTコマンドは，終了したキューに対してのみ使用できま
す。動作中のキューのオプションを変更するには， SET QUEUEコマンドを使用し
ます。 SET QUEUEコマンドで変更できないキュー・オプションを変更するには，
次の手順に従ってください。

1. STOP/QUEUE/NEXTコマンドでキューを終了します。

2. START/QUEUEまたは INITIALIZE/QUEUE/STARTコマンドを使用してキュー
を再起動し，必要なオプションに合わせて適切な修飾子を指定します。

指定しない修飾子はすべて，以前にキューの初期化，起動，または設定を行った
ときのままです。

既存のキューを初期化しても，そのキューに登録されている現在処理中のジョブは削
除されません。新しい INITIALIZE/QUEUEコマンドによって設定された新しいキ
ューの設定はすべて，キューで待機中のすべてのジョブ，またはこれからキューに登
録されるジョブに作用します。キューの終了時に，キューで実行中のジョブはすべ
て，古い設定で実行されます。

次の修飾子は，汎用キューと実行キューで使用できます。

/OWNER_UIC
/PROTECTION
/[NO]RETAIN
/[NO]START
/NAME_OF_MANAGER

次の修飾子は，すべての実行キューで使用できます。

/AUTOSTART_ON
/BASE_PRIORITY
/[NO]CHARACTERISTICS
/[NO]ENABLE_GENERIC
/[NO]NO_INITIAL_FF
/ON
/WSDEFAULT
/WSEXTENT
/WSQUOTA

次の修飾子は，バッチ実行キューにのみ使用できます。

/CPUDEFAULT
/CPUMAXIMUM
/[NO]DISABLE_SWAPPING
/JOB_LIMIT

次の修飾子は，プリンタ，端末，またはサーバの各実行キューにのみ指定できます。

/[NO]BLOCK_LIMIT
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/[NO]DEFAULT
/FORM_MOUNTED
/[NO]LIBRARY
/[NO]PROCESSOR
/[NO]RECORD_BLOCKING
/[NO]SEPARATE

キューのタイプ
キューには，いくつかのタイプがあります。キューは，汎用キューと実行キューの 2
つに分類できます。実行キューにジョブが送られると，ジョブはそのキューで実行さ
れ，汎用キューでは実行されません。汎用キューは，実行キューで実行されるジョブ
を保留します。

汎用キュー 次に，汎用キューのいくつかのタイプを示します。

• 汎用バッチ・キュー：バッチ実行キューで実行するバッチ・ジョブを保留しま
す。

• 汎用出力キュー:出力キューで実行するジョブを保留します。汎用出力キューに
は，次の 3つのタイプがあります。

– 汎用プリント・キュー：出力実行キューでプリントするプリント・ジョブを保
留します。

– 汎用サーバ・キュー：出力実行キューで処理するジョブを保留します。

– 汎用端末キュー：出力実行キューでプリントするプリント・ジョブを保留しま
す。

/GENERIC修飾子は，キューを汎用キューとして指定します。次のいずれかの方法
で，汎用キューがジョブを登録する実行キューを設定します。

• /GENERIC修飾子を使用してキューのリストを指定すると，汎用キューに割り当
てた実行キューに明示的に名前を付けることができます。

• 実行キューの作成時に/ENABLE=GENERIC修飾子を指定すると，明示的なター
ゲット・リストを指定しない汎用キューからジョブを受け取る実行キューを指定
できます。

実行キューと異なり，汎用キューはシステムがシャットダウンしたりキュー・マネー
ジャが終了しても，自動的に終了しません。したがって，通常は，システムをリブー
トするたびに汎用キューを再起動する必要はありません。

論理キュー
キューのもう 1つのタイプは，論理キューです。論理キューは特別なタイプの汎用キ
ューで， ASSIGN/QUEUEコマンドで指定した実行キューでだけ，ジョブを実行で
きます。実行キューと論理キューの関係は，DEASSIGN/QUEUEコマンドで割り当
てを取り消すまで有効です。
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実行キュー 次に，実行キューのいくつかのタイプを示します。

• バッチ実行キュー—バッチ・ジョブを実行します。

• 出力実行キュー—プリント出力ジョブを処理します。出力実行キューには，次の
3タイプがあります。

– プリンタ実行キュー—シンビオントを起動して，プリンタのプリント・ジョ
ブを処理します。

– サーバ実行キュー—ユーザが作成したシンビオントを起動して，ジョブを処
理します。

– 端末実行キュー—シンビオントを起動して，端末プリンタのプリント・ジョ
ブを処理します。

バッチ実行キューは，バッチ・ジョブを実行します。バッチ・ジョブは，バッチ・プ
ロセスで 1つまたは複数のコマンド・プロシージャの実行を要求します。

出力実行キューは，プリント・ジョブを処理します。プリント・ジョブは，シンビオ
ント・プロセスで実行する 1つのシンビオントによって， 1つまたは複数のファイル
の処理を要求します。省略時の設定のシステム・シンビオントは，ハードコピー装置
(プリンタまたは端末)でファイルをプリントするように設計されています。ユーザが
作成するシンビオントは，プリントまたは他のファイル処理を実行するように設計で
きます。サーバ・キューは，/PROCESSOR修飾子で指定したサーバ・シンビオント
を使用してジョブを処理します。サーバ・キュー・シンビオントは，ユーザが作成し
ます。

/AUTOSTART_ON修飾子または/ON修飾子は，キューを実行キューとして指定し
て，キューを実行する場所を指定します。

/ON修飾子を使用すると，キューを起動できる 1つのノード (バッチ・キューの場
合)，またはノードと装置 (出力キューの場合)を指定できます。/ON修飾子で初期化
したキューは，明示的にキューを指定したコマンドで起動する必要があります。

/AUTOSTART_ON修飾子を使用すると，キューを起動できる 1つまたは複数のノ
ード (あるいはノードと装置)を指定できます。キュー・マネージャによってキュ
ーのノードが自動起動を許可されている場合は，そのキュー・マネージャによっ
て，/AUTOSTART_ON修飾子を使用して初期化したキューが自動的に起動します。

キューの自動起動 実行キュー (バッチまたは出力のいずれか)は，自動起動キューと
して指定できます。ノードにあるキュー・マネージャの自動起動キューのすべてが 1
つのコマンドによって起動できるため，自動起動キューでは，長いキューのスタート
アップ・プロシージャは必要ありません。

OpenVMS Clusterでは，自動起動キューをいくつかのノードのうちの 1つのノード
で実行するように設定できます。この方法で設定したキューを実行しているノードが
クラスタからはずれると，そのキューは，別のノードにフェイルオーバし，クラスタ
内でそのまま使用できます。
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/AUTOSTART_ON修飾子は，実行キューを自動起動キューとして指定します。

修飾子

/AUTOSTART_ON=(ノード::[装置][,...])

キューを自動起動実行キューとして指定し，キューを置くことができるノードまたは
ノードと装置を指定します。バッチ・キューの場合は，ノードだけ指定できます。

クラスタでは，ノードがキューを要求する順序で，キューが実行できる 2つ以上のノ
ード (またはノードと装置)を指定できます。これによって，キューを実行しているノ
ードがクラスタから離れると，別のノードにそのキューをフェイルオーバできます。

/AUTOSTART_ON修飾子を使用して INITIALIZE/QUEUEコマンドを実行する
場合には， INITIALIZE/QUEUEコマンドで/START修飾子を指定するか，または
START/QUEUEコマンドを実行して，最初にキューの自動起動を有効にしなけれ
ばなりません。ただし，キューを実行するノードに対して ENABLE AUTOSTART
/QUEUESコマンドが実行されるまで，キューはジョブの処理を開始しません。

この修飾子は，/ONまたは/GENERIC修飾子と同時に使用できません。ただし，既
存のキューを再初期化する場合は，/ON修飾子を指定して作成または起動してあっ
たキューに対しては，/AUTOSTART_ON修飾子を指定できます。これを実行する
と，/ON修飾子を無効になり，キューは自動起動キューになります。

自動起動キューについての詳細は，『OpenVMSシステム管理者マニュアル (上巻)』
のキューについての章を参照してください。

/BASE_PRIORITY=n

バッチ実行キューからジョブが開始されるプロセスの基本優先順位を指定します。省
略時の設定では，修飾子を省略すると，ジョブはシステム生成時にDEFPRIによっ
て設定された基本優先順位と同じ優先順位で開始されます (通常は 4)。基本優先順位
指定子には， 10進数で 0～ 15の値を指定します。

この修飾子は，出力実行キューにも指定できます。この場合は，シンビオント・プロ
セスが作成されるときに，/BASE_PRIORITY修飾子がシンビオント・プロセスの基
本優先順位を設定します。

/BATCH
/NOBATCH (省略時の設定)

バッチ・キューとしての初期化を指定します。既存のキューを再初期化する場合
に，/BATCH修飾子を使用できるのは，キューを最初にバッチ・キューとして作成し
た場合だけです。

バッチ・キューは，バッチ実行キューまたはバッチ汎用キューのいずれかに分類され
ます。省略時の設定では，/BATCH修飾子はバッチ実行キューを初期化します。汎用
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バッチ・キューを指定するには，/GENERIC修飾子を/BATCH修飾子と同時に使用
します。

/BATCH修飾子と/DEVICE修飾子は，同時に使用できません。/NOBATCH修飾子
と/NODEVICE修飾子も，同時に使用できません。

/BLOCK_LIMIT=([下限,]上限)
/NOBLOCK_LIMIT (省略時の設定)

出力実行キューで処理できるプリント・ジョブ・サイズを制限します。この修飾子を
使用すると，特定のプリンタに対して，決まったサイズのジョブを予約できます。上
限パラメータは必ず指定しなければなりません。

下限パラメータは，プリント・ジョブに対してキューが受け付ける最小のブロック数
(10進数)です。下限値より少ないブロック数のプリント・ジョブがキューに登録さ
れると，キューのブロック制限値の下限が変更されるまでジョブは待ち状態になりま
す。ジョブは，キューのブロックの下限値がジョブのブロック数以下に減少された後
に処理されます。

上限パラメータは，プリント・ジョブに対してキューが受け付ける最大のブロック数
(10進数)です。この値を超えるプリント・ジョブがキューに登録されている場合，キ
ューのブロック制限値が変更されるまでジョブは待ち状態になります。ジョブは，キ
ューのブロックの上限値がジョブのブロック数以上に増加された後に処理されます。

ジョブの上限値だけを指定する場合は，括弧を省略できます。たとえば，/BLOCK_
LIMIT=1000は，キューの中で 1000以下のブロックを持つジョブだけが処理されま
す。ジョブの下限値だけを指定するには，空文字列( "" )を使用して，上限の指定子を
示さなければなりません。たとえば，/BLOCK_LIMIT=(500,"")は，キューの中 500
以上のブロックを持つジョブはすべて処理されます。下限および上限の両方を指定す
ることもできます。たとえば，/BLOCK_LIMIT= (200,2000)は，キューの中で 200
未満のブロックを持つジョブと， 2001以上のブロックを持つジョブは処理されない
ことを意味します。

/NOBLOCK_LIMIT修飾子は，/BLOCK_LIMIT修飾子を指定してこのキューに設定
した前の設定を取り消します。

/CHARACTERISTICS=(属性[,...])
/NOCHARACTERISTICS (省略時の設定)

実行キューでジョブを処理するための属性を， 1つまたは複数指定します。属性を 1
つだけ指定する場合は，括弧を省略できます。ジョブに指定した属性のすべてをキュ
ーが備えていない場合，ジョブは待ち状態のままになります。/CHARACTERISTICS
修飾子を指定するたびに，その前に設定された属性はすべて取り消されます。この修
飾子で指定した属性だけが，キューに設定されます。

キューの属性は，それぞれのシステムによって異なります。属性パラメータは， 0～
127の値，またはDEFINE/CHARACTERISTICコマンドを使用して定義した属性名
になります。

DCLI–394



INITIALIZE/QUEUE

/NOCHARACTERISTICS修飾子は，/CHARACTERISTICS修飾子を指定してこの
キューに設定していた前の設定をすべて取り消します。

/CLOSE

PRINTまたは SUBMITコマンドによって，あるいは REQUEUE操作の結果とし
て，ジョブがキューに登録されないようにします。ジョブを登録可能するには，
/OPEN修飾子を使用します。キューが新しいジョブ・エントリを受け付けるかどう
かは，キューの状態 (一時停止，終了，または止められている)とは関係ありません。
キューがクローズ状態の場合，実行中のジョブは継続されます。キューですでに待ち
状態のジョブは，引き続き実行待ちになります。

/CPUDEFAULT=時間
このバッチ実行キューにあるすべてのジョブに対して，省略時の設定の CPU時間制
限値を定義します。時間には，デルタ時間， 0， INFINITE，またはNONE (省略時
の設定)を指定できます。デルタ時間には，最高 497日まで指定できます。

キューに時間制限値 CPUMAXIMUMが指定されていない場合や，利用者登録ファ
イル (UAF)に設定された値が CPU時間制限値にNONEを指定している場合は，値
0またはキーワード INFINITEを使用すると， CPU時間の制限をなくすことがで
きます。NONEを指定すると，UAFまたは SUBMITコマンドで指定した値 (指定
している場合)が CPU時間値の省略時の設定になります。 CPU時間値は，システ
ム・パラメータ PQL_MCPULMで指定した値以上でなければなりません。この時間
は，/CPUMAXIMUM修飾子を使用して設定した CPU時間制限を超えることができ
ません。デルタ時間を指定する方法についての詳細は，『OpenVMSユーザーズ・マ
ニュアル』またはオンライン・ヘルプのトピックDateを参照してください。 CPU時
間制限の指定についての詳細は，表 DCLI–1を参照してください。

/CPUMAXIMUM=時間
バッチ実行キューにあるすべてのジョブの最大 CPU時間制限値を定義します。時
間には，デルタ時間， 0， INFINITE，またはNONE (省略時の設定)を指定できま
す。デルタ時間には，最高 497日まで指定できます。

/CPUMAXIMUM修飾子は，キューにジョブを登録するすべてのユーザに対して，
利用者登録ファイル (UAF)で指定した時間制限を変更します。値 0またはキーワ
ード INFINITEを使用すると， CPU時間の制限をなくすことができます。NONE
を指定すると，UAFまたは SUBMITコマンドで指定した値 (指定している場合)
が CPU時間値の省略時の設定になります。 CPU時間値は，システム・パラメータ
PQL_MCPULMで指定した値以上でなければなりません。

デルタ時間を指定する方法についての詳細は，『OpenVMSユーザーズ・マニュア
ル』またはオンライン・ヘルプのトピックDateを参照してください。 CPU時間制限
値を指定する方法についての詳細は，表 DCLI–1を参照してください。

プロセスの CPU時間制限値は，システムのUAFでのユーザ・レコードごとに指定
します。また，省略時の設定の CPU時間制限値，指定したキューに存在するすべて
のジョブに対する最大 CPU時間制限値，またはキューの各ジョブに対する省略時の
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CPU時間制限値も指定できます。指定した各値に従って実行される処理と，指定の
組み合わせを表 DCLI–1に示します。

表 DCLI–1 CPU時間制限値の指定と処理

SUBMITコマンドで
CPU時間制限値が指定
されている

キューで省略時
の設定の CPU時
間制限値が指定
されている

キューで CPU時間制限
値が指定されている 処理

No No No UAFの値を使用します。

Yes No No SUBMITコマンドと UAF値のう
ち，小さい方を使用します。

Yes Yes No SUBMITコマンドと UAF値のう
ち，小さい方を使用します。

Yes No Yes SUBMITコマンドとキューの最大値
のうち，小さい方を使用します。

Yes Yes Yes SUBMITコマンドとキューの最大値
のうち，小さい方を使用します。

No Yes Yes キューの省略時の値と最大値のうち，
小さい方を使用します。

No No Yes 最大値を使用します。

No Yes No UAFとキューの省略時の値のうち，
小さい方を使用します。

/DEFAULT=(オプション[,...])
/NODEFAULT

PRINTコマンドの特定のオプションの省略時の値を設定します。省略時の設定の値
は，オプションのリストで指定します。オプションを 1つだけ指定する場合は，括
弧を省略できます。/DEFAULT修飾子を使用してオプションをキューに設定した後
は， PRINTコマンドにそのオプションを指定する必要はありません。 PRINTコマ
ンドでこれらのオプションを指定すると， PRINTコマンドを使用して指定した値
は，/DEFAULT修飾子を使用してキューに設定した値を上書きします。

/DEFAULTおよび/GENERIC修飾子は，同時に指定できません。

使用可能なオプションは，次のとおりです。

[NO]BURST[=キーワード] バースト・ページのバーを出力の前にプリントする
かどうかを制御します。値 ALL (省略時の値)を指
定すると，バースト・ページは，ジョブの各ファ
イルの前にプリントされます。値 ONEを指定する
と，バースト・ページは，ジョブの最初のファイル
の前に 1度プリントされます。

[NO]FEED ページの最後で，自動的に改ページを行うかどうか
を指定します。
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[NO]FLAG[=キーワード] ファイル・フラグ・ページを，出力の前にプリント
するかどうかを制御します。値 ALL (省略時の設定
の値)を指定すると，フラグ・ページは，ジョブの
各ファイルの前にプリントされます。値 ONEを指
定すると，フラグ・ページは，ジョブで最初のファ
イルの前に 1度プリントされます。

FORM=タイプ 出力実行キューの省略時のプリント形式を指定しま
す。プリント形式を明示的に定義しないでジョブを
キューに登録すると，このプリント形式がジョブの
処理に使用されます。 FORMキーワードによるプ
リント形式タイプが明示的に指定されていない場
合，システムは，プリント形式 DEFAULTをキュー
に割り当てます。/FORM_MOUNTED=タイプ修飾
子の説明も参照してください。

[NO]TRAILER[=キーワード] 出力に続けてファイル・トレーラ・ページをプリン
トするかどうかを制御します。値 ALL (省略時の設
定の値)を指定すると，ジョブの各ファイルの後に
ファイル・トレーラ・ページがプリントされます。
値 ONEを指定すると，トレーラ・ページは，ジョ
ブのファイルの最後に 1度プリントされます。

ファイルに BURSTオプションを指定すると，[NO]FLAGオプションは，ファイルの
前にプリントされる 2つのフラグ・ページに対して，フラグ・ページの追加または削
除を行いません。

必須のキュー・オプションの設定についての詳細は，/SEPARATE修飾子の説明
を参照してください。省略時のキュー・オプションの指定についての詳細は，
『OpenVMSシステム管理者マニュアル』のキューの章を参照してください。

/DESCRIPTION=文字列
/NODESCRIPTION (省略時の設定)

オペレータからのキューについての情報を提供するための，最大 255文字の文字列を
指定します。

文字列に英小文字，ブランク，またはその他の英数字以外 (スペースを含む)の文字列
を含める場合は，文字列全体を二重引用符( ‘‘ ’’ )で囲みます。

/NODESCRIPTION修飾子は，そのキューに関する説明をすべて削除します。

/DEVICE[=オプション]
/NODEVICE

特定のタイプの出力キューを初期化するように指定します。既存のキューを再初期化
する場合，出力キューとして作成したキューに対してのみ，/DEVICE修飾子を使用
できます。使用可能なオプションは，次のとおりです。

PRINTER プリント・キューを示します。

SERVER サーバ・キューを示します。サーバ・キューは，/PROCESSOR修飾子
に指定した，ユーザが変更したシンビオント，またはユーザが作成した
シンビオントによって制御されます。

TERMINAL 端末キューを示します。

キュー・タイプなしで/DEVICE修飾子を指定すると，省略時の設定により
/DEVICE=PRINTER修飾子が使用されます。
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出力キューは，出力実行キューまたは汎用出力キューに分類されます。省略時の設定
では，/DEVICE修飾子によって，出力実行キューが初期化されます。汎用出力キュ
ーを指定するには，/DEVICE修飾子と/GENERIC修飾子を同時に使用します。

情報用には，/DEVICE修飾子にキュー・タイプを指定します。出力実行キューが起
動すると，キューに対応したシンビオントによって，実際のキュー・タイプが決まり
ます。標準のシンビオントは，装置の特性をチェックして，キューがプリンタ・キュ
ーまたは端末キューのいずれであるかマークをつけるよう設定します。通常は，ユー
ザ変更シンビオントおよびユーザ作成シンビオントは，サーバ・キューとしてキュー
をマークします。汎用出力キューの装置タイプは，出力実行キューの装置タイプと一
致する必要はありません。

/DEVICE修飾子と/BATCH修飾子は，同時に使用できません。また，/NODEVICE
修飾子と/NOBATCH修飾子も，同時に使用できません。

/DISABLE_SWAPPING
/NODISABLE_SWAPPING (省略時の設定)

キューから実行するバッチ・ジョブが，メモリへスワップ・イン，およびメモリから
スワップ・アウトできるかどうかを指定します。

/ENABLE_GENERIC (省略時の設定)
/NOENABLE_GENERIC

/GENERIC修飾子にキューの名前を指定していない汎用キューに登録されたファイル
を，このキューに移してよいかどうかを指定します。詳細は，/GENERIC修飾子の説
明を参照してください。

/FORM_MOUNTED=タイプ
出力実行キュー用にマウントされたプリント形式を指定します。

プリント形式タイプを明示的に指定しない場合，システムは，DEFAULTのプリント
形式をキューに割り当てます。

プリント形式を明示的に指定してジョブがキューに登録され，明示的なプリント形式
のストックがマウントされたプリント形式のストックと一致しない場合は，このジョ
ブは待ち状態に入ります。そしてその状態は，このキューのマウントされたプリント
形式のストックが，ジョブに対応したプリント形式のストックと一致するまで続きま
す。

プリント形式のタイプを指定するには，DEFINE/FORMコマンドで定義した数値ま
たはプリント形式名を使用します。プリント形式のタイプは，それぞれのシステムに
よって異なります。/FORM_MOUNTED修飾子と/GENERIC修飾子は，同時に使用
できません。

/GENERIC[=(キュー名[,...])]
/NOGENERIC (省略時の設定)

汎用キューを指定します。このキューに置かれたジョブを互換性のある実行キューへ
移動して処理できることも指定します。/GENERIC修飾子には，ターゲット・キュ
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ーとして，既にある実行キューの名前 (複数可)を指定することができます。汎用バッ
チ・キューの場合は，これらのターゲット・キューは，バッチ実行キューでなければ
なりません。汎用出力キューの場合は，これらのターゲット・キューは，出力実行キ
ューでなければなりませんが，どのようなタイプ (プリンタ，サーバ，または端末)で
もかまいません。たとえば，汎用出力キューのターゲットにプリント・キューと端末
キューといった種類の違う出力キューを指定したとしても，両方にジョブを転送でき
ます。

/GENERIC修飾子を使用してターゲット実行キューを指定しない場合，ジョブ
は，/ENABLE_GENERIC修飾子で初期化されていて，かつ，汎用キューと同じタイ
プ (バッチまたは出力)の任意の実行キューに移動できます。

キューを汎用バッチ・キューまたは出力キューとして定義するには，/GENERIC修飾
子と同時に，/BATCH修飾子または/DEVICE修飾子を指定します。汎用キューの作
成に，/BATCH修飾子および/DEVICE修飾子のいずれも指定しないと，省略時の設
定により，キューは汎用出力キューになります。

/SEPARATE修飾子は，/GENERIC修飾子と同時に使用できません。

/JOB_LIMIT=n

キューから同時に実行できるバッチ・ジョブの数を指定します。 1～ 65535の値を指
定します。省略時の設定の値は 1です。

/LIBRARY=ファイル名
/NOLIBRARY

装置制御ライブラリのファイル名を指定します。出力実行キューを初期化する場合
は，/LIBRARY修飾子を使用すると，他の装置制御ライブラリを指定できます。省略
時の設定のライブラリは， SYS$LIBRARY:SYSDEVCTL.TLBです。/LIBRARY修
飾子のパラメータには，ファイル名だけを指定することができます。システムは常
に，そのファイルが SYS$LIBRARYに置かれていて，ファイル・タイプが.TLBであ
ると仮定します。

/NAME_OF_MANAGER=名前
キューを制御するキュー・マネージャの名前を示します。いったんキューが作成され
ると，キュー・マネージャの割り当ては変更できません。

/NAME_OF_MANAGER修飾子を省略した場合は，省略時の設定の名前の
SYS$QUEUE_MANAGERが使用されます。

INITIALIZE/QUEUEコマンドを使用してキューの変更を行う場合や，そのキュ
ーが省略時の設定のキュー・マネージャで制御されていない場合は，/NAME_OF_
MANAGER修飾子に制御キュー・マネージャの名前を指定する必要があります。ま
たは，論理名 SYS$QUEUE_MANAGERを正しいキュー・マネージャとするように
定義して，そのキュー・マネージャを，現在処理中のプロセスの省略時の値にできま
す。
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/NO_INITIAL_FF
/NONO_INITIAL_FF (省略時の設定)

キューを起動する時に，プリンタ・デバイスにフォーム・フィードを送るかどうか，
指定することができます。初期フォーム・フィードを抑止するには，/NO_INITIAL_
FF修飾子を指定します。

/NONO_INITIAL_FF修飾子を指定すると，出力装置にフォーム・フィードが送ら
れ，紙の一番上から印刷が開始されます。

/ON=[ノード::]装置[:] (プリンタ，端末，サーバ・キュー)
/ON=ノード:: (バッチ・キュー)

この実行キューを置くノードまたは装置，あるいはその両方を指定します。バッチ実
行キューの場合は，ノード名だけを指定できます。出力実行キューの場合は，ノード
名と装置名の両方を指定できます。省略時の設定では，キューは，起動されたノード
と同じノードで実行されます。省略時の設定の装置パラメータは，キュー名と同じで
す。

装置に対する IPアドレスとポート番号を，引用符の中に指定することができます。
IPアドレスの指定についての詳細は， TCP/IP Services for OpenVMSのマニュアル
を参照してください。

このノード名の指定は，OpenVMS Clusterシステムで使用します。このノード
名の指定は，キューが実行されるOpenVMSシステムのシステム・パラメータ
SCSNODEによって指定されたノード名と一致しなければなりません。

/ON修飾子は，/AUTOSTART_ON修飾子または/GENERIC修飾子と同時に使用で
きません。ただし，既存のキューを再初期化する場合，/AUTOSTART_ON修飾子を
使用して前に作成または起動していたキューに対しては，/ON修飾子を指定できま
す。これを行うと，/AUTOSTART_ONオプションが変更され，キューが非自動起動
キューになります。

/OPEN (省略時の設定)

PRINTまたは SUBMITコマンドによって，あるいは REQUEUE操作の結果とし
て，ジョブをキューに登録できます。ジョブがキューに登録されないようにするに
は，/CLOSE修飾子を使用します。キューが新しいジョブ・エントリを受け付けるか
どうかは，キューの状態 (一時停止，終了，または止められている)とは関係ありませ
ん。

/OWNER_UIC=uic

キューの利用者識別コード (UIC)を変更します。『OpenVMSシステム・セキュリテ
ィ・ガイド』の説明に従って，標準形式を使用してUICを指定します。省略時の設
定のUICは，[1,4]です。

/PROCESSOR=ファイル名
/NOPROCESSOR

出力実行キューに標準以外のプリント・シンビオントを指定できます。
/PROCESSOR修飾子のパラメータには，任意の有効なファイル名を指定するこ
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とができます。システムは，装置およびディレクトリ名の SYS$SYSTEMとファイ
ル・タイプ.EXEを追加します。出力キューにこの修飾子を使用すると，実行するシ
ンビオント・イメージは SYS$SYSTEM:filename.EXEになります。

省略時の設定では， SYS$SYSTEM:PRTSMB.EXEが，出力実行キューに対応したシ
ンビオント・イメージです。

/NOPROCESSOR修飾子を指定すると，/PROCESSOR修飾子を使用して設定した前
の設定はすべて取り消され， SYS$SYSTEM:PRTSMB.EXEが使用されます。

/PROTECTION=(所有権[:アクセス]，...)

キューの保護を指定します。

• 所有権パラメータには，システム( S )，オーナ( O )，グループ( G )，ワール
ド( W )のいずれか 1つを指定します。

• アクセス・パラメータには，読み込み( R )，キューに登録( S )，管理( M )，または
削除( D )を指定します。

アクセス・パラメータの指定がないときは，アクセスできないことを意味します。省
略時の設定の保護は， (SYSTEM:M，OWNER:D，GROUP:R，WORLD:S)です。
保護コードを 1つだけ指定する場合は，括弧を省略できます。保護コードの指定に
ついての詳細は，『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイド』を参照してくださ
い。UICに基づいた保護によるキュー操作の制御についての詳細は，『OpenVMSシ
ステム管理者マニュアル』のキューの章を参照してください。

/RAD=n

キューに割り当てられたバッチ・ジョブを実行する RAD番号を指定します。 RAD値
の有効な値は， 0から$GETSYI項目コード， SYI$_RAD_MAX_RADSによって返
される値までの正の整数です。

RADは， AlphaServer GSシリーズ・システムでサポートされ，OpenVMS V8.4以
降はNUMA対応の Integrityサーバでもサポートされます。

/RECORD_BLOCKING (省略時の設定)
/NORECORD_BLOCKING

シンビオントが，出力装置へ転送する出力レコード連結 (ブロック化)できるかどうか
を決めます。/NORECORD_BLOCKING修飾子を指定すると，シンビオントは，入
出力要求ごとに各レコードを出力装置に送信します。標準のOpenVMSプリント・シ
ンビオントの場合は，レコードをブロック化すれば，シングル・レコード・モードよ
りも性能を大幅に向上させることができます。

/RETAIN[=オプション]
/NORETAIN (省略時の設定)

実行後のジョブを保持状態でキューに保留します。/NORETAIN修飾子を使用する
と，そのキューを省略時の設定に再設定できます。使用可能なオプションは，次のと
おりです。
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ALL (省略時の設定) 実行後，キューのジョブをすべて保留します。

ERROR 正常に終了できなかったジョブだけを保留します。

PRINT， SUBMIT，または SET ENTRYコマンドに/RETAIN修飾子を指定する
と，ジョブに対するジョブ保持オプションを要求できます。ただし，キューに指定し
たジョブ保持オプションは，そのキューに要求されたすべてのジョブの保持オプショ
ンを無効にします。

/SCHEDULE=SIZE (省略時の設定)
/SCHEDULE=NOSIZE

出力キューで待ち状態にあるジョブが，ジョブの大きさに基づいてスケジュールされ
てプリントされるかどうかを指定します。省略時の設定の修飾子/SCHEDULE=SIZE
が有効な場合は，小さいジョブから大きいジョブの順にプリントされます。

/SCHEDULE=NOSIZE修飾子が有効な場合には，サイズに従ったジョブのスケジュ
ール化は行われません。

キューのいずれかに待ち状態のジョブがあるときにこのコマンドを実行すると，その
後のジョブの順序は予測できなくなります。

/SEPARATE=(オプション[,...])
/NOSEPARATE (省略時の設定)

出力実行キューに必須のキュー・オプション，またはジョブ区切りオプションを指定
します。ジョブ区切りオプションは， PRINTコマンドでは変更できません。

/SEPARATE修飾子と/GENERIC修飾子は，同時に使用できません。

ジョブの区切りに関するオプションは次のとおりです。

[NO]BURST バースト・ページのバーを各ジョブの先頭にプ
リントするかどうかを指定します。

[NO]FLAG ジョブのフラグ・ページを各ジョブの先頭にプ
リントするかどうかを指定します。

[NO]TRAILER ジョブのトレーラ・ページを各ジョブの末尾に
プリントするかどうかを指定します。

[NO]RESET=(モジュール[,...]) このキューで使用するジョブ・リセッ
ト・シーケンスを装置制御ライブラリ
(SYS$LIBRARY:SYSDEVCTL)の中から指
定します。指定されたモジュールが装置制御ラ
イブラリから取り出されて，各ジョブの終わり
に装置をリセットします。リセット動作はファ
イル・トレーラの後とジョブ・コントローラの
前に行われます。したがって，ジョブの区切り
のためのページはすべて，装置がリセット状態
においてプリントされることになります。

/SEPARATE=BURST修飾子を指定すると，[NO]FLAGオプションは，ジョブの前
にプリントされる 2つのフラグ・ページに対して，影響を及ぼしません。

変更できるキュー・オプションの設定についての詳細は，/DEFAULT修飾子の説明
を参照してください。
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必須のキュー・オプションの指定についての詳細は，『OpenVMSシステム管理者マ
ニュアル』のキューの章を参照してください。

/START
/NOSTART (省略時の設定)

INITIALIZE/QUEUEコマンドでキューを初期化し，そのキューを起動します。

自動起動キューの場合，この修飾子は，キューを自動起動として動かします。キュー
を動作できるいずれかのノードで， ENABLE AUTOSTART/QUEUESコマンドを使
用して自動起動を有効にすると，キューはジョブの処理を開始します。

/WSDEFAULT=n

バッチ・ジョブに対して，ワーキング・セットの省略時の設定の値，つまりジョブが
使用できる物理ページ数の省略時の設定の値を定義します。

この修飾子を指定すると，UAFに指定された値は使用されず，修飾子の値が使用さ
れます。

Alphaシステムの場合はページレット単位 (1ページレットは 512バイト)でnの値
を指定します。この値は，内部でページ単位に切り上げられるため (1ページの大
きさは， CPUによって異なることがあります)， Alphaシステムでは，実際に使
用できる物理メモリの量は指定したものより大きくなることがあります。詳細は，
『OpenVMSシステム管理者マニュアル』を参照してください。

0またはNONEを指定すると，UAFまたは SUBMITコマンドで指定した値 (指定し
ている場合)がワーキング・セットの省略時の設定の値になります。

この修飾子は，出力実行キューにも指定できます。その場合，シンビオント・プロセ
スが作成されるときに，/WSDEFAULT修飾子は，実行キューのシンビオント・プロ
セスに対するワーキング・セットの省略時の値を設定します。

ワーキング・セットの省略時の設定の値による，バッチ・ジョブへの影響についての
詳細は，表 DCLI–2を参照してください。

/WSEXTENT=n

バッチ・ジョブに対して，ワーキング・セット超過値，つまりジョブが使用できる物
理メモリの最大値を定義します。システムにフリー・ページが十分にある場合にの
み，ジョブは最大量の物理メモリを使用します。この修飾子を指定すると，UAFに
指定された値は使用されず，修飾子の値が使用されます。

Alphaシステムの場合はページレット単位 (1ページレットは 512バイト)でnの値を
指定します。この値は，内部でページ単位に切り上げられるため (1ページの大きさ
は， CPUによって異なることがあります)， Alphaシステムでは，実際に使用できる
物理メモリの量は指定したものより大きくなることがあります。

0またはNONEを指定すると，UAFまたは SUBMITコマンドで指定した値がワー
キング・セットの省略時の設定になります (WSEXTENT値が含まれている場合)。
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この修飾子は，出力実行キューにも指定できます。その場合，シンビオント・プロセ
スが作成されるときに，/WSEXTENT修飾子は出力実行キューのシンビオント・プ
ロセスに対するワーキング・セットの省略時の値を設定します。

ワーキング・セット超過値によるバッチ・ジョブへの影響についての詳細は，
表 DCLI–2を参照してください。

/WSQUOTA=n

バッチ・ジョブに対して，ワーキング・セット制限値，つまりジョブに対して保証さ
れる物理メモリの量を定義します。

この修飾子を指定すると，UAFに指定された値は使用されず，修飾子の値が使用さ
れます。

OpenVMS Alphaの場合はページレット単位 ( 1ページレットは 512バイト)でnの
値を指定します。この値は，内部でページ単位に切り上げられるため ( 1ページの
大きさは， CPUによって異なることがあります)， Alphaシステムでは，実際に使
用できる物理メモリ量は指定したものより大きくなる可能性があります。詳細は，
『OpenVMSシステム管理者マニュアル』を参照してください。

0またはNONEを指定すると，UAFまたは SUBMITコマンドで指定した値がワ
ーキング・セットの省略時の設定の値になります (WSQUOTA値が含まれている場
合)。

この修飾子は，出力実行キューにも指定できます。その場合，シンビオント・プロセ
スが作成されるときに，/WSQUOTA修飾子は出力実行キューのシンビオント・プロ
セスに対するワーキング・セットの省略時の値を設定します。

ワーキング・セットの省略時の設定の値，ワーキング・セット制限値，およびワーキ
ング・セット超過値は，システムUAFの各ユーザ・レコードに含まれています。ワ
ーキング・セット値は，与えられたキューの各ジョブまたはすべてのジョブに指定で
きます。ワーキング・セット値を含むさまざまな組み合わせの指定と，その処理を
表 DCLI–2に示します。

表 DCLI–2 ワーキング・セット省略時の値，超過値，および制限値の決定

SUBMITコマンドによって値
が指定されている

キューに値が指
定されている 処理

No No UAF値を使用します。

No Yes キューの値を使用します。

Yes Yes 2つの値のうち小さい方を使用します。

Yes No 指定した値と UAFを比較して，小さい
方を使用します。
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例

1. $ INITIALIZE/QUEUE/PROCESSOR=TELNETSYM -
_$ /ON="192.168.1.101:9100" SYS$PRINT

この例では，プリント・シンビオント TELNETSYMを指定し， IPアドレス
192.168.1.101， TCPポート 9100でプリント・キュー SYS$PRINTを初期化し
ます。 TELNETSYMについての詳細は，『HP TCP/IP Services for OpenVMS
Management Guide』を参照してください。

2. $ INITIALIZE/QUEUE/BATCH/START -
_$ /AUTOSTART_ON=(DATA::, WARF::, DEANNA::) BATCH_1

この例で INITIALIZE/QUEUEコマンドは，バッチ・キュー BATCH_1を作成
し，それをノードDATA，WARF，またはDEANNAで実行できる自動起動キュ
ーとして指定します。/START修飾子を指定すると，自動起動キューが有効にな
ります。このキューは， ENABLE AUTOSTART/QUEUESコマンドが実行され
る最初のノード (指定されたノードのリストにある)で実行を開始します。

BATCH_1を実行しているノードがOpenVMS Clusterからはずれると，キュー
はそのノードで終了し，キュー・マネージャ SYS$QUEUE_MANAGERの自動起
動が有効になっているノードのリスト中の，使用できる最初のノードにフェイル
オーバします。

リストにあるノードの 1つで自動起動が有効になっている限り，このキューを起
動してバッチ・ジョブを実行できます。例にある 3つのノードがすべてシャット
ダウンされている場合，または自動起動が無効な場合は，ノード・リストにある 3
つのノードの 1つが，クラスタに参加して ENABLE AUTOSTART/QUEUESコ
マンドを実行するまで，キューは終了したままになります。

/NAME_OF_MANAGER修飾子が指定されていないために， ENABLE
AUTOSTART/QUEUESコマンドと INITIALIZE/QUEUEコマンドは，省略
時の設定のキュー・マネージャ SYS$QUEUE_MANAGERが管理するキューにだ
け作用します。

3. $ INITIALIZE/QUEUE/START/BATCH/JOB_LIMIT=3 SYS$BATCH
$ INITIALIZE/QUEUE/START/BATCH/JOB_LIMIT=1/WSEXTENT=2000 BIG_BATCH

この例で最初の INITIALIZE/QUEUEコマンドは，すべてのバッチ・ジョブに
使用できる SYS$BATCHというバッチ・キューを作成します。/JOB_LIMIT修
飾子を使用して， 3つのジョブを同時に実行できるよう指定します。 2番目の
INITIALIZE/QUEUEコマンドは，大きなジョブに使用するBIG_BATCHという
2番目のバッチ・キューを作成します。一度に 1つのジョブだけを実行できます。
ワーキング・セット超過値は，OpenVMS Alpha ( 8KBページを備えたシステム)
では 125ページまでになることがあります。
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4. $ INITIALIZE/QUEUE/START/DEFAULT=(FLAG,TRAILER=ONE)-
_$ /ON=LPA0: LPA0_PRINT
$ INITIALIZE/QUEUE/START/DEFAULT=(FLAG,TRAILER=ONE)-
_$ /BLOCK_LIMIT=(1000,"")/ON=LPB0: LPB0_PRINT
$ INITIALIZE/QUEUE/START/GENERIC=(LPA0_PRINT,LPB0_PRINT) SYS$PRINT
$ INITIALIZE/QUEUE/START/FORM_MOUNTED=LETTER-
_$ /BLOCK_LIMIT=50/ON=TXA5: LQP

この例で最初の 3つの INITIALIZE/QUEUEコマンドは，プリント・キューを
設定します。キュー LPA0_PRINTと LPB0_PRINTは，ジョブ内の各ファイル
の前にフラグ・ページを，ジョブの最後のページの後にトレーラ・ページを配置
するように設定されています。さらに， LPB0_PRINTには最小ブロック・サイ
ズの 1000が指定されています。したがって，そのキューでは， 1000ブロック
以上のプリント・ジョブだけを実行できます。 SYS$PRINTは， LPA0_PRINT
または LPB0_PRINTのいずれかにジョブを転送できる汎用キューとして設定さ
れます。小さすぎて LPB0_PRINTで実行できないジョブは， SYS$PRINTから
LPA0_PRINTに登録されます。

最後の INITIALIZE/QUEUEコマンドは， TXA5で端末キューを設定します。プ
リント形式 LETTERのストック・タイプ以外のストック・タイプのプリント形式
でキューに登録されたジョブは，同じストック・タイプの形式がキューにマウン
トされるか，またはエントリがキューから削除されるか，別のキューに移動され
るまで，キューで待ち状態となります。 LETTERは，専用のレターヘッド紙を示
すよう，このサイトで設定されています。ブロック・サイズの上限は 50で，この
キューが51ブロックより小さいジョブのために用意されることを示します。

5. $ INITIALIZE/QUEUE/ON=QUEBID::/BATCH/RAD=0 BATCHQ1

$ SHOW QUEUE/FULL BATCHQ1
Batch queue BATCHQ1, stopped, QUEBID::
/BASE_PRIORITY=4 /JOB_LIMIT=1 /OWNER=[SYSTEM]
/PROTECTION=(S:M,O:D,G:R,W:S) /RAD=0

この例は，ノードQUEBID上で実行されるバッチ・キュー BATCHQ1を作成ま
たは再初期化します。このキューに割り当てられたジョブはすべて， RAD 0上で
実行されます。
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INQUIRE

値を SYS$COMMAND (通常は，会話型モードのターミナル，または主コマンド・プ
ロシージャの次の行)から読み込んで，シンボルに割り当てます。

フォーマット

INQUIRE シンボル名 [プロンプト文字列]

パラメータ

シンボル名
値を割り当てる， 1～ 255文字までの英数字シンボルを指定します。

プロンプト文字列
INQUIREコマンドを実行するときに表示されるプロンプトを指定します。文字列
は，自動的に大文字に変換されます。また，先行スペースと先行タブおよび後続のス
ペースと後続のタブは削除され，文字の間の複数のスペースおよびタブは 1つのスペ
ースに圧縮されます。

プロンプトに，小文字や句読点，複数のスペースとタブ，アット・マーク (@)が含ま
れる場合には，文字列を二重引用符 (" ")で囲みます。プロンプト文字列に二重引用符
を使用する場合には，文字列全体を二重引用符で囲み，文字列の中で二重引用符が存
在する場所に連続する 2つの二重引用符 ("")を指定します。

システムがプロンプト文字列をターミナルに表示する場合，通常は文字列の最後にコ
ロン (:)とスペースを表示します ( /PUNCTUATION修飾子を参照してください)。

プロンプト文字列を指定しない場合には，コマンド・インタプリタは，値を要求する
プロンプトとしてシンボル名を使用します。

説明

INQUIREコマンドは，プロセスの作成時に確立された入力ストリームにプロンプ
ト・メッセージを表示し，入力ストリームからの応答を読み取ります。つまり，
INQUIREコマンドは，会話型で実行されているコマンド・プロシージャで実行され
る場合，コマンド・プロシージャのネスト・レベルにかかわらず，プロンプト・メッ
セージは常に端末に表示されます。コマンド・プロシージャの INQUIREコマンドの
入力は， RECALLバッファに入ることに注意してください。
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プロンプト文字列に対する応答を入力した場合，その値は，指定されたシンボルに文
字列として割り当てられます。小文字は自動的に大文字に変換され，先行および後続
のスペースとタブが削除され，文字の間の複数のスペースとタブが単一のスペースに
圧縮されます。大文字への変換を禁止し，スペースとタブをそのまま残す場合は，文
字列を二重引用符で囲みます。

プロンプト文字列に対する応答を入力する場合，シンボルまたはレキシカル関数を使
用するためには，単一引用符( ‘ ’ )を使用してシンボルの置換を要求します。

端末から会話型でデータを取得するには， READコマンドも使用できることに注意
してください。 READコマンドは，ユーザが入力したとおりにデータを受け付けま
す。文字は，自動的には大文字に変換されず，スペースは圧縮されません。ただし，
一重引用符を使用してシンボルの置換を要求しても，シンボルとレキシカル関数は変
換されません。

バッチ・ジョブに INQUIREコマンドを入力すると，コマンドは，コマンド・プロシ
ージャの次の行から応答を読み取ります。プロシージャがネストしている場合，第 1
レベルのコマンド・プロシージャから応答が読み取られます。バッチ・ジョブのコマ
ンド・プロシージャの次の行がドル記号( $ )で始まる場合，その行は INQUIREに対
する応答でなく，コマンドとして解釈されます。次に INQUIREコマンドは，指定さ
れたシンボルに空文字列を割り当て，バッチ・ジョブは INQUIREコマンドの次の行
のコマンドから処理を続けます。

修飾子

/GLOBAL

シンボルが，グローバル・シンボル・テーブルに登録されることを指定します。
/GLOBAL修飾子を指定しない場合には，シンボルはローカル・シンボル・テーブル
に登録されます。

/LOCAL (省略時の設定)

シンボルが，現在のコマンド・プロシージャのローカル・シンボル・テーブルに登録
されることを指定します。

/PUNCTUATION (省略時の設定)
/NOPUNCTUATION

ターミナルにプロンプトが表示されるときに，そのプロンプトのあとにコロン (:)と
スペースが出力されるかどうかを制御します。コロンとスペースを出力しない場合に
は，/NOPUNCTUATIONを指定します。
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例

1. $ INQUIRE CHECK "Enter Y[ES] to continue"
$ IF .NOT. CHECK THEN EXIT

この INQUIREコマンドは，ターミナルに次のプロンプト・メッセージを表示し
ます。

Enter Y[ES] to continue:

INQUIREコマンドは，上記のようなプロンプトを表示し， CHECKというシン
ボルに割り当てられる値を要求します。 IFコマンドは，シンボル CHECKに割り
当てられた値を評価します。 CHECKに割り当てられた値が真 (つまり，奇数の数
値， T， t， Y， yから始まる文字列，あるいは奇数の数字列)の場合には，プロ
シージャは実行を継続します。

CHECKに割り当てられた値が偽 (つまり，偶数の数値， T， t， Y， y以外の文
字から始まる文字列，あるいは偶数の数字列)の場合には，プロシージャの実行は
終了します。

2. $ INQUIRE COUNT
$ IF COUNT .GT. 10 THEN GOTO SKIP
.
.
.

$ SKIP:

この INQUIREコマンドは，次のメッセージを表示し， COUNTに割り当てられ
る値を要求します。

COUNT:

このあと，このコマンド・プロシージャは， COUNTというシンボルに割り当て
られた値を評価し，次に続くコマンドを実行するのか，あるいは制御を SKIPと
いうラベルの行に渡すのかを判断します。

3. $ IF P1 .EQS. "" THEN INQUIRE P1 "FILE NAME"
$ FORTRAN ’P1’

この IFコマンドは， P1というシンボルが空文字列であるかどうかを調べるこ
とで，パラメータがコマンド・プロシージャに渡されたかどうかを調べます。こ
のシンボルの値が空文字列の場合には，パラメータが指定されていないので，
INQUIREコマンドを実行してパラメータを要求します。 P1が指定されていた場
合には， INQUIREコマンドは実行されず， Fortranコマンドがパラメータに指
定された名前のファイルをコンパイルします。
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INSTALL

Installユーティリティを起動します。 Installユーティリティは選択した実行可能イ
メージや共有イメージをシステムに‘‘知らせ’’，適切な属性を割り当てることにより，
それらのイメージの性能を向上させます。

Installユーティリティについての詳細は，『OpenVMSシステム管理ユーティリテ
ィ・リファレンス・マニュアル』またはオンライン・ヘルプを参照してください。

フォーマット

INSTALL [サブコマンド] [ファイル指定]
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JAVA

JAVAコマンドは， Java™アプリケーションを起動します。これは， JAVACなどの
Javaコンパイラで作成された Javaクラス・ファイルを実行します。

JAVAコマンドは， Java Software Development Kit (SDK)または Run-Time
Environment (RTE)がOpenVMSシステムにインストールされている場合に限って
使用可能です。

Java SDKインストール・キットは，OpenVMSメディア・キットのOpenVMS
e-Business Infrastructure CD-ROMに含まれています。また，次のWebサイトから
ダウンロードすることもできます。

http://www.hp.com/software/java/alpha

Java SDKまたは RTEをインストールした後，次のコマンドを入力することによっ
て，オンライン・ヘルプにアクセスすることができます。

$ JAVA -help

OpenVMSシステムに JDKドキュメントがインストールされている場合は，ブラウ
ザで次の場所を参照することによって JDKツール (コマンド)についてのドキュメン
トおよびその他 Java参照情報を表示することができます。たとえば， Java SDK v
1.4.0の場合には，ブラウザで次の位置に移動します。

SYS$COMMON:[JAVA$140.DOCS]INDEX.HTML
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JOB

カード・リーダからキューに登録されたバッチ・ジョブの先頭を示します。システ
ム・カード・リーダから登録されるバッチ・ジョブの先頭には，必ず JOBカードを
付けなければなりません。

JOBコマンドを短縮形にすることはできません。

フォーマット

JOB ユーザ名

パラメータ

ユーザ名
ジョブが実行される時のユーザ名を指定します。ログインの時に入力する名前と同じ
ユーザ名を指定します。

説明

JOBカードは，ジョブを登録するユーザを識別し，その後にパスワードを与える
PASSWORDカードが続きます。 PASSWORDカードは必須ですが，アカウントのパ
スワードが空の場合，カードでパスワードを使用する必要はありません。

ユーザ名とパスワードは，ログイン・プロシージャと同じ方法で，システム登録ファ
イルによって確認されます。バッチ・ジョブを実行するプロセスに，省略時のディス
クとディレクトリ，およびユーザ・アカウントに付属する特権が割り当てられます。
指定されたユーザ名の LOGIN.COMファイルが存在すると，ジョブの最初に実行さ
れます。

バッチジョブの最後は， EOJコマンド， EOFカード (12-11-0-1-6-7-8-
9overpunch)，または別のジョブ・カードで示されます。

修飾子

/AFTER=時刻
指定された時刻まで，ジョブを実行しないことを要求します。指定された時刻がすで
に過ぎている場合には，ジョブは直ちに処理するために，キューに登録されます。
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時刻は，絶対時刻または絶対時刻とデルタ時間の組み合わせとして指定できます。時
刻の指定方法についての詳細は，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』またはオン
ライン・ヘルプのトピックDateを参照してください。

/CHARACTERISTICS=(属性[,...])

ジョブの実行のために必要な， 1つ以上の属性を指定します。属性を 1つしか指定し
ない場合には，括弧を省略できます。属性のコードはシステムごとのインストレーシ
ョン時に定義されます。システムでどの属性を使用できるかを調べるには， SHOW
QUEUE/CHARACTERISTICSコマンドを使用します。

ユーザが/CHARACTERISTICS修飾子を指定する場合には，その修飾子に対して指
定する属性はすべて，ジョブを実行するキューに対しても指定されていなければなり
ません。この修飾子に指定された属性がキューに対して指定されていない場合には，
キュー属性が変更されるまで，またはDELETE/ENTRYコマンドを使用してエント
リが削除されるまで，そのジョブはキューの中で待ち状態となり実行されません。キ
ューに対してすでに指定されている属性を指定する場合には， JOBカードにすべて
の属性を指定する必要はありません。属性が全く指定されていない場合も，ジョブは
実行されます。

/CLI=ファイル名
この修飾子を使用すると，ジョブを処理するときに，他のコマンド言語インタプリタ
(CLI)を使用するように要求できます。ファイル名を入力するとコマンド言語インタ
プリタ (CLI)は SYS$SYSTEM:ファイル名.EXEとなります。省略時には，ジョブは
利用者登録ファイル (UAF)に指定されている CLIを使って実行されます。

/CPUTIME=n

バッチ・ジョブが使用できる CPU時間の上限を定義します。 nに対して指定できる
値は，デルタ時間， 0という値，NONEあるいは INFINITEというキーワードです
(時刻値の指定については，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』またはオンライ
ン・ヘルプのトピックDateを参照してください)。

許可されている CPU時間より小さな値を指定する場合には，/CPUTIME修飾子
を使用して，システム管理者が設定したキューの基本値，あるいは利用者登録ファ
イルに登録されている値を変更します。無限の時間を要求する場合には， 0または
INFINITEを指定します。 CPU時間を，利用者登録ファイルの値に設定する場合
や，キューに対して指定されている上限に設定する場合には，NONEを指定しま
す。基本のキューの上限，あるいは利用者登録ファイル (UAF)に指定されている値よ
り大きな値は要求できません。

/DELETE (省略時の設定)
/NODELETE

ジョブが処理されたあと，バッチ入力ファイルが保存されるかどうかを制御します。
/NODELETE修飾子を指定する場合には，ファイルは， INPBATCH.COMという省
略時の名前を使用して，ユーザの省略時のディレクトリに保存されます。/NAME修
飾子を使用すると，バッチ入力ファイルのファイル名は，/NAME修飾子に指定した
ジョブ名と同じになります。
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/HOLD
/NOHOLD (省略時の設定)

ジョブを直ちに処理するかどうかを制御します。

/HOLD修飾子を指定する場合には， SET QUEUE/ENTRYコマンドに/NOHOLD修
飾子または/RELEASE修飾子を使用して明確に解放するまで，ジョブは処理のため
に解放されることはありません。

/KEEP
/NOKEEP (省略時の設定)

印刷後にログ・ファイルを削除するかどうかを制御します。/NOPRINTER修飾子が
省略されている場合には，/NOKEEP修飾子が省略時の設定として使用されます。

/LOG_FILE=ファイル指定
/NOLOG_FILE

指定した名前のログ・ファイルがジョブ実行の際に作成されるかどうか，またはロ
グ・ファイルが作成されるかどうかを制御します。

/LOG_FILE修飾子を指定した場合には，システムは指定したファイルにログ情報を
書き込みます。/NOLOG_FILEを指定した場合には，ログ・ファイルは作成されま
せん。どちらの修飾子も指定しない場合には，ログ情報は，省略時のディレクトリに
含まれるファイルの中で，ジョブの中の最初のコマンド・ファイルと同じファイル名
を持ち，ファイル・タイプが.LOGであるファイルに書き込まれます。省略時の設定
は，/LOG_FILE修飾子も/NOLOG_FILE修飾子も指定されていない状態です。

/LOG_FILE修飾子を使用すれば，ログ・ファイルを別の装置に書き込むように指定
できます。ファイル指定に含まれる論理名は，ジョブをキューに登録する時に変換さ
れます。バッチ・ジョブを実行しているプロセスは，ログ・ファイルが存在する装置
に対してアクセスできなければなりません。

/LOG_FILE修飾子を省略し/NAME修飾子を指定する場合には，ログ・ファイル
は，/NAME修飾子によって指定されたものと同じファイル名を持ち，ファイル・タ
イプが.LOGであるファイルに書き込まれます。

/NAME=ジョブ名
ジョブ名，およびバッチ・ジョブ・ログ・ファイルとコマンド・ファイルのファイル
名として使用される文字列を指定します。ジョブ名は， 1～ 39文字までの英数字文
字列であり，ファイル名として正しくなければなりません。省略時のログ・ファイル
名は INPBATCH.LOGであり，省略時のコマンド・ファイル名は INPBATCH.COM
です。

/NOTIFY
/NONOTIFY (省略時の設定)

ジョブが終了または強制終了したことを示すメッセージが，ログインしたターミナル
に表示されるかどうかを制御します。
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/PARAMETERS=(パラメータ[,...])

オプションとしてコマンド・プロシージャに渡すことのできる， 1～ 8個のパラメー
タを指定します。このパラメータは，バッチ・ジョブにおいて， P1～ P8までのシン
ボル名に割り当てられる値を定義します。これらのシンボルは，指定コマンド・プロ
シージャに対してのみ有効です。

パラメータを 1つしか指定しない場合には，括弧を省略できます。

各パラメータは，コンマ (,)で区切ります。スペースや特殊文字，区切り文字，小文
字を含むパラメータを指定する場合には，パラメータ全体を二重引用符 (" ")で囲まな
ければなりません。各パラメータは，最大 255文字の長さです。

/PRINTER=キュー名
/NOPRINTER

ジョブ終了時に，ジョブ・ログ・ファイルを印刷のために指定キューに登録するかど
うかを制御します。ログ・ファイルの省略時のプリント・キューは， SYS$PRINTで
す。

/NOPRINTER修飾子を指定する場合には，/KEEP修飾子が指定されていると解釈さ
れます。

/PRIORITY=n

優先順位の値をシステムパラメータMAXQUEPRIの値より高くするには，OPER

（オペレータ）または ALTPRI（優先順位変更）特権が必要です。

指定したジョブに対して，ジョブ・スケジューリング優先順位を指定します。優先順
位の値は 0～ 255までの範囲です。 0がもっとも低い優先順位であり， 255が最高の
優先順位です。

/PRIORITY修飾子の省略時の値は，システムパラメータDEFQUEPRIの値です。
MAXQUEPRIの値より低い優先順位を設定する場合には，特別な特権は必要ありま
せん。

/PRIORITY修飾子がプロセスの優先順位に影響を与えることはありません。プロセ
ス優先順位は，キューで設定されます。

/QUEUE=キュー名[:]

ジョブが登録される，バッチ・キューの名前を指定します。/QUEUE修飾子を指
定しない場合には，ジョブの省略時のシステム・バッチ・ジョブ・キューである
SYS$BATCHに登録されます。

/RESTART
/NORESTART (省略時の設定)

システム障害が発生した後や STOP/QUEUE/REQUEUEコマンドが実行された後
に，ジョブを再スタートするかどうかを指定します。

DCLI–415



JOB

/TRAILING_BLANKS (省略時の設定)
/NOTRAILING_BLANKS

カード・デックの入力カードをカード・イメージ形式で読み込むのか，あるいは入力
レコードを空白ではない最後の文字で切り捨てるのかを制御します。省略時には，シ
ステムはカード・リーダから読み取られたレコードから，後続の空白を削除しませ
ん。入力レコードから後続する空白を削除する場合には，/NOTRAILING_BLANKS
修飾子を使用します。

/WSDEFAULT=n

バッチ・ジョブのワーキング・セットの省略時の大きさの値を定義します。
/WSDEFAULT修飾子は，利用者登録ファイル (UAF)に指定されているワーキ
ング・セット・サイズに優先します。

nの値は，OpenVMS Alphaでは 512バイトのページ・レットの数で指定します。
OpenVMS Alphaは，この値を CPU固有のページに最も近い数に切り上げ，実際に
許可される物理メモリの量が指定量よりも大きくなるようにします。 nに対して指
定できる値は， 1～ 65535までの整数， 0，またはキーワードNONEです。詳細は
『OpenVMSシステム管理者マニュアル』を参照してください。

この修飾子を使用すれば，システム管理者が設定したキューの基本値，あるいは利用
者登録ファイル (UAF)に登録されている値よりも小さい値にすることができます。ワ
ーキング・セットの値を，利用者登録ファイルに指定されている省略時の値や，キュ
ーに対して指定されている省略時の値に設定する場合には， 0またはNONEを指定
します。省略時の値より大きな値は要求できません。

/WSEXTENT=n

バッチ・ジョブのワーキング・セットの超過値を定義します。/WSEXTENT修飾子
は，利用者登録ファイル (UAF)に指定されているワーキング・セット超過値に優先し
ます。

nの値は，OpenVMS Alphaでは 512バイトのページ・レットの数で指定します。
OpenVMS Alphaは，この値を CPU固有のページに最も近い数に切り上げ，実際に
許可される物理メモリの量が指定量よりも大きくなるようにします。 nに対して指
定できる値は， 1～ 65535までの整数， 0，またはキーワードNONEです。詳細は
『OpenVMSシステム管理者マニュアル』を参照してください。

ワーキング・セット超過値を小さくするには，この修飾子を使用して，利用者登録フ
ァイル (UAF)に指定されている値ではなく，システム管理者が設定したキューの基本
値よりも小さい値にします。ワーキング・セット超過値を，利用者登録ファイルに指
定されている値や，キューに対して指定されている値に設定する場合には， 0または
NONEを指定します。省略時の値より大きな値は要求できません。

/WSQUOTA=n

バッチ・ジョブの最大のワーキング・セット・サイズ (ワーキング・セット・クォー
タ)を定義します。/WSQUOTA修飾子は，利用者登録ファイル (UAF)に指定されて
いる値に優先します。
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nの値は，OpenVMS Alphaでは 512バイトのページ・レットの数で指定します。
OpenVMS Alphaは，この値を CPU固有のページに最も近い数に切り上げ，実際に
許可される物理メモリの量が指定量よりも大きくなるようにします。 nに対して指
定できる値は， 1～ 65535までの整数， 0，またはキーワードNONEです。詳細は
『OpenVMSシステム管理者マニュアル』を参照してください。

この修飾子を使用すれば，システム管理者が設定したキューの基本値，あるいは利用
者登録ファイル (UAF)に登録されている値よりも小さい値にすることができます。
ワーキング・セット・クォータの値を，利用者登録ファイルに指定されている省略時
の値や，キューに対して指定されている省略時の値に設定する場合には， 0または
NONEを指定します。省略時の値より大きな値は要求できません。

例

1.

$ EOJ

$ PRINT AVERAGE

$ RUN AVERAGE

$ LINK AVERAGE

$ FORTRAN SYS$INPUT:AVERAGE

$ ON WARNING THEN EXIT

$ PASSWORD HENRY

$ JOB HIGGINS

入力データ

ソース・ステートメント

JRD−0787−GE

JOBおよび PASSWORDカードは，ユーザHIGGINSがバッチ・ジョブを登
録するのを識別し認可します。コマンド・ストリームは， Fortranコマンドと
コンパイル前の Fortranソース・ステートメントから構成されます。装置名
SYS$INPUTに続くファイル名 AVERAGEは，オブジェクト・ファイルとリス
ティング・ファイルのファイル名と持つコンパイラを提供します。出力ファイル
は，ユーザHIGGINGSの省略時のディレクトリに置かれます。

DCLI–417



JOB

コンパイルが正常終了すると， LINKコマンドは実行可能イメージを作成し，
RUNコマンドでそのイメージを実行します。コマンド・ストリームの RUNコマ
ンドの次に，プログラムの入力を行います。ジョブの最後のコマンドは，プログ
ラム・リスティングを印刷します。デックの最後のカードには， EOJ (end-of-job)
コマンドが含まれています。

2.

$ EOJ

/PARAMETERS = (A, TEST)

$ JOB HIGGINS/NAME = BATCH1−

$ PASSWORD HENRY

コマンド入力

JRD−0788−GE

JOBカードの/NAME修飾子は，バッチ・ジョブ名を指定します。ジョブが終了
すると，印刷されたログ・ファイルは BATCH1.LOGとして識別されます。 JOB
コマンドは，継続文字( - )がある 2番目のカードまで続きます。/PARAMETERS
修飾子は， P1を A， P2を TESTと定義します。デックの最後のカードには，
EOJ (end-of-job)コマンドが含まれています。
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レキシカル関数

文字列および現在のプロセスに関する属性の情報を戻す関数です。

説明

コマンド言語は，レキシカル関数と呼ばれる機能を含んでいます。レキシカル関数
は，現在のプロセスや算術式および文字列に関する情報を返します。コマンド・イン
タプリタがコマンド処理の入力文字列の解析処理 (レキシカル処理)フェーズを実行す
る間に関数を評価するため，これらの関数はレキシカル関数と呼ばれます。

通常，シンボルまたは式を使用するコンテキストであれば，任意コンテキストでレキ
シカル関数を使用できます。コマンド・プロシージャでは，レキシカル関数を使用し
て論理名の変換，文字列操作の実行，およびプロシージャを処理しているノードの判
別を行うことができます。

次に標準的な形式を示します。

F$function-name([args,...])

F$ レキシカル関数が後に続くことを示します。

function-name 関数を評価することを指定するキーワード。一意に認識できれ
ば，関数名は省略できます。

( ) 必要であれば，引数を囲みます。引数をとらない関数を含め，す
べての関数で括弧は必要です。

args,... 必要であれば，整数または文字列式を使用して引数を指定しま
す。

式の指定についての詳細は，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』を参照してくだ
さい。

表 DCLI–3では，レキシカル関数とそれぞれが戻す情報について簡単に説明していま
す。これ以降のページで，各関数ごとに例を挙げて詳しく説明します。

表 DCLI–3 レキシカル関数の要約

関数 説明

F$CONTEXT F$PID関数とともに使用し，その選択基準を指定しま
す。

(次ページに続く)
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表 DCLI–3 (続き) レキシカル関数の要約

関数 説明

F$CSID OpenVMS Cluster識別番号を戻します。また，コンテキ
スト・シンボルが，システムのノード・リストの中で，
現在の位置を示すように変更します。

F$CUNITS 数値を，指定された単位から他の単位へ変換します。

F$CVSI 文字列データからビット・フィールドを取り出し，その
結果を符号付き値として整数に変換します。

F$CVTIME 絶対時刻，デルタ時間またはそれらの組み合せの文字列
に関する情報を戻します。

F$CVUI 文字データからビット・フィールドを取り出し，その結
果を符号なし値として整数に変換します。

F$DELTA_TIME 指定した開始時刻と終了時刻の差を返します。

F$DEVICE 選択基準に合う装置名をすべて返します。

F$DIRECTORY 現在の省略時のディレクトリ名文字列を戻します。

F$EDIT 編集リストに指定された編集をもとに，文字列式を編集
します。

F$ELEMENT 指定した区切り文字で区切られた要素で構成される文字
列から， 1つの要素を取り出します。

F$ENVIRONMENT DCLコマンド環境に関する情報を戻します。

F$EXTRACT 文字列式から部分文字列を取り出します。

F$FAO $FAOシステム・サービスを呼び出し，指定された制御
文字列を ASCII形式の出力文字列に変換します。

F$FID_TO_NAME (Alpha
/Integrityのみ)

ファイル識別をファイル指定に変換します。

F$FILE_ATTRIBUTES 指定されたファイルの属性に関する情報を戻します。

F$GETDVI $GETDVIシステム・サービスを呼び出し，指定された
装置に関する指定された情報を戻します。

F$GETENV (Alphaのみ) $GETENVシステム・サービスを呼び出し，指定された
コンソール環境変数の値を戻します。

F$GETJPI $GETJPIシステム・サービスを呼び出し，指定されたプ
ロセスに関する会計情報，状態情報，および識別情報を
戻します。

F$GETQUI $GETQUIシステム・サービスを呼び出し，キューに関
する情報を戻します。この情報には，バッチ・キュー，
プリント・キューに登録されるジョブ，ファーム定義や
システム・バッチ・キュー・ファイルに定義された属性
などが含まれます。

F$GETSYI $GETSYIシステム・サービスを呼び出し，利用者のシス
テムに関する状態情報と識別情報を戻します (システム
が， VMSclusterの一部に含まれている場合には，ロー
カルなノードに関する状態情報と識別情報を戻します)。

F$IDENTIFIER 指定した形式の識別子を，それに相当する整数に変換し
ます。あるいは，その逆の操作を実行します。

F$INTEGER 指定した式の結果を，整数で戻します。

F$LENGTH 指定した文字列の長さを戻します。

(次ページに続く)
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関数 説明

F$LICENSE (Alpha/Integrityの
み)

指定されたライセンスがシステムにロードされているか
どうかを確認します。

F$LOCATE 文字列に含まれる 1文字または部分文字列を探し，文字
列中でのそのオフセットを戻します。

F$MATCH_WILD 候補とパターン文字列の間でワイルドカード照合を行い
ます。

F$MESSAGE 指定したシステム状態コードに対応するメッセージ文を
戻します。

F$MODE プロセスが実行されているモードを示す文字列を戻しま
す。

F$MULTIPATH (Alpha/Integrity
のみ)

特定のマルチパス対応装置に対する，指定された情報項
目を戻します。

F$PARSE $PARSE RMSサービスを起動してファイル指定を解析
し，指定した特定のファイル指定，または拡張されたフ
ァイル指定を戻します。

F$PID 起動するたびに，次のプロセス識別番号を戻します。

F$PRIVILEGE 現在のプロセス特権が，引数に指定されている特権と一
致するかどうかに応じて， TRUEまたは FALSEという
値を戻します。

F$PROCESS 現在のプロセス名を文字列で戻します。

F$SEARCH $SEARCH RMSサービスを呼び出し，ディレクトリ・
ファイルを検索し，指定したファイルの完全な形のファ
イル指定を戻します。

F$SETPRV 指定された特権をセットし，変更される前の特権の状態
を示しているキーワード・リストを戻します。

F$STRING 指定した式の結果に相当する文字列を戻します。

F$TIME 現在の日付/時刻を示す文字列を戻します。形式は
dd-mmm-yyyy hh:mm:ss.ccです。

F$TRNLNM 論理名を変換し，等価名文字列，または要求されている
論理名の属性を戻します。

F$TYPE シンボルのデータ・タイプを判断します。

F$UNIQUE (Alpha/Integrityの
み)

ファイル名として適切で，クラスタ全体で一意な文字列
を生成します。

F$USER 現在の利用者識別コード（UIC）を戻します。

F$VERIFY プロシージャ・チェックの設定がオンの場合には整数の
1，プロシージャ・チェックの設定がオフの場合には整数
の 0が戻されます。また，新しいチェック状態をセット
することもできます。
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F$CONTEXT

F$CONTEXT

F$PID関数とともに使用し，その選択基準を指定します。 F$CONTEXT関数を使用
すると， F$PID関数はOpenVMS Cluster内の任意のノードからプロセス情報を取
得できるようになります。

フォーマット

F$CONTEXT(コンテキスト・タイプ，コンテキスト・シンボル，選択項目，選択値，
値修飾子)

戻り値

空文字列( "" )。

引数

コンテキスト・タイプ
コンテキスト・タイプを指定します。

現在使用できるコンテキスト・タイプは PROCESSだけです。これは， F$PIDに
対する選択基準を決めるために使用します。同一UICのプロセスを見る場合は，特
権は必要ありません。同一UICグループ内の別のUICのプロセスを見る場合は，
GROUP特権が必要です。システム全体のUICのプロセスを見る場合は，WORLD
特権が必要です。

コンテキスト・シンボル
F$CONTEXTで作成されたコンテキスト・メモリを参照するために，DCLが使用
するシンボル名を指定します。 F$PIDは，このコンテキスト・シンボルを使用して
PIDリストを処理します。

シンボルを使用してコンテキスト・シンボルを指定してください。コマンド・プロシ
ージャ内で最初に F$CONTEXTを使用するときには，未定義または空文字列が割り
当てられたシンボルを指定してください。シンボルは‘‘PROCESS_CONTEXT’’タイプ
でローカル・シンボルをして作成されます。コンテキストが無効になった場合 (つま
り F$PIDですべての PIDを検索したか，または，その実行時にエラーが発生した場
合)は，シンボルのタイプは‘‘PROCESS_CONTEXT’’ではなくなっています。コンテ
キストをキャンセルする場合は，コマンド・プロシージャ内で F$TYPE関数を使用
して検索できます。
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選択基準を設定した後で F$PIDを呼び出す場合は，このコンテキスト・シンボルを
使用します。

選択項目
選択項目は， F$CONTEXTが使用する選択基準を指定するキーワードです。一度の
呼出しに対して 1つのキーワードしか指定できません。

注意

項目のリストを使用する場合は， NEQ選択値を使用しないでください。これ
は，結果として得られる状態値は，つねに "真 "だからです。

次に例を示します。

$ EXAMPLE=f$context("PROCESS",CTX,"USERNAME","A*,B*","NEQ")

この式は，‘‘ユーザ名が A*に等しくないまたはユーザ名が B*に等しくない場
合は，その規則に合致するユーザのプロセスを返します’’と解釈されます。こ
のオペランドは論理和であるので，状態値は常に‘‘真’’になります (たとえば
ALFREDは B*に等しくないとか， BOBは A*に等しくないというように，ど
んなユーザ名でも A*あるいは B*に等しくない値となります)。

コンテキスト・タイプ PROCESSに対して使用できる選択項目キーワードを次の表に
示します。

選択項目 選択値 値修飾子 説明

ACCOUNT 文字列 EQL， NEQ 有効なアカウント名 (またはそのリス
ト)。アスタリスク (*)およびパーセント
記号 (%)ワイルドカード文字を使用でき
る。

AUTHPRI 整数値 GEQ， GTR，
LEQ， LSS，
EQL， NEQ

許可されたベース優先度。 Alphaでは
(0-63)。

CANCEL 該当コンテキストに対する選択基準を取
り消す。

CURPRIV キーワード ALL， ANY，
EQL， NEQ

有効な特権名キーワード (またはそのリ
スト)。詳細は『OpenVMSシステム・セ
キュリティ・ガイド』参照。

GRP 整数 GEQ， GTR，
LEQ， LSS，
EQL， NEQ

UICグループ番号。

HW_MODEL 整数 EQL， NEQ 有効なハードウェア型番号

HW_NAME 文字列 EQL， NEQ 有効なハードウェア名またはキーワード
のリスト。アスタリスク (*)およびパー
セント記号 (%)ワイルドカード文字を使
用できる。

JOBPRCCNT 整数 GEQ， GTR，
LEQ， LSS，
EQL， NEQ

ジョブのサブプロセス数
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選択項目 選択値 値修飾子 説明

JOBTYPE キーワード EQL， NEQ 有効なジョブ・タイプ・キーワード
(DETACHED， NETWORK，
BATCH， LOCAL， DIALUP，
REMOTE)。詳細は『OpenVMSユ
ーザーズ・マニュアル』参照。

MASTER_PID 文字列 EQL， NEQ 主プロセス ID

MEM 整数 GEQ， GTR，
LEQ， LSS，
EQL， NEQ

UICメンバ番号

MODE キーワード EQL， NEQ プロセス・モード・キーワード
(OTHER， NETWORK， BATCH，
および INTERACTIVE)。詳細は
『OpenVMSユーザーズ・マニュア
ル』参照

NODE_CSID 整数 EQL， NEQ ノードのクラスタ ID番号

NODENAME 文字列 EQL， NEQ ノード名 (またはそのリスト)。アスタリ
スク (*)およびパーセント記号 (%)ワイ
ルドカードを使用できる。省略時の設定
はユーザのローカル・ノード。すべての
ノードを指定する場合は，値‘‘*’’を使用す
る。

OWNER 文字列 EQL， NEQ 直親 PID

PRCCNT 整数 GEQ， GTR，
LEQ， LSS，
EQL， NEQ

プロセスのサブプロセス数

PRCNAM 文字列 EQL， NEQ プロセス名 (またはそのリスト)。アスタ
リスク( * )およびパーセント記号( % )ワイ
ルドカード文字を使用できる。

PRI 整数 GEQ， GTR，
LEQ， LSS，
EQL， NEQ

プロセス優先度。 Alphaでは (0–63)。

PRIB 整数 GEQ， GTR，
LEQ， LSS，
EQL， NEQ

ベース・プロセス優先度。 Alphaでは
(0–63)。

STATE キーワード EQL， NEQ 有効なプロセス状態キーワード。詳
細は，『OpenVMS System Services
Reference Manual』の$GETJPIサービ
スに関する説明を参照。

STS キーワード EQL， NEQ 有効なプロセス状態キーワード。詳
細は，『OpenVMS System Services
Reference Manual』の$GETJPIサービ
スに関する説明を参照。

TERMINAL 文字列 EQL， NEQ 端末名 (またはそのリスト)。アスタリス
ク( * )およびパーセント記号( % )ワイルド
カード文字を使用できる。

UIC 文字列 EQL， NEQ ユーザ識別子
(UIC)。‘‘[group,member]’’の形式。

USERNAME 文字列 EQL， NEQ ユーザ名 (またはそのリスト)。アスタリ
スク( * )およびパーセント記号( % )ワイル
ドカード文字を使用できる。
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選択値
選択基準の値を指定します。たとえば次の例に示すように，ノードMYVAX上の全
プロセスを処理するには，‘‘NODENAME’’キーワードに対して‘‘MYVAX’’を指定しま
す。

$ X = F$CONTEXT("PROCESS", ctx, "NODENAME", "MYVAX", "EQL")

いくつかの選択項目では，値をリストにすることもできます。この場合，各値はコン
マ( . )で区切らなければなりません。たとえば，ノード名にMYVAX，HERVAX，お
よびHISVAXを指定するには，次のように入力します。

$ X=F$CONTEXT("PROCESS",ctx,"NODENAME","MYVAX,HERVAX,HISVAX","EQL")

ファイルを指定する場合と同様に，いくつかの値に対して，ワイルドカード文字
(*や%)を使用できます。

値修飾子
選択値に対する修飾子を指定します。選択値は修飾しなければなりません。

たとえば，次に示すプロセス値のいずれか 1つに基づいて選択するよう要求すること
により，値を修飾できます。

• LSS — F$PIDへの呼び出しで指定した値より小さい

• LEQ — F$PIDへの呼び出しで指定した値より小さいかまたは等しい

• GTR — F$PIDへの呼び出しで指定した値より大きい

• GEQ — F$PIDへの呼び出しで指定した値より大きいかまたは等しい

• EQL — F$PIDへの呼び出しで指定した値と等しい

• NEQ — F$PIDへの呼び出しで指定した値と等しくない

リストの中には，キーワード ALL， ANY， EQLおよびNEQで修飾されるものもあ
ります。このようなリストは通常，複数の有効な特権から構成される，プロセス特権
マスクのようなマスクです。各キーワードとその意味を次に示します。

• ALL —リストのすべての項目がプロセスで真である。

• ANY —リストの任意の項目がプロセスの属性の一部である。

• EQL —値が正確に一致する (つまり，指定されていない値は，プロセスで真であ
ってはならない)。

• NEQ —値が一致しない。

複数の選択値を特定の選択修飾子と使用すると， (ORオペランドが指定されているか
のように)選択基準と一致するものを値とみなします。 (ANDオペランドが指定され
ているかのように)選択値は累積基準ではありません。

DCLI–425



レキシカル関数
F$CONTEXT

ALLは指定した値は存在しなければなりませんが，指定しない他の値も存在しても構
いません。 EQLは指定した値は存在しなければなりませんが，指定しない他の値は
存在してはなりません。これが， ALLと EQLの相違点です。たとえば，現在のプロ
セスが TMPMBXとOPER特権を持っていて，他の特権を持っていても構わない場
合は ALLを，他の特権を持っていてはならない場合は EQLをそれぞれ指定します。

説明

F$CONTEXT関数を使用して F$PID関数の選択基準を設定します。

F$CONTEXT関数は，基準を作るときは何度でも呼び出せます。ただし， 1回の呼
び出しにつき 1つの項目しか指定できません。項目値リストが適切な位置に与えられ
れば，複数のコンテキストを同時に操作することができます。

適切な呼出しで選択基準を設定したら， F$PIDを繰り返し呼出して， F$CONTEXT
関数で指定した基準と合う全てのプロセス識別番号 (PID)を戻します。基準と合うプ
ロセスが無くなると，空文字列が戻されます。

F$PID関数が呼び出されると，コンテキスト・シンボルは‘‘frozen’’とみなされます。
つまり，対応する選択基準が削除されるまで，同じコンテキスト・シンボルでは
F$CONTEXTを再び呼び出すことができません。同じコンテキスト・シンボルに追
加の選択基準を設定しようとすると，エラー・メッセージが表示されますが，コン
テキストと選択基準には影響しないため F$PID関数の呼出しは続けることができま
す。

F$CONTEXTは，プロセス・メモリを使用して選択基準を格納します。ある 2つ
の状況では，このメモリが削除されます。 F$PID関数を呼出して空文字( "" )が戻さ
れたとき，つまり選択基準に合う全てのプロセスが戻された場合と，呼出しの際に
CANCELというキーワードをコンテキストとともに使用した場合です。このタイプ
の呼出しは Ctrl/Y操作や他の条件処理ルーチンに適しています。

例

1. $!Establish an error and CTRL/Y handler

$ ON ERROR THEN GOTO error
$ ON CONTROL_Y THEN GOTO error
$!
$ ctx = ""
$ temp = F$CONTEXT ("PROCESS", ctx, "NODENAME", "*","EQL")
$ temp = F$CONTEXT ("PROCESS", ctx, "USERNAME", "M*,SYSTEM","EQL")
$ temp = F$CONTEXT ("PROCESS", ctx, "CURPRIV", "SYSPRV,OPER", "ALL")
$!Loop over all processes that meet the selection criteria.
$!Print the PID and name of the image for each such process.
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$loop:
$ pid = F$PID(ctx)
$ IF pid .EQS. ""
$ THEN
$ GOTO endloop
$ ELSE
$ image = F$GETJPI(pid,"IMAGNAME")
$ SHOW SYMBOL pid
$ WRITE SYS$OUTPUT image
$ GOTO loop
$ ENDIF
$!The loop over the processes has ended.

$endloop:
$ EXIT
$!
$!Error handler. Clean up the context’s memory with the CANCEL
$!selection item keyword.
$!
$error:
$ IF F$TYPE(ctx) .eqs. "PROCESS_CONTEXT" THEN -
temp = F$CONTEXT ("PROCESS", ctx, "CANCEL")

$ EXIT

この例では，選択基準を設置するために F$CONTEXTが 3回呼び出されていま
す。最初の呼び出しは，クラスタ内の全ノードを探索するよう指定しています。
次の呼出しでは，ユーザ名が‘‘M’’で始まるか‘‘SYSTEM’’であるプロセスのみを対象
とすることを指定しています。最後の呼出しでは， SYSPRVとOPER特権の両
方を持っているプロセスを選択することを指定しています。

ラベル‘‘loop’’と‘‘endloop’’で囲まれたコマンド行は， F$CONTEXTで設定した選択
基準に合うプロセスを処理するため連続して F$PIDを呼んでいます。各 PIDを
検索した後，そのプロセスが実行しているイメージ名を得るため F$GETJPIを呼
び出しています。最後に，このプロシージャはイメージの名前を表示します。

エラーの場合，または CTRL/Yが押された場合は，制御はerrorに移され， (必
要であれば)コンテキストがクローズされます。ここで，シンボル・タイプが
PROCESS_CONTEXTであるか検査している点に注意してください。シンボル・
タイプが PROCESS_CONTEXTであれば，選択基準は F$CONTEXTを使用して
取り消さなければなりません。シンボル・タイプが PROCESS_CINTEXTではな
い場合は，選択基準が設定されなかったか，または， F$PID実行中にエラーが起
きたかプロセス・リストが全て使用されたか，のいずれかです。

2. f$context("process",ctx,"prcnam ","symbiont*,mcote*","eql")

f$context("process",ctx,"prcnam ","symbiont*,mcote* ","neq")

f$context("process",ctx,"prcnam ","mcote* ","neq")
f$context("process",ctx,"prcnam ","symbiont*","neq")

この例では EQLとNEQ選択値の違いを表す構文が 3つ示してあります。最初の
関数 ( EQLを指定)はプロセス名に symbiontとmcoteを含むすべてのプロセスを
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戻します。 2番目と 3番目の関数 ( NEQを指定)は全てのプロセス (プロセス名に
symbiontがない，またはmcoteがないプロセス)を戻すことに相当します。
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F$CSID

OpenVMS Clusterシステムから識別番号を戻し，システムのノード・リストの中で
現在の位置を示すように，コンテキスト・シンボルを変更します。

フォーマット

F$CSID(コンテキスト・シンボル)

戻り値

システムのノード・リストの中の， 1つのクラスタ識別番号を示す文字列。クラス
タ・システムでない場合は，空文字列。最後のシステム・クラスタ識別番が戻される
と， F$CSID関数は空文字列( "" )を戻します。

引数

コンテキスト・シンボル
システムのノード・リストを示すポインタを格納するために， DCLが使用するシン
ボルを指定します。 F$CSID関数は，このポインタを使用してクラスタ識別番号を戻
します。

シンボルを使用してコンテキスト・シンボル引数を指定します。最初に F$CSIDを呼
び出す時は，指定したシンボルは未定義または空文字列でなければなりません。

コンテキスト・シンボル引数が未定義または空文字列の場合， F$CSID関数は，シス
テムのノード・リストの最初のシステムの識別番号を返します。これ以降の呼出しで
は，残りのクラスタ内のノードの識別番号がが順次返されます。

説明

F$CSID関数は，クラスタ識別番号を示す文字列を返し，システムのノード・リスト
で現在の位置を示すコンテキスト・シンボルを更新します。

現在使用しているシステムがクラスタのメンバではない場合は，最初の戻り値は空文
字です。

F$CSID関数を使用すると，システム上のすべてのクラスタ識別番号を取り出せま
す。 F$GETSYI関数を使用すると，特定のノードの情報を取り出せます。
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最初の F$CSID関数呼出しで，コンテキスト・シンボル引数が初期化され，後続の
F$CSID関数呼出しはクラスタ内の他のノードのクラスタ識別番号を戻します (クラ
スタ識別番号は，ランダムな順序で戻されます)。リスト内の最後のクラスタ識別番号
を戻した後は，空文字列が戻されます。

例

1. $ IF F$GETSYI("CLUSTER_MEMBER") .EQS. "FALSE" THEN GOTO NOT_CLUSTER
$ CONTEXT = ""
$START:
$ id = F$CSID (CONTEXT)
$ IF id .EQS. "" THEN EXIT
$ nodename = F$GETSYI ("NODENAME",,id)
$ WRITE SYS$OUTPUT nodename
$ GOTO start
$NOT_CLUSTER:
$ WRITE SYS$OUTPUT "Not a member of a cluster."
$ EXIT

このコマンド・プロシージャは， F$CSID関数を使用してクラスタ内のシステム
名を表示しています。代入式で，シンボル CONTEXTを宣言します。シンボル
CONTEXTは， F$CSID関数のコンテキスト・シンボル引数として使用します。
CONTEXTには空文字列が割り当てられているので， F$CSID関数は，クラス
タ・ノード・リストの最初のクラスタ識別番号を戻します。

F$CSID関数が空文字列を返すのは，コマンド・プロシージャがリストの終わり
であるか，またはクラスタではないノードでこの操作を行おうとしているか，の
どちらかの場合です。 F$GETSYI呼出しは，現在使用しているノードがクラスタ
のメンバか否かを確認します。コマンド・プロシージャは，この状態値で終了し
ます。

F$CSID関数が空文字列を返さなかった場合，このコマンド・プロシージャは
F$GETSYI関数の 3番目の引数に識別番号を指定して，システム名を得ます。
WRITEコマンドを使用すると，このシステム名が表示されます。
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F$CUNITS

数値を，指定した単位から他の単位へ変換します。

フォーマット

F$CUNITS(数値 [,変換前の単位,変換後の単位])

戻り値

変換された値を表す数値です。

引数

数値
変換する 32ビットの数値 (またはそれ以下)を指定します。

変換前の単位
変換前の単位を指定します。最初の引数だけが指定されている場合，このフィールド
のデフォルトのオプションは BLOCKSです。このフィールドでサポートされている
オプションは， BLOCKS， B，KB，MB，GB，および TBです。

変換後の単位
変換後の単位を指定します。最初の引数だけが指定されている場合，あるいは 2つ目
の引数が BLOCKSの場合，このフィールドのデフォルトのオプションは Bytesで，
変換後の結果は適当な数値に丸められます。このフィールドでサポートされているオ
プションは， BLOCKS， BYTES， B，KB，MB，GB，および TBです。キーワー
ド BYTESは， BLOCKSから BYTESへの変換の場合のみサポートされます。

例

1. $ WRITE SYS$OUTPUT F$CUNITS(1024)
512KB

$ WRITE SYS$OUTPUT F$CUNITS(1024, "BLOCKS")
512KB

$ WRITE SYS$OUTPUT F$CUNITS(1024, "BLOCKS", "BYTES")
512KB

上記の例では， 1024ブロックをバイト単位の等価な値に変換し，適切な単位表記
で出力しています。結果は 512 KBです。
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2. $ WRITE SYS$OUTPUT F$CUNITS(1024, "BLOCKS", "B")
524288B

この例では， 1024ブロックをバイト単位の等価な値に変換し，単位表記の最適化
は行わずに出力しています。結果は 524288バイトです。

3. $ WRITE SYS$OUTPUT F$CUNITS (512,"B", "BLOCKS")
1BLOCKS

この例では， 512バイトをブロック単位の等価な値に変換しています。結果は 1
ブロックです。

4. $ WRITE SYS$OUTPUT F$CUNITS (10,"KB","B")
10240B

この例では， 10 KBをバイト単位の等価な値に変換しています。結果は 10240バ
イトです。

5. $ WRITE SYS$OUTPUT F$CUNITS (1024,"MB","GB")
1GB

この例では， 1024 MBをGB単位の等価な値に変換しています。結果は 1 GBで
す。

6. $ WRITE SYS$OUTPUT F$CUNITS(512, "MB", "BLOCKS")
1048576BLOCKS

この例では， 512 MBをブロック単位の等価な値に変換しています。結果は
1048576ブロックです。

BLOCKSから BYTESへの変換の以外でキーワード BYTESを使用すると，
CONFLICT警告メッセージが表示されます。以下に例を示します。

$ WRITE SYS$OUTPUT F$CUNITS (512,"BYTES","BLOCKS")
%DCL-W-CONFLICT, illegal combination of command elements - check documentation
\BYTES\
$ WRITE SYS$OUTPUT F$CUNITS (10,"KB","BYTES")
%DCL-W-CONFLICT, illegal combination of command elements - check documentation
\BYTES\

使用すべき正しい構文は以下のとおりです。

$ WRITE SYS$OUTPUT F$CUNITS (512,"B", "BLOCKS")
1BLOCKS
$ WRITE SYS$OUTPUT F$CUNITS (10,"KB","B")
10240B
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F$CVSI

文字列データからビット・フィールドを取り出し，その結果を符号付き値として整数
に変換します。

フォーマット

F$CVSI(開始ビット，ビット数，文字列)

戻り値

取り出したビット・フィールドを符号付き値として変換した整数

引数

開始ビット
取り出される最初のビットのオフセットを指定します。オフセットは，文字列の下
位 (右端)ビットを位置番号 0として判断します。オフセットは整数式として指定しま
す。

負の値を持つ式を指定した場合や，文字列のビット数を越える値を持つ式を指定した
場合には，DCLは INVRANGEというエラー・メッセージを表示します。

ビット数
整数値に変換するために取り出されるビットの長さを指定します文字列のビット数以
下でなければなりません。

負の値を持つ式を指定した場合や，ビット位置オフセットに加算したときに，値が無
効になる式を指定した場合には，DCLは INVRANGEというエラー・メッセージを
表示します。

文字列
ビットが取り出される文字列を指定します。文字列は，文字列式として指定します。
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例

1. $ A[0,32] = %X2B
$ SHOW SYMBOL A

A = "+..."
$ X = F$CVSI(0,4,A)
$ SHOW SYMBOL X

X = -5 Hex = FFFFFFFB Octal = 177773

この例では，算術オーバーレイを使用して， 2Bという 16進数を， Aというシン
ボルの 32ビットすべてに割り当てています。算術オーバレイについての詳細は，
割り当て文( = )の説明を参照してください。

シンボル Aは未定義状態だったため，オーバレイが実行されたあと，このシンボ
ルに文字列値が割り当てられます。シンボルが未定義の場合，算術オーバレイを
実行すると，その結果として文字列値が割り当てられます。シンボルがすでに定
義されている場合には，オーバレイを実行したあと，そのシンボルは，同じデー
タ・タイプのままです。 2Bという 16進数は， ASCIIのプラス記号( + )に対応し
ます。

次に F$CVSI関数は，シンボル Aから下位 4ビットを取り出します。下位 4ビッ
トには， Bという 16進数の 2進表現が含まれています。これらのビットが，符号
付き値として整数に変換されます。変換後の値である -5が，シンボル Xに割り当
てられます。

2. $ SYM[0,32] = %X2A
$ SHOW SYMBOL SYM

SYM = "*..."
$ Y = F$CVSI(0,33,SYM)
%DCL-W-INVRANGE, field specification is out of bounds - check sign and size
$ SHOW SYMBOL Y
%DCL-W-UNDSYM, undefined symbol - check spelling

この例では F$CVSI関数に指定された幅引数が大きすぎたため，DCLがエラー・
メッセージを実行しシンボル Yに値を割り当てていません。
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F$CVTIME

絶対時刻，または複合時刻文字列を yyyy-mm-dd hh:mm:ss.cc という形式の文字列に
変換します。また F$CVTIME関数は，絶対時刻，デルタ時間，またはそれらの組み
合せの文字列に関する情報も戻します。

フォーマット

F$CVTIME([入力時刻][，出力時刻形式][，フィールド])

戻り値

要求された情報を含む文字列。

引数

入力時刻
絶対時刻，デルタ時間，または複合時刻を含む文字列，あるいは TODAY，
TOMORROW， YESTERDAYのいずれかを指定します。入力時刻文字列は，文
字列式として指定します。

入力時刻引数を省略した場合，または空文字列 ("")が指定された場合は，絶対時刻形
式での現在のシステムの日付が使用されます。日付けフィールドの一部が省略された
場合は，省略された値は現在の日付の対応する値になります。時刻フィールドの一部
が省略された場合は，省略された値は 0になります。

時刻値の指定についての詳細は，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』，またはオ
ンライン・ヘルプのトピックDateを参照してください。

入力時刻引数がデルタ時間の場合は，出力時刻形式引数としてDELTAを指定しなけ
ればなりません。

出力時刻形式
戻される情報の時刻形式を指定します。出力時刻形式引数は，次のいずれかの文字列
を指定します。

ABSOLUTE 要求された情報が，絶対時刻形式 (dd-mmm-yyyy hh:mm:ss.cc)で戻さ
れるように指定します。ddが 1桁の場合，先行の 0や空白文字は戻さ
れません。

COMPARISON
(省略時の設定)

要求された情報が，yyyy-mm-dd　 hh:mm:ss.ccという形式で戻される
ように指定します。
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DELTA 要求された情報が，デルタ形式dddd-hh:mm:ss:ccで戻されるように指
定します。出力時刻形式引数として DELTAを指定する場合には，入力
時刻引数に対してもデルタ時間を指定しなければなりません。

出力フィールド
次のいずれか 1つ (短縮できません)を含む文字列式を指定します。DATE，
MONTH，DATETIME (省略時の設定)， SECOND，DAY， TIME，
HOUR，WEEKDAY，HUNDREDTH， YEAR，MINUTE，DAYOFYEAR，
HOUROFYEAR，MINUTEOFYEAR， SECONDOFYEAR。

情報は，出力時刻形式引数に指定した時刻形式で戻されます。

入力時刻引数がデルタ時間で，出力時刻形式引数がDELTAの場合は，MONTH，
WEEKDAY， YEAR，DAYOFYEAR，HOUROFYEAR，MINUTEOFYEAR，ま
たは SECONDOFYEARは指定できません。

曜日が戻される場合は，最初の文字は大文字でそれ以降の文字は小文字です。

説明

F$CVTIME関数を使用する場合， (最後の引数の右に指定する)オプションの引数は
省略できますが，最後に指定する引数の左の引数を省略する場合は，コンマ( , )は省略
できません。

絶対時刻，または複合時刻形式で入力時刻引数を指定した場合は，出力時刻形式引数
として ABSOLUTEや COMPARISONは指定できますが，DELTAは指定できませ
ん。

デルタ時間形式で入力時刻引数を指定した場合は，出力時刻形式引数としてDELTA
を指定しなければなりません。

例

1. $ TIME = F$TIME()
$ SHOW SYMBOL TIME

TIME = "14-DEC-2002 10:56:23.10"
$ TIME = F$CVTIME(TIME)
$ SHOW SYMBOL TIME

TIME = "2002-12-14 10:56:23.10"

この例では F$TIME関数を使用して，文字列としてシステム時刻を戻し，その
時刻を TIMEというシンボルに割り当てています。次に， F$CVTIME関数を使
用して，システム時刻を別の時刻形式に変換しています。 TIMEはシンボルなの
で，この引数を引用符 (" ")で囲む必要はありません。レキシカル関数に対する引
数としてシンボルが使用された時，シンボルは自動的に評価されます。
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この結果，求められた文字列を使って， 2つの日付を比較できます (.LTS.演算子
と.GTS.演算子を使用します)。たとえば， F$CVTIMEを使用すれば， 2つの時
刻文字列を変換し，その結果を TIME_1と TIME_2というシンボルに格納できま
す。そのあと， 2つの値を比較し，次に示されているように結果にもとづいてラ
ベルに分岐させることができます。

$ IF TIME_1 .LTS. TIME_2 THEN GOTO FIRST

2. $ NEXT = F$CVTIME("TOMORROW",,"WEEKDAY")
$ SHOW SYMBOL NEXT
NEXT = "Tuesday"

この例では， F$CVTIME関数は‘‘TOMORROW’’という絶対時刻キーワードに対
応する曜日を戻します。‘‘TOMORROW’’と‘‘WEEKDAY’’という引数は，引用符で
囲まなければなりません。これらの引数は，文字列式だからです。また，省略す
る出力時刻形式引数に対しては，省略したことを示すために，プレースホルダと
してコンマを指定しなければなりません。

3. $ SHOW TIME
27-MAR-2002 09:50:31

$ WRITE SYS$OUTPUT F$CVTIME(,,"DAYOFYEAR")
86
$ WRITE SYS$OUTPUT F$CVTIME(,,"HOUROFYEAR")
2049
$ WRITE SYS$OUTPUT F$CVTIME(,,"MINUTEOFYEAR")
122991
$ WRITE SYS$OUTPUT F$CVTIME(,,"SECONDOFYEAR")
7379476

この例では， F$CVTIMEは次のようなキーワードの値を戻します。
DAYOFYEAR，HOUROFYEAR，MINUTEOFYEAR， SECONDOFYEAR。
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F$CVUI

文字データからビット・フィールドを取り出し，その結果を符号なし値として整数に
変換します。

フォーマット

F$CVUI(開始ビット, ビット数, 文字列)

戻り値

取り出したビット・フィールドを符号なし値として変換した整数

引数

開始ビット
取り出される最初のビットのオフセットを指定します。文字列の下位 (右端)ビット
は，オフセットでの位置番号 0です。オフセットは整数式で指定します。

負の値を持つ式や，文字列に含まれるビット数を越える値を持つ式を指定した場合，
DCLは INVRANGEというエラー・メッセージを表示します。

ビット数
整数値に変換するために取り出されるビット文字列の長さを指定します。ここで指定
する値は，文字列引数のビット数以下でなければなりません。

負の値を持つ式を指定した場合や，ビット位置オフセットに加算すると誤った値にな
る式を指定した場合は， DCLは INVRANGEというエラー・メッセージを表示しま
す。

文字列
編集する文字列を指定します。
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例

1. $ A[0,32] = %X2B
$ SHOW SYMBOL A
A = "+"

$ X = F$CVUI(0,4,A)
$ SHOW SYMBOL X
X = 11 Hex = 0000000B Octal = 00000000013

この例では，算術オーバーレイを使用して，シンボル Aの 32ビットすべてに 16
進数の 2Bを割り当てています。シンボル Aは未定義状態のため，オーバレイが
実行されたあと，このシンボルには，文字列値が割り当てられます。 (シンボルが
未定義の場合には，算術オーバレイの結果として文字列値が割り当てられます。
シンボルがすでに定義されていた場合には，オーバレイが実行されたあと，その
シンボルは同じデータ・タイプのままです。) 16進数の 2Bは， ASCIIの‘‘+’’ に対
応します。

次に F$CVUI関数がシンボル Aから下位 4ビットを取り出します。下位 4ビット
には， 16進数値 Bの 2進表現が含まれています。これらのビットは，符号なし値
として整数に変換されます。変換後の 11という値が，シンボル Xに割り当てられ
ます。
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F$DELTA_TIME

指定した時刻から終了時刻までの時間の差を返します。終了時刻は開始時刻と同じか
それより遅い時刻でなければなりません。

フォーマット

F$DELTA_TIME(開始時刻,終了時刻,形式)

戻り値

開始時刻から終了時刻までの差を示す文字列。戻される文字列の形式は次のとおりで
す。
dddd hh:mm:ss.cc

引数

開始時刻
開始時刻を次のような形式の絶対時刻表記で指定します。

dd-mmm-yyyy hh:mm:ss.cc

終了時刻
終了時刻を次のような形式の絶対時刻表記で指定します。

dd-mmm-yyyy hh:mm:ss.cc

形式
時刻の差 (経過時間)の戻り値の形式を指定します。次のキーワードを使用できます。

• ASCTIM: ASCII時刻形式

• DCL: DCL経過時間形式 -この形式の値は，DCLの時間関係のレキシカル関数お
よびコマンドの入力として使用することができます。

例

1.
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$ START=F$TIME()
$ END=F$TIME()
$ SHOW SYMBOL START
START = "15-JUL-2003 16:26:35.77"
$ SHOW SYMBOL END
END = "15-JUL-2003 16:26:41.39"
$ WRITE SYS$OUTPUT F$DELTA_TIME(START,END)
0 00:00:05.62

この例では，レキシカル関数 F$TIME( )を使用して開始時刻と終了時刻のシンボ
ルを定義しています。その後， F$DELTA_TIMEを使用して開始時刻と終了時刻
の差を表示しています。

2. $ WRITE SYS$OUTPUT F$DELTA_TIME(START,END,"DCL")
0-00:00:11.91
$ WRITE SYS$OUTPUT F$DELTA_TIME(START,END,"ASCTIM")

0 00:00:11.91

この例では，開始時刻と終了時刻の差を DCLおよび ASCII形式で返していま
す。

3. WRITE SYS$OUTPUT F$DELTA_TIME ("BOOT", "LOGIN")
0 10:24:18.92

$ WRITE SYS$OUTPUT F$DELTA_TIME ("BOOT", "LOGIN", "DCL")
0-10:24:18.92
$ WRITE SYS$OUTPUT F$DELTA_TIME ("BOOT", "LOGIN", "ASCTIM")

0 10:24:18.92

この例では，ブート時刻とログイン時刻を DCLおよび ASCII形式で返していま
す。
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F$DEVICE

選択基準に合う装置名をすべて返します。

装置名はランダムな順序で返されます。

フォーマット

F$DEVICE([検索する装置名], [装置クラス], [装置タイプ], [ストリーム id])

戻り値

システム装置リストの装置名文字列。最後の装置名文字列が返された後は，空文字
列( "" )が返されます。

引数

検索する装置名
検索する装置名を文字列で指定します。ワイルドカード (*と%)文字を使用できま
す。

検索する装置名引数は，文字列式として指定します。

装置クラス
検索する装置クラスを指定します。装置クラス引数は，有効な装置クラス名に対応す
る文字列式として指定します。

詳細は，$GETDVIシステム・サービスのDVI$_DEVCLASS項目を参照してくださ
い。

装置タイプ
検索する装置タイプを指定します。装置タイプ引数は，有効なタイプ名に対応する文
字列式として指定します。

詳細は，$GETDVIシステム・サービスのDVI$_DEVTYPE項目を参照してくださ
い。

注意

装置クラスを指定せずに装置タイプを指定すると，エラーになります。
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ストリーム id

検索ストリームを示す正の整数値

F$DEVICE関数を 2回以上使用し，異なる選択基準引数を指定する場合，検索スト
リーム識別番号を使用して，それぞれの検索コンテキストを管理します。コマンド・
プロシージャの中で， F$DEVICE関数を 2回以上使用し，異なる選択基準指定引数
を指定した場合には，各検索を別々に識別するために，ストリーム id引数を指定しな
ければなりません。

装置名リストを最後まで読み出す前に選択基準を変更した場合は，コンテキストは再
初期化され検索はまた先頭から開始されます。

ストリーム id引数を省略すると， F$DEVICE関数は検索ストリームが 1つであると
解釈します。つまり，異なる選択基準引数を指定するたびに，先頭から検索を開始し
ます。

説明

F$DEVICE関数を使用すると，$DEVICE_SCANシステム・サービスを使用するこ
とにより，ある選択基準を満たす装置を検索できます。

F$DEVICE関数では，装置名に基づいた検索に限り，アスタリスク( * )およびパーセ
ント記号( % )ワイルドカード文字を使用できます。装置クラス，または装置タイプを
指定する場合は，有効な文字列式を指定しなければなりません。

コマンド・プロシージャのループ内で F$DEVICE関数を使用して，指定した選択基
準に対応する装置名を戻すことできます。 F$DEVICE関数を実行する毎に，基準に
合った次の装置名を戻します。装置名はランダムな順序で戻されます。基準にあった
装置をすべて戻すと， F$DEVICE関数は空文字列を戻します。

明示的に (ストリーム id引数を指定して)，または暗黙に (ストリーム id引数を省略し
て)，検索文字列のコンテキストを管理しなければなりません。どちらの場合も,同一
のストリーム (明示的あるいは暗黙的)で F$DEVICEシステム・サービスを実行する
毎に同じ選択基準を指定しなければなりません。

例

1.
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$ START:
$ DEVICE_NAME = F$DEVICE("*0:","DISK","RA60")
$ IF DEVICE_NAME .EQS. "" THEN EXIT
$ SHOW SYMBOL DEVICE_NAME
$ GOTO START

ユニット番号 0の RA60をすべて表示するコマンド・プロシージャです。

ストリーム id引数が指定されていないので， F$DEVICEは暗黙の検索ストリーム
を使用します。選択基準を変更していないので，装置名が順番に返されます。選
択基準に合った最後の装置名を表示した後， F$DEVICE関数は空文字列を返しコ
マンド・プロシージャを終了します。
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F$DIRECTORY

現在の省略時のディレクトリ名文字列を戻します。 F$DIRECTORY関数には引数は
ありませんが，括弧を指定しなければなりません。

フォーマット

F$DIRECTORY ( )

戻り値

現在の省略時のディレクトリ名をかぎ括弧（[ ]）も含めて示す文字列。 SET
DEFAULTコマンドで，ディレクトリ指定に不等号 (<>)を指定した場合には，
F$DIRECTORY関数はディレクトリ文字列の中に不等号を含めて戻します。

引数

なし

説明

F$DIRECTORY関数を使用すると，コマンド・プロシージャの現在の省略時のディ
レクトリ名を保存し，別の作業のために省略時のディレクトリを他のディレクトリに
変更し，再び元の設定に戻すことができます。

例

1. $ SAVE_DIR = F$DIRECTORY()
$ SET DEFAULT [CARLEN.TESTFILES]

.

.

.
$ SET DEFAULT ’SAVE_DIR’

この例は，現在の省略時のディレクトリ設定を保存するために， F$DIRECTORY
関数を使用するコマンド・プロシージャの一部を示しています。割り当て文で，
SAVE_DIRというシンボルに，現在のディレクトリの値を割り当てます。次に
SET DEFALTコマンドで，新しい省略時のディレクトリを設定します。このあ
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と， SET DEFAULTコマンドで SAVE_DIRシンボルを使用することにより，も
との省略時のディレクトリに戻しています。

F$ENVIRONMENT関数でDEFAULTキーワードを使用すれば，省略時のディ
スクとディレクトリをもとに戻すことができます。複数のディスクを含む場合に
は， F$DIRECTORY関数ではなく F$ENVIRONMENT関数を使用します。
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F$EDIT

編集リスト引数に指定された編集をもとに，文字列式を編集します。

フォーマット

F$EDIT(文字列, 編集リスト)

戻り値

指定された編集を含む文字列。

引数

文字列
編集される文字列を指定します。引用符で囲まれた部分は編集されません。

編集リスト
編集リスト文字列に対して実行される編集のタイプを指定する， 1つまたは複数のキ
ーワードを含む文字列を指定します。

編集 操作

COLLAPSE すべてのスペースとタブを文字列から削除します。

COMPRESS 複数のスペースとタブを 1つのスペースに変換します。

LOWERCASE 文字列を小文字に変換します。

TRIM 先行スペースとタブ，および後続のスペースとタブを文字列から削
除します。

UNCOMMENT コメントを文字列から削除します。

UPCASE 文字列を大文字に変換します。

2つ以上のキーワードを指定する場合は，コンマ( , )で区切ります。キーワードを短縮
することはできません。

文字列の中で引用符で囲まれた部分には，編集は適用されません。したがって，文字
列に引用符 (" ")が含まれている場合には，引用符で囲まれている文字は編集リストに
指定されている編集の影響を受けません。

注意

編集リストに LOWERCASEと同時に UPCASEを指定した場合， UPCASE
が優先されます。
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例

1. $ LINE = " THIS LINE CONTAINS A "" QUOTED "" WORD"
$ SHOW SYMBOL LINE

LINE = " THIS LINE CONTAINS A " QUOTED " WORD"
$ NEW_LINE = F$EDIT(LINE, "COMPRESS, TRIM")
$ SHOW SYMBOL NEW_LINE

NEW_LINE = "THIS LINE CONTAINS A " QUOTED " WORD"

この例では， F$EDIT関数を使用して，複数のブランクは 1つのブランクに変換
され，先行ブランクと後続ブランクを削除することにより，文字列が短縮されて
います。この LINEという文字列には，引用符が含まれており，QUOTEDとい
う単語を囲んでいます (文字列に引用符を入力するには，割り当て文で二重引用符
を使用しなければなりません)。

F$EDIT関数は,文字列の中で引用符で囲まれた部分ではスペースを短縮しませ
ん。したがって,スペースはQUOTEDという単語を囲んだままになります。

2. $ LOOP:
$ READ/END_OF_FILE = DONE INPUT_FILE RECORD
$ RECORD = F$EDIT(RECORD, "TRIM, UPCASE")
$ WRITE OUTPUT_FILE RECORD
$ GOTO LOOP

.

.

.

この例では，ファイルからレコードを読み込み，編集し，出力ファイルに書き込
むという作業を繰り返すためのループが設定されています。編集後のレコードか
らは，先行ブランクと後続のブランクが削除されており，文字列は大文字に変換
されています。

3. $ UNCOMMENT_LINE = F$EDIT("$ DIR ! THIS IS THE COMMENT", "UNCOMMENT")
$ SHOW SYMBOL UNCOMMENT_LINE
$ UNCOMMENT_LINE = "$ DIR"

この例ではコメントを削除するために F$EDIT関数を使用しています。
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F$ELEMENT

指定した区切り文字で区切られた要素で構成される文字列から， 1つの要素を取り出
します。

フォーマット

F$ELEMENT(要素番号,区切り文字,文字列)

戻り値

指定された要素を含む文字列。

引数

要素番号
取り出される要素の番号を指定します (要素番号は 0から始まります)。要素番号引数
は，整数式として指定します。要素番号が文字列に含まれる要素の数より大きい場合
には，区切り文字が戻されます。

区切り文字
文字列に含まれる要素を区切るために，使用する文字を指定します。区切り文字は，
文字列式として指定します。

文字列
区切り文字で区切られた要素のリストを含む文字列を指定します。文字列は，文字列
式として指定します。
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例

1. $ DAY_LIST = "MON/TUE/WED/THU/FRI/SAT/SUN"
$ INQUIRE DAY "ENTER DAY (MON TUE WED THU FRI SAT SUN)"
$ NUM = 0
$ LOOP:
$ LABEL = F$ELEMENT(NUM,"/",DAY_LIST)
$ IF LABEL .EQS. "/" THEN GOTO END
$ IF DAY .EQS. LABEL THEN GOTO ’LABEL’
$ NUM = NUM +1
$ GOTO LOOP
$
$ MON:

.

.

.

この例では，リストに含まれる要素のそれぞれと，入力値を比較するためのルー
プが設定されています。DAYに対する値がDAY_LISTの 1要素と一致する場合
には，制御は対応するラベルに移ります。 F$ELEMENT関数から戻される値が
区切り文字の場合には，DAYの値はDAY_LISTに含まれていないため，制御は
ENDというラベルに移ります。

2. $ ! INDEX.COM
$ !
$ CHAPTERS = "0,1,2,3,4,5,6,A,B,C"
$ NEXT = 0
$ LOOP:
$ NEXT = NEXT + 1
$ NUM = F$ELEMENT(NEXT,",",CHAPTERS)
$ IF (NUM .NES. ",")
$ THEN
$ RUN INDEX CHAP’NUM’
$ GOTO LOOP
$ ENDIF

この例ではファイルに CHAP1, CHAP2, ... CHAP6, CHAPA, CHAPB, CHAPC
という順に名前を付けるプロセスを示しています。プロシージャ・ロジックを初
期化状態にするため，ゼロは CHAPTERSという文字列に含まれます。NEXTは
ゼロに初期化されます。このプロシージャはループを実行します。最初の繰り返
しでNEXTは 1に増え，その結果‘‘1’’を呼び出します。次にプロシージャは index,
chapter1を実行します。 2回めの繰り返しでNEXTは 2に増え，その結果‘‘1’’を
呼び出します。さらにプロシージャは index, chapter2を実行し，指定した区切り
文字を呼び出すまでプロセスは続きます。
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F$ENVIRONMENT

DCLコマンド環境に関する情報を戻します。

フォーマット

F$ENVIRONMENT(項目)

戻り値

指定された項目に対応する情報。戻される値は，指定される項目に応じて整数または
文字列になります。

引数

項目
戻される情報のタイプを指定します。次に示すキーワードのいずれか 1つを指定しま
す (キーワードを短縮することはできません)。

項目
データ・
タイプ 戻される情報

CAPTIVE 文字列 CAPTIVE属性を持ったアカウントにログインして
いる場合は， TRUEを戻します。システム管理者
は， Authorizeユーティリティ (AUTHORIZE)を
使用して，利用者登録ファイルにも CAPTIVEア
カウントを定義できます。

CONTROL 文字列 SET CONTROLコマンドによって現在使用可能に
なっている制御文字を戻します。複数の制御文字
が使用可能な場合には，各文字はコンマで区切ら
れます。制御文字が使用可能ではない場合には，
空文字列 ("")が戻されます。

DEFAULT 文字列 現在の省略時の装置，およびディレクトリ名を戻
します。戻される文字列は SHOW DEFAULTコ
マンドにより出力される文字列と同じです。

DEPTH 整数値 現在のコマンド・プロシージャのネスティング
の中での深さを，整数として戻します。会話型で
コマンド・プロシージャを実行する場合，および
バッチ・ジョブでコマンド・プロシージャを実行
する場合，コマンド・プロシージャの深さは 0で
す。ネスティングされたコマンド・プロシージャ
の深さは，そのネスティングされたプロシージャ
を実行したコマンド・プロシージャの深さより， 1
だけ大きな値です。
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項目
データ・
タイプ 戻される情報

DISIMAGE 文字列 イメージを直接起動することが許可されていない
アカウント (たとえば RUNなどは許可されていま
せん)にログインした場合， TRUEを戻します。
システム管理者は Authorizeユーティリティを使
用して，利用者登録ファイル内のアカウントに
DISIMAGE属性を追加または削除できます。

INTERACTIVE 文字列 プロセスが会話型で実行されている場合は，
TRUEを戻します。

KEY_STATE 文字列 現在ロックされているキーパッド状態を示す文字
列を戻します。キーパッド状態についての詳細
は， DEFINE/KEYコマンドの説明を参照してく
ださい。

MAX_DEPTH 整数値 コマンド・プロシージャの最大の深さを示す整数
を戻します。

MESSAGE 文字列 SET MESSAGEコマンドによる現在の設定を示す
文字列を戻します。この文字列には，修飾子名を
区切るために，スラッシュ( / )が含まれています。
したがって， F$ENVIRONMENT(‘‘MESSAGE’’)
からの出力を， SET MESSAGEコマンドのうし
ろに追加することにより，有効な DCLコマンド行
を作成できます。

NOCONTROL 文字列 SET NOCONTROLコマンドによって，現在禁止
されている制御文字を戻します。複数の文字が禁
止されている場合には，各文字はコンマ( , )で区切
られます。 SET NOCONTROLコマンドによって
制御文字が禁止されていない場合には，空文字列
が戻されます。

ON_CONTROL_Y 文字列 コマンド・プロシージャから実行される場合は，
ON_CONTROL_Yが設定されていれば TRUEを
戻します。 DCLコマンド・レベルでは， ON_
CONTROL_Yは常に FALSEを戻します。

ON_SEVERITY 文字列 コマンド・プロシージャから実行される場合は，
ONコマンドで指定した動作が実行される重要
度を戻します。 SET NOONが有効な場合，ま
たは DCLコマンド・レベルで使用した場合，
ON_SEVERITYは NONEを戻します。

OUTPUT_RATE 文字列 省略時の出力速度を含むデルタ時間文字列を戻
します。これは，バッチ・ジョブの実行中に，バ
ッチ・ジョブ・ログ・ファイルにデータが書き込
まれる頻度を示します。会話型で使用した場合，
OUTPUT_RATEは空文字列を戻します。

PROCEDURE 文字列 現在のコマンド・プロシージャのファイル指定を
戻します。会話型で使用した場合は，端末装置名
が戻されます。

PROMPT 文字列 現在の DCLプロンプトを戻します。

PROMPT_CONTROL 文字列 プロンプトの前に改行が挿入される場合は TRUE
を戻します。

PROTECTION 文字列 現在の省略時のファイル保護を示す文字列を戻し
ます。文字列は有効な DCLコマンド行となるよう
に， SET PROTECTION/DEFAULTコマンドで
使用できる形式です。
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項目
データ・
タイプ 戻される情報

RESTRICTED 文字列 制限付アカウントの場合は TRUEを戻します。シ
ステム管理者は， Authorizeユーティリティを使
用して，利用者登録ファイルに制限付アカウント
を定義できます。

SYMBOL_SCOPE 文字列 現在のシンボルの定義範囲を示すため，文字
列[NO] LOCAL, [NO] GLOBALを戻します。

VERB_SCOPE 文字列 動詞の現在のシンボルの定義範囲を示すため，文
字列[NO] LOCAL, [NO] GLOBALを戻します (詳
細は， SET SYMBOLコマンドの説明を参照して
ください)。

VERIFY_IMAGE 文字列 SET VERIFY=IMAGEコマンドが有効である場合
は， TRUEを戻します。イメージ・チェックが有
効な場合には，コマンド・プロシージャは，イメ
ージによって読み込まれた入力データを表示しま
す。

VERIFY_PREFIX 文字列 SET PREFIXコマンドで設定される前置制御文字
列を戻します。

VERIFY_PROCEDURE 文字列 SET VERIFY=PROCEDUREコマンドが有効で
ある場合は， TRUEを戻します。コマンド・チェ
ックが有効な場合には，コマンド・プロシージャ
は， DCLコマンド行を表示します。

例

1. $ SAVE_MESSAGE = F$ENVIRONMENT("MESSAGE")
$ SET MESSAGE/NOFACILITY/NOIDENTIFICATION

.

.

.
$ SET MESSAGE’SAVE_MESSAGE’

この例では， F$ENVIRONMENT関数を使用して，現在のメッセージ設定を変更
する前に，その設定を保存します。コマンド・プロシージャの最後で，もとのメ
ッセージ設定が復元されます。 SAVE_MESSAGEというシンボルを囲む一重引用
符 (’ ’)は，そのシンボル名を値と置き換えるように指定しています。

2. $ MAX = F$ENVIRONMENT("MAX_DEPTH")
$ SHOW SYMBOL MAX
MAX = 32 Hex = 00000020 Octal = 00000000040

この例では，コマンド・プロシージャ内で可能な最大のネスティングの深さを判
断するために， F$ENVIRONMENT関数を使用しています。
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3. $ SAVE_PROT = F$ENVIRONMENT("PROTECTION")
$ SET PROTECTION = (SYSTEM:RWED, OWNER:RWED, GROUP, WORLD)/DEFAULT

.

.

.
$ SET PROTECTION = (’SAVE_PROT’)/DEFAULT

この例では， F$ENVIRONMENT関数を使用して，保護を変更する前に，現在の
省略時の保護を保存します。コマンド・プロシージャの最後で，もとの保護に戻
されます。シンボル置換を要求するためには， SAVE_PROTというシンボルを引
用符で囲まなければなりません。
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F$EXTRACT

文字列から部分文字列を取り出します。

フォーマット

F$EXTRACT(開始,長さ,文字列)

戻り値

開始引数と長さ引数によって区切られた部分文字列。

引数

開始
取り出したい部分文字列の先頭のオフセットを指定します。 0以上の整数式として指
定します。

オフセットは文字の相対位置，または文字列の先頭の部分文字列です。オフセット位
置は 0から始まります。文字列は，常に左端の文字から始まります。

文字列の長さ以上のオフセットを指定した場合には，空文字列 ("")を戻します。

長さ
取り出す文字数を指定します。文字列サイズ以下でなければなりません。長さは， 0
以上の整数式を指定します。

オフセットから文字列の最後までの文字数より大きな値の長さを指定すると，オフセ
ットから文字列の最後までの文字を戻します。

文字列
編集する文字列を指定します。文字列には，文字列式を指定します。
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例

1. $ NAME = "PAOLO TESTA"
$ FIRST = F$EXTRACT(0,5,NAME)
$ SHOW SYMBOL FIRST

FIRST = "PAOLO"

この例はコマンド・プロシージャの一部であり，シンボルNAMEに割り当てられ
た文字列から最初の 5文字を取り出すために， F$EXTRACT関数を使用していま
す。オフセット引数と長さ引数は整数であり，文字列引数はシンボルです。レキ
シカル関数に対する引数として整数やシンボルを使用する場合には，これらを引
用符 (" ")で囲む必要はありません。

2. $ P1 = "MYFILE.DAT"
$ FILENAME = F$EXTRACT(0,F$LOCATE(".",P1),P1)

この例もコマンド・プロシージャの一部です。文字列からある 1文字を見つけ，
その位置で終わる部分文字列を取り出す方法を示しています。

F$LOCATE関数は， P1に対応する文字列中のピリオドのオフセット位置を示す
数値を戻します (ピリオドのオフセット位置は，ピリオドの前の部分文字列の長さ
と同じです)。

F$EXTRACT関数の引数として F$LOCATE関数を使用して，文字列から取り
出す文字数を指定しています。パラメータMYFILE.DATを使用してプロシージ
ャを呼び出し，これらのステートメントを実行すると，シンボル FILENAMEに
MYFILEという値が割り当てられます。

上記の例で F$LOCATE関数は，ファイル指定にサブディレクトリ名を含むディ
レクトリ指定や，ノード名が含まれていないとして解釈しています。完全なファ
イル指定からファイル名を取り出すためには， F$PARSE関数を使用します。

3. $ IF F$EXTRACT(12,2,F$TIME()) .GES. "12" THEN GOTO AFTERNOON
$ MORNING:
$ WRITE SYS$OUTPUT "Good morning!"
$ EXIT
$ AFTERNOON:
$ WRITE SYS$OUTPUT "Good afternoon!"
$ EXIT

この例では，現在の時刻が午前であるか午後であるかに応じて，異なるメッセ
ージを表示するプロシージャを示しています。最初に， F$TIME関数を使用
して，現在の時刻が戻されます。 F$TIME関数は文字列を戻し，この文字列が
F$EXTRACT関数に対する文字列引数として使用されます。 F$TIME関数が引数
として使用されている場合には，この関数は自動的に評価されるので，引用符を
使用する必要はありません。
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次に F$EXTRACT関数は， F$TIMEから戻された日付と時刻の示された文字列
から時を取り出します。 F$TIMEから渡される文字列には，常に先頭から 12文
字のオフセットから時フィールドが含まれています。

F$EXTRACT関数は，このオフセットから始まる 2文字を文字列から取り出し，
取り出した文字列値と文字列値 12を比較します。比較結果が真の場合には，プロ
シージャは‘‘Good afternoon！’’を出力します。比較結果が偽の場合には，‘‘Good
morning！’’を出力します。

また，時刻指定から時フィールドを取り出すために， F$CVTIME関数を使用で
きます。 F$CVTIME関数を使用する方が，上記の例に示されている方法に比べ
簡単です。
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F$FAO

$FAOシステム・サービスを呼び出し，指定された制御文字列を， ASCII形式に整え
られた出力文字列に変換します。書式を指定して，整数値を文字列に変換したり，キ
ャリッジ・リターンやフォーム・フィードを挿入したり，テキストを挿入したりでき
ます。

フォーマット

F$FAO(制御文字列[,引数[,...]])

戻り値

ASCII形式で出力される文字列。この出力文字列は，制御文字列の固定テキストと
FAOディレクティブから作成されます。

引数

制御文字列
出力文字列の固定テキストと FAOディレクティブを結合したものです。制御文字列
の長さは任意であり， FAOディレクティブをいくつでも含むことができます。制御
文字列では，文字列式として指定します。

F$FAO関数は， FAOディレクティブを使用して， ASCII形式のデータを変更した
り，制御文字列中の固定テキストに割り当てたりします。

表 DCLI–4は制御文字中で指定する FAOディレクティブを示しています。

引数[,...]

制御文字列中の FAOディレクティブに対する 1～ 15の引数。引数は，整数式または
文字列式として指定します。表 DCLI–4は，各 FAOディレクティブと必要な引数タ
イプを示しています。

FAOディレクティブは 1つまたは複数の引数を必要とすることがあります。その順序
は，制御文字列のものと正確に一致しなくてはなりません。そうでない場合でも，エ
ラー・メッセージは出力されません。

対応するディレクティブに対して指定可能なタイプ (整数または文字列)ではない引数
を指定すると，予測できない結果が戻されます。 F$INTEGERや F$STRINGを使用
して適当な型に変換してください。
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引数に不足がある場合， F$FAOは引数リストを越えて読もうとします。そのため，
制御文字列のディレクティブに一致する引数を必ず指定してください。

対応するディレクティブに対して指定可能なタイプ (整数または文字列)ではない引数
を指定すると，コマンドが実行されなかったという予測できないエラーになります。
このエラーは，$FAOシステム・サービスからのものそのままです。

説明

$FAOシステム・サービスを起動し，文字および数値入力を ASCII文字列に変換しま
す (FAOは formatted ASCII outputの略です)。書式を指定して，整数値を文字列に
変換したり，キャリッジ・リターンやフォームフィードをテキストを挿入したり，テ
キストを挿入したりできます。

以下のフォーマットを使用して FAOディレクティブを指定します。

フォーマット 機能

!DD 1つのディレクティブです。

!n(DD) 指定した回数を繰り返します。

!lengthDD 指定した長さのフィールドに出力します。

!n(lengthDD) 指定した回数を繰り返し，指定した長さのフィールドに出力しま
す。

感嘆符( ! )は，それ以降の文字または文字列が FAOディレクティブとして解釈される
ことを示しています。DDは F$FAOが実行するためのアクションであることを示す，
1つまたは 2つの大文字のコードを表しています。繰り返し数を指定する場合，nは
ディレクティブが繰り返される回数を指定する 10進数です。length値は，‘‘length’’文
字の出力フィールドを表わすために F$FAOに指示する 10進数です。

繰り返し回数と出力の長さは，絶対数ではなく，( # )を使用して指定することもでき
ます。( # )を使用した場合は，引数リストの相当する位置に整数式として数値を指定
します。

変数出力フィールドを繰り返し回数で指定すると，長さパラメータは 1つだけ必要で
す。これは，各出力文字列はそれぞれ長さを指定しているからです。

FAOディレクティブは以下のカテゴリでグループ化されます。

• 文字列挿入

• ゼロ埋め込み数値変換

• 空白埋め込み数値変換

• 特殊編集
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• パラメータ解釈

表 DCLI–4は， FAOディレクティブと必須の引数タイプを示しています。次の節で
は文字列挿入,ゼロ埋め込み数値変換，および空白埋め込み数値変換を実行するディ
レクティブの出力文字列を説明します。

注意

$FAOシステム・サービスではサポートされていますが， DCL F$FAOレキシ
カル関数ではサポートされていない 2つのタイプのディレクティブがありま
す。その 2つのタイプを次に示します。

• クォドワード数値ディレクティブ (Q, H,および J)。すべての DCL数値は
ロングワードとして格納されるので， DCLではサポートされません。

• !ASディレクティブ以外の文字列ディレクティブ。すべての DCL文字列
は記述子として格納されるので， DCLではサポートされません。

$FAOシステム・サービス・ディレクティブについての詳細は『OpenVMS
System Services Reference Manual』を参照してください。

表 DCLI–4 FAOディレクティブの要約

ディレクティブ 引数の型 説明

文字列挿入：

!AS 文字列 文字列をそのまま挿入する。

ゼロ埋め込み数値変換：

!OB 整数 バイトから 8進数表現に変換する。

!OW 整数 ワードから 8進数表現に変換する。

!OL 整数 ロング・ワードから 8進数表現に変換する。

!XB 整数 バイトから 16進数表現に変換する。

!XW 整数 ワードから 16進数表現に変換する。

!XL 整数 ロング・ワードから 16進数表現に変換する。

!ZB 整数 バイトから 10進数表現に変換する。

!ZW 整数 ワードから 10進数表現に変換する。

!ZL 整数 ロング・ワードから 10進数表現に変換する。

空白埋め込み数値変換：

!UB 整数 負数調整なしにバイトから 10進数表現に変換する。

!UW 整数 負数調整なしにワードから 10進数表現に変換する。

!UL 整数 負数調整なしにロング・ワードから 10進数表現に変
換する。

(次ページに続く)

DCLI–460



レキシカル関数
F$FAO

表 DCLI–4 (続き) FAOディレクティブの要約

ディレクティブ 引数の型 説明

!SB 整数 負数変換してバイトから 10進数表現に変換する。

!SW 整数 負数変換してワードから 10進数表現に変換する。

!SL 整数 負数変換してロング・ワードから 10進数表現に変換
する。

特殊編集：

!/ None キャリッジ・リターンとライン・フィードを挿入す
る。

!_ None タブを挿入する。

!^ None フォーム・フィードを挿入する。

!! None 感嘆符（!）を挿入する。

!%I 整数 ロング・ワードの整数を名前形式の UIC形式[グル
ープ識別子，メンバ識別子]に変換する。

!%S None 最近変換された数値が 1でないとき "S"を挿入す
る。 (マルチ・リンガル製品で使用することは推奨し
ません。)

!%U 整数 ロング・ワードの整数を数値 UIC形式[g,m]に変換
する。ここで gはグループ番号，mはメンバ番号。

ディレクティブが，かぎかっことコンマを挿入す
る。

!n<...!> None n文字のフィールドに，すべてのデータを左詰め
し，残りを空白で埋める。

!n*c None cで表現される文字を n回繰り返する。

!n%C 文字列 最も最近評価された引数の値が nの時，文字列を挿
入する（マルチ・リンガル製品で使用する）。

!%E 文字列 最も最近評価された引数が先行するどの !n%Cディ
レクティブにも一致しない時，文字列を挿入する
（マルチ・リンガル製品で使用する）。

!%F None 複数形の終わりにマークする。

!%T 整数 0 現在時刻を挿入する。

!%D 整数 0 現在日付時刻を挿入する。

引数の解釈：

!- None 最後の引数を再使用する。

!+ None 次の引数をスキップする。

文字列挿入による出力文字列
!ASディレクティブは，制御文字列に (ディレクティブの引数として指定された)文字
列を挿入します。制御文字列に文字列を挿入した場合，文字列のフィールドの長さ
は，文字列の長さになります (これが省略時の設定です)。省略時の長さが明示的に指
定したフィールドの長さよりも短い場合は，文字列は左詰めされ，残りは空白で埋め
られます。省略時の長さが明示的に指定したフィールドの長さよりも長い場合は，文
字列の右端は切り捨てられます。
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ゼロ埋め込み数値変換による出力文字列
ゼロ埋め込み数値変換のためのディレクティブは， (ディレクティブの引数として
指定された)整数を， 10進数， 8進数，または 16進数表現に変換します。整数の
ASCII表現は，制御文字列に挿入されます。変換された引数の省略時の出力フィール
ドの長さは，以下のように決められます。

• 引数を 10進数表現に変換するディレクティブは，バイト変換では 3桁,ワード変
換では 6桁，ロングワード変換では 11桁を返します。数字は右詰めされ，左端は
ゼロで埋められます。省略時の長さより明示的に指定したフィールドの長さが長
い場合は，左端は空白で埋められます。省略時の長さより明示的に指定したフィ
ールドの長さが短い場合は，左端は切り捨てられます。

• 引数を 8進数表現に変換するディレクティブは，バイト変換では 2桁，ワード変
換では 4桁，ロングワード変換では 8桁を返します。数字は右詰めされ，左端は
ゼロで埋められます。省略時の長さより明示的に指定したフィールドの長さが長
い場合は，左端は空白で埋められます。省略時の長さより明示的に指定したフィ
ールドの長さが短い場合は，左端は切り捨てられます。

• 引数を 16進数表現に変換するディレクティブは， 16進数で要求される数の文
字を返します。省略時の長さより明示的に指定したフィールドの長さが長い場合
は，左端はゼロで埋められます。省略時の長さより明示的に指定したフィールド
の長さが短い場合は，出力フィールドはすべてアスタリスク( * )で埋められます。

バイト変換では引数の 2進表現の下位 8ビットのみを，ワード変換では下位 16ビッ
トのみを使用します。ロングワード変換では， 32ビットすべてを使用します。

空白埋め込み数値変換による出力文字列
空白埋め込み数値変換のディレクティブは， (ディレクティブの引数として指定され
た)整数を 10進数表現に変換します。これらのディレクティブは，符号付きあるいは
符号なしとして整数を変換できます。整数の ASCII表現は，制御文字列に挿入されま
す。

変換された引数の出力フィールドの長さは，必要な文字数です (これが省略時の設定
です)。明示的に指定したフィールドの長さよりも値が短い場合は，右詰めされ残は空
白で埋められます。明示的に指定したフィールドの長さよりも値が長い場合は，フィ
ールドはアスタリスクで埋められます。

バイト変換では引数の 2進表現の下位 8のみを，ワード変換では下位 16ビットのみ
を使用します。ロングワード変換では 32ビットすべてを使用します。

特殊編集による出力文字列
!n%Cおよび !%Eディレクティブは， (最後に評価された引数の値をもとにした)
ASCII文字を出力文字列に挿入します。これらのディレクティブは，不規則な複数の
名詞や動詞を挿入するときに便利です。

最後に評価された引数がnと等しい場合は， 2つのディレクティブ間のテキストは出
力文字列に挿入されます。最後に評価された引数がnと等しくない場合は，次の !n%C
ディレクティブが実行されます。
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nが負数の場合は，引数として指定し( # )を使用しなくてはなりません。

!n%Cおよび !%Eディレクティブを，繰り返し回数で指定することができます。繰り
返し回数を指定すると， 2つのディレクティブ間のテキストは指定された回数だけ出
力文字列にコピーされます。

%Fディレクティブは複数の文の終わりを示します。

例

1. $ COUNT = 57
$ REPORT = F$FAO("NUMBER OF FORMS = !SL",COUNT)
$ SHOW SYMBOL REPORT
REPORT = "NUMBER OF FORMS = 57"

このコマンド・プロシージャでは，制御文字列で !SLという FAOディレクティブ
を使用することにより， COUNTというシンボルに割り当てられている値が，文
字列に変換されます。変換後の文字列は，制御文字列に挿入されます。

COUNTには， 57という整数値が割り当てられています。したがって F$FAO
関数は "NUMBER OF FORMS=57"という ASCII文字列を戻し，この文字列を
REPORTというシンボルに割り当てます。

2. $ A = "ERR"
$ B = "IS"
$ C = "HUM"
$ D = "AN"
$ PHRASE = F$FAO("TO !3(AS)",A,B,C+D)
$ SHOW SYMBOL PHRASE
$ PHRASE = "TO ERRISHUMAN"

このコマンド・プロシージャでは， A， B， C，およびDというシンボルに割り
当てられている値を，制御文字列に挿入するために， !ASデイレクティブが使用
されています。

!ASディレクティブに対して， 3という繰り返し回数が指定されているため，
F$FAOは 3つの引数を調べます。この例では，引数にシンボル A ("ERR")，シン
ボル B ("IS")，および C＋Dという式 ("HUMAN")が含まれています。これらの
文字列引数の値が連結され， "ERRISHUMAN"という文字列が作成されます。

3. $ A = "ERR"
$ B = "IS"
$ C = "HUMAN"
$ PHRASE = F$FAO("TO !#(#AS)",3,6,A,B,C)
$ SHOW SYMBOL PHRASE
$ PHRASE = "TO ERR IS HUMAN "

このコマンド・プロシージャでは，文字列を書式化するために， !ASディレクテ
ィブを指定した F$FAO関数が使用されています。最初の番号記号 (#)は，最初の
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引数である 3によって与えられる繰り返し回数を示しています。 2番目の番号記
号 (#)は， 2番目の引数である 6が与えられるフィールド・サイズを示していま
す。次の 3つの引数 (A， B，および C）は， !ASディレクティブが繰り返される
たびに，制御文字列に挿入される文字列を示します。

各引数文字列は， 6文字の長さのフィールドに出力されます。各文字列は 6文字
より短いため，各フィールドは左桁ぞろえされ，右側に空白が挿入されます。こ
の結果，作成された文字列は， PHRASEというシンボルに割り当てられます。

4. $ OFFSPRING = 1
$ REPORT = F$FAO-
("There !0UL!1%Cis!%Eare!%F !-!UL !-!0UL!1%Cchild!%Echildren!%F here",OFFSPRING)
$ SHOW SYMBOL REPORT
$ REPORT ="There is 1 child here"

このコマンド・プロシージャでは， !0ULディレクティブは引数OFFSPRINGを
評価しますが，出力文字列に値を挿入しません。 !n%Cディレクティブは，その
値と引数OFFSPRINGの値が一致するので，‘‘is’’という文字列を出力文字列に挿
入します。出力文字列の適切な位置に正確な文字が挿入されるよう修正するた
め，!-!ULディレクティブは， 2回目の引数の評価をします。 !%Fディレクティブ
は，それぞれの複数文の終わりを示しています。 F$FAO関数は‘‘There is 1 child
here’’という ASCII文字列を返して，それを REPORTというシンボルに割り当て
ます。
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F$FID_TO_NAME (Alpha/Integrityのみ)

ファイル識別子をファイル指定に変換します。

フォーマット

F$FID_TO_NAME(装置名,ファイル ID)

戻り値

ファイル指定を含む文字列。

引数

装置名
ファイルが存在する装置を指定します。装置の論理名を指定することもできます。

ファイル ID

対応するファイル指定に変換するファイル IDを指定します。

例

1. $ WRITE SYS$OUTPUT F$FID_TO_NAME("SYS$SYSDEVICE","(2901,33,0)")
DISK$NODE1:[VMS$COMMON.SYSEXE]SHOW.EXE;1

この例では，システム・ディスクにある， IDが "2901,33,0"のファイルが
SHOW.EXEであることを示しています。注意:ファイル IDが二重引用符で囲ま
れている場合には，括弧は省略できます。
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F$FILE_ATTRIBUTES

指定されたファイルの属性に関する情報を戻します。

フォーマット

F$FILE_ATTRIBUTES(ファイル指定，項目)

戻り値

要求した項目に応じて，整数または文字列となります。各項目の戻された値のデー
タ・タイプを表 DCLI–5に示します。

引数

ファイル指定
情報が必要なファイルの名前。ファイル名は文字列式として指定します。

ファイル名は， 1つしか指定することができません。ファイル指定の中で，ワイルド
カード文字を使用することはできません。

項目
ファイルのどの属性を戻してほしいか指定します。項目は，文字列式として指定しま
す。表 DCLI–5の RMSフィールド名から 1項目を指定します。

説明

DCL割り当て文および式で使用して，ファイルの属性に関する情報を戻します。
表 DCLI–5は F$FILE_ATTRIBUTES関数に指定する項目，戻される情報，その情
報のデータ・タイプを示しています。

表 DCLI–5 F$FILE_ATTRIBUTES項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

AI 文字列 AIジャーナリングが設定されていれば TRUE。設定
されていなければ FALSE。

(次ページに続く)
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表 DCLI–5 (続き) F$FILE_ATTRIBUTES項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

ALQ 整数値 割り当てサイズ

BDT 文字列 バックアップ日付

BI 文字列 BIジャーナリングが設定されていれば TRUE。設定
されていなければ FALSE。

BKS 整数値 バケット・サイズ

BLS 整数値 ブロック・サイズ

CBT 文字列 contiguous-best-try割り当てアルゴリズムが使用され
ていれば TRUE。使用されていなければ FALSE。

CDT 文字列 作成日付

CTG 文字列 contiguous割り当てアルゴリズムが使用されていれば
TRUE。使用されていなければ FALSE。

DEQ 整数値 省略時の拡張サイズ

DID 文字列 ディレクトリ ID

DIRECTORY 文字列 TRUEあるいは FALSEを返す。ディレクトリである
場合は TRUEを返す。

DVI 文字列 装置名

EDT 文字列 満了日付

EOF 整数値 使用ブロック数

ERASE 文字列 削除時に物理的に削除される場合は TRUE。物理的に
削除されない場合は FALSE。

FFB 整数値 先頭空きバイト

FID 文字列 ファイル ID

FILE_LENGTH_
HINT

文字列 レコード数およびデータのバイト数を (n,m)の形式で
返す。ここでnはレコード数で，mはデータのバイト
数である。無効な数は，nあるいはmに-1が返される。

FSZ 整数値 固定制御領域サイズ

GBC 整数値 グローバル・バッファ数

GBC32 整数値 グローバル・バッファ数の拡張ロングワード版。ファ
イルごとの最大サイズは，インデックス付きファイル
の場合，約 21億。

GBCFLAGS 文字列 グローバル・バッファ・キャッシュのサイズ設定の，
ファイルごとの監視フラグ。グローバル・バッファ・
カウントがパーセントで表されていれば PERCENT
が返され，実行時に 2つのグローバル・バッファ
SYSGENパラメータ (GB_CACHEALLMAXと GB_
DEFPERCENT)を使用するアルゴリズムによって
グローバル・バッファ・サイズが決定される場合は
DEFAULTが返される。または，ファイルに対して有
効になっているファイルごとの管理フラグがない場合
は， NONEが返される。

GRP 整数値 所有者グループ番号

JOURNAL_FILE 文字列 ジャーナル・ファイルの場合は TRUE。ジャーナル・
ファイルではない場合は FALSE。

(次ページに続く)
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表 DCLI–5 (続き) F$FILE_ATTRIBUTES項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

KNOWN 文字列 Knownファイルがインストール・ユーティリティ
(INSTALL)ともにインストールされた場合は TRUE
を，そうでない場合は FALSEを返す。ただし，
ファイルが存在しない場合 (たとえば，ファイルが
インストールされた直後に削除された場合)は，
NOSUCHFILEを返す。

LOCKED 文字列 アクセスが許可されないロック状態の場合は TRUE。
そうでない場合は FALSE。

LRL 整数値 最大レコード長

MBM 整数値 所有者メンバ番号

MOVE 文字列 movefile操作が可能な場合は TRUE。そうでない場合
は FALSE。

MRN 整数値 最大レコード数

MRS 整数値 最大レコード・サイズ

NOA 整数値 エリア数

NOBACKUP 文字列 バックアップ用にファイルがマークされている場合は
FALSE。 NOBACKUPのマークがついている場合は
TRUE。

NOK 整数値 キー数

ORG 文字列 ファイル編成法 (SEQ, REL, IDX)

PRESHELVED
(Alpha/Integrityの
み)

文字列 ファイルがプリシェルブドである場合 TRUE。そうで
ない場合， FLASE。

PRO 文字列 ファイル保護文字列

PVN 整数値 プロローグ・バージョン番号

RAT 文字列 レコード属性 (CR, PRN, FTN, "")

RCK 文字列 読込みチェックが設定されている場合は TRUE。そう
でない場合は FALSE。

RDT 文字列 最新更新日付

RFM 文字列 レコード・フォーマット (VAR, FIX, VFC, UDF,
STM, STMLF, STMCR)

RU 文字列 RUジャーナリングが設定されている場合は TRUE。
設定されていない場合は FALSE。

RVN 整数値 改訂番号

(次ページに続く)
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表 DCLI–5 (続き) F$FILE_ATTRIBUTES項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

SHELVABLE 文字列 ファイルがシェルブド可能な場合は TRUE。不可能な
場合は FALSE。

SHELVED 文字列 ファイルがシェブルドの場合は TRUE。そうでない場
合は FALSE。

STORED_
SEMANTICS

文字列 セマンティックスを表す ASCII文字列

UIC 文字列 所有者 UIC文字列

VERLIMIT 整数値 バージョン・リミット番号。 32767はバージョン・リ
ミットが設定されていないことを示す。

WCK 文字列 書込みチェックが設定されている場合は TRUE。設定
されていない場合は FALSE。

ファイル属性はOpenVMS RMS制御ブロックの情報から作られたファイル・ヘッ
ダに格納されます。OpenVMS RMS制御ブロックについての詳細は『OpenVMS
Record Management Services Reference Manual』を参照してください。

例

1. $ FILE_ORG = F$FILE_ATTRIBUTES("QUEST.DAT","ORG")
$ SHOW SYMBOL FILE_ORG
FILE_ORG = "SEQ"

この例では，ファイル編成タイプの値を FILE_ORGというシンボルに割り
当てるために， F$FILE_ATTRIBUTES関数が使用されています。 F$FILE_
ATTRIBUTES関数は， "SEQ"という文字列を戻します。これはQUEST.DATが
順編成ファイルであることを示します。

F$FILE_ATTRIBUTES関数に対するORG引数およびQUEST.DAT引数は，文
字列リテラルであり，式の中で使用するときは二重引用符で囲まなければなりま
せん。

2. $ RFM = F$FILE_ATTRIBUTES("KANSAS::USE$:[CARS]SALES.CMD","RFM")
$ SHOW SYMBOL RFM
RFM = "VAR"

この例では，リモート・ノードのファイルに関する情報を戻すために， F$FILE_
ATTRIBUTES関数が使用されています。この関数は， VARというレコード形
式文字列を戻します。これはレコード形式が可変長レコードであることを示しま
す。
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F$GETDVI

指定された装置に関する指定された情報を戻します。

フォーマット

F$GETDVI(装置名,項目[,パス名])

戻り値

要求する項目に応じて，整数または文字列となります。各項目の戻された値を
表 DCLI–6に示します。

引数

装置名
物理装置名，または物理装置名に割り当てられている論理名を指定します。文字列式
として指定します。

装置名が評価されると， F$GETDVI関数は名前の初めの文字を調べます。名前の最
初の文字がアンダースコア (_)の場合は，物理装置として扱われます。そうでない場
合は，論理名変換を一回行いその等価名 (またはもとの名前)が使用されます。

項目
戻される装置情報のタイプを指定します。文字列式を指定します。表 DCLI–6に示す
1項目を指定します。

パス名 (Alpha/Integrityのみ)

マルチパス対応装置のパス名を指定します。パス名は文字列式で指定します。

パス名引数を使用するかどうかについては，表 DCLI–6の項目コードの説明を参照し
てください。一般に，パスによって異なる情報を戻す項目コードはパス名引数を使用
します。マルチパス装置のパスは， SHOW DEVICE /FULLコマンド，システム・
サービス SYS$DEVICE_PATH_SCAN，レキシカル関数 F$MULTIPATHで参照でき
ます。

パス名引数を指定すると，指定された装置上に存在するパスと比較して検証されま
す。パスが存在しないと，たとえ指定した項目コードでパス名引数を使用していない
場合でも，NOSUCHPATHエラーが戻されます。
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説明

$GETDVIシステム・サービスを起動し，指定した装置に関する指定した情報を戻し
ます。 F$DEVICE関数を使用すると，現在使用しているシステムの装置の一覧を得
ることができます。引数項目の記述が別の方法でない限り， F$GETDVI関数はロー
カル・ノードのみの装置情報を戻します。

この関数を使用すると，プロセスにチャネルを割り当てる必要のない装置の情報を得
ることができます。

F$GETDVI関数は，$GETDVIシステム・サービス呼び出し時に指定できるすべて
の項目の情報を戻します。$GETDVIシステム・サービスが許可する項目に加えて，
F$GETDVI関数は EXISTSの指定を許可します。

表 DCLI–6は， F$GETDVI関数に指定する項目，戻される情報，およびその情
報のデータ・タイプを示しています。表 DCLI–6に示す戻される情報に加えて，
F$GETDVI関数は$GETDVIシステム・サービスで作成される任意のエラー・メッセ
ージも戻します。

$GETDVIシステム・サービスおよび指定できる項目についての詳細は『OpenVMS
System Services Reference Manual』を参照してください。

表 DCLI–6 F$GETDVI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報1

ACCESSTIMES_RECORDED
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 ボリュームがアクセス時刻の記録をサポートしている場合は
TRUE。そうでない場合は FALSE。

ACPPID 文字列 補助制御プロセス (ACP)識別

ACPTYPE 文字列 ACPタイプ・コード。 F11V1， F11V2， F11V3，
F11V4， F11V5， F64， HBS， JNL，MTA， NET，
REM， UCX， ILLEGALのいずれか。

次の場合は， ACPTYPE項目には ILLEGALが返される。

• 装置がマウントされていない，あるいは/FOREIGN修
飾子を使用してマウントされている場合。

• ACPTYPEが現在定義されていない場合。

ALL 文字列 装置が割り当てられている場合は TRUE，そうでない場合
は FALSE。

ALLDEVNAM 文字列 割り当てクラス装置名

1戻される情報リストに加え， F$GETDVI関数は$GETDVIシステム・サービスで作成される任意のエラー・メッセージも戻
します。
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表 DCLI–6 (続き) F$GETDVI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報1

ALLOCLASS 0～ 255間
のロングワ
ード整数値

ホストの割り当てクラス

ALT_HOST_AVAIL 文字列 代替パスを提供するホストが使用可能である場合は
TRUE。そうでない場合は FALSE。

ALT_HOST_NAME 文字列 代替パスを提供するホスト名

ALT_HOST_TYPE 文字列 代替パスを提供するホストのハードウェア・タイプ

AVAILABLE_PATH_COUNT
(Alpha/Integrityのみ)

整数値 マルチパス対応装置の，使用可能で稼動中のパスの数

AVL 文字列 装置が使用可能である場合は TRUE。そうでない場合は
FALSE。

CCL 文字列 キャリッジ制御装置である場合は TRUE。そうでない場合
は FALSE。

CLUSTER 整数値 ボリューム・クラスタ・サイズ

CONCEALED 文字列 論理装置名が隠し装置に変換される場合は TRUE。そうで
ない場合は FALSE。

CYLINDERS 整数値 ボリュームのシリンダ数 (ディスクのみ)

DEVBUFSIZ 整数値 装置バッファ・サイズ

DEVCHAR 整数値 装置属性

DEVCHAR2 整数値 追加装置属性

DEVCLASS 整数値 装置クラス。システム上で戻される装置クラスの値を調べる
方法は，例を参照。

DEVDEPEND 整数値 装置依存情報

DEVDEPEND2 整数値 追加装置依存情報

DEVICE_MAX_IO_SIZE
(Alphaおよび Integrityのみ)

整数値 デバイスのデバイス・ドライバがサポートする，セグメント
化されていない最大の転送サイズ。この値はデバイス・ドラ
イバがサポートする絶対的な最大サイズであり，他のソフト
ウェア層 (RMSや XFCなど)での最大値が小さければ，最
大転送サイズも制限される。

DEVICE_TYPE_NAME 文字列 装置タイプ名。装置が SCSIテープまたはディスクである場
合，装置タイプ名は装置から直接取得される。

DEVLOCKNAM 文字列 装置の一意なロック名

DEVNAM 文字列 装置名

DEVSTS 整数値 装置依存状態情報

DEVTYPE 整数値 装置タイプ。システム上で戻される装置タイプの値を調べる
方法は，例を参照。

DFS_ACCESS 文字列 装置がリモート・ノードの分散ファイル・システム (DFS)
サーバに接続された仮想ディスクの場合は TRUE。そうで
ない場合は FALSE。

DIR 文字列 装置がディレクトリ構造である場合は TRUE。そうでない
場合は FALSE。

1戻される情報リストに加え， F$GETDVI関数は$GETDVIシステム・サービスで作成される任意のエラー・メッセージも戻
します。
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表 DCLI–6 (続き) F$GETDVI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報1

DMT 文字列 装置にディスマウントのための印がある場合は TRUE。そ
うでない場合は FALSE。

DUA 文字列 汎用装置である場合は TRUE。そうでない場合は FALSE。

ELG 文字列 装置でエラー・ログを有効にしている場合は TRUE。そう
でない場合は FALSE。

ERASE_ON_DELETE
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 ボリューム上のファイルを削除する際に，ディスク・ブロッ
クにゼロが書き込まれる場合は TRUE。そうでない場合は
FALSE。

ERRCNT 整数値 装置のエラー・カウント。 SET DEVICE
/RESET=ERRCNTコマンドでエラー・カウントがリセ
ットされた場合は，エラー・カウントがリセットされた日付
と時刻を SHOW DEVICE/FULLコマンドで表示すること
ができる。

パス名パラメータを指定すると，そのパスに対するエラー・
カウントだけが戻される。パス名パラメータを省略すると，
マルチパス装置のすべてのパスに対するエラー・カウントの
合計が戻される。

ERROR_RESET_TIME
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 エラー・カウントがリセットされた時刻

EXISTS 文字列 システム上に装置がある場合は TRUE。そうでない場合は
FALSE。

EXPSIZE (Alpha/Integrityのみ) 整数値 ボリュームで拡張可能な現在の上限。

FC_HBA_FIRMWARE_REV
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 Fibre Channelホスト・バス・アダプタのファームウェア・
リビジョン情報。他のデバイスの場合は，ヌル文字列が返さ
れる。

FC_NODE_NAME
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 Fibre Channelホスト・バス・アダプタのノード名

FC_PORT_NAME
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 Fibre Channelホスト・バス・アダプタのポート名

FOD 文字列 ファイル単位取り扱い装置である場合は TRUE。そうでな
い場合は FALSE。

FOR 文字列 /FOREIGN修飾子を使用してマウントされている場合は
TRUE。そうでない場合は FALSE。

FREEBLOCKS 整数値 ボリューム上のフリー・ブロック数 (ディスクのみ)

FULLDEVNAM 文字列 完全指定の装置名

GEN 文字列 汎用装置である場合は TRUE。そうでない場合は FALSE。

HARDLINKS_SUPPORTED
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 ボリューム上で別名ではなくハード・リンクがサポートされ
る場合は TRUE。そうでない場合は FALSE。

HOST_AVAIL 文字列 1時パスを提供するホストが使用可能である場合は TRUE。
そうでない場合は FALSE。

HOST_COUNT 整数値 OpenVMS Cluster内の他のノードでの装置使用を可能にす
るホスト数

HOST_NAME 文字列 1次パスを提供するホストの名前

1戻される情報リストに加え， F$GETDVI関数は$GETDVIシステム・サービスで作成される任意のエラー・メッセージも戻
します。
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表 DCLI–6 (続き) F$GETDVI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報1

HOST_TYPE 文字列 1次パスを提供するホストのハードウェア・タイプ

IDV 文字列 providing入力が可能である場合は TRUE。そうでない場合
は FALSE。

LAN_ALL_MULTICAST_MODE
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 デバイスが，有効なマルチキャスト・アドレス宛てのパケッ
トだけではなく，すべてのマルチキャスト・パケットを受信
できる場合は TRUE。そうでない場合は FALSE。

LAN_AUTONEG_ENABLED
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 デバイスに，速度および二重モードの設定の自動折衝が設定
されている場合は TRUE。そうでない場合は FALSE。

LAN_DEFAULT_MAC_
ADDRESS
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 デバイスの，省略時のMAC (media access control)アドレ
ス。

LAN_FULL_DUPLEX
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 デバイスが全二重モードで動作している場合は TRUE。そ
うでない場合は FALSE。

LAN_JUMBO_FRAMES_
ENABLED
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 デバイス上でジャンボ・フレームが有効な場合は TRUE。
そうでない場合は FALSE。

LAN_LINK_STATE_VALID
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 LANデバイスのデバイス・ドライバがリンク状態を正しく
管理している場合は TRUE。そうでない場合は FALSE。
DEMNA，すべての TURBOchannelアダプタ，すべての
PCMPIA Ringアダプタ， Galaxy共有メモリ， TGEC，
DE205， DE422， DE425， DE434， DE435， DE500
(-XAおよび -AAバリアント。 -BAバリアントだけがサポー
トされている)デバイスのデバイス・ドライバは，リンクの
状態を管理していない。

LAN_LINK_UP
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 リンクがアップ状態の場合は TRUE。そうでない場合は
FALSE。この項目コードは，テンプレート・デバイス (ユ
ニット番号 0)の場合だけ有効。テンプレート LANデバイ
スでない場合に使用すると， 0が返される。この項目は，
新しいアダプタでのみサポートされる。特定のデバイス
が LAN_LINK_UPをサポートしているかどうかを調べる
には，まず LAN_LINK_STATE_VALID項目を指定して
F$GETDVIを使用しなければならない。詳細は，この項目
の説明を参照。リンク状態を管理していないアダプタに対し
て LAN_LINK_UPを使用すると， SS$_UNSUPPORTED
というステータスが返される。

LAN_MAC_ADDRESS
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 デバイスの現在のMAC (media access control)アドレ
ス。省略時のMACアドレスと現在のMACアドレスの違
いについては，『OpenVMS System Services Reference
Manual』を参照。

LAN_PROMISCUOUS_MODE
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 デバイスが，MACアドレスおよび有効なマルチキャスト・
アドレス宛てのパケットだけではなく，すべてのパケットを
受信する場合は TRUE。そうでない場合は FALSE。

LAN_PROTOCOL_NAME
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 デバイス上で実行されている LANプロトコルの名前。

LAN_PROTOCOL_TYPE
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 デバイス上で実行されている LANプロトコルのタイプ。

1戻される情報リストに加え， F$GETDVI関数は$GETDVIシステム・サービスで作成される任意のエラー・メッセージも戻
します。
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表 DCLI–6 (続き) F$GETDVI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報1

LAN_SPEED
(Alpha/Integrityのみ)

整数値 LANデバイスの速度 (Mビット/秒単位)。有効な値は， 4，
10， 16， 100， 1000，および 10000。

LOCKID 整数値 クラスタ単位のロック識別

LOGVOLNAM 文字列 論理ボリューム名

MAILBOX_BUFFER_QUOTA
(Alpha/Integrityのみ)

整数値 メールボックスの現在のクォータ (符号なし整数のロングワ
ード)。

MAILBOX_INITIAL_QUOTA
(Alpha/Integrityのみ)

整数値 メールボックスの初期クォータ (符号なし整数のロングワー
ド)。

MAXBLOCK 整数値 ボリューム上の論理ブロック数

MAXFILES 整数値 ボリューム上のファイルの最大数 (ディスクのみ)

MBX 文字列 装置がメールボックスである場合は TRUE。そうでない場
合は FALSE。

MEDIA_ID 整数値 非デコード・メディア ID

MEDIA_NAME 文字列 ディスク・タイプ名あるいはテープ・タイプ名

MEDIA_TYPE 文字列 装置名接頭辞

MNT 文字列 装置がマウントされている場合は TRUE。そうでない場合
は FALSE。

MOUNT_TIME
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 ボリュームがマウントされた時刻。クラスタにマウントされ
たボリュームの場合は，最初のマウント時刻だけが記録さ
れ，以降のマウント時刻は記録されない。

MOUNTCNT 整数値 ボリュームがローカル・ノードにマウントされた回数。

SHOW DEVICEコマンドによって表示される
MOUNTCNTの値は，クラスタの全メンバが行ったボ
リューム・マウントの総数である。

MOUNTVER_ELIGIBLE
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 ボリュームに対してマウント・チェックを行うことができ
る場合には TRUE。そうでない場合は FALSE。/FOREIGN
または/NOMOUNT_VERIFICATION修飾子を指定してマ
ウントしたボリュームは，マウント・チェックの対象になら
ない。

MPDEV_AUTO_PATH_SW_CNT
(Alpha/Integrityのみ)

整数値 マルチパス装置で，入出力エラーや，ローカル・パスが利用
可能になった場合のリモート・パスからローカル・パスへの
自動的な「フェール・バック」などにより，パスが自動的に
切り替わった回数。

MPDEV_CURRENT_PATH
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 マルチパス装置の現在のパス名。

装置がマルチパス・セットに含まれていないとき
に，この装置のクラス・ドライバがパス名をサポー
トしている場合は，このレキシカルは装置パス名
を返す。 SYS$DKDRIVER， SYS$DUDRIVER，
SYS$MKDRIVER，および SYS$GKDRIVERはパス名
をサポートする。

装置のクラス・ドライバがパス名をサポートしていない場合
は空文字列を返す。

1戻される情報リストに加え， F$GETDVI関数は$GETDVIシステム・サービスで作成される任意のエラー・メッセージも戻
します。
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表 DCLI–6 (続き) F$GETDVI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報1

MPDEV_MAN_PATH_SW_CNT
(Alpha/Integrityのみ)

整数値 SET DEVICE /PATH /SWITCHコマンドやシステム・サー
ビス$SET_DEVICEにより，マルチパス装置のパスを手動
で切り替えた回数。

MT3_DENSITY 文字列 装置の現在の記録密度 (テープのみ)。

MT3_SUPPORTED 文字列 装置がMT3DEFに定義されている記録密度をサポートして
いる場合は TRUE。そうでない場合は FALSE (Alphaのテ
ープのみ)。

MULTIPATH
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 装置がマルチパス・セットのメンバの場合は TRUE。そう
でない場合は FALSE。

MVSUPMSG (Alpha/Integrityの
み)

文字列 この装置上で，マウント・チェックの OPCOMメッセー
ジが現在抑止されている場合は TRUE。そうでない場合は
FALSE。マウント・チェック・メッセージの抑止について
の詳細は，システム・パラメータMVSUPMSG_INTVLお
よびMVSUPMSG_NUMを参照。

NET 文字列 ネットワーク装置である場合は TRUE。そうでない場合は
FALSE。

NEXTDEVNAM 文字列 ボリューム・セット中の次のボリュームの装置名 (ディスク
のみ)

NOCACHE_ON_VOLUME
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 ボリュームがすべてのキャッシュを無効にしてマウントされ
た場合には TRUE。そうでない場合には FALSE。

NOHIGHWATER
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 ボリューム上でハイウォータ・マークが無効になっている場
合は TRUE。そうでない場合は FALSE。

NOSHARE_MOUNTED (Alpha
/Integrityのみ)

文字列 ボリュームが/NOSHARE付きでマウントされた場合には
TRUE。そうでない場合は FALSE。

NOXFCCACHE_ON_VOLUME
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 ボリュームで XFCキャッシュ機能が無効な場合は TRUE。
そうでない場合は FALSE。

ODS2_SUBSET0
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 マウントされているボリュームが ODS-2ファイル構造のサ
ブセットしかサポートしていない場合には TRUE。そうで
ない場合は FALSE。

ODS5 (Alpha/Integrityのみ) 文字列 マウントされているボリュームが ODS-5の場合には
TRUE。そうでない場合は FALSE。

ODV 文字列 providing出力が可能である場合は TRUE。そうでない場合
は FALSE。

OPCNT 整数値 装置の操作回数。操作回数は SET DEVICE
/RESET=OPCNTコマンドでリセットされているかもし
れない点に注意。

パス名パラメータを指定すると，そのパスの操作回数だけが
戻される。パス名パラメータを省略すると，マルチパス装置
のすべてのパスに対する操作回数の合計が戻される。

OPR 文字列 装置が演算子である場合は TRUE。そうでない場合は
FALSE。

OWNUIC 文字列 所有者の利用者識別コード (UIC)

1戻される情報リストに加え， F$GETDVI関数は$GETDVIシステム・サービスで作成される任意のエラー・メッセージも戻
します。
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表 DCLI–6 (続き) F$GETDVI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報1

PATH_AVAILABLE (Alpha
/Integrityのみ)

文字列 指定したパスが使用可能な場合は TRUE。そうでない場合
は FALSE。

この項目コードは，一般にパス名パラメータとともに使用す
る。パス名パラメータを省略すると，マルチパス装置の現在
のパスに関する情報が戻される。

PATH_NOT_RESPONDING
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 指定されたパスが応答なしとしてマークされている場合は
TRUE。そうでない場合は FALSE。

この項目コードは，一般にパス名パラメータとともに使用す
る。パス名パラメータを省略すると，マルチパス装置の現在
のパスに関する情報が戻される。

PATH_POLL_ENABLED
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 指定されたパスでマルチパス・ポーリングが有効な場合には
TRUE。そうでない場合は FALSE。

この項目コードは，一般にパス名パラメータとともに使用す
る。パス名パラメータを省略すると，マルチパス装置の現在
のパスに関する情報が戻される。

PATH_SWITCH_FROM_TIME
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 このパスが手動または自動で切り替えられてからの時間。

この項目コードは，一般にパス名パラメータとともに使用す
る。パス名パラメータを省略すると，マルチパス装置の現在
のパスに関する情報が戻される。

PATH_SWITCH_TO_TIME
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 このパスが手動または自動で切り替えられるまでの時間。

この項目コードは，一般にパス名パラメータとともに使用す
る。パス名パラメータを省略すると，マルチパス装置の現在
のパスに関する情報が戻される。

PATH_USER_DISABLED
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 指定されたパスが， SET DEVICE /PATH /NOENABLEコ
マンドで無効にされている場合は TRUE。そうでない場合
は FALSE。

この項目コードは，一般にパス名パラメータとともに使用す
る。パス名パラメータを省略すると，マルチパス装置の現在
のパスに関する情報が戻される。

PID 文字列 装置所有者のプロセス識別番号

PREFERRED_CPU 整数値 戻り引数は，優先 CPUを示すビットがセットされた 32ビ
ットの CPUビット・マスクである。戻り引数がゼロのビッ
ト・マスクを含んでいれば， Fast Pathが無効にされてい
るか，装置が Fast Path対応装置でないために，優先 CPU
は存在しない。戻り引数は，$PROCESS_AFFINITYシス
テム・サービスへの CPUビット・マスク入力引数として使
用される。この引数は，アプリケーション・プロセスを最適
な優先 CPUに割り当てるために使用できる。

PREFERRED_CPU_BITMAP
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 複数のゼロと， 1が最大 1個からなるビットマップ文字
列。ビットマスク内の 1は，デバイスが対応付けられて
いる CPUの番号を示す。文字列の長さは，システム上の
CPUの数により決まる。ビットマップ文字列内に 1がな
い場合は，システム全体で Fast Pathが無効になってい
るか，デバイスが Fast Path対応でないかのどちらかであ
る。

1戻される情報リストに加え， F$GETDVI関数は$GETDVIシステム・サービスで作成される任意のエラー・メッセージも戻
します。
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表 DCLI–6 (続き) F$GETDVI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報1

PROT_SUBSYSTEM_ENABLED
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 保護サブシステムを有効にしてボリュームがマウントされた
場合には TRUE。そうでない場合は FALSE。

QLEN (Alpha/Integrityのみ) 整数値 装置のキューの長さ。 I/O待ち状態のキューの深さではな
く，すでにドライバ内にある I/O要求の数。

RCK 文字列 読み込みチェックが設定されている場合は TRUE。そうで
ない場合は FALSE。

RCT 文字列 装置に RCTが含まれている場合は TRUE。そうでない場合
は FALSE。

REC 文字列 レコード単位取り扱い装置である場合は TRUE。そうでな
い場合は FALSE。

RECSIZ 整数値 ブロック状態のレコード・サイズ

REFCNT 整数値 装置を使用したプロセスの参照回数

REMOTE_DEVICE 文字列 リモート・デバイスである場合は TRUE。そうでない場合
は FALSE。

RND 文字列 装置がランダム・アクセスを許可する場合は TRUE。そう
でない場合は FALSE。

ROOTDEVNAM 文字列 ボリューム・セット中のルート・ボリュームの装置名 (ディ
スクのみ)

RTM 文字列 リアルタイム装置である場合は TRUE。そうでない場合は
FALSE。

SCSI_DEVICE_FIRMWARE_
REV (Alpha/Integrityのみ)

文字列 SCSIディスクまたは SCSIテープのファームウェアのリビ
ジョン番号。それ以外の装置の場合には空文字列が戻され
る。

SDI 文字列 単一ディレクトリ構造である場合は TRUE。そうでない場
合は FALSE。

SECTORS 整数値 1トラックあたりのセクタ数 (ディスクのみ)

SERIALNUM 整数値 ボリューム・シリアル番号 (ディスクのみ)

SERVED_DEVICE 文字列 served装置である場合は TRUE。そうでない場合は
FALSE。

SET_HOST_TERMINAL 文字列 リモート・ノードから SET HOSTセッションを使用するた
めのリモート・ターミナルである場合は TRUE。そうでな
い場合は FALSE。

SHDW_CATCHUP_COPYING 文字列 完全コピー操作のターゲットのメンバである場合は
TRUE。そうでない場合は FALSE。

SHDW_COPIER_NODE (Alpha
/Integrityのみ)

文字列 コピーまたはマージ操作をアクティブに実行しているノード
名。

SHDW_DEVICE_COUNT (Alpha
/Integrityのみ)

整数値 仮想ユニット内にある装置の総数。コピー操作のターゲット
として追加されている装置も含む。

SHDW_GENERATION (Alpha
/Integrityのみ)

文字列 仮想ユニットの現在の内部更新番号。この値は変わることが
ある。

SHDW_MASTER 文字列 仮想ユニットである場合は TRUE。そうでない場合は
FALSE。

1戻される情報リストに加え， F$GETDVI関数は$GETDVIシステム・サービスで作成される任意のエラー・メッセージも戻
します。

(次ページに続く)
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表 DCLI–6 (続き) F$GETDVI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報1

SHDW_MASTER_MBR (Alpha
/Integrityのみ)

文字列 マージおよびコピー修理操作，およびシャドウ・セットの復
元操作に使用される，マスタ・メンバ・ユニット名。

SHDW_MASTER_NAME 文字列 指定された装置がメンバであるシャドウ・セットを表わす仮
想ユニットの装置名。指定された装置がメンバでない，また
は装置が仮想ユニットである場合， F$GETDVI関数は空文
字列( "" )を戻す。

SHDW_MBR_COPY_DONE
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 このメンバ・ユニットで実行されたコピー操作の割合。

SHDW_MBR_COUNT (Alpha
/Integrityのみ)

文字列 仮想ユニットにある，完全なソース・メンバの数。コピー・
ターゲットとして追加される装置は，完全なソース・メンバ
ではない。

SHDW_MBR_MERGE_DONE
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 このメンバ・ユニットで実行されたマージ操作の割合。

SHDW_MBR_READ_COST
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 メンバ・ユニットの現在の値のセット。この値を変更するこ
とによって，ユーザが指定する値を使用することができる。

SHDW_MEMBER 文字列 シャドウ・セット・メンバである場合は TRUE。そうでな
い場合は FALSE。

SHDW_MERGE_COPYING
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 シャドウ・セットのマージ・メンバである場合は TRUE。
そうでない場合は FALSE。

SHDW_MINIMERGE_ENABLE
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 クラスタ内のいずれかのシステムがクラッシュすると，仮想
ユニットが完全マージではなくミニマージを実行する場合は
TRUE。そうでない場合は FALSE。

SHDW_NEXT_MBR_NAME 文字列 シャドウ・セットでの次のメンバの装置名。仮想ユニットを
指定した場合， F$GETDVI関数はシャドウ・セットメンバ
の装置名を戻す。シャドウ・セット・メンバ・ユニット名を
装置名と引数とともに指定した場合，‘‘次’’のメンバ・ユニッ
トを戻す。それ以上メンバがいなければ空文字列を戻す。

シャドウ・セットのすべてのメンバを確認するには，まず
F$GETDVIに仮想ユニットを指定する。それ以降の呼び出
しでは，空文字列を戻す (F$GETDVI呼び出しが終わる)ま
で前の F$GETDVIが戻すメンバ名を指定する。

割り当てクラスがゼロでない場合，装置名は割り当てクラス
を含む。そうでない場合はディスク制御装置の装置名を含
む。

SHDW_READ_SOURCE
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 今回は読み込みに使用されるメンバ・ユニット名。キューの
長さと読み込みコストの合計が最も少ないユニットが使用さ
れる。動的な値である。

SHDW_SITE (Alpha/Integrityの
み)

整数値 指定された装置のサイト値。この値は SET DEVICEコマン
ドまたは SET SHADOWコマンドによって設定される。

SHDW_TIMEOUT
(Alpha/Integrityのみ)

整数値 この装置に設定された，ユーザが指定するタイムアウト値。
ユーザが SETSHOSHADOWユーティリティを使用して値
を設定していない場合は，メンバ・ユニットには SYSGEN
パラメータ SHADOW_MBR_TMOの値が使用され，仮想
ユニットにはMVTIMEOUTの値が使用される。

SHR 文字列 共用可能である場合は TRUE。そうでない場合は FALSE。

1戻される情報リストに加え， F$GETDVI関数は$GETDVIシステム・サービスで作成される任意のエラー・メッセージも戻
します。

(次ページに続く)
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表 DCLI–6 (続き) F$GETDVI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報1

SPL 文字列 スプールされた状態である場合は TRUE。そうでない場合
は FALSE。

SPLDEVNAM 文字列 スプールされている装置名

SQD 文字列 順編成のブロック単位取り扱い装置である場合 (つまり磁気
テープの場合)は TRUE。そうでない場合は FALSE。

STS 整数値 状態情報

SWL 文字列 ライト・ロックされたソフトウェアである場合は TRUE。
そうでない場合は FALSE。

TOTAL_PATH_COUNT
(Alpha/Integrityのみ)

整数値 マルチパス対応装置のパスの数。

TRACKS 整数値 1シリンダあたりのトラック数 (ディスクのみ)

TRANSCNT 整数値 ボリューム・トランザクション回数

TRM 文字列 装置がターミナルである場合は TRUE。そうでない場合は
FALSE。

TT_ACCPORNAM 文字列 ターミナル・サーバ名とポート名

TT_ALTYPEAHD 文字列 ターミナルに代替先読みを可能なバッファがある場合は
TRUE。そうでない場合は FALSE (ターミナルのみ)

TT_ANSICRT 文字列 ANSI CRTターミナルである場合は TRUE。そうでない場
合は FALSE (ターミナルのみ)

TT_APP_KEYPAD 文字列 キーパッドがアプリケーション・モードである場合は
TRUE。そうでない場合は FALSE (ターミナルのみ)

TT_AUTOBAUD 文字列 ターミナルにボー・レート自動検出機能がある場合
TRUE。そうでない場合は FALSE (ターミナルのみ)

TT_AVO 文字列 VT-100ファミリのターミナル・ディスプレイがある場合は
TRUE。そうでない場合は FALSE (ターミナルのみ)

TT_BLOCK 文字列 ブロック・モード機能がある場合は TRUE。そうでない場
合は FALSE (ターミナルのみ)

TT_BRDCSTMBX 文字列 メールボックス・ブロードキャスト・メッセージを使用する
場合は TRUE。そうでない場合は FALSE (ターミナルのみ)

TT_CHARSET 整数値 ターミナルがサポートするコード化文字セットを示すビット
マップ

TT_CRFILL 文字列 キャリッジ・リターンを使用した後フィルを必要とする場合
は TRUE。そうでない場合は FALSE。

TT_CS_HANGUL 文字列 DEC Korean文字セットをサポートしている場合は
TRUE。そうでない場合は FALSE。

TT_CS_HANYU 文字列 DEC Hanyu文字セットをサポートしている場合は
TRUE。そうでない場合は FALSE。

TT_CS_HANZI 文字列 DEC Hanzi文字セットをサポートしている場合は TRUE。
そうでない場合は FALSE。

TT_CS_KANA 文字列 DEC Kana文字セットをサポートしている場合は TRUE。
そうでない場合は FALSE。

1戻される情報リストに加え， F$GETDVI関数は$GETDVIシステム・サービスで作成される任意のエラー・メッセージも戻
します。

(次ページに続く)
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表 DCLI–6 (続き) F$GETDVI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報1

TT_CS_KANJI 文字列 DEC Kanji文字セットをサポートしている場合は TRUE。
そうでない場合は FALSE。

TT_CS_THAI 文字列 DEC Thai文字セットをサポートしている場合は TRUE。
そうでない場合は FALSE。

TT_DECCRT 文字列 Digital CRTターミナルである場合は TRUE。そうでない
場合は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_DECCRT2 文字列 Digital CRT2ターミナルである場合は TRUE。そうでない
場合は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_DECCRT3 文字列 Digital CRT3ターミナルである場合は TRUE。そうでない
場合は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_DECCRT4 文字列 Digital CRT4ターミナルである場合は TRUE。そうでない
場合は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_DIALUP 文字列 ダイアルアップ回線に接続している場合は TRUE。そうで
ない場合は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_DISCONNECT 文字列 切断可能である場合は TRUE。そうでない場合は
FALSE(ターミナルのみ)。

TT_DMA 文字列 直接メモリ・アクセス (DMA)モードがある場合は TRUE。
そうでない場合は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_DRCS 文字列 ロード可能な文字フォントをサポートしている場合は
TRUE。そうでない場合は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_EDIT 文字列 編集属性が設定されている場合は TRUE。そうでない場合
は FALSE。

TT_EDITING 文字列 拡張編集が可能である場合は TRUE。そうでない場合は
FALSE。

TT_EIGHTBIT 文字列 8ビット ASCII文字セットを使用する場合は TRUE。そう
でない場合は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_ESCAPE 文字列 エスケープ・シーケンスを生成する場合は TRUE。そうで
ない場合は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_FALLBACK 文字列 multinational fallbackオプションを使用する場合は
TRUE。そうでない場合は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_HALFDUP 文字列 ターミナルが半二重モードである場合は TRUE。そうでな
い場合は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_HANGUP 文字列 ハングアップ属性が設定されている場合は TRUE。そうで
ない場合は FALSE。

TT_HOSTSYNC 文字列 ホスト/ターミナル通信がある場合は TRUE。そうでない場
合は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_INSERT 文字列 挿入モードが省略時の行編集モードになっている場合は
TRUE。そうでない場合は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_LFFILL 文字列 行送りの後フィルを必要とする場合は TRUE。そうでない
場合は FALSE。

TT_LOCALECHO 文字列 ローカル・エコー属性が設定されている場合は TRUE。そ
うでない場合は FALSE(ターミナルのみ)。

1戻される情報リストに加え， F$GETDVI関数は$GETDVIシステム・サービスで作成される任意のエラー・メッセージも戻
します。
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表 DCLI–6 (続き) F$GETDVI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報1

TT_LOWER 文字列 小文字の文字セットがある場合は TRUE。そうでない場合
は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_MBXDSABL 文字列 ターミナルに関連づけられているメールボックスが，要求さ
れていない，または要求されている入力通知を受け取る場合
は TRUE。そうでない場合は FALSE。

TT_MECHFORM 文字列 改ページ機能がある場合は TRUE。そうでない場合は
FALSE(ターミナルのみ)。

TT_MECHTAB 文字列 タブ機能，およびタブ拡張機能がある場合は TRUE。そう
でない場合は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_MODEM 文字列 ターミナルがモデムに接続している場合は TRUE。そうで
ない場合は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_MODHANGUP 文字列 修正するハングアップ属性が設定されている場合は
TRUE。そうでない場合は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_NOBRDCST 文字列 ブロードキャスト・メッセージを受け取る場合は TRUE。
そうでない場合は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_NOECHO 文字列 入力文字がエコーされる場合は TRUE。そうでない場合は
FALSE。

TT_NOTYPEAHD 文字列 読み込み操作でデータを要求する場合は TRUE。そうでな
い場合は FALSE。

TT_OPER 文字列 オペレータ・ターミナルである場合は TRUE。そうでない
場合は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_PAGE 整数値 ターミナル・ページの長さ (ターミナルのみ)

TT_PASTHRU 文字列 フロー制御が有効な PASSALLモードである場合は
TRUE。そうでない場合は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_PHYDEVNAM 文字列 チャネル番号または仮想ターミナルに関連づけられた物理装
置名

TT_PRINTER 文字列 プリンタ・ポートが使用可能なは TRUE。そうでない場合
は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_READSYNC 文字列 読み込み同期化機能がある場合は TRUE。そうでない場合
は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_REGIS 文字列 ReGISグラフィックがある場合は TRUE。そうでない場合
は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_REMOTE 文字列 設定したモデム制御がある場合は TRUE。そうでない場合
は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_SCOPE 文字列 ターミナルがビデオ・スクリーン・ディスプレイである場合
は TRUE。そうでない場合は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_SECURE 文字列 機密サーバを認識できる場合は TRUE。そうでない場合は
FALSE(ターミナルのみ)。

TT_SETSPEED 文字列 ターミナル行でスピードを設定できる場合は TRUE。そう
でない場合は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_SIXEL 文字列 シクセルがサポートされている場合は TRUE。そうでない
場合は FALSE(ターミナルのみ)。

1戻される情報リストに加え， F$GETDVI関数は$GETDVIシステム・サービスで作成される任意のエラー・メッセージも戻
します。
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表 DCLI–6 (続き) F$GETDVI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報1

TT_SYSPWD 文字列 特殊なターミナルでシステム・パスワード使用可能な場合は
TRUE。そうでない場合は FALSE。

TT_TTSYNC 文字列 ターミナル/ホストの同期化が存在する場合は TRUE。そう
でない場合は FALSE(ターミナルのみ)。

TT_WRAP 文字列 右マージンを越えてカーソルが移動した時，新しい行を挿入
する場合は TRUE。そうでない場合は FALSE。

UNIT 整数値 ユニット番号

VOLCHAR (Alpha/Integrityの
み)

文字列 マウントされた装置のボリューム特性または機能を表現す
る， 128ビット文字列 (16バイト)。ビットが設定される
と，ボリュームは機能を実行できるようになる。

VOLCOUNT 整数値 ボリューム・セット中のボリューム回数 (ディスクのみ)

VOLNAM 文字列 ボリューム名

VOLNUMBER 整数値 ボリューム・セット中の現在のボリュームの番号 (ディスク
のみ)

VOLSETMEM 文字列 装置がボリューム・セットである場合は TRUE。そうでな
い場合は FALSE(ディスクのみ)。

VOLSIZE (Alpha/Integrityのみ) 整数値 ボリュームの現在の論理ボリューム・サイズ。

VOLUME_EXTEND_
QUANTITY (Alpha/Integrity
のみ)

整数値 ボリューム上のすべてのファイルに対して省略時の拡張サイ
ズとして使用するブロック数。

VOLUME_MOUNT_GROUP
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 ボリュームが/GROUP付きでマウントされている場合は
TRUE。そうでない場合は FALSE。

VOLUME_MOUNT_SYS
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 ボリュームが/SYSTEM付きでマウントされている場合は
TRUE。そうでない場合は FALSE。

VOLUME_PENDING_WRITE_
ERR
(Alpha/Integrityのみ)

整数値 ボリューム上で保留されている書き込みエラーの数。

VOLUME_RETAIN_MAX
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 DCLコマンド SET VOLUME/RETENTIONで指定され
た，ボリュームの最長保存時間。

VOLUME_RETAIN_MIN
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 DCLコマンド SET VOLUME/RETENTIONで指定され
た，ボリュームの最短保存時間。

VOLUME_SPOOLED_DEV_
CNT
(Alpha/Integrityのみ)

整数値 ボリュームにスプールされているデバイスの数。

VOLUME_WINDOW
(Alpha/Integrityのみ)

整数値 ボリュームの，省略時のウィンドウ・サイズ。

VPROT 文字列 ボリューム保護マスク

WCK 文字列 書き込みチェックが設定されている場合は TRUE。そうで
ない場合は FALSE。

WRITETHRU_CACHE_
ENABLED (Alpha/Integrity
のみ)

文字列 ボリュームが，ライトスルー・キャッシュを有効にしてマウ
ントされている場合は TRUE。そうでない場合は FALSE。

1戻される情報リストに加え， F$GETDVI関数は$GETDVIシステム・サービスで作成される任意のエラー・メッセージも戻
します。
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表 DCLI–6 (続き) F$GETDVI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報1

WWID (Alpha/Integrityのみ) 文字列 Fibre Channel装置のためのワールドワイド識別子。

XFC_DEPOSING
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 XFCボリューム・デポーズ操作が実行中の場合は TRUE。
そうでない場合は FALSE。

1戻される情報リストに加え， F$GETDVI関数は$GETDVIシステム・サービスで作成される任意のエラー・メッセージも戻
します。

例

1. $ ERR = F$GETDVI("_DQA0","ERRCNT")
$ SHOW SYMBOL ERR

ERR = 0 Hex = 00000000 Octal = 000000

この例は，DQA0という装置のエラー回数を調べるために， F$GETDVI関数を
使用する方法を示しています。DQA0という装置名と ERRCNTという項目は，
文字列リテラルなので引用符で囲まなければなりません。

2. $ LIBRARY/EXTRACT=$DCDEF/OUTPUT=$DCDEF.TXT SYS$LIBRARY:STARLET.MLB

この例では， STARLETライブラリの装置タイプと装置クラスの値のリストを含
んでいるファイル$DCDEF.TXTを作成する方法を示しています。装置クラスは
’DC$’で始まり，装置タイプは ’DT$’で始まります。

今日の SCSIディスクとテープの大部分は汎用のDEVTYPEコード (DT$_
GENERIC_DKまたはDT$GENERIC_MK)を戻すので，DEVICE_TYPE_
NAME項目を使用するようにしてください。

$ X=F$GETDVI("XDELTA$DKA0:","DEVICE_TYPE_NAME")
$ SHOW SYMBOL X

X = "RZ29B"

3. $ WRITE SYS$OUTPUT F$GETDVI ( "$1$DGA30", PATH_SWITCH_TO_TIME",
_$ "PGA0.5000-1FE1-0001=5782" )
19-MAY-2006 14:47:41.77

この例は， F$GETDVIでのオプションのパス名パラメータの使用を示していま
す。パスを指定しない場合は，マルチパスの現在のパスの情報が返されます。マ
ルチパス・デバイスのパスを調べるには， F$MULTIPATHレキシカル関数を使
用します。
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F$GETENV (Alphaのみ)

指定されたコンソール環境変数の値を戻します。

フォーマット

F$GETENV(項目リスト)

戻り値

指定されたコンソール環境変数の値を戻します。システムがコンソール・モードであ
る場合，ユーザはコンソール環境変数を修正することができます。このレキシカル関
数を使用することで，システムが稼動中に変数の内容を読み取ることができます。

引数

項目リスト
定義されているコンソール環境変数名は次のとおりです。

Auto_action, Boot_dev, Bootdef_dev, Booted_dev, Boot_file, Booted_file, Boot_
osflags, Booted_osflags, Boot_reset, Dump_dev, Enable_audit, License, Char_set,
Language, Tty_dev

説明

指定されたコンソール環境変数の値を戻します。

例

1. $ dump_device = f$getenv("dump_dev")
$ write sys$output "The dump device for this system is ", dump_device

この関数は，システムのダンプ装置を表示します。

DCLI–485



レキシカル関数
F$GETJPI

F$GETJPI

$GETJPIシステム・サービスを呼出し，指定されたプロセスに関する 情報を戻しま
す。

同じグループ内の他のプロセスに関する情報を得るためには，GROUP特権が必要で
す。システム内の他のプロセスに関する情報を得るためには，WORLD特権が必要で
す。

フォーマット

F$GETJPI(pid，項目)

戻り値

要求する項目に応じて，整数または文字列となります。各項目に戻される値のデー
タ・タイプを表 DCLI–7に示します。

引数

pid

情報が戻されるプロセスの識別番号。プロセス識別の値（pid）は文字列式として指
定します。 pid引数を指定する場合，先行する 0は省略できます。

空文字列を指定すると，現在のプロセスに対する操作となります。

$GETJPIシステム・サービスでは pid引数にワイルドカード文字を使用できます
が， F$GETJPI関数では使用できません。プロセスの識別番号の一覧を得るには，
F$PID関数を使用します。

項目
戻されるプロセス情報のタイプ。文字列式として指定します。表 DCLI–7の項目から
1項目を指定します。

説明

$GETJPIシステム・サービスを呼び出し，指定したプロセスの情報を戻しま
す。$GETJPIシステム・サービスで指定することができる，すべての項目の情報
を戻します。$GETJPIシステム・サービスについての詳細は『OpenVMS System
Services Reference Manual』を参照してください。
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ターゲット・プロセスが中断されている，またはMWAIT (リソース待ち)状態の場
合， F$GETJPIレキシカル関数は，ゼロまたは空文字列を戻します。また，要求さ
れた項目は，プロセスの仮想アドレス空間に格納されます。

F$GETJPI関数を使用すると，プロセスが自動的にファイルをアンシェルブするかど
うかが分かります。

STS2項目コードを指定すると, F$GETJPIは 32ビットの数値を戻します。この数値
を 2進形式に変換すると，シンボル・ビット位置PCB$V_NOUNSHELVEの数字によ
り，省略時の設定でアンシェルブするかどうかが分かります。このビットが 1であれ
ば，自動アンシェルブはオフになり，このビットが 0であれば，自動アンシェルブが
オンになります。

F$GETJPI関数に指定する項目,戻される情報,およびその情報のデータ・タイプを
表 DCLI–7に示します。

表 DCLI–7 F$GETJPI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

ACCOUNT 文字列 アカウント名文字列（後ろの空白を含め 8文字）

APTCNT 整数値 アクティブなページ・テーブル数

ASTACT 整数値 アクティブな非同期システム・トラップ (AST)の
アクセス・モード

ASTCNT 整数値 残りの ASTクォータ

ASTEN 整数値 ASTが有効なアクセス・モード

ASTLM 整数値 ASTクォータ

AUTHPRI 整数値 ALTPRI特権のないプロセスが$SETPRIシステ
ム・サービスで獲得できる最高優先順位

AUTHPRIV 文字列 プロセスでの使用を認められた特権

BIOCNT 整数値 残りのバッファード I/Oクォータ

BIOLM 整数値 バッファード I/Oクォータ

BUFIO 整数値 プロセス・バッファード I/O操作回数

BYTCNT 整数値 残りのバッファード I/Oバイト回数クォータ

BYTLM 整数値 バッファード I/Oバイト回数クォータ

CASE_LOOKUP_
IMAGE (Alpha/Integrity
のみ)

文字列 指定されたプロセスのファイル名検索における大
文字/小文字の区別に関する情報を戻す。この値
は，イメージが有効な期間にのみ設定される。値
は BLINDまたは SENSITIVE。
詳細は，『Guide to OpenVMS File
Applications』を参照。

(次ページに続く)
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表 DCLI–7 (続き) F$GETJPI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

CASE_LOOKUP_PERM
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 指定されたプロセスのファイル名検索における
大文字/小文字の区別に関する情報を戻す。スタ
イルが再び設定されなければ，プロセスが有効
な期間にのみ設定される。値は BLINDまたは
SENSITIVE。

詳細は，『Guide to OpenVMS File
Applications』を参照。

CLASSIFICATION
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 PSBに格納されている現在のMAC分類。 20バイ
トの埋め込み文字列。

CLINAME 文字列 現在のコマンド言語インタプリタ。常に DCLを戻
す。

CPULIM 整数値 プロセス CPU時間の上限

CPUTIM 整数値 CPU時間。 1/100秒単位で示される。

CREPRC_FLAGS 整数値 プロセスを作成する$CREPRC呼び出しのstsflg引
数により指定されるフラグ

CURPRIV 文字列 現在のプロセス特権

CURRENT_CAP_MASK
(Alpha/Integrityのみ)

整数値 指定されたカーネル・スレッドの現在のケーパ
ビリティ・マスク。詳細は， SET PROCESS
/CAPABILITIESコマンドを参照。

DFPFC 整数値 省略時のページ・フォルト・クラスタ・サイズ

DFWSCNT 整数値 省略時のワーキング・セット・サイズ

DIOCNT 整数値 残りの直接 I/Oクォータ

DIOLM 整数値 直接 I/Oクォータ

DIRIO 整数値 プロセスの直接 I/O操作回数

EFCS 整数値 ローカル・イベント・フラグ 0–31

EFCU 整数値 ローカル・イベント・フラグ 32–63

EFWM 整数値 イベント・フラグ待ちマスク

ENQCNT 整数値 残りのロック要求クォータ

ENQLM 整数値 ロック要求クォータ

EXCVEC 整数値 例外ベクタのリストのアドレス

FAST_VP_SWITCH 整数値 ベクタ・コンテキスト・スイッチの損失なしで非
アクティブ・ベクタ・プロセッサを使用可能にす
る，ベクタ命令を発行した回数

FILCNT 整数値 残りのオープン・ファイル・クォータ

FILLM 整数値 オープン・ファイル・クォータ

FINALEXC 整数値 最終例外ベクタのリストのアドレス

FREP0VA 整数値 プログラム・リージョン (p0空間)の終わりにある
最初のフリー・ページ (イメージが実行されていな
い場合はなし)

FREP1VA 整数値 コントロール・リージョン (p1空間)の終わりにあ
る最初のフリー・ページ

(次ページに続く)
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表 DCLI–7 (続き) F$GETJPI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

FREPTECNT 整数値 仮想メモリの拡張に使用可能なページ数

GPGCNT 整数値 ワーキング・セットでのグローバル・ページ数

GRP 整数値 利用者識別コード (UIC)のグループ番号

HOME_RAD 整数値 ホーム・リソース・アフィニティ・ドメイン
(RAD)。 AlphaServer GSシリーズ・システム上
でのみサポートされます。

IMAGECOUNT 整数値 プロセスでラン・ダウンされたイメージ数

IMAGE_AUTHPRIV
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 インストールされたイメージの認可された特権マ
スク

IMAGE_PERMPRIV
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 インストールされたイメージのパーマネント (省略
時の)特権マスク

IMAGE_WORKPRIV
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 インストールされたイメージの実行中の (アクティ
ブな)特権マスク

IMAGNAME 文字列 現在のイメージのファイル名

IMAGPRIV 文字列 現在のイメージをインストールした特権

INSTALL_RIGHTS
(Alpha/Integrityのみ)

整数値 インストール・ライト・リストの 2進形式の内
容。この項目コードはコンマ (,)で区切られたイン
ストール・ライトのリストを戻す。

INSTALL_RIGHTS_
SIZE (Alpha/Integrityの
み)

整数値 インストール・ライトの格納に必要なバイト数

JOBPRCCNT 整数値 ジョブに所有されるサブプロセス数

JOBTYPE 整数値 ジョブ・ツリーのルートにあるプロセスの実行モ
ード

KT_LIMIT 整数値 そのプロセスのプロセス当たりのカーネル・スレ
ッドの上限を返します。

LAST_LOGIN_I 文字列 最後に会話型ログインをした時刻 (ログインしたと
きに報告された値)

LAST_LOGIN_N 文字列 最後に非会話型ログインをした時刻 (ログインした
ときに報告された値)

LOGIN_FAILURES 整数値 現在のセッションを開始する前に起きたログイン
失敗数 (ログインしたときに報告された値)

LOGIN_FLAGS 整数値 ログイン手順に関連した追加情報を含むロングワ
ード・ビットマスク

LOGINTIM 文字列 プロセス作成時刻

MASTER_PID 文字列 現在のジョブのプロセス・ツリーの一番上のプロ
セスの識別番号 (PID)

MAXDETACH 整数値 プロセスの所有者であるユーザに許可された，独
立プロセスの最大数

MAXJOBS 整数値 プロセスの所有者であるユーザに許可された，実
行中のプロセスの最大数

MEM 整数値 利用者識別コード (UIC)のメンバ番号

(次ページに続く)
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表 DCLI–7 (続き) F$GETJPI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

MODE 文字列 現在のプロセス・モード
(BATCH,INTERACTIVE, NETWORK,または
OTHER)

MSGMASK 整数値 SET MESSAGEコマンドによって確立された現
在のメッセージ・マスク。マスクが指定されて
いない場合，$GETMSGシステム・サービスに
省略時のシステム・メッセージ・マスクが記述
されている。詳細は，$PUTMSGシステム・サ
ービス (メッセージ・マスク・ビットについて)
および F$ENVIRONMENTレキシカル関数の
MESSAGE項目を参照。

MULTITHREAD 整数値 (sysgen設定により制限されている)プロセスに対
する現在の設定

NODENAME 文字列 プロセスが実行中である OpenVMS Clusterの名
前

NODE_CSID 整数値 プロセスが実行中である OpenVMS Clusterのク
ラスタ ID

NODE_VERSION 文字列 プロセスが実行中である OpenVMS Clusterのオ
ペレーティング・システムのバージョン番号

OWNER 文字列 プロセス所有者のプロセス識別番号

PAGEFLTS 整数値 ページ・フォルトの回数

PAGFILCNT 整数値 残りのページング・ファイル・クォータ

PAGFILLOC 整数値 ページング・ファイルの記憶位置

PARSE_STYLE_PERM
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 $SET_PROCESS_PROPERTIESWによって設定
された値

PARSE_STYLE_IMAGE
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 $SET_PROCESS_PROPERTIESWによって設定
された値

PERMANENT_CAP_
MASK (Alpha/Integrity
のみ)

整数値 指定されたカーネル・スレッドのパーマネン
ト・ケーパビリティ・マスク。詳細は， SET
PROCESS/CAPABILITIESコマンドを参照。

PERSONA_AUTHPRIV
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 ペルソナの認可された特権マスク

PERSONA_ID (Alpha
/Integrityのみ)

整数値 ペルソナ ID (ロングワード整数値)

PERSONA_PERMPRIV
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 ペルソナのパーマネント (省略時)特権マスク

PERSONA_RIGHTS
(Alpha/Integrityのみ)

整数値 ペルソナ・ライト・リストの 2進形式の内容。こ
の項目コードはコンマ (,)で区切られたペルソナ・
ライトのリストを戻す。

PERSONA_RIGHTS_
SIZE (Alpha/Integrityの
み)

整数値 ペルソナ・ライトの格納に必要なバイト数

PERSONA_WORKPRIV
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 ペルソナの実行中の (アクティブな)特権マスク

PGFLQUOTA 整数値 ページ・ファイル・クォータ (最大仮想ページ数)

(次ページに続く)
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表 DCLI–7 (続き) F$GETJPI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

PHDFLAGS 整数値 フラグ・ワード

PID 文字列 プロセス識別番号

PPGCNT 整数値 プロセス・ページ数

PRCCNT 整数値 プロセスが所有するサブプロセス数

PRCLM 整数値 サブプロセス・クォータ

PRCNAM 文字列 プロセス名

PRI 整数値 プロセスの現在の優先順位

PRIB 整数値 プロセスの基本優先順位

PROC_INDEX 整数値 プロセスの索引番号

PROCESS_RIGHTS 文字列 利用者識別コードを含むプロセスのローカル・ラ
イト・リスト。この項目コードはコンマ (,)で区切
られた識別子名のリストを戻す。

PROCPRIV 文字列 プロセスの省略時の特権

RIGHTSLIST 文字列 すべてのプロセス・ライト・リスト。これは
PROCESS_RIGHTSと SYSTEM_RIGHTSを加
えたもとの同等。この項目コードはコンマ (,)で区
切られた識別子名のリストを戻す。

RIGHTS_SIZE 整数値 ライト・リストをバッファリングするために必要
なバイト数。このリストにはシステム・ライト・
リストとプロセス・ライト・リストの両方が含ま
れる。

SCHED_CLASS_NAME
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 プロセスがクラス・スケジュールされていた場合
はスケジューリング・クラスの名前を，そうでな
い場合は空文字列を返す。

SHRFILLM 整数値 プロセスが属するジョブに許可された，オープン
な共用ファイルの最大数

SEARCH_SYMLINK_
PERM

文字列 次のいずれかの値を返します。

• NOWILDCARD

• WILDCARD

• NOELLIPSIS

SEARCH_SYMLINK_
TEMP

文字列 次のいずれかの値を返します。

• NOWILDCARD

• WILDCARD

• NOELLIPSIS

(次ページに続く)
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表 DCLI–7 (続き) F$GETJPI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

SITESPEC 整数値 1プロセスあたりのサイト固有のロングワード

SLOW_VP_SWITCH 整数値 すべてのベクタ・コンテキスト・スイッチを使用
して非アクティブ・ベクタ・プロセッサを使用可
能にする，ベクタ命令を発行した回数

STATE 文字列 プロセスの状態

STS 整数値 プロセス状態フラグの最初のロングワード

STS2 整数値 プロセス状態フラグの 2番目のロングワード

SUBSYSTEM_RIGHTS
(Alpha/Integrityのみ)

整数値 サブシステム・ライト・リストの 2進形式の内
容。この項目コードはコンマ (,)で区切られたサブ
システム・ライトのリストを戻す。

SUBSYSTEM_RIGHTS_
SIZE (Alpha/Integrityの
み)

整数値 サブシステム・ライトの格納に必要なバイト数

SWPFILLOC 整数値 スワップ・ファイルの記憶位置

SYSTEM_RIGHTS 文字列 プロセスのシステム・ライト・リスト。この項目
コードはコンマ (,)で区切られた識別子名のリスト
を戻す。

SYSTEM_RIGHTS_
SIZE (Alpha/Integrityの
み)

整数値 システム・ライトの格納に必要なバイト数

TABLENAME 文字列 プロセスの現在のコマンド言語インタプリタ
(CLI)・テーブルのファイル指定

TERMINAL 文字列 会話型ユーザのログイン・ターミナル名 (1～ 7文
字)

TMBU 整数値 終了メールボックスのユニット番号

TOKEN 文字列 トークン・サイズ。 TRADITIONAL (255バイト)
または EXPANDED (4000バイト)。

TQCNT 整数値 残りのタイマ・キュー・エントリ・クォータ

TQLM 整数値 タイマ・キュー・エントリ・クォータ

TT_ACCPORNAM 文字列 プロセスと関連するターミナルのアクセス・ポー
ト名

TT_PHYDEVNAM 文字列 プロセスと関連するターミナルの物理装置名

UAF_FLAGS 整数値 プロセスを所有するユーザの利用者登録ファイル
(UAF)記録からのフラグ

UIC 文字列 プロセスのユーザ識別コード (UIC)

USERNAME 文字列 ユーザ名文字列 (後ろの空文字を含めて 12文字)

VIRTPEAK 整数値 仮想アドレスの最大サイズ

VOLUMES 整数値 現在マウントされているボリュームの数

VP_CONSUMER 論理値 プロセスがベクタ消費であるかを示すフラグ

(次ページに続く)
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表 DCLI–7 (続き) F$GETJPI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

VP_CPUTIM 整数値 ベクタ・カスタマとして累算したプロセスの合計
時間

WSAUTH 整数値 認可された最大ワーキング・セット・サイズ

WSAUTHEXT 整数値 認可された最大ワーキング・セット超過値

WSEXTENT 整数値 現在のワーキング・セット超過値

WSPEAK 整数値 ワーキングセット最大値

WSQUOTA 整数値 ワーキング・セット・サイズ・クォータ

WSSIZE 整数値 プロセスの現在のワーキング・セット・リミット

$GETJPI関数を使用して，空プロセスまたはスワッパ・プロセスの情報を要求する
場合は，以下の項目を除いて，表 DCLI–7にある任意の項目を指定できます。

ACCOUNT BYTLM ENQCNT ENQLM

EXCVEC FILCNT FILM FINALEXC

IMAGNAME LOGINTIM MSGMASK PAGFILCNT

PGFLQUOTA PRCCNT PRCLM PROCPRIV

SITESPEC TQCNT TQLM USERNAME

VIRTPEAK VOLUMES WSPEAK

例

1. $ NAME = F$GETJPI("3B0018","USERNAME")
$ SHOW SYMBOL NAME
NAME = "JANE "

この例は， F$GETJPI関数を使用して， 3B0018というプロセス番号の利用者名
を得る方法を示しています。利用者名には，NAMEというシンボルが割り当てら
れます。

2.
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$ X=F$ENVIRONMENT("MESSAGE")
$ SHOW SYMBOL X

X = "/FACILITY/SEVERITY/IDENTIFICATION/TEXT"
$ X=F$GETJPI("0","MSGMASK")
$ SHOW SYMBOL X

X = 15 Hex = 0000000F Octal = 00000000017
$ SET MESSAGE /NOFACILITY
$ X=F$ENVIRONMENT("MESSAGE")
$ SHOW SYMBOL X

X = "/NOFACILITY/SEVERITY/IDENTIFICATION/TEXT"
$ X=F$GETJPI("0","MSGMASK")
$ SHOW SYMBOL X

X = 7 Hex = 00000007 Octal = 00000000007
$ SET MESSAGE /FACILITY
$ X=F$ENVIRONMENT("MESSAGE")
$ SHOW SYMBOL X

X = "/FACILITY/SEVERITY/IDENTIFICATION/TEXT"
$ X=F$GETJPI("0","MSGMASK")
$ SHOW SYMBOL X

X = 15 Hex = 0000000F Octal = 00000000017
$

この例は， F$GETJPI関数のMSGMASK項目の利用法を示しています。
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F$GETQUI

$GETQUIシステム・サービスを呼び出し，キューに関する情報を戻します。これら
の情報にはバッチ・キューおよびプリント・キューに登録されるジョブ，フォーム定
義，およびキュー・データベースに保存されている属性定義が含まれます。

キュー・マネージャについての情報も戻します。

ほとんどの操作では，読み込み (R)アクセス権が必要です。

フォーマット

F$GETQUI(機能,[項目],[オブジェクト id],[フラグ])

戻り値

指定する項目に応じて，整数または文字列になります。論理値を戻す項目について
は，文字列 TRUEまたは FALSEが戻されます。$GETQUIシステム・サービスがエ
ラー・コードを返した場合， F$GETQUIは空文字列を返します。

引数

機能
F$GETQUIレキシカル関数が実行する動作を指定します。 F$GETQUI
は，$GETQUIシステム・サービスで指定できるすべての機能をサポートしてい
ます。これらの機能を次の表に示します。

関数 説明

CANCEL_OPERATION 前の F$GETQUI呼び出しにより開始したワイルドカード操作を終了させ
る。

DISPLAY_CHARACTERISTIC 特定の属性定義，またはワイルドカード操作での次の属性定義に関する情
報を返す。

DISPLAY_ENTRY ワイルドカード操作で選択基準に一致する，特定のジョブ・エントリまた
は次のジョブ・エントリに関する情報を返す。返されるジョブ情報の点に
おいて， DISPLAY_ENTRYの関数コードは DISPLAY_JOB関数コードに
似ている。ただし DISPLAY_JOBは，キュー・コンテキストを確立しなけ
ればならない。 DISPLAY_ENTRYは，キュー・コンテキストを確立する
必要はない。現在のプロセスのユーザ名と一致するこれらのエントリだけ
が実行されます。
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関数 説明

DISPLAY_FILE 現在のジョブ・コンテキストのために定義した次のファイルに関する情
報を返す。 F$GETQUI呼び出しを行いファイル情報を要求する前に，
(DISPLAY_QUEUEおよび DISPLAY_JOB関数コードを使用して)キュー
およびジョブ情報を表示するために，または (DISPLAY_ENTRY関数コー
ドを使用して)エントリ情報を表示するために呼び出しを行う必要がある。

DISPLAY_FORM 特定のフォーム定義，またはワイルドカード操作で次のフォーム定義を返
す。

DISPLAY_JOB 現在のキュー・コンテキストに対して定義された次のジョブに関する
情報を返す。 F$GETQUI呼び出しを行いジョブ情報を要求する前に，
(DISPLAY_QUEUE関数コードを使用して)キュー情報を表示するた
めに呼び出しを行う必要がある。返されるジョブ情報の点において，
DISPLAY_JOB関数コードと DISPLAY_ENTRY関数コードは似ている。
ただし DISPLAY_JOBは，キュー・コンテキストを確立しなければなら
ない。 DISPLAY_ENTRYは，キュー・コンテキストを確立する必要はな
い。

DISPLAY_MANAGER 特定のキュー・マネージャ，またはワイルドカード操作で次のキュー・マ
ネージャに関する情報を返す。

DISPLAY_QUEUE 特定のキュー定義，またはワイルドカード操作で次のキュー定義に関する
情報を返す。

TRANSLATE_QUEUE キューの論理名を変換する。

項目コード，オブジェクト id，またはフラグ引数に指定できない関数の引数もありま
す。各関数の引数とそれに対応するフォーマット行を，次の表に示します。また，項
目コード，オブジェクト・コード，およびフラグ引数は，必須であるか，オプション
であるか，あるいは適用外であるかも示します。次の表において，( [ ] )は，オプショ
ンの引数を示します。引数がないことは，引数を指定できないことを示します。 2つ
のコンマ( ,, )は， (オプション/適用外のいずれの場合でも)省略された引数を示すプレ
ースホルダとして使用します。

関数 フォーマット行

CANCEL_OPERATION F$GETQUI(‘‘CANCEL_OPERATION’’)または F$GETQUI( ‘‘ ’’ )

DISPLAY_
CHARACTERISTIC

F$GETQUI(‘‘DISPLAY_CHARACTERISTIC’’,[item],object-id,[flags])

DISPLAY_ENTRY F$GETQUI(‘‘DISPLAY_ENTRY’’,[item],[object-id],[flags])

DISPLAY_FILE F$GETQUI(‘‘DISPLAY_FILE’’,[item],,[flags])

DISPLAY_FORM F$GETQUI(‘‘DISPLAY_FORM’’,[item],object-id,[flags])

DISPLAY_JOB F$GETQUI(‘‘DISPLAY_JOB’’,[item],,[flags])

DISPLAY_MANAGER F$GETQUI("DISPLAY_MANAGER",[item],object-id,[flags])

DISPLAY_QUEUE F$GETQUI(‘‘DISPLAY_QUEUE’’,[item],object-id,[flags])

TRANSLATE_QUEUE F$GETQUI(‘‘TRANSLATE_QUEUE’’,[item],object-id)

項目
$GETQUIシステム・サービスの出力項目コードに相当します。特定のキュー，ジョ
ブ，ファイル，フォーム，または属性に関する情報の種類を指定します。表 DCLI–9
では戻される項目コードとデータ・タイプを示しています。
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オブジェクト id

$GETQUIシステム・サービスのQUI$SEARCH_NAME，QUI$_SEARCH_
NUMBER，およびQUI$_SEARCH_JOB_NAME入力項目コードに相当します。
F$GETQUIが情報を返すオブジェクト (たとえば特定のキュー名，ジョブ名，または
フォーム番号など)のオブジェクト名または番号を指定します。次に示す関数では，
ワイルドカードを使用できます。

DISPLAY_CHARACTERISTIC
DISPLAY_ENTRY
DISPLAY_FORM
DISPLAY_MANAGER
DISPLAY_QUEUE

後続の呼び出しで，オブジェクト id引数としてワイルドカードを指定すると，特定の
キューに登録されている 1つまたは複数ジョブ，または特定のキューに登録されてい
るジョブのファイルの状態情報を得ることができます。名前にワイルドカード文字を
使用した場合は，各呼び出しはリストで次のオブジェクト (キュー，フォームなど)の
情報を返します。リストの最後に達した場合は，空文字列( "" )を返します。ワイルド
カードが使用できるのはオブジェクト名だけで，オブジェクト番号には使用できませ
ん。

フラグ
$GETQUIシステム・サービスのQUI$_SEARCH_FLAGS入力項目コードに相
当するキーワードのリストを，コンマで区切って指定します。これらのフラグ
は，$GETQUIシステム・サービス呼び出しで指定した，オブジェクト検索の範囲を
定義します。検索フラグとして使用可能なキーワードを表 DCLI–8に示します。

表 DCLI–8 F$GETQUIキーワード

キーワード 有効な関数コード 説明

ALL_JOBS DISPLAY_JOB 設定されたキュー・コンテキスト内
のすべてのジョブを検索するよう
F$GETQUIに要求する。このフラグ
を設定しないと， F$GETQUIは呼び出
したユーザと同じユーザ名を持つジョブ
の情報のみ返す。

BATCH DISPLAY_QUEUE
DISPLAY_ENTRY

バッチ・キューを選択する。

EXECUTING_JOBS DISPLAY_ENTRY
DISPLAY_JOB

実行中ジョブを選択する。

(次ページに続く)
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表 DCLI–8 (続き) F$GETQUIキーワード

キーワード 有効な関数コード 説明

FREEZE_CONTEXT DISPLAY_CHARACTERISTIC
DISPLAY_ENTRY
DISPLAY_FILE
DISPLAY_FORM
DISPLAY_JOB
DISPLAY_MANAGER
DISPLAY_QUEUE

ワイルド・カード操作時，操作対象が次
に進めない。このフラグを設定しない
と，コンテキストは次のオブジェクトに
進む。

GENERIC DISPLAY_ENTRY
DISPLAY_QUEUE

総称キューを選択する。

HOLDING_JOBS DISPLAY_ENTRY
DISPLAY_JOB

保留ジョブを選択する。

PENDING_JOBS DISPLAY_ENTRY
DISPLAY_JOB

待ち状態のジョブを選択する。

PRINTER DISPLAY_QUEUE
DISPLAY_ENTRY

プリンタ・キューを選択する。

RETAINED_JOBS DISPLAY_ENTRY
DISPLAY_JOB

保持されたジョブを選択する。

SERVER DISPLAY_QUEUE
DISPLAY_ENTRY

サーバ・キューを選択する。

SYMBIONT DISPLAY_QUEUE
DISPLAY_ENTRY

すべての出力を選択する。
‘‘PRINTER,SERVER,TERMINAL’’と等
価。

TERMINAL DISPLAY_QUEUE
DISPLAY_ENTRY

ターミナル・キューを選択する。

THIS_JOB DISPLAY_ENTRY
DISPLAY_FILE
DISPLAY_JOB
DISPLAY_QUEUE

バッチ・ジョブ (エントリ)呼び出し，実
行されるコマンド・ファイル，またはバ
ッチ・キュー呼び出しに関連するキュー
に関する，すべてのジョブ・ファイル情
報を選択する。

TIMED_RELEASE_JOBS DISPLAY_ENTRY
DISPLAY_JOB

開始時刻の指定されたジョブを選択す
る。

WILDCARD DISPLAY_CHARACTERISTIC
DISPLAY_ENTRY
DISPLAY_FORM
DISPLAY_MANAGER
DISPLAY_QUEUE

コンテキストを設定し保存する。コンテ
キストが保存されるため，次の操作はそ
のコンテキストに基づいて実行される。

説明

F$GETQUIレキシカル関数は，$GETQUIシステム・サービスを呼び出し，キュー
に関する情報を戻します。戻される情報には，バッチ・キューやプリント・キューに
登録されているジョブ，フォーム定義，およびシステム・ジョブ・キュー・ファイル
に定義された属性が含まれます。

F$GETQUIレキシカル関数は，ワイルドカードの操作やネストしたワイルドカード
操作を含め，$GETQUIシステム・サービスのすべての機能を提供します。たとえ
ば，ネストしたワイルドカードの操作では，他のオブジェクト内で定義された情報を
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戻します。呼び出しを繰り返した後，選択したキューに含まれるジョブ，または選択
したジョブに含まれるファイルを照会する場合，この機能は特に便利です。各々の呼
び出しの後，システムは，後続の呼び出しに必要なキューまたはコンテキストを提供
できるように，GQC(内部GETQUIコンテキスト・ブロック)を保存します。

制限事項

ワイルドカードが使用された F$GETQUI呼び出しのために保存されるGQC
は， SHOW QUEUEまたは SHOW ENTRYなど， DCLキュー関連のコマン
ドを実行すると破棄されます。この問題を避けるには， SPAWNコマンドを
使用して， DCLコマンドを実行する新しいプロセスを作成してください。

詳細は，『OpenVMS System Services Reference Manual』の$GETQUIシステム・
サービスの説明を参照してください。

F$GETQUIレキシカル関数は，$GETQUIシステム・サービスで指定されたすべ
ての項目の情報を戻します。$GETQUIレキシカル関数に指定する項目,戻される情
報，およびその情報のデータ・タイプを表 DCLI–9に示します。

表 DCLI–9 F$GETQUI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

ACCOUNT_NAME1 文字列 指定したジョブの所有者のアカウント名。

AFTER_TIME 文字列 指定したジョブを実行するシステム時刻。

ASSIGNED_QUEUE_NAME1 文字列 F$GETQUI呼び出しで指定した論理キューが割り当てら
れる実行キュー名。

AUTOSTART_ON 文字列 キューが始まる位置を示すノード，またはノード装置の組
合せリスト。

BASE_PRIORITY 整数値 バッチ実行キューでのジョブの優先順位，または出力キュ
ーを制御するシンビオント・プロセスの優先順位。

CHARACTERISTICS1 文字列 指定したキューまたはジョブに関する属性。

CHARACTERISTIC_NAME 文字列 指定した属性名。

CHARACTERISTIC_NUMBER 整数値 指定した属性番号。

CHECKPOINT_DATA1 文字列 指定したバッチ・ジョブが再スタートする時の，シンボル
BATCH$RESTARTの値。

CLI1 文字列 指定したバッチ・ジョブを実行するコマンド言語インタプ
リタ (CLI)名。ファイル指定では装置名を SYS$SYSTEM
,ファイル・タイプを EXEとみなす。

COMPLETED_BLOCKS 整数値 指定したプリント・ジョブに対して処理したシンビオント
のブロック数。プリント・ジョブにのみ適用される。

CONDITION_VECTOR1 整数値 3つのロングワードのベクトル。最初のロングワードは指
定したジョブの終了状態を示す。第 2，第 3のロングワー
ドはプリント・ジョブの付加状態を示す。

1DISPLAY_ENTRY, DISPLAY_JOB,または DISPLAY_FILEを使用する場合は，読み込み (R)アクセス権が必要です。

(次ページに続く)
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表 DCLI–9 (続き) F$GETQUI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

CPU_DEFAULT 文字列 キューに対して指定した省略時の CPU時間をデルタ時間
で表す。バッチ実行キューにのみ適用される。

CPU_LIMIT1 文字列 指定したジョブまたはキューに対して指定した最大 CPU
時間の上限をデルタ時間で表す。バッチ・ジョブ，および
バッチ実行キューにのみ適用される。

DEFAULT_FORM_NAME 文字列 指定した出力キューに関連する省略時のフォーム名。

DEFAULT_FORM_STOCK 文字列 省略時のフォームがプリントされるように指定した用紙
名。

DEVICE_NAME 文字列 指定した実行キューがあるノードまたは装置 (あるいはそ
の両方)。出力実行キューの場合は，装置名のみが戻され
る。ノード名は，複合アーキテクチャ OpenVMS Cluster
システムでのみ使用される。キューを実行するプロセスの
システム・パラメータ SCSNODEにより，ノード名が指
定される。

バッチ実行キューの場合は，空文字列( "" )が戻される。
バッチ・キューが実行しているノード名を得るには，
SCSNODE_NAMEを使用する。

ENTRY_NUMBER 整数値 指定したジョブのキュー・エントリ番号。

EXECUTING_JOB_COUNT 整数値 現在実行中のキューにあるジョブ数。

FILE_BURST 文字列 ファイルの前にバースト・ページおよびフラグ・ページ
がプリントされている場合は TRUE，そうでない場合は
FALSEを戻す。

FILE_CHECKPOINTED1 文字列 指定したファイルにチェックポイントが設定されている場
合は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

FILE_COPIES1 整数値 指定したファイルが処理される時間。出力実行キューにの
み適用される。

FILE_COPIES_DONE1 整数値 指定したファイルが処理されていた時間。出力実行キュー
にのみ適用される。

FILE_COUNT 整数値 指定したジョブ中のファイル数。

FILE_DELETE 文字列 要求が実行された後にファイルが削除される場合は
TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

FILE_DEVICE1 文字列 選択したファイルを一意に識別する内部ファイル装置値。
RMS NAMブロックの以下のフィールドを指定する。

NAM$T_DVI (16バイト)

FILE_DID1 文字列 選択したファイルを一意に識別する内部ファイル DID
値。 RMS NAMブロックの以下のフィールドを指定す
る。

NAM$W_DID (6バイト)

FILE_DOUBLE_SPACE 文字列 シンビオントがダブル・スペーシングでファイルをフォー
マットしている場合は TRUE，そうでない場合は FALSE
を戻す。

1DISPLAY_ENTRY, DISPLAY_JOB,または DISPLAY_FILEを使用する場合は，読み込み (R)アクセス権が必要です。

(次ページに続く)
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表 DCLI–9 (続き) F$GETQUI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

FILE_EXECUTING1 文字列 指定したファイルが処理中である場合は TRUE，そうでな
い場合は FALSEを戻す。

FILE_FLAG 文字列 ファイルの前にフラグ・ページがプリントされる場合は
TRUE,そうでない場合は FALSEを戻す。

FILE_FLAGS1 整数値 指定したファイル用に選択された処理オプション。整数値
はビット・フィールドを表す。フィールドの各ビット設定
を確認するためには， FILE_FLAGSのかわりに次の項目
のいずれか 1つを使用する。

FILE_BURST
FILE_DELETE
FILE_DOUBLE_SPACE
FILE_FLAG
FILE_PAGE_HEADER
FILE_PAGINATE
FILE_PASSALL
FILE_TRAILER

FILE_IDENTIFICATION1 文字列 選択したファイルを一意に識別する内部ファイル識別値。
RMS NAMブロックの以下のファイル識別フィールドを
指定する。

NAM$W_FID (6バイト)

FILE_PAGE_HEADER 文字列 各出力ページにヘッダがプリントされる場合は TRUE，そ
うでない場合は FALSEを戻す。

FILE_PAGINATE 文字列 下マージンで改ページを挿入して編集する場合は TRUE，
そうでない場合は FALSEを戻す。

FILE_PASSALL 文字列 PASSALLモードでプリントする場合は TRUE，そうでな
い場合は FALSEを戻す。

FILE_SETUP_MODULES1 文字列 装置制御ライブラリから抽出され，指定したファイルがプ
リントされる前にコピーするテキスト・モジュール名。出
力実行キューでのみ適用される。

FILE_SPECIFICATION1 文字列 F$GETQUIが情報を戻すファイルの，完全修飾 RMSフ
ァイル指定。

FILE_STATUS1 整数値 ファイル状態情報。整数値はビット・フィールドを表
す。フィールドの各ビット設定を検索するためには，
FILE_STATUSのかわりに次の項目のいずれか 1つを使
用する。

FILE_CHECKPOINTED
FILE_EXECUTING

FILE_TRAILER 文字列 ファイルに続いてトレーラ・ページがプリントされる場合
は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

FIRST_PAGE1 整数値 指定したファイルのプリントを始めるページ番号。出力実
行キューでのみ適用される。

1DISPLAY_ENTRY, DISPLAY_JOB,または DISPLAY_FILEを使用する場合は，読み込み (R)アクセス権が必要です。

(次ページに続く)
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表 DCLI–9 (続き) F$GETQUI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

FORM_DESCRIPTION 文字列 ユーザおよびオペレータに，指定したフォームを示すテキ
スト文字列。

FORM_FLAGS 整数値 指定フォームのために選択された処理オプション。フ
ィールドの各ビット設定を確認するためには， FORM_
FLAGSのかわりに次の項目のいずれか 1つを使用する。

FORM_SHEET_FEED
FORM_TRUNCATE
FORM_WRAP

FORM_LENGTH 整数値 指定したフォームの物理的な長さを行数で表す。出力実行
キューでのみ適用される。

FORM_MARGIN_BOTTOM 整数値 指定したフォームの下マージンを行数で表す。

FORM_MARGIN_LEFT 整数値 指定したフォームの左マージンを文字数で表す。

FORM_MARGIN_RIGHT 整数値 指定したフォームの右マージンを文字数で表す。

FORM_MARGIN_TOP 整数値 指定したフォームの上マージンを行数で表す。

FORM_NAME1 文字列 指定したジョブまたはキューに関連する，指定したフォー
ム名，あるいはマウントされたフォーム名。

FORM_NUMBER 整数値 指定したフォーム数。

FORM_SETUP_MODULES 文字列 装置制御ライブラリから抽出され，指定したフォームでフ
ァイルがプリントされる前にコピーするテキスト・モジュ
ール名。出力実行キューでのみ適用される。

FORM_SHEET_FEED 文字列 他の用紙を挿入できるように，物理ページの終わりにシン
ビオント一時停止をする場合は TRUE，そうでない場合は
FALSEを戻す。

FORM_STOCK1 文字列 指定したフォームがプリントされる用紙名。

FORM_TRUNCATE 文字列 プリンタが右マージンを越えている文字を捨てる場合は
TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

FORM_WIDTH 整数値 指定したフォームの幅。

FORM_WRAP 文字列 後続の行で右マージンを越えている文字をプリントする場
合は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

GENERIC_TARGET 文字列 指定した汎用キューからの作業を受け入れられる実行キュ
ー名。汎用キューにのみ適用される。

HOLDING_JOB_COUNT 整数値 明示的にリリースまで保留になっているキューに登録され
ているジョブ数。

INTERVENING_BLOCKS 整数値 現在の F$GETQUI呼び出しの間にスキップされた，
待ち状態のジョブに関連するブロック数。これらは，
F$GETQUI呼び出しの選択基準と一致しないため報告さ
れない。

INTERVENING_JOBS 整数値 F$GETQUI呼び出しの間にスキップされた，待ち状態の
ジョブ数。これらは， F$GETQUI呼び出しの選択基準と
一致しないため報告されない。

JOB_ABORTING 文字列 ジョブを強制終了させる場合は TRUE，そうでない場合は
FALSEを戻す。

1DISPLAY_ENTRY, DISPLAY_JOB,または DISPLAY_FILEを使用する場合は，読み込み (R)アクセス権が必要です。

(次ページに続く)
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表 DCLI–9 (続き) F$GETQUI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

JOB_COMPLETION_QUEUE1 文字列 指定したジョブが実行されたキュー名。

JOB_COMPLETION_TIME1 文字列 指定したジョブが完了した時刻。

JOB_COPIES1 整数値 指定したプリント・ジョブが繰り返される回数。

JOB_COPIES_DONE1 整数値 指定したプリント・ジョブが繰り返された回数。

JOB_CPU_LIMIT1 文字列 ジョブに対して CPU時間上限が指定されている場合は
TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

JOB_ERROR_RETENTION1 文字列 ジョブが失敗して終了した場合に，そのままキューに残し
ておくようにユーザが要求した場合は TRUE，そうでない
場合は FALSEを戻す。

JOB_EXECUTING 文字列 指定したジョブが実行中あるいはプリント中である場合は
TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

JOB_FILE_BURST1 文字列 ジョブに対してバースト・ページのオプションが明示的に
指定されている場合は TRUE，そうでない場合は FALSE
を戻す。

JOB_FILE_BURST_ONE1 文字列 ジョブの最初のファイルの前でのみ，バースト・ページお
よびフラグ・ページを入れる場合は TRUE，そうでない場
合は FALSEを戻す。

JOB_FILE_FLAG1 文字列 ジョブに登録されているそれぞれのファイルの前にフ
ラグ・ページを入れる場合は TRUE,そうでない場合は
FALSEを戻す。

JOB_FILE_FLAG_ONE1 文字列 ジョブの最初のファイルの前でのみ，フラグ・ページを入
れる場合は TRUE,そうでない場合は FALSEを戻す。

JOB_FILE_PAGINATE1 文字列 ジョブに対して明示的にページング・オプションを指定し
ている場合は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

JOB_FILE_TRAILER1 文字列 ジョブの各ファイルの後にトレーラ・ページが続く場合は
TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

JOB_FILE_TRAILER_ONE1 文字列 ジョブの最後のファイルのコピーのみにトレーラ・ページ
が続く場合は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

1DISPLAY_ENTRY, DISPLAY_JOB,または DISPLAY_FILEを使用する場合は，読み込み (R)アクセス権が必要です。
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項目
データ・
タイプ 戻される情報

JOB_FLAGS1 整数値 指定したジョブに対して選択した処理オプション。整数値
はビット・フィールドを表す。フィールドの各ビット設定
を確認検索するためには， JOB_FLAGSのかわりに次の
項目のいずれか 1つを使用します。

JOB_CPU_LIMIT
JOB_ERROR_RETENTION
JOB_FILE_BURST
JOB_FILE_BURST_ONE
JOB_FILE_FLAG
JOB_FILE_FLAG_ONE
JOB_FILE_PAGINATE
JOB_FILE_TRAILER
JOB_FILE_TRAILER_ONE
JOB_LOG_DELETE
JOB_LOG_NULL
JOB_LOG_SPOOL
JOB_LOWERCASE
JOB_NOTIFY
JOB_RESTART
JOB_RETENTION_TIME
JOB_WSDEFAULT
JOB_WSEXTENT
JOB_WSQUOTA

JOB_HOLDING 文字列 明示的にリリースされるまでジョブが保留される場合は
TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

JOB_INACCESSIBLE 文字列 特定のジョブ，およびシステム・キュー・ファイルのファ
イル情報への読み込みアクセス権がない場合は TRUE，
そうでない場合は FALSEを戻す。 FALSEの場合，
DISPLAY_JOBおよび DISPLAY_FILE操作は，次の出
力値項目コードの情報のみ戻す。

AFTER_TIME
COMPLETED_BLOCKS
ENTRY_NUMBER
INTERVENING_BLOCKS
INTERVENING_JOBS
JOB_SIZE
JOB_STATUS

JOB_LIMIT 整数値 指定したキューで同時に実行できるジョブ数。バッチ実行
キューにのみ適用される。

JOB_LOG_DELETE1 文字列 プリントした後にログ・ファイルを削除する場合は
TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

JOB_LOG_NULL1 文字列 ログ・ファイルが作成されない場合は TRUE，そうでない
場合は FALSEを戻す。

JOB_LOG_SPOOL1 文字列 ジョブの終了時に，ログ・ファイルがプリント・キューに
登録される場合は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻
す。

1DISPLAY_ENTRY, DISPLAY_JOB,または DISPLAY_FILEを使用する場合は，読み込み (R)アクセス権が必要です。
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項目
データ・
タイプ 戻される情報

JOB_LOWERCASE1 文字列 大文字と小文字の両方が印刷できるプリンタでプリントさ
れる場合は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

JOB_NAME1 文字列 指定したジョブ名。

JOB_NOTIFY1 文字列 ジョブが完了または強制終了した時に，ターミナルにメ
ッセージを送信する場合は TRUE，そうでない場合は
FALSEを戻す。

JOB_PENDING 文字列 ジョブが待ち状態である場合は TRUE，そうでない場合は
FALSEを戻す。

JOB_PID 文字列 バッチ・ジョブを実行するプロセス識別番号 (PID)。

JOB_REFUSED 文字列 ジョブがシンビオントによって拒否され処理を待っている
状態である場合は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻
す。

JOB_RESET_MODULES 文字列 装置制御ライブラリから抽出され，指定したキューに登録
された各ジョブがプリントされる前に，プリンタにコピー
されたテキスト・モジュール名。出力実行キューでのみ適
用される。

JOB_RESTART1 文字列 ジョブがシステム障害の後に再スタートする，または実行
中に再度キューに登録できる場合は TRUE，そうでない場
合は FALSEを戻す。

JOB_RETAINED 文字列 終了してもまだキューにジョブが残っている場合は
TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

JOB_RETENTION 文字列 ジョブの終了状態にかかわらず，キューにジョブが残るよ
うにユーザが要求した場合は TRUE，そうでない場合は
FALSEを戻す。

JOB_RETENTION_TIME1 文字列 キューにジョブを残すようにユーザが要求するまでのシス
テム時間。絶対時間またはデルタ時間で表す。

JOB_SIZE 整数値 指定したプリント・ジョブのブロック総数。

JOB_SIZE_MAXIMUM 整数値 指定したキューに登録できるプリント・ジョブの最大ブロ
ック数。出力実行キューにのみ適用される。

JOB_SIZE_MINIMUM 整数値 指定したキューに登録できるプリント・ジョブの最小ブロ
ック数。出力実行キューにのみ適用される。

JOB_STALLED 文字列 ジョブをプリントしている物理装置が一時停止しているた
めにジョブが一時停止している場合は TRUE，そうでない
場合は FALSEを戻す。

JOB_STARTING 文字列 ジョブ・コントローラが処理を開始し，出力シンビオント
または他のノードのジョブ・コントローラと通信を開始し
ていた場合は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

1DISPLAY_ENTRY, DISPLAY_JOB,または DISPLAY_FILEを使用する場合は，読み込み (R)アクセス権が必要です。
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項目
データ・
タイプ 戻される情報

JOB_STATUS 整数値 指定したジョブの状態フラグ。整数値はビット・フィール
ドを表す。フィールドの各ビット設定を確認するために
は， JOB_STATUSのかわりに次の項目のいずれか 1つを
使用する。

JOB_ABORTING
JOB_EXECUTING
JOB_HOLDING
JOB_INACCESSIBLE
JOB_REFUSED
JOB_REQUEUE
JOB_RESTART
JOB_RETAINED
JOB_STARTING
JOB_TIMED_RELEASE
JOB_SUSPENDED
JOB_PENDING

JOB_SUSPENDED 文字列 ジョブが中断されている場合は TRUE，そうでない場合は
FALSEを戻す。

JOB_TIMED_RELEASE 文字列 指定した時刻までジョブが実行を待っている場合は
TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

JOB_WSDEFAULT1 文字列 ジョブに対して省略時のワーキング・セット・サイズが指
定されている場合は TRUE，そうでない場合は FALSEを
戻す。

JOB_WSEXTENT1 文字列 ジョブに対してワーキング・セット拡張が指定されている
場合は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

JOB_WSQUOTA1 文字列 ジョブに対してワーキング・セット・クォータが指定され
ている場合は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

LAST_PAGE1 整数値 指定したファイルのプリントが終了するページ番号。出力
実行キューにのみ適用される。

LIBRARY_SPECIFICATION 文字列 指定したキューの装置制御ライブラリ名。装置とディレク
トリ名は SYS$LIBRARY，ファイル・タイプは.TLBとみ
なす。出力実行キューにのみ適用される。

LOG_QUEUE1 文字列 指定したバッチ・ジョブをプリントするために，ログ・フ
ァイルが作成されるキュー名。出力実行キューにのみ適用
される。

LOG_SPECIFICATION1 文字列 ジョブに対して指定したログ・ファイル名。バッチ・ジョ
ブにのみ適用される。 JOB_LOG_NULLコードを使用し
て，ログ・ファイルを作成するか決定する。

MANAGER_NAME 文字列 キュー・マネージャ名。

MANAGER_NODES 文字列 キュー・マネージャを実行するノード名。

1DISPLAY_ENTRY, DISPLAY_JOB,または DISPLAY_FILEを使用する場合は，読み込み (R)アクセス権が必要です。
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項目
データ・
タイプ 戻される情報

MANAGER_STATUS 整数値 指定したキュー・マネージャの状態フラグ。フィールドの
各ビット設定を確認するためには，MANAGER_STATUS
のかわりに次の項目のいずれか 1つを使用する。

MANAGER_FAILOVER
MANAGER_RUNNING
MANAGER_START_PENDING
MANAGER_STARTING
MANAGER_STOPPED
MANAGER_STOPPING

NOTE1 文字列 指定したジョブの，ジョブ・フラグ・ページおよびファイ
ル・フラグ・ページにプリントされる注意書き。出力実行
キューにのみ適用される。

OPERATOR_REQUEST1 文字列 指定したジョブを実行する前にキュー・オペレータに送る
メッセージ。出力実行キューにのみ適用される。

OWNER_UIC1 文字列 指定したキュー所有者の利用者識別コード。

PAGE_SETUP_MODULES 文字列 装置制御ライブラリから抽出され，フォームの各ページが
プリントされる前にプリンタにコピーされたテキスト・モ
ジュール名。

PARAMETER_1 to PARAMETER_
81

文字列 シンボル P1～ P8それぞれの値となる，利用者定義パラ
メータの値。

PENDING_JOB_BLOCK_COUNT 整数値 キューで待ち状態になっているすべてのジョブのブロック
総数 (出力実行キューのみ)。

PENDING_JOB_COUNT 整数値 待ち状態になっているジョブ数。

PENDING_JOB_REASON 整数値 ジョブが待ち状態になっている理由。整数値はビット・フ
ィールドを表す。フィールドの各ビット設定を確認するた
めには， PENDING_JOB_REASONのかわりに次の項目
のいずれか 1つを使用する。

PEND_CHAR_MISMATCH
PEND_JOB_SIZE_MAX
PEND_JOB_SIZE_MIN
PEND_LOWERCASE_MISMATCH
PEND_NO_ACCESS
PEND_QUEUE_BUSY
PEND_QUEUE_STATE
PEND_STOCK_MISMATCH

PEND_CHAR_MISMATCH 文字列 実行キューで使用できない属性を要求している場合は
TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

PEND_JOB_SIZE_MAX 文字列 ジョブのブロック数が実行キューのブロック上限を越えて
いる場合は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

PEND_JOB_SIZE_MIN 文字列 ジョブのブロック数が実行キューのブロック下限よりも少
ない場合は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

PEND_LOWERCASE_MISMATCH 文字列 ジョブが小文字用のプリンタを必要とする場合は TRUE，
そうでない場合は FALSEを戻す。

1DISPLAY_ENTRY, DISPLAY_JOB,または DISPLAY_FILEを使用する場合は，読み込み (R)アクセス権が必要です。
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項目
データ・
タイプ 戻される情報

PEND_NO_ACCESS 文字列 ジョブ所有者が実行キューへのアクセス権がない場合は
TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

PEND_QUEUE_BUSY 文字列 キューのジョブ制限と現在実行中のジョブ数が等しいため
に，ジョブが待ち状態になっている場合は TRUE，そうで
ない場合は FALSEを戻す。

PEND_QUEUE_STATE 文字列 実行キューが実行中のオープン状態でないためにジョブが
待ち状態になっている場合は TRUE，そうでない場合は
FALSEを戻す。

PEND_STOCK_MISMATCH 文字列 ジョブのフォームで必要なストックの形式が，実行キュー
でマウントされた形式と一致しない場合は TRUE，そうで
ない場合は FALSEを戻す。

PRIORITY1 整数値 指定したジョブのスケジューリング優先順位。

PROCESSOR 文字列 指定したキューから実行するプリント・ジョブを実行する
シンビオント・イメージ名。

PROTECTION1 文字列 指定したキューの保護マスク。

QUEUE_ACL_SPECIFIED 文字列 キューに対してアクセス制御リストが指定されている場合
は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

QUEUE_ALIGNING 文字列 現在アラインメント・ページをプリントしている場合
は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。 START
/QUEUE/ALIGNコマンドを使用して再スタートしたとき
に，アライメント・ページをプリントする。

QUEUE_AUTOSTART 文字列 指定したキューが AUTOSTARTキューと指定されている
場合は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

QUEUE_AUTOSTART_INACTIVE 文字列 キューが，自動的に始動しないよう設定した自動起動キ
ューである場合は TRUE，そうでない場合は FALSEを
戻す。 TRUEの場合は， START/QUEUEまたは INIT
/QUEUE/STARTコマンドを実行して再起動させる。

QUEUE_AVAILABLE 文字列 キューで 2つ以上のジョブを処理していて，さらに追加の
ジョブを処理できるキューである場合は TRUE，そうでな
い場合は FALSEを戻す。

QUEUE_BATCH 文字列 キューが，バッチ・キューまたは汎用バッチ・キューであ
る場合は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

QUEUE_BUSY 文字列 現在実行中のジョブ数が，キューのジョブ制限と等しい場
合は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

QUEUE_CLOSED 文字列 キューがオープン状態になるまでクローズされ，新しい
ジョブを受け入れない場合は TRUE，そうでない場合は
FALSEを戻す。

QUEUE_CPU_DEFAULT 文字列 キューに登録されたすべてのジョブに対して省略時の
CPU時間制限が指定されている場合は TRUE，そうでな
い場合は FALSEを戻す。

QUEUE_CPU_LIMIT 文字列 キューに登録されたすべてのジョブに対して省略時の最大
CPU時間制限が指定されている場合は TRUE，そうでな
い場合は FALSEを戻す。

QUEUE_DESCRIPTION 文字列 INITIALIZE/QUEUEコマンドに/DESCRIPTION修飾子
を指定して定義したキューの説明。

1DISPLAY_ENTRY, DISPLAY_JOB,または DISPLAY_FILEを使用する場合は，読み込み (R)アクセス権が必要です。
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項目
データ・
タイプ 戻される情報

QUEUE_DIRECTORY 文字列 キュー・マネージャのキュー・データベース・ディレクト
リの装置およびディレクトリ指定。

QUEUE_FILE_BURST 文字列 キューで実行する各ジョブの各ファイルの前に，バース
ト・ページおよびフラグ・ページを入れる場合は TRUE，
そうでない場合は FALSEを戻す。

QUEUE_FILE_BURST_ONE 文字列 キューが実行する各ジョブの最初のファイルの前にのみ，
バースト・ページおよびフラグ・ページを入れる場合は
TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

QUEUE_FILE_FLAG 文字列 キューが実行する各ジョブの各ファイルの前にフラグ・ペ
ージを入れる場合は TRUE，そうでない場合は FALSEを
戻す。

QUEUE_FILE_FLAG_ONE 文字列 キューが実行する各ジョブの最初のファイルの前にのみ，
フラグ・ページを入れる場合は TRUE，そうでない場合は
FALSEを戻す。

QUEUE_FILE_PAGINATE 文字列 このキューが実行する各ジョブの出力シンビオントが出
力をページングする場合は TRUE，そうでない場合は
FALSEを戻す。出力シンビオントは，出力がフォームの
下マージンに達するとフォーム・フィードを挿入してペー
ジングを行う。

QUEUE_FILE_TRAILER 文字列 キューで実行した各ジョブの各ファイルの後にトレーラ・
ページが続く場合は TRUE，そうでない場合は FALSEを
戻す。

QUEUE_FILE_TRAILER_ONE 文字列 キューで実行した各ジョブの最後のファイルの最後コピー
の後にのみトレーラ・ページが続く場合は TRUE，そうで
ない場合は FALSEを戻す。
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項目
データ・
タイプ 戻される情報

QUEUE_FLAGS 整数値 指定したキューに対して選択された処理オプション。整数
値はビット・フィールドを表す。フィールドの各ビット設
定を確認するためには， QUEUE_FLAGSのかわりに次
の項目のいずれか 1つを使用する。

QUEUE_ACL_SPECIFIED
QUEUE_AUTOSTART
QUEUE_BATCH
QUEUE_CPU_DEFAULT
QUEUE_CPU_LIMIT
QUEUE_FILE_BURST
QUEUE_FILE_BURST_ONE
QUEUE_FILE_FLAG
QUEUE_FILE_FLAG_ONE
QUEUE_FILE_PAGINATE
QUEUE_FILE_TRAILER
QUEUE_FILE_TRAILER_ONE
QUEUE_GENERIC
QUEUE_GENERIC_SELECTION
QUEUE_JOB_BURST
QUEUE_JOB_FLAG
QUEUE_JOB_SIZE_SCHED
QUEUE_JOB_TRAILER
QUEUE_NO_INITIAL_FF
QUEUE_PRINTER
QUEUE_RECORD_BLOCKING
QUEUE_RETAIN_ALL
QUEUE_RETAIN_ERROR
QUEUE_SWAP
QUEUE_TERMINAL
QUEUE_WSDEFAULT
QUEUE_WSEXTENT
QUEUE_WSQUOTA

QUEUE_GENERIC 文字列 キューが汎用キューである場合は TRUE,そうでない場合
は FALSEを戻す。

QUEUE_GENERIC_SELECTION 文字列 キューが，汎用キューから作業を受けることができる実行
キューである場合は TRUE，そうでない場合は FALSEを
戻す。

QUEUE_IDLE 文字列 キューが，ジョブの処理が可能であるが現在処理中でな
いキューである，またはキューの実行を遅らせる機能を
持つ汎用キューである場合は TRUE，そうでない場合は
FALSEを戻す。

QUEUE_JOB_BURST 文字列 キューで実行した各ジョブの前にバースト・ページおよび
フラグ・ページを入れる場合は TRUE，そうでない場合は
FALSEを戻す。

QUEUE_JOB_FLAG 文字列 キューで実行した各ジョブの前にフラグ・ページを入れる
場合は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。
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データ・
タイプ 戻される情報

QUEUE_JOB_SIZE_SCHED 文字列 キューで実行したジョブが，サイズに基づいて (つまり，
サイズが小さいジョブの方が処理される優先順位が高
いという基準に従って)スケジューリングされた場合は
TRUE，総出ない場合は FALSEを戻す。出力キューにの
み適用される。

QUEUE_JOB_TRAILER 文字列 キューで実行した各ジョブの後にトレーラ・ページが続く
場合は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

QUEUE_LOWERCASE 文字列 大文字も小文字もプリントできるプリンタにキューが関連
付けられている場合は TRUE，そうでない場合は FALSE
を戻す。

QUEUE_NAME1 文字列 指定したキューの名前，または指定したジョブを含むキュ
ーの名前。

QUEUE_PAUSED 文字列 現在キューに登録されているすべてのジョブの処理が一
時的に停止されている場合は TRUE，そうでない場合は
FALSEを戻す。

QUEUE_PAUSING 文字列 一時的にキューが停止している場合は TRUE，そうでな
い場合は FALSEを戻す。一時的にキューが停止している
と，現在実行中のジョブが終了しても，一時的に新しいジ
ョブは実行できなくなる。

QUEUE_PRINTER 文字列 キューがプリンタ・キューである場合は TRUE，そうでな
い場合は FALSEを戻す。

QUEUE_RECORD_BLOCKING 文字列 シンビオントが連結またはブロック化して，出力レコー
ドを出力装置に送る場合は TRUE，そうでない場合は
FALSEを戻す。

QUEUE_REMOTE 文字列 キューが，ローカル・ノードに接続していない物理装置
に割り当てられている場合は TRUE，そうでない場合は
FALSEを戻す。

QUEUE_RESETTING 文字列 キューが再設定および停止している場合は TRUE，そうで
ない場合は FALSEを戻す。

QUEUE_RESUMING 文字列 キューが休止の後に再起動している場合は TRUE，そうで
ない場合は FALSEを戻す。

QUEUE_RETAIN_ALL 文字列 キューで実行したすべてのジョブが実行後もそのままキュ
ーにある場合は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻
す。終了したジョブは終了状態の印がつけられる。

QUEUE_RETAIN_ERROR 文字列 失敗して終了したジョブだけがキューに残っている場合は
TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

QUEUE_SERVER 文字列 サーバ・シンビオントに処理が指示された場合は TRUE，
そうでない場合は FALSEを戻す。

QUEUE_STALLED 文字列 キューに割り当てられた物理装置が停止している (つま
り，登録された最後の入出力要求が正常終了していない)
場合は TRUE，停止していない場合は FALSEを戻す。

QUEUE_STARTING 文字列 キューがスタートしている場合は TRUE，そうでない場合
は FALSEを戻す。

1DISPLAY_ENTRY, DISPLAY_JOB,または DISPLAY_FILEを使用する場合は，読み込み (R)アクセス権が必要です。

(次ページに続く)
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表 DCLI–9 (続き) F$GETQUI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

QUEUE_STATUS 整数値 指定したキューの状態フラグ。整数値はビット・フィール
ドを表す。フィールドの各ビット設定を確認するために
は， QUEUE_STATUSのかわりに次の項目のいずれか 1
つを使用する。

QUEUE_ALIGNING
QUEUE_AUTOSTART
QUEUE_AUTOSTART_INACTIVE
QUEUE_AVAILABLE
QUEUE_BUSY
QUEUE_CLOSED
QUEUE_IDLE
QUEUE_LOWERCASE
QUEUE_PAUSED
QUEUE_PAUSING
QUEUE_REMOTE
QUEUE_RESETTING
QUEUE_RESUMING
QUEUE_SERVER
QUEUE_STALLED
QUEUE_STARTING
QUEUE_STOP_PENDING
QUEUE_STOPPED
QUEUE_STOPPING
QUEUE_UNAVAILABLE

QUEUE_STOP_PENDING 文字列 現在実行中のジョブが終了したときにキューが停止される
場合は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

QUEUE_STOPPED 文字列 キューが停止された場合は TRUE，そうでない場合は
FALSEを戻す。

QUEUE_STOPPING 文字列 キューが停止しようとしている場合は TRUE，そうでない
場合は FALSEを戻す。

QUEUE_SWAP 文字列 キューで実行したジョブがスワップできる場合は TRUE，
そうでない場合は FALSEを戻す。

QUEUE_TERMINAL 文字列 キューがターミナル・キューである場合は TRUE，そうで
ない場合は FALSEを戻す。

QUEUE_UNAVAILABLE 文字列 キューに割り当てられた物理装置が使用できない場合は
TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

QUEUE_WSDEFAULT 文字列 キューで実行した各ジョブに対して，それぞれ省略時
のワーキング・セット・サイズが指定されている場合は
TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

QUEUE_WSEXTENT 文字列 キューで実行した各ジョブに対して，それぞれ省略時のワ
ーキング・セット超過値が指定されている場合は TRUE，
そうでない場合は FALSEを戻す。

QUEUE_WSQUOTA 文字列 キューで実行した各ジョブに対して，それぞれ省略時の
ワーキング・セット・クォータが指定されている場合は
TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

(次ページに続く)
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表 DCLI–9 (続き) F$GETQUI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

RAD 整数値 RADの値。値 "-1"は，キューに RADの値が割り当てら
れていないことを示す。 RADは， AlphaServer GSシリ
ーズ・システムでサポートされ， OpenVMS V8.4以降は
NUMA対応の Integrityサーバでもサポートされます。

REQUEUE_QUEUE_NAME1 文字列 指定したジョブが再割り当てされているキューの名前。

RESTART_QUEUE_NAME1 文字列 ジョブを再スタートした場合にジョブが置かれるキューの
名前。

RETAINED_JOB_COUNT 整数値 終了してキューに残っているジョブとエラーになったまま
のジョブを合わせた数。

SCSNODE_NAME 文字列 指定したキューで開始するジョブが実行される OpenVMS
ノードの 6バイトの名前。ノード名は，ターグット・ノー
ドのシステム・パラメータ SCSNODEの値に一致する。

SECURITY_INACCESSIBLE 文字列 ユーザが指定したキューへの読み込みアクセス権を持って
いる場合は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

SUBMISSION_TIME1 文字列 指定したジョブがキューに登録された時刻。

TIMED_RELEASE_JOB_COUNT 整数値 指定した時刻まで保留になっているジョブ数。

UIC1 文字列 指定したジョブ所有者の利用者識別コード (UIC)。

USERNAME1 文字列 指定したジョブ所有者のユーザ名。

WSDEFAULT1 整数値 指定したジョブまたはキューに対して指定された省略時の
ワーキング・セット・サイズ。バッチ・ジョブ,実行キュ
ー，および出力キューにのみ適用される。

WSEXTENT1 整数値 指定したジョブまたはキューに対して指定された省略時
のワーキング・セット超過値。バッチ・ジョブ,実行キュ
ー，および出力キューにのみ適用される。

WSQUOTA1 整数値 指定したジョブまたはキューに対して指定された省略時の
ワーキング・セット・クォータ。バッチ・ジョブ,実行キ
ュー，および出力キューにのみ適用される。

1DISPLAY_ENTRY, DISPLAY_JOB,または DISPLAY_FILEを使用する場合は，読み込み (R)アクセス権が必要です。

例

1. $ BLOCKS = F$GETQUI("DISPLAY_ENTRY" ,"JOB_SIZE", 1347)

この例では，プリント・ジョブ 1347のブロック・サイズを得るために
F$GETQUIレキシカル関数が使用されています。 F$GETQUIが戻す値は，
プリント・ジョブ 1347に関連するファイルが占有している総ブロック・サイズで
す。
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2. $ IF F$GETQUI("DISPLAY_QUEUE", "QUEUE_STOPPED", "VAX1_BATCH") .EQS.
"TRUE" THEN GOTO 500

この例では， F$GETQUIレキシカル関数を使用して VAX1_BATCHキューが停
止状態かどうかを調べています。 VAX1_BATCHが停止状態であれば TRUE，そ
うでなければ FALSEが戻されます。 VAX1_BATCHキューがシステムに存在し
ない場合は，空文字列 ("")が戻されます。

3. ! This command procedure shows all queues and the jobs in them.
$ TEMP = F$GETQUI("")
$ QLOOP:
$ QNAME = F$GETQUI("DISPLAY_QUEUE","QUEUE_NAME","*")
$ IF QNAME .EQS. "" THEN EXIT
$ WRITE SYS$OUTPUT ""
$ WRITE SYS$OUTPUT "QUEUE: ", QNAME
$ JLOOP:
$ NOACCESS = F$GETQUI("DISPLAY_JOB","JOB_INACCESSIBLE",,"ALL_JOBS")
$ IF NOACCESS .EQS. "TRUE" THEN GOTO JLOOP
$ IF NOACCESS .EQS. "" THEN GOTO QLOOP
$ JNAME = F$GETQUI("DISPLAY_JOB","JOB_NAME",,"FREEZE_CONTEXT")
$ WRITE SYS$OUTPUT " JOB: ", JNAME
$ GOTO JLOOP

この例は，システムのすべてのキュー，およびユーザが READアクセスを持つ
すべてのジョブを表示するコマンド・プロシージャです。外側のループでは，ワ
イルド・カードを使用してキューの表示が実行されます。キュー情報を得る時に
は，アクセス権の確認は必要ありません。これは，すべてのユーザは暗黙でキュ
ー属性への READアクセス権を持っているからです。キュー名にワイルドカード
(‘‘*’’)が指定されているため，キューのリスト (ワイルドカード・コンテキスト)が
保持されます。

内側のループでは，すべてのジョブの情報を得るために，ワイルドカード表示
キュー・モードからネストしたワイルドカードを入力しています。このループ
では，ジョブに対しては暗黙の READアクセス権は与えられていないので，
ジョブ情報を得る事ができるかどうかを確認しなければなりません。ジョブに
対する要求の中で FREEZE_CONTEXTキーワードを使用して，ワイルドカ
ード・コンテキストを次のオブジェクトへ進めないないようにしています。ジ
ョブ名が検索され表示されると，制御は次のジョブに移ります。この時には，
FREEZE_CONTEXTキーワードは使用されていないので，コンテキストは次の
ジョブに進みます。このワイルドカード・キュー・コンテキストは，一致するキ
ューがなくなるまで維持されます。一致するキューがなくなると， F$GETQUI
は，一致するオブジェクトがこれ以上ないことを示すために，空文字列( "" )を戻し
ます。
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4. $ THIS_NODE = F$EDIT(F$GETSYI("SCSNODE"),"COLLAPSE")
$ TEMP = F$GETQUI("CANCEL_OPERATION")
$ SET NOON
$LOOP:
$ QUEUE = F$GETQUI("DISPLAY_QUEUE","QUEUE_NAME","*","WILDCARD")
$ IF QUEUE .EQS. "" THEN GOTO ENDLOOP
$ IF THIS_NODE .EQS.-
F$GETQUI("DISPLAY_QUEUE","SCSNODE_NAME","*","WILDCARD,FREEZE_CONTEXT")
$ THEN
$ IF .NOT.-
F$GETQUI("DISPLAY_QUEUE","QUEUE_AUTOSTART","*","WILDCARD,FREEZE_CONTEXT")-
THEN START/QUEUE ’QUEUE’

$ ENDIF
$ GOTO LOOP
$ENDLOOP:
$ SET ON

この例は，ローカル・クラスタ・ノードに関するすべてのキューを調べ，自動起
動になっていないキューを開始させるコマンド・プロシージャです。

このコマンド・プロシージャは，ローカル・システムのノード名を得て，
F$GETQUIコンテキストをクリアにします。キューが既に起動している場合は，
START QUEUEコマンドの結果としてこのコマンド・プロシージャが強制終了さ
れることのないように，エラー処理を無効にしておきます。

ループ内では， F$GETQUIレキシカル関数は，キュー・リストから次のキュー
名を取り出します。次のキューがない場合は，ループを終了します。

次の IFは，ローカル・ノードでキューが実行するかをチェックしています。実行
する場合は，次に，キューが自動起動になっているかをチェックします。ローカ
ル・ノードでキューが実行しない場合は， STARTコマンドを使用してキューを起
動させます。その後，ループを繰り返します。

最後のコマンドは，DCLエラー処理を以前の設定にリストアします。
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5. $ IF p1.EQS."" THEN INQUIRE p1 "Queue name"
$ TEMP = F$GETQUI("")
$ QLOOP:
$ QNAME = F$GETQUI("DISPLAY_QUEUE","QUEUE_NAME",p1,"WILDCARD")
$ IF QNAME .EQS. "" THEN EXIT
$ WRITE SYS$OUTPUT ""
$ WRITE SYS$OUTPUT "QUEUE: ", QNAME
$ JLOOP:
$ RETAINED = F$GETQUI("DISPLAY_JOB","JOB_RETAINED",,"ALL_JOBS")
$ IF RETAINED .EQS. "" THEN GOTO QLOOP
$ Entry = F$GETQUI("DISPLAY_JOB","ENTRY_NUMBER",,"FREEZE_CONTEXT,ALL_JOBS")
$ WRITE SYS$OUTPUT " Entry: ’’Entry’ Retained: ’’RETAINED’"
$ IF RETAINED.EQS."TRUE" THEN DELETE/ENTRY=’Entry’
$ GOTO JLOOP

このコマンド・プロシージャは，指定されたキューに保持されているすべてのエ
ントリを削除します。ワイルドカードを使用することもできます。

6. $ WRITE SYS$OUTPUT F$GETQUI("DISPLAY_QUEUE","RAD","BATCHQ1")
-1

この例は， RADの値を返します。値 "-1"は，キューに RADの値が割り当てられ
ていないことを示します。
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F$GETSYI

$GETSYIシステム・サービスを呼び出し，ローカル・システム (複合アーキテクチャ
のOpenVMS Clusterの場合は，ローカル・ノード)に関する状態情報と識別情報を
戻します。

フォーマット

F$GETSYI(項目[,ノード名] [,クラスタ id])

戻り値

要求する項目に応じて，整数または文字列になります。

引数

項目
ローカル・ノード (使用しているシステムがOpenVMS Clusterの場合は，
OpenVMS Cluster内の他のノード)に関して報告される情報の種類を指定しま
す。項目は，文字列式として指定します。

また，『OpenVMSシステム管理ユーティリティ・リファレンス・マニュアル』に示
すシステム・パラメータも指定することができます。

ノード名
情報が報告されるOpenVMS Clusterのノードを指定します。ノードは，文字列式と
して指定します。ノード名に( * )や( % )のワイルド・カード文字は使用できません。

クラスタ id

情報が報告される，クラスタ・ノード識別番号を指定します。

クラスタ内のすべてのノードの情報を取得するには， F$CSIDレキシカル関数を使用
して各クラスタ・システム識別番号を取得し， F$GETSYIのクラスタ id引数を使用
して各ノードの情報を集めます。

説明

F$GETSYIレキシカル関数は，$GETSYIシステム・サービスを呼び出し，ロー
カル・システム (使用しているシステムがクラスタの一部である場合は，ローカル
OpenVMS Clusterのノード)の状態および識別情報を戻します。 F$GETSYI関数

DCLI–517



レキシカル関数
F$GETSYI

は，$GETSYIシステム・サービスで指定できる項目の情報を戻します。$GETSYI
システム・サービスにつての詳細は，『OpenVMS System Services Reference
Manual』を参照してください。

ノード名またはクラスタ id引数を指定すると，情報を得るノードを指定することがで
きます。ただし，これらの引数を同時に指定することはできません。

F$GETSYIレキシカル関数に指定できる項目を表 DCLI–10に示します。

表 DCLI–10 F$GETSYI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

‡ACTIVE_CPU_MASK 整数値 CPUインデックス付きのビットベクトルを表
す値。特定のビット位置がセットされていると
き，その CPU ID値を持つプロセッサはインス
タンスのアクティブ・セットのメンバであり，
OpenVMS SMPスケジューリング活動に参加
している。

ACTIVECPU_CNT 整数値 対称的マルチプロセッサ (SMP)システムの現
在のブートでアクティブな CPUの数。

ARCHFLAG 整数値 システムのアーキテクチャ・フラグ。

ARCH_NAME 文字列 CPUアーキテクチャ名。 OpenVMS Alphaの
場合は Alpha。

ARCH_TYPE 整数値 CPUアーキテクチャのタイプ。 VAXの場合は
1， Alphaの場合は 2。 Integrityの場合は 3。

‡AVAIL_CPU_MASK 整数値 CPUインデックス付きのビットベクトルを表
す値。特定のビット位置がセットされていると
き，その CPU ID値を持つプロセッサは，イン
スタンスの構成セットのメンバであり，パーテ
ィションによって所有され，発行元インスタン
スによって制御される。

AVAILCPU_CNT 整数値 システムが承認した CPU回数。

BOOT_DEVICE
(Alpha/Integrityのみ)

文字列 システムがブートされたデバイスの名前。シス
テム・ディスクがシャドウ化されているシステ
ムでは， BOOT_DEVICEで，シャドウ・セッ
トを形成しているメンバ・デバイスの名前が返
される。

BOOTTIME 文字列 システムがブートされた時刻。

CHARACTER_EMULATED 文字列 文字列命令が CPUでエミュレートされた場合
は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

CLUSTER_EVOTES 整数値 クラスタ内のボート (投票数)の総数。

CLUSTER_FSYSID 文字列 クラスタ (基本ノード)内でブートする最初のノ
ードのシステム識別番号。 16進数を含む文字
列を戻す。

CLUSTER_FTIME 文字列 クラスタで最初のノードがブートされた時刻。

‡Alphaのみ

(次ページに続く)
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表 DCLI–10 (続き) F$GETSYI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

CLUSTER_MEMBER 文字列 ノードがローカル・クラスタのメンバである場
合は TRUE，そうでない場合は FALSEを戻
す。

CLUSTER_NODES 整数値 クラスタ内のノード総数を整数で表す。

CLUSTER_QUORUM 整数値 クラスタのクォーラム総数。

CLUSTER_VOTES 整数値 クラスタ内の投票総数。

‡CONSOLE_VERSION 文字列 コンソール・ファームウェア・バージョン。

CONTIG_GBLPAGES 整数値 未使用で連続したグローバル・ページの総数。

‡COMMUNITY_ID 整数値 ハード・パーティション内の発行元インスタン
スのハードウェア・コミュニティ ID。パーテ
ィショニングをサポートする AlphaServerシ
ステム上でのみサポートされます。

‡CPU_AUTOSTART 整数値 コンマで区切られ， CPU IDのインデックスが
付けられた 0と 1のリスト。値が 1の項目は，
特定の CPUが外部から現在のインスタンスに
移行した場合，またはすでに所有されている状
態で起動された場合に， OpenVMSアクティ
ブ・セットになることを示す。

‡CPU_FAILOVER 整数値 コンマで区切られ， CPU IDのインデックスが
付けられたパーティション ID番号のリスト。
現在のインスタンスがクラッシュした場合のプ
ロセッサのデスティネーションを定義する。パ
ーティショニングをサポートする AlphaServer
システム上でのみサポートされます。

‡CPUCAP_MASK 文字列 コンマで区切られ， CPU IDのインデックス
が付けられた 16進値のリスト。それぞれの値
は，ビットベクトルを表す。セットされている
とき，対応するユーザ機能がその CPUで有効
である。

‡CPUTYPE 整数値 Alphaにおいて，ハードウェア再起動パラメー
タ・ブロック（HWRPB）に格納されるプロセ
ッサ・タイプ。 2は DECchip 21064プロセッ
サを表す。

CWLOGICALS 論理型 クラスタ単位の論理名データベースがその
CPUで初期化されたことを示すフラグ。

DECIMAL_EMULATED 文字列 10進数文字列の命令が CPUでエミュレート
されている場合は TRUE，そうでない場合は
FALSEを戻す。

DECNET_FULLNAME 文字列 DECnet Phase IVシステムのノード名，また
は DECnet-Plusシステムの完全なノード名。

‡Alphaのみ

(次ページに続く)
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表 DCLI–10 (続き) F$GETSYI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

DECNET_VERSION 文字列 ローカル・システムにインストールされている
DECnetパッケージの特定のバージョンおよび
ECOレベルに関する情報。この項目は，次の
形式の 16進数を含んだ文字列を戻す。

• バイト 0 =顧客 ECO

• バイト 1 = DECnet ECO

• バイト 2 = DECnetフェーズ (Phase IVで
は 4， DECnet-Plus for OpenVMSでは 5)

• バイト 3 =予約済み

Phase IVと DECnet-Plus for OpenVMSを区
別するには， DECnetバージョンを含んでいる
バイト (バイト 2)を使用する。

バイト 0とバイト 1の詳細については，最新
版の『HP DECnet-Plus for OpenVMS Release
Notes』を参照。

D_FLOAT_EMULATED 文字列 D浮動小数点数の命令が CPUでエミュレート
されている場合は TRUE，そうでない場合は
FALSEを戻す。

ERLBUFFERPAGES 整数値 各 S0エラー・ログ・バッファ用に使用される
Alphaおよび Integrityでのページレット数

‡ERLBUFFERPAG_S2 整数値 各 S2エラー・ログ・バッファ用に使用される
システム・ページ数 (Alphaおよび Integrityの
場合)

‡ERRORLOGBUFF_S2 整数値 S2エラー・ログ・バッファの数

ERRORLOGBUFFERS 整数値 S0エラー・ログ・バッファの数

F_FLOAT_EMULATED 文字列 F浮動小数点数の命令が CPUでエミュレート
されている場合は TRUE，そうでない場合は
FALSEを戻す。

FREE_GBLPAGES 整数値 現在の未使用グローバル・ページ数。

FREE_GBLSECTS 整数値 現在の未使用グローバル・セクション・テーブ
ル・エントリ数。

FREE_PAGES 整数値 未使用ページの総数。

G_FLOAT_EMULATED 文字列 G浮動小数点数の命令が CPUでエミュレート
されている場合は TRUE，そうでない場合は
FALSEを戻す。

‡GALAXY_ID 整数値 128ビットの Galaxy ID。 AlphaServer GSシ
リーズ・システム上でのみサポートされます。

‡GALAXY_MEMBER 整数値 Galaxy共有コミュニティのメンバの場合は 1
を，そうでない場合は 0。 AlphaServer GSシ
リーズ・システム上でのみサポートされます。

‡Alphaのみ

(次ページに続く)
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表 DCLI–10 (続き) F$GETSYI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

‡GALAXY_PLATFORM 整数値 Galaxyプラットフォーム上で実行している
場合は 1を，そうでない場合は 0を戻す。
AlphaServer GSシリーズ・システム上でのみ
サポートされます。

‡GALAXY_SHMEMSIZE 整数値 共有メモリ・ページ数を戻す。現在のインスタ
ンスが Galaxyのメンバでない場合，共有メモ
リは報告されない。 AlphaServer GSシリー
ズ・システム上でのみサポートされます。

‡GH_RSRVPGCNT 整数値 Alphaにおいて,システム・スタートアップ完
了後， INSTALLユーティリティで使用するた
めに予約する粒度ヒントがカバーするページ
数。

‡GLX_FORMATION 文字列 このインスタンスが属する Galaxy構成の
作成日時を示すタイムスタンプ文字列。
AlphaServer GSシリーズ・システム上でのみ
サポートされます。

‡GLX_MAX_MEMBERS 整数値 現在の Galaxy構成に参加できる最大インスタ
ンス数。 AlphaServer GSシリーズ・システム
上でのみサポートされます。

‡GLX_MBR_MEMBER 整数値 64バイトの整数。各 8バイトは Galaxyメンバ
の番号を表し， 7から 0の並びになります。値
は，インスタンスがメンバの場合は 1，メンバ
でない場合は 0となります。 AlphaServer GS
シリーズ・システム上でのみサポートされま
す。

‡GLX_MBR_NAME 文字列 Galaxyメンバシップの中の既知のメンバを示
す文字列。 AlphaServer GSシリーズ・システ
ム上でのみサポートされます。

‡GLX_TERMINATION 文字列 このインスタンスが最後に属していた Galaxy
構成の終了日時を示すタイムスタンプ文字列。
AlphaServer GSシリーズ・システム上でのみ
サポートされます。

‡HP_ACTIVE_CPU_CNT 整数値 ファームウェア・コンソール・モードになって
いないハード・パーティション内の CPU数。
OpenVMSの場合，これは CPUがハード・パ
ーティション内のインスタンスの 1つのアクテ
ィブ・セットに参加しているか，参加の途中で
あることを意味する。パーティショニングをサ
ポートする AlphaServerシステム上でのみサ
ポートされます。

‡HP_ACTIVE_SP_CNT 整数値 ハード・パーティション内で実行中のアクティ
ブなオペレーティング・システム・インスタ
ンス数。パーティショニングをサポートする
AlphaServerシステム上でのみサポートされま
す。

‡HP_CONFIG_SBB_CNT 整数値 現在のハード・パーティション内の既存のシス
テム・ビルディング・ブロック数。パーティシ
ョニングをサポートする AlphaServerシステ
ム上でのみサポートされます。

‡Alphaのみ

(次ページに続く)
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表 DCLI–10 (続き) F$GETSYI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

‡HP_CONFIG_SP_CNT 整数値 現在のハード・パーティション内のソフト・パ
ーティションの最大数。この数は，特定のソフ
ト・パーティション内で実行中のオペレーティ
ング・システム・インスタンスを表すわけで
はない。パーティショニングをサポートする
AlphaServerシステム上でのみサポートされま
す。

HW_MODEL 整数値 Alphaのモデル・タイプを示す整数値。整数値
が 1023より多きい場合は Alphaオペレーティ
ング・システムを表す。

HW_NAME 文字列 Alphaのモデル名。

‡ITB_ENTRIES 整数値 Alphaにおいて, Iストリーム変換バッファ・エ
ントリ数。これは，常駐コードに割り当てられ
る粒度ヒントをサポートする。

‡MAX_CPUS 整数値 このインスタンスによって認識される CPUの
最大数。

MEMSIZE 整数値 システム構成でのメモリのページ数。

MODIFIED_PAGES 整数値 変更ページの総数。

MULTITHREAD 整数値 MULTITHREADシステム・パラメータの値。

NODENAME 文字列 ノード名 (ダブルコロンは含まない)。

NODE_AREA 整数値 ターゲット・ノードの DECnet領域。

NODE_CSID 文字列 指定したノードの CSIDを， 16進数を含む文
字列で戻す。 CSIDはシステム識別の形式。

NODE_EVOTES 整数値 ノードに割り当てた投票数。

NODE_HWVERS 文字列 指定したノードのハードウェア・バージョン。

NODE_NUMBER 整数値 指定したノードの DECnet番号。

NODE_QUORUM 整数値 ノードが持つクォーラム。

NODE_SWINCARN 文字列 指定したノードのソフトウェア・インカーネー
ション番号。 16進数を含む文字列で戻す。

NODE_SWTYPE 文字列 指定したノードが使用するオペレーティング・
システム・ソフトウェアのタイプ。

NODE_SWVERS 文字列 指定したノードのソフトウェア・バージョン。

NODE_SYSTEMID 文字列 指定したノードのシステム識別番号。 16進数
を含む文字列で戻される。

NODE_VOTES 整数値 ノードに割り当てた投票数。

‡NPAGED_FREE 整数値 非ページング・プールの未使用バイト数

‡NPAGED_INUSE 整数値 非ページング・プール内で現在使用中のメモリ
の合計 (バイト数)

‡NPAGED_LARGEST 整数値 非ページング・プール内の，連続した未使用メ
モリの最大サイズ

‡NPAGED_TOTAL 整数値 非ページング・プールの合計サイズ (単位はバ
イト)

‡Alphaのみ

(次ページに続く)
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表 DCLI–10 (続き) F$GETSYI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

‡PAGED_FREE 整数値 ページング・プールの未使用バイト数

‡PAGED_INUSE 整数値 ページング・プールで内で現在使用中のメモリ
の合計 (バイト数)

‡PAGED_LARGEST 整数値 ページング・プール内の，連続した未使用メモ
リの最大サイズ

‡PAGED_TOTAL 整数値 ページング・プールの合計サイズ (単位はバイ
ト)

PAGEFILE_FREE 整数値 現在インストールされているページング・ファ
イルの未使用ページ数。

PAGEFILE_PAGE 整数値 現在インストールされているページング・ファ
イルのページ数。

PAGE_SIZE 整数値 1つの物理ページに含まれるバイト数。

‡PALCODE_VERSION 文字列 Alphaシステムでの PALCODE (特権アーキテ
クチャ・ライブラリ)のバージョン。

‡PARTITION_ID 整数値 ソフト・パーティション ID。パーティショニ
ングをサポートする AlphaServerシステム上
でのみサポートされます。

‡POTENTIAL_CPU_MASK 整数値 CPUインデックス付きのビットベクトルを表
す値。特定のビット位置がセットされていると
き，この CPU ID値を持つプロセッサは，そ
のインスタンスの潜在的なセットのメンバとな
る。潜在的なセット内の CPUは，このインス
タンスによって所有された場合，このインスタ
ンスの OpenVMSアクティブ・セットに積極的
に参加する。このルールに従うには， CPUの
特性が，そのインスタンス用に個別に定義され
たハードウェアおよびソフトウェア互換性ルー
ルに一致しなければならない。

‡POTENTIALCPU_CNT 整数値 このインスタンスの潜在的なセットのメンバ
であるハード・パーティション内の CPU数。
潜在的なセット内の CPUは，このインスタン
スによって所有された場合，このインスタンス
の OpenVMSアクティブ・セットに積極的に参
加する。このルールに従うには， CPUの特性
が，そのインスタンス用に個別に定義されたハ
ードウェアおよびソフトウェア互換性ルールに
一致しなければならない。

‡POWERED_CPU_MASK 整数値 CPUインデックス付きのビットベクトルを表
す値。特定のビット位置がセットされていると
き，この CPU ID値を持つプロセッサは，その
インスタンスのパワード・セットのメンバとな
る。これらの CPUは，ハード・パーティショ
ン内に物理的に存在し，操作のために起動され
る。

‡POWEREDCPU_CNT 整数値 物理的に起動しているハード・パーティション
内の CPU数。

‡Alphaのみ

(次ページに続く)
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表 DCLI–10 (続き) F$GETSYI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

‡PRESENT_CPU_MASK 整数値 CPUインデックス付きのビットベクトルを表
す値。特定のビット位置がセットされていると
き，この CPU ID値を持つプロセッサは，その
インスタンスのプレゼント・セットのメンバと
なる。これらの CPUは，ハード・パーティシ
ョン内に物理的に存在する。プレゼント・セッ
トのメンバであっても，パワード・セットのメ
ンバとは限らない。

‡PRESENTCPU_CNT 整数値 ハードウェア・スロットに物理的に常駐するハ
ード・パーティション内の CPU数。

‡PRIMARY_CPUID 整数値 この OpenVMSインスタンスのプライマリ・プ
ロセッサの CPU ID。

QUANTUM 整数値 他のプロセスが待ち状態の間，プロセスが受信
ができる最大プロセッサ時間。

RAD_CPUS 整数値 RADと CPUのペアのコンマ区切りのリスト。
RADは， AlphaServer GSシリーズ・システ
ムでサポートされ， OpenVMS V8.4以降は
NUMA対応の Integrityサーバでもサポートさ
れます。

RAD_MAX_RADS 整数値 このプラットフォーム上で使用可能な RADS
の数の最大値。 RADは， AlphaServer GSシ
リーズ・システムでサポートされ， OpenVMS
V8.4以降は NUMA対応の Integrityサーバで
もサポートされます。

RAD_MEMSIZE 整数値 RADと PAGESのペアのコンマ区切りのリス
ト。 RADは， AlphaServer GSシリーズ・シ
ステムでサポートされ， OpenVMS V8.4以降
は NUMA対応の Integrityサーバでもサポー
トされます。

RAD_SHMEMSIZE 整数値 RADと PAGESのペアのコンマ区切りのリス
ト。 RADは， AlphaServer GSシリーズ・シ
ステムでサポートされ， OpenVMS V8.4以降
は NUMA対応の Integrityサーバでもサポー
トされます。

‡REAL_CPUTYPE 整数値 ハードウェア・リスタート・パラメータ・ブロ
ック (HWRPB)から抽出されたシステムの主
CPUの実際の CPUタイプ。

SCS_EXISTS 文字列 現在 OpenVMSノードにシステム通信サブ
システム（SCS）がロードされている場合は
TRUE，そうでない場合は FALSEを戻す。

‡SCSNODE 文字列 Galaxyインスタンス名。パーティショニング
をサポートする AlphaServerシステム上での
みサポートされます。

SID 整数値 システム識別番号。 Alphaにおいて，常に値が
256である CPU型フィールドを除いた，すべ
てのフィールドがゼロとなる値を戻す。

‡Alphaのみ

(次ページに続く)
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表 DCLI–10 (続き) F$GETSYI項目

項目
データ・
タイプ 戻される情報

SWAPFILE_FREE 整数値 現在インストールされているスワッピング・フ
ァイルの未使用のページ数。

SWAPFILE_PAGE 整数値 現在インストールされているスワッピング・フ
ァイルのページ数。

SYSTEM_RIGHTS 文字列 ローカル・システムの権利リストの目次。リモ
ート・システムを指定している場合は，空文字
列( "" )が戻される。この項目は，コンマ( , )で区
切られた識別子名のリストを戻す。

§SYSTEM_UUID 整数値 システムの 128ビットの UUID (Universal
Unique Identifier)

‡SYSTYPE 整数値 Alphaにおいて,ファミリまたはシステム・ハ
ードウェア・プラットフォーム。たとえば，
2は DEC 4000， 3は DEC 7000または DEC
10000， 4は DEC 3000を表す。

TOTAL_PAGES 整数値 物理メモリメモリ・ページの総数。

USED_GBLPAGCNT 整数値 グローバル・ページ・テーブルで現在使用して
いるページ数。

USED_GBLPAGMAX 整数値 グローバル・ページ・テーブルでこれまでの最
大使用ページ数。

USED_PAGES 整数値 使用ページの総数。

VECTOR_EMULATOR 論理値 VAXベクタ命令エミュレータ機能 (VVIEF)の
存在を示すフラグ。

VERSION 文字列 使用している OpenVMSのバージョン（8文字
で残りを空白で埋める）。

VP_MASK 整数値 ベクタ共同プロセッサがあるプロセッサを示す
マスク。

VP_NUMBER 整数値 システムのベクタ・プロセッサ数。

§Integrityのみ

‡Alphaのみ

例

1. $ SYSID = F$GETSYI("SID")
$ SHOW SYMBOL SYSID
SYSID = 19923201 Hex = 01300101 Octal = 000401

この例では， F$GETSYI関数を使用して，システム識別レジスタの情報を戻す方
法を示しています。 SID引数は文字列リテラルなので，引用符 (" ")で囲まれて
います。 F$GETSYI関数から戻される値は， SYSIDシンボルに割り当てられま
す。ノードは指定されていないため，現在のノードに関する情報が戻されます。
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2. $ MEM = F$GETSYI("CLUSTER_MEMBER", "LONDON")
$ SHOW SYMBOL MEM

MEM = "TRUE"

この例では， F$GETSYI関数を使用して， LONDONノードがローカル・クラス
タのメンバであるかどうかを調べています。戻り値 TRUEは，リモート・ノード
LONDONがクラスタのメンバであることを示します。

3. $ LIM = F$GETSYI("IJOBLIM")
$ SHOW SYMBOL LIM

LIM = 16 Hex = 00000010 Octal = 00000000020

この例では， SYSGENパラメータである IJOBLIMが， F$GETSYI関数に対す
る引数として使用されています。この引数は，現在のシステムのバッチ・ジョブ
制限値を戻します。

4. $ DECNETVERS = F$GETSYI("DECNET_VERSION")
$ SHOW SYMBOL DECNETVERS

DECNETVERS = "00050D01"
$ DECNETPHASE = F$INTEGER(F$EXTRACT(2,2,DECNETVERS))
$ SHOW SYMBOL DECNETPHASE

DECNETPHASE = 5 Hex = 00000005 Octal = 00000000005

この例では， F$GETSYIのDECNET_VERSION項目を使用してDECnetバー
ジョンを戻す方法を示しています。

5. $ RADCPU = F$GETSYI("RAD_CPUS")
$ SHOW SYMBOL RADCPU

0,0,0,1,1,4,1,5

この例では，システム・パラメータである RAD_CPUSが， F$GETSYI関数に対
する引数として使用されています。この引数は， RADと CPUのペアのコンマ区
切りのリストを戻します。この例では，第 1の RADと CPUのペアは 0, 0，第 2
のペアは 0,1などとなっています。

RADは， AlphaServer GSシリーズ・システムでサポートされ，OpenVMS
V8.4以降はNUMA対応の Integrityサーバでもサポートされます。
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F$IDENTIFIER

英数字の識別子を，それに相当する整数に変換します。または，その逆の操作を実行
します。識別子は，ユーザのカテゴリを識別するための名前または番号です。システ
ムは，この識別子を使用して，リソースに対する利用者のアクセス権を判断します。

フォーマット

F$IDENTIFIER(識別子，変換タイプ)

戻り値

F$IDENTIFIER関数は，識別子を名前から整数に変換する場合には整数値を，整
数から名前に変換する場合には文字列を戻します。誤った識別子を指定すると，
F$IDENTIFIER関数は空文字列( "" ) (整数から名前に変換する場合)，または 0 (名前
から整数に変換する場合)を戻します。

引数

識別子
変換される識別子を指定します。整数から名前に変換する場合は，整数式として指定
します。名前を整数に変換する場合は，文字列式として指定します。

Name Hidden属性を持つ識別子の場合，質問に識別子がない場合，または権利デー
タベースへの読み込みアクセス権がない場合， F$IDENTIFIERはエラーになりま
す。属性についての詳細は，『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイド』を参照
してください。

変換タイプ
実行される変換のタイプを指定します。識別子引数が英数字の場合は，‘‘NAME_TO_
NUMBER’’を含む文字列として変換タイプを指定します。識別子引数が数値の場合
は，‘‘NUMBER_TO_NAME’’を含む文字列として変換タイプを指定します。
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例

1. $ UIC_INT= F$IDENTIFIER("SLOANE","NAME_TO_NUMBER")
$ SHOW SYMBOL UIC_INT

UIC_INT = 15728665 Hex = 00F00019 Octal = 00074000031
$ UIC = F$FAO("!%U",UIC_INT)
$ SHOW SYMBOL UIC

UIC = [360,031]

この例では， F$IDENTIFIER関数を使用して，MANAGERS， SLOANE］と
いうUICのメンバ識別子を整数に変換しています。 F$IDENTIFIER関数は，メ
ンバ識別子 SLOANEが， 15728665という整数に等しいことを示しています。
SLOANEという識別子を指定する場合には，大文字を使用しなければなりませ
ん。

この 8進数を標準的な数値形式のUICに変換するには， F$FAO関数と !%Uディ
レクティブを使用します (このディレクテイブは，ロングワードを名前形式のUIC
に変換します)。この例では， SLOANEというメンバ識別子は，数値形式のUIC
［360， 031］と同値です。

2. $ UIC_INT = (%O31 + (%X10000 * %O360))
$ UIC_NAME = F$IDENTIFIER(UIC_INT,"NUMBER_TO_NAME")
$ SHOW SYMBOL UIC_NAME

UIC_NAME = "ODONNELL"

この例は，数値形式のUIC［360， 031］に対応する英数字のの識別子を求めて
います。まず，UIC［360， 031］に対応するロングワード整数を求めなければ
なりません。このためにメンバ番号を下位ワードに，グループ番号を上位ワード
に挿入します。次に， F$IDENTIFIER関数を使用して，その整数に対応する名
前形式の識別子を求めます。
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F$INTEGER

指定した式の結果と等価な整数値を戻します。

フォーマット

F$INTEGER(式)

戻り値

指定した式と等価な整数値。

引数

式
評価される式を指定します。整数または文字列式を指定します。

整数式を指定すると， F$INTEGER関数は式を評価し結果を戻します。文字列式を
指定すると， F$INTEGER関数は式を評価し，その結果の文字列を整数に変換して
戻します。

文字列式を評価した後， F$INTEGER関数は次の方法で整数に変換します。評価し
た結果の文字列に，有効な整数を形成する文字が含まれている場合は， F$INTEGER
関数は整数値を戻します。評価した結果の文字列に，有効な整数を形成する文字が含
まれていない場合は，文字列が T， t， Y，または yで始まっていると F$INTEGER
関数は 1を戻します。文字列は他の文字で始まる場合は， F$INTEGERは 0を戻し
ます。

例

1. $ A = "23"
$ B = F$INTEGER("-9" + A)
$ SHOW SYMBOL B
B = -923 Hex=FFFFFC65 Octal=176145

この例では， F$INTEGER関数を使用して，関数により戻された整数値をシンボ
ルに割り当てる方法を示しています。この例では， F$INTEGER関数は，文字列
式 (‘‘–9’’ + A)と等価な整数を戻します。まず F$INTEGER関数は，文字列リテラ
ル‘‘–9’’と‘‘23’’を連結させて，文字列式を評価します。シンボル Aの値は，自動的
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に文字列式に置換される点に注意してください。どちらの引数も文字列リテラル
なので，プラス記号 (+)は文字列連結演算子である点にも注意してください。

文字列式を評価した後， F$INTEGER関数は，結果の文字列式 (‘‘–923’’)を整数に
変換し，値 –923を戻します。この整数値は，シンボル Bに割り当てられます。
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F$LENGTH

指定した文字列の長さを戻します。

フォーマット

F$LENGTH(文字列)

戻り値

文字列の長さを示す整数値

引数

文字列
長さを求める文字列を指定します。文字列式として指定します。

例

1. $ MESSAGE = F$MESSAGE(%X1C)
$ SHOW SYMBOL MESSAGE
MESSAGE = "%SYSTEM-F-EXQUOTA, exceeded quota"

$ STRING_LENGTH = F$LENGTH(MESSAGE)
$ SHOW SYMBOL STRING_LENGTH
STRING_LENGTH = 33 Hex = 00000021 Octal = 000041

この例では，最初の割り当てステートメントでは， 16進数の 1Cに対応するメッ
セージを戻すために， F$MESSAGE関数を使用しています。メッセージは，文字
列式として戻され，MESSAGEというシンボルに割り当てられます。

次に， F$LENGTH関数を使用して，シンボルMESSAGEに割り当てられた文
字列の長さが戻されています。 F$LENGTH関数に対する引数として，シンボル
MESSAGEを使用する場合，引用符 (" ")で囲む必要はありません (シンボルを囲
む引用符は，文字列式では使用されません)。

F$LENGTH関数は，文字列の長さを戻し，その値をシンボル STRING_
LENGTHに割り当てます。この例の最後で，シンボル STRING_LENGTH
の値は，シンボルMESSAGEの値の文字数，つまり 33になります。
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F$LICENSE (Alpha/Integrityのみ)

指定されたライセンスがシステムにロードされているかどうかを確認します。

フォーマット

F$LICENSE(ライセンス名[,製造者名])

戻り値

文字列 TRUEまたは FALSE。

引数

ライセンス名
状態を確認したいライセンス名を指定します。

製造者名
ライセンスを生成した会社の名前を指定します。特に指定しなければ， Alphaシステ
ムの場合はDECが製造者， Integrityシステムの場合はHPが製造者と見なされま
す。他の製造者のライセンスを表示するには，別の製造者名を指定します。

例

1. $ SHOW LICENSE VMSCLUSTER*
Active licenses on node NODE1:

------- Product ID -------- ---- Rating ----- -- Version --
Product Producer Units Avail Activ Version Release Termination
VMSCLUSTER DEC 0 0 100 0.0 (none) 14-MAY-2005
VMSCLUSTER-CLIENT DEC 0 0 100 0.0 (none) 14-MAY-2005

$ WRITE SYS$OUTPUT F$LICENSE("VMSCLUSTER")
TRUE
$ WRITE SYS$OUTPUT F$LICENSE("NONEXISTENT_PAK")
FALSE

この例では， F$LICENSE関数は TRUEを返しており， VMSCLUSTERライセ
ンスがシステムにロードされていることを示しています。逆に，架空のライセン
スNONEXISTENT_PAKは FALSEとなっており，システムにロードされていな
いことを示しています。
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2. $ WRITE SYS$OUTPUT F$LICENSE("ABC")
FALSE
$ WRITE SYS$OUTPUT F$LICENSE("ABC","XYZ")
TRUE

1番目の例は，製品 ABCのライセンスは省略時の製造者 (DECまたはHP)では見
つからなかったことを示しています。 2番目の例は， ABC PAKが製造者 XYZで
見つかったことを示しています。
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F$LOCATE

文字列に含まれる特定の部分を探し，最初の文字のオフセットを整数値で戻します。
オフセットとは，文字列の先頭を基準にした文字 ( 1文字または部分文字列)の位置で
す。オフセットとは，文字列の開始位置を基準にして，文字，または部分文字列まで
の位置を示します。文字列の 1文字目は，常に文字列の先頭からオフセット 0の位置
にあります。

部分文字列が見つからないと， F$LOCATE関数は，検索文字列の長さ (文字列の最
後の文字のオフセットに 1を加算した値)を戻します。

フォーマット

F$LOCATE(部分文字列，文字列)

戻り値

部分文字列引数のオフセットを示す整数値。オフセットとは，文字列の先頭を基準に
した文字 ( 1文字または部分文字列)の位置です。文字列の 1文字目は，常に文字列の
先頭からオフセット 0の位置にあります (文字列の先頭は，常に左端の文字です)。
部分文字列引数がない場合には， F$LOCATE関数は，文字列の最後の文字のオフセ
ットより， 1だけ大きなオフセットを戻します (これは文字列の長さに相当します)。

引数

部分文字列
文字列引数に指定した文字列から検索したい文字列を指定します。

文字列
F$LOCATEが編集する文字列を指定します。

例

1. $ FILE_SPEC = "MYFILE.DAT;1"
$ NAME_LENGTH = F$LOCATE(".",FILE_SPEC)

この例では， F$LOCATE関数は，文字列の先頭を基準にした，文字列中のピ
リオド( . )の位置を戻します。ピリオドはオフセット 6の位置に存在するため，
6という値がシンボルNAME_LENGTHに割り当てられます。また，NAME_
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LENGTHは，MYFILE.DATというファイル指定のファイル名の部分の長さ，つ
まり 6に等しくなります。

部分文字列引数であるピリオドは，文字列リテラルとして指定されているので，
引用符 (" ")で囲まれています。しかし， FILE_SPEC引数はシンボルであるた
め，引用符で囲む必要はありません。このシンボルは，関数を処理しているとき
に，自動的に現在の値に置き換えられます。

2. $ INQUIRE TIME "Enter time"
$ IF F$LOCATE(":",TIME) .EQ. F$LENGTH(TIME) THEN -
GOTO NO_COLON

これは，コマンド・プロシージャの一部です。この中では， F$LOCATE関数の
結果と F$LENGTH関数の結果を比較し，結果が等しいかどうかを調べていま
す。 1文字または部分文字列が，ある文字列に含まれているかどうかを判断する
ときに，この方法をよく使用します。

この例では， INQUIREコマンドが，時刻の値の入力を要求するプロンプトを
表示し，利用者が入力した時刻をシンボル TIMEに割り当てます。 IFコマンド
は，プロンプトに対する応答として入力された文字列に，コロンが含まれてい
るかどうかを調べます。 F$LOCATE関数から戻された値が， F$LENGTH関数
から戻された値と等しい場合には，コロンは文字列の中に含まれていません。
F$LOCATE関数と F$LENGTH関数はどちらも整数値を戻すため， (.EQS.演算
子ではなく) .EQ.演算子が使用されています。

部分文字列引数であるコロンは文字列リテラルであるため，引用符で囲まれてい
ます。しかし，シンボル TIMEは，引用符で囲む必要はありません。これは，文
字列式として自動的に評価されるためです。
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F$MATCH_WILD

比較対象とパターン文字列の間のワイルドカード照合を行います。文字列が一致する
と， TRUEが返されます。

フォーマット

F$MATCH_WILD(比較対象,パターン)

引数

比較対象
パターン文字列と比較する文字列です。

パターン
比較対象文字列に対して行うワイルドカード照合のパターンを指定する文字列です。

例

1. $ write sys$output f$match_wild ("This is a candidate","*c%%d*")
TRUE
$

このコマンドは，比較対象とパターン *c%%d*の間でワイルドカード照合を行
い，文字列が一致していることを検出しています。

2. $ write sys$output f$match_wild ("This is a candidate text", "*candi*)
TRUE
$

このコマンドは，文字列 candiが比較対象に含まれているか判断します。
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F$MESSAGE

特定のシステム状態コードに対応するファシリティ，重要度， ID，およびテキスト
を，文字列として戻します。

フォーマット

F$MESSAGE(状態コード[,メッセージ構成要素リスト])

戻り値

指定した引数に対応するシステム・メッセージを含む文字列。
各システム・メッセージ・ファイルは，数値または値の範囲に対応づけられていま
す。ただし，必ずしもすべての数値に対応するメッセージがあるわけではありませ
ん。対応するメッセージのない数値を引数として指定すると， F$MESSAGE関数
は，NOMSGエラー・メッセージを含む文字列を戻します。

システム・エラー・メッセージについての詳細は，『OpenVMS System Messages:
Companion Guide for Help Message Users』を参照してください。

引数

状態コード
エラー・メッセージ文を表示したい状態コードを指定します。状態コードは，整数式
として指定します。

メッセージ構成要素リスト
システム・メッセージの構成要素を戻すことを指定します。パラメータが空または指
定されない場合は,すべてのシステム・メッセージの構成要素が戻されます。

システム・メッセージの構成要素に有効なキーワードを表 DCLI–11に示します。

表 DCLI–11 F$MESSAGEキーワード

構成要素キーワード 戻される情報

FACILITY 機能名

SEVERITY 重大度表示

(次ページに続く)
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表 DCLI–11 (続き) F$MESSAGEキーワード

構成要素キーワード 戻される情報

IDENT メッセージ・テキスト短縮形

TEXT メッセージの説明

FACILITY, SEVERITY，および IDENTを (個々に，または任意に組み合わせて)指
定すると，戻されたメッセージにはパーセント記号( % )がつくことに注意してくださ
い。複数のキーワードを指定すると,メッセージはハイフンで区切られます。

TEXTだけを指定した場合，メッセージに文字記号は含まれません。 TEXTを
FACILITY， SEVERITY，または IDENTと同時に指定した場合は，メッセージがコ
ンマと空白( , )で区切られます。

例

1. $ ERROR_TEXT = F$MESSAGE(%X1C)
$ SHOW SYMBOL ERROR_TEXT

ERROR_TEXT = "%SYSTEM-F-EXQUOTA, exceeded quota"

この例では， F$MESSAGE関数を使用して，%X1Cという状態コードに対応す
るメッセージを判断する方法を示しています。 F$MESSAGE関数は，メッセージ
文字列を戻します。その文字列は， ERROR_TEXTというシンボルに割り当てら
れます。

2. $ SUBMIT IMPORTANT.COM
$ SYNCHRONIZE /entry=’$ENTRY’
$ IF $STATUS THEN EXIT
$!
$ JOB_STATUS = $STATUS
$!
$ IF "%JOBDELETE" .EQS. F$MESSAGE (JOB_STATUS, "IDENT")
$ THEN

.
.
.

$ ELSE
$ IF "%JOBABORT" .EQS. F$MESSAGE (JOB_STATUS, "IDENT")
$ THEN

.
.
.

$ ELSE
$ .

.

.
$ ENDIF
$ ENDIF
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.

.

.

この例は，バッチ・ジョブをキューに登録し，終了するのを待つコマンド・プロ
シージャです。ジョブが正常に終了しなかった場合は，バッチ・ジョブの終了状
態に基づいてさらに処理が続きます。

最初のコマンドで，コマンド・プロシージャ IMPORTANT.COMを登録します。
2番目のコマンドで， SYNCHRONIZEを使用してジョブが終了するのを待つよ
うに指示します。 3番目のコマンドでジョブの終了を確認し，成功していればプ
ロシージャを終了します。次のコマンドでシンボルに状態を保存します。

最初の IF文は， F$MESSAGEを使用して，実行前にジョブが削除されたかを判
断します。削除されている場合は，ジョブの再登録，またはMAILを使ってユー
ザに知らせる，のいずれか可能な方の処理を行います。

次の IF文は， F$MESSAGEを使用して，ジョブが実行中に削除されたかを判断
します。その結果，クリーンアップ処理されるか，または THENブロックでオペ
レータの介入要求があります。

どちらの IF文も真ではない場合は，その他の失敗状態が戻されます。 ELSE文以
降のブロックで行われる他の処理が要求されます。
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F$MODE

プロセスが実行されているモードを示す文字列を戻します。 F$MODE関数には引数
はありませんが，括弧は指定しなければなりません。

フォーマット

F$MODE( )

戻り値

会話型プロセスの場合は INTERACTIVEという文字列。プロセスが会話型ではない
場合は， BATCH，NETWORK，またはOTHERという文字列が戻されます。戻さ
れる文字列は，常に大文字です。

引数

なし

説明

F$MODEレキシカル関数は，プロセスがじっこうされているモードを示す文字列を
戻します。引き数はとりませんが，括弧は省略できません。

会話型で実行する場合と，非会話型で実行する場合とでは，別々に処理する必要があ
る時，コマンド・プロシージャで F$MODE関数を使用すると便利です。ログイン・
コマンド・プロシージャに F$MODE関数，または F$ENVIRONMENT関数を入れ
ておき，会話型ターミナル・セッションと非会話型セッションではことなるコマンド
を実行するようにしておきます。

ログイン・コマンド・プロシージャに F$MODE関数を含めず，会話型プロセスから
実行されるかどうかを調べていない時に，ログイン・コマンド・プロシージャが非会
話型プロセス (たとえばバッチ・ジョブ)から実行されると，コマンド・プロシージャ
内に会話型プロセスでのみ使用できるコマンドが含まれている場合は，プロセスが異
常終了する可能性があります。

コマンド・プロシージャは F$MODE関数を使用して，会話型ターミナル・セッショ
ンでプロシージャが実行されるかどうか調べることができます。また F$MODE関数
の戻り値に基づいて，制御を移すことができます。
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例

1. $ IF F$MODE() .NES. "INTERACTIVE" THEN GOTO NON_INT_DEF
$ INTDEF: ! Commands for interactive terminal sessions

.

.

.
$ EXIT
$ NON_INT_DEF: !Commands for noninteractive processes

.

.

.

この例では，ログイン・コマンド・ファイルの初めの部分が示されています。こ
のコマンド・プロシージャは， 2つの初期化コマンドがあります。 1つは会話型
モードの場合のコマンドで，もう 1つは (バッチ・ジョブやネットワーク・ジョブ
を含む)非会話型モードの場合のコマンドです。 IFコマンドは， F$MODEから
戻された文字列が， INTERACTIVEという文字列と，等しいかどうかを調べま
す。等しくない場合には，制御はNON_INT_DEFというラベルに分岐します。
等しい場合には， INTDEFというラベルのあとのステートメントが実行され，プ
ロシージャはNON_INT_DEFの前にあるステートメントで終了します。
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F$MULTIPATH (Alpha/Integrityのみ)

特定のマルチパス対応装置の，指定された項目の情報を戻します。

フォーマット

F$MULTIPATH(装置名,項目,コンテキスト・シンボル)

戻り値

要求された情報を含む文字列。

引数

装置名
物理装置名または物理装置名と同等の論理名を指定します。装置名は文字列式で指定
します。

装置名引数を評価した後， F$MULTIPATH関数は 名前の最初の文字を調べます。最
初の文字がアンダースコア (_) の場合は，名前は物理装置名とみなされます。 そうで
ない場合は， 1レベルの論理名変換が実行され， 等価名があればそれが使用されま
す。

項目
戻すべき装置情報の種類を指定します。この引数は文字列式として指定します。現時
点で唯一有効な項目はMP_PATHNAMEです。これは，指定されたマルチパス対応
装置のパス名を示す文字列を戻します。

コンテキスト・シンボル
最初にMP_PATHNAMEを指定して F$MULTIPATHを使用する前に，コンテキス
ト・シンボルを 0に初期化しておく必要があります。 F$MULTIPATH関数は，コン
テキスト・シンボルの値を維持する責任があります。

警告

コンテキスト・シンボルを 0に初期化した後で値を変更しないでください。
値を変更すると， F$MULTIPATHが予測できない動作をします。

DCLI–542



レキシカル関数
F$MULTIPATH (Alpha/Integrityのみ)

説明

システム・サービス$DEVICE_PATH_SCANを呼び出して，特定のマルチパス対応
装置の，指定された項目の情報を戻します。

またレキシカル関数 F$MULTIPATHは，システム・サービス$DEVICE_PATH_
SCANが生成したエラー・メッセージも戻します。

システム・サービス$DEVICE_PATH_SCANについての詳細は，『OpenVMS
System Services Reference Manual』を参照してください。

例

1. $ XYZ = 0
$
$LOOP:
$ PATH = F$MULTIPATH( "$1$DGA12", "MP_PATHNAME", XYZ )
$ IF PATH .EQS. "" THEN GOTO EXIT
$ WRITE SYS$OUTPUT "PATH NAME = ’’PATH’"
$ GOTO LOOP
$
$EXIT:
$ EXIT

この例は，項目コードとしてMP_PATHNAMEを指定した F$MULTIPATHの使
用方法を示します。コンテキスト・シンボル XYZがループの外で 0に初期化され
ている点に注意してください。このコマンド・プロシージャの出力を下に示しま
す。指定されたマルチパス装置のすべてのパスが戻された後，空白のパス名が戻
されてリストの終わりが示されます。

path name = PGA0.5000-1FE1-0001-5782
path name = PGA0.5000-1FE1-0001-5783
path name = PGA0.5000-1FE1-0001-5781
path name = PGA0.5000-1FE1-0001-5784
path name = MSCP
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F$PARSE

ファイル指定を解析し，拡張ファイル指定，またはユーザが指定した特定のファイル
指定フィールドを戻します。

フォーマット

F$PARSE(ファイル指定[,省略時のファイル指定] [,関連ファイル指定] [,フィールド]
[,解析タイプ])

戻り値

他のフィールドも加えて拡張されたファイル指定，または指定したフィールドを含む
文字列。完全ファイル指定を行わなかった場合は， F$PARSE関数は省略時の文字列
を戻します。詳細は説明のセクションを参照してください。

解析中にエラーを検出した場合， F$PARSE関数はたいてい空文字列( "" )を返しま
す。たとえば，ファイル指定が間違った構文である場合や，指定したディスクやデ
ィレクトリが存在しない (結果としてファイル指定が論理的に間違っている)場合
は，空文字列が返されます。ただし，フィールド名を指定する，または解析タイプに
SYNTAX_ONLYを指定すると，適切な情報が返されます。

引数

ファイル指定
解析するファイル指定を含む文字列を指定します。

ファイル指定にはワイルドカード文字を使用できます。この場合， F$PARSEにより
戻されるファイル指定もワイルドカード文字を含んでいます。

省略時のファイル指定
省略時のファイル指定を含む文字列を指定します。

ファイル指定引数で省略されているフィールドがあると，省略時のファイル指定の対
応するフィールドで置換されます。この結果，まだ省略されているフィールドは，関
連ファイル指定引数の対応するフィールドで置換されます。

関連ファイル指定
関連するファイル指定を含む文字列を指定します。
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ファイル指定引数と省略時のファイル指定引数の両方で，省略されているフィールド
があると，関連ファイル指定の対応するフィールドで置換されます。

フィールド
ファイル指定のフィールド名を含む文字列を指定します。この引数を指定すると，
F$PARSE関数は，ファイル指定の特定の部分を戻します。

次のフィールド名のいずれか 1つを指定できます (省略することはできません)。

NODE ノード名

DEVICE 装置名

DIRECTORY ディレクトリ名

NAME ファイル名

TYPE ファイル・タイプ

VERSION ファイル・バージョン番号

解析タイプ
実行される解析タイプを指定します。省略時の設定では， F$PARSE関数は，ファイ
ル指定で指定したディレクトリが，ファイル指定で指定した装置上に存在するかどう
か確認します。ただし，フィールド引数を指定した場合は，ディレクトリの存在は確
認しません。装置とディレクトリは，引数の 1つに明示的に指定できます。また，省
略しても省略時の値として使用されます。

また，省略時の設定で F$PARSE関数は，他の引数として指定されている論理名があ
ると，そのは論理名を変換します。 CONCEALED属性を持つ論理名を検出すると，
F$PARSE関数は，反復変換を停止します。

次のキーワードを使用すると， F$PARSE関数がファイル指定を解析する方法を変更
できます。

NO_CONCEAL ファイル指定の一部に指定された論理名変換時に，‘‘conceal’’属性を無
視する。つまり，隠し論理名が検出されても，論理名変換は終了しな
い。

SYNTAX_ONLY ファイル指定の構文だけをチェックし，指定したディレクトリが装置上
に確認するかどうかは確認しない。

説明

F$PARSE関数は， RMSサービスの$PARSEを使用して，ファイル指定を解析し
ます。$PARSEについての詳細は，『OpenVMS Record Management Services
Reference Manual』を参照してください。

F$PARSE関数を使用する場合，最後に指定した引数の後ろに指定するオプションの
引数を省略することができます。ただし，最後に指定する引数の前 (左)に指定するオ
プションの引数を省略する場合は，プレースホルダーとしてコンマ( , )を入れます。
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ファイル指定引数で装置名およびディレクトリ名を省略すると， F$PARSE関数は，
まず省略時のファイル指定引数，次に関連ファイル指定引数から，省略時設定の名前
を補います。どちらの引数からも名前を得られない場合は，現在の省略時の設定を使
用します。

ノード名，ファイル名，ファイル・タイプ，またはバージョン番号を省略すると，
F$PARSE関数は，まず省略時のファイル指定引数，次に関連ファイル指定引数か
ら省略時設定を補います (ただし，関連ファイル指定引数からは，バージョン番号を
補えない点に注意してください)。どちらの引数からも名前を与えられない場合は，
F$PARSEはこれらのフィールドに空指定を戻します。

解析操作は，指定されたファイル指定が構文的に正しいかどうかを単に確認します。
ファイル指定のセマンティックスは確認しません。たとえば，バージョン番号などの
フィールドは，オプションでハイフン (-)が前に付く 5桁以下の数値であることが確
認されますが，範囲はチェックされません。ファイル指定のセマンティックスは，
Openや Createなどのサービスでチェックされます。

例

1. $ SET DEF DISK2:[FIRST]
$ SPEC = F$PARSE("JAMES.MAR","[ROOT]",,,"SYNTAX_ONLY")
$ SHOW SYMBOL SPEC

SPEC = "DISK2:[ROOT]JAMES.MAR;"

この例では， F$PARSE関数は， JAMES.MARというファイルの拡張ファイル指
定を戻します。この例では， SYNTAX_ONLYキーワードを指定し， F$PARSE
関数は構文だけを調べ，[ROOT]ディレクトリがDISK2に存在するかどうかは調
べないよう指定しています。

省略時の装置とディレクトリは，DISK2:[FIRST]です。割り当て文の省略時の
ファイル指定引数に[ROOT]ディレクトリが指定されているので，[ROOT]ディ
レクトリは出力文字列のディレクトリ名として使用されます。出力文字列に戻さ
れる省略時の装置はDISK2であり，このファイルの省略時のバージョン番号は
空文字です。 JAMES.MARと ROOTという引数は文字列リテラルなので，引用
符( ‘‘’’ )で囲まなければなりません。

構文だけの解析をするように指定せず，しかも［ROOT］がDISK2に存在しない
場合には，空文字列が戻されます。
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2. $ SET DEFAULT DB1:[VARGO]
$ SPEC = F$PARSE("INFO.COM",,,"DIRECTORY")
$ SHOW SYMBOL SPEC
SPEC = "[VARGO]"

この例では， F$PARSE関数は， INFO.COMというファイルのディレクトリ名
を戻します。引数リストで省略時のファイル指定引数と関連ファイル指定引数が
省略されているので，それぞれの位置にコンマ (,)を指定しなければなりません。

3. $ SPEC= F$PARSE("DENVER::DB1:[PROD]RUN.DAT",,,"TYPE")
$ SHOW SYMBOL SPEC
SPEC = ".DAT"

この例では， F$PARSE関数を使用して，ノード名を含むファイル指定を解
析しています。 F$PARSE関数は，DENVERというリモート・ノードの，
RUN.DATというファイルのファイル・タイプである，DATを戻します。

DCLI–547



レキシカル関数
F$PID

F$PID

プロセス識別番号 (PID)を戻し，システムのプロセス・リストで現在の位置を指すよ
うコンテキスト・シンボルを変更します。

フォーマット

F$PID(コンテキスト・シンボル)

戻り値

システムのプロセス・リストの中の，あるプロセスのプロセス識別番号 (PID)を示す
文字列。

引数

コンテキスト・シンボル
システムのプロセス・リストを示すポインタを格納するために， DCLが使用するシ
ンボルを指定します。 F$PID関数は，このポインタを使用して PIDを戻します。

シンボルを使用して，コンテキスト・シンボルを指定します。コマンド・プロシージ
ャ内で最初に F$PID関数を使用する時は，シンボルは未定義のシンボル，空文字列
("")が割り当てられたシンボル，または F$CONTEXT関数で設定されたコンテキス
ト・シンボルを使用します。

コンテキスト・シンボルが未定義または空文字列が割り当てられた場合は， F$PID
関数は，システムのプロセス・リスト中で，アクセス特権を持つ最初の PIDを戻しま
す。つまり，ユーザがGROUP特権を持ち，コテキスト・シンボルが未定義または空
文字列が割り当てられた場合は， F$PID関数は，ユーザのグループで最初のプロセ
スの PIDを戻します。ユーザがWORLD特権を持っている場合は， F$PID関数は，
リストで最初のプロセスの PIDを戻します。ユーザがGROUP特権もWORLD特権
もない場合は， F$PID関数は，該当ユーザが所有している最初のプロセスの PIDを
戻します。後続の F$PID呼び出しは，ユーザがアクセスしているシステム上の他の
プロセスを戻します。

コンテキスト・シンボルが F$CONTEXT関数により設定されている場合， F$PID
関数は， F$CONTEXT呼び出しで指定した選択基準に一致する，システムのプロセ
ス・リストで最初のプロセスを戻します。後続の F$PID呼び出しは， F$CONTEXT
関数により設定された選択基準に一致し，ユーザの現在の特権でアクセスできるプロ
セスの PIDだけを戻します。
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説明

F$PID関数は，プロセス識別番号 (PID)を戻し，システムのプロセス・リストでの現
在の位置を指すようコンテキスト・シンボルを変更します。システム上のすべてのプ
ロセスを使用することもできますし， F$CONTEXT関数を使用して選択基準を指定
することもできます。 F$CONTEXT関数は必須ではありません。

F$PIDが戻すプロセス識別番号 (PID)は，ユーザのプロセスが持つ特権に応じて異な
ります。ユーザのプロセスがGROUP特権を持っている場合は，グループ内のプロセ
スの PIDが戻されます。ユーザのプロセスがWORLD特権を持っている場合は，シ
ステム上のすべてのプロセスの PIDが戻されます。いずれの特権も持たない場合は，
該当ユーザが所有しているプロセスの PIDだけが戻されます。

F$CONTEXT関数は F$PID関数が複合アーキテクチャOpenVMS Clusterシステム
のどのノードからもプロセスを検索できるようにします。

最初に F$PIDを使用するときには，未定義なシンボル，空文字列が割り当てられた
シンボル，または F$CONTEXTで作成したコンテキスト・シンボルを指定してくだ
さい。これにより F$PID関数は，ユーザがアクセス権を没，システムのプロセス・
リストで最初の PIDを戻します。また， F$PID関数はコンテキスト・シンボル引数
を初期化します。

一度コンテキスト・シンボル引数が初期化されると，後続の F$PIDは，
F$CONTEXTで設定した選択基準を使用して順々に PIDを戻します。そして，
コンテキスト・シンボルがあれば，これを更新します。次に取り出す PIDが無くなる
と,空文字列が戻されます。プロセシ・リストの最後の PIDを戻した後は， F$PID関
数は空文字列を戻します。

例

1. $ CONTEXT = ""
$ START:
$ PID = F$PID(CONTEXT)
$ IF PID .EQS. "" THEN EXIT
$ SHOW SYMBOL PID
$ GOTO START

このコマンド・プロシージャは， F$PID関数を使用して， PIDのリストを表示
しています。割り当てステートメントは， CONTEXTというシンボルを宣言して
います。このシンボルは， F$PID関数に対するコンテキスト・シンボル引数とし
て使用されます。 CONTEXTには空文字列が割り当てられているので， F$PID
関数は，アクセス権がある，プロセス・リストで最初の PIDを戻します。
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このコマンド・プロシージャで表示される PIDは，プロセスの持つ特権に応じて
異なります。GROUP特権を持つ場合には，グループに含まれるユーザの PIDが
表示されます。WORLD特権を持つ場合には，システムのすべてのユーザの PID
が表示されます。GROUP特権もWORLD特権も持たない場合には，該当ユーザ
が所有しているプロセスの PIDだけが表示されます。
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F$PRIVILEGE

現在のプロセス特権が，引数に指定されている特権と一致するかどうかに応じて，
TRUEまたは FALSEという文字列値を戻します。特権の肯定形，および否定形のい
ずれも指定できます。

フォーマット

F$PRIVILEGE(特権)

戻り値

TRUEまたは FALSEという値を含む文字列。priv-states引数にリストされた特権の
うち 1つでも偽があると， F$PRIVILEGE関数は文字列 FLASEを戻します。

引数

特権
特権，またはコンマ( , )で区切られた特権のリストを含む文字列を指定します。プロセ
ス特権のリストについては，『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイド』を参照
してください。[NO]ALLを除く，任意のプロセス特権を 1つ指定します。

説明

F$PRIVILEGE関数を使用して，ユーザの現在のプロセスに関する特権を識別しま
す。

特権の前に‘‘NO’’が付いている場合は，関数が TRUEを戻すよう，その特権は無効に
なります。 F$PRIVILEGE関数はリストのキーワードをそれぞれチェックし， 1つ
でも偽があれば FALSEを戻します。
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例

1. $ PROCPRIV = F$PRIVILEGE("OPER,GROUP,TMPMBX,NONETMBX")
$ SHOW SYMBOL PROCPRIV

PROCPRIV = "FALSE"

この例では， F$PRIVILEGE関数を使用して，プロセスがOPER特権，GROUP
特権，および TMPMBX特権を持っているか，またユーザがNETMBX特権を持
っていないかを調べています。

この例に示されているプロセスは，OPER (オペレータ)特権，GROUP特権，
TMPMBX (一時メールボックス)特権，およびNETMBX (ネットワーク・メール
ボックス)特権のすべてを持っています。したがって，プロセスがNETMBX特
権を持っていますが，priv-stateリストにNONETMBXが指定されているため，
FALSEが戻されます。他の 3つのキーワードの論理演算の結果は真ですが，
NONETMBXの結果が偽であるため，この式全体は偽であると評価されます。
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F$PROCESS

現在のプロセス名文字列を得るために使用します。 F$PROCESS関数では引数は必
要ありませんが，括弧は指定しなければなりません。

フォーマット

F$PROCESS( )

戻り値

現在のプロセス名を示す文字列

引数

なし

例

1. $ NAME = F$PROCESS()
$ SHOW SYMBOL NAME
NAME = "MARTIN"

この例では， F$PROCESS関数は現在のプロセス名を戻し，その名前が，
NAMEというシンボルに割り当てられます。
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F$SEARCH

ディレクトリ・ファイルを検索し，指定したファイルの完全ファイル指定を戻しま
す。

フォーマット

F$SEARCH(ファイル指定[,ストリーム id])

戻り値

ファイル指定引数に指定したファイルの，完全な形に拡張されたファイル指定を含む
文字列。 F$SEARCH関数が，ディレクトリ内でそのファイルを見つけられない場合
は，空文字列 ("")を戻します。

引数

ファイル指定
検索するファイル指定を含む文字列を指定します。装置名またはディレクトリ名を省
略する場合には， F$SEARCH関数は，現在の省略時のディスクおよびディレクトリ
を，省略時の値として使用します。しかし F$SEARCH関数は，ファイル名またはフ
ァイル・タイプに対して省略時の値を補いません。バージョン番号を省略する場合に
は， F$SEARCH関数は，最高のバージョン番号を持つファイルのファイル指定を戻
します。ファイル指定引数でワイルドカード文字を使用すると， F$SEARCH関数を
呼び出すたびに，ファイル指定引数に当てはまる次のファイル指定が戻されます。フ
ァイル指定引数に当てはまる最後のファイル指定が戻された後は，空文字列が戻され
ます。

ストリーム id

検索ストリーム識別番号を示す，正の整数を指定します。

F$SEARCH関数を 2回以上使用し，それぞれに異なるファイル指定引数を指定した
い場合は，検索ストリーム識別番号を使用して，それぞれの検索コンテキストを管理
します。コマンド・プロシージャの中で F$SEARCH関数を 2回以上使用し，異な
るファイル指定引数を使用する場合には，各検索を別々に識別するために，ストリー
ム id引数を指定します。

ストリーム id引数を省略すると， F$SEARCH関数は，異なるファイル指定引数が指
定されるたびに，ディレクトリ・ファイルの先頭から検索を開始します。
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説明

F$SEARCHレキシカル関数は， RMSサービスの$SEARCHを呼び出し，ディ
レクトリ・ファイルを検索し，指定したファイルの完全ファイル指定を戻しま
す。 F$SEARCH関数を使用すると，$SEARCH RMSサービスを使用して，ディ
レクトリ内のファイルを検索できます。$SEARCHルーチンについての詳細は，
『OpenVMS Record Management Services Reference Manual』を参照してくださ
い。

コマンド・プロシージャ内のループで F$SEARCH関数を使用すると，ワイルドカー
ド文字を含むファイル指定引数と一致するファイルすべてのファイル指定を戻すこ
とができます。 F$SEARCH関数が実行されるたびに，ワイルドカード文字を含む
ファイル指定に一致する，次のファイル指定が戻されます。次に戻すファイル指定
がなくなると，空文字列が戻されます。ループ内で F$SEARCH関数を使用する場
合は，ファイル指定引数に，アスタリスク (*)またはパーセント記号 (%)ワイルドカ
ード文字を使用しなければなりません。ワイルドカード文字を使用しない場合は，
F$SEARCH関数は常に同じファイル指定を戻します。

次のいずれかの方法を使用して，検索ストリームのコンテキストを維持する必要があ
ります。

• ストリーム id引数を指定し，明示的に維持する。

• ストリーム id引数を省略し， F$SEARCH関数を実行するたびに同じファイル指
定引数を使用して，暗黙に維持する。

検索ストリームのコンテキストを維持しない場合は，異なるファイル指定引数を指定
するたびに，ディレクトリ・ファイルの先頭から新しい検索を開始することになりま
す。

注意

レキシカル関数 F$SEARCHは，ユーザが指定した選択基準に一致したすべて
のファイルを戻すことができます。また，検索開始時から検索終了時までの
間の任意の時点でディレクトリに存在するすべてのファイルを戻すことがで
きます。検索中に作成，リネーム，または削除されたファイルは，戻されな
いことがあります。
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例

1. $ START:
$ FILE = F$SEARCH("SYS$SYSTEM:*.EXE")
$ IF FILE .EQS. "" THEN EXIT
$ SHOW SYMBOL FILE
$ GOTO START

このコマンド・プロシージャは， SYS$SYSTEMディレクトリにある，すべて
の.EXEファイルの最新バージョンのファイル指定を表示します (バージョン番号
にアスタリスク( * )が使用されていないので，最新バージョンだけが表示されま
す)。ファイル指定引数である SYS$SYSTEM:*.EXEは文字列式なので，引用符 ("
")で囲んでいます。

stream-id引数が指定されていないため， F$SEARCH関数は 1つの検索ストリ
ームを使用します。後続の F$SEARCH呼び出しは，同じファイル指定引数を
使用して， SYS$SYSTEMから.EXEファイルの次のファイル指定を戻します。
各.EXEファイルの最新バージョンが表示された後は， F$SEARCH関数は空文字
列を戻し，このプロシージャは終了します。

2. $ START:
$ COM = F$SEARCH ("*.COM;*",1)
$ DAT = F$SEARCH ("*.DAT;*",2)
$ SHOW SYMBOL COM
$ SHOW SYMBOL DAT
$ IF (COM.EQS. "") .AND. (DAT.EQS. "") THEN EXIT
$ GOTO START

このコマンド・プロシージャは，.COMファイルと.DATファイルの両方の省略時
のディスクおよびディレクトリを検索します。各検索のコンテキストが維持され
るように，各 F$SEARCH関数に対してstream-id引数が指定されている点に注意
してください。

最初の F$SEARCH関数は，ファイル・タイプが.COMであるファイルの検索
を，ディレクトリ・ファイルの先頭から開始します。.COMファイルが検出され
ると，検索コンテキストを維持するためにポインタが設定されます。 F$SEARCH
関数をもう一度実行すると，ファイル・タイプが.DATであるファイルの検索を，
ディレクトリ・ファイルの先頭から開始します。このプロシージャがループを実
行して， STARTというラベルに戻ると，各 F$SEARCH関数はstream-id引数を
使用して，ディレクトリ・ファイルの正しい位置から検索を開始します。.COM
ファイルと.DATファイルのすべてのバージョンが戻された後，このプロシージャ
は終了します。
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3. $ FILESPEC = F$SEARCH("TRNTO""SMITH SALLY""::DKA1:[PROD]*.DAT")
$ SHOW SYMBOL FILESPEC
FILESPEC = "TRNTO"smith password"::DKA1:[PROD]CARS.DAT"

この例では， F$SEARCH関数を使用して，リモート・ノードのファイルのファ
イル指定を戻しています。アクセス制御文字列は， F$SEARCH関数に対する引
数として文字列式の一部で使用されているため，二重引用符で囲まれています。
文字列式に引用符含める場合は，二重引用符を 2つ重ねて指定する必要がありま
す。

F$SEARCH関数が，アクセス制御文字列を含むノード名を戻す場合は，実際のユ
ーザのパスワードが‘‘password’’という単語に置き換えられます。
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F$SETPRV

指定した利用者特権を許可または禁止します。 F$SETPRV関数は，利用者特権を示
すキーワードのリストを戻します。このリストには， F$SETPRV関数が実行される
前の指定した特権に関する状態が表示されます。

特権を許可または禁止するためには，指定された特権を変更できるように設定されて
いなければなりません。

特権の制限事項についての詳細は，『OpenVMS System Services Reference
Manual』の$SETPRVシステム・サービスの説明を参照してください。

フォーマット

F$SETPRV(特権)

戻り値

F$SETPRV関数によって変更される前の，プロセス特権を示すキーワードを含む文
字列

引数

特権
特権，またはコンマ( , )で区切られた特権のリストを定義する，文字列式を指定しま
す。

プロセス特権のリストについての詳細は，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』を
参照してください。

説明

レキシカル関数 F$SETPRVは，$SETPRVシステム・サービスを呼び出し，指定し
た利用者特権を許可または禁止します。$SETPRV関数は，利用者特権を示すキーワ
ードのリストを戻します。このリストには， F$SETPRV関数が実行される前の指定
した特権の状態が表示されます。
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特権引数に指定した特権を変更することが許可されているかいないかに関わらず，
F$SETPRV特権は，ユーザの現在の特権に関するキーワードを戻します。ただし，
F$SETPRV関数が許可または禁止するのは，変更することを許可されている特権だ
けです。

F$SETPRV関数を含むプログラムまたはプロシージャを実行する場合は，
F$SETPRV関数が，ユーザのプロセスを適正な特権状態に復元しているかを必
ず確認してください。詳細は，以下の例を参照してください。

例

1. $ OLDPRIV = F$SETPRV("OPER,NOTMPMBX")
$ SHOW SYMBOL OLDPRIV
OLDPRIV = "NOOPER,TMPMBX"

この例では，プロセスはOPER特権および TMPMBX特権を変更できる権限が与
えられています。 F$SETPRV関数はOPER特権を許可し， TMPMBX特権を禁
止します。さらに F$SETPRV関数は，変更する前のこれらの特権の状態を示すた
めに，NOOPERと TMPMBXというキーワードを戻します。

特権キーワードのリストは文字列リテラルなので，引用符( ‘‘’’ )で囲まなければなり
ません。

2. $ SHOW PROCESS/PRIVILEGE

05-JUN-2001 15:55:09.60 RTA1: User: HELRIEGEL

Process privileges:

Process rights identifiers:
INTERACTIVE
LOCAL

$ NEWPRIVS = F$SETPRV("ALL, NOOPER")
$ SHOW SYMBOL NEWPRIVS
NEWPRIVS = "NOCMKRNL,NOCMEXEC,NOSYSNAM,NOGRPNAM,NOALLSPOOL,

NOIMPERSONATE,NODIAGNOSE,NOLOG_IO,NOGROUP,NOACNT,NOPRMCEB,
NOPRMMBX,NOPSWAPM,NOALTPRI,NOSETPRV,NOTMPMBX,NOWORLD,NOMOUNT,
NOOPER,NOEXQUOTA,NONETMBX,NOVOLPRO,NOPHY_IO,NOBUGCHK,NOPRMGBL,
NOSYSGBL,NOPFNMAP,NOSHMEM,NOSYSPRV,NOBYPASS,NOSYSLCK,NOSHARE,
NOUPGRADE,NODOWNGRADE,NOGRPPRV,NOREADALL,NOSECURITY,OPER"

$ SHOW PROCESS/PRIVILEGE

05-JUN-2001 10:21:18.32 User: INAZU Process ID: 00000F24
Node: TOKNOW Process name: "_FTA23:"

Authorized privileges:
NETMBX SETPRV SYSPRV TMPMBX
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Process privileges:
ACNT may suppress accounting messages
ALLSPOOL may allocate spooled device
ALTPRI may set any priority value
AUDIT may direct audit to system security audit log
BUGCHK may make bug check log entries
BYPASS may bypass all object access controls
CMEXEC may change mode to exec
CMKRNL may change mode to kernel
DIAGNOSE may diagnose devices
DOWNGRADE may downgrade object secrecy
EXQUOTA may exceed disk quota
GROUP may affect other processes in same group
GRPNAM may insert in group logical name table
GRPPRV may access group objects via system protection
IMPERSONATE may impersonate another user
IMPORT may set classification for unlabeled object
LOG_IO may do logical i/o
MOUNT may execute mount acp function
NETMBX may create network device
OPER may perform operator functions
PFNMAP may map to specific physical pages
PHY_IO may do physical i/o
PRMCEB may create permanent common event clusters
PRMGBL may create permanent global sections
PRMMBX may create permanent mailbox
PSWAPM may change process swap mode
READALL may read anything as the owner
SECURITY may perform security administration functions
SETPRV may set any privilege bit
SHARE may assign channels to non-shared devices
SHMEM may create/delete objects in shared memory
SYSGBL may create system wide global sections
SYSLCK may lock system wide resources
SYSNAM may insert in system logical name table
SYSPRV may access objects via system protection
TMPMBX may create temporary mailbox
UPGRADE may upgrade object integrity
VOLPRO may override volume protection
WORLD may affect other processes in the world

Process rights:
INTERACTIVE
LOCAL

System rights:
SYS$NODE_TOKNOW

$ NEWPRIVS = F$SETPRV(NEWPRIVS)
$ SHOW PROCESS/PRIVILEGE

05-JUN-2001 16:05:07.23 RTA1: User: JERROM

Process privileges:
OPER operator privilege
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Process rights identifiers:
INTERACTIVE
LOCAL

この例では，DCLコマンドの SHOW PROCESS/PRIVILEGEコマンドを使用し
て，現在のプロセスに関する特権を表示しています。このプロセスには何も特権
がありません。

次に， F$SETPRV関数を使用して， ALLキーワードを処理し，シンボル
NEWPRIVSに記録されている各特権の以前の状態を許可します。次に
F$SETPRV関数はNOOPERキーワードを処理し，OPERの以前の状態を
NEWPRIVSに記録し，OPER (オペレータ)特権を禁止します。戻される文字列
にOPER特権が 2回表示される点に注意してください。最初はNOOPER，次は
OPERと表示されます。

SHOW PROCESS/PRIVILEGEコマンドを入力すると，現在のプロセスでは，
OPER特権を除くすべての特権が許可されていることが表示されます。

戻される文字列を F$SETPRVのパラメータとして使用すると，プロセスは
OPER特権が許可されます。これはNEWPRIVSシンボルにOPERコマンドが 2
度表示されたためです。その結果， F$SETPRVは最初のキーワードNOOPERを
検索し，特権を無効にします。最終的にはNEWPRIVS文字列内の他のキーワー
ドを処理した後，OPERが表示され，OPER特権が許可されます。

現在の特権環境を保存するために ALLやNOALLを使用する場合は，次のコマン
ド・プロシージャを実行して，コマンド・プロシージャのプロセスを変更するこ
とをおすすめします。

$ CURRENT_PRIVS = F$SETPRV("ALL")
$ TEMP = F$SETPRV("NOOPER")

このプロシージャを使用すると，以前の特権環境に戻すために，コマンド・プロ
シージャの最後に次のコマンドを指定することができます。

$ TEMP = F$SETPRV(CURRENT_PRIVS)

3. $ SAVPRIV = F$SETPRV("NOGROUP")
$ SHOW SYMBOL SAVPRIV
SAVPRIV = "GROUP"

$ TEST = F$PRIVILEGE("GROUP")
$ SHOW SYMBOL TEST
TEST = "TRUE"

この例では，プロセスにはGROUP特権を変更する権限が与えられていません。
しかし， F$SETPRV関数は，GROUP特権の現在の設定情報を戻します。

F$PRIVILEGE関数は，プロセスがGROUP特権を持つかどうかを判断する
ために使用されています。この関数から戻された TRUEという文字列は，
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F$SETPRV関数がこの特権を禁止しようとしたにもかかわらず，プロセスが
GROUP特権を持つことを示しています。
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F$STRING

指定した式に相当する文字列を戻します。

フォーマット

F$STRING(式)

戻り値

指定した式に相当する文字列

引数

式
F$STRING関数によって評価される整数または文字列式を指定します。

整数式を指定した場合は， F$STRING関数は，式を評価した後で文字列に変換し，
文字列を返します。文字列式を指定した場合は， F$STRINGは式を評価した結果を
返します。

整数を文字列へ変換する時， F$STRING関数は 10進表現を使用し先行の 0は省略し
ます。負の整数を変換する場合は， F$STRING関数は，整数を示す文字列の先頭に
マイナス記号を付加します。

例

1. $ A = 5
$ B = F$STRING(-2 + A)
$ SHOW SYMBOL B
B = "3"

この例で， F$STRING関数は， (–2 + A)という整数式の結果を，数値文字列 3
に変換します。まず， F$STRING関数は， (–2 + A)という式を評価します。シ
ンボル Aの値である 5は，整数式が評価されるときに自動的に置換されます。

整数式が評価されたあと， F$STRING関数は，式から求められた 3という整数を
文字列の‘‘3’’に変換します。この文字列が，シンボル Bに割り当てられます。
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F$TIME

現在の日付/時刻を絶対時間形式で戻します。

F$TIME関数には引数がありませんが，括弧は指定しなければなりません。

フォーマット

F$TIME( )

戻り値

現在の日付と時刻を含む文字列。戻される文字列は，次の形式の 23文字から構成さ
れます。

dd-mmm-yyyy hh:mm:ss.cc

現在の日が 1～ 9の場合は，戻される文字列の最初の文字は空白です。文字列のうち
時刻の部分は，常に文字列位置 13，つまり文字列の先頭から 12文字のオフセット位
置です。

返される文字列の空白を保持するには，等号( = )を使用しなければなりません。文字
列代入演算子( := )を使用すると，先行する空白文字が除かれます。

引数

なし

例

1. $ OPEN/WRITE OUTFILE DATA.DAT
$ TIME_STAMP = F$TIME()
$ WRITE OUTFILE TIME_STAMP

この例では， F$TIME関数を使用して，コマンド・プロシージャから作成し
たファイルに，タイムスタンプを記録する方法を示しています。OUTFILEは
DATA.DATというファイルの論理名で，このファイルは書き込みのためにオープ
ンされています。 F$TIME関数は，現在の日付および時刻文字列を戻し，この文
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字列を， TIME_STAMPというシンボルに割り当てます。WRITEコマンドは，
日付および時刻文字列をOUTFILEに書き込みます。

DCLI–565



レキシカル関数
F$TRNLNM

F$TRNLNM

論理名を変換し，同値名文字列，または要求されている論理名の属性を戻します。

フォーマット

F$TRNLNM(論理名[,表] [,索引] [,モード] [,ケース] [,項目])

戻り値

指定した論理名の同値名，または属性。戻される値は， F$TRNLNM関数に指定した
引数に応じて，文字列または整数になります。 F$TRNLNM関数は，一致するものが
ないと空文字列( "" )を戻します。

引数

論理名
変換される論理名を含む文字列を指定します。

表
論理名を変換するために， F$TRNLNM関数が検索する論理名テーブル ( 1つまたは
複数)名を含む文字列を指定します。ここで指定する引数は，論理名テーブルまたは
論理名テーブルのリストに変換される，論理名でなければなりません。

論理名テーブルを指す論理名は，次に示す論理名テーブルのいずれかで定義しなけれ
ばなりません。

• LNM$SYSTEM_DIRECTORY

• LNM$PROCESS_DIRECTORY

注意

F$TRNLNM関数を使用した後， CREATE/NAME_TABLEコマンドを使用し
て論理名テーブルを作成し，それを F$TRNLNMにアクセス可能なプライベ
ート・テーブルにしたい場合は，プライベート・テーブルを含めるよう，テ
ーブル論理名のうちのいずれか 1つを再定義しなければなりません。通常
F$TRNLNMによって検索されるすべてのテーブルを表示するには，次のコマ
ンドを実行してください。

$ SHOW LOGICAL/STRUCTURE LNM$DCL_LOGICAL

詳細は， CREATE/NAME_TABLEおよび SHOW LOGICALコマンドの説明を
参照してください。
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tableパラメータを省略した場合，省略時の設定により LNM$DCL_LOGICALが
使用されます。つまり F$TRNLNM関数は，論理名 LNM$DCL_LOGICALの指
す論理名テーブルを検索します。 LNM$DCL_LOGICALが再定義されない限り，
F$TRNLNM関数は，プロセス，ジョブ，グループ，システムの論理名テーブルをこ
の順序で検索し，最初に一致した同値名を戻します。

索引
論理名が 2回以上変換された場合，戻される同値名の数を指定します。論理名が定義
されていると,インデックスは，名前がリストされた順序で同値名文字列を参照しま
す。

インデックスは 0で始まります。つまり，同値名リストの最初の名前はインデックス
0によって参照されます。

索引引数を指定しない場合には，省略時の値として 0が使用されます。

モード
変換のアクセス・モードを指定します。アクセス・モードは，USER (省略時の設
定)， SUPERVISOR， EXECUTIVE，またはKERNELのいずれか 1つを含む文字
列で指定します。

F$TRNLNM関数は，モード引数で指定したアクセス・モードで作成された論理名の
検索を開始します。一致する論理名が見つけられないと， F$TRNLNM関数は，よ
り内側のアクセス・モードで作成された論理名の検索を行い，最初に一致したものを
戻します。たとえば，同一名の論理名が 2つ定義されていて， 1つはUSERアクセ
ス・モードで，もう 1つは EXECUTIVEアクセス・モードで作成されたと仮定しま
す。モード引数にUSERを指定すると， F$TRNLNM関数は，エグゼクティブ・モ
ードではなくユーザ・モードの，論理名の同値文字列を戻します。

ケース
実行される変換のタイプを指定します。ケース引数は，変換のケースおよび変換がイ
ンターロックされるかどうかの両方を制御します。

ケース引数には， CASE_BLIND (省略時の設定)， CASE_SENSITIVE，
NONINTERLOCKED (省略時の設定)， INTERLOCKEDの任意の組み合わせ
を指定することができます。

CASE_BLINDを指定すると， F$TRNLNM関数は，ケースに関わりなく論理名テー
ブルで論理名を検索し，最初に見つかった論理名を変換して戻します。一致するもの
が見つからない場合は，この関数は空文字列( "" )を戻します。

CASE_SENSITIVEを指定すると， F$TRNLNM関数は，論理名引数に指定し
たケースの論理名だけを検索します。正確に一致するものが見つからないと，
F$TRNLNM関数は空文字列( "" )を戻します。
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INTERLOCKEDを指定すると， F$TRNLNM関数は，進行中のクラスタ単位の論
理名のすべての修正が完了するまで実行されません。続いて一致するものが見つかる
と，変換の結果が返されます。一致するものが見つからないと， F$TRNLNM関数は
空文字列( "" )を戻します。

NOINTERLOCKEDを指定すると， F$TRNLNM関数は直ちに実行されます。一致
するものが見つかると，変換の結果が返されます。一致するものが見つからないと，
F$TRNLNM関数は空文字列( "" )を戻します。

項目
指定した論理名に関して， F$TRNLNM関数が戻す情報のタイプを含む文字列を指定
します。次のいずれか 1つを指定します。

項目
戻される
タイプ 戻される情報

ACCESS_MODE 文字列 論理名に対応するアクセス・モード。アクセス・モ
ードは， USER， SUPERVISOR， EXECUTIVE，
KERNELのいずれか 1つ。

CLUSTERWIDE 文字列 論理名がクラスタ単位の論理名テーブルにある場合は
TRUE，そうでない場合は FALSE。

CONCEALED 文字列 論理名が作成されたときに， /TRANSLATION_
ATTRIBUTES修飾子を指定して， CONCEALED
属性を指定した場合は TRUE，そうでない場合は
FALSE。 CONCEALED属性は，隠し論理名を作成
するために使用される。

CONFINE 文字列 論理名が制限されている場合は TRUE，そうでない場
合は FALSE。論理名が制限されている (TRUE)場合
には，論理名はサブプロセスにコピーされない。論理
名が制限されていない (FALSE)場合には，その論理
名はサブプロセスにコピーされる。

CRELOG 文字列 CRELOG属性を使用して， $CRELOGシステム・サ
ービスまたは$CRELNMシステム・サービスにより
論理名が作成された場合は TRUE，そうでない場合は
FALSE。

LENGTH 整数値 指定された論理名に対応する，同値名の長さを戻す。
論理名に複数の同値名が与えられている場合には，
F$TRNLNM関数は，インデックス引数によって指定
された名前の長さを戻す。

MAX_INDEX 整数値 論理名に対して定義されている最大のインデックスを
戻す。インデックスは， 1つの論理名にいくつの同値
名が与えられているかを示す。インデックスは 0から
始まる。つまり，インデックス 0は，同値名リストの
最初の名前を参照する。

NO_ALIAS 文字列 論理名が NO_ALIAS属性を持つ場合は TRUE，そう
でない場合は FLASE。 NO_ALIAS属性は，同じ名前
を持つ論理名を，より外部のアクセス・モードでは作
成できないことを示す。

TABLE 文字列 論理名が，論理名テーブルを指す論理名である場合は
TRUE，そうでない場合は FLASE。
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項目
戻される
タイプ 戻される情報

TABLE_NAME 文字列 論理名が検出されたテーブル名。

TERMINAL 文字列 論理名が作成されたときに， /TRANSLATION_
ATTRIBUTES修飾子を指定して， TERMINAL
属性を指定した場合は TRUE，そうでない場合は
FALSE。 TERMINAL属性は，論理名が反復変換の
対象にならないことを示す。

VALUE 文字列 省略時の設定。指定した論理名に対応する同値名を戻
す。論理名に複数の同値名が与えられている場合は，
F$TRNLNM関数は，インデックス引数で指定した名
前を戻す。

説明

F$TRNLNMレキシカル関数は，$TRNLNMシステム・サービスを呼び出して論理
名を変換し，同値名文字列，または指定した論理名の要求した属性を戻します。反復
変換は行われません。つまり，一度変換された同値名文字列は，それが論理名である
かどうかチェックされません。

F$TRNLNM関数を使用する場合は，最後に指定する引数の右側で使用するオプショ
ンの引数は省略できます。ただし，最後に指定する引数の左側で使用するオプション
の引数を省略する場合は，プレースホルダとしてコンマ( , )を指定しなければなりませ
ん。

コマンド・プロシージャ内で F$TRNLNM関数を使用すると，論理名の現在の同値名
文字列を保存し，後でリストアすることができます。また，論理名が割り当てられて
いるかどうか確認するために使用することもできます。

例

1. $ SAVE_DIR = F$TRNLNM("SYS$DISK")+F$DIRECTORY()
.
.
.

$ SET DEFAULT ’SAVE_DIR’

この割り当てステートメントは， F$DIRECTORY関数から戻された値と
F$TRNLNM関数から戻された値を連結し，その結果である文字列を SAVE_DIR
というシンボルに割り当てます。この場合 SAVE_DIRシンボルは，完全な装置お
よびディレクトリ名文字列から構成されます。
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SYS$DISKという引数は文字列であるため，引用符 (" ")で囲まれています (コマ
ンド・インタプリタは，引数が二重引用符で囲まれていない限り，英字から始ま
るすべての引数を，シンボルまたはレキシカル関数として取り扱います)。省略
可能な引数は指定されていないため， F$TRNLNM関数は省略時の値を使用しま
す。

コマンド・プロシージャの最後で，もとの省略時のディレクトリにリセットされ
ます。ディレクトリを元に戻す場合には，シンボル置換を強制的に実行するため
に， SAVE_DIRというシンボルを一重引用符 (’ ’)で囲まなければなりません。

2. $ DEFINE/TABLE=LNM$GROUP TERMINAL ’F$TRNLNM("SYS$OUTPUT")’

この例は，コマンド・プロシージャから抜粋した行です。ここでは，( 1 )
F$TRNLNM関数を使用して，現在の出力装置の名前を判断し，( 2 )同値文字
列に基づいて，グループ論理名テーブルにエントリを作成します。

SYS$OUTPUTという引数は文字列であるため，二重引用符で囲まなければなり
ません。

また，この例では，レキシカル関数が強制的に評価されるようにするために，
F$TRNLNM関数自身も一重引用符で囲まなければなりません。引用符で囲まな
いと，DEFINEコマンドはレキシカル関数を自動的には評価しません。

3. $ RESULT= -
_$ F$TRNLNM("INFILE","LNM$PROCESS",0,"SUPERVISOR",,"NO_ALIAS")
$ SHOW SYMBOL RESULT

RESULT = "FALSE"

この例では， F$TRNLNM関数は，論理名 INFILEを定義したプロセス論理名テ
ーブルを検索します。まず，スーパバイザ・モードで作成された論理名 INFILE
を検索します。一致するものがない場合は，エグゼクティブ・モードで作成され
た INFILEを検索します。

一致するものがあった場合は， INFILEという名前がNO_ALIAS属性で作成さ
れたかどうかを判断します。この例の場合, NO_ALIAS属性は指定されていませ
ん。

4. $ foo=f$trnlnm("FOO","LNM$SYSCLUSTER",,,"INTERLOCKED",)

この例では，論理名 FOOが LNM$SYSCLUSTERテーブル内で
INTERLOCKED方式で検索されて変換が実行されます。すなわち，同一ク
ラスタ内の現在のノード上あるいは別のノード上で進行中のクラスタ単位の論理
名のすべての修正は，この変換が実行される前に完了します。これにより，変換
が最新の FOO定義に基づくものであることを保証します。

ケース変換が指定されていないので，省略時の設定の CASE_BLINDで実行され
ます。
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5. $ foo=f$trnlnm("FOO","LNM$SYSCLUSTER",,,"INTERLOCKED,CASE_SENSITIVE",)

この例では， CASE_SENSITIVEおよび INTERLOCKED変換の両方を指定しま
す。
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F$TYPE

シンボルのデータ・タイプを判断します。シンボルが整数と等しいと定義されている
場合や，シンボルが有効な整数を構成する文字列と等しいと定義されている場合に
は， INTEGERという文字列が戻されます。

シンボルが有効な整数を構成しない文字列と等しいと定義されている場合には，
STRINGという文字列が戻されます。

シンボルが未定義の場合には，空文字列( "" )が戻されます。

フォーマット

F$TYPE(シンボル名)

戻り値

シンボルが整数と等しいと定義されている場合や，シンボルが有効な整数を構成する
文字列と等しいと定義されている場合には， INTEGERという文字列が戻されます。
シンボルが，コンテキスト・タイプ引数に PROCESSを指定した F$CONTEXT呼
び出し，または F$PID関数呼び出しにより，シンボルが作成された場合は，文字列
PROCESS_CONTEXTが戻されます。シンボルとキーワード CANCELを使用して
F$CONTEXTを呼び出すまで，または F$PIDで空文字列( "" )を戻すまで，シンボル
のタイプは変わりません。

同様に， F$CSID関数で作成されたシンボルに対しては文字列 CLUSTER_
SYSTEM_CONTEXTが戻されます。

シンボルがコンテキト・シンボルの場合，表 DCLI–12に示すタイプのいずれか 1つ
が戻されます。

表 DCLI–12 コンテキスト・シンボル・タイプ

シンボル・タイプ シンボルを作成するレキシカル関数

PROCESS_CONTEXT F$PIDまたは F$CONTEXT (PROCESSコンテンキ
スト・タイプ指定)

CLUSTER_SYSTEM_CONTEXT F$CSID

シンボルが有効な整数を構成しない文字列と等しいと定義されている場合，またはシ
ンボルのタイプがコンテキストではない場合は，文字列 STRINGが戻されます。

シンボルが未定義の場合には，空文字列が戻されます。
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引数

シンボル名
評価されるシンボル名を指定します。

例

1. $ NUM = "52"
$ TYPE = F$TYPE(NUM)
$ SHOW SYMBOL TYPE
TYPE = "INTEGER"

この例では， F$TYPE関数を使用して，NUMというシンボルのデータ・タイプ
を判断しています。シンボルNUMには，文字列‘‘52’’が割り当てられています。
この文字列は有効な整数を構成するため， F$TYPE関数は文字列 INTEGERを戻
します。

2. $ NUM = 52
$ TYPE = F$TYPE(NUM)
$ SHOW SYMBOL TYPE
TYPE = "INTEGER"

この例では，シンボルNUMには，整数の 52が割り当てられています。したがっ
て F$TYPE関数は，このシンボルのタイプが整数データ・タイプであることを示
しています。

3. $ CHAR = "FIVE"
$ TYPE = F$TYPE(CHAR)
$ SHOW SYMBOL TYPE
TYPE = "STRING"

この例では，シンボル CHARには文字列 FIVEが割り当てられています。この文
字列は有効な整数を構成しないため， F$TYPE関数は，シンボルが文字列値を持
つことを示しています。

4. $ x = F$CONTEXT("PROCESS",CTX,"USERNAME","SMITH")
$ TYPE = F$TYPE(CTX)
$ SHOW SYMBOL TYPE
TYPE = "PROCESS_CONTEXT"

$ x = F$CONTEXT("PROCESS",CTX,"CANCEL")
$ TYPE = F$TYPE(CTX)
$ SHOW SYMBOL TYPE
TYPE = ""

この例では，context-type引数に PROCESSを指定して F$CONTEXT関数を呼び
出してシンボルを作成したので， F$TYPE関数は文字列 PROCESS_CONTEXT
を戻します。シンボルとselection-item引数に CANCELを指定して F$CONTEXT
を呼び出すまで，シンボルが戻すタイプは変わりません。
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F$UNIQUE (Alpha/Integrityのみ)

ファイル名に適した，クラスタ内で必ず固有である文字列を生成します (例は CLOSE
/DISPOSITIONを参照してください)。

F$UNIQUE関数には修飾子がありませんが，後に何も含まれていない括弧を添える
必要があります。

フォーマット

F$UNIQUE( )

戻り値

固有の文字列が含まれている 1つの文字列。

引数

なし

例

1. $ WRITE SYS$OUTPUT F$UNIQUE()
414853555241159711D7DF797CCF573F
$
$ WRITE SYS$OUTPUT F$UNIQUE()
414853555241509811D7DF797E3F2777
$

この例では，後に続くWRITEコマンドによって固有の文字列が戻される仕組み
を示しています。
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2. $ OPEN/WRITE TEMP_FILE ’F$UNIQUE()
$ DIRECTORY

Directory WORK1:[TEST]

594B53554C421C9C11D75463D61F58B7.DAT;1

Total of 1 file.
$
$ CLOSE/DISPOSITION=DELETE TEMP_FILE
$ DIRECTORY
%DIRECT-W-NOFILES, no files found
$

最初のコマンドによって一時的ファイルが作成され，そのファイルに固有の名前
が与えられ，後に続くDIRECTORYコマンドによって表示されます。後でこのフ
ァイルを閉じて削除すると，ディレクトリに表示されなくなります。
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F$USER

現在の利用者識別コード (UIC)を，名前形式で戻します。 F$USER関数では，引数
は使用されませんが，括弧は指定しなければなりません。

フォーマット

F$USER( )

戻り値

かぎ括弧( [ ] )も含めて，現在の利用者識別 (UIC)を含む文字列。 UICは，[グループ
識別コード，メンバ識別コード]という形式で戻されます。

引数

なし

例

1. $ UIC = F$USER()
$ SHOW SYMBOL UIC

UIC = "[GROUP6,JENNIFER]"

この例では， F$USER関数は現在の利用者識別コードを戻し，その値をUICと
いうシンボルに割り当てます。
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F$VERIFY

プロシージャ・チェック機能が，現在オンになっているのか，オフになっているのか
を示す整数値を戻します。引数を指定する場合， F$VERIFY関数は，プロシージャ
とイメージのチェック機能をオンまたはオフにすることができます。指定する引数の
有無にかかわらず， F$VERIEY関数のあとに括弧を指定しなければなりません。

フォーマット

F$VERIFY([プロシージャ値] [,イメージ値])

戻り値

プロシージャ・チェック機能がオフの場合には整数の 0が，プロシージャ・チェック
機能がオンの場合には整数の 1が戻されます。

引数

プロシージャ値
プロシージャ・チェック機能をオフに設定する場合には値が 0の整数式を指定し，プ
ロシージャ・チェック機能をオンに設定する場合には値が 1の整数式を指定します。

プロシージャ・チェック機能がオンの場合，コマンド・プロシージャの各行は出力装
置に出力されますので，コマンド・プロシージャの実行を確認できます。

プロシージャ値引数を指定すると，まず，現在のプロシージャ・レベルのチェック機
能の設定を戻します。次に，指定した引数にしたがって，コマンド・インタプリタが
プロシージャ・チェック機能をオンまたはオフにします。

イメージ値
イメージ・チェック機能をオフに設定する場合には値が 0の整数式を指定し，イメー
ジ・チェック機能をオンに設定する場合には値が 1の整数式を指定します。

イメージ・チェック機能がオンの場合，コマンド・プロシージャの各行は出力装置に
出力されます。
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説明

レキシカル関数 F$VERIFYは，プロシージャ・チェック機能のオンまたはオフを示
す整数値を戻します。引数を指定すると，プロシージャおよびイメージ・チェック機
能を，オンまたはオフにできます。引数の有無に関わらず，括弧は指定しなければな
りません。

コマンド・プロシージャ内で F$VERIFY関数を使用すると，現在のチェック機能の
設定を調べることができます。たとえば，チェック機能の設定を変更する前に現在の
設定を保存し，その後その保存値を回復することができます。また，呼び出し前の設
定に関らず，コマンド行の表示 (または印刷)を行わないコマンド・プロシージャを書
くこともできます。

F$VERIFY関数には， 0～ 2個の引数を指定できます。引数を指定しないと，どち
らのチェック機能の設定も変更されません。procedure-value引数のみを指定した場合
は，プロシージャ・チェック機能およびイメージ・チェク機能の両方の設定が変更さ
れます。

両方の引数を指定した場合は，プロシージャ・チェック機能およびイメージ・チェッ
ク機能は，別々にオンまたはオフに設定できます。イメージ値引数だけを指定する
と，イメージ・チェック機能だけをオンまたはオフにできます。イメージ値引数だけ
を指定する場合は，引数の前にコンマ( , )を指定しなければなりません。

F$ENVIRONMENT関数に， VERIFY_PROCEDUREまたは VERIFY_IMAGE引
数を指定することもできます。 F$ENVIRONMENT関数は，どちらの設定状態も返
すことができますが， F$VERIFY関数は，プロシージャ・チェック機能の設定のみ
返します。

DCLは， F$ENVIRONMENT関数が一重引用符( ‘ ’ )で囲まれていれば，コメント文
字の後にあっても処理します。これは，DCLがコメント中で行う唯一の例外です。

例

1. $ SAVE_PROC_VERIFY = F$ENVIRONMENT("VERIFY_PROCEDURE")
$ SAVE_IMAGE_VERIFY = F$ENVIRONMENT("VERIFY_IMAGE")
$ SET NOVERIFY

.

.

.
$ TEMP = F$VERIFY(SAVE_PROC_VERIFY, SAVE_IMAGE_VERIFY)

この例は，コマンド・プロシージャの抜粋です。最初の割り当てステートメント
は，現在のプロシージャ・チェック機能の設定を， SAVE_PROC_VERIFYとい
うシンボルに割り当てます。 2番目の割り当てステートメントは，現在のイメー
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ジ・チェック機能の設定を， SAVE_IMAGE_VERIFYというシンボルに割り当て
ます。

次に SET NOVERIFYコマンドは，プロシージャとイメージのチェック機能を禁
止します。このあとで， F$VERIFY関数は，もとの値 (シンボル SAVE_PROC_
VERIFYおよび SAVE_IMAGE_VERIFYに割り当てられている値)を使用して，
チェック機能の設定を元の状態に戻します。シンボル TEMPには， F$VERIFY
関数によって変更される前のプロシージャ・チェック機能の設定が含まれていま
す (この例では， TEMPの値は使用されていません)。

2. $ VERIFY = F$VERIFY(0)
.
.
.

$ IF VERIFY .EQ. 1 THEN SET VERIFY

この例は，コマンド・プロシージャからの抜粋です。ここでは F$VERIFY関数を
使用して，現在のプロシージャ・チェック機能の設定を保存し，プロシージャ・
チェック機能とイメージ・チェック機能の両方をオフにしています。プロシージ
ャ・チェック機能がもともとオンに設定されていた場合には，コマンド・プロシ
ージャの最後で，プロシージャ・チェック機能とイメージ・チェック機能の両方
がオンに設定されます。
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LIBRARY

Librarianユーティリティを起動します。 Librarianユーティリティはオブジェク
ト，マクロ，ヘルプ，テキスト，または共有イメージ・ライブラリを，作成，修正，
あるいは記述します。

Librarianユーティリティについての詳細は，『HP OpenVMS Command
Definition, Librarian, and Message Utilities Manual』またはオンライン・ヘル
プを参照してください。

フォーマット

LIBRARY ライブラリ・ファイル指定 [入力ファイル指定[,...]]
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LICENSE

ライセンス管理ユーティリティを起動します。ライセンス管理ユーティリティは，
OpenVMSオペレーティング・システム上のソフトウェアのライセンスを管理しま
す。

ライセンス管理ユーティリティについての詳細は，『OpenVMS License
Management Utility Manual』またはオンライン・ヘルプを参照してください。

フォーマット

LICENSE サブコマンドパラメータ
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LINK

OpenVMSリンカを起動します。OpenVMSリンカは 1つまたは複数のオブジェク
ト・モジュールを 1つのプログラム・イメージとリンクさせ，そのイメージの実行属
性を定義します。

LINKコマンドを含めリンカについての詳細は，『OpenVMS Linker Utility
Manual』またはオンライン・ヘルプを参照してください。

フォーマット

LINK ファイル指定[,...]
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LOGINプロシージャ

会話型モードのターミナル・セッションを開始します。

フォーマット

Ctrl/C

Ctrl/Y

Return

説明

LOGINコマンドは存在しません。システムにアクセスする意図を知らせるには，現
在使用中でない端末で， Return， Ctrl/C，または Ctrl/Yを押して知らせます。シス
テムから，ユーザ名とパスワード (および設定されている場合は第 2パスワード)を求
めるプロンプトが表示され，ユーザ名とパスワードが確認されます。

ユーザ名を入力した直後に省略可能な修飾子を指定します。 Returnを押すと，パス
ワードを求めるプロンプトが表示されます。

ログイン・プロシージャは，次の機能を実行します。

• ユーザ名とパスワードを，システムの利用者登録ファイル (UAF)のエントリと比
較して，システムにアクセスする権利を確認する

• UAFのユーザ名エントリに基づいて，ターミナル・セッションの省略時の属性を
確立する

• (存在する場合は)コマンド・プロシージャ・ファイル SYS$SYLOGIN.COMを実
行する

• (省略時の設定のディレクトリに存在する場合は)コマンド・プロシージャ・ファ
イル LOGIN.COMを実行する，または， (存在する場合は) UAFに定義されたコ
マンド・ファイルを実行する

リモートまたはダイアルアップ回線からシステムにアクセスするユーザに対して，再
試行ファシリティ付きでセットアップされているシステムがあります。これらのシス
テムでは，ユーザまたはパスワードを誤って入力した場合に，再入力できます。ログ
イン情報を再入力するには， Returnを押します。ユーザ名を求めるプロンプトが，
再度表示されます。ユーザ名を再入力して Returnを押すと，情報がシステムへ送信
されます。次に，パスワードを求めるプロンプトが表示されます。ログイン情報を入
力できる回数と試行間隔には制限があります。
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修飾子

/CLI=コマンド言語インタプリタ
利用者登録ファイルに登録されている省略時のコマンド言語インタプリタ (CLI)を変
更するために，別のコマンド言語インタプリタの名前を指定します。ここで指定する
CLIは， SYS$SYSTEMに存在しなければならず，ファイル・タイプは EXEでなけ
ればなりません。

コマンド・インタプリタを指定せずに/CLI修飾子を指定した場合，利用者登録ファイ
ル (UAF)にも省略時の CLIが登録されていなければ，システムは/CLI=DCLという
省略時の修飾子を使用します。

/COMMAND[=ファイル指定] (省略時の設定)
/NOCOMMAND

ログインしたときに，省略時のログイン・コマンド・プロシージャを実行するか
どうかを制御します。別のログイン・コマンド・プロシージャの名前を指定する
には，/COMMAND修飾子を使用します。ファイル名だけを指定し，ファイル・
タイプを省略する場合には， COMという省略時のファイル・タイプが使用されま
す。/COMMAND修飾子だけを指定し，ファイル指定を省略する場合には，省略時の
ログイン・コマンド・プロシージャが実行されます。

省略時のログイン・コマンド・プロシージャを実行しない場合には，
/NOCOMMAND修飾子を使用します。

/CONNECT (省略時の設定)
/NOCONNECT

仮想ターミナルへ再接続するかどうかを指定します。

/DISK=装置名[:]

ターミナル・セッションで使用する SYS$DISKという論理装置に対応する，ディス
ク装置の名前を指定します。この名前を指定することにより，利用者登録ファイル
(UAF)に設定されている，省略時の SYS$DISK装置を変更できます。

/LOCAL_PASSWORD

SYSUAF.DATファイルに保存されているユーザ名およびパスワード情報を使用して
認証を実行することを，OpenVMSに要求します。この修飾子は，外部認証を使用で
きない場合に，外部認証を無効にするために使用します。

/NEW_PASSWORD

パスワードの期限切れの場合と同様に，ログイン前にパスワードの変更を要求しま
す。ログイン後にパスワードを変更したい場合や，パスワードが破られたと感じた時
などに使用すれば，短時間にパスワードを変更できます。

/TABLES=(コマンド・テーブル[,...])
/TABLES=DCLTABLES (省略時の設定)

利用者登録ファイル（UAF）に登録されている省略時の値を変更するために，別の
CLIテーブルの名前を指定します。このテーブル名は，ファイル指定であると解釈さ

DCLI–584



LOGINプロシージャ

れます。省略時の装置およびディレクトリは SYS$SHAREで，省略時のファイル・
タイプは.EXEです。

論理名が使用される場合には，テーブル名指定が，システム論理名テーブルに定義さ
れていなければなりません。

/CLI修飾子がDCLに設定されている場合，/TABLES修飾子は，省略時の値として
それに対応した正しい値を使用します。/TABLES修飾子だけを指定し，/CLI修飾子
を省略した場合には，ユーザのUAFに指定されている CLIが使用されます。

例

1. Ctrl/Y

Username: HOFFMAN
Password: <PASSWORD>

Ctrl/Yを押すことで，オペレーティング・システムにアクセスし，そのオペレー
ティング・システムは，ユーザ名を要求するプロンプトを直ちに表示します。ユ
ーザ名が正しいかどうかをチェックしたあと，システムは，パスワードを要求す
るプロンプトを表示しますが，パスワードを入力してもその入力は表示されませ
ん。

2. Return

Username: HIGGINS/DISK=USER$
Password: <PASSWORD>
Welcome to OpenVMS Alpha(TM) Operating System,Version 7.3 on node LR3
Last interactive login on Tuesday, 18-DEC-2001 08:41
Last non-interactive login on Monday, 19-DEC-2001 15:43

$ SHOW DEFAULT
USER$:[HIGGINS]

この Alphaの例では，/DISK修飾子は，このターミナル・セッションに対する省
略時のディスクがUSER$になるように指定しています。 SHOW DEFAULTコマ
ンドは，USER$が省略時のディスクであることを示します。

3. Return

Username: JONES
Password: <PASSWORD>
User authorization failure

Return

Username: JONES
Password: <PASSWORD>
Welcome to OpenVMS Alpha (TM) Operating System, Version 7.3 on node LSR

Last interactive login on Tuesday, 15-DEC-2001 09:16:47.08
Last non-interactive login on Monday, 14-DEC-2001 17:32:34.27
1 failure since last successful login.

$

"User authorization failure"というメッセージは，入力されたパスワードが誤っ
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ていることを示しています。正しくログインすることができた場合には，最後に
正しくログインしてから発生した，ログイン失敗の回数を示すメッセージが表示
されます。このメッセージは，ログインを失敗した場合にだけ表示されます。

4. Return

Username: JOYCE
Password: <PASSWORD>
Welcome to OpenVMS Alpha (TM) Operating System, Version 7.3 on node LSR

Last interactive login on Tuesday, 15-DEC-2001 09:16:47.08
Last non-interactive login on Monday, 14-DEC-2001 17:32:34.27
WARNING - Primary password has expired; update immediately.

$

この例では，第 1パスワードが期限切れであることを示すWARNINGメッセージ
が出力されています。この場合，ログアウト前に SET PASSWORDコマンドでパ
スワードを再設定しなければ，これ以降はログインできなくなります。

パスワード変更方法についての詳細は， SET PASSWORDコマンドの説明を参照
してください。
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LOGOUT

会話型モードのターミナル・セッションを終了します。

フォーマット

LOGOUT

説明

ターミナル・セッションを終了するには， LOGOUTコマンドを使用しなければなり
ません。通常の環境で， LOGOUTコマンドを使用しないで端末の電源を切る，また
は電話接続を切断すると，ログインしたままになります。

SET HOSTコマンドを使用してリモートのプロセッサにログインする場合は，通
常， LOGOUTコマンドを使用してリモートのセッションを終了する必要がありま
す。

修飾子

/BRIEF

簡略な形式のログアウト・メッセージを出します。コマンド・インタプリタは，ログ
アウトする時にユーザ名と日付，および時刻を表示します。

/FULL

詳細な形式のログアウト・メッセージを出します。/FULLを指定すると，コマンド・
インタプリタは，ターミナル・セッションの会計情報の要約を表示します。バッチ・
ジョブの省略時の設定は，/FULLです。

/HANGUP
/NOHANGUP

公衆電話回線を使用したターミナルの場合に，ログアウトしたあと，電話を切るかど
うかを指定します。省略時には，ターミナル・ポートに対する/HANGUP修飾子の設
定が，電話を切るかどうかを決定します。この修飾子を使用できるかどうかは，シス
テム管理者によって設定されます。

DCLI–587



LOGOUT

例

1. $ LOGOUT
GILLINGS logged out at 05-JUN-2001 17:48:56.73

この LOGOUTコマンドでは，省略時の簡略メッセージ形式が使用されていま
す。したがって，会計情報は表示されません。

2. $ LOGOUT/FULL
GUZMAN logged out at 05-JUN-2001 14:23:45.30

Accounting information:
Buffered I/O count: 22 Peak working set size: 90
Direct I/O count: 10 Peak virtual size: 69
Page faults: 68 Mounted volumes: 0
Charged CPU time: 0 00:01:30.50 Elapsed time: 0 04:59:02.63
Charged vector CPU time: 0 00:00:21.62

この LOGOUTコマンドは，/FULL修飾子を指定しているので，このターミナ
ル・セッションの会計情報の要約を表示します。

DCLI–588



MACRO

MACRO

OpenVMS AlphaおよびOpenVMS Integrityでの省略時の設定では，MACRO
compiler for OpenVMS Systemsを起動して， VAXアセンブリ言語ソース・ファイ
ルを，ネイティブのOpenVMS AlphaまたはOpenVMS Integrityオブジェクト・コ
ードにアセンブルします。

Alphaシステム上にMACRO-64アセンブラがインストールされている場合は，
/ALPHA修飾子を指定すると，MACROコマンドはMACRO-64アセンブラを起動し
ます。

/MIGRATION修飾子は， Alphaおよび Integrityでの省略時の指定です。これらの
プラットフォームでは，MACROという指定はMACRO/MIGRATIONと指定したの
と同じです。

MACRO compiler for OpenVMS Systemsについての詳細は，『OpenVMS
MACRO-32 Porting and User’s Guide』を参照してください。

フォーマット

MACRO ファイル指定[,...]
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MAIL

Mailユーティリティを起動します。Mailユーティリティを使用すると，システムの
他のユーザにメッセージを送ることができます。

Mailユーティリティについての詳細は，『OpenVMSユーザーズ・マニュアル』また
はオンライン・ヘルプを参照してください。

フォーマット

MAIL [ファイル指定] [受取人名]
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MERGE

Sort/Mergeユーティリティを起動します。 Sort/Mergeユーティリティは 2～ 10の
同様にソートされた入力ファイルから， 1つのファイルを出力します。マージする入
力ファイルは，ソート順に指定しなければならない点に注意してください。

Sort/Mergeユーティリティについての詳細は，『OpenVMSユーザーズ・マニュア
ル』またはオンライン・ヘルプを参照してください。

フォーマット

MERGE 入力ファイル指定 1, 入力ファイル指定 2[,...] 出力ファイル指定
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MESSAGE

Messageユーティリティを起動します。Messageユーティリティは， 1つまたは複
数のメッセージ定義のファイルをコンパイルします。

Messageユーティリティについての詳細は，『HP OpenVMS Command Definition,
Librarian, and Message Utilities Manual』またはオンライン・ヘルプを参照してく
ださい。

フォーマット

MESSAGE ファイル指定[,...]
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MONITOR

Monitorユーティリティを起動します。Monitorユーティリティは，特定の時間隔を
おいてシステム全体の性能に関するデータのクラスを監視します。

Monitorユーティリティについての詳細は，『OpenVMSシステム管理ユーティリテ
ィ・リファレンス・マニュアル』またはオンライン・ヘルプを参照してください。

フォーマット

MONITOR [/修飾子[,...]] クラス名[,...] [/修飾子[,...]]
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MOUNT

Mountコマンド (MOUNT)は，ディスクまたは磁気テープを処理可能状態にしま
す。

フォーマット

MOUNT 装置名[:][,...] [ボリューム・ラベル[,...]] [論理名[:]]

パラメータ

装置名[:][,...]

ボリュームをマウントする装置の物理装置名または論理名を指定します。ボリューム
が階層記憶制御装置 (HSC: hierarchical storage controllers)に接続されていないシ
ステムでは，次の形式を使用します。

ddcu:

ddは，物理装置の装置タイプです。たとえば，ディスク・ドライブ RA60の装置タイ
プはDJ，ディスク・ドライブ RA80， RA81の装置タイプはDUです。cはコントロー
ラ，uは装置のユニット番号です。

HSCが搭載されているシステムでは，次のいずれかの形式を使用します。

ノード$ddcu:

割り当てクラス$ddcu:

HSCにデュアル・ポート接続されている装置の場合，割り当てクラス形式を使用
します。たとえば，$125$DUA23は，ユニット番号 23の RA80， RA81ディスク
であり，割り当てクラスは$125$です。HSCディスクの場合，c は必ず Aです。
TROLL$DJA12は，ユニット番号 12の RA60ディスクであり， TROLLという
HSCに接続されています。命名規則については，『OpenVMS Clusterシステム』を
参照してください。

装置名に総称を使用すれば，コントローラやユニット番号を指定しない場合に，指定
した装置名構成要素を最初に満たす装置がマウントされます。指定した装置にボリュ
ームが物理的にマウントされていない場合，ボリュームを装置に装填することを指示
するメッセージが表示されます。ドライブにボリュームを装填すると，MOUNTの
動作は完了します。

複数の装置名をディスク・ボリューム・セットまたは磁気テープ・ボリューム・セッ
トに指定する場合，装置名をコンマまたはプラス記号で区切ります。磁気テープ・ボ
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リューム・セットの場合，装置名より多くのボリューム・ラベルを指定でき，またボ
リュームより多くの装置名を指定できます。

ボリューム・ラベル[,...]

ボリュームのラベルを指定します。

ラベルに使用できる装置タイプ別文字数は次のとおりです。

装置タイプ ラベルの文字数

磁気テープ 0～ 6

Files–11ディスク 1～ 12

ISO 9660ディスク 1～ 32

OpenVMSでは，ディスク・ボリューム・ラベルの最初の 12文字は各ドメイン内で
固有の名前でなければなりません。たとえば，/GROUP修飾子を使用して同じグルー
プの複数のメンバがマウントするディスクは，固有のラベルを持たなければなりませ
ん。しかし，別のドメインにマウントされるディスク (たとえば，/GROUP修飾子を
使用してマウントされるディスクとプライベートにマウントされるディスク)は，ボ
リューム・ラベルが同じでもかまいません。

/SYSTEM修飾子または/CLUSTER修飾子を使用して ISO 9660ボリュームをマウ
ントするときに，ボリューム・ラベルの最初の 12文字が固有のラベルでない場合に
は，/OVERRIDE=IDENTIFICATION修飾子を使用して別のボリューム・ラベルを
指定しなければなりません。このオプションを選択した場合，デバイスに対するマウ
ント・チェックは禁止されます。

ボリューム・セット名の最初の 12文字がボリューム・ラベルの最初の 12文字と同
じである場合には，ロック・マネージャ・デッドロックが発生します。この問題を回
避するには，ボリューム・ラベルを無効にするか (/OVERRIDE修飾子を使用して)，
またはボリューム・セット名を無効にしなければなりません (/BIND修飾子を使用し
て)。

複数のボリューム・ラベルを指定する場合，ラベルをコンマまたはプラス記号で区切
ります。指定するすべてのボリュームは同一のボリューム・セットに属していなけれ
ばならず，ボリューム番号の昇順で指定しなければなりません。

磁気テープ・ボリューム・セットをマウントする場合，指定した装置名の数とボリュ
ーム・ラベルの数を等しくする必要はありません。テープの終わり (EOT)マークまで
来ると，次のボリュームを指定した装置のいずれかにマウントする指示が出力されま
す。この指示は，ユーザには出力されず，オペレータだけを対象としています。

ディスク・ボリューム・セットをマウントする場合，指定した各ボリューム・ラベル
は，リスト内で同じ位置にある装置名と対応していなければなりません。
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/FOREIGNまたは/NOLABELの修飾子でボリュームをマウントする場合や，
/OVERRIDE=IDENTIFICATIONを指定した場合，ボリューム・ラベル・パラメー
タは不要です。これらの修飾子で論理名を指定するときは，ボリューム・ラベル・パ
ラメータに任意の英数字を入力します。

論理名[:]

ボリュームに対応づける 1～ 255文字の英数文字列論理名を定義します。

論理名を指定しない場合，個々のディスク・ドライブには，省略時の論理名DISK$ボ
リューム・ラベルを設定し，ディスク・ボリューム・セットのルート・ボリュームを
マウントする装置には，省略時の論理名DISK$ボリューム・セット名を設定します。
DISK$ボリューム・ラベルやDISK$ボリューム・セット名とは異なる論理名をマウ
ント要求で指定すると， 2つの論理名が対象装置に対応づけられます。

磁気テープ・ドライブの論理名を指定しない場合，論理名 TAPE$ボリューム・ラベ
ルがリスト内の最初の磁気テープ装置だけに設定されます。この場合，省略時の論理
ボリューム・セット名は設定されません。

/GROUPまたは/SYSTEMを指定しないかぎり，指定した論理名はプロセス論理名テ
ーブルに格納されます。/GROUPを指定した場合はグループ論理名テーブルに格納さ
れ，/SYSTEMを指定した場合はシステム論理名テーブルに格納されます。

/CLUSTER修飾子を指定すると，クラスタ内の各ノードに対して論理名が設定され
ます。

注意

SYS$SYSTEMの実行可能イメージのファイル名と同じ論理名を設定する
と，そのイメージを起動できなくなります。

分散ファイル・システム (DFS)アクセス・ポイントとしてボリュームに設定されてい
る論理名は使用しないでください。論理名と同じ名前でDFSアクセス・ポイントを
追加しようとすると，次のようにDFSは異常終了します。

$ SHOW LOG DISK$*

(LNM$SYSTEM_TABLE)

"DISK$TIVOLI_SYS" = "TIVOLI$DUA0:"

$ RUN SYS$SYSTEM:DFS$CONTROL
DFS> ADD ACCESS DISK$TIVOLI_SYS TIVOLI$DUA0:[000000]
%DNS-W-NONSNAME, Unknown namespace name specified

ボリュームの論理名がプロセス・プライベート・テーブルに格納されている場合，ボ
リュームをディスマウントしても名前は削除されません。
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説明

Mountコマンド (MOUNT)は，ディスクまたは磁気テープを処理可能状態にしま
す。MOUNTを使用することにより，指定した装置が別のユーザに割り当てられる
ことを防止し，指定した装置にボリュームを物理的にロードし，指定したラベルにボ
リューム・ラベルを一致させることができます。磁気テープ・ボリュームの場合，
VOL1ラベルのボリューム・アクセス可能フィールドもチェックされます。

通常，コマンドを入力したユーザに装置が割り当てられます。ただし，/SHARE，
/GROUP，/SYSTEMの修飾子はボリュームを共用可能とするので，これらの修飾子
を使用してボリュームをマウントした場合は，装置割り当てが解除されます。

注意

ボリュームを装置にマウントするには，その装置に対する読み込み (R)，制御
(C)のいずれかのアクセス権が必要です。

プロセスの木構造に属するすべてのサブプロセスは，ジョブに使用するボリュームを
マウントまたはディスマウントできます。ジョブに使用するボリュームをプライベー
ト・ボリュームとしてサブプロセスがマウントすると，ジョブのマスタ・プロセスが
装置所有者となります。この割り当ては，非常に重要です。サブプロセスが削除され
ても，ボリュームは，依然プライベートとしてマウントされたままだからです。ただ
し，サブプロセスが装置を明示的に割り当て，この装置にプライベート・ボリューム
をマウントした場合は，サブプロセスが装置所有者となります。この装置にアクセス
できるのは， SHARE特権を持つサブプロセスだけです。

動作が正常終了すると， SYS$OUTPUTにメッセージが出力されます。動作が異常終
了すると，エラー・メッセージが出力されます。

MOUNTのようなファイル操作ユーティリティでは，索引ファイル・ビットマップや
ストレージ・ビットマップのコピーを保持するために，仮想メモリを割り当てるもの
があります。OpenVMSバージョン 7.2からビットマップのサイズがさらに大きくな
ったので，これらのユーティリティでの仮想メモリの必要条件もこれに対応して増加
しました。大規模ビットマップのボリュームでMOUNTを使用するには，ページ・
ファイル・クォータを増やす必要がある可能性があります。仮想メモリ・サイズは，
ビットマップのブロックごとの VAXページ (または Alphaでの 512バイトのページ
レット)で示されます。ブロック単位の索引ファイル・ビットマップのサイズは，フ
ァイルを 4096で割ったものの最大数であることに注意してください。MOUNTでの
仮想メモリ条件は，ボリューム・セットにおける索引ファイル・ビットマップとスト
レージ・ビットマップすべてのサイズの合計と同じです。この条件は，ボリュームを
リビルドした場合に限って，MOUNTに適用されます。
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データベース・ボリュームのように，ファイル・システムにキャッシングさせたくな
いディスク・ボリュームがある場合は，/NOCACHE修飾子を使用します。この修飾
子はボリュームに対するキャッシングを無効にします。

• 以下のメタデータ・キャッシュが，ローカル・ノード上のボリュームのメタデー
タをキャッシングしないようにします。

拡張キャッシュ
ファイル識別キャッシュ
制限キャッシュ

• ローカルな拡張ファイル・キャッシュまたは仮想入出力キャッシュが，ボリュー
ム中のファイルをキャッシングしないようにします。

MOUNT使用法の要約
Mountコマンド (MOUNT)は，ディスク・ボリュームまたは磁気テープ・ボリュー
ムを処理可能状態にします。

MOUNTを起動するには，DCLのMOUNTコマンドを入力し，続けて装置名，ボリ
ューム・ラベル，論理名を入力します。/OVERRIDE=IDENTIFICATIONを指定す
る場合や/FOREIGNまたは/NOLABELの修飾子を使用する場合を除き，装置名とボ
リューム・ラベルは必ず指定してください。論理名は省略可能です。

マウント動作が正常終了すると，DCLレベルに戻ります。異常終了した場合も，エ
ラー・メッセージを出力してDCLレベルに戻ります。 Ctrl/Yまたは Ctrl/Cを押す
と，動作はアボートされ，DCLプロンプトに戻ります。

MOUNTの出力先は，/COMMENT修飾子と/MESSAGE修飾子で指定できます。オ
ペレータ補助を要する場合は，/COMMENTを使用して，オペレータ要求に対し必要
な情報を指定します。/COMMENTテキスト文字列は，オペレータ・ログ・ファイル
と SYS$OUTPUTに送信されます。文字列は 78文字以内です。

マウント要求メッセージを現在の SYS$OUTPUT装置に送るには，省略時の値であ
る/MESSAGE修飾子を使用します。オペレータ補助マウントで/NOMESSAGEを指
定すると，メッセージは SYS$OUTPUTに送られません。ただし，オペレータ・ター
ミナルでメッセージの受信が許可されている場合は，オペレータ・ターミナルに送信
されます。

MOUNTの修飾子の多くは，特殊な特権を必要とします。一部の修飾子では，必要と
なる特権が，指定する修飾子キーワードによって異なります。詳細については，それ
ぞれの修飾子の説明を参照してください。次の表は，特殊な特権を要するMOUNT
の修飾子の一覧です。
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修飾子 キーワード 必要な特権

/ACCESSED OPER

/CACHE= [NO]DATA[=n] OPER

[NO]EXTENT[=n] OPER

[NO]FILE_ID[=n] OPER

[NO]QUOTA[=n] OPER

/FOREIGN VOLPRO1

/GROUP GRPNAM

/MULTI_VOLUME VOLPRO

/OVERRIDE= ACCESSIBILITY VOLPRO1

EXPIRATION VOLPRO1

LOCK VOLPRO1

SHADOW VOLPRO1

/OWNER_UIC= uic VOLPRO1

/PROCESSOR= UNIQUE OPER

SAME:device OPER

file-spec OPERと CMKRNL

/PROTECTION= code VOLPRO1

/QUOTA VOLPRO1

/SYSTEM SYSNAM

/WINDOWS= n OPER

1または，ユーザ UICがボリューム UICと同じでなければならない。

修飾子

/ACCESSED=n

ODS-1ディスク・ボリュームで同時に使用する予定のディレクトリの概数を指定しま
す。 (ODS-2ボリュームの場合は，/ACCESSED修飾子は意味がありません。)

ボリュームの初期化で指定した省略時の値を変更するには， 0～ 255の値を指定して
ください。

/ACCESSEDを使用するには，ユーザ特権OPERが必要です。

例
以下のコマンドは，WORKというラベルのボリュームをDKA1にマウントしていま
す。ボリューム上のアクティブ・ディレクトリ数として， 150を指定しています。

$ MOUNT/ACCESSED=150 DKA1 WORK

/ASSIST (省略時の設定)
/NOASSIST

マウント要求でエラーが発生したときに，オペレータまたはユーザによる作業を許可
します。
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/ASSIST修飾子を指定した場合，マウント動作中にエラーが発生すると，ユーザと特
定のオペレータに通知されます。ユーザやオペレータは，動作をアボートしたり，エ
ラー状態を修正して動作を続行させたりできます。

オペレータ補助メッセージは，メッセージ受信が許可されているすべてのオペレー
タ・ターミナルに送信されます。磁気テープ・マウント要求は TAPEとDEVICEの
オペレータに送られ，ディスク・マウント要求はDISKとDEVICEのオペレータに
送られます。つまり，ディスク装置をマウントするときにオペレータの補助が必要と
なった場合，メッセージはDISKオペレータに送信されます。オペレータ・ターミ
ナルの許可または禁止の詳細については， REPLYコマンドの説明を参照してくださ
い。

マウント要求に対するオペレータの応答は， SYS$OUTPUTに書き込まれてユーザの
ターミナルに表示されるか，またはバッチ・ジョブ・ログに書き込まれます。

マウント補助要求の受信と応答が許可されているオペレータ・ターミナルがない場
合，該当するユーザにメッセージが表示されます。ボリュームを指定したドライブに
装填すれば，オペレータからの応答は不要となります。マウントをバッチ・ジョブで
起動し，メッセージ受信が許可されているオペレータ・ターミナルがない場合，マウ
ントはアボートされます。エラー・メッセージとユーザが行うべき処置については，
『OpenVMS System Messages: Companion Guide for Help Message Users』を参
照してください。

省略時の設定では，/ASSISTです。/NOASSISTで無効にできます。

例
以下のコマンドは，DOCというラベルのディスク・ボリュームHSG80 Fibre
Channelをマウントし，WORKという論理名を設定しています。/NOASSISTは，
オペレータの介入が不要であることを指示しています。

$ MOUNT/NOASSIST $1$DGA0: DOC WORK
%MOUNT-I-MOUNTED, DOC mounted on _$1$DGA0: (NODE)

/AUTOMATIC (省略時の設定)
/NOAUTOMATIC

MOUNTが磁気テープまたは ISO 9660 CD-ROMに対して自動ボリューム切り替え
とラベル付けを許可するか，禁止するかを指定します。

磁気テープ
ボリューム・セットに複数の磁気テープ・ドライブを設定している場合，磁気テープ
補助制御プロセス (MTACP)は，ボリューム・セットに設定されているドライブの中
で次に使用できるものを順次選択することによって，ボリュームを切り替えます。
MTACPは，ボリューム・セットの次のリールが該当するドライブにロードされてい
ると仮定します。
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MTACPがボリューム・セットに書き込む場合，ラベルを作成し，ボリューム・セッ
ト内の最初の磁気テープに設定されている保護と作成したラベルとを使用して，磁気
テープを初期化します。ボリューム・セットから読み込む場合，ラベルを出力し，次
の磁気テープをこのラベルでマウントします。誤った磁気テープがドライブにロード
されている場合や磁気テープがロードされていない場合，MTACPは，正しい磁気テ
ープをロードするように指示するメッセージを，オペレータ・ターミナルに送信しま
す。

MTACPが出力するラベルは， 6文字のボリューム識別子フィールドに格納されま
す。最初の 4文字は，MOUNTコマンドで指定したラベルの最初の 4文字です。 4
文字未満の場合， 4文字になるまでアンダスコアで埋められます。第 5， 6文字は，
ボリューム・セットにおける該当リールの相対ボリューム番号です。

/NOAUTOMATICを指定すると，テープの終わりで次のドライブに切り替える作業
も，ボリューム・セットに追加する各リールにラベルを指定する作業も，オペレータ
が行います。

ISO 9660 CD-ROM

ISO 9660のもとでは，ボリューム・セットに対して入出力操作を実行するために，
すべてのボリューム・セット・メンバをマウントする必要はありません。省略時の設
定では，入出力操作でマウントされていないボリューム・セット・メンバにアクセ
スしようとしたとき，システムでマウントしたボリューム・セットの場合はすべて
のDISK CLASSオペレータに，また，プライベートにマウントしたボリューム・セ
ットの場合はボリューム・セットを所有しているプロセスに，オペレータ・メッセ
ージが送信されます。このメッセージでは，要求された入出力操作を実行するため
にどのボリューム・セット・メンバをマウントしなければならないかが指定されま
す。/NOAUTOMATICを指定した場合には，マウントされていないボリューム・セ
ット・メンバに対して入出力操作を実行しようとすると， SS$_DEVNOTMOUNTエ
ラー・メッセージが戻されます。

例
以下の例は，MOUNTコマンドで指定したラベルを第 2ボリュームに使用すること
を指定しています。第 2ボリュームにまだラベルが設定されていない場合，オペレー
タが REPLY/INITを使用してラベルを指定する必要があります。

$ MOUNT/NOAUTOMATIC MTA0: ABCD,EFGH

/BIND=ボリューム・セット名
1つまたは複数のディスク・ボリュームで構成されるボリューム・セットを作成しま
す。または， 1つまたは複数のディスク・ボリュームを既存ボリューム・セットに追
加します。

ボリューム・セット名パラメータは，ボリューム・セットを識別する 1～ 12文字の
英数字名を指定します。

ISO 9660ボリューム・セット名は 1～ 128文字の長さです。
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OpenVMSでは，ボリューム・セット名は，最初の 12文字が固有の名前でなければ
なりません。さらに，ボリューム・セット名の最初の 12文字がボリューム・ラベル
の最初の 12文字と同じである場合には，ロック・マネージャ・デッドロックが発生
します。この問題を回避するには， (/OVERRIDE修飾子を使用して)ボリューム・ラ
ベルを無効にするか，または (/BIND修飾子を使用して)ボリューム・セット名を無効
にしなければなりません。

ボリューム・セットを作成する場合やボリューム・セットにボリュームを追加する場
合は，/BIND修飾子を指定してください。個々のボリュームをボリューム・セットか
らディスマウントするには，DISMOUNTの/UNIT修飾子を使用する必要がありま
す。/UNITを指定しない場合， 1つのボリュームだけをディスマウントしても，ボリ
ューム・セット全体がディスマウントされます。

ボリューム・セットを作成すると，ラベル・リストにおける位置に基づいて，ボリュ
ーム・ラベル・リスト内のボリュームに相対ボリューム番号が設定されます。ボリュ
ーム・セットで最初に指定したボリュームが，ルート・ボリュームとなります。

ボリューム・セットにボリュームを追加した場合，最初に指定したボリューム・ラベ
ルがルート・ボリュームのラベルとなります。そうでない場合は，ルート・ボリュー
ムはすでに稼動しています。

ファイルとデータをすでに格納している複数のボリュームでボリューム・セットを
作成する場合，MOUNT/BINDコマンドを入力しても，ファイル・システムはエラ
ー・メッセージを出力しません。ただし，ディレクトリ構造は正しくバインドされて
いないので，これらのボリュームをボリューム・セットとして使用することはできま
せん。

/SYSTEM修飾子または/CLUSTER修飾子を使用して ISO 9660ボリュームをマウ
ントするときに，ボリューム・ラベルの最初の 12文字が固有のラベルでない場合に
は，/BIND=ボリューム・セット名修飾子を使用して別の 12文字のボリューム・ラベ
ルを指定しなければなりません。このオプションを選択した場合には，デバイスに対
するマウント・チェックは禁止されます。

注意

ボリューム・セットにバインドされたボリュームは，容易にアンバインドで
きません。バウンド・ボリューム・セット (BVS)をアンバインドする方法
は，次のとおりです。

1. BVSのイメージ・バックアップをとる。

2. BVSのすべてのボリュームを初期化する。

3. /NOINITIALIZE修飾子で 1つのボリュームにイメージ復元を実行する。ま
たは， 1つのボリュームに非イメージ復元を実行する。
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例
以下のコマンドは， LIBRARYというボリューム・セットを作成します。このボリ
ューム・セットは，装置DMA0，DMA1，DMA2に物理的にマウントされている
BOOK1， BOOK2， BOOK3のラベルのボリュームで構成されています。

$ MOUNT/BIND=LIBRARY DMA0:,DMA1:,DMA2: BOOK1,BOOK2,BOOK3

以下のコマンドは， TEST3という論理名のボリューム・セットを作成します。ボリ
ューム・セット TEST3はシャドウ化されませんが，ボリューム・セット (TEST3011
および TEST3012)の各構成要素はシャドウセットであり，ボリューム・セット全体
に冗長性を持たせます。

$ MOUNT/BIND=TEST3 DSA3011/SHADOW=($1$DUA402:,$1$DUA403:),
DSA3012/SHADOW=($1$DUA404:,$1$DUA405:) TEST3011,TEST3012 TEST3

/BLOCKSIZE=n

磁気テープ・ボリュームの省略時のブロック・サイズを指定します。

パラメータnは，磁気テープ・ボリュームの省略時のブロック・サイズ値を指定しま
す。 VMS RMSでは 20～ 65,532の値， VMS RMS以外では 18～ 65,534の値を指
定します。省略時の設定では，レコードは 2,048バイトのブロック単位で磁気テー
プ・ボリュームに書き込まれます。フォーリン磁気テープやラベルなし磁気テープの
省略時の値は 512バイトです。

/BLOCKSIZEは，次の場合に指定する必要があります。

• HDR2ラベルのない磁気テープをマウントする場合

この種の磁気テープには，ブロック・サイズを指定する必要があります。たとえ
ば，RT–11磁気テープをマウントする場合は，/BLOCKSIZE=512と指定します。

• ブロック・サイズが省略時ブロック・サイズ (2,048バイト)より大きい磁気テー
プをマウントする場合

この場合は，最も大きいブロックをブロック・サイズとして指定します。

例
以下の例は， 1,000バイトのブロック・サイズを指定しています。/FOREIGN修飾子
でマウントする磁気テープの省略時の値は 512です。

$ MOUNT/FOREIGN/BLOCKSIZE=1000 MTA1:

/CACHE=(キーワード[,...])
/NOCACHE

ディスクに対し，システム作成時に設定したキャッシング制限を禁止または変更する
かどうかを制御します。テープ・コントローラが書き込みキャッシングをサポートし
ている場合， TAPE_DATAオプションを指定すると書き込みキャッシングが許可さ
れます。
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次の表は，この修飾子に対するキーワードの一覧です。

キーワード 説明

DATA および
NODATA

Extended File Caching (XFC)を有効/無効に設定します。 XFCキャッシュ機能を
有効にするには， DATAを指定する必要があります (これは/CACHE修飾子のデフ
ォルト値です)。 XFCを無効にするには， NODATAを指定します。/NOCACHE
は/CACHE=NODATAと同じ意味です。

EXTENT[=n] および
NOEXTENT

拡張キャッシングを許可または禁止します。拡張キャッシングを許可するには，オペ
レータ・ユーザ特権 (OPER)が必要です。許可する場合，拡張キャッシュのエントリ
数nを指定してください。 NOEXTENTは， EXTENT=0と同じであり，拡張キャッ
シングを禁止します。

FILE_ID[=n] および
NOFILE_ID

ファイル識別子キャッシングを許可または禁止します。ファイル識別子キャッシュを
許可するには，オペレータ・ユーザ特権 (OPER)が必要です。許可する場合， 1より
大きい値のエントリ数nを指定してください。 NOFILE_IDは FILE_ID=1と同じで
あり，ファイル識別子キャッシングを禁止します。

LIMIT=n 拡張キャッシュの最大空き空間を，ディスク上の現在の空き空間の 1,000分の 1の単
位で指定します。

QUOTA[=n] および
NOQUOTA

クォータ・キャッシングを許可または禁止します。クラッシュ・キャッシングを許可
するには，オペレータ・ユーザ特権 (OPER)が必要です。許可する場合，クォータ・
キャッシュのエントリ数nを指定してください。通常，nには， 1つのディスクに対し
てクォータが許可されるアクティブ・ユーザの最大数が設定されます。 NOQUOTA
は QUOTA=0と同じであり，クォータ・ファイル・キャッシングを禁止します。

TAPE_DATA テープ・コントローラがキャッシングをサポートする場合，磁気テープ装置の書き込
みキャッシングを許可します。省略時の設定では，/NOCACHEです。書き込みキャ
ッシングを許可するには， TAPE_DATAを指定します。テープ・コントローラが書
き込みキャッシングをサポートしない場合，キーワードは無視されます。

磁気テープをディスマウントしても，書き込みバッファは許可されたままとなりま
す。書き込みバッファを禁止するには，/NOCACHE修飾子でテープをマウントしま
す。

テープが圧縮をサポートしている場合は，省略時の設定では圧縮が行われ，キャッシ
ングが有効になります。圧縮をサポートするテープ記憶装置では，次のコマンドが有
効です。

$ MOUNT TAPE_DATA/FOREIGN/MEDIA=NOCOMPACTION/NOCACHE
WRITETHROUGH ファイル・ヘッダに対し，デファード書き込み機能を無効にします。 PATHWORKS

のようなアプリケーションの性能を上げることのできるこの機能は，省略時の設定で
は有効になっています。デファード書き込み機能はFiles–11 ODS-1ボリュームでは
使用できません。

注意

混成バージョンのOpenVMSクラスタでは， V8.4システムから/CLUSTERお
よび/CACHE=[NO]DATAを使用してボリュームをマウントしようとすると，
MOUNT-F-BADPARAMエラーにより V8.4より古いバージョンのシステムで
処理が失敗します (%MOUNT-W-RMTMNTFAIL)。

この制限の詳細については，『OpenVMS Version 8.4新機能説明書』のボリ
ューム・マウント時の XFCの有効/無効の切り換えの項を参照してください。

ディスク・オプションを使用して，/CACHE修飾子は，システム作成時に設定し
たディスク・キャッシング制限を 1つ以上変更します。 TAPE_DATAオプション
を/CACHE修飾子と併用すると，指定したテープ・コントローラの書き込みキャッシ
ングが許可されます。
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/CACHE修飾子を指定せず，/MEDIA_FORMAT=COMPACTION修飾子によってキ
ャッシングが暗黙に示されない場合，省略時の設定により，キャッシングは許可され
ます。

複数のオプションを指定する場合には，各オプションをコンマで区切り，リスト全
体を括弧で囲みます。[NO]EXTENT，[NO]FILE_ID， LIMIT，[NO]QUOTAオプ
ションはディスク・デバイスにだけ適用されます。 TAPE_DATAオプションはテー
プ・デバイスにだけ適用されます。

/NOCACHE修飾子が有効であるのは，圧縮が許可されていない場合だけです。圧縮
が許可されている場合には (/MEDIA_FORMAT=COMPACTIONによって)，省略時
の設定により，キャッシングは許可されます。

ディスク・デバイスに/NOCACHEを指定すると，対象ボリュームのすべてのキャッ
シングが禁止されます。/NOCACHE修飾子は，/CACHE=(NOEXTENT,NOFILE_
ID,NOQUOTA,WRITETHROUGH,NODATA)と同じです。

下記のコマンドでは，修飾子NOEXTENT, NOFILE_ID, NOQUOTA,
WRITETHROUGH を指定した場合NODATAはデフォルト値として適用されま
す (すなわち XFCは無効)。

$ MOUNT/CACHE=(NOEXTENT, NOFILE_ID, NOQUOTA, WRITETHROUGH)
_$ $1$DGA0: FILES WORK
%MOUNT-I-MOUNTED, FILES mounted on $1$DGA0: (NODE)

次のコマンドではDATAがデフォルトで適用されます (すなわち XFCが有効)。

$ MOUNT/CACHE=(FILE_ID=10)
_$ $1$DGA0: FILES WORK
%MOUNT-I-MOUNTED, FILES mounted on $1$DGA0: (NODE)

磁気テープ装置に/NOCACHEを指定すると，対象ボリュームに対し，テープ・コン
トローラの書き込みキャッシュが禁止されます。これは， TAPE_DATAオプション
の省略時の設定です。

例
以下のコマンドは， FILESというラベルのディスク装置HSG80 Fibre Channelを
マウントし，WORKという論理名を設定しています。/CACHE修飾子により， 60
エントリの拡張キャッシュ， 60エントリのファイル識別子キャッシュ， 20エントリ
のクォータ・キャッシュが許可されています。ライトバック・キャッシングは禁止し
ています。

$ MOUNT/CACHE=(EXTENT=60,FILE_ID=60,QUOTA=20,WRITETHROUGH) -
_$ $1$DGA0: FILES WORK
%MOUNT-I-MOUNTED, FILES mounted on _$1$DGA0: (NODE)
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以下のコマンドは，ボリューム TAPEを装置MUA0にマウントし，テープ・コント
ローラの書き込みキャッシュをMUA0に対して許可しています。

$ MOUNT/CACHE=TAPE_DATA MUA0: TAPE
%MOUNT-I-MOUNTED, TAPE mounted on _NODE$MUA0:

次のコマンドはディスク上でデータ・キャッシュ (XFC)を有効にします。
/CACHE=DATA修飾子はMOUNTコマンドのデフォルト値です。

$ MOUNT/CACHE=(DATA)
_$ $1$DGA0: FILES WORK
%MOUNT-I-MOUNTED, FILES mounted on $1$DGA0: (NODE)

次のコマンドはディスク上のデータ・キャッシュ (XFC)を無効にします。
/NOCACHE修飾子は/CACHE=(NODATA)と同等です。

$ MOUNT/CACHE=(NODATA)
_$ $1$DGA0: FILES WORK
%MOUNT-I-MOUNTED, FILES mounted on $1$DGA0: (NODE)

次のコマンドはデータ・キャッシュすなわち XFCとメタデータ・キャッシュすなわ
ち XQPを無効にします。/NOCACHE修飾子は/CACHE=(NODATA)と同等です。

$ MOUNT/NOCACHE
_$ $1$DGA0: FILES WORK
%MOUNT-I-MOUNTED, FILES mounted on $1$DGA0: (NODE)

/CLUSTER

ボリュームをローカル・ノードにマウントした後，またはボリュームがローカル・ノ
ード上の/SYSTEMにすでにマウントされている場合に，既存のOpenVMS Cluster
内のすべてのノードにボリュームをマウントすることを指定します。つまり，ボリュ
ームをクラスタ単位でマウントします。

クラスタ単位でマウントできるのは，システム・ボリュームとグループ・ボリューム
だけです。/SYSTEMと/GROUPのいずれの修飾子も使用せずに/CLUSTER修飾子
を指定した場合，/SYSTEMが使用されます。クラスタ装置命名規約に従ってくださ
い。「ノード$装置名」と「割り当てクラス$装置名」のいずれか適した方を使用しま
す。

クラスタ単位でマウントする場合，グループ・ボリュームではユーザ特権
GRPNAM，システム・ボリュームではユーザ特権 SYSNAMが必要です。

OpenVMS Clusterに属さないシステムの場合，/CLUSTER修飾子の効果はありませ
ん。
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例
以下のMOUNT/CLUSTERコマンドは， SNOWWHITEというボリュームを
DOPEY$DMA1にマウントし，続けてボリュームをクラスタ単位でマウントして
います。 SHOW DEVICE/FULLコマンドは，ボリューム自体とボリュームをマウン
トした各ノードの情報を表示しています。

$ MOUNT/CLUSTER DOPEY$DMA1: SNOWWHITE DWARFDISK
%MOUNT-I-MOUNTED, SNOWWHITE mounted on _DOPEY$DMA1:
$ SHOW DEVICE/FULL DWARFDISK:

Disk $2$DMA1: (DOPEY), device type RK07, is online, mounted,
file-oriented device, shareable, served to cluster via MSCP
Server, error logging is enabled.

Error count 0 Operations completed 159
Owner process "" Owner UIC [928,49]
Owner process ID 00000000 Dev Prot S:RWED,O:RWED,G:RW,W:R
Reference count 1 Default buffer size 512
Total blocks 53790 Sectors per track 22
Total cylinders 815 Tracks per cylinder 3
Allocation class 2

Volume label "SNOWWHITE" Relative volume number 0
Cluster size 3 Transaction count 1
Free blocks 51720 Maximum files allowed 6723
Extend quantity 5 Mount count 7
Mount status System Cache name "_$255$DWARF1:XQPCACHE"
Extent cache size 64 Maximum blocks in extent cache 5172
File ID cache siz 64 Blocks currently in extent cache 0
Quota cache size 25 Maximum buffers in FCP cache 349

Volume status: ODS-2, subject to mount verification,
file high-water marking, write-through XQP caching enabled,
write-through XFC caching enabled.

Volume is also mounted on DOC, HAPPY, GRUMPY, SLEEPY, SNEEZY, BASHFUL.

/COMMENT=文字列
マウント動作でオペレータ補助が必要な場合に，オペレータ要求に追加情報を含める
ことを指定します。

パラメータ文字列は，オペレータ・ログ・ファイルと現在の SYS$OUTPUTに出力さ
れるテキスト文字列を指定します。文字列は 78文字以内です。

例
以下のコマンドは， TESTSYSというディスク・ボリュームをDYA1という装置にマ
ウントするよう，オペレータに指示しています。/COMMENT修飾子によって，ボリ
ュームの記憶位置をオペレータに通知しています。オペレータがボリュームをDYA1
に装填すると，MOUNTは動作をリトライします。動作が終了すると，オペレータ
要求は取り消されます。
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$ MOUNT DYA1: TESTSYS/COMMENT="Volume in cabinet 6."
%MOUNT-I-OPRQST, Please mount volume TESTSYS in device _DYA1:
Volume in cabinet 6.
%MOUNT-I-MOUNTED TESTSYS mounted on _DYA1:
%MOUNT-I-OPRQSTDON, operator request canceled - mount
completed successfully

以下のコマンドは最初の例と同じですが，要求する装置が使用中であるため，オペレ
ータがマウントをアボートしています。

$ MOUNT DYA1: TESTSYS/COMMENT="Volume in cabinet 6."
%MOUNT-I-OPRQST, Please mount volume TESTSYS in device _DYA1:
Volume in cabinet 6.
%MOUNT-I-OPREPLY, This is a ’/pending’ response from the operator.
31-DEC-1990 10:27:38.15, request 2 pending by operator TTB6
%MOUNT-I-OPREPLY, This is a ’/abort’ response from the operator.
31-DEC-1990 10:29:59.34, request 2 aborted by operator TTB6
%MOUNT-F-OPRABORT, mount aborted by operator

以下のコマンドは，ボリューム TESTSYSを装置DYA0にマウントするよう，オペレ
ータに指示しています。要求する装置が使用中であるため，オペレータは装置DYA1
にマウント先を変更しています。

$ MOUNT DYA0: TESTSYS/COMMENT="Volume in cabinet 6,
once again with feeling."
%MOUNT-I-OPRQST, Please mount volume TESTSYS in device _DYA0:
Volume in cabinet 6, once again with feeling.
%MOUNT-I-OPREPLY, Substitute DYA1:
31-DEC-1990 10:43:42.30, request 3 completed by operator TTB6
%MOUNT-I-MOUNTED, TESTSYS mounted on _DYA1:

/CONFIRM仮想ユニット名[:] /SHADOW=(物理装置名[:][,...])
/NOCONFIRM仮想ユニット名[:] /SHADOW=(物理装置名[:][,...])

指定されたディスク・デバイスでコピー操作を実行する前に，MOUNTを一時停止
し，確認を要求します。この修飾子を使用できるのは，ボリューム・シャドウイン
グ・オプションが用意されている場合だけです。追加情報については，『Volume
Shadowing for OpenVMS説明書』を参照してください。

シャドウ・セットをマウントするときに，フル・コピー操作を確認する要求を出すか
どうかを制御します。/CONFIRM修飾子は/SHADOW修飾子と組み合わせて使用し
なければなりません。コピー先の物理デバイスのボリューム・ラベルとボリューム所
有者を表示する場合は，/CONFIRMを使用します。この場合，コピー操作の前に一
時停止し，次のプロンプトが表示されます。

Allow FULL shadow copy on the above member(s)? [N]:

Yまたは YESと応えると，マウント動作は自動的に続行し，フル・コピー動作が許
可されます。N，NO，<RETURN>，<CTRL/Z>と応えると，コピーが不要のボリ
ュームも含め，指定したボリュームをまったくマウントせずに，コマンドが終了しま
す。これらの応答以外を入力すると，プロンプトが再び表示されます。
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/CONFIRMは，/NOCOPYと似ています。シャドウ・セットを会話形式でマウ
ントするには/CONFIRM，サイト別スタートアップ・コマンド・プロシージャ
SYS$MANAGER:SYSTARTUP_VMS.COMでは/NOCOPYを使用します。

例
次の例はデータを消去する前に，シャドウ・セットに含める装置の状態をチェックし
ています。指定した装置を使用してシャドウ・セットを作成した後，フル・コピー動
作を実行してよいかどうかを尋ねています。 YESと応えた結果，シャドウ・セット
のマウントが実行されています。

$MOUNT/CONFIRM DSA0:/SHADOW=($200$DKA200:,$200$DKA300:,$200$DKA400:) X5OZCOPY

%MOUNT-F-SHDWCOPYREQ, shadow copy required
Virtual Unit - DSA0 Volume Label - X5OZCOPY

Member Volume Label Owner UIC
$200$DKA200: (VIPER1) X5OZCOPY [SYSTEM]
$200$DKA400: (VIPER1) X5OZCOPY [SYSTEM]

Allow FULL shadow copy on the above member(s)? [N]:) Y

%MOUNT-I-MOUNTED, X5OZCOPY mounted on _DSA0:
%MOUNT-I-SHDWMEMSUCC, _$200$DKA300: (VIPER1) is now a valid member of
the shadow set
%MOUNT-I-SHDWMEMCOPY, _$200$DKA200: (VIPER1) added to the shadow set
with a copy operation
%MOUNT-I-SHDWMEMCOPY, _$200$DKA400: (VIPER1) added to the shadow set
with a copy operation

/COPY仮想ユニット名[:] /SHADOW=(物理装置名[:][,...]) (省略時の設定)
/NOCOPY仮想ユニット名[:] /SHADOW=(物理装置名[:][,...])

シャドウ・セットをマウントするときに指定された物理デバイスでのコピー操作を
許可または禁止します。この修飾子を使用できるのは，ボリューム・シャドウイン
グ・オプションが用意されている場合だけです。追加情報については，『Volume
Shadowing for OpenVMS説明書』を参照してください。

/COPY修飾子はシャドウ・セット・メンバに対し，コピー動作を実行します。
/NOCOPYでシャドウ・セットをマウントすれば，フル・コピー動作の対象であるか
どうかを確認できます。コピー動作の対象ボリュームが存在する場合，コピー動作が
不要のボリュームも含み，指定したボリュームをまったくマウントせずに，コマンド
が終了します。

/NOCOPY修飾子は/CONFIRMに似ています。システム固有のスタートアップ・コ
マンド・プロシージャ SYS$MANAGER:SYSTARTUP_VMS.COMでシャドウ・セッ
トをマウントする場合は/NOCOPYを使用し，会話でマウントする場合は/CONFIRM
を使用してください。
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例
次の例は/NOCOPY修飾子を使用して，データを消去する前に，シャドウ・セットに
含める装置の状態を確認しています。コピー動作を必要としない場合にかぎり，指定
した装置を使用してシャドウ・セットを作成することを指示しています。装置DUA7
は，コピーしなければシャドウ・セットのメンバとなれないので，マウントは実行さ
れません。/COPYを指定してコマンドを再び起動すれば，必要なコピーを実行してシ
ャドウ・セットを作成できます。

$ MOUNT/NOCOPY DSA2: /SHADOW=($1$DUA4:,$1$DUA6:,$1$DUA7:) -
_$ SHADOWVOL DISK$SHADOWVOL
%MOUNT-F-SHDWCOPYREQ, shadow copy required
%MOUNT-I-SHDWMEMFAIL, DUA7: failed as a member of the shadow set
%MOUNT-F-SHDWCOPYREQ, shadow copy required

/DATA_CHECK[=(キーワード[,...])]

ボリュームを初期化したときに指定した読み込みチェック・オプションと書き込みチ
ェック・オプションのいずれか，または両方を無効にします。

キーワード READは，すべての読み込み動作直後に，チェックを行います。キーワ
ードWRITEは，すべての書き込み動作直後に，チェックを行います。

2種類のキーワードのいずれかまたは両方を指定できます。両方を指定する場合，キ
ーワードをコンマで区切り，リスト全体を括弧で囲みます。

キーワードを指定せずに/DATA_CHECK修飾子を指定すると，省略時の設定で
/DATA_CHECK=WRITEが使用されます。

例
以下のコマンドは SAMというラベルのボリュームを CLEMENS$DKA2にマウント
し， BOOKという論理名を設定しています。以前に指定された INITIALIZE/DATA_
CHECK=WRITEを/DATA_CHECK=READ修飾子が無効にしているので， BOOK
に対する以降の読み込み動作はチェックされます。

$ MOUNT/DATA_CHECK=READ CLEMENS$DKA2: SAM BOOK

/DENSITY=キーワード
磁気テープに書き込む密度を指定します。この修飾子は，/FOREIGN修飾子付きでテ
ープをマウントするときに限って有効です。テープの密度を変更する場合，テープに
対する最初の操作は書き込みである必要があります。

テープに対してサポートする密度を次の表に示します。
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表 DCLI–13 テープに対するキーワード

キーワード 意味

DEFAULT 省略時の密度

800 NRZI 800 BPI (インチ当たりビット数)

1600 PE 1600 BPI

6250 GRC 6250 BPI

3480 IBM 3480 HPC 39872 BPI

3490E IBM 3480圧縮形式

833 DLT TK50: 833 BPI

TK50 DLT TK50: 833 BPI

TK70 DLT TK70: 1250 BPI

6250 RV80 6250 BPIに相当するもの

注意: OpenVMSバージョン 7.2よりも前の TMSCP/TUDRIVERコードでは，上
記のリストにあるシンボルだけが解釈されます。この表の後に示すシン

ボルは， OpenVMS Alphaおよび Integrityシステムでのみサポートされます。

TK85 DLT Tx85: 10625 BPI—Cmpt III - Alpha/Integrityのみ

TK86 DLT Tx86: 10626 BPI—Cmpt III - Alpha/Integrityのみ

TK87 DLT Tx87: 62500 BPI—Cmpt III - Alpha/Integrityのみ

TK88 DLT Tx88: (Quantum 4000)—Cmpt IV - Alpha/Integrityのみ

TK89 DLT Tx89: (Quantum 7000)—Cmpt IV - Alpha/Integrityのみ

QIC QICドライブは，すべてドライブ設定専用 - Alpha/Integrityのみ

TK85 DLT Tx85: 10625 BPI—Cmpt III - Alpha/Integrityのみ

TK86 DLT Tx86: 10626 BPI—Cmpt III - Alpha/Integrityのみ

TK87 DLT Tx87: 62500 BPI—Cmpt III - Alpha/Integrityのみ

TK88 DLT Tx88: (Quantum 4000)—Cmpt IV - Alpha/Integrityのみ

TK89 DLT Tx89: (Quantum 7000)—Cmpt IV - Alpha/Integrityのみ

QIC QICドライブは，すべてドライブ設定専用 - Alpha/Integrityのみ

8200 Exa-Byte 8200 - Alpha/Integrityのみ

8500 Exa-Byte 8500 - Alpha/Integrityのみ

DDS1 Digital Data Storage 1—2G - Alpha/Integrityのみ

DDS2 Digital Data Storage 2—4G - Alpha/Integrityのみ

DDS3 Digital Data Storage 3—8-10G - Alpha/Integrityのみ

DDS4 Digital Data Storage 4 - Alpha/Integrityのみ

AIT1 Sony Advanced Intelligent Tape 1 - Alpha/Integrityのみ

AIT2 Sony Advanced Intelligent Tape 2 - Alpha/Integrityのみ

AIT3 Sony Advanced Intelligent Tape 3 - Alpha/Integrityのみ

AIT4 Sony Advanced Intelligent Tape 4 - Alpha/Integrityのみ

DLT8000 DLT 8000 - Alpha/Integrityのみ

(次ページに続く)
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表 DCLI–13 (続き) テープに対するキーワード

キーワード 意味

8900 Exabyte 8900 - Alpha/Integrityのみ

SDLT SuperDLT - Alpha/Integrityのみ

SDLT320 SuperDLT320 - Alpha/Integrityのみ

テープ密度のキーワードは短縮することができません。

INITIALIZEコマンドでテープを初期化し，密度を指定しなかった場合，テープは使
用している媒体とドライブの省略時の密度で初期化されます (通常は利用可能な密度
のうち最も高いもの)。

テープの密度は，そのテープがテープの開始 (BOT)位置にある場合にだけ変更できま
す。記録済のテープの密度を変更する場合，最初の操作は書き込みにする必要があり
ます。テープに対する最初の操作が読み込みである場合，/DENSITY修飾子でどのよ
うな密度を指定しても，磁気テープは，テープが記録された最初のレコードにある密
度に設定されます。

例
以下のコマンドは，テープをMFAO:ドライブに/FOREIGNでマウントし，論理名
TAPEを割り当てます。/DENSITY修飾子は，このテープが TK87で書き込まれるこ
とを指定しています。

$ MOUNT/FOREIGN/DENSITY=TK87 MFA0: TAPE

/EXTENSION=n

ディスク・ファイルを拡張するブロック数を指定します。コマンドやプログラムで別
の指定を行う場合以外に適用されます。

パラメータnは， 0～ 65,535の値を指定します。この指定により，ボリューム初期化
時に指定した値は無効となります。

例
以下のコマンドはDOCというラベルのボリュームをDKA0にマウントし，WORK
という論理名を設定しています。WORK上のファイルの省略時の拡張ブロック数 64
を指定しています。

$ MOUNT/EXTENSION=64 DKA0: DOC WORK

/FOREIGN

OpenVMSオペレーティング・システムで使用している標準形式とは異なる形式のボ
リュームであることを示します。

ANSI標準形式以外の磁気テープ・ボリュームとFiles–11形式以外のディスク・ボリ
ュームには，/FOREIGN修飾子を使用します。
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/FOREIGN修飾子でボリュームをマウントすることにより，ボリューム読み込みプロ
グラムは，ボリュームのラベルを処理できるようになります。OpenVMSオペレーテ
ィング・システムには，ボリュームを処理するための補助制御プロセス (ACP)が用意
されていません。

DOS-1ボリュームおよびRT–11ボリュームは，/FOREIGN修飾子でマウントし，
Exchangeユーティリティ (EXCHANGE)で処理する必要があります。『OpenVMS
Exchange Utility Manual』 (ドキュメンテーション CD-ROMに用意されています)
を参照してください。

フォーリン・ボリュームの省略時の保護は，システムと所有者の場合は RWLP (読み
込み，書き込み，論理入出力，物理入出力)，グループと一般の場合はアクセスなしで
す。/GROUPも指定した場合，グループ・メンバにも RWLPアクセスが許可されま
す。/SYSTEMまたは/SHAREを指定すると，グループと一般の両方に RWLPアクセ
スが許可されます。/GROUP，/SYSTEM，/SHAREによって省略時の保護が変更さ
れることはありません。

現在の形式がFiles–11であるボリュームを/FOREIGN修飾子でマウントするには，ユ
ーザ特権 VOLPROを持っているか，またはボリュームのUICと同じUICを持って
いる必要があります。

/FOREIGN修飾子は次の修飾子と互換性がありません。

/ACCESSED, /AUTOMATIC, /BIND, /CACHE, /[NO]CONFIRM, [NO]COPY,
/EXTENSION, /HDR3, /INITIALIZE, /LABEL, /PROCESSOR, /QUOTA,
/REBUILD, /SHADOW, /OVERRIDE=EXPIRATION, and /WINDOWS.

例
以下のコマンドは，フォーリン磁気テープをMTA1というドライブにマウントしてい
ます。

$ MOUNT/FOREIGN MTA1: ABCD TAPE

以下のコマンドは， RK07という装置をフォーリン・ボリュームとしてDMA2にマ
ウントし，DISK$SAVEDISKという省略時の論理名を設定しています。 SAVEDISK
は，ファイル構造ではないボリュームとして，順編成ディスクの BACKUPセーブ処
理に使用できます。

$ MOUNT/FOREIGN DMA2: SAVEDISK

/GROUP

ユーザがMOUNTコマンドを入力したときに，このユーザと同じUIC内のグループ
番号を持つ他のユーザがボリュームを利用できるようにします。

ボリュームの論理名は，グループ論理名テーブルに格納されます。/GROUP修飾子を
使用するには，ユーザ特権GRPNAMが必要です。
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別のグループが所有者であるボリュームの場合，その保護設定値によってはアクセス
が拒否されることがあります。

ISO 9660ボリューム・セットに対して/GROUP修飾子を使用することはできませ
ん。

/GROUP修飾子は/OVERRIDE=IDENTIFICATION，/SHARE，/SYSTEM修飾子と
は互換性がありません。

例
以下のコマンドは， PAYVOL1， PAYVOL2， PAYVOL3というラベルのボリューム
で構成されるボリューム・セットをマウントし，グループ全体で利用できるようにし
ています。 PAYという論理名が，このセットに設定されており，ユーザは，この論理
名 PAYでこれらのボリューム上のファイルにアクセスできます。

$ MOUNT/GROUP DB1:, DB2:, DB3: PAYVOL1,PAYVOL2,PAYVOL3 PAY

以下のコマンドは， PAYVOL4というラベルのボリュームをMASTER_PAYという既
存ボリューム・セットに追加しています。このボリューム・セットのルート・ボリュ
ームは，コマンド入力時に稼動中でなければなりません。

$ MOUNT/GROUP/BIND=MASTER_PAY DB4: PAYVOL4

/HDR3 (省略時の設定)
/NOHDR3

ANSI標準ヘッダ・ラベル 3を磁気テープ・ボリュームに書き込むかどうかを制御し
ます。

省略時の設定では，ヘッダ・ラベル 3が書き込まれます。/NOHDR3修飾子を指定す
れば，HDR3ラベルを正しく処理しないシステムで磁気テープに書き込みを行えま
す。

例
次の例は INITIALIZEコマンドとMOUNTコマンドが， ANSI形式の磁気テープを
処理可能状態にしています。/NOHDR3修飾子により，HDR3ラベルを書き込まない
ことを指定しています。したがってこの磁気テープは，処理系に依存するラベルを正
しく処理しないシステムに移植できます。

$ INITIALIZE MTA0: ABCD
$ MOUNT/NOHDR3 MTA0: ABCD

/INCLUDE仮想ユニット名[:] /SHADOW=(物理装置名[:][,...])
/NOINCLUDE仮想ユニット名[:] /SHADOW=(物理装置名[:][,...]) (省略時の設定)

以前のシャドウ・セットを，シャドウ・セットが破壊される前の状態に自動的に復
元します。この修飾子を使用できるのは，ボリューム・シャドウイング・オプショ
ンが用意されている場合だけです。追加情報については，『Volume Shadowing for
OpenVMS説明書』を参照してください。
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/INCLUDE修飾子は，自動的にシャドウ・セットをマウントし，システムがクラッ
シュする前の状態に復元します。シャドウ・セットを最初にマウントしたときに使用
していた仮想ユニット名とまったく同じ名前を入力してください。仮想ユニット名の
形式は，DSAnnnn:です。

オリジナル・シャドウ・セット内の 1つ以上のディスク装置を，/SHADOW修飾子で
指定する必要もあります。標準装置命名形式$割り当てクラス$ddcu[:]を使用してくだ
さい。 1つの装置だけを指定する場合は，括弧で囲みません。

/INCLUDE修飾子はコマンド行のどこに指定してもかまいません。

省略時の修飾子は/NOINCLUDEです。

例
次の例は，シャドウ・セットを作成しています。マウント対象のシャドウ・セット・
メンバは，ソフトウェアが自動的に決定します。/SHADOW修飾子により， 2つのシ
ャドウ・セット・メンバが正しくコピーされます。$1$DUA10の方が新しいボリュー
ムなので，$1$DUA10が$1$DUA11にコピーされます。

シャドウ・セットが正しくディスマウントされ，まだ処理されていない書き込み要求
が残されていない場合は，シャドウ・セット・デバイスに矛盾がないため，そのまま
追加でき，コピー操作やマージ操作は必要ありません。未処理の書き込み要求がある
場合には， Volume Shadowing for OpenVMSはコピー操作またはマージ操作を自動
的に実行します。

$ MOUNT/INCLUDE DSA0: /SHADOW=$1$DUA10: SHADOWVOL
%MOUNT-I-MOUNTED, SHADOWVOL mounted on DSA0:
%MOUNT-I-SHDWMEMSUCC, _$1$DUA10: (MEMBER1) is now a valid member of
the shadow set
%MOUNT-I-SHDWMEMCOPY, _$1$DUA11: (MEMBER2) added to the shadow set
with a copy operation

/INITIALIZE=CONTINUATION

磁気テープ・ボリューム・セットにボリュームを追加する場合，ボリュームへの書き
込みを行う前に初期化することを指定します。

例
次の例は/INITIALIZE=CONTINUATION修飾子が，MOUNTコマンド独自の
継続ラベルを設定することを指示しています。この場合，オペレータが REPLY
/BLANK=nと入力すれば，オリジナル・ラベルをもとにシステムがラベルを設定し
ます。 ABCD02， ABCD03というように，MOUNTコマンドで指定したラベルに，
適宜番号が追加されます。

$ MOUNT/INITIALIZE=CONTINUATION MTA0: ABCD

DCLI–615



MOUNT

/LABEL (省略時の設定)
/NOLABEL

OpenVMSオペレーティング・システムで使用している標準形式のボリュームである
ことを指示します。つまり，磁気テープ・ボリュームの場合は ANSI標準形式，ディ
スク・ボリュームの場合はFiles–11形式です。

省略時の設定では，/LABELです。

/NOLABELは，/FOREIGNと同じで， FOREIGNフラグを設定します。

例
以下のコマンドは ANSI磁気テープをMFA1にマウントし， TAPE$TAPEという省
略時の論理名を設定しています。

$ MOUNT/LABEL MFA1: TAPE

/MEDIA_FORMAT=CDROM

ISO 9660 (またはHigh Sierra)形式であるものとして，ボリュームをマウントしま
す。

/MEDIA_FORMAT=CDROM修飾子は， ISO 9660 (またはHigh Sierra)形式である
ものとしてボリュームをマウントすることをマウント・サブシステムに要求します。

注意

この修飾子は CD-ROMのマウント (ISO 9660または High Sierra)を指定しま
す。ボリュームが ISO 9660形式または High Sierra CD-ROM形式であること
がわかっている場合には，この修飾子を指定してください。

省略時の設定では，MountコマンドはFiles–11 ODS-2形式で CD-ROMを
読み込もうとします。この修飾子を指定した場合には，Mountコマンド
はFiles–11 ODS-2形式のマウントを実行しません。

CD-ROMの一部をFiles–11 ODS-2形式で記録し，別の部分を ISO 9660形式
で記録することが可能であるため，この修飾子を使用すれば， CD-ROMのマ
ウントを指定できます (ISO 9660または High Sierra)。

/MEDIA_FORMAT=[NO]COMPACTION

データ圧縮をサポートするテープ・ドライブにおけるデータ圧縮とデータ・レコー
ド・ブロッキングを可能にし，制御します。

/MEDIA_FORMAT修飾子を使用すれば，テープをマウントし，テープ・ドライブが
データ圧縮をサポートする場合に，データ圧縮とレコード・ブロッキングを許可する
ことができます。データ圧縮とレコード・ブロッキングを行うと，より多くのデータ
をテープに格納できます。

レコードは，圧縮してブロッキングすることも，圧縮をサポートしないテープ・ドラ
イブで記録する場合と同じように記録することもできます。圧縮をサポートするテー
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プ・ドライブに圧縮または非圧縮を指定すると， 1本のテープ全体にその指定が適用
されます。

/MEDIA_FORMAT=[NO]COMPACTION修飾子は/DENSITY修飾子と互換性があり
ません。

Files–11テープにデータ圧縮を許可すると，キャッシングも自動的に許可されます。

注意

/MEDIA_FORMAT=[NO]COMPACTION修飾子が有効であるのは，フォーリ
ン・マウントの場合だけです。

/MEDIA_FORMAT=[NO]COMPACTION修飾子は，Files–11テープに対しては
効果がありません。Files–11テープには，テープ初期化時に設定した状態が適
用されます。

例
以下のコマンドは，テープをフォーリン・マウントしてデータ圧縮とレコード・ブロ
ッキングを許可し， BOOKSという論理名を設定しています。

$ MOUNT/FOREIGN/MEDIA_FORMAT=COMPACTION MUA0: BOOKS

ラベル BOOKSのテープをFiles–11マウントし，データ圧縮とレコード・ブロ
ッキングを許可しています。初期化時に圧縮が禁止されているので，/MEDIA_
FORMAT=COMPACTIONの効果はありません。

$ INIT/MEDIA_FORMAT=NOCOMPACTION MUA0: BOOKS
$ MOUNT/MEDIA_FORMAT=COMPACTION MUA0: BOOKS

/MESSAGE (省略時の設定)
/NOMESSAGE

マウント要求メッセージを，現在の SYS$OUTPUT装置に送信します。

オペレータ補助マウントで/NOMESSAGEを指定した場合，メッセージは
SYS$OUTPUTに出力されません。ただし，オペレータ・ターミナルが許可され
ている場合，オペレータ・ターミナルには出力されます。

例
この例では， SLIPというラベルの装置 RL02をドライブDLA0にマウントし，
DISCという論理名を設定しています。/NOMESSAGE修飾子により，マウント要求
メッセージをユーザ・ターミナルに同報通信することが禁止されています。

$ MOUNT/NOMESSAGE DLA0: SLIP DISC

/MOUNT_VERIFICATION (省略時の設定)
/NOMOUNT_VERIFICATION

装置がマウント・チェックの対象であることを指定します。
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/MOUNT_VERIFICATION修飾子は，次のような媒体に対して有効です。

• Files–11構造レベル 2または 5のディスク (フォーリン・マウント・ディスクで
は，マウント・チェックはサポートされない)

• ISO 9660形式とHigh Sierra形式の CD-ROM

• フォーリン・ラベルおよび ANSIラベルの磁気テープ・ボリューム

例
以下のコマンドは， FILESというラベルのディスク装置HSG80 Fibre Channelをマ
ウントし，WORKという論理名を設定しています。/CACHE修飾子により，拡張キ
ャッシング，ファイル識別子キャッシング，クォータ・キャッシング，データ・キャ
ッシング，ライトバック・キャッシングが禁止され，/NOMOUNT_VERIFICATION
修飾子により，マウント・チェックが禁止されています。

$ MOUNT/CACHE=(NOEXTENT,NOFILE_ID,NOQUOTA,WRITETHROUGH) -
_$ /NOMOUNT_VERIFICATION $1$DGA0: FILES WORK
%MOUNT-I-MOUNTED, FILES mounted on _$1$DGA0: (NODE)

/MULTI_VOLUME
/NOMULTI_VOLUME (省略時の設定)

フォーリン磁気テープ・ボリュームやラベルなし磁気テープ・ボリュームに対し，ボ
リューム・アクセス・チェックを無効とするかどうかを制御します。

/MULTI_VOLUMEは，MOUNTが解釈できるラベルがないボリュームのアクセ
ス・チェックを無効にします。OpenVMSバージョン 5.0より前に開発され，個々の
リールのマウントとディスマウントを行わないまま，フォーリン・マウントされたマ
ルチ・ボリュームのテープ・セットを処理するソフトウェアを使用している場合，最
初のボリュームを/MULTI_VOLUME修飾子でマウントする必要があるかもしれませ
ん。

フォーリン・マウントされたマルチ・ボリュームの磁気テープ・セットをサポートす
るユーティリティで第 2以降のボリュームを処理する必要があり，かつOpenVMSの
Mountコマンドが解釈できるラベルがそれらのボリュームに付いていない場合に，こ
の修飾子を使用します。

省略時の設定では，すべてのテープ・ボリュームに対してOpenVMSのMountコマ
ンドのアクセス・チェックが行われます。OpenVMSバージョン 5.0より前に開発さ
れたサード・パーティ製のユーティリティやユーザが作成したユーティリティの中に
は，フォーリン・テープ・セット内の最初のテープだけをマウントするものがありま
す。新しいバージョンのOpenVMSとの互換性をとるには，セット内の各リールにつ
いて$MOUNTと$DISMOUのシステム・サービスを明示的に呼び出すよう，これら
のユーティリティを変更します。これらのユーティリティで使用する磁気テープ・セ
ットを/MULTI_VOLUME修飾子でマウントする方法もあります。
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/MULTI_VOLUME修飾子は/FOREIGN修飾子と併用する必要があります。また，
ユーザ特権 VOLPROが必要です。省略時の設定では，/NOMULTI_VOLUMEで
す。

注意

OpenVMS Backupユーティリティ (BACKUP)は，フォーリン・マウン
トされた磁気テープ・セットの各リールで$MOUNTシステム・サービ
スと$DISMOUシステム・サービスを明示的に呼び出します。詳しくは
『OpenVMSシステム管理ユーティリティ・リファレンス・マニュアル (上
巻)』の BACKUP および複数のボリューム・セーブ・セットに関する節を参
照してください。

例
以下のコマンドは，テープ・ボリューム・セットをマウントしています。最初のボリ
ュームにアクセス・チェックを行いますが，第 2以降のリールに対しては，チェック
を行わずに処理を進めます。

$ MOUNT/FOREIGN/MULTI_VOLUME MUA0:

/OVERRIDE=(キーワード[,...])

MOUNTコマンドによる 1つまたは複数の保護チェックを禁止します。

/FOREIGN修飾子と/OVERRIDE=(ACCESSIBILITY, EXPIRATION)を指定するに
は，ユーザ特権OPERと VOLPROが必要です。これらの特権がない場合，磁気テー
プは読み込まれません。

複数のキーワードを指定する場合，キーワードをコンマで区切り，リスト全体を括弧
で囲みます。

次の表は，この修飾子のためのキーワードの一覧です。

キーワード 説明

ACCESSIBILITY 磁気テープ専用。ボリュームのアクセス可能フィールドに定義されている文字を無
効にします。このキーワードを使用するかどうかは，各システムで決定します。つ
まり，このフィールドの処理に磁気テープ・ファイル・システムが使用するルーチ
ンを，システムごとに指定できます。省略時の設定では，このフィールドを次のよ
うにチェックするルーチンが， OpenVMSオペレーティング・システムに用意され
ています。

• ANSIのバージョン 3に準拠する OpenVMSで磁気テープを作成した場合

ASCII空白文字以外のすべての文字をこのキーワードで無効にしてください。

• OpenVMS保護が指定されており，かつバージョン 3より後の ANSI標準に磁
気テープが準拠する場合 ASCIIの 1以外のすべての文字をこのキーワードで無
効にしてください。

キーワード ACCESSIBILITYを使用するには，ユーザ特権 VOLPROを持っている
か，またはボリュームの所有者でなければなりません。
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キーワード 説明

EXPIRATION ボリュームとそのファイルの満了日付を無効にします。満了日付を変更したいファ
イルの最初のファイル・ヘッダ・ラベルに定義されているデータが，満了日付にま
だ達していない場合に使用できます。ユーザ特権 VOLPROを持っているか，また
はボリュームの UICと同じ UICを持っている必要があります。

IDENTIFICATION ボリューム識別子の処理を無効にします。ラベルが不明であるボリュームをマウン
トする場合や，ラベルの最初の 12文字が一意でない ISO 9660ボリュームをマウン
トする場合に使用します。無効となるのは，ボリューム識別子フィールドだけであ
り，ボリューム保護は変更されません。ボリュームは，明示的にまたは省略時の設
定として，/NOSHAREでマウントしてください。

/OVERRIDE=IDENTIFICATION修飾子は/GROUPおよび/SYSTEM修飾子と互
換性がありません。

LIMITED_SEARCH 予想される位置からホーム・ブロックを検索できないときに，Mountコマンドが
デバイス全体からホーム・ブロックを検索することを許可します。省略時の設定で
は，ホーム・ブロックの検索は制限され，有効なホーム・ブロックが存在しないと
きに，余分な検索時間を費やさないようにしています。

LOCK マウント時にエラーが発生したため，ボリュームをライト・ロックしないことを指
示します。破損したボリュームを ANALYZE/DISK_STRUCTUREコマンドで処置
するためマウントする場合に使用します。キーワード LOCKを使用するには，ユー
ザ特権 VOLPROを持っているか，またはボリュームの所有者でなければなりませ
ん。

NO_FORCED_ERROR 装置またはコントローラが強制エラー処理をサポートしていない場合でも，シャド
ウイングを続行することを支持します。サポートされていない SCSIディスクを使
用すると，修正できないエラーが発生した場合にシャドウ・セットからメンバが削
除されることがあります。これは， SCSIディスクではディスクの不良ブロックを
修復する READLコマンドおよびWRITELコマンドを使用できないことがあるた
めです。

OWNER_IDENTIFIER 磁気テープ専用。所有者識別子フィールドの処理を無効にします。保護された磁気
テープを OpenVMSと別の HPのオペレーティング・システムとの間で交換する場
合に使用します。

SECURITY ボリュームに無効の SECURITY.SYSファイルが登録されているために，エラーが
戻された場合，ボリュームのマウントを継続することを許可します。このキーワー
ドを使用するには， VOLPROユーザ特権を持つか，またはボリュームを所有して
いなければなりません。

SETID 磁気テープ専用。継続ボリューム上の最初のファイルの最初のファイル・ヘッダ・
ラベルのファイル・セット識別子のチェックを禁止します。 ANSI継続ボリューム
上の最初のファイルのファイル・セット識別子が，マウントした最初のボリューム
の最初のファイルのファイル・セット識別子と異なる場合に使用します。

SHADOW_
MEMBERSHIP

以前のシャドウ・セット・メンバの書き込み保護を無効にすることを許可します。
このパラメータを使用できるのは，ボリューム・シャドウイング・オプションが用
意されている場合だけです。『Volume Shadowing for OpenVMS説明書』を参照
してください。

この修飾子でボリュームをマウントすると，ボリューム・シャドウイング作成番号
が消去されます。シャドウ・セット内のボリュームを再マウントしようとすると，
関連しないボリュームであるとみなされ，現在のシャドウ・セット・メンバの中の
1つがフル・コピーされます。

以下のコマンドはボリューム識別フィールドを無効にし，MFA0上の磁気テープをラ
ベル指定なしでマウントしています。

$ MOUNT/OVERRIDE=IDENTIFICATION MFA0:
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/OWNER_UIC=uic

ボリュームをマウントするときに，ボリュームの所有権を指定したUICに対し
て設定し，ボリュームに記録されている所有権を無効にすることを指示します。
/FOREIGN所有権でボリュームをマウントする場合は，現在の使用中UIC以外の所
有者UICを要求します。

パラメータ，UIC(ユーザ識別コード)を次の形式で指定します。

[グループ,メンバ]

UIC指定は，大括弧で囲みます。グループ番号は， 0～ 37776の 8進値です。メン
バ番号は， 0～ 177776の 8進値です。

Files–11ボリュームに対して/OWNER_UIC修飾子を使用するには，ユーザ特権
VOLPROを持っているか，またはボリュームのUICと同じUICを持っている必要が
あります。

例
以下のコマンドはWORKというラベルのディスク装置をDRA3にマウントし，所有
者UIC [016,360]を設定しています。

$ MOUNT/OWNER_UIC=[016,360] DRA3: WORK

/POLICY=[NO]MINICOPY[=(OPTIONAL)], REQUIRE_MEMBERS, [NO]VERIFY_
LABEL

シャドウ・セットのセットアップと使用を制御します。ボリューム・シャドウイング
の詳細については，『Volume Shadowing for OpenVMS説明書』を参照してくださ
い。

次の表に，この修飾子のキーワードを示します。
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キーワード 説明

[NO]MINICOPY
[=OPTIONAL] (Alpha
/Integrityのみ)

シャドウイング・ミニコピー機能のセットアップと使用を制御します。

ビットマップを作成するには， LOG_IO (論理 I/O)特権が必要です。

MOUNT /POLICY修飾子のキーワード[NO]MINICOPY[=OPTIONAL]の意味は，
次のようにシャドウ・セットの状態に依存します。

1. スタンドアロン・システムか任意のクラスタ・メンバ上で，シャドウ・セッ
トがマウントされておらず，MINICOPY=OPTIONALが指定されている場
合には，シャドウ・セットがマウントされ，書き込みビットマップが作成さ
れます。書き込みビットマップはシャドウイング・ミニコピー操作を可能に
します。シャドウイング・ミニコピー操作を可能にするためには，スタンド
アロン・システム上かクラスタ内で，シャドウ・セットの最初のマウント
で/MOUNT /POLICY=MINICOPY[=OPTIONAL]を指定する必要があります。

OPTIONALキーワードを指定すると，システムが書き込みビットマップを開
始できなかった場合でもマウントを続行することができます。ビットマップが
開始できない理由としては，シャドウ・セットが正しくディスマウントされな
かった，シャドウ・セットがマージ操作を必要としている場合や，その他のさ
まざまなリソース関連の問題が考えられます。 OPTIONALキーワードが省略
され，システムが書き込みビットマップを開始できなかった場合には，シャド
ウ・セットはマウントされません。

/POLICY=MINICOPY=OPTIONAL修飾子を指定しており，シャドウ・セット
がすでにクラスタ内の別のノード上で/POLICY=MINICOPY[=OPTIONAL]な
しでマウントされていた場合，MOUNTコマンドは成功しますが，書き込みビ
ットマップは作成されません。

NOMINICOPYが指定された場合，シャドウ・セットはマウントされますが，
書き込みビットマップは作成されません。

2. シャドウ・セットの前のメンバが，ミニコピーが有効になっているシャドウ・
セットに戻された場合には，フル・コピーの代わりにミニコピーが開始されま
す。これは省略時の動作であり，/POLICY=MINICOPY[=OPTIONAL]を省略
した場合でも行われます。ミニコピーの開始が成功しても，何らかの理由で実
行に失敗した場合には，フル・コピーが実行されます。

ミニコピーが開始できなかった場合，キーワード OPTIONALが省略されてい
れば，マウントは失敗します。

NOMINICOPYが指定された場合には，ミニコピーはたとえ可能であっても実
行されません。

REQUIRE_MEMBERS MOUNTコマンドが実行される条件として，MOUNTコマンドが発行されたと
きに，/SHADOW修飾子で指定されたすべての物理デバイスがアクセス可能で
なければならないかどうかを制御します。メンバはコマンド行で指定されるか，
/INCLUDE修飾子によってディスク上で検索されます。

この修飾を指定しなかった場合， (接続障害など)何らかの理由で 1つ以上のメンバ
にアクセスできないときには，アクセス可能なメンバとの仮想ユニットが作成され
ます。

このオプションを使用すると，イベント後に正しいメンバシップが選択されるの
で，耐障害クラスタでリカバリを行うときに特に有効です。

[NO]VERIFY_LABEL シャドウ・セットに追加されるすべてのメンバが， ’SCRATCH_DISK’というボリ
ューム・ラベルを持たなければならないようにします。

これにより，間違ったディスクが誤ってシャドウ・セットに追加されるのを防ぐこ
とができます。 VERIFY_LABELを使用する場合には，セットに追加されるディス
クをラベル ’SCRATCH_DISK’で初期化するか， SET VOLUME/LABELを実行す
る必要があります。

省略時の動作は NOVERIFY_LABELで，コピー・ターゲットのボリューム・ラベ
ルはチェックされません。
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/PROCESSOR=キーワード
磁気テープとFiles–11構造レベル 1ディスクの場合に，補助制御プロセス (ACP)をボ
リューム処理に使用することを指定します。/PROCESSOR修飾子により， ACPを
装置と対応づける省略時の方式を無効にします。

Files–11構造レベル 2および 5のディスクの場合は，ブロック・キャッシュの割り当
てを制御します。

次の表は，この修飾子のキーワードの一覧です。

キーワード 説明

UNIQUE 磁気テープ，Files–11 ODS-1， ISO 9660， High Sierraでフォーマットされた媒体
のいずれかをマウントするときに，これらをサポートする省略時の補助制御プロセッ
サ (ACP)イメージを実行するプロセスを作成します。

Files–11構造レベル 2および 5のディスクの場合は，独立したブロック・キャッシュ
を割り当てます。

SAME:装置 磁気テープ，Files–11 ODS-1， ISO 9660， High Sierraでフォーマットされた媒体
のいずれかをマウントするときに，これらをサポートする ACPイメージを実行する
プロセスとして，既存プロセスを使用します。

Files–11構造レベル 2および 5のディスクの場合は，指定した装置に割り当てられて
いるブロック・キャッシュを取り外します。

ファイル指定 ファイル指定で指定した ACPイメージ (変更を施した ACPやユーザが作成した ACP
など)を実行するプロセスを作成します。ワイルドカード文字，ノード名，ディレク
トリ名は，ファイル指定に使用できません。

このキーワードを使用するためには， CMKRNLと OPERの特権が必要です。

/PROCESSOR修飾子を使用するには，オペレータ・ユーザ特権 OPERが必要です。

例
以下のコマンドは，現在MTA1に設定されている ACPプロセスを使用してMFA0に
磁気テープをマウントしています。

$ MOUNT/PROCESSOR=SAME:MTA1: MFA0:

/PROTECTION=キーワード
ボリュームに設定する保護コードを指定します。

次の表は，この修飾子のキーワードを記述します。

キーワード 説明

保護コード ユーザ保護指定の標準構文規則 (システム/所有者/グループ/ワールド)に準拠した保護
コードを指定します。保護カテゴリを省略すると，そのカテゴリのユーザにはすべて
のアクセスが禁止されます。

保護コードを指定しない場合，初期化時にボリュームに設定された保護が使用されま
す。

XAR 拡張レコード属性 (XAR)アクセス制御の適用を許可します。 XARについての詳しい
説明は『OpenVMS Record Management Services Reference Manual』を参照して
ください。
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キーワード 説明

DSI DECシステム識別子 (DSI)を格納した XARに対して XAR Ownerアクセスおよび
Groupアクセスを許可します。詳しくは『OpenVMS Record Management Services
Reference Manual』を参照してください。

/SYSTEMまたは/GROUPでボリュームをマウントするときに/PROTECTION修飾
子を指定した場合，他の修飾子によるすべてのアクセス権は無効となります。

/FOREIGN修飾子を指定した場合，実行 (E)アクセス権または作成 (C)アクセス権と
削除 (D)アクセス権は，論理入出力 (L)の場合と物理入出力 (P)の場合で同義です。
しかし，物理入出力 (P)と論理入出力 (L)のどちらか一方または両方のアクセス・コ
ードを指定すれば，複数のユーザ・カテゴリが実行できる入出力操作を制限できま
す。

Files–11ボリュームに対して/PROTECTION修飾子を使用するには，ユーザ特権
VOLPROを持っているか，ボリュームのUICと同じUICを持っている必要がありま
す。

例
以下のコマンドは，WORKDISKというラベルの装置をDKA1にマウントし，保護
コードを設定しています。このボリュームへのアクセスは， SYSTEMユーザの場
合 READ，WRITE， CREATE，OWNERの場合 READ，WRITE， CREATE，
DELETE，GROUPユーザの場合 READ， CREATE，WORLDカテゴリの場合
READだけです。

$ MOUNT/PROTECTION=(SYSTEM:RWE,O:RWED,G:RE,W:R) DKA1: WORKDISK

/QUOTA (省略時の設定)
/NOQUOTA

指定したディスク・ボリュームにクォータを実施するかどうかを制御します。

省略時の設定では，各ユーザに対してクォータを実施する/QUOTAです。
/NOQUOTAは，このチェックを禁止します。/QUOTA修飾子を指定するには，
ユーザ特権 VOLPROを持っているか，またはボリュームのUICと同じUICを持っ
ている必要があります。

例
以下のコマンドは，DRA3にマウントされている，WORKというラベルのディス
ク・ボリュームに対し，所有者UIC [016,360]を設定し，クォータを実施しないこと
を指定しています。

$ MOUNT/OWNER_UIC=[016,360]/NOQUOTA DRA3: WORK

/REBUILD (省略時の設定)
/NOREBUILD

ディスク・ボリュームに対し，リビルド動作を行うかどうかを制御します。
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システム障害などのためディスク・ボリュームが正しくディスマウントされていない
場合，ボリュームをリビルドして，ディスマウント時に許可されていたキャッシング
制限を回復する必要があります。省略時の設定では，リビルドが行われます。使用可
能なすべての空き空間の再利用も行う正常なリビルドを実行するには，すべてのボリ
ューム・セット・メンバをマウントする必要があります。

ボリューム上のファイル数によっては，リビルドにかなりの時間がかかります。クォ
ータを使用している場合のファイル所有者の数も，リビルドにかかる時間に影響しま
す。

ボリュームをディスマウントする前に許可されていたキャッシュとしては，以下のキ
ャッシュが考えられます。

• 割り当て済み空き空間 (EXTENTキャッシュ)

• 割り当て済みファイル番号 (FILE_IDキャッシュ)

• ディスク・クォータ使用量キャッシング (QUOTAキャッシュ)

割り当て済み空き空間やファイル番号のキャッシングが許可されていた場合，最も多
くのファイルがボリュームに存在したときのファイル数にリビルド時間が比例しま
す。ディスク・クォータ・キャッシングが許可されていた場合，ディスク・クォー
タ・ファイルのエントリ数の二乗に比例する時間がかかると思われます。

いずれのキャッシングも許可されていなかった場合，リビルドは不要であるため実行
されません。

/NOREBUILD修飾子を使用すると，ただちに装置をアクティブ状態に戻せます。リ
ビルドを改めて実行する場合は，DCLの SET VOLUME/REBUILDコマンドを使用
します。

システム・ディスクのリビルド方法については，『OpenVMSシステム管理者マニュ
アル』を参照してください。

例
この例では，WORKDISKというボリュームがNODE$DKA2にマウントされていま
す。このボリュームは正しくディスマウントされておらず，また/REBUILD修飾子が
指定されているので，メッセージが出力され，ボリュームがリビルドされます。

$ MOUNT/REBUILD NODE$DKA2: WORKDISK
%MOUNT-I-MOUNTED, WORKDISK mounted on _NODE$DKA2:
%MOUNT-I-REBUILD, volume was improperly dismounted; rebuild in
progress

ボリュームWORKDISKが正しくディスマウントされていませんが，/NOREBUILD
修飾子が指定されているので，リビルドは実行されません。ただし，リビルドが必要
であることを示すメッセージが表示され，WORKDISKをこのままの状態で使用可能
にしようとしています。DCLの SET VOLUME/REBUILDコマンドを使用すれば，
リビルドを行えます。
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$ MOUNT/NOREBUILD NODE$DKA2: WORKDISK
%MOUNT-I-MOUNTED, WORKDISK mounted on _NODE$DKA2:
%MOUNT-I-REBLDREQD, rebuild not performed; some free space
unavailable; diskquota usage stale

/RECORDSIZE=n

磁気テープ・ボリュームの各レコードに格納する文字数を指定します。

パラメータ，nは，OpenVMS RMSの場合は 20～ 65,532バイトのブロック・サイ
ズ，OpenVMS RMS以外を使用している場合は 18～ 65,534バイトのブロック・サ
イズを指定します。

この修飾子は，通常/FOREIGN，/BLOCKSIZE修飾子と併用し，ブロック構造装置
に固定長レコードを読み込みまたは書き込みする場合に指定します。レコード・サイ
ズは，指定したブロック・サイズ以下または省略時のブロック・サイズ以下でなけれ
ばなりません。

RT–11などHDR2ラベルのない磁気テープをマウントする場合，/RECORDSIZE修
飾子を使用して，省略時の最大レコード・サイズを指定します。

例
次の例は，省略時のブロック・サイズと省略時のレコード・サイズが 512文字の磁気
テープをMTA0にマウントしています。

$ MOUNT/FOREIGN/BLOCKSIZE=512/RECORDSIZE=512 MTA0:

/SHADOW

3つの物理デバイスを 1つのシャドウ・セットに結合します。シャドウ・セットは，
コマンドに指定した仮想ユニット名によって指定されます。この修飾子を使用できる
のは，ボリューム・シャドウイング・オプションが用意されている場合だけです。詳
細情報については，『Volume Shadowing for OpenVMS説明書』を参照してくださ
い。

この修飾子の形式は次のとおりです。

(virtual-unit-name[:] /SHADOW=(physical-device-name[:][,...]))

この修飾子は，物理装置とこれらの物理装置を表す仮想ユニットを含むシャドウ・セ
ットをマウントしていることを示します。この修飾子は，仮想ユニット名をデバイス
名パラメータとしてとることをMOUNTに指示します。/SHADOW修飾子は，仮想
ユニット名パラメータの後に入力します。

仮想ユニット名の形式はDSAnです。nは 0～ 9999の範囲の固有の数字で
す。physical-device-nameに対しては，標準的なデバイス名形式$allocation-
class$ddcu[:]を使用してください。
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例
次の例は，シャドウ・セットを作成しています。 2つのシャドウ・セット・メンバの
コピー動作は，ソフトウェアが自動的に正しく決定します。$1$DUA10は現在のボリ
ュームなので，$1$DUA10が$1$DUA11にコピーされます。

$ MOUNT DSA0: /SHADOW=($1$DUA10:,$1$DUA11:) SHADOWVOL
%MOUNT-I-MOUNTED, SHADOWVOL mounted on DSA0:
%MOUNT-I-SHDWMEMSUCC, _$1$DUA10: (MEMBER1) is now a valid member of
the shadow set
%MOUNT-I-SHDWMEMCOPY, _$1$DUA11: (MEMBER2) added to the shadow set
with a copy operation

以下のコマンドは， TEST3013という論理名のボリューム・セットを作成します。
ボリューム・セット TEST3013はシャドウ化されませんが，ボリューム・セット
(TEST3011と TEST3012)の各構成要素はシャドウセットであり，ボリューム・セッ
ト全体に冗長性を持たせます。

$ MOUNT/BIND=TEST3013 DSA3011/SHADOW=($1$DUA402:,$1$DUA403:),
DSA3012/SHADOW=($1$DUA404:,$1$DUA405:) TEST3011,TEST3012 TEST3013

/SHARE
/NOSHARE

ディスク・ボリュームが共用可能であることを指定します。

別のユーザがすでにマウントした共用ボリュームを/SHARE修飾子でマウントする場
合，他の修飾子を指定してもすべて無視されます。

省略時の設定では，ボリュームは共用可能ではなく，マウント先の装置が割り当てら
れます。

以前に割り当てていた装置に/SHARE修飾子を指定した場合，この他のユーザがアク
セスできるようにするため，この装置の割り当てが解除されます。

/SHARE修飾子は/GROUPおよび/SYSTEM修飾子とは互換性がありません。

例
以下のコマンドはラベル SLIPの装置をDLA0にマウントし，MOUNTメッセージ
の同報通信を禁止し，共用可能ボリュームであることを指定し，論理名DISCを指定
しています。

$ MOUNT/NOMESSAGE/SHARE DLA0: SLIP DISC

/SUBSYSTEM
/NOSUBSYSTEM

保護されたサブシステムと，システム ACEの処理を許可します。 SECURITY特権
が必要です。

省略時の設定では，ブートで使用するディスクに対して/SUBSYSTEMが許可され，
他のディスクに対しては許可されません。サブシステムについての詳しい説明は，
『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイド』を参照してください。
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例
以下のコマンドでは，マウント・メッセージを禁止した状態でDUA1に SLIPという
ラベルのボリュームをマウントします。ボリューム上のサブシステムをアクセスでき
ます。MOUNTはまた，論理名として SACHも割り当てます。

$ MOUNT/NOMESSAGE/SUBSYSTEM DUA1: SLIP SACH

/SYSTEM

ボリュームを公用ボリュームにします。つまり，UICに基づくボリューム保護によ
ってアクセスが許可されているかぎり，システムのすべてのユーザがボリュームを利
用できるようにします。

装置の論理名は，システム論理名テーブルに格納されます。/SYSTEM修飾子を使用
するには，ユーザ特権 SYSNAMが必要です。

/SYSTEM修飾子でボリュームをOpenVMS Clusterにマウントする場合，クラスタ
単位でマウントしない場合でも，クラスタ単位で一意であるボリューム・ラベルを使
用する必要があります。

/SYSTEM修飾子は/GROUP，/OVERRIDE=IDENTIFICATION，/SHARE修飾子と
は互換性がありません。

例
以下のコマンドは SLIPというラベルのボリュームをDUA1にマウントし，マウン
ト・メッセージを禁止しています。このボリュームは，システム単位で利用できま
す。 SACHという論理名も設定しています。

$ MOUNT/NOMESSAGE/SYSTEM DUA1: SLIP SACH

PAYVOL1， PAYVOL2， PAYVOL3のラベルを持つ初期化済みボリュームで構成
されるボリューム・セットMASTER_PAYを作成しています。これらのボリュー
ムは，それぞれDB1，DB2，DB3という装置に物理的にマウントされています。
PAYVOL1は，このセットのルート・ボリュームです。

すべてのユーザが利用できるようにするため，システム・ボリュームとしてマウント
されています。

$ MOUNT/SYSTEM/BIND=MASTER_PAY -
_$ DB1:,DB2:,DB3: PAYVOL1,PAYVOL2,PAYVOL3

/UCS_SEQUENCE=escape_sequence

コード化グラフィック文字セットを選択するためのエスケープ・シーケンスを指定し
ます。これは補助ボリューム記述子 (SVD)の 1つで ISO 9660ボリュームをマウント
するときに必要となります。

パラメータ，escape_sequenceは， CD-ROMを製造したベンダが定義する文字シーケ
ンスです。これは，ベンダの文字セット変換テーブルの中で一意な文字シーケンスで
す。
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/UCS_SEQUENCE修飾子は，OpenVMSで非 ASCII文字セットを含んでいる ISO
9660 CD–ROMをマウントするときに使用します。

ISO 9660ボリュームは，グラフィック文字セットを指定する SVDを含んでいること
があります。このグラフィック文字は，マウント時に選択された場合，ボリュームの
ディレクトリとファイル名を表示するときの省略時の文字として使用されます。

/UCS_SEQUENCE修飾子は，コード化グラフィック文字セットを選択するためのエ
スケープ・シーケンスを定義します。

すべての ISO 9660ボリュームは，文字セットとして ASCII (ISO 646-IRV)を使用す
る主ボリューム記述子 (PVD)を含んでいます。 ISO 9660とOpenVMSのファイル名
規則は，どちらも，ボリュームのディレクトリとファイル名を表示するときに，同じ
ASCII文字のサブセットを使用します。

/UNDEFINED_FAT=レコード形式:[レコード属性:][レコードサイズ]

レコード形式が指定されていない ISO 9660メディアのレコードに対して使用する省
略時のファイル属性を設定します。

次の表は，パラメータの説明です。

パラメータ 説明

レコード形式 ファイル内のすべてのレコードの形式を指定します。指定できる形式は FIXED，
VARIABLE， STREAM， STREAM_LF， STREAM_CR， LSB_VARIABLE，
MSB_VARIABLEです。これらのレコード形式についての説明は，『OpenVMS
Record Management Services Reference Manual』の RMSフィールド FAB$B_
RFMの説明を参照してください。

レコード属性 ファイル内のすべてのレコードの属性を指定します。指定できる属性は NONE，
CR， FTN， PRN， NOBKSです。このパラメータは STREAM以外のレコード
形式にだけ適用されます。これらのレコード属性についての説明は，『OpenVMS
Record Management Services Reference Manual』の RMSフィールド FAB$B_RAT
の説明を参照してください。

レコード・サイズ ファイル内のすべてのレコードの最大レコード・サイズを指定します。指定できる値
は 0～ 32767です。このパラメータは FIXEDまたは STREAMレコード形式にだけ
有効です。可能な RMSレコード・サイズについての説明は，『OpenVMS Record
Management Services Reference Manual』の RMSフィールド FAB$W_MRSの説
明を参照してください。

ISO 9660メディアは，レコード形式が前もって定義されているファイルをサポート
しないプラットフォームから作成される可能性があります。/UNDEFINED_FAT修
飾子は，レコード形式が指定されていない ISO 9660メディアのレコードに対して使
用される省略時のファイル属性を設定します。

/UNDEFINED_FAT修飾子は/MEDIA_FORMAT=CDROM修飾子と組み合わせて使
用しなければなりません。

この修飾子はすべての未定義ファイル・タイプを一時的に無効にし，次に示すよう
に，選択可能なレコード属性と選択可能なレコード・サイズを持つ選択可能なレコー
ド形式に変更します。
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レコード形式

����������
���������

FIXED:レコード属性[,...]:レコード・サイズ
VARIABLE:レコード属性[,...]
STREAM:レコード・サイズ
STREAM_LF:レコード・サイズ
STREAM_CR:レコード・サイズ
LSB_VARIABLE:レコード属性[,...]

����������
���������

レコード属性

�������
������

NONE - None
CR - Carriage_return
FTN - Fortran
PRN - Print
NOBKS - No-Block-Span

�������
������

レコード・サイズ� 1～ 32767 �

例
次の例では， OFFENSというラベルのボリュームがDKA1にマウントされ，ボリュ
ームのすべてのファイルは固定長，キャリッジ・リターン付き， 80バイトの長さの
レコードとして定義されます。MOUNTはまた， STRATという論理名も割り当てま
す。

$ MOUNT/MEDIA_FORMAT=CDROM/UNDEFINED_FAT=(FIXED:CR:80) DKA1: OFFENS STRAT

/UNLOAD (省略時の設定)
/NOUNLOAD

MOUNTコマンドで指定したディスク・ボリュームまたは磁気テープ・ボリューム
を，ディスマウント時にアンロードするかどうかを制御します。

例
次の例は，OFFENSというラベルのボリュームを/NOUNLOAD修飾子を使用して
DKA1にマウントしています。この結果，このボリュームは，物理的にアンロードせ
ずにディスマウントできます。 STRATという論理名も設定しています。

$ MOUNT/NOUNLOAD DKA1: OFFENS STRAT

/WINDOWS=n

ファイル・ウィンドウに対して割り当てるマッピング・ポインタの数を指定します。

パラメータ，nは， 7～ 80の値を指定します。この指定により，ボリューム初期化時
に指定した省略時の値は無効となります。

ファイルがオープンしたときに，ファイル・システムは，マッピング・ポインタを使
用してファイル内のデータにアクセスします。MOUNT/WINDOWSを使用すると，
ボリューム初期化時に指定した省略時の値が無効となります。ボリューム初期化時に
値を指定しなかった場合，省略時のマッピング・ポインタ数は 7です。

/WINDOWS修飾子を使用するには，オペレータ・ユーザ特権OPERが必要です。
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例
以下のコマンドはDKA2上のGONWITHというラベルのボリュームをシステム単位
で使用可能とし， THE_WINDOWという論理名を設定しています。/WINDOWS修
飾子に 25が指定されているので，省略時のマッピング・ポインタ数は無効となって
います。

$ MOUNT/SYSTEM/WINDOWS=25 DKA2: GONWITH THE_WINDOW

/WRITE (省略時の設定)
/NOWRITE

ボリュームが書き込み可能であるかどうかを制御します。

省略時の設定では，マウント時に読み込みおよび書き込みアクセスが許可されま
す。/NOWRITEを指定すれば，読み込み専用アクセス権を設定してファイルを保護
することができます。この効果は，装置をライト・ロックすることと同じです。

ホスト・ベースのボリューム・シャドウイング装置の場合は，ほかにも留意点があり
ます。詳細は，『Volume Shadowing for OpenVMS説明書』を参照してください。

例
以下のコマンドは BOOKSというラベルのボリュームをNODE$DKA1にマウント
し，OpenVMS Cluster内の各ノードにも次々とマウントしています。/NOWRITE
修飾子により，読み込み専用アクセス権が設定されます。

$ MOUNT/CLUSTER/NOWRITE NODE$DKA1: BOOKS

例

例 1， 2では，オペレータ補助が不要であり，ボリュームがドライブに格納され
ていることを仮定しています。例 3～ 6は，オペレータ補助を伴うマウントで
す。例 7， 8では， ISO 9660 CD-ROMボリュームをマウントしています。例 9
では，ボリュームのサブシステムをアクセス可能にしており，例 10では，シャド
ウ・セットをマウントしています。

1. $ MOUNT MTA0: MATH06 STAT_TAPE
%MOUNT-I-MOUNTED, MATH06 mounted on _MTA0:
$ COPY ST061178.DAT STAT_TAPE:

ボリューム・ラベルがMATH06の磁気テープをMOUNTコマンドが装置MTA0
にマウントし， STAT_TAPEという論理名を設定します。

次に， COPYコマンドが ST061178.DATというディスク・ファイルを磁気テープ
にコピーします。
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2. $ ALLOCATE DM:
%DCL-I-ALLOC, _DMB2: allocated
$ MOUNT DMB2: TEST_FILES
%MOUNT-I-MOUNTED, TEST_FILES mounted on _DMB2:

RK06/RK07という使用可能な装置を ALLOCATEコマンドが要求します。
ALLOCATEコマンドの結果が出力された後，割り当てられた装置に物理ボリュ
ームを格納します。次に，MOUNTコマンドがボリュームをマウントします。

3. $ MOUNT DM: TEST_FILES
%MOUNT-I-OPRQST, Please mount volume TEST_FILES in device _DMB2:
%MOUNT-I-MOUNTED, TEST_FILES mounted on _DMB2:

この例の結果は，上記の例と同じです。 TEST_FILESというラベルのボリューム
に使用する装置として，使用可能な RK06/RK07をMOUNTコマンドが要求しま
す。MOUNTが出力した装置にボリュームを物理的にマウントすると，マウント
動作が終了します。装置は，MOUNTが自動的に割り当てます。

4. $ MOUNT DYA1: TESTSYS
%MOUNT-I-OPRQST, Please mount volume TESTSYS in device DYA1:

Ctrl/Y

$ EXIT
%MOUNT-I-OPRQSTCAN, operator request canceled

TESTSYSというボリュームを装置DYA1にマウントすることを，MOUNTコマ
ンドがオペレータに指示します。ここでは， Ctrl/Yを押してマウントを取り消し
ています。マウント要求を実際に取り消す前にイメージを終了する必要があるの
で， EXITコマンドでイメージを終了しています。ただし，コマンド・インタプ
リタ内で実行されないすべてのコマンドは，現在のイメージを終了します。

5. $ MOUNT DYA1: TESTSYS
%MOUNT-I-OPRQST, Device _DYA1: is not available for mounting.
%MOUNT-I-OPRQSTCAN, operator request canceled
%MOUNT-I-OPRQST, Please mount volume TESTSYS in device _DYA1:
%MOUNT-I-MOUNTED, TESTSYS mounted on _DYA1:
%MOUNT-I-OPRQSTDON, operator request canceled - mount
completed successfully

ボリューム TESTSYSを装置DYA1にマウントすることを，MOUNTコマンド
がオペレータに指示します。DYA1は別のユーザに割り当てられているので，マ
ウントできません。この場合，装置が使用可能となるのを待つか，別の装置に変
更するか，マウントをアボートします。ここでは，オペレータ補助マウントのま
まで，装置を使用しているプロセスが装置を割り当て解除することを待っていま
す。

装置は使用可能であってもボリュームがマウントされていないので，最初のマウ
ント要求が取り消され， TESTSYSのマウント要求を改めて起動します。オペレ
ータがドライブにボリュームを装填した後，MOUNTはマウントをリトライしま
す。マウントが終了すると，要求は取り消されます。
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6. $ MOUNT DYA1: TESTSYS/COMMENT="Is there an operator around?"
%MOUNT-I-OPRQST, Please mount volume TESTSYS in device _DYA1:
Is there an operator around?
%MOUNT-I-NOOPR, no operator available to service request
.
.
.
%MOUNT-I-MOUNTED, TESTSYS mounted on _DYA1:
%MOUNT-I-OPRQSTDON, operator request canceled - mount
completed successfully

ボリューム TESTSYSを装置DYA1にマウントすることを，オペレータに指示し
ます。ところが，オペレータがいません。この場合，ユーザは， Ctrl/Yを押して
マウントをアボートするか，またはオペレータを待ちます。ここでは，オペレー
タを待っています。

7. $ MOUNT/SYSTEM/MEDIA=CDROM $1$DKA1 USER
%MOUNT-I-CDROM_ISO, USER:VMS_ONLINE_DOCUMENTATION (1 of 4) ,
mounted on _$1$DKA1: (CDROM)

$ MOUNT/SYSTEM/MEDIA=CDROM $1$DKA2 PROGRAMMING_1
%MOUNT-I-CDROM_ISO, PROGRAMMING_1:VMS_ONLINE_DOCUMENTATION (2 of 4) ,
mounted on _$1$DKA2: (CDROM)

$ MOUNT/SYSTEM/MEDIA=CDROM $1$DKA3 PROGRAMMING_2
%MOUNT-I-CDROM_ISO, PROGRAMMING_2:VMS_ONLINE_DOCUMENTATION (3 of 4) ,
mounted on _$1$DKA3: (CDROM)

MOUNT/SYSTEM/MEDIA=CDROM $1$DKA4 MANAGEMENT
%MOUNT-I-CDROM_ISO, MANAGEMENT:VMS_ONLINE_DOCUMENTATION (4 of 4) ,
mounted on _$1$DKA4: (CDROM)

"VMS_ONLINE_DOCUMENTATION"という名前の ISO 9660ボリューム・セッ
トのメンバ 4つをマウントします。

8. $ MOUNT/SYSTEM/MEDIA=CDROM $1$DKA1,$1$DKA2,$1$DKA3,$1$DKA4
USER,PROGRAMMING_1,PROGRAMMING_2,MANAGEMENT
%MOUNT-I-CDROM_ISO, USER:VMS_ONLINE_DOCUMENTATION (1 of 4) , mounted on
_$1$DKA1: (CDROM)
%MOUNT-I-CDROM_ISO, PROGRAMMING_1:VMS_ONLINE_DOCUMENTATION (2 of 4) ,
mounted on _$1$DKA2: (CDROM)
%MOUNT-I-CDROM_ISO, PROGRAMMING_2:VMS_ONLINE_DOCUMENTATION (3 of 4) ,
mounted on _$1$DKA3: (CDROM)
%MOUNT-I-CDROM_ISO, MANAGEMENT:VMS_ONLINE_DOCUMENTATION (4 of 4) ,
mounted on _$1$DKA4: (CDROM)

"VMS_ONLINE_DOCUMENTATION"という名前の ISO 9660ボリューム・セッ
トのメンバ 4つをマウントします。
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9. $ MOUNT/SYSTEM/SUBSYSTEM $8$DKA300: ATLANTIS_WORK1
%MOUNT-I-MOUNTED, ATLANTIS_WORK1 mounted on _$8$DKA300: (ATLANTIS)
$ SHOW DEVICE/FULL $8$DKA300:

Disk $8$DKA300: (ATLANTIS), device type RZ24, is online, mounted,
file-oriented device, shareable, served to cluster via MSCP Server,
error logging is enabled.

Error count 0 Operations completed 385
Owner process "" Owner UIC [SYSTEM]
Owner process ID 00000000 Dev Prot S:RWPL,O:RWPL,G:R,W
Reference count 1 Default buffer size 512
Total blocks 409792 Sectors per track 38
Total cylinders 1348 Tracks per cylinder 8
Allocation class 8

Volume label "ATLANTIS_WORK1" Relative volume number 0
Cluster size 3 Transaction count 1
Free blocks 396798 Maximum files allowed 51224
Extend quantity 5 Mount count 1
Mount status System Cache name "_$8$DKA700:XQPCACHE"
Extent cache size 64 Maximum blocks in extent cache 39679
File ID cache size 64 Blocks currently in extent cache 0
Quota cache size 50 Maximum buffers in FCP cache 295
Volume owner UIC [VMS,PLATO] Vol Prot S:RWCD,O:RWCD,G:RWCD,W:RWCD

Volume status: ODS-2, subject to mount verification, protected
subsystems enabled, file high-water marking, write-through
XQP caching enabled, write-through XFC caching enabled.

ATLANTIS_WORK1というラベルのボリュームがマウントされ，システム全体で
利用することができます。ボリューム上のサブシステムにアクセスすることがで
きます。

10. $ MOUNT DSA0: /SHADOW=($200$DKA200:,$200$DKA300:,$200$DKA400:) X5OZCOPY
%MOUNT-I-MOUNTED, X5OZCOPY mounted on _DSA0:
%MOUNT-I-SHDWMEMSUCC, _$200$DKA200: (VIPER1) is now a valid member of
the shadow set
%MOUNT-I-SHDWMEMSUCC, _$200$DKA300: (VIPER1) is now a valid member of
the shadow set
%MOUNT-I-SHDWMEMSUCC, _$200$DKA400: (VIPER1) is now a valid member of
the shadow set
$ DISMOUNT DSA0:
$ MOUNT/INCLUDE DSA0: /SHADOW=$200$DKA200: X5OXCOPY
%MOUNT-I-MOUNTED, X5OZCOPY mounted on _DSA0:
%MOUNT-I-SHDWMEMSUCC, _$200$DKA200: (VIPER1) is now a valid member of
the shadow set
%MOUNT-I-AUTOMEMSUCC, _$200$DKA300: (VIPER1) automatically added to the
shadow set
%MOUNT-I-AUTOMEMSUCC, _$200$DKA400: (VIPER1) automatically added to the
shadow set

既存のシャドウ・セットを 2とおりの方法でマウントしています。最初の
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MOUNT

MOUNTコマンドでは，/SHADOW修飾子によってシャドウ・セットの各メンバ
を指定しています。次にDSA0:をディスマウントした後に， 2番目のMOUNT
コマンドに/INCLUDE修飾子を使用してシャドウ・セットのすべてのメンバを自
動的にマウントしています。
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